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規 則

　川崎市小児医療費助成条例施行規則の一部を改正する

規則をここに公布する。

　　令和３年８月31日

� 川崎市長　福　田　紀　彦　　

川崎市規則第70号

　　　川崎市小児医療費助成条例施行規則の一部

　　　を改正する規則

　川崎市小児医療費助成条例施行規則（平成７年川崎市

規則第69号）の一部を次のように改正する。

　第７条第１項中第４号を削り、第５号を第４号とする。

　第11条を次のように改める。

第11条　削除

　第１号様式を次のように改める。
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第１号様式
 

乳 小児（乳幼児等）医療証交付申請書 

  （宛先）川崎市長 

  次のとおり、乳幼児等の医療費助成に係る医療証の交付を申請します。 

  なお、医療費助成を受けるに当たり必要な限度で、所得状況その他助成に関する事項の調査について市長

に委任します。 

    申請年月日     年   月   日 

１

 

申

 

請

 

者 

フ リ ガ ナ  

住

 

 

所

（〒       ）      

氏 名 

生 年 月 日 年  月  日生 電 話 番 号 －    － 

今年の１月１日現在の住所 

 個 人 番 号 
 

 

  

       

配偶者の有無 １ 有  ２ 無 前年の１月１日現在の住所 

 
乳幼児等との続柄 

１ 父  ２ 母 

   ３ その他（   ） 

２ 

  

配 

  

偶 

  

者 

フ リ ガ ナ  

住

 

所

申請者住所と（１ 同じ ２ 異なる） 

（〒       ） 

氏    名             

生 年 月 日 年  月  日生

個 人 番 号         

３
 
乳
幼
児
等 

フ リ ガ ナ   

住

 

所

申請者住所と（１ 同じ ２ 異なる） 

（〒       ） 

氏 名   

生 年 月 日  年  月  日生（   歳）

４
 
乳
幼
児
等
の
加
入
保
険
状
況 

保険の種類 １ 国保  ２ 組合  ３ 協会  ４ 日雇  ５ 船員  ６ 共済 

被

保

険

者

等 

世帯主・組合員・

被保険者の氏名 

  乳幼児等

との続柄

１ 父   ２ 母 

３ その他（      ） 

被 保 険 者 記 号

及 び 番 号 

記号    番号 
保険加入日 年  月  日 

保

険

者 

保 険 者 番 号   

保 険 者 名 
  

 

５
 
乳
幼
児
等
と
申
請
者
と
の
関
係 

申請者による監護の有無 １ 有 ２ 無

他

制

度

適

用

の

有

無

生 活 保 護 １ 有 ２ 無 

同 一 生 計 の 有 無 

（申請者が父母の場合） 
１ 有 ２ 無 重度障害者医療 １ 有 ２ 無 

生 計 維 持 の 有 無 

（申請者が父母以外の場合） 
１ 有 ２ 無 ひとり親家庭等医療 １ 有 ２ 無 
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　第６号様式を次のように改める。

第６号様式

 

乳 小児入院医療費助成申請書 

 （宛先）川崎市長                                    

年  月  日 

 次のとおり、小児医療費助成に係る医療費の助成を申請します。 

なお、医療費助成を受けるに当たり必要な限度で、所得状況その他助成に関する事項の調査について市長に委任

します。 

１

  

申

 

請

 

者 

フ リ ガ ナ   

住

所 

（〒       ）     

氏 名 

生 年 月 日 年  月  日生 電話番号 －   － 

個 人 番 号       
今年の１月１日現在の住所 

 

配 偶 者 の 有 無 １ 有   ２ 無 
前年の１月１日現在の住所 

小 児 と の 続 柄 
 １ 父   ２ 母 

 ３ その他（   ） 

２

配 

 

偶 

 

者 

フ リ ガ ナ   

住

所

申請者住所と（１ 同じ ２ 異なる） 

（〒       ）     

氏 名 

生 年 月 日 年  月  日生

個 人 番 号       

３

小 

 

児 

フ リ ガ ナ   
住

所

申請者住所と（１ 同じ ２ 異なる） 

（〒       ）     

氏 名 
  

生 年 月 日 年  月  日生（  歳）

４

小

児

の

加

入

保

険

状

況 

保 険 の 種 類 １ 国保 ２ 組合 ３ 協会 ４ 日雇 ５ 船員 ６ 共済 

被

保

険

者

等 

世帯主・組合員・ 

被保険者の氏名 

 小児との

続  柄

１ 父     ２ 母 

３ その他（      ） 

被 保 険 者 記 号 

及 び 番 号 

記号    番号 
保険加入日      年  月  日 

保

険

者 

保 険 者 番 号   

保 険 者 名  

５ 
 申請者による監護の有無 １ 有  ２ 無 他

制
度
適
用
の
有
無

生 活 保 護 １ 有 ２ 無 

同 一 生 計 の 有 無 

（申請者が父母の場合） 
１ 有  ２ 無 重 度 障 害 者 医 療 １ 有 ２ 無 

生 計 維 持 の 有 無 

（申請者が父母以外の場合） 
１ 有  ２ 無 ひとり親家庭等医療 １ 有 ２ 無 

６

申

請

の

内

容 

診 療 を 受 け た 期 間 病 院 等 の 名 称 申  請  額 

年  月  日から 

年  月  日まで 

  
円

年  月  日から 

年  月  日まで 

  
円

年  月  日から 

年  月  日まで 

  
円

７ 

振

込

先 

振 込 先 金 融 機 関 

銀 行           本 店 
       信用金庫                  

農 協           支 店 
その他（                ） 

口 座 番 号 
普通 

当座 

フリガナ 

口座名義人 

小
児
と
申
請
者
と
の
関
係 
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　　　附　則

　（施行期日）

１�　この規則は、令和３年９月１日から施行する。

　（経過措置）

２�　改正後の規則の規定は、この規則の施行の日以後に

受けた医療に係る医療費の助成について適用し、同日

前に受けた医療に係る医療費の助成については、なお

従前の例による。

３�　改正前の規則の規定により調製した帳票で現に残存

するものについては、当分の間、必要な箇所を訂正し

た上、引き続きこれを使用することができる。

　　　───────────────────

　川崎市子ども・子育て支援法施行細則の一部を改正す

る規則をここに公布する。

　　令和３年８月31日

� 川崎市長　福　田　紀　彦　　

川崎市規則第71号

　　　川崎市子ども・子育て支援法施行細則の一

　　　部を改正する規則

　川崎市子ども・子育て支援法施行細則（平成26年川崎

市規則第71号）の一部を次のように改正する。

　別表第２中「受けている者」の次に「、小規模住居型

児童養育事業を行う者」を加え、同表備考第１項中「、

第４項及び第６項」を「及び第５項」に改め、同表備考

第２項中「第６項」を「第５項」に改め、同表備考中第

４項を削り、第５項を第４項とし、第６項から第９項ま

でを１項ずつ繰り上げ、同表備考第10項中「第５項」を

「第４項」に改め、同項を同表備考第９項とする。
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　第12号様式及び第13号様式を次のように改める。

第12号様式

（宛先）川崎市　 区長

〒 －

〒　 －

年 月 日 区

□

□

〒 － 電話番号

年 月 日

入力

確認

施設等利用給付認定（変更）申請書(法第３０条の４第１号認定用)

受付 収受印

　以上のことに同意し、次のとおり施設等利用給付認定を申請します。

申請日 　　　　年　　月　　日

申
請
者

（
保
護
者
）

フリガナ

住所

氏名
　　　　区

住所が市外の場合
市内転入後の住所生年月日

　　日中の連絡先（電話番号）　　　　　＊確実に連絡の取れる順に記入してください。

① 父携帯　・　母携帯
父勤務先　・　母勤務先
自宅・その他（　　　）

② 父携帯　・　母携帯
父勤務先　・　母勤務先
自宅・その他（　　　）

③ 父携帯　・　母携帯
父勤務先　・　母勤務先
自宅・その他（　　　）

年 月 日子
ど
も

フリガナ

性
別

続
柄氏名

個人番号

生年月日□　男
□　女

日 から
小学校就学前

まで
　　　　　年　　　　月　　　　日

認定を希望
する期間

年 月

就労・通学・通園先
又は単身赴任先

フリガナ
性別

　　　  　年　 　  月　  　日

氏名 個人番号

＜利用(予定を含む。)する幼稚園(子どものための教育・保育給付の対象ではない私立幼稚園)又は特別支援学校幼稚部を記入してください。＞

フリガナ
所在地

(　　　)

名称

１
□　男
□　女

世帯主
　　　  　年　 　  月　  　日

7
□　男
□　女

　　　  　年　 　  月　  　日

6

１　子ども・子育て支援法第３０条の３において準用する同法第１６条の規定に基づ
き、申請者
　や同居親族の市町村民税課税状況その他施設等利用給付認定に際し、官公署に対し必
要な文書
　の閲覧又は資料の提供を求めることがあります。
２　申請書等に記載した事項については、施設等利用給付認定や施設等利用費の支給に
必要と認
　められる場合に、施設・事業者に提供することがあります。
３　施設等利用費は、申請者に代わり、特定子ども・子育て支援提供者が受領すること
がありま
　す。
４ 新年度４月利用開始の場合は、認定事務が集中し審査等に日時を要するため、申請

利用開始予定日

4
□　男
□　女

　　　  　年　 　  月　  　日

２
□　男
□　女

　　　  　年　 　  月　  　日

＜同居者を全員記入してください。＞

申
請
子
ど
も
の
保
護
者
及
び
同
居
者

（

生
計
の
中
心
者
の
番
号
に
〇
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。
）

続柄
生年月日

3
□　男
□　女

　　　  　年　 　  月　  　日

□　男
□　女

　　　  　年　 　  月　  　日

5
□　男
□　女
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第13号様式

（宛先）川崎市 区長

〒 －

〒　 －

年 月 日 区

□

（子から見た続柄）　　　　　　

父・母・その他（　　　　　　）

（子から見た続柄）　　　　　　

父・母・その他（　　　　　　）

□

□

＜必ず裏面も記入してください。＞

認定区
分

□

□ 就労 □
妊娠
出産

市民税非課税世帯に該当

保育を必
要とする

理由

）

□ 就労 □
妊娠
出産 □

疾病
障害等 □

介護
看護

入力

確認

　以上のことに同意し、次のとおり施設等利用給付認定を申請します。

申
請
者

（
保
護
者
）

フリガナ

住所

　　日中の連絡先（電話番号）　　　　　＊確実に連絡の取れる順に記入してください。
① 父携帯　・　母携帯

父勤務先　・　母勤務先

自宅・その他（　　　）

②

就労・通学・通園先
又は単身赴任先

父携帯　・　母携帯

父勤務先　・　母勤務先

自宅・その他（　　　）

住所が市外の場合
市内転入後の住所

左記で第３号に該当し、市民税非
課
税世帯に該当する場合は、下の□
に□ 申請子どもは、認定希望日時点で満３歳に達する日以後の最初の３月３１日までの間にある(第３号)。

③ 父携帯　・　母携帯

父勤務先　・　母勤務先

自宅・その他（　　　）

申請子どもは、認定希望日時点で満３歳に達する日以後の最初の３月３１日を経過している(第２号)。

日

氏名
　　　　区

生年月日

施設等利用給付認定（変更）申請書（法第３０条の４第２号・第３号認定用）

申請日 年　　　　月　　　日

受付 収受印１　子ども・子育て支援法第３０条の３において準用する同法第１６条の規定に基づ
き、申請者
　や同居親族の市町村民税課税状況その他施設等利用給付認定に際し、官公署に対し
必要な文書
　の閲覧又は資料の提供を求めることがあります。
２　申請書等に記載した事項については、施設等利用給付認定や施設等利用費の支給
に必要と認
　められる場合に、施設・事業者に提供することがあります。
３　施設等利用費は、申請者に代わり、特定子ども・子育て支援提供者が受領するこ
とがありま
　す。
４ 新年度４月利用開始の場合は 認定事務が集中し審査等に日時を要するため 申

□

求職
活動等 □ 就学 □ その他（

疾病
障害等 □

介護
看護 □

災害
復旧 □□

１

その他（ ）
災害
復旧 □

求職
活動等 □ 就学 □

フリガナ

氏名

から
認定を希望
する期間

年 まで
小学校就学前

　　　　　年　　　　月　　　　日

生年月日

個人番号

世帯主
　　　  　年　 　  月　  　日

＜同居者を全員記入してください。＞

申
請
子
ど
も
の
保
護
者
及
び
同
居
者

（
生
計
の
中
心
者
の
番
号
に
〇
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。
）

□　男
□　女

□　男
□　女

□　男
□　女

性別

月 日

続柄

　　　  　年　 　  月　  　日

　　　  　年　 　  月　  　日

２

3

4

5

□　男
□　女

□　男
□　女

　　　  　年　 　  月　  　日

　　　  　年　 　  月　  　日

　　　  　年　 　  月　  　日

6

7

□　男
□　女

□　男
□　女

　　　  　年　 　  月　  　日

子
ど
も

フリガナ

性
別

□　男
□　女

続
柄

生年月日 年 月

氏名
個人番号
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〒 － 電話番号

年 月 日

〒　　　－

電話番号　　　(　　　)　　　

〒　　　－

電話番号　　　(　　　)　　　

〒　　　－

電話番号　　　(　　　)　　　

〒　　　－

電話番号　　　(　　　)　　　

□ □
□ □ □ □ □ □

□ □ □ □
□ □ （ ） □ □ （ ）

名称

所在地

電話

徒歩・自転車・バス・自動車・電車・その他（　　　） 徒歩・自転車・バス・自動車・電車・その他（　　　）

＊複数手段がある場合は全てに○をつけてください。 ＊複数手段がある場合は全てに○をつけてください。

約 分 （往復時間を記入してください。） 約 分 （往復時間を記入してください。）

□ 無 □ 無

□ 有　⇒ □ 有　⇒
から から

から から

□ 無
□ 有　⇒ 年 月 日

徒歩・自転車・バス・自動車・電車・その他（　　　　　） 徒歩・自転車・バス・自動車・電車・その他（　　　　　）

＊複数手段がある場合は全てに○をつけてください。 ＊複数手段がある場合は全てに○をつけてください。

約 分 （往復時間を記入してください。） 約 分 （往復時間を記入してください。）

□ 週 □ 週

□ 月 □ 月

□ 有 □ 有
□ 無 □ 無

□ 無

□ 有

働
い
て
い
る
場
合

名称
利用開始予定日

＜認可外保育施設、一時預かり事業、病児保育事業又は子育て援助活動支援事業を利用する(予定を含む。)方は記入してください。＞

フリガナ 利用するサービス
の種類

（予定日）

（手帳交付） （手帳交付）（疾病・障害名） （疾病・障害名）

通学手段
・時間

通学手段 通学手段

通学時間 通学時間

　□　卒業後就労するため　□その他（ 　　　　）

妊娠有無
（申請時点）

勤
務
先

就
学
中
の
場
合

学校名

＜表面の「認定区分」が第３号に該当する場合に記入してください。＞

転居予定

就学の
目的

　□　卒業後就労するため　□その他（ 　　　　）

（就労日数・時間） 日、１日

期間

時間就労
卒業後
の予定

（就労日数・時間） 日、１日 時間就労

認 定 希 望 日 の
前年１月１日現在の住

所
(母親) (父親)

□　現住所と同じ □　現住所と同じ

　（転居先：　　　　　　　　　 　　　　  　　）　（転居時期：　　　　年　　月
日頃）

年 月 日まで

疾病・障害
等の場合

月 日まで年

通勤手段
・時間

通勤手段 通勤手段

通勤時間 通勤時間

前年１月１
日以降の転

職

就労先名：

就労期間： 就労期間：

就労先名：

就労期間： 就労期間：

就労先名：

認可外  ・  一時預かり
病児保育・子育て援助活動

就労先名：

自宅以外 協力者自宅以外 協力者

自宅 中心者 自営　⇒ 自宅 中心者

内職 その他：

認可外  ・  一時預かり
病児保育・子育て援助活動

　　　　年　　月　　日

認可外  ・  一時預かり
病児保育・子育て援助活動

就労
種別

居宅外労働 居宅外労働

内職 その他：

母親の状況 父親の状況

　　　　年　　月　　日

　　　　年　　月　　日

認可外  ・  一時預かり
病児保育・子育て援助活動

　　　　年　　月　　日

自営　⇒

＜保育を必要とする理由に応じて記入してください。＞

所在地 利用開始予定日
施設又は事業所の名称

＜幼稚園、認定こども園又は特別支援学校幼稚部を利用する(予定を含む。)方は記入してください。＞

フリガナ
所在地

(　　　)

①

②

①

②

①

②

①

②
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　　　附　則

　（施行期日）

１�　この規則は、令和３年９月１日から施行する。

　（経過措置）

２�　改正後の規則の規定は、この規則の施行の日以後の

教育・保育の利用に係る利用者負担額について適用

し、同日前の教育・保育の利用に係る利用者負担額に

ついては、なお従前の例による。

３�　改正前の規則の規定により調製した帳票で現に残存

するものについては、当分の間、必要な箇所を訂正し

た上、引き続きこれを使用することができる。

告 示

川崎市告示第438号

　　　指定障害福祉サービスの事業の廃止について

　障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するた

めの法律（平成17年法律第123号）第46条第２項の規定

により、指定障害福祉サービスの事業の廃止の届出があ

りましたので、同法第51条の規定に基づき別表のとおり

告示します。

　　令和３年８月17日

� 川崎市長　福　田　紀　彦　　

川崎市告示第439号

　　　指定障害福祉サービスの事業の廃止について

　障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するた

めの法律（平成17年法律第123号）第46条第２項の規定

により、指定障害福祉サービスの事業の廃止の届出があ

りましたので、同法第51条の規定に基づき別表のとおり

告示します。

　　令和３年８月17日

� 川崎市長　福　田　紀　彦　　

川崎市告示第440号

　　　指定障害児通所支援の事業の廃止について

　児童福祉法（昭和22年法律第164号）第21条の５の20

第４項の規定により、指定障害児通所支援の事業の廃止

の届出がありましたので、同法第21条の５の25第２項の

規定に基づき別表のとおり告示します。

　　令和３年８月17日

� 川崎市長　福　田　紀　彦　　

申請者の名称 事業所の名称 事業所の所在地 事業の種類 廃止の年月日 事業所番号

株式会社Big Forest JOY KIDS
川崎市川崎区浅田３－10－11

アンシャンテ１階１Ａ号室

放課後等

デイサービス
令和３年５月31日 1455000453

　　　　　　　　　　────────────────────────────────

申請者の名称 事業所の名称 事業所の所在地 事業の種類 廃止の年月日 事業所番号

ユースタイルラボ

ラトリー株式会社

土屋訪問介護事業所

武蔵小杉

川崎市中原区市ノ坪35

ハイムシルク203号室

居宅介護　　

重度訪問介護
令和３年６月30日 1415201126

　　　　　　　　　　────────────────────────────────

申請者の名称 事業所の名称 事業所の所在地 事業の種類 廃止の年月日 事業所番号

株式会社ツクイ
ツクイ川崎

新百合丘　

川崎市麻生区万福寺一丁目１番１号

新百合ケ丘シティビルディング６階

610号室

居宅介護　　

重度訪問介護
令和３年７月31日 1415600822

株式会社ツクイ
ツクイ川崎

新百合丘　

川崎市麻生区万福寺一丁目１番１号

新百合ケ丘シティビルディング６階

610号室

同行援護 令和３年７月31日 1415600822

　　　　　　　　　　────────────────────────────────
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川崎市告示第441号

　　　指定障害児通所支援の事業の廃止について

　児童福祉法（昭和22年法律第164号）第21条の５の20

第４項の規定により、指定障害児通所支援の事業の廃止

の届出がありましたので、同法第21条の５の25第２項の

規定に基づき別表のとおり告示します。

　　令和３年８月17日

� 川崎市長　福　田　紀　彦　　

川崎市告示第442号

　　　指定障害児通所支援の事業の廃止について

　児童福祉法（昭和22年法律第164号）第21条の５の20

第４項の規定により、指定障害児通所支援の事業の廃止

の届出がありましたので、同法第21条の５の25第２項の

規定に基づき別表のとおり告示します。

　　令和３年８月17日

� 川崎市長　福　田　紀　彦　　

川崎市告示第443号

　　　指定障害福祉サービス事業者の指定について

　障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するた

めの法律（平成17年法律第123号）第29条第１項の規定

により、指定障害福祉サービス事業者の指定を行いまし

たので、同法第51条の規定に基づき別表のとおり告示し

ます。

　　令和３年８月17日

� 川崎市長　福　田　紀　彦　　

川崎市告示第444号

　　　指定特定相談支援事業者の指定について

　障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するた

めの法律（平成17年法律第123号）第51条の17第１項第

１号の規定により、指定特定相談支援事業者の指定を行

いましたので、同法第51条の30の規定に基づき別表のと

おり告示します。

　　令和３年８月17日

� 川崎市長　福　田　紀　彦　　

申請者の名称 事業所の名称 事業所の所在地 事業の種類 廃止の年月日 事業所番号

株式会社　

クラ・ゼミ

こどもサポート教室

「きらり」新城駅前校

川崎市中原区新城５丁目８－３

第二望月ビル１階１号室

児童発達支援

放課後等

デイサービス

令和３年

６月30日
1455200392

　　　　　　　　　　────────────────────────────────

申請者の名称 事業所の名称 事業所の所在地 事業の種類 廃止の年月日 事業所番号

株式会社

IDEC-Global
Smile-heart-Melody 川崎市中原区下新城３－８－19

放課後等

デイサービス
令和３年７月31日 1455300234

　　　　　　　　　　────────────────────────────────

申請者の名称 事業所の名称 事業所の所在地 事業の種類 指定の年月日 事業所番号

株式会社

ウェルメディック・

ジャパン

ティエル訪問介護

ステーション

川崎市川崎区本町

１－８－２トラストビル２階

居宅介護

重度訪問介護

令和３年

８月１日
1415001542

株式会社Initial
みぞのくち

めだか販売店

川崎市高津区下作延

１－１－42

就労継続支援

Ｂ型

令和３年

８月１日
1415301108

ケイエスガード

株式会社

就労継続支援

Ｂ型事業所

ケイエスガード

川崎市川崎区南町12－１

パートナーズ川崎２階

就労継続支援

Ｂ型

令和３年８

月１日
1415001443

　　　　　　　　　　────────────────────────────────
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申請者の名称 事業所の名称 事業所の所在地 事業の種類 指定の年月日 事業所番号

合同会社

アライフ
アライフ相談室

川崎市多摩区菅稲田堤三丁目17番

１－305　プラザサニーサイド
計画相談支援 令和３年８月１日 1435401177

株式会社ＡＴ

指定相談支援

アットコレット

新百合ヶ丘

川崎市麻生区万福寺１－８－７

パストラル新百合ヶ丘207Ａ
計画相談支援 令和３年８月１日 1435600919

株式会社ＡＴ

指定相談支援

アットコレット

宿河原

川崎市多摩区宿河原３－２－１

三和ビル１Ｆ
計画相談支援 令和３年８月１日 1435401169

株式会社ＡＴ

指定相談支援

アットコレット

鈴木町

川崎市川崎区旭町２－17－４

ハイツ穂高201
計画相談支援 令和３年８月１日 1435001555

　　　　　　　　　　────────────────────────────────

申請者の名称 事業所の名称 事業所の所在地 事業の種類 指定の年月日 事業所番号

合同会社アライフ アライフ相談室

川崎市多摩区菅稲田堤

三丁目17番１－305

プラザサニーサイド

地域移行支援 令和３年８月１日 1435401177

合同会社

ドリームスタジアム

相談支援事業所

ドリームスタジアム

かわさき

川崎市高津区二子三丁目

16番19号
地域移行支援 令和３年８月１日 1435301047

　　　　　　　　　　────────────────────────────────

申請者の名称 事業所の名称 事業所の所在地 事業の種類 指定の年月日 事業所番号

レッツウォーク

株式会社

児童発達支援

レッツウォーク

川崎市幸区南加瀬四丁目19番９号

グレイス・ハイツ102号
児童発達支援 令和３年８月１日 1455100303

イニシアス

株式会社
TAKUMI武蔵小杉

川崎市中原区中丸子356

StRuricol 101
児童発達支援 令和３年８月１日 1455200574

イニシアス

株式会社
TAKUMI武蔵小杉

川崎市中原区中丸子356

StRuricol 101

放課後等

デイサービス
令和３年８月１日 1455200574

社会福祉法人

県央福祉会
ぽるく中原 川崎市中原区下小田中１－６－11 児童発達支援 令和３年８月１日 1455200582

社会福祉法人

県央福祉会
ぽるく中原 川崎市中原区下小田中１－６－11

放課後等

デイサービス
令和３年８月１日 1455200582

　　　　　　　　　　────────────────────────────────

川崎市告示第445号

　　　指定障害児通所支援事業者の指定について

　児童福祉法（昭和22年法律第164号）第21条の５の15

第１項の規定により、指定障害児通所支援事業者の指定

を行いましたので、同法第21条の５の25第１項の規定に

基づき別表のとおり告示します。

　　令和３年８月17日

� 川崎市長　福　田　紀　彦　　

川崎市告示第446号

　　　指定一般相談支援事業者の指定について

　障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するた

めの法律（平成17年法律第123号）第51条の14第１項の

規定により、指定一般相談支援事業者の指定を行いまし

たので、同法第51条30の規定に基づき別表のとおり告示

します。

　　令和３年８月17日

� 川崎市長　福　田　紀　彦　　
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川崎市告示第447号

　　　指定障害児相談支援事業者の指定について

　児童福祉法（昭和22年法律第164号）第24条の28第１

項の規定により、指定障害児相談支援事業者の指定を行

いましたので、同法第24条の37第１項の規定に基づき別

表のとおり告示します。

　　令和３年８月17日

� 川崎市長　福　田　紀　彦　　

川崎市告示第448号

　川崎市自転車等の放置防止に関する条例（昭和62年川

崎市条例第４号。以下「条例」という。）第10条第２項、

第11条第２項及び第３項並びに第27条第２項の規定に基

づき自転車等を撤去し、保管しましたので、条例第12条

第１項（第27条第３項において準用する場合を含む。）

の規定に基づき告示します。

　　令和３年８月17日

� 川崎市長　福　田　紀　彦　　

１�　撤去年月日、撤去場所、撤去自転車等並びに保管場

所の名称及び位置

　　別紙のとおり

２�　保管期間

　　当該告示をした日から起算して１箇月間

３�　引取りの方法

　⑴�　引取りの場所

　　　別紙表記載の保管場所

　⑵�　引取りのできる日時

　　�　火曜日から金曜日までの午前11時から午後７時ま

で並びに土曜日及び日曜日の午前11時から午後５時

まで。ただし、国民の祝日に関する法律に規定する

休日及び12月29日から１月３日までを除く。

　⑶�　引取りに要する費用

　　　自転車　　　　　　　2,500円

　　　原動機付自転車　　　5,000円

　　　自動二輪車　　　 　10,000円

　⑷�　持参するもの

　　　自転車等の鍵

　　　印鑑

　　　住所等身分を証明するもの

４�　その他

　�　この告示に関する撤去自転車等で上記の保管期間を

経過するまでの間に利用者又は所有者の引取りのない

ものについては、条例第14条に基づき売却その他の処

理をします。

（別紙省略）

　　　───────────────────

川崎市告示第449号

　　　道路の区域の変更に関する告示

　道路法（昭和27年法律第180号）第18条第１項の規定

に基づき、道路の区域を次のように変更します。

　その関係図面は、建設緑政局道路管理部管理課におい

て、令和３年８月17日から令和３年８月31日まで一般の

縦覧に供します。

　　令和３年８月17日

� 川崎市長　福　田　紀　彦　　

申請者の名称 事業所の名称 事業所の所在地 事業の種類 指定の年月日 事業所番号

合同会社アライフ アライフ相談室

川崎市多摩区菅稲田堤

三丁目17番１－305

プラザサニーサイド

障害児相談支援 令和３年８月１日 1475400469

株式会社ＡＴ

指定相談支援

アットコレット

新百合ヶ丘

川崎市麻生区万福寺

１－８－７

パストラル新百合ヶ丘207A

障害児相談支援 令和３年８月１日 1475600399

株式会社ＡＴ

指定相談支援

アットコレット

宿河原

川崎市多摩区宿河原

３－２－１　三和ビル１Ｆ
障害児相談支援 令和３年８月１日 1475400451

株式会社ＡＴ

指定相談支援

アットコレット

鈴木町

川崎市川崎区旭町２－17－４

ハイツ穂高201
障害児相談支援 令和３年８月１日 1475000640

　　　　　　　　　　────────────────────────────────
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道路の種類　市道

旧･新

別
路 線 名 区　　　　間

敷地の

幅　員

（ｍ）

延　長

（ｍ）

備考

旧
北 加 瀬

第16号線

川崎市幸区北加瀬三丁目

494番３先
2.80 24.90

川崎市幸区北加瀬三丁目

494番５先

新
北 加 瀬

第16号線

川崎市幸区北加瀬三丁目

494番１先
3.40 24.90

川崎市幸区北加瀬三丁目

494番１先

旧
北 加 瀬

第30号線

川崎市幸区北加瀬三丁目

494番３先
2.12 32.99

川崎市幸区北加瀬三丁目

494番３先

新
北 加 瀬

第30号線

川崎市幸区北加瀬三丁目

494番１先
3.06 32.99

川崎市幸区北加瀬三丁目

494番１先

　　　───────────────────

川崎市告示第450号

　　　道路供用開始に関する告示

　道路法（昭和27年法律第180号）第18条第２項の規定

に基づき、次の道路の供用を令和３年８月17日から開始

します。

　その関係図面は、建設緑政局道路管理部管理課におい

て、令和３年８月17日から令和３年８月31日まで一般の

縦覧に供します。

　　令和３年８月17日

� 川崎市長　福　田　紀　彦　　

道路の種類　市道

路 線 名 供　用　開　始　の　区　間 備考

北 加 瀬

第 1 6 号 線

川崎市幸区北加瀬三丁目494番１先

川崎市幸区北加瀬三丁目494番１先

北 加 瀬

第 3 0 号 線

川崎市幸区北加瀬三丁目494番１先

川崎市幸区北加瀬三丁目494番１先

　　　───────────────────

川崎市告示第451号

　川崎市長が予防接種法（昭和23年法律第68号）第５条、

第６条の規定により行う予防接種については、次表に掲

げる医師が同表に掲げる場所等で当該業務を行うので、

予防接種法施行令（昭和23年政令第197号）第４条第１

項の規定に基づき告示します。

　　令和３年８月19日

� 川崎市長　福　田　紀　彦　　

医　師　名
予防接種を行う主たる場所

病院・医院名 所在地

三輪　純 三輪内科おなかクリニック

川崎市高津区溝口

５－24－８

ライフ溝口店２Ｆ

中谷　行宏
登戸なかたに消化器・

糖尿病内科

川崎市多摩区登戸

2565－１

イル・マーレ２Ｆ

中村　全 中村医院
川崎市多摩区

登戸新町358－１

三瓶　正史 百合ヶ丘駅前クリニック
川崎市麻生区百合丘

１－２－１

　　　───────────────────

川崎市告示第452号

　川崎市重度障害者医療費助成条例施行規則（昭和48年

川崎市規則第32号）第６条第１項の規定により、医療証

の更新をするため、次のとおり告示します。

　　令和３年８月20日

� 川崎市長　福　田　紀　彦　　

１�　更新日

　　令和３年10月１日

２�　更新期間

　　令和３年９月６日から令和３年９月30日まで

３�　更新方法

　�　医療証の更新は、令和３年９月６日から令和３年９

月30日までの間に郵送での交付により行います。

４�　医療証の効力

　�　現医療証は令和３年９月30日限りで無効とし、新医

療証は令和３年10月１日から令和４年９月30日まで有

効とします。

　�　ただし、令和４年９月30日よりも前に精神障害者保

健福祉手帳の有効期限が到来する場合は、その有効期

限の日まで有効とします。

　�　また、令和４年９月よりも前に身体障害者手帳に再

認定年月がある場合には、再認定年月の月末まで有効

とし、再認定後の障害程度が本制度の対象であること

を確認した場合には、令和４年９月30日まで有効とし

ます。

　　　───────────────────

川崎市告示第453号

　川崎市公印規則（昭和39年川崎市規則第６号）第８条

第１項の規定により、次の名称の公印を改刻しましたの

で、同規則第９条の規定に基づき告示します。

　　令和３年８月20日

� 川崎市長　福　田　紀　彦　　

１�　川崎市民生委員推薦会委員長印

　⑴�　使用開始日　　　　令和３年９月１日

　⑵�　一 般 公 印　　　　ひな形番号　48の４
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　⑶�　書　　　体　　　　てん書

　⑷�　寸　　　法　　　　方21mm

　⑸�　保管場所及び個数　健康福祉局

　　　　　　　　　　　　地域包括ケア推進室　１個

　⑹�　印　　　影　　　　

２�　川崎市社会福祉審議会委員長印

　⑴�　使用開始日　　　　令和３年９月１日

　⑵�　一 般 公 印　　　　ひな形番号　48の４

　⑶�　書　　　体　　　　てん書

　⑷�　寸　　　法　　　　方21mm

　⑸�　保管場所及び個数　健康福祉局

　　　　　　　　　　　　地域包括ケア推進室　１個

　⑹�　印　　　影　　　　

　　　───────────────────

川崎市告示第454号

　生活保護法（昭和25年法律第144号）第49条の規定に

より医療機関の指定並びに中国残留邦人等の円滑な帰国

の促進並びに永住帰国した中国残留邦人等及び特定配偶

者の自立の支援に関する法律（平成６年法律第30号）第

14条第４項において生活保護法の規定の例によるとされ

ている医療支援給付の医療機関の指定を行いましたの

で、同法第55条の３第１号の規定に基づき告示します。

（別紙省略）

　　令和３年８月20日

� 川崎市長　福　田　紀　彦　　

　　　───────────────────

川崎市告示第455号

　生活保護法（昭和25年法律第144号）第55条第１項の

規定により施術機関の指定並びに中国残留邦人等の円滑

な帰国の促進並びに永住帰国した中国残留邦人等及び特

定配偶者の自立の支援に関する法律（平成６年法律第30

号）第14条第４項において生活保護法の規定の例による

とされている医療支援給付の施術機関の指定を行いまし

たので、同法第55条の３第１号の規定に基づき告示しま

す。

（別紙省略）

　　令和３年８月20日

� 川崎市長　福　田　紀　彦　　

　　　───────────────────

川崎市告示第456号

　生活保護法（昭和25年法律第144号）第50条の２の規

定により指定医療機関の廃止並びに中国残留邦人等の円

滑な帰国の促進並びに永住帰国した中国残留邦人等及び

特定配偶者の自立の支援に関する法律（平成６年法律第

30号）第14条第４項において生活保護法の規定の例によ

るとされている医療支援給付の指定医療機関の廃止を行

いましたので、同法第55条の３第２号の規定に基づき告

示します。

（別紙省略）

　　令和３年８月20日

� 川崎市長　福　田　紀　彦　　

　　　───────────────────

川崎市告示第457号

　生活保護法（昭和25年法律第144号）第50条の２の規

定により指定医療機関の変更並びに中国残留邦人等の円

滑な帰国の促進並びに永住帰国した中国残留邦人等及び

特定配偶者の自立の支援に関する法律（平成６年法律第

30号）第14条第４項において生活保護法の規定の例によ

るとされている医療支援給付の指定医療機関の変更を行

いましたので、同法第55条の３第２号の規定に基づき別

表のとおり告示します。

（別紙省略）

　　令和３年８月20日

� 川崎市長　福　田　紀　彦　　

　　　───────────────────

川崎市告示第458号

　川崎市自転車等の放置防止に関する条例（昭和62年川

崎市条例第４号。以下「条例」という。）第10条第２項、

第11条第２項及び第３項並びに第27条第２項の規定に基

づき自転車等を撤去し、保管しましたので、条例第12条

第１項（第27条第３項において準用する場合を含む。）

の規定に基づき告示します。

　　令和３年８月24日

� 川崎市長　福　田　紀　彦　　

１�　撤去年月日、撤去場所、撤去自転車等並びに保管場

所の名称及び位置

　　別紙のとおり

２�　保管期間

　　当該告示をした日から起算して１箇月間

３�　引取りの方法

　⑴�　引取りの場所

　　　別紙表記載の保管場所

　⑵�　引取りのできる日時

　　�　火曜日から金曜日までの午前11時から午後７時ま

で並びに土曜日及び日曜日の午前11時から午後５時

まで。ただし、国民の祝日に関する法律に規定する

休日及び12月29日から１月３日までを除く。



（第1,826号）令和３年(2021年)９月10日 川 崎 市 公 報

－3400－

　⑶�　引取りに要する費用

　　　自転車　　　　　　　2,500円

　　　原動機付自転車　　　5,000円

　　　自動二輪車　　　 　10,000円

　⑷�　持参するもの

　　　自転車等の鍵

　　　印鑑

　　　住所等身分を証明するもの

４�　その他

　�　この告示に関する撤去自転車等で上記の保管期間を

経過するまでの間に利用者又は所有者の引取りのない

ものについては、条例第14条に基づき売却その他の処

理をします。

（別紙省略）

　　　───────────────────

川崎市告示第459号

　生活保護法（昭和25年法律第144号）第54条の２第４

項において準用する同法第50条の２の規定により指定介

護機関の変更及び中国残留邦人等の円滑な帰国の促進並

びに永住帰国した中国残留邦人等及び特定配偶者の自立

の支援に関する法律（平成６年法律第30号）第14条第４

項において生活保護法の規定の例によるとされている介

護支援給付の指定介護機関の変更を行いましたので、同

法第55条の３第２号の規定に基づき別表のとおり告示し

ます。（別表省略）

　　令和３年８月24日

� 川崎市長　福　田　紀　彦　　

　　　───────────────────

川崎市告示第460号

　生活保護法（昭和25年法律第144号）第54条の２第４

項において準用する同法第50条の２の規定により指定介

護機関の廃止及び中国残留邦人等の円滑な帰国の促進並

びに永住帰国した中国残留邦人等及び特定配偶者の自立

の支援に関する法律（平成６年法律第30号）第14条第４

項において生活保護法の規定の例によるとされている介

護支援給付の指定介護機関の廃止を行いましたので、同

法第55条の３第２号の規定に基づき別表のとおり告示し

ます。（別表省略）

　　令和３年８月24日

� 川崎市長　福　田　紀　彦　　

　　　───────────────────

川崎市告示第461号

　地方自治法（昭和22年法律第67号）第260条の２第１

項の規定により、地縁による団体として認可しましたの

で、同条第10項の規定により次のとおり告示します。

　　令和３年８月25日

� 川崎市長　福　田　紀　彦　　

１�　名称

　　小田四丁目町内会

２�　規約に定める目的

　�　地域的な共同生活を行うことにより、会員相互の親

睦と生活の改善向上を図り、良好な地域社会の維持及

び形成に資することを目的とする。

３�　区域

　　川崎市川崎区小田４丁目12番１号から39番13号まで

４�　主たる事務所の所在地

　　川崎市川崎区小田４丁目15番16号

５�　代表者の氏名及び住所

　　鈴木　雄幸

　　川崎市川崎区小田４丁目36番13号

６�　裁判所による代表者の職務執行の停止の有無及び職

務代行者の選任の有無

　　なし

７�　代理人の有無

　　なし

８�　規約に解散の事由を定めたときはその理由

　　なし

９�　認可年月日

　　令和３年８月25日

　　　───────────────────

川崎市告示第462号

　令和３年第３回川崎市議会定例会を次のとおり招集し

ます。

　　令和３年８月26日

� 川崎市長　福　田　紀　彦　　

１�　日　　時　令和３年９月２日（木曜日）　午前10時

２�　場　　所　川崎市役所内市議会議場

　　　───────────────────

川崎市告示第463号

　地方自治法（昭和22年法律第67号）第231条の２第６

項の規定により、次のとおり指定代理納付者を指定した

ので告示します。

　　令和３年８月26日

� 川崎市長　福　田　紀　彦　　

１�　指定代理納付者の住所及び名称

　　所 在 地　東京都港区虎ノ門２－10－４

　　　　　　　オークラプレステージタワー８階

　　名　　称　株式会社エム・ピー・ソリューション

　　代表者名　代表取締役　佐藤　栄治

２�　指定代理納付者に代理納付させる歳入の内容

　�　区役所区民課や市税事務所等において発行する証明

書等の手数料

３�　指定日

　　令和３年８月20日

　　　───────────────────
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川崎市告示第464号

　特定非営利活動促進法（平成10年法律第７号）第53条

第１項の届出を受けたので、同条第２項の規定により次

のとおり告示します。

　　令和３年８月27日

� 川崎市長　福　田　紀　彦　　

名称 変更年月日 変更事項 変更前 変更後

特定非営利

活動法人

アクト川崎

令和３年

７月10日

代表者の

氏名
竹井　斎 廣瀬　健二

　　　───────────────────

川崎市告示第465号

　川崎市個人情報保護条例（昭和60年川崎市条例第26

号）第８条第２項の規定による個人情報ファイルの届出

について、同条第７項の規定に基づき公表します。

　　令和３年８月27日

� 川崎市長　福　田　紀　彦　　

１�　届出の状況

　⑴�　個人情報ファイル（新規）

　　ア�　市　　長� １件　　　　

２�　届出書

　　別紙のとおり（省略）

　　　───────────────────

川崎市告示第466号

　川崎市個人情報保護条例（昭和60年川崎市条例第26

号）第11条第３項の規定による保有個人情報の目的外利

用等の届出について、同条第５項の規定に基づき公表し

ます。

　　令和３年８月27日

� 川崎市長　福　田　紀　彦　　

１�　届出の状況

　⑴�　目的外利用

　　ア�　市　　長� ３件　　　　

　　イ�　教育委員会� ２件　　　　

　⑵�　外部提供

　　ア�　市　　長� ９件　　　　

　　イ�　消　防　長� ３件　　　　

２�　届出書

　　別紙のとおり（省略）

　　　───────────────────

川崎市告示第467号

　　　道路供用開始に関する告示

　道路法（昭和27年法律第180号）第18条第２項の規定

に基づき、次の道路の供用を令和３年８月30日から開始

します。

　その関係図面は、建設緑政局道路管理部管理課におい

て、令和３年８月30日から令和３年９月13日まで一般の

縦覧に供します。

　　令和３年８月30日

� 川崎市長　福　田　紀　彦　　

道路の種類　市道

路 線 名 供　用　開　始　の　区　間 備考

諏 訪

第 1 8 号 線

川崎市高津区諏訪３丁目111番１先

川崎市宮前区諏訪３丁目111番１先

　　　───────────────────

川崎市告示第468号

　川崎市自転車等の放置防止に関する条例（昭和62年川

崎市条例第４号。以下「条例」という。）第10条第２項、

第11条第２項及び第３項並びに第27条第２項の規定に基

づき自転車等を撤去し、保管しましたので、条例第12条

第１項（第27条第３項において準用する場合を含む。）

の規定に基づき告示します。

　　令和３年８月31日

� 川崎市長　福　田　紀　彦　　

１�　撤去年月日、撤去場所、撤去自転車等並びに保管場

所の名称及び位置

　　別紙のとおり

２�　保管期間

　　当該告示をした日から起算して１箇月間

３�　引取りの方法

　⑴�　引取りの場所

　　　別紙表記載の保管場所

　⑵�　引取りのできる日時

　　�　火曜日から金曜日までの午前11時から午後７時ま

で並びに土曜日及び日曜日の午前11時から午後５時

まで。ただし、国民の祝日に関する法律に規定する

休日及び12月29日から１月３日までを除く。

　⑶�　引取りに要する費用

　　　自転車　　　　　　2,500円

　　　原動機付自転車　　5,000円

　　　自動二輪車　　 　10,000円

　⑷�　持参するもの

　　　自転車等の鍵

　　　印鑑

　　　住所等身分を証明するもの

４�　その他

　�　この告示に関する撤去自転車等で上記の保管期間を

経過するまでの間に利用者又は所有者の引取りのない

ものについては、条例第14条に基づき売却その他の処

理をします。

（別紙省略）

　　　───────────────────
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川崎市告示第469号

　都市計画法（昭和43年法律第100号）第18条の２第１

項の規定により、都市計画マスタープラン川崎区構想、

幸区構想及び中原区構想を改定しましたので、次のとお

り告示し、この図書を公衆の縦覧に供します。

　　令和３年８月31日

� 川崎市長　福　田　紀　彦　　

１�　図書の種類及び名称

　・川崎市都市計画マスタープラン川崎区構想

　・川崎市都市計画マスタープラン幸区構想

　・川崎市都市計画マスタープラン中原区構想

２�　縦覧場所

　　川崎市まちづくり局計画部都市計画課

公 告

川崎市公告第831号

　都市計画法（昭和43年法律第100号）第36条第３項の

規定により開発行為に関する工事の完了を次のとおり公

告します。

　　令和３年８月16日

� 川崎市長　福　田　紀　彦　　

１�　工事を完了した開発区域の名称及び面積

　　川崎市多摩区栗谷一丁目6200番１

� ほか７筆の一部　　

� 1,950平方メートル

２�　開発許可を受けた者の住所及び氏名

　　多摩区西生田二丁目７番１

　　株式会社　プラッシュガーデン

　　代表取締役　遠藤　俊明

３�　予定建築物の用途

　　共同住宅

� 計画戸数：19戸

４�　開発許可年月日及び許可番号

　　平成30年７月30日

　　川崎市指令　ま宅審（イ）第64号

　　令和３年６月24日

　　川崎市指令　ま宅審（イ）第25号（変更）

　　　───────────────────

川崎市公告第832号

　都市計画法（昭和43年法律第100号）第36条第３項の

規定により開発行為に関する工事の完了を次のとおり公

告します。

　　令和３年８月17日

� 川崎市長　福　田　紀　彦　　

１�　工事を完了した開発区域の名称及び面積

　　川崎市麻生区下麻生一丁目850番８

� ほか11筆の一部　　

� 2,982平方メートル

２�　開発許可を受けた者の住所及び氏名

　　川崎市宮前区土橋二丁目６番地17

　　株式会社　成建

　　代表取締役　浅川　聡

３�　予定建築物の用途

　　一戸建ての住宅

� 計画戸数：16戸

４�　開発許可年月日及び許可番号

　　令和２年８月７日

　　川崎市指令　ま宅審（イ）第45号

　　令和２年10月28日

　　川崎市指令　ま宅審（イ）第75号（変更）

　　　───────────────────

川崎市公告第833号

　一般競争入札について次のとおり公告します。

　　令和３年８月18日

� 川崎市長　福　田　紀　彦　　

（案件１）

競争入札に

付する事項

件　　 名 市道有馬120号線道路補修（打換）工事

履行場所 川崎市宮前区有馬８丁目27番地先

履行期限 契約の日から90日間

参 加 資 格

⑴�　川崎市契約規則第２条の規定に基づく資格停止期間中でないこと。

⑵�　川崎市競争入札参加資格者指名停止等要綱による指名停止期間でないこと。

⑶�　次のアからウのいずれかにより建設業退職金共済制度加入が確認できること。

　ア　令和３・４年度川崎市工事請負有資格業者名簿に加入「有」で登録されていること。

　イ　経営事項審査の総合評定値通知書の写しにより加入「有」が確認できること。

　ウ　建設業退職金共済加入履行証明書により加入が確認できること。

　　※�　上記ア以外の場合は、入札参加申込書提出時に窓口にて確認を行うため、電子入札システ

ムによる申込ができません。

⑷�　令和３・４年度川崎市工事請負有資格業者名簿に地域区分「市内」で登録されていること。
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参 加 資 格

⑸�　川崎市高津区、宮前区、多摩区又は麻生区内に本社を有すること。

⑹�　令和３・４年度川崎市工事請負有資格業者名簿に業種「舗装」ランク「Ｃ」で登録されている

こと。

⑺�　「官公需についての中小企業者の受注の確保に関する法律」第２条第１項第１号による中小企

業者であること。

⑻�　有効期間内の経営事項審査の総合評定値通知書を有していること。

⑼�　舗装工事業に係る建設業の許可を受けていること。

⑽�　主任技術者（業種「舗装」）を配置できること。

契約条項を

示す場所等

川崎市財政局資産管理部契約課土木契約係（〒210－8577　川崎市川崎区宮本町１番地）

電話番号　044－200－2099

入札日時等 令和３年９月１日　13時30分（財政局資産管理部契約課土木契約係）

入札保証金 　免

契約書作成 　要

入札の無効 川崎市競争入札参加者心得で無効と定める入札は、これを無効とします。

そ　の　他 詳細は、川崎市ホームページ「入札情報かわさき」を御覧ください。

（案件２）

競争入札に

付する事項

件　　 名 県道扇町川崎停車場舗装道補修（切削）工事

履行場所 川崎市川崎区新川通10番地先

履行期限 契約の日から95日間

参 加 資 格

⑴�　川崎市契約規則第２条の規定に基づく資格停止期間中でないこと。

⑵�　川崎市競争入札参加資格者指名停止等要綱による指名停止期間でないこと。

⑶�　次のアからウのいずれかにより建設業退職金共済制度加入が確認できること。

　ア　令和３・４年度川崎市工事請負有資格業者名簿に加入「有」で登録されていること。

　イ　経営事項審査の総合評定値通知書の写しにより加入「有」が確認できること。

　ウ　建設業退職金共済加入履行証明書により加入が確認できること。

　　※�　上記ア以外の場合は、入札参加申込書提出時に窓口にて確認を行うため、電子入札システ

ムによる申込ができません。

⑷�　令和３・４年度川崎市工事請負有資格業者名簿に地域区分「市内」で登録されていること。

⑸�　川崎市川崎区、幸区又は中原区内に本社を有すること。

⑹�　令和３・４年度川崎市工事請負有資格業者名簿に業種「舗装」ランク「Ｂ」で登録されている

こと。

⑺�　令和３・４年度の業者登録情報における主観評価項目の合計点が20点以上であること。

⑻�　「官公需についての中小企業者の受注の確保に関する法律」第２条第１項第１号による中小企

業者であること。

⑼�　有効期間内の経営事項審査の総合評定値通知書を有していること。

⑽�　舗装工事業に係る建設業の許可を受けていること。

⑾�　主任技術者（業種「舗装」）を配置できること。

契約条項を

示す場所等

川崎市財政局資産管理部契約課土木契約係（〒210－8577　川崎市川崎区宮本町１番地）

電話番号　044－200－2099

入札日時等 令和３年９月１日　13時30分（財政局資産管理部契約課土木契約係）

入札保証金 　免

契約書作成 　要

入札の無効 川崎市競争入札参加者心得で無効と定める入札は、これを無効とします。

そ　の　他 詳細は、川崎市ホームページ「入札情報かわさき」を御覧ください。
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（案件３）

競争入札に

付する事項

件　　 名 中原区内都市計画道路東京丸子横浜線（上丸子跨線部）道路築造（その５）工事

履行場所 川崎市中原区新丸子東３丁目地先

履行期限 契約の日から令和４年３月31日限り

参 加 資 格

⑴�　川崎市契約規則第２条の規定に基づく資格停止期間中でないこと。

⑵�　川崎市競争入札参加資格者指名停止等要綱による指名停止期間でないこと。

⑶�　次のアからウのいずれかにより建設業退職金共済制度加入が確認できること。

　ア　令和３・４年度川崎市工事請負有資格業者名簿に加入「有」で登録されていること。

　イ　経営事項審査の総合評定値通知書の写しにより加入「有」が確認できること。

　ウ　建設業退職金共済加入履行証明書により加入が確認できること。

　　※�上記ア以外の場合は、入札参加申込書提出時に窓口にて確認を行うため、電子入札システム

による申込ができません。

⑷�　令和３・４年度川崎市工事請負有資格業者名簿に地域区分「市内」で登録されていること。

⑸�　令和３・４年度川崎市工事請負有資格業者名簿に業種「舗装」ランク「Ａ」で登録されている

こと。

⑹�　令和３・４年度の業者登録情報において、主観評価項目制度実施要綱第２条⑴イ「災害時にお

ける本市との協力体制（災害協定）」又はウ「災害時における本市との協力体制（防災協力事業所）」

に登録があること。

⑺�　「官公需についての中小企業者の受注の確保に関する法律」第２条第１項第１号による中小企

業者であること。

⑻�　有効期間内の経営事項審査の総合評定値通知書を有していること。

⑼�　舗装工事業に係る特定建設業の許可を受けていること。

　�　ただし、受注後の下請契約の請負代金の額の合計が4,000万円（建築一式工事の場合は6,000万

円）を下回り、「下請契約に関する誓約書」を提出した場合は、一般建設業の許可でも可とします。

　�　また、本工事の請負金額が4,000万円（建築一式工事の場合は6,000万円）未満となった場合は

特定建設業の許可を要しません。

⑽�　監理技術者資格者証（業種「舗装」）の交付を受けた技術者を専任で配置できること。

　※�　当該技術者は落札候補者となった日において、他の工事に従事していない者でなければなり

ません（別に定める場合は、この限りではありません。）。

　　�　ただし、受注後の下請契約の請負代金の額の合計が4,000万円（建築一式工事の場合は6,000

万円）を下回り、「下請契約に関する誓約書」を提出した場合は、主任技術者でも可とします。

　　�　また、本工事の請負金額が4,000万円（建築一式工事の場合は6,000万円）未満となった場合は

監理技術者を要しません。また、本工事の請負金額が3,500万円（建築一式工事の場合は7,000

万円）未満となった場合は専任を要しません。

　　�　なお、特例監理技術者を配置する場合は、２現場までの兼任を可とします。ただし、それぞ

れの現場に監理技術者補佐を専任で配置することを要します。

契約条項を

示す場所等

川崎市財政局資産管理部契約課土木契約係（〒210－8577　川崎市川崎区宮本町１番地）

電話番号　044－200－2099

入札日時等 令和３年９月13日　13時30分（財政局資産管理部契約課土木契約係）

入札保証金 　免

契約書作成 　要

入札の無効 川崎市競争入札参加者心得で無効と定める入札は、これを無効とします。

そ　の　他 詳細は、川崎市ホームページ「入札情報かわさき」を御覧ください。
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（案件４）

競争入札に

付する事項

件　　 名 大陸天公園改修工事

履行場所 川崎市高津区二子４丁目18－１

履行期限 契約の日から120日間

参 加 資 格

⑴�　川崎市契約規則第２条の規定に基づく資格停止期間中でないこと。

⑵�　川崎市競争入札参加資格者指名停止等要綱による指名停止期間でないこと。

⑶�　次のアからウのいずれかにより建設業退職金共済制度加入が確認できること。

　ア　令和３・４年度川崎市工事請負有資格業者名簿に加入「有」で登録されていること。

　イ　経営事項審査の総合評定値通知書の写しにより加入「有」が確認できること。

　ウ　建設業退職金共済加入履行証明書により加入が確認できること。

　　※�　上記ア以外の場合は、入札参加申込書提出時に窓口にて確認を行うため、電子入札システ

ムによる申込ができません。

⑷�　令和３・４年度川崎市工事請負有資格業者名簿に地域区分「市内」で登録されていること。

⑸�　令和３・４年度川崎市工事請負有資格業者名簿に業種「造園」で登録されていること。

⑹�　「官公需についての中小企業者の受注の確保に関する法律」第２条第１項第１号による中小企

業者であること。

⑺�　有効期間内の経営事項審査の総合評定値通知書を有していること。

⑻�　造園工事業に係る建設業の許可を受けていること。

⑼�　主任技術者（業種「造園」）を配置できること。

契約条項を

示す場所等

川崎市財政局資産管理部契約課土木契約係（〒210－8577　川崎市川崎区宮本町１番地）

電話番号　044－200－2099

入札日時等 令和３年９月１日　13時30分（財政局資産管理部契約課土木契約係）

入札保証金 　免

契約書作成 　要

入札の無効 川崎市競争入札参加者心得で無効と定める入札は、これを無効とします。

そ　の　他 詳細は、川崎市ホームページ「入札情報かわさき」を御覧ください。

（案件５）

競争入札に

付する事項

件　　 名 市道生田260号線道路補修（Ｌ型側溝）工事

履行場所 川崎市多摩区生田４丁目10番地先

履行期限 契約の日から180日間

参 加 資 格

⑴�　川崎市契約規則第２条の規定に基づく資格停止期間中でないこと。

⑵�　川崎市競争入札参加資格者指名停止等要綱による指名停止期間でないこと。

⑶�　次のアからウのいずれかにより建設業退職金共済制度加入が確認できること。

　ア　令和３・４年度川崎市工事請負有資格業者名簿に加入「有」で登録されていること。

　イ　経営事項審査の総合評定値通知書の写しにより加入「有」が確認できること。

　ウ　建設業退職金共済加入履行証明書により加入が確認できること。

　　※�　上記ア以外の場合は、入札参加申込書提出時に窓口にて確認を行うため、電子入札システ

ムによる申込ができません。

⑷�　令和３・４年度川崎市工事請負有資格業者名簿に地域区分「市内」で登録されていること。

⑸�　令和３・４年度川崎市工事請負有資格業者名簿に業種「土木」ランク「Ｂ」で登録されている

こと。

⑹�　令和３・４年度の業者登録情報における主観評価項目の合計点が20点以上であること。

⑺�　「官公需についての中小企業者の受注の確保に関する法律」第２条第１項第１号による中小企

業者であること。
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参 加 資 格

⑻�　有効期間内の経営事項審査の総合評定値通知書を有していること。

⑼�　土木工事業に係る建設業の許可を受けていること。

⑽�　主任技術者（業種「土木」）を配置できること。

契約条項を

示す場所等

川崎市財政局資産管理部契約課土木契約係（〒210－8577　川崎市川崎区宮本町１番地）

電話番号　044－200－2099

入札日時等 令和３年９月１日　13時30分（財政局資産管理部契約課土木契約係）

入札保証金 　免

契約書作成 　要

入札の無効 川崎市競争入札参加者心得で無効と定める入札は、これを無効とします。

そ　の　他 詳細は、川崎市ホームページ「入札情報かわさき」を御覧ください。

（案件６）

競争入札に

付する事項

件　　 名 川崎市新本庁舎太陽光発電設備設置工事

履行場所 川崎市川崎区宮本町１番地ほか

履行期限 契約の日から令和５年３月31日まで

参 加 資 格

⑴�　川崎市契約規則第２条の規定に基づく資格停止期間中でないこと。

⑵�　川崎市競争入札参加資格者指名停止等要綱による指名停止期間でないこと。

⑶�　次のアからウのいずれかにより建設業退職金共済制度加入が確認できること。

　ア　令和３・４年度川崎市工事請負有資格業者名簿に加入「有」で登録されていること。

　イ　経営事項審査の総合評定値通知書の写しにより加入「有」が確認できること。

　ウ　建設業退職金共済加入履行証明書により加入が確認できること。

　　※�　上記ア以外の場合は、入札参加申込書提出時に窓口にて確認を行うため、電子入札システ

ムによる申込ができません。

⑷�　令和３・４年度川崎市工事請負有資格業者名簿に地域区分「市内」で登録されていること。

⑸�　令和３・４年度川崎市工事請負有資格業者名簿に業種「電気」ランク「Ｂ」で登録されている

こと。

⑹�　「官公需についての中小企業者の受注の確保に関する法律」第２条第１項第１号による中小企

業者であること。

⑺�　有効期間内の経営事項審査の総合評定値通知書を有していること。

⑻�　電気工事業に係る建設業の許可を受けていること。

⑼�　主任技術者（業種「電気」）を配置できること。

契約条項を

示す場所等

川崎市財政局資産管理部契約課建築契約係（〒210－8577　川崎市川崎区宮本町１番地）

電話番号　044－200－2100

入札日時等 令和３年９月13日　14時30分（財政局資産管理部契約課建築契約係）

入札保証金 　免

契約書作成 　要

入札の無効 川崎市競争入札参加者心得で無効と定める入札は、これを無効とします。

そ　の　他 詳細は、川崎市ホームページ「入札情報かわさき」を御覧ください。

（案件７）

競争入札に

付する事項

件　　 名 高津消防署久地出張所外壁塗装改修その他工事

履行場所 川崎市高津区久地４丁目11番19号

履行期限 契約の日から令和４年１月14日まで
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参 加 資 格

⑴�　川崎市契約規則第２条の規定に基づく資格停止期間中でないこと。

⑵�　川崎市競争入札参加資格者指名停止等要綱による指名停止期間でないこと。

⑶�　次のアからウのいずれかにより建設業退職金共済制度加入が確認できること。

　ア　令和３・４年度川崎市工事請負有資格業者名簿に加入「有」で登録されていること。

　イ　経営事項審査の総合評定値通知書の写しにより加入「有」が確認できること。

　ウ　建設業退職金共済加入履行証明書により加入が確認できること。

　　※�　上記ア以外の場合は、入札参加申込書提出時に窓口にて確認を行うため、電子入札システ

ムによる申込ができません。

⑷�　令和３・４年度川崎市工事請負有資格業者名簿に地域区分「市内」で登録されていること。

⑸�　令和３・４年度川崎市工事請負有資格業者名簿に業種「塗装」種目「塗装」で登録されている

こと。

⑹�　令和３・４年度の業者登録情報において、主観評価項目制度実施要綱第２条⑴イ「災害時にお

ける本市との協力体制（災害協定）」又はウ「災害時における本市との協力体制（防災協力事業所）」

に登録があること。

⑺�　「官公需についての中小企業者の受注の確保に関する法律」第２条第１項第１号による中小企

業者であること。

⑻�　有効期間内の経営事項審査の総合評定値通知書を有していること。

⑼�　塗装工事業に係る建設業の許可を受けていること。

⑽�　主任技術者（業種「塗装」）を配置できること。

契約条項を

示す場所等

川崎市財政局資産管理部契約課建築契約係（〒210－8577　川崎市川崎区宮本町１番地）

電話番号　044－200－2100

入札日時等 令和３年９月８日　14時30分（財政局資産管理部契約課建築契約係）

入札保証金 　免

契約書作成 　要

入札の無効 川崎市競争入札参加者心得で無効と定める入札は、これを無効とします。

そ　の　他 詳細は、川崎市ホームページ「入札情報かわさき」を御覧ください。

（案件８）

競争入札に

付する事項

件　　 名 川崎中学校防球ネット改修その他工事

履行場所 川崎市川崎区下並木50番地

履行期限 契約の日から令和４年３月15日まで

参 加 資 格

⑴�　川崎市契約規則第２条の規定に基づく資格停止期間中でないこと。

⑵�　川崎市競争入札参加資格者指名停止等要綱による指名停止期間でないこと。

⑶�　次のアからウのいずれかにより建設業退職金共済制度加入が確認できること。

　ア　令和３・４年度川崎市工事請負有資格業者名簿に加入「有」で登録されていること。

　イ　経営事項審査の総合評定値通知書の写しにより加入「有」が確認できること。

　ウ　建設業退職金共済加入履行証明書により加入が確認できること。

　　※�　上記ア以外の場合は、入札参加申込書提出時に窓口にて確認を行うため、電子入札システ

ムによる申込ができません。

⑷�　令和３・４年度川崎市工事請負有資格業者名簿に地域区分「市内」で登録されていること。

⑸�　令和３・４年度川崎市工事請負有資格業者名簿に業種「とび・土工」で登録されていること。

⑹�　令和３・４年度の業者登録情報における主観評価項目の合計点が20点以上であること。

⑺�　「官公需についての中小企業者の受注の確保に関する法律」第２条第１項第１号による中小企

業者であること。

⑻�　有効期間内の経営事項審査の総合評定値通知書を有していること。
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参 加 資 格

⑼�　とび・土工工事業に係る特定建設業の許可を受けていること。

　�　ただし、受注後の下請契約の請負代金の額の合計が4,000万円（建築一式工事の場合は6,000万

円）を下回り、「下請契約に関する誓約書」を提出した場合は、一般建設業の許可でも可とします。

　�　また、本工事の請負金額が4,000万円（建築一式工事の場合は6,000万円）未満となった場合は

特定建設業の許可を要しません。

⑽�　監理技術者資格者証（業種「とび・土工」）の交付を受けた技術者を専任で配置できること。

　※�　当該技術者は落札候補者となった日において、他の工事に従事していない者でなければなり

ません（別に定める場合は、この限りではありません。）。

　　�　ただし、受注後の下請契約の請負代金の額の合計が4,000万円（建築一式工事の場合は6,000

万円）を下回り、「下請契約に関する誓約書」を提出した場合は、主任技術者でも可とします。

　　�　本工事の請負金額が4,000万円（建築一式工事の場合は6,000万円）未満となった場合は監理

技術者を要しません。また、本工事の請負金額が3,500万円（建築一式工事の場合は7,000万円）

未満となった場合は専任を要しません。

　　�　なお、特例監理技術者を配置する場合は、２現場までの兼任を可とします。ただし、それぞ

れの現場に監理技術者補佐を専任で配置することを要します。

契約条項を

示す場所等

川崎市財政局資産管理部契約課建築契約係（〒210－8577　川崎市川崎区宮本町１番地）

電話番号　044－200－2100

入札日時等 令和　３年９月27日　14時30分（財政局資産管理部契約課建築契約係）

入札保証金 　免

契約書作成 　要

入札の無効 川崎市競争入札参加者心得で無効と定める入札は、これを無効とします。

そ　の　他 詳細は、川崎市ホームページ「入札情報かわさき」を御覧ください。

（案件９）

競争入札に

付する事項

件　　 名 武蔵小杉駅周辺自転車等駐車場第５施設（照明設備）補修工事

履行場所 川崎市中原区新丸子東３丁目1303番

履行期限 契約の日から110日間

参 加 資 格

⑴�　川崎市契約規則第２条の規定に基づく資格停止期間中でないこと。

⑵�　川崎市競争入札参加資格者指名停止等要綱による指名停止期間でないこと。

⑶�　次のアからウのいずれかにより建設業退職金共済制度加入が確認できること。

　ア　令和３・４年度川崎市工事請負有資格業者名簿に加入「有」で登録されていること。

　イ　経営事項審査の総合評定値通知書の写しにより加入「有」が確認できること。

　ウ　建設業退職金共済加入履行証明書により加入が確認できること。

　　※�　上記ア以外の場合は、入札参加申込書提出時に窓口にて確認を行うため、電子入札システ

ムによる申込ができません。

⑷�　令和３・４年度川崎市工事請負有資格業者名簿に地域区分「市内」で登録されていること。

⑸�　令和３・４年度川崎市工事請負有資格業者名簿に業種「電気」ランク「Ｃ」で登録されている

こと。

⑹�　「官公需についての中小企業者の受注の確保に関する法律」第２条第１項第１号による中小企

業者であること。

⑺�　有効期間内の経営事項審査の総合評定値通知書を有していること。

⑻�　電気工事業に係る建設業の許可を受けていること。

⑼�　主任技術者（業種「電気」）を配置できること。

契約条項を

示す場所等

川崎市財政局資産管理部契約課建築契約係（〒210－8577　川崎市川崎区宮本町１番地）

電話番号　044－200－2100
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入札日時等 令和３年９月８日　14時30分（財政局資産管理部契約課建築契約係）

入札保証金 　免

契約書作成 　要

入札の無効 川崎市競争入札参加者心得で無効と定める入札は、これを無効とします。

そ　の　他 詳細は、川崎市ホームページ「入札情報かわさき」を御覧ください。

（案件10）

競争入札に

付する事項

件　　 名 日本民家園本館換気その他設備改修工事

履行場所 川崎市多摩区枡形７丁目１番１号

履行期限 契約の日から令和４年３月17日まで

参 加 資 格

⑴�　川崎市契約規則第２条の規定に基づく資格停止期間中でないこと。

⑵�　川崎市競争入札参加資格者指名停止等要綱による指名停止期間でないこと。

⑶�　次のアからウのいずれかにより建設業退職金共済制度加入が確認できること。

　ア　令和３・４年度川崎市工事請負有資格業者名簿に加入「有」で登録されていること。

　イ　経営事項審査の総合評定値通知書の写しにより加入「有」が確認できること。

　ウ　建設業退職金共済加入履行証明書により加入が確認できること。

　　※�　上記ア以外の場合は、入札参加申込書提出時に窓口にて確認を行うため、電子入札システ

ムによる申込ができません。

⑷�　令和３・４年度川崎市工事請負有資格業者名簿に地域区分「市内」で登録されていること。

⑸�　令和３・４年度川崎市工事請負有資格業者名簿に業種「空調・衛生」種目「給排水衛生設備（川

崎市上下水道指定）」で登録されていること。

⑹�　「官公需についての中小企業者の受注の確保に関する法律」第２条第１項第１号による中小企

業者であること。

⑺�　有効期間内の経営事項審査の総合評定値通知書を有していること。

⑻�　管工事業に係る建設業の許可を受けていること。

⑼�　主任技術者（業種「管」）を配置できること。

⑽�　「川崎市上下水道局指定給水装置工事事業者」かつ「川崎市排水設備指定工事店」であること。

契約条項を

示す場所等

川崎市財政局資産管理部契約課建築契約係（〒210－8577　川崎市川崎区宮本町１番地）

電話番号　044－200－2100

入札日時等 令和３年９月13日　14時30分（財政局資産管理部契約課建築契約係）

入札保証金 　免

契約書作成 　要

入札の無効 川崎市競争入札参加者心得で無効と定める入札は、これを無効とします。

そ　の　他 詳細は、川崎市ホームページ「入札情報かわさき」を御覧ください。

（案件11）

競争入札に

付する事項

件　　 名 川崎富士見球技場照明塔新設電気その他設備工事

履行場所 川崎市川崎区富士見２丁目１番９号

履行期限 契約の日から令和５年３月15日まで

参 加 資 格

⑴�　川崎市契約規則第２条の規定に基づく資格停止期間中でないこと。

⑵�　川崎市競争入札参加資格者指名停止等要綱による指名停止期間でないこと。

⑶�　次のアからウのいずれかにより建設業退職金共済制度加入が確認できること。

　ア　令和３・４年度川崎市工事請負有資格業者名簿に加入「有」で登録されていること。

　イ　経営事項審査の総合評定値通知書の写しにより加入「有」が確認できること。
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参 加 資 格

　ウ　建設業退職金共済加入履行証明書により加入が確認できること。

　　※�　上記ア以外の場合は、入札参加申込書提出時に窓口にて確認を行うため、電子入札システ

ムによる申込ができません。

⑷�　令和３・４年度川崎市工事請負有資格業者名簿に地域区分「市内」で登録されていること。

⑸�　令和３・４年度川崎市工事請負有資格業者名簿に業種「電気」ランク「Ａ」で登録されている

こと。

⑹�　令和３・４年度の業者登録情報における主観評価項目の合計点が20点以上であること。

⑺�　「官公需についての中小企業者の受注の確保に関する法律」第２条第１項第１号による中小企

業者であること。

⑻�　有効期間内の経営事項審査の総合評定値通知書を有していること。

⑼�　電気工事業に係る特定建設業の許可を受けていること。

　�　ただし、受注後の下請契約の請負代金の額の合計が4,000万円（建築一式工事の場合は6,000万

円）を下回り、「下請契約に関する誓約書」を提出した場合は、一般建設業の許可でも可とします。

　�　また、本工事の請負金額が4,000万円（建築一式工事の場合は6,000万円）未満となった場合は

特定建設業の許可を要しません。

⑽�　監理技術者資格者証（業種「電気」）の交付を受けた技術者を専任で配置できること。

　※�　当該技術者は落札候補者となった日において、他の工事に従事していない者でなければなり

ません（別に定める場合は、この限りではありません。）。

　　�　ただし、受注後の下請契約の請負代金の額の合計が4,000万円（建築一式工事の場合は6,000

万円）を下回り、「下請契約に関する誓約書」を提出した場合は、主任技術者でも可とします。

　　�　本工事の請負金額が4,000万円（建築一式工事の場合は6,000万円）未満となった場合は監理

技術者を要しません。また、本工事の請負金額が3,500万円（建築一式工事の場合は7,000万円）

未満となった場合は専任を要しません。

　　�　なお、特例監理技術者を配置する場合は、２現場までの兼任を可とします。ただし、それぞ

れの現場に監理技術者補佐を専任で配置することを要します。

契約条項を

示す場所等

川崎市財政局資産管理部契約課建築契約係（〒210－8577　川崎市川崎区宮本町１番地）

電話番号　044－200－2100

入札日時等 令和３年９月27日　14時30分（財政局資産管理部契約課建築契約係）

入札保証金 　免

契約書作成 　要

入札の無効 川崎市競争入札参加者心得で無効と定める入札は、これを無効とします。

そ　の　他 詳細は、川崎市ホームページ「入札情報かわさき」を御覧ください。

（案件12）

競争入札に

付する事項

件　　 名 幸市民館・図書館トイレ改修その他工事（第１期）

履行場所 川崎市幸区戸手本町１丁目11番地２

履行期限 契約の日から令和４年３月15日まで

参 加 資 格

⑴�　川崎市契約規則第２条の規定に基づく資格停止期間中でないこと。

⑵�　川崎市競争入札参加資格者指名停止等要綱による指名停止期間でないこと。

⑶�　次のアからウのいずれかにより建設業退職金共済制度加入が確認できること。

　ア　令和３・４年度川崎市工事請負有資格業者名簿に加入「有」で登録されていること。

　イ　経営事項審査の総合評定値通知書の写しにより加入「有」が確認できること。

　ウ　建設業退職金共済加入履行証明書により加入が確認できること。

　　※�　上記ア以外の場合は、入札参加申込書提出時に窓口にて確認を行うため、電子入札システ

ムによる申込ができません。

⑷�　令和３・４年度川崎市工事請負有資格業者名簿に地域区分「市内」で登録されていること。
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参 加 資 格

⑸�　令和３・４年度川崎市工事請負有資格業者名簿に業種「建築」種目「一般建築」ランク「Ｃ」

で登録されていること。

⑹�　「官公需についての中小企業者の受注の確保に関する法律」第２条第１項第１号による中小企

業者であること。

⑺�　有効期間内の経営事項審査の総合評定値通知書を有していること。

⑻�　建築工事業に係る特定建設業の許可を受けていること。

　�　ただし、受注後の下請契約の請負代金の額の合計が4,000万円（建築一式工事の場合は6,000万

円）を下回り、「下請契約に関する誓約書」を提出した場合は、一般建設業の許可でも可とします。

　�　また、本工事の請負金額が4,000万円（建築一式工事の場合は6,000万円）未満となった場合は

特定建設業の許可を要しません。

⑼�　監理技術者資格者証（業種「建築」）の交付を受けた技術者を専任で配置できること。

　※�　当該技術者は落札候補者となった日において、他の工事に従事していない者でなければなり

ません（別に定める場合は、この限りではありません。）。

　　�　ただし、受注後の下請契約の請負代金の額の合計が4,000万円（建築一式工事の場合は6,000

万円）を下回り、「下請契約に関する誓約書」を提出した場合は、主任技術者でも可とします。

　　�　本工事の請負金額が4,000万円（建築一式工事の場合は6,000万円）未満となった場合は監理

技術者を要しません。また、本工事の請負金額が3,500万円（建築一式工事の場合は7,000万円）

未満となった場合は専任を要しません。

　　�　なお、特例監理技術者を配置する場合は、２現場までの兼任を可とします。ただし、それぞ

れの現場に監理技術者補佐を専任で配置することを要します。

契約条項を

示す場所等

川崎市財政局資産管理部契約課建築契約係（〒210－8577　川崎市川崎区宮本町１番地）

電話番号　044－200－2100

入札日時等 令和３年９月17日　14時30分（財政局資産管理部契約課建築契約係）

入札保証金 　免

契約書作成 　要

入札の無効 川崎市競争入札参加者心得で無効と定める入札は、これを無効とします。

そ　の　他 詳細は、川崎市ホームページ「入札情報かわさき」を御覧ください。

（案件13）

競争入札に

付する事項

件　　 名 野川中学校防球ネット改修その他工事

履行場所 川崎市宮前区西野川２丁目２番１号

履行期限 契約の日から令和４年３月15日まで

参 加 資 格

⑴�　川崎市契約規則第２条の規定に基づく資格停止期間中でないこと。

⑵�　川崎市競争入札参加資格者指名停止等要綱による指名停止期間でないこと。

⑶�　次のアからウのいずれかにより建設業退職金共済制度加入が確認できること。

　ア　令和３・４年度川崎市工事請負有資格業者名簿に加入「有」で登録されていること。

　イ　経営事項審査の総合評定値通知書の写しにより加入「有」が確認できること。

　ウ　建設業退職金共済加入履行証明書により加入が確認できること。

　　※�　上記ア以外の場合は、入札参加申込書提出時に窓口にて確認を行うため、電子入札システ

ムによる申込ができません。

⑷�　令和３・４年度川崎市工事請負有資格業者名簿に地域区分「市内」で登録されていること。

⑸�　令和３・４年度川崎市工事請負有資格業者名簿に業種「とび・土工」で登録されていること。

⑹�　令和３・４年度の業者登録情報における主観評価項目の合計点が20点以上であること。

⑺�　「官公需についての中小企業者の受注の確保に関する法律」第２条第１項第１号による中小企

業者であること。

⑻�　有効期間内の経営事項審査の総合評定値通知書を有していること。
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参 加 資 格

⑼�　とび・土工工事業に係る特定建設業の許可を受けていること。

　�　ただし、受注後の下請契約の請負代金の額の合計が4,000万円（建築一式工事の場合は6,000万

円）を下回り、「下請契約に関する誓約書」を提出した場合は、一般建設業の許可でも可とします。

　�　また、本工事の請負金額が4,000万円（建築一式工事の場合は6,000万円）未満となった場合は

特定建設業の許可を要しません。

⑽�　監理技術者資格者証（業種「とび・土工」）の交付を受けた技術者を専任で配置できること。

　※�　当該技術者は落札候補者となった日において、他の工事に従事していない者でなければなり

ません（別に定める場合は、この限りではありません。）。

　　�　ただし、受注後の下請契約の請負代金の額の合計が4,000万円（建築一式工事の場合は6,000

万円）を下回り、「下請契約に関する誓約書」を提出した場合は、主任技術者でも可とします。

　　�　本工事の請負金額が4,000万円（建築一式工事の場合は6,000万円）未満となった場合は監理

技術者を要しません。また、本工事の請負金額が3,500万円（建築一式工事の場合は7,000万円）

未満となった場合は専任を要しません。

　　�　なお、特例監理技術者を配置する場合は、２現場までの兼任を可とします。ただし、それぞ

れの現場に監理技術者補佐を専任で配置することを要します。

契約条項を

示す場所等

川崎市財政局資産管理部契約課建築契約係（〒210－8577　川崎市川崎区宮本町１番地）

電話番号　044－200－2100

入札日時等 令和３年９月27日　14時30分（財政局資産管理部契約課建築契約係）

入札保証金 　免

契約書作成 　要

入札の無効 川崎市競争入札参加者心得で無効と定める入札は、これを無効とします。

そ　の　他 詳細は、川崎市ホームページ「入札情報かわさき」を御覧ください。

（案件14）

競争入札に

付する事項

件　　 名 とどろきアリーナシャッター改修その他工事

履行場所 川崎市中原区等々力１番３号

履行期限 契約の日から令和４年２月15日まで

参 加 資 格

⑴�　川崎市契約規則第２条の規定に基づく資格停止期間中でないこと。

⑵�　川崎市競争入札参加資格者指名停止等要綱による指名停止期間でないこと。

⑶�　次のアからウのいずれかにより建設業退職金共済制度加入が確認できること。

　ア　令和３・４年度川崎市工事請負有資格業者名簿に加入「有」で登録されていること。

　イ　経営事項審査の総合評定値通知書の写しにより加入「有」が確認できること。

　ウ　建設業退職金共済加入履行証明書により加入が確認できること。

　　※�　上記ア以外の場合は、入札参加申込書提出時に窓口にて確認を行うため、電子入札システ

ムによる申込ができません。

⑷�　令和３・４年度川崎市工事請負有資格業者名簿に地域区分「市内」で登録されていること。

⑸�　令和３・４年度川崎市工事請負有資格業者名簿に業種「建具」種目「シャッター取付」で登録

されていること。

⑹�　「官公需についての中小企業者の受注の確保に関する法律」第２条第１項第１号による中小企

業者であること。

⑺�　有効期間内の経営事項審査の総合評定値通知書を有していること。

⑻�　建具工事業に係る建設業の許可を受けていること。

⑼�　主任技術者（業種「建具」）を配置できること。

契約条項を

示す場所等

川崎市財政局資産管理部契約課建築契約係（〒210－8577　川崎市川崎区宮本町１番地）

電話番号　044－200－2100

入札日時等 令和３年９月８日　14時30分（財政局資産管理部契約課建築契約係）
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入札保証金 　免

契約書作成 　要

入札の無効 川崎市競争入札参加者心得で無効と定める入札は、これを無効とします。

そ　の　他 詳細は、川崎市ホームページ「入札情報かわさき」を御覧ください。

（案件15）

競争入札に

付する事項

件　　 名 南平第２住宅個別改善工事（２号棟）

履行場所 川崎市宮前区南平台615番１の一部

履行期限 契約の日から令和４年10月31日まで

参 加 資 格

⑴�　川崎市契約規則第２条の規定に基づく資格停止期間中でないこと。

⑵�　川崎市競争入札参加資格者指名停止等要綱による指名停止期間でないこと。

⑶�　次のアからウのいずれかにより建設業退職金共済制度加入が確認できること。

　ア　令和３・４年度川崎市工事請負有資格業者名簿に加入「有」で登録されていること。

　イ　経営事項審査の総合評定値通知書の写しにより加入「有」が確認できること。

　ウ　建設業退職金共済加入履行証明書により加入が確認できること。

　　※�　上記ア以外の場合は、入札参加申込書提出時に窓口にて確認を行うため、電子入札システ

ムによる申込ができません。

⑷�　令和３・４年度川崎市工事請負有資格業者名簿に地域区分「市内」で登録されていること。

⑸�　令和３・４年度川崎市工事請負有資格業者名簿に業種「建築」種目「一般建築」ランク「Ａ」

又は「Ｂ」で登録されていること。

⑹�　「官公需についての中小企業者の受注の確保に関する法律」第２条第１項第１号による中小企

業者であること。

⑺�　有効期間内の経営事項審査の総合評定値通知書を有していること。

⑻�　建築工事業に係る特定建設業の許可を受けていること。

　�　ただし、受注後の下請契約の請負代金の額の合計が4,000万円（建築一式工事の場合は6,000万

円）を下回り、「下請契約に関する誓約書」を提出した場合は、一般建設業の許可でも可とします。

　�　また、本工事の請負金額が4,000万円（建築一式工事の場合は6,000万円）未満となった場合は

特定建設業の許可を要しません。

⑼�　監理技術者資格者証（業種「建築」）の交付を受けた技術者を専任で配置できること。

　※�　当該技術者は落札候補者となった日において、他の工事に従事していない者でなければなり

ません（別に定める場合は、この限りではありません。）。

　　�　ただし、受注後の下請契約の請負代金の額の合計が4,000万円（建築一式工事の場合は6,000

万円）を下回り、「下請契約に関する誓約書」を提出した場合は、主任技術者でも可とします。

　　�　本工事の請負金額が4,000万円（建築一式工事の場合は6,000万円）未満となった場合は監理

技術者を要しません。また、本工事の請負金額が3,500万円（建築一式工事の場合は7,000万円）

未満となった場合は専任を要しません。

　　�　なお、特例監理技術者を配置する場合は、２現場までの兼任を可とします。ただし、それぞ

れの現場に監理技術者補佐を専任で配置することを要します。

契約条項を

示す場所等

川崎市財政局資産管理部契約課建築契約係（〒210－8577　川崎市川崎区宮本町１番地）

電話番号　044－200－2100

入札日時等 令和３年９月27日　14時30分（財政局資産管理部契約課建築契約係）

入札保証金 　免

契約書作成 　要

入札の無効 川崎市競争入札参加者心得で無効と定める入札は、これを無効とします。

そ　の　他 詳細は、川崎市ホームページ「入札情報かわさき」を御覧ください。
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（案件16）

競争入札に

付する事項

件　　 名 道路冠水表示板設置工事

履行場所 川崎市川崎区駅前本町19番地先

履行期限 契約の日から令和４年３月15日まで

参 加 資 格

⑴�　川崎市契約規則第２条の規定に基づく資格停止期間中でないこと。

⑵�　川崎市競争入札参加資格者指名停止等要綱による指名停止期間でないこと。

⑶�　次のアからウのいずれかにより建設業退職金共済制度加入が確認できること。

　ア　令和３・４年度川崎市工事請負有資格業者名簿に加入「有」で登録されていること。

　イ　経営事項審査の総合評定値通知書の写しにより加入「有」が確認できること。

　ウ　建設業退職金共済加入履行証明書により加入が確認できること。

　　※�　上記ア以外の場合は、入札参加申込書提出時に窓口にて確認を行うため、電子入札システ

ムによる申込ができません。

⑷�　令和３・４年度川崎市工事請負有資格業者名簿に地域区分「市内」で登録されていること。

⑸�　令和３・４年度川崎市工事請負有資格業者名簿に業種「通信」で登録されていること。

⑹�　「官公需についての中小企業者の受注の確保に関する法律」第２条第１項第１号による中小企

業者であること。

⑺�　有効期間内の経営事項審査の総合評定値通知書を有していること。

⑻�　電気通信工事業に係る特定建設業の許可を受けていること。

　�　ただし、受注後の下請契約の請負代金の額の合計が4,000万円（建築一式工事の場合は6,000万

円）を下回り、「下請契約に関する誓約書」を提出した場合は、一般建設業の許可でも可とします。

　�　また、本工事の請負金額が4,000万円（建築一式工事の場合は6,000万円）未満となった場合は

特定建設業の許可を要しません。

⑼�　監理技術者資格者証（業種「電気通信」）の交付を受けた技術者を専任で配置できること。

　※�　当該技術者は落札候補者となった日において、他の工事に従事していない者でなければなり

ません（別に定める場合は、この限りではありません。）。

　　�　ただし、受注後の下請契約の請負代金の額の合計が4,000万円（建築一式工事の場合は6,000

万円）を下回り、「下請契約に関する誓約書」を提出した場合は、主任技術者でも可とします。

　　�　本工事の請負金額が4,000万円（建築一式工事の場合は6,000万円）未満となった場合は監理

技術者を要しません。また、本工事の請負金額が3,500万円（建築一式工事の場合は7,000万円）

未満となった場合は専任を要しません。

　　�　なお、特例監理技術者を配置する場合は、２現場までの兼任を可とします。ただし、それぞ

れの現場に監理技術者補佐を専任で配置することを要します。

契約条項を

示す場所等

川崎市財政局資産管理部契約課建築契約係（〒210－8577　川崎市川崎区宮本町１番地）

電話番号　044－200－2100

入札日時等 令和３年９月３日　14時30分（財政局資産管理部契約課建築契約係）

入札保証金 　免

契約書作成 　要

入札の無効 川崎市競争入札参加者心得で無効と定める入札は、これを無効とします。

そ　の　他 詳細は、川崎市ホームページ「入札情報かわさき」を御覧ください。

　　　　　　　　　　────────────────────────────────

川崎市公告第834号

　都市計画法（昭和43年法律第100号）第36条第３項の

規定により開発行為に関する工事の完了を次のとおり公

告します。

　　令和３年８月18日

� 川崎市長　福　田　紀　彦　　

１�　工事を完了した開発区域の名称及び面積

　　川崎市宮前区神木本町３丁目1917番１
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� ほか６筆の一部　　

� 2,777平方メートル

２�　開発許可を受けた者の住所及び氏名

　　横浜市中区宮川町１－４

　　有限会社　スタートル

　　代表取締役　桐生　貴久

３�　予定建築物の用途

　　一戸建ての住宅

� 計画戸数：19戸

４�　開発許可年月日及び許可番号

　　令和１年12月17日

　　川崎市指令　ま宅審（イ）第94号

　　令和３年１月14日

　　川崎市指令　ま宅審（イ）第98号（変更）

　　　───────────────────

川崎市公告第835号

　　　入　　札　　公　　告

　一般競争入札について次のとおり公告します。

　　令和３年８月19日

� 川崎市長　福　田　紀　彦　　

１�　競争入札に付する事項

　⑴�　件　　名

　　　�川崎市立特別支援学校スクールバス車両の賃貸借

及び保守（令和４年３月25日リース）

　⑵�　履行場所

　　　川崎市立特別支援学校

　⑶�　履行期間

　　　令和４年３月25日から令和11年３月31日まで

　⑷�　調達概要

　　ア�　特別支援学校の児童生徒が通学等に際し使用す

るスクールバス車両について賃貸借及び保守を行

う。

　　イ�　詳細は仕様書によります。

２�　一般競争入札参加資格

　�　この入札に参加を希望する者は、次の条件をすべて

満たさなければなりません。

　⑴�　川崎市契約規則（昭和39年川崎市規則第28号）第

２条の規定に該当しないこと。

　⑵�　入札期日において、令和３・４年度川崎市業務委

託有資格業者名簿の業種「リース」種目「車両」に

登載されていること。

　⑶�　川崎市競争入札参加資格者指名停止等要綱による

指名停止期間中でないこと。

　⑷�　過去５年間（平成29年度～令和３年度）のいずれ

かの年度において、類似業務の実績があり、かつ誠

実に履行した実績を有すること。

３�　入札に関する事務を担当する所属

　　〒210－0004　川崎市川崎区宮本町６番地

　　明治安田生命川崎ビル４階

　　川崎市教育委員会事務局学校教育部指導課支援教育係

　　二ノ宮担当

　　電　話　044－200－3287（直通）

　　ＦＡＸ　044－200－2853

　　E-Mail　88sidou@city.kawasaki.jp

４�　一般競争入札参加資格確認申請書の配布・提出及び

問い合わせ先

　�　この入札に参加を希望する者は、次のとおり、競争

入札参加の申込みをしなければなりません。

　⑴�　配布・提出期間

　　�　令和３年８月19日（木）から令和３年８月25日

（水）まで（土曜日・日曜日・祝日を除く）。受付

時間は午前９時から正午まで及び午後１時から午後

５時まで。

　⑵�　配布・提出場所及び問い合わせ先

　　　上記３に同じ。

　　�　また、川崎市教育委員会のホームページ（https://

www.city.kawasaki.jp/880/page/0000131717.html）

からダウンロードすることができます。

　⑶�　提出物

　　ア�　一般競争入札参加資格確認申請書

　　イ�　契約実績を確認できる契約書等の写し

　⑷�　提出方法

　　　持参または郵送

　　　※�　郵送の場合、発送後に必ず担当者あて電話連

絡をしてください。

５�　一般競争入札参加資格確認通知書等の交付

　�　一般競争入札参加資格確認申請書を提出し入札参加

資格があると認められた者には、次により一般競争入

札参加資格確認通知書を交付します。

　⑴�　交付場所及び問い合わせ先

　　　上記３に同じ。

　⑵�　交付日時

　　　令和３年８月26日（木）

　　�　令和３・４年度「業務委託有資格業者名簿」に電

子メールアドレスを登録している場合、電子メール

で配信します。

　⑶�　入札説明書の交付

　　�　一般競争入札参加資格確認通知書の交付の際に併

せて、入札説明書を交付します。

　　�　なお、入札説明書は上記３の場所において、令和

３年８月19日（木）から令和３年８月25日（水）ま

で（土曜日・日曜日・祝日を除く。受付時間は午前

９時から正午まで及び午後１時から午後５時まで）

縦覧に供します。

　　�　また、川崎市教育委員会のホームページ（https://

www.city.kawasaki.jp/880/page/0000131717.html）
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からダウンロードすることができます。

６�　仕様書及び入札に関する問い合わせ

　⑴�　問い合わせ先

　　　上記３に同じ。

　⑵�　受付期間

　　�　令和３年８月26日（木）から令和３年８月31日

（火）（毎日午前９時から正午まで及び午後１時か

ら午後５時まで。）

　⑶�　問い合わせ方法

　　�　入札説明書に添付の「質問書」の様式に必要事項

を記入し、指定するＦＡＸ又は電子メールアドレス

あて送付してください。なお、ＦＡＸ及び電子メー

ル後に必ず担当者あて電話連絡をしてください。

　⑷�　回答方法

　　�　令和３年９月３日（金）午後５時までにＦＡＸ又

は電子メールにて回答します。電話等による結果の

問い合わせには一切応じません。

　⑸�　その他

　　ア�　原則として、受付期間を過ぎた問い合わせには

回答いたしません。

　　イ�　出された全ての質問について、当該競争入札参

加資格を有する全ての者に回答いたします。

　　ウ�　万一質問したにも関わらず、期日までに回答が

なかった場合は電話にてご連絡ください。

７�　競争入札参加資格の喪失

　�　次の各号のいずれかに該当するときは、一般競争入

札参加資格を喪失します。

　⑴�　開札前に上記２の各号のいずれかの条件を欠いた

とき。

　⑵�　一般競争入札参加資格確認申請について虚偽の記

載をしたとき。

８�　入札の手続等

　⑴�　入札の方法

　　�　入札は、所定の入札書をもって行います。入札金

額は、契約金額の総額（消費税等を含まない複数年

（契約の全期間）の金額）を記載してください。

　　�　また、新型コロナウイルス感染症の拡大防止のた

め、書留郵便による応札とします。

　　※�封筒に所定の入札書を入れて封印し、当該封筒に

１⑴の件名及び「入札書在中」と明記し、令和３

年９月10日（金）【必着】までに３の宛先に必ず

書留郵便により送付してください。また、発送後

に必ず担当者あて電話連絡をしてください。

　⑵�　開札の日時及び場所

　　ア�　開札日時

　　　　令和３年９月13日（月）午前９時00分

　　イ�　開札場所

　　　　上記３に同じ。

　　　　※�　郵送により応札を実施しますので、来庁い

ただく必要はありません。

　　　　※�　入札結果につきましては、開札後、速やか

にお知らせいたします。

　⑶�　再度入札等の実施

　　�　落札者がいない場合、または、くじにより落札者

を決定する場合は、別途事業者に連絡の上、実施い

たします。

　⑷�　入札保証金

　　　免除とします。

　⑸�　落札者の決定方法

　　�　川崎市契約規則第14条の規定に基づいて作成した

予定価格の制限の範囲内で、最低の価格をもって有

効な入札を行った者を落札者とします。ただし、そ

の者の入札価格が著しく低価格であるときは、調査

を行うことがあります。

　⑹�　入札の無効

　　�　入札に参加する資格のない者が行った入札及び

「川崎市競争入札参加者心得」第７条に該当する入

札は無効とします。

９�　契約の手続き等

　⑴�　契約保証金は、次のとおりとします。

　　ア�　川崎市契約規則第33条各号に該当する場合は免

除します。

　　イ�　ア以外の場合は、契約金額の10％を納入しなけ

ればなりません。

　⑵�　契約書の作成

　　�　契約書の作成を要します。なお、契約書作成にか

かる費用は落札者の負担とします。

　⑶�　契約条項等の閲覧

　　�　川崎市契約規則及び川崎市競争入札参加者心得

等は、川崎市のホームページ「入札情報かわさき」

（https://www.city.kawasaki.jp/233300/index.html）

の「契約関係規定」において、閲覧することができます。

10�　その他

　⑴�　詳細は入札説明書によります。

　⑵�　公告及び入札説明書に定めるもののほかは、川崎

市契約条例、川崎市契約規則及び川崎市競争入札参

加者心得の定めるところによります。

　⑶�　この契約手続において使用する言語及び通貨は、

日本語及び日本国通貨に限ります。

　　　───────────────────

川崎市公告第836号

　都市計画法（昭和43年法律第100号）第36条第３項の

規定により開発行為に関する工事の完了を次のとおり公

告します。

　　令和３年８月19日

� 川崎市長　福　田　紀　彦　　
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１�　工事を完了した開発区域の名称及び面積

　　川崎市宮前区西野川１丁目3168番１

� 616平方メートル

２�　開発許可を受けた者の住所及び氏名

　　

　　

３�　予定建築物の用途

　　長屋住宅

� 計画戸数：８戸

４�　開発許可年月日及び許可番号

　　令和３年６月15日

　　川崎市指令　ま宅審（イ）第22号

　　　───────────────────

川崎市公告第837号

　一般競争入札について次のとおり公告します。

　　令和３年８月20日

� 川崎市長　福　田　紀　彦　　

川崎市公告第838号

　一般競争入札について次のとおり公告します。

　　令和３年８月20日

� 川崎市長　福　田　紀　彦　　

（案件１）

競争入札に

付する事項

件　　 名 生田小学校下校庭擁壁築造設計委託

履行場所 川崎市多摩区生田７丁目16番地先

履行期限 令和４年３月15日限り

参 加 資 格

⑴�　川崎市契約規則第２条の規定に基づく資格停止期間中でないこと。

⑵�　川崎市競争入札参加資格者指名停止等要綱による指名停止期間中でないこと。

⑶�　令和３・４年度川崎市業務委託有資格業者名簿に業種「建設コンサルタント」種目「鋼構造及

びコンクリート部門」で登録されている者。

競争入札に

付する事項

件　　 名 上下式防火衣

履行場所 市内各消防署８署

履行期限 令和４年１月31日

参 加 資 格

⑴�　川崎市契約規則第２条の規定に基づく資格停止期間中でないこと。

⑵�　川崎市競争入札参加資格者指名停止等要綱による指名停止期間中でないこと。

⑶�　令和３・４年度川崎市製造の請負・物件の供給等有資格業者名簿の業種「消防・防災用品」種

目「特殊作業服」に登載されており、Ａ又はＢの等級に格付けされていること。

⑷�　平成23年４月１日以降に、この購入（製造）物品についての類似の契約実績があること、または、

この物品に係るメーカー、販売代理店等の引受証明を受けていること。なお、契約実績については、

１契約につき1,000,000円以上とします。また、川崎市以外の他官公庁、民間企業との契約実績で

もかまいません。

⑸�　この購入物品及び数量について、仕様書の内容を遵守し、確実に納入できること。

⑹�　この購入（製造）物品の納入後、不良品についてすべて責任をもって無償で修理又は交換でき

ること。

契約条項を

示す場所等

川崎市財政局資産管理部契約課物品契約係

〒210－8577　川崎市川崎区宮本町１番地　明治安田生命ビル13階

電話番号　044－200－2092

入札日時等 令和３年10月５日11時00分（川崎市役所入札室　砂子平沼ビル７階）

入札保証金 　要

契約書作成 　要

入札の無効 川崎市競争入札参加者心得で無効と定める入札は、これを無効とします。

そ　の　他 詳細は契約課ホームページ「入札情報　かわさき」をご覧ください。

　　　　　　　　　　────────────────────────────────



（第1,826号）令和３年(2021年)９月10日 川 崎 市 公 報

－3418－

契約条項を

示す場所等

川崎市財政局資産管理部契約課委託契約係（〒210－8577　川崎市川崎区宮本町１番地）

電話番号　044－200－2097

入札日時等 令和３年９月16日14時30分（砂子平沼ビル７階入札室）

入札保証金 　免

契約書作成 　要

入札の無効 川崎市競争入札参加者心得で無効と定める入札は、これを無効とします。

そ　の　他 ・詳細は、川崎市ホームページ「入札情報かわさき」を御覧ください。

（案件２）

競争入札に

付する事項

件　　 名 市道中野島72号線道路設計委託

履行場所 川崎市多摩区中野島６丁目３番地内

履行期限 令和４年３月15日限り

参 加 資 格

⑴�　川崎市契約規則第２条の規定に基づく資格停止期間中でないこと。

⑵�　川崎市競争入札参加資格者指名停止等要綱による指名停止期間中でないこと。

⑶�　令和３・４年度川崎市業務委託有資格業者名簿に業種「建設コンサルタント」種目「道路部門」

で登録されている者。

⑷�　管理技術者及び照査技術者は技術士（建設部門：道路）又はＲＣＣＭ「道路」部門のいずれか

の資格を有する者を配置すること。

契約条項を

示す場所等

川崎市財政局資産管理部契約課委託契約係（〒210－8577　川崎市川崎区宮本町１番地）

電話番号　044－200－2097

入札日時等 令和３年９月16日14時30分（砂子平沼ビル７階入札室）

入札保証金 　免

契約書作成 　要

入札の無効 川崎市競争入札参加者心得で無効と定める入札は、これを無効とします。

そ　の　他 ・詳細は、川崎市ホームページ「入札情報かわさき」を御覧ください。

（案件３）

競争入札に

付する事項

件　　 名 生田緑地ばら苑管理用通路詳細設計業務委託

履行場所 川崎市多摩区長尾２丁目地内

履行期限 令和４年３月15日限り

参 加 資 格

⑴�　川崎市契約規則第２条の規定に基づく資格停止期間中でないこと。

⑵�　川崎市競争入札参加資格者指名停止等要綱による指名停止期間中でないこと。

⑶�　令和３・４年度川崎市業務委託有資格業者名簿に業種「建設コンサルタント」種目「道路部門」

で登録されている者。

⑷�　現場代理人は技術士（建設部門：道路）又は、ＲＣＣＭ「道路」部門のいずれかの資格を有す

る者を配置すること。

⑸�　担当技術者は技術士（建設部門：道路又は都市計画及び地方計画）、ＲＣＣＭ「道路」又は「造園」

部門のいずれかの資格を有する者を配置すること。

契約条項を

示す場所等

川崎市財政局資産管理部契約課委託契約係（〒210－8577　川崎市川崎区宮本町１番地）

電話番号　044－200－2097

入札日時等 令和３年９月16日14時30分（砂子平沼ビル７階入札室）

入札保証金 　免

契約書作成 　要
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入札の無効 川崎市競争入札参加者心得で無効と定める入札は、これを無効とします。

そ　の　他 ・詳細は、川崎市ホームページ「入札情報かわさき」を御覧ください。

（案件４）

競争入札に

付する事項

件　　 名 土地境界確定等測量委託（その14）

履行場所 川崎市川崎区役所道路公園センター管内

履行期限 令和４年３月31日限り

参 加 資 格

⑴�　川崎市契約規則第２条の規定に基づく資格停止期間中でないこと。

⑵�　川崎市競争入札参加資格者指名停止等要綱による指名停止期間中でないこと。

⑶�　令和３・４年度川崎市業務委託有資格業者名簿に地域区分「市内」で登録されている者。

⑷�　「官公需についての中小企業者の受注の確保に関する法律」第２条第１項各号による中小企業

者であること。

⑸�　令和３・４年度川崎市業務委託有資格業者名簿に業種「測量」種目「測量一般」で登録されて

いる者。

⑹�　本業務を行うにあたり、測量班を２班（１班あたり技術者として測量士２名（うち１名は測量

士補でも可））確保すること。なお、技術者には、委託業務代理人及び主任技術者を含むことがで

きる。ただし、同一公告日の土地境界確定等測量委託に関し、技術者（測量士及び測量士補）を

兼任することはできません。

　�　また、配置予定の測量士（測量士補）は、一般競争入札参加申込締切日以前において、直接的

な雇用関係（自社社員）であること。

契約条項を

示す場所等

川崎市財政局資産管理部契約課委託契約係（〒210－8577　川崎市川崎区宮本町１番地）

電話番号　044－200－2097

入札日時等 令和３年９月22日14時00分（砂子平沼ビル７階入札室）

入札保証金 　免

契約書作成 　要

入札の無効 川崎市競争入札参加者心得で無効と定める入札は、これを無効とします。

そ　の　他 ・詳細は、川崎市ホームページ「入札情報かわさき」を御覧ください。

（案件５）

競争入札に

付する事項

件　　 名 土地境界確定等測量委託（その15）

履行場所 川崎市川崎区役所道路公園センター管内

履行期限 令和４年３月31日限り

参 加 資 格

⑴�　川崎市契約規則第２条の規定に基づく資格停止期間中でないこと。

⑵�　川崎市競争入札参加資格者指名停止等要綱による指名停止期間中でないこと。

⑶�　令和３・４年度川崎市業務委託有資格業者名簿に地域区分「市内」で登録されている者。

⑷�　「官公需についての中小企業者の受注の確保に関する法律」第２条第１項各号による中小企業

者であること。

⑸�　令和３・４年度川崎市業務委託有資格業者名簿に業種「測量」種目「測量一般」で登録されて

いる者。

⑹�　本業務を行うにあたり、測量班を２班（１班あたり技術者として測量士２名（うち１名は測量

士補でも可））確保すること。なお、技術者には、委託業務代理人及び主任技術者を含むことがで

きる。ただし、同一公告日の土地境界確定等測量委託に関し、技術者（測量士及び測量士補）を

兼任することはできません。

　�　また、配置予定の測量士（測量士補）は、一般競争入札参加申込締切日以前において、直接的

な雇用関係（自社社員）であること。
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契約条項を

示す場所等

川崎市財政局資産管理部契約課委託契約係（〒210－8577　川崎市川崎区宮本町１番地）

電話番号　044－200－2097

入札日時等 令和３年９月24日16時00分（砂子平沼ビル７階入札室）

入札保証金 　免

契約書作成 　要

入札の無効 川崎市競争入札参加者心得で無効と定める入札は、これを無効とします。

そ　の　他 ・詳細は、川崎市ホームページ「入札情報かわさき」を御覧ください。

（案件６）

競争入札に

付する事項

件　　 名 土地境界確定等測量委託（その16）

履行場所 川崎市幸区役所道路公園センター管内

履行期限 令和４年３月31日限り

参 加 資 格

⑴�　川崎市契約規則第２条の規定に基づく資格停止期間中でないこと。

⑵�　川崎市競争入札参加資格者指名停止等要綱による指名停止期間中でないこと。

⑶�　令和３・４年度川崎市業務委託有資格業者名簿に地域区分「市内」で登録されている者。

⑷�　「官公需についての中小企業者の受注の確保に関する法律」第２条第１項各号による中小企業

者であること。

⑸�　令和３・４年度川崎市業務委託有資格業者名簿に業種「測量」種目「測量一般」で登録されて

いる者。

⑹�　本業務を行うにあたり、測量班を２班（１班あたり技術者として測量士２名（うち１名は測量

士補でも可））確保すること。なお、技術者には、委託業務代理人及び主任技術者を含むことがで

きる。ただし、同一公告日の土地境界確定等測量委託に関し、技術者（測量士及び測量士補）を

兼任することはできません。

　�　また、配置予定の測量士（測量士補）は、一般競争入札参加申込締切日以前において、直接的

な雇用関係（自社社員）であること。

契約条項を

示す場所等

資産管理部契約課委託契約係（〒210－8577　川崎市川崎区宮本町１番地）

電話番号　044－200－2097

入札日時等 令和３年９月22日16時00分（砂子平沼ビル７階入札室）

入札保証金 　免

契約書作成 　要

入札の無効 川崎市競争入札参加者心得で無効と定める入札は、これを無効とします。

そ　の　他 ・詳細は、川崎市ホームページ「入札情報かわさき」を御覧ください。

（案件７）

競争入札に

付する事項

件　　 名 土地境界確定等測量委託（その17）

履行場所 川崎市中原区役所道路公園センター管内

履行期限 令和４年３月31日限り

参 加 資 格

⑴�　川崎市契約規則第２条の規定に基づく資格停止期間中でないこと。

⑵�　川崎市競争入札参加資格者指名停止等要綱による指名停止期間中でないこと。

⑶�　令和３・４年度川崎市業務委託有資格業者名簿に地域区分「市内」で登録されている者。

⑷�　「官公需についての中小企業者の受注の確保に関する法律」第２条第１項各号による中小企業

者であること。

⑸�　令和３・４年度川崎市業務委託有資格業者名簿に業種「測量」種目「測量一般」で登録されて

いる者。
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参 加 資 格

⑹�　本業務を行うにあたり、測量班を２班（１班あたり技術者として測量士２名（うち１名は測量

士補でも可））確保すること。なお、技術者には、委託業務代理人及び主任技術者を含むことがで

きる。ただし、同一公告日の土地境界確定等測量委託に関し、技術者（測量士及び測量士補）を

兼任することはできません。

　�　また、配置予定の測量士（測量士補）は、一般競争入札参加申込締切日以前において、直接的

な雇用関係（自社社員）であること。

契約条項を

示す場所等

川崎市財政局資産管理部契約課委託契約係（〒210－8577　川崎市川崎区宮本町１番地）

電話番号　044－200－2097

入札日時等 令和３年９月24日14時00分（砂子平沼ビル７階入札室）

入札保証金 　免

契約書作成 　要

入札の無効 川崎市競争入札参加者心得で無効と定める入札は、これを無効とします。

そ　の　他 ・詳細は、川崎市ホームページ「入札情報かわさき」を御覧ください。

（案件８）

競争入札に

付する事項

件　　 名 土地境界確定等測量委託（その18）

履行場所 川崎市中原区役所道路公園センター管内

履行期限 令和４年３月31日限り

参 加 資 格

⑴�　川崎市契約規則第２条の規定に基づく資格停止期間中でないこと。

⑵�　川崎市競争入札参加資格者指名停止等要綱による指名停止期間中でないこと。

⑶�　令和３・４年度川崎市業務委託有資格業者名簿に地域区分「市内」で登録されている者。

⑷�　「官公需についての中小企業者の受注の確保に関する法律」第２条第１項各号による中小企業

者であること。

⑸�　令和３・４年度川崎市業務委託有資格業者名簿に業種「測量」種目「測量一般」で登録されて

いる者。

⑹�　本業務を行うにあたり、測量班を２班（１班あたり技術者として測量士２名（うち１名は測量

士補でも可））確保すること。なお、技術者には、委託業務代理人及び主任技術者を含むことがで

きる。ただし、同一公告日の土地境界確定等測量委託に関し、技術者（測量士及び測量士補）を

兼任することはできません。

　�　また、配置予定の測量士（測量士補）は、一般競争入札参加申込締切日以前において、直接的

な雇用関係（自社社員）であること。

契約条項を

示す場所等

川崎市財政局資産管理部契約課委託契約係（〒210－8577　川崎市川崎区宮本町１番地）

電話番号　044－200－2097

入札日時等 令和３年９月21日14時00分（砂子平沼ビル７階入札室）

入札保証金 　免

契約書作成 　要

入札の無効 川崎市競争入札参加者心得で無効と定める入札は、これを無効とします。

そ　の　他 ・詳細は、川崎市ホームページ「入札情報かわさき」を御覧ください。

（案件９）

競争入札に

付する事項

件　　 名 土地境界確定等測量委託（その19）

履行場所 川崎市高津区役所道路公園センター管内

履行期限 令和４年３月31日限り

参 加 資 格
⑴�　川崎市契約規則第２条の規定に基づく資格停止期間中でないこと。

⑵�　川崎市競争入札参加資格者指名停止等要綱による指名停止期間中でないこと。
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参 加 資 格

⑶�　令和３・４年度川崎市業務委託有資格業者名簿に地域区分「市内」で登録されている者。

⑷�　「官公需についての中小企業者の受注の確保に関する法律」第２条第１項各号による中小企業

者であること。

⑸�　令和３・４年度川崎市業務委託有資格業者名簿に業種「測量」種目「測量一般」で登録されて

いる者。

⑹�　本業務を行うにあたり、測量班を２班（１班あたり技術者として測量士２名（うち１名は測量

士補でも可））確保すること。なお、技術者には、委託業務代理人及び主任技術者を含むことがで

きる。ただし、同一公告日の土地境界確定等測量委託に関し、技術者（測量士及び測量士補）を

兼任することはできません。

　�　また、配置予定の測量士（測量士補）は、一般競争入札参加申込締切日以前において、直接的

な雇用関係（自社社員）であること。

契約条項を

示す場所等

川崎市財政局資産管理部契約課委託契約係（〒210－8577　川崎市川崎区宮本町１番地）

電話番号　044－200－2097

入札日時等 令和３年９月24日10時00分（砂子平沼ビル７階入札室）

入札保証金 　免

契約書作成 　要

入札の無効 川崎市競争入札参加者心得で無効と定める入札は、これを無効とします。

そ　の　他 ・詳細は、川崎市ホームページ「入札情報かわさき」を御覧ください。

（案件10）

競争入札に

付する事項

件　　 名 土地境界確定等測量委託（その20）

履行場所 川崎市宮前区役所道路公園センター管内

履行期限 令和４年３月31日限り

参 加 資 格

⑴�　川崎市契約規則第２条の規定に基づく資格停止期間中でないこと。

⑵�　川崎市競争入札参加資格者指名停止等要綱による指名停止期間中でないこと。

⑶�　令和３・４年度川崎市業務委託有資格業者名簿に地域区分「市内」で登録されている者。

⑷�　「官公需についての中小企業者の受注の確保に関する法律」第２条第１項各号による中小企業

者であること。

⑸�　令和３・４年度川崎市業務委託有資格業者名簿に業種「測量」種目「測量一般」で登録されて

いる者。

⑹�　本業務を行うにあたり、測量班を２班（１班あたり技術者として測量士２名（うち１名は測量

士補でも可））確保すること。なお、技術者には、委託業務代理人及び主任技術者を含むことがで

きる。ただし、同一公告日の土地境界確定等測量委託に関し、技術者（測量士及び測量士補）を

兼任することはできません。

　�　また、配置予定の測量士（測量士補）は、一般競争入札参加申込締切日以前において、直接的

な雇用関係（自社社員）であること。

契約条項を

示す場所等

川崎市財政局資産管理部契約課委託契約係（〒210－8577　川崎市川崎区宮本町１番地）

電話番号　044－200－2097

入札日時等 令和３年９月21日10時00分（砂子平沼ビル７階入札室）

入札保証金 　免

契約書作成 　要

入札の無効 川崎市競争入札参加者心得で無効と定める入札は、これを無効とします。

そ　の　他 ・詳細は、川崎市ホームページ「入札情報かわさき」を御覧ください。
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（案件11）

競争入札に

付する事項

件　　 名 土地境界確定等測量委託（その21）

履行場所 川崎市多摩区役所道路公園センター管内

履行期限 令和４年３月31日限り

参 加 資 格

⑴�　川崎市契約規則第２条の規定に基づく資格停止期間中でないこと。

⑵�　川崎市競争入札参加資格者指名停止等要綱による指名停止期間中でないこと。

⑶�　令和３・４年度川崎市業務委託有資格業者名簿に地域区分「市内」で登録されている者。

⑷�　「官公需についての中小企業者の受注の確保に関する法律」第２条第１項各号による中小企業

者であること。

⑸�　令和３・４年度川崎市業務委託有資格業者名簿に業種「測量」種目「測量一般」で登録されて

いる者。

⑹�　本業務を行うにあたり、測量班を２班（１班あたり技術者として測量士２名（うち１名は測量

士補でも可））確保すること。なお、技術者には、委託業務代理人及び主任技術者を含むことがで

きる。ただし、同一公告日の土地境界確定等測量委託に関し、技術者（測量士及び測量士補）を

兼任することはできません。

　�　また、配置予定の測量士（測量士補）は、一般競争入札参加申込締切日以前において、直接的

な雇用関係（自社社員）であること。

契約条項を

示す場所等

川崎市財政局資産管理部契約課委託契約係（〒210－8577　川崎市川崎区宮本町１番地）

電話番号　044－200－2097

入札日時等 令和３年９月22日10時00分（砂子平沼ビル７階入札室）

入札保証金 　免

契約書作成 　要

入札の無効 川崎市競争入札参加者心得で無効と定める入札は、これを無効とします。

そ　の　他 ・詳細は、川崎市ホームページ「入札情報かわさき」を御覧ください。

（案件12）

競争入札に

付する事項

件　　 名 土地境界確定等測量委託（その22）

履行場所 川崎市麻生区役所道路公園センター管内

履行期限 令和４年３月31日限り

参 加 資 格

⑴�　川崎市契約規則第２条の規定に基づく資格停止期間中でないこと。

⑵�　川崎市競争入札参加資格者指名停止等要綱による指名停止期間中でないこと。

⑶�　令和３・４年度川崎市業務委託有資格業者名簿に地域区分「市内」で登録されている者。

⑷�　「官公需についての中小企業者の受注の確保に関する法律」第２条第１項各号による中小企業

者であること。

⑸�　令和３・４年度川崎市業務委託有資格業者名簿に業種「測量」種目「測量一般」で登録されて

いる者。

⑹�　本業務を行うにあたり、測量班を２班（１班あたり技術者として測量士２名（うち１名は測量

士補でも可））確保すること。なお、技術者には、委託業務代理人及び主任技術者を含むことがで

きる。ただし、同一公告日の土地境界確定等測量委託に関し、技術者（測量士及び測量士補）を

兼任することはできません。

　�　また、配置予定の測量士（測量士補）は、一般競争入札参加申込締切日以前において、直接的

な雇用関係（自社社員）であること。

契約条項を

示す場所等

川崎市財政局資産管理部契約課委託契約係（〒210－8577　川崎市川崎区宮本町１番地）

電話番号　044－200－2097

入札日時等 令和３年９月21日16時00分（砂子平沼ビル７階入札室）
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入札保証金 　免

契約書作成 　要

入札の無効 川崎市競争入札参加者心得で無効と定める入札は、これを無効とします。

そ　の　他 ・詳細は、川崎市ホームページ「入札情報かわさき」を御覧ください。

　　　　　　　　　　────────────────────────────────

川崎市公告第839号

　指定管理者の公募について、次のとおり公告します。

　　令和３年８月20日

� 川崎市長　福　田　紀　彦　　

１�　管理を行わせる都市公園又はその一部の区域の名称

及び所在地、施設の概要

　⑴�　名称及び所在地

　　ア�　大師公園　　　川崎市川崎区大師公園１

　　イ�　桜川公園　　　川崎市川崎区桜本１丁目14－３

　　ウ�　池上新田公園　川崎市川崎区池上町１－３

　　エ�　小田公園　　　川崎市川崎区小田４丁目20－38

　⑵�　施設の概要（面積及び主な施設）

　　　合計面積　111,012㎡

　　ア�　大師公園　87,956㎡のうち、83,110㎡

　　　　　　　　　　（指定管理区域）

　　　　　　　　　　�（公園区域内の防災備蓄倉庫、公

園内プール、こども文化センタ

ー・老人いこいの家4,846㎡につ

いては指定管理区域外）

　　（ア）運動施設�　　�（軟式野球場　１面、少年野球

場１面、ゲートボール場１面、

テニスコート３面）

　　（イ）修景施設　　（瀋秀園、噴水、カナール）

　　（ウ）園路・広場　�（芝生広場、緑陰広場、子供広

場、わんぱく広場、園路）

　　（エ）遊戯施設　（大型複合遊具、砂場）

　　（オ）休養施設　（四阿、ベンチ）

　　（カ）便益施設　（屋外トイレ２ヶ所、有料駐車場）

　　（キ）管理施設　（管理事務所１棟）

　　イ�　桜川公園　　　28,104㎡のうち、11,095㎡

　　　　　　　　　　（指定管理区域）

　　（ア）運動施設　（軟式野球場　１面）

　　（イ）便益施設　（無料駐車場）

　　（ウ）管理施設　（管理事務所１棟）

　　ウ�　池上新田公園　19,967㎡のうち、8,300㎡

　　　　　　　　　　（指定管理区域）

　　（ア）運動施設　（軟式野球場　１面）

　　（イ）便益施設　（無料駐車場）

　　（ウ）管理施設　（管理事務所１棟）

　　エ�　小田公園　　　24,624㎡のうち、8,507㎡

　　　　　　　　　　（指定管理区域）

　　（ア）運動施設　（軟式野球場　１面）

　　（イ）便益施設　（無料駐車場）

　　（ウ）管理施設　（管理事務所１棟）

２�　指定管理者が行う管理の基準及び業務の範囲

　⑴�　公園管理運営に関する業務

　⑵�　瀋秀園管理運営に関する業務

　⑶�　有料施設など運動施設の管理運営に関する業務

　⑷�　川崎市都市公園条例、川崎市都市公園条例施行規

則に定めるもののほか、詳細については協議により

別に定める。

３�　指定予定期間

　　令和４年４月１日から令和９年３月31日まで（５年間）

４�　応募書類の提出

　⑴�　応募書類の配布期間

　　�　令和３年８月20日（金）から令和３年９月21日

（火）まで

　⑵�　応募書類の受付期間

　　�　令和３年９月14日（火）から令和３年９月21日

（火）まで（土・日・祝日を除く）午前８時30分か

ら午後５時15分まで（正午から午後１時を除く）持

参によること（その他の方法不可）

　⑶�　提出場所

　　　川崎市川崎区役所道路公園センター管理課

　　　所在地　川崎市川崎区大島１丁目25番10号

　⑷�　提出書類

　　ア�　応募書

　　イ�　事業者に関する書類

　　（ア）団体の概要

　　（イ）共同事業体協定書兼委任状

　　（ウ）宣誓書

　　（エ�）指定管理者制度における暴力団排除に係る合

意書に基づく個人情報の外部提供同意書

　　（オ）コンプライアンス（法令順守）に関する申告書

　　ウ�　事業計画書

　　エ�　収支予算書

　　オ�　応募者関係書類

　　（ア）団体の組織図

　　（イ）役員の名簿及び履歴書

　　（ウ�）定款、寄附行為、規約その他これらに類する
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書類

　　（エ�）事業計画書（応募書を提出する日の属する事

業年度及び翌事業年度）

　　（オ）収支予算書（同上）

　　（カ�）事業報告書（応募書を提出する日の属する事

業年度の前事業年度）

　　（キ）財産目録　（同上）

　　（ク�）貸借対照表（応募書を提出する日の属する事

業年度の前事業年度を含む直近実績３年度分）

　　（ケ）損益計算書又は収支計算書（同上）

　　（コ�）利益の処分又は損失の処理に関する議案（直

近実績３年度分）

　　（サ）企業単体の減価償却明細表（同上）

　　（シ�）連結決算の賃借対照表及び損益計算書（直近

実績１年度分）

　　（ス）管理運営実績（過去３年間の類似施設）

　　（セ）登記簿謄本

　　（ソ�）法人税納税証明書、消費税納税証明書（過去

３年間）

　　（タ）法人等が作成したパンフレット等

　　（チ�）前各号に掲げるほか、その他市長が必要と認

める書類

　　　　※�（ク）～（シ）が提出できない場合は、数値

の算出根拠となる資料を提出すること。ま

た、連結決算を行っていない場合には（シ）

の提出は不要とする。

５�　問い合わせ先

　　川崎市川崎区役所道路公園センター管理課

　　電話　044－244－3206

　　　───────────────────

川崎市公告第840号

　一般競争入札について次のとおり公告します。

　　令和３年８月25日

� 川崎市長　福　田　紀　彦　　

１�　一般競争入札に付する事項

　⑴�　件　　名　�令和３年度川崎市有施設バリアフリー

調査業務委託

　⑵�　履行場所　川崎市内50施設

　⑶�　履行期間　令和４年２月28日限り

　⑷�　委託概要　�本市の庁舎等建築物を対象に、バリア

フリーに関する現地調査の実施、バリ

アフリー化に関する整備手法の検討及

び報告書の作成を行う。

２�　一般競争入札参加資格

　�　この入札に参加を希望するものは、次の条件をすべ

て満たさなければなりません。

　⑴�　川崎市契約規則（昭和39年川崎市規則第28号）第

２条の規定に基づく資格停止期間中でないこと。

　⑵�　川崎市競争入札参加資格者指名停止等要綱による

指名停止期間中でないこと。

　⑶�　令和３・４年度川崎市「業務委託有資格業者名

簿」に業種「建設コンサルタント」種目「都市計画

及び地方計画部門」で登録されていること。

　⑷�　次の要件を満たす自社所属の者を管理（主任）技

術者として配置できること。

　　�　建築士法第２条第２項に規定する一級建築士かつ

公共建築物の設計、調査の業務経験を有すること。

３�　一般競争入札参加資格確認申請書等の配布、提出

　�　この入札に参加を希望する者は、次により一般競争

入札参加資格確認申請書及び配置予定管理（主任）技

術者届（技術者の資格及び業務実績を証する資料を添

付すること。）を提出しなければなりません。

　⑴�　配付、提出場所及び問い合わせ先

　　　〒210－8577

　　　川崎市川崎区宮本町１番地（第３庁舎５階）

　　　総務企画局公共施設総合調整室

　　　電話：044－200－0755

　　　�（一般競争入札参加資格確認申請書及び配置予

定管理（主任）技術者届は川崎市ホームペー

ジ内「入札情報かわさき」（http://www.city.

kawasaki.jp/233300/index.html）の「入札情報」

委託の欄の「財政局入札公表」からダウンロード

することが可能です。）

　⑵�　配布、提出期間

　　�　令和３年８月25日（水）から令和３年８月31日

（火）まで（午前９時から正午まで及び午後１時か

ら午後４時まで）

　⑶�　提出方法　持参とします。

４�　一般競争入札参加資格確認通知書の交付

　�　一般競争入札参加資格確認申請書を提出した者に

は、参加資格業種に登録されていることを確認し、そ

の結果を確認通知書にて、令和３・４年度川崎市競争

入札参加資格審査申請書の「委託」の委任先メールア

ドレスに、申請申込締切日後１週間以内に送付しま

す。当該委任先メールアドレスを登録していない者に

はＦＡＸで送付します。

　�　なお、この確認通知は、申込時の登録情報により通

知しているもので、最終的な入札参加資格の審査は、

開札後、入札参加申込時にさかのぼって、提出書類等

の確認を行い、入札参加資格の有無を審査します。こ

の結果、入札参加資格がなく申し込みを行った入札者

の入札は無効とします。

５�　仕様書の交付

　�　一般競争入札参加資格確認申請書を提出した者に無

償で仕様書を交付します。また、仕様書を縦覧に供し

ます。
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　⑴�　交付・縦覧場所　３⑴に同じ

　⑵�　交付・縦覧期間　３⑵に同じ

６�　仕様に関する問い合わせ

　�　一般競争入札参加資格確認通知書で入札参加資格が

あることを通知された者は、仕様書の内容に関して次

により質問を行うことができます。質問は書面で提出

するものとし、仕様書の該当箇所を明示してください。

　⑴�　受付場所

　　　川崎市川崎区宮本町１番地（第３庁舎５階）

　　　総務企画局公共施設総合調整室

　　　電話：044－200－0755

　⑵�　受付期間

　　�　令和３年９月６日（月）から令和３年９月７日

（火）まで（午前９時から正午まで及び午後１時か

ら午後４時まで）

　⑶�　問い合わせ方法

　　�　質問書の様式を使用し、６⑴の受付場所に備え付

けた質問箱に質問書を投入してください。

　　�　質問書の様式は３⑴の場所で３⑵の期間に配布

します。（川崎市ホームページ内「入札情報かわさ

き」（http://www.city.kawasaki.jp/233300/index.

html）の「入札情報」委託の欄の「財政局入札公表」

からダウンロードすることが可能です。）

　⑷�　回答方法

　　�　一般競争入札参加資格確認通知書の交付を受けた

全ての者に対し、令和３年９月10日（金）までに文

書（電子メール又はＦＡＸ）で送付します。

７�　一般競争入札参加資格の喪失

　�　次の各号のいずれかに該当するときは、一般競争入

札参加資格を喪失します。

　⑴�　開札前に上記２の各号のいずれかの条件を欠いた

とき。

　⑵�　一般競争入札参加資格確認申請書その他の提出書

類に虚偽の記載をしたとき。

８�　入札手続等

　　次により入札を執行します。

　⑴�　入札・開札の日時及び場所

　　ア�　日時

　　　　令和３年９月14日（火）午前10時

　　イ�　場所

　　　　川崎市川崎区宮本町１番地（第３庁舎４階）

　　　　総務企画局会議室

　⑵�　入札保証金

　　　免除

　⑶�　落札者の決定方法

　　�　川崎市契約規則第14条の規定に基づいて作成した

予定価格の制限の範囲内で最低制限価格以上の価格

をもって入札を行った者のうち、最低の価格をもっ

て有効な入札を行った者を落札候補者とします。

　　�　当該落札候補者については、上記２に示した資格

を満たしているかどうかの最終的な資格審査をした

上、落札者として決定します。資格審査の結果、当

該落札候補者に資格がないと認めたときは、当該入

札を無効とし、順次、価格の低い入札者について同

様の審査を実施し、落札者を決定します。

　　�　なお、最低制限価格の設定額については、案件ご

とに個別設定をしていますので、入札情報かわさき

の「川崎市業務委託契約に係る最低制限価格取扱要

綱・運用指針」を御覧ください。

　⑷�　開札に立ち会う者に関する事項

　　�　開札に立ち会う者は、入札者又はその代理人とし

ます。ただし、代理人が立ち会う場合は、入札前に

委任状を提出しなければなりません。

　⑸�　再度入札の実施

　　�　予定価格の制限の範囲内で入札書を提出した者が

いない場合は、直ちに再度入札を行います。

　⑹�　入札の無効

　　�　「川崎市競争入札参加者心得」第７条に該当する

入札は無効とします。

９�　契約手続等

　⑴�　契約保証金

　　�　契約金額の10％とします。ただし、川崎市契約規

則第33条各号に該当する場合は、契約保証金の納付

を免除します。

　⑵�　前払金　否

　⑶�　契約書の作成　要

10�　その他

　⑴�　公告に定めるもののほかは、川崎市契約条例、川

崎市契約規則及び川崎市競争入札参加者心得の定め

るところによります。

　⑵�　川崎市契約規則及び川崎市競争入札参加者心得

等は、川崎市ホームページ内「入札情報かわさき」

（http://www.city.kawasaki.jp/233300/index.html）

の契約関係規定において閲覧することができます。

　⑶�　契約手続において使用する言語及び通貨は、日本

語及び日本国通貨に限ります。

　　　───────────────────

川崎市公告第841号

　　　川崎市営住宅等敷地内の放置自動車の処分

　　　について

　次の川崎市営住宅等敷地内にある放置自動車は、令和

３年９月８日までに撤去されない場合は、本市が処分す

ることを公告します。

　　令和３年８月25日

� 川崎市長　福　田　紀　彦　　

１�　放置されている場所（住宅名）
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　　末長宗田市営住宅

　　蟹ヶ谷槍ヶ崎市営住宅

２�　放置自動車の台数

　　バイク　１台（末長宗田市営住宅）

　　バイク　１台（蟹ヶ谷槍ヶ崎市営住宅）

　　　───────────────────

川崎市公告第842号

　　　川崎市営住宅等敷地内の放置自動車の処分

　　　について

　次の川崎市営住宅等敷地内にある放置自動車は、令和

３年９月８日までに撤去されない場合は、本市が処分す

ることを公告します。

　　令和３年８月25日

� 川崎市長　福　田　紀　彦　　

１�　放置されている場所（住宅名）

　　上作延第２市営住宅

２�　放置自動車の台数

　　バイク　２台（上作延第２市営住宅）

　　　───────────────────

川崎市公告第843号

　　　川崎市営住宅等敷地内の放置自動車の処分

　　　について

　次の川崎市営住宅等敷地内にある放置自動車は、令和

３年９月８日までに撤去されない場合は、本市が処分す

ることを公告します。

　　令和３年８月25日

� 川崎市長　福　田　紀　彦　　

１�　放置されている場所（住宅名）

２�　放置自動車の台数

　　バイク　１台（大島市営住宅）

　　　───────────────────

川崎市公告第844号

　一般競争入札について次のとおり公告します。

　　令和３年８月25日

� 川崎市長　福　田　紀　彦　　

１�　競争入札に付する事項

　⑴�　業務件名

　　　幸区緑化活動団体支援事業業務委託

　⑵�　履行場所

　　　緑化活動団体（43団体）が指定する幸区内の場所

　　　40か所

　⑶�　履行期間

　　　契約締結日から令和３年11月15日まで

　⑷�　業務概要

　　　幸区内の緑化活動団体へ花苗の提供を行う。

２�　一般競争入札参加資格

　�　この入札に参加を希望する者は、次の条件を全て満

たさなければなりません。

　⑴�　川崎市契約規則（昭和39年川崎市規則第28号）第

２条の規定に基づく資格停止期間中でないこと。

　⑵�　川崎市競争入札参加資格者指名停止等要綱による

指名停止期間中でないこと。

　⑶�　入札期日において、令和３・４年度製造の業務委

託有資格業者名簿の業種「樹木管理」種目「除草、

せんてい等樹木管理」に登載されていること。

　⑷�　令和３・４年度川崎市業務委託有資格者名簿に地

域区分「市内」で登録されている者。

　⑸�　官公需についての中小企業者の受注の確保に関す

る法律第２条第１項各号による中小企業者であるこ

と。

　⑹�　過去５年間で、本市又は他官公庁において類似業

務の実績があり、かつ誠実に履行した実績を有する

こと。

３�　入札参加申請書の配布、提出及び問合せ先

　�　この入札に参加を希望する者は、次のとおり、入札

参加申請書及び類似の契約実績を証する書類（契約書

の写し等）を提出してください。

　⑴�　配付・提出場所及び問合せ先

　　　〒212－8570

　　　［住所等］川崎市幸区戸手本町１－11－１

　　　［担当課］幸区役所まちづくり推進部地域振興課

　　　電　話　044－556－6606（直通）

　　　ＦＡＸ　044－555－3130

　　　E-mail　63tisin@city.kawasaki.jp

　⑵�　配布・提出期間

　　�　令和３年８月25日（水）から令和３年９月３日

（金）までの午前９時から正午まで及び午後１時か

ら午後５時までとします。ただし、土曜日、日曜日

及び祝日を除きます。

　⑶�　提出書類

　　　入札参加申込書

　　　類似の契約実績を証する書類（契約書の写し等）

　⑷�　提出方法

　　　持参

４�　入札説明会及び入札説明書

　⑴�　入札説明会

　　　実施しません。

　⑵�　入札説明書の交付

　　�　業務の詳細、入札参加申込書及び質問書の様式が

添付されている入札説明書は、３⑵配布・提出期間

で縦覧に供するとともに、希望者には印刷物を配布

します。また、川崎市のホームページ「入札情報か

わさき」において、本件の公表情報詳細のページか

らダウンロードできます。

５�　一般競争入札参加資格確認通知書の交付

　�　入札参加申込書を提出した者には、次により一般競
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争入札参加資格確認通知書を交付します。

　⑴�　日時

　　　令和３年９月８日（水）午後１時から午後５時まで

　　�　ただし、業務委託有資格業者名簿へ登録した際に

電子メールのアドレスを登録している場合は、電子

メールで配信されます。

　⑵�　場所

　　　３⑴配付・提出場所及び問合せ先に同じ。

６�　仕様に関する問合せ

　⑴�　問合せ先

　　　３⑴配付・提出場所及び問合せ先に同じ。

　⑵�　質問受付期間

　　�　令和３年９月８日（水）から９月14日（火）まで

の午前９時から正午まで及び午後１時から午後５時

までとします。ただし、土曜日、日曜日及び祝日を

除きます。

　⑶�　質問書の様式

　　�　入札説明書に添付の「質問書」の様式により提出

してください。

　⑷�　質問受付方法

　　　持参、電子メール又はＦＡＸによります。

　　ア�　電子メール　63tisin@city.kawasaki.jp

　　イ�　ＦＡＸ　044－555－3130

　⑸�　回答方法

　　�　令和３年９月21日（火）午後５時までに、一般競

争入札参加資格確認通知書の交付を受けた者へ電子

メール又はＦＡＸにて回答書を送付します。なお、

この入札の参加資格を満たしていない者からの質問

に関しては回答しません。

７�　競争入札参加資格の喪失

　�　次の各号のいずれかに該当するときは、一般競争入

札参加資格を喪失します。

　⑴�　開札前に上記「２　一般競争入札参加資格」の各

号のいずれかの条件を欠いたとき。

　⑵�　入札参加申込書、提出書類等について、虚偽の記

載をしたとき。

８�　入札の手続等

　⑴�　入札方法

　　ア�　入札は、所定の入札書をもって行います。入札

書は、入札件名を記載した封筒に入れて提出して

ください。また、入札を代理人に委任する場合は、

入札書の代表者欄下段に代理人の氏名を記入し、

押印のうえ提出してください。

　　イ�　入札は、総価で行います。入札者は見積った契

約金額の110分の100に相当する金額を入札書に記

載してください。

　　ウ�　落札決定にあたっては、入札書に記載された金

額に、消費税及び地方消費税に相当する額（入札

書に記載した金額の10％）を加算した金額をもっ

て契約金額とします。

　⑵�　入札・開札の日時及び場所

　　ア�　入札・開札日時

　　　　令和３年９月27日（月）　午後３時00分

　　イ�　入札・開札場所

　　　　川崎市幸区戸手本町１－11－１

　　　　幸区役所４階ラウンジ

　⑶�　入札書の提出方法

　　　持参とします。

　⑷�　入札保証金

　　　免除とします。

　⑸�　落札者の決定方法

　　�　川崎市契約規則第14条の規定に基づいて作成した

予定価格の制限の範囲内で最低制限価格以上の価格

をもって有効な入札を行った者のうち、最低の価格

をもって入札を行った者を落札者とします。

　⑹�　入札の無効

　　�　入札に参加する資格のない者が行った入札及び

「川崎市競争入札参加者心得」第７条に該当する入

札は無効とします。

９�　契約の手続き等

　⑴�　契約保証金

　　　免除とします。

　⑵�　前払金の要否

　　　否

　⑶�　契約書作成の要否

　　　必要とします。

　⑷�　契約条項等の閲覧

　　�　川崎市契約条例、川崎市契約規則、川崎市競争入

札参加者心得等は、川崎市のホームページ「入札情

報かわさき」及び３⑴配付・提出場所及び問合せ先

の場所で閲覧することができます。

10�　その他

　⑴�　契約手続において使用する言語及び通貨は、日本

語及び日本国通貨に限ります。

　⑵�　関連情報を入手するための窓口は、「３⑴配付・

提出場所及び問合せ先」と同じです。

　　　───────────────────

川崎市公告第845号

　一般競争入札について次のとおり公告します。

　　令和３年８月25日

� 川崎市長　福　田　紀　彦　　

１�　競争入札に付する事項

　⑴�　業務件名

　　　�川崎市民プラザふるさと劇場ワイヤレス設備整備

業務委託

　⑵�　履行場所



川 崎 市 公 報 （第1,826号）令和３年(2021年)９月10日

－3429－

　　　川崎市高津区新作１－19－１�　川崎市民プラザ

　⑶�　履行期間

　　　契約日から令和４年３月31日まで

　⑷�　業務概要

　　�　川崎市民プラザのふるさと劇場に設置しているワ

イヤレス設備の交換、整備、調整試験等を行う。

２�　一般競争入札参加資格

　�　この入札に参加を希望する者は、次の条件を全て満

たさなければなりません。

　⑴�　川崎市契約規則（昭和39年川崎市規則第28号）第

２条の規定に基づく資格停止期間中でないこと。

　⑵�　令和３・４年度業務委託有資格業者名簿の業種

「施設維持管理」種目「その他の施設維持管理」に

登録されている者であること。

　⑶�　令和３・４年度業務委託有資格業者名簿に、地域

区分「市内」で登録されている者。

　⑷�　官公需についての中小企業者の受注の確保に関す

る法律（昭和41年法律第97号）第２条第１項による

中小企業者であること。

　⑸�　川崎市競争入札参加資格者指名停止等要綱による

指名停止期間中でないこと。

　⑹�　過去５年間で、本市又は他官公庁において類似業

務の実績があり、かつ誠実に履行した実績を有する

こと。

３�　一般競争入札参加資格確認申請書の配布、提出及び

問合せ先

　�　この入札に参加を希望する者は、次のとおり、一般

競争入札参加資格確認申請書、類似の契約実績を証す

る書類（契約書の写しや実績一覧表等）を提出してく

ださい。

　⑴�　配布・提出場所及び問合せ先

　　　〒210－0007

　　　川崎市川崎区駅前本町11－２

　　　川崎フロンティアビル９階

　　　市民文化局市民生活部企画課

　　　電　話　044－200－2153（直通）

　　　ＦＡＸ　044－200－3707

　　　E-mail　25kikaku@city.kawasaki.jp

　⑵�　配布・提出期間

　　�　令和３年８月25日（水）から令和３年８月31日

（火）までの午前９時から正午まで及び午後１時か

ら午後５時までとします。（ただし、土曜日、日曜日、

祝日等の本市閉庁日を除く）

　⑶�　提出方法

　　　持参

４�　入札説明会及び入札説明書

　⑴�　入札説明会

　　　実施しません。

　⑵�　入札説明書の交付

　　�　業務の詳細、一般競争入札参加資格確認申請書及

び質問書の様式が添付されている入札説明書は、３

⑴配布・提出場所及び問合せ先の場所において、３

⑵配布・提出期間で縦覧に供するとともに、希望者

には印刷物を配布します。また、川崎市のホームペ

ージ「入札情報かわさき」において、本件の公表情

報詳細のページからダウンロードできます。

５�　一般競争入札参加資格確認通知書の交付

　�　一般競争入札参加資格確認申請書を提出した者に

は、次により一般競争入札参加資格　確認通知書を交

付します。

　⑴�　日時

　　�　令和３年９月２日（木）　午後１時から午後５時

まで

　　�　ただし、業務委託有資格業者名簿へ登録した際に

電子メールのアドレスを登録している場合は、電子

メールで配信されます。

　⑵�　場所

　　　３⑴配布・提出場所及び問合せ先に同じ。

６�　仕様に関する問合せ

　⑴�　問合せ先

　　　３⑴配布・提出場所及び問合せ先に同じ。

　⑵�　質問受付期間

　　�　令和３年９月２日（木）午前９時から令和３年９

月６日（月）正午までとします。ただし、平日の正

午から午後１時まで、土曜日、日曜日、祝日等の本

市閉庁日を除きます。

　⑶�　質問書の様式

　　�　入札説明書に添付の「質問書」の様式により提出

してください。

　⑷�　質問受付方法

　　　持参、電子メール又はＦＡＸによります。

　　ア�　電子メール　25kikaku@city.kawasaki.jp

　　イ�　ＦＡＸ　　　044－200－3707

　⑸�　回答方法

　　�　令和３年９月８日（水）午後５時までに、一般競

争入札参加資格確認通知書の交付を受けた者へ電子

メール又はＦＡＸにて回答書を送付します。なお、

この入札の参加資格を満たしていない者からの質問

に関しては回答しません。

７�　競争入札参加資格の喪失

　�　次の各号のいずれかに該当するときは、一般競争入

札参加資格を喪失します。

　⑴�　開札前に上記「２　一般競争入札参加資格」の各

号のいずれかの条件を欠いたとき。

　⑵�　一般競争入札参加資格確認申請書、提出書類等に

ついて、虚偽の記載をしたとき。



（第1,826号）令和３年(2021年)９月10日 川 崎 市 公 報

－3430－

８�　入札の手続等

　⑴�　入札方法

　　ア�　入札は、総価で行います。入札者は見積った契

約金額の110分の100に相当する金額を入札書に記

載してください。

　　イ�　入札は所定の入札書をもって行います。入札書

を入札件名が記載された封筒に封印して持参して

ください。

　　ウ�　落札決定に当たっては、入札書に記載された金

額に、消費税及び地方消費税に相当する額（入札

書に記載した金額の10％）を加算した金額をもっ

て契約金額とします。

　⑵�　入札・開札の日時及び場所

　　ア�　入札日時

　　　令和３年９月15日（水）午前11時

　　イ�　入札場所

　　　　川崎市川崎区駅前本町11－２

　　　　川崎フロンティアビル９階　市民文化局会議室

　⑶�　入札書の提出方法

　　　持参とします。

　⑷�　入札保証金

　　　免除とします。

　⑸�　落札者の決定方法

　　�　川崎市契約規則第14条の規定に基づいて作成した

予定価格の範囲内で最低の価格をもって有効な入札

を行った者を落札者とします。ただし、著しく低価

格の場合は、調査を行うことがあります。

　⑹�　入札の無効

　　�　入札に参加する資格のない者が行った入札及び

「川崎市競争入札参加者心得」第７条に該当する入

札は無効とします。

９�　契約の手続き等

　⑴�　契約保証金は、次のとおりとします。

　　ア�　川崎市契約規則第33条各号に該当する場合は免

除します。

　　イ�　ア以外の場合は、契約金額の10％を納入しなけ

ればなりません。

　⑵�　前払金

　　　否

　⑶�　契約書作成の要否

　　　必要とします。

　⑷�　契約条項等の閲覧

　　�　川崎市契約条例、川崎市契約規則、川崎市競争入

札参加者心得等は、川崎市のホームページ「入札情

報かわさき」及び３⑴配布・提出場所及び問合せ先

の場所で閲覧することができます。

10�　その他

　⑴�　契約手続において使用する言語及び通貨は、日本

語及び日本国通貨に限ります。

　⑵�　関連情報を入手するための窓口は、「３⑴配布・

提出場所及び問合せ先」と同じです。

　⑶�　業務の詳細、一般競争入札参加資格確認申請書、

質問書の様式が添付されている入札説明書は、川崎

市のホームページ「入札情報かわさき」において、

本件の公表情報詳細のページからダウンロードでき

ます。

　　　───────────────────

川崎市公告第846号

　一般競争入札について次のとおり公告します。

　　令和３年８月25日

� 川崎市長　福　田　紀　彦　　

１�　競争入札に付する事項

　⑴�　件　　名　�王禅寺処理センター減速機点検整備業

務委託

　⑵�　履行場所　川崎市麻生区王禅寺1285番地

　⑶�　履行期間　契約日から令和４年１月28日（金）まで

　⑷�　業務概要�　本業務は、王禅寺処理センターに設置

されている減速機の機能を正常に維持す

るために必要な点検整備を実施するもの

である。

２�　競争入札参加資格

　�　この入札に参加を希望する者は、次の条件をすべて

満たさなければなりません。

　⑴�　川崎市契約規則（昭和39年川崎市規則第28号）第

２条の規定に該当しないこと。

　⑵�　川崎市競争入札参加資格者指名停止等要綱による

指名停止期間中でないこと。

　⑶�　令和３・４年度川崎市業務委託有資格業者名簿の

業種「施設維持管理」種目「電気・機械設備保守点

検」に登載されていること。

　⑷�　過去２年間に本市、他官公庁又は民間において、

同種の減速機点検整備業務の契約実績を有するこ

と。ただし民間実績については、同等の契約実績を

有すること。

　⑸�　業務の全部を一括又は主要な部分を第三者に委託

しないこと。また、競争入札参加申込書にて、一部

再委託を申請する場合は、再委託確認書を提出する

こと。

３�　競争入札参加申込書の配布、提出、仕様書閲覧及び

問い合わせ先

　�　この入札に参加を希望する者は、次により競争入札

参加申込書及び上記２の⑷の書類を提出してくださ

い。また、競争入札参加申込書にて一部再委託を申請

する場合は、再委託確認書を提出してください。

　⑴�　配布・提出・仕様書閲覧場所及び問い合わせ先

　　　川崎市麻生区王禅寺1285番地　王禅寺処理センター
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　　　担当　山口、白木、渡邊

　　　電話　044－966－6135

　　※�　競争入札参加申込書については、川崎市ホーム

ページ「入札情報かわさき」よりダウンロードで

きます。

　⑵�　配布・提出・仕様書等閲覧期間

　　�　令和３年８月25日（水）から令和３年８月31日

（火）９時から17時まで

　　　（日曜日及び12時から13時までの間を除く。）

　⑶�　提出方法　持参（持参以外は無効とします。）

　⑷�　提出書類

　　ア�　上記２⑷の契約内容を確認できる契約書等の写し

　　イ�　再委託確認書（一部再委託を申請する場合）

４�　競争入札参加資格確認通知書、質問書及び仕様書の

交付

　�　競争入札参加申込書を提出し、競争入札参加資格が

あると認めた者には、競争入札参加資格確認通知書等

を交付します。

　�　なお、川崎市業務委託有資格業者名簿へ登録した際

に電子メールアドレスを登録している場合は、電子メ

ールで令和３年９月７日（火）全社に配信します。電

子メールアドレスを登録していない場合は、次のとお

り受け取りに来てください。

　⑴�　交付場所　上記３⑴に同じ

　⑵�　交付日時　�令和３年９月７日（火）９時から17時

まで（12時から13時までの間を除く。）

５�　質問書の受付・回答

　⑴�　質問受付日

　　�　令和３年９月７日（火）９時から令和３年９月９

日（木）17時まで

　⑵�　質問書の様式　配布する「質問書」の様式により

提出してください。

　⑶�　質問受付方法

　　　電子メール　30ouzen@city.kawasaki.jp

　⑷�　回答方法

　　�　令和３年９月14日（火）に、全ての競争入札参加

者へ電子メールにて送付します。

６�　競争入札参加資格の喪失

　�　次のいずれかに該当するときは、この競争入札参加

資格を喪失します。

　⑴�　開札前に上記２の各号のいずれかの条件を欠いた

とき。

　⑵�　競争入札参加申込書及び提出書類等に虚偽の記載

をしたとき。

７�　入札手続等

　⑴�　入札は「川崎市競争入札参加者心得」に基づいて

行うものとします。

　⑵�　入札・開札の日時　令和３年９月16日（木）10時

　⑶�　入札・開札の場所　川崎市麻生区王禅寺1285番地

　　　　　　　　　　　　王禅寺処理センター

　　　　　　　　　　　　３階会議室

　⑷�　入札書の提出方法　�持参（持参以外は無効とす

る。）

　⑸�　入札保証金　　　　免除

　⑹�　落札者の決定方法　�川崎市契約規則第14条の規定

に基づいて作成した予定価格

の制限の範囲内で、最低の価

格をもって有効な入札を行っ

た者を落札者とします。

　⑺�　再入札の実施　　　�落札者がいない場合は、直ち

に再入札を行います。（開札

に立ち会わない者は、再入札

に参加の意思がないものとみ

なします。）

　⑻�　入札の無効　　　　�川崎市競争入札参加者心得で

無効と定める入札は、これを

無効とします。

８�　契約手続等

　⑴�　契約保証金　　　　免除

　⑵�　契約書の作成　　　要

　⑶�　契約規則等の閲覧　�川崎市契約規則及び川崎市

競争入札参加者心得等は、

入札情報かわさきの「契約関

係規定」から閲覧できます。

（https://www.city.kawasaki.

jp/233300/index.html）

９�　その他

　⑴�　公告に定めるもののほか、川崎市契約条例、川崎

市契約規則及び川崎市競争入札参加者心得等の定め

るところによります。

　⑵�　公告に関する問い合わせ先は、上記３⑴に同じで

す。

　⑶�　詳細は入札説明書によります。

　　　───────────────────

川崎市公告第847号

　一般競争入札について次のとおり公告します。

　　令和３年８月25日

� 川崎市長　福　田　紀　彦　　

１�　競争入札に付する事項

　⑴�　業務件名

　　　消防出張所調査検討業務委託

　⑵�　履行場所

　　　�川崎市川崎区宮本町１番地　総務企画局公共施設

総合調整室

　⑶�　履行期間

　　　契約日から令和４年３月31日まで
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　⑷�　業務概要

　　�　宮前消防署宮崎出張所において、不足機能を建替

以外の手法（スケルトン改修、増築等）により満た

すことができるかの検討を行う。

２�　一般競争入札参加資格

　�　この入札に参加を希望する者は、次の条件を全て満

たさなければなりません。

　⑴�　川崎市契約規則（昭和39年川崎市規則第28号）第

２条の規定に基づく資格停止期間中でないこと。

　⑵�　令和３・４年度業務委託有資格業者名簿の業種

「建築設計」種目「意匠設計」に登載されているこ

と。

　⑶�　川崎市競争入札参加資格者指名停止等要綱による

指名停止期間中でないこと。

　⑷�　過去５年間で、類似業務の実績があり、かつ誠実

に履行した実績を有すること。

３�　一般競争入札参加資格確認申請書の配布、提出及び

問合せ先

　�　この入札に参加を希望する者は、次のとおり、一般

競争入札参加資格確認申請書、類似の実績（改修設計

等）を証する書類（契約書の写しや工事実績一覧表等）

を提出してください。

　⑴�　配布・提出場所及び問合せ先

　　　〒210－8577

　　　川崎市川崎区宮本町１番地（第３庁舎５階）

　　　総務企画局公共施設総合調整室

　　　電　話：044－200－2346（直通）

　　　ＦＡＸ：044－200－3627

　　　E-mail：17koukyo@city.kawasaki.jp

　⑵�　配布・提出期間

　　�　令和３年８月25日（水）から令和３年８月31日

（火）までの午前９時から正午まで及び午後１時か

ら午後５時までとします。（ただし、土曜日、日曜日、

祝日等の本市閉庁日を除く）

　⑶�　提出方法

　　�　持参、もしくは郵送。郵送の場合、令和３年８月

31日（火）午後５時必着とします。

４�　入札説明会及び入札説明書

　⑴�　入札説明会

　　　実施しません。

　⑵�　入札説明書の交付

　　�　業務の詳細、一般競争入札参加資格確認申請書及

び質問書の様式が添付されている入札説明書は、３

⑴配布・提出場所及び問合せ先の場所において、３

⑵配布・提出期間で縦覧に供するとともに、希望者

には印刷物を配布します。また、川崎市のホームペ

ージ「入札情報かわさき」において、本件の公表情

報詳細のページからダウンロードできます。

５�　一般競争入札参加資格確認通知書の交付

　�　一般競争入札参加資格確認申請書を提出した者に

は、次により一般競争入札参加資格確認通知書を交付

します。

　⑴�　日時

　　　令和３年９月２日（木）午後１時から午後５時まで

　　�　ただし、業務委託有資格業者名簿へ登録した際に

電子メールのアドレスを登録している場合は、電子

メールで配信されます。

　⑵�　場所

　　　３⑴配布・提出場所及び問合せ先に同じ。

６�　仕様に関する問合せ

　⑴�　問合せ先

　　　３⑴配布・提出場所及び問合せ先に同じ。

　⑵�　質問受付期間

　　�　令和３年９月３日（金）から令和３年９月８日

（水）までの午前９時から正午まで及び午後１時か

ら午後５時までとします。ただし、土曜日、日曜日、

祝日等の本市閉庁日を除きます。

　⑶�　質問書の様式

　　�　入札説明書に添付の「質問書」の様式により提出

してください。

　⑷�　質問受付方法

　　　持参、電子メール又はＦＡＸによります。

　　ア�　電子メール　17koukyo@city.kawasaki.jp

　　イ�　ＦＡＸ　　　044－200－3627

　⑸�　回答方法

　　�　令和３年９月13日（月）午後５時までに、一般競

争入札参加資格確認通知書の交付を受けた者へ電子

メール又はＦＡＸにて回答書を送付します。なお、

この入札の参加資格を満たしていない者からの質問

に関しては回答しません。

７�　競争入札参加資格の喪失

　�　次の各号のいずれかに該当するときは、一般競争入

札参加資格を喪失します。

　⑴�　開札前に上記「２　一般競争入札参加資格」の各

号のいずれかの条件を欠いたとき。

　⑵�　一般競争入札参加資格確認申請書、提出書類等に

ついて、虚偽の記載をしたとき。

８�　入札の手続等

　⑴�　入札方法

　　ア�　入札は、総価で行います。入札者は見積った契

約金額の110分の100に相当する金額を入札書に記

載してください。

　　イ�　入札は所定の入札書をもって行います。入札書

を入札件名が記載された封筒に封印して持参、も

しくは郵送してください。

　　ウ�　落札決定に当たっては、入札書に記載された金
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額に、消費税及び地方消費税に相当する額（入札

書に記載した金額の10％）を加算した金額をもっ

て契約金額とします。

　⑵�　入札書の提出場所

　　�　川崎市川崎区宮本町１番地（第３庁舎５階）総務

企画局公共施設総合調整室

　⑶�　入札書の受付期間

　　�　令和３年９月14日（火）～令和３年９月22日（水）

までの午前９時から正午まで及び午後１時から午後

５時までとします。ただし、土曜日、日曜日、祝日

等の本市閉庁日を除きます。

　⑷�　入札書の提出方法

　　�　持参、もしくは郵送。郵送の場合、令和３年９月

22日（水）午後５時必着とします。

　⑸�　入札保証金

　　　免除とします。

　⑹�　開札の日時・場所

　　�　令和３年９月24日（金）午前11時　総務企画局公

共施設総合調整室

　⑺�　落札者の決定方法

　　�　川崎市契約規則第14条の規定に基づいて作成した

予定価格の範囲内で最低制限価格以上の価格をもっ

て入札を行った者のうち、最低の価格をもって有効

な入札を行った者を落札候補者とします。

　　�　当該落札候補者については、上記２に示した資格

を満たしているかどうかの最終的な資格審査をした

上、落札者として決定します。資格審査の結果、当

該落札候補者に資格がないと認めたときは、当該入

札を無効とし、順次、価格の低い入札者について同

様の審査を実施し、落札者を決定します。

　　�　なお、最低制限価格の設定額については、案件ご

とに個別設定をしていますので、入札情報かわさき

の「川崎市業務委託契約に係る最低制限価格取扱要

綱・運用指針」を御覧ください。

　⑻�　再度入札の実施

　　�　予定価格の制限の範囲内で入札書を提出した者が

いない場合は、直ちに再度入札を行います。

　⑼�　入札の無効

　　�　入札に参加する資格のない者が行った入札及び

「川崎市競争入札参加者心得」第７条に該当する入

札は無効とします。

９�　契約の手続き等

　⑴�　契約保証金は、次のとおりとします。

　　ア�　川崎市契約規則第33条各号に該当する場合は免

除します。

　　イ�　ア以外の場合は、契約金額の10％を納入しなけ

ればなりません。

　⑵�　前払金

　　　有

　⑶�　契約書作成の要否

　　　必要とします。

　⑷�　契約条項等の閲覧

　　�　川崎市契約条例、川崎市契約規則、川崎市競争入

札参加者心得等は、川崎市のホームページ「入札情

報かわさき」及び３⑴配布・提出場所及び問合せ先

の場所で閲覧することができます。

10�　その他

　⑴�　契約手続において使用する言語及び通貨は、日本

語及び日本国通貨に限ります。

　⑵�　関連情報を入手するための窓口は、「３⑴配布・

提出場所及び問合せ先」と同じです。

　⑶�　業務の詳細、一般競争入札参加資格確認申請書、

質問書の様式が添付されている入札説明書は、川崎

市のホームページ「入札情報かわさき」において、

本件の公表情報詳細のページからダウンロードでき

ます。

　　　───────────────────

川崎市公告第848号

　一般競争入札について次のとおり公告します。

　　令和３年８月25日

� 川崎市長　福　田　紀　彦　　

１�　競争入札に付する事項

　⑴�　件　　名

　　　�令和４年川崎市「成人の日を祝うつどい」入場管

理システム等開発及び運用支援業務

　⑵�　履行場所

　　　川崎市こども未来局青少年支援室

　　　川崎市とどろきアリーナ、他

　⑶�　履行期間

　　　契約締結日から令和４年１月31日まで

２�　競争入札参加資格

　�　この入札に参加を希望する者は、次の条件を満たさ

なければなりません。

　⑴�　川崎市契約規則（昭和39年川崎市規則第28号）第

２条の規定に基づく資格停止期間中でないこと。

　⑵�　川崎市競争入札参加資格者指名停止等要綱による

指名停止期間中でないこと。

　⑶�　入札期日において、令和３・４年度本市有資格業

者名簿に業種「その他業務」に登載されていること。

　⑷�　過去３年以内に本市、他官公庁又は民間におい

て、本業務に類似した受託契約の実績があること。

３�　一般競争入札参加資格確認申請書の配布、提出及び

問合せ先

　�　この入札に参加を希望する者は、次により申込みを

しなければなりません。

　⑴�　配布・提出場所及び問合せ先
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　　　〒210－8577　川崎市川崎区東田町５番地４

　　　川崎市役所第３庁舎14階

　　　こども未来局青少年支援室　担当　林田

　　　電　話：044－200－2669（直通）

　　　ＦＡＸ：044―200－3931

　　　メール：45sien@city.kawasaki.jp

　　�　なお、一般競争入札参加資格確認申請書は、イ

ンターネットからダウンロードすることができま

す（「入札情報かわさき」の「入札情報」の委託の

欄の「入札公表」の中にあります。「入札情報かわ

さき」のアドレス（https://www.city.kawasaki.

jp/233300/index.html）を参照してください。）

　⑵�　配布・提出期間

　　�　令和３年８月25日（水）から令和３年８月31日

（火）まで

　　�　午前９時～正午及び午後１時～５時（土・日曜日

を除く）

　⑶�　提出書類

　　ア�　一般競争入札参加資格確認申請書

　　イ�　上記２⑷の契約内容を確認できる契約書等の写

し

　⑷�　提出方法

　　　持参又は郵送とします。

４�　競争入札参加資格確認通知書等の交付

　�　一般競争入札参加資格確認申請書を提出した者には、

次により競争入札参加資格確認通知書を交付します。

　⑴�　日時

　　　令和３年９月２日（木）午後５時まで

　⑵�　交付方法

　　�　川崎市業務委託有資格業者名簿に電子メールアド

レスを登録している場合は電子メール、登録してい

ない場合はＦＡＸにて交付します。

　⑶�　入札説明書の交付

　　�　入札説明書は３⑴の場所において、３⑵の期間で

縦覧に供します。また、インターネットからダウン

ロードできます（「入札情報かわさき」の「入札情

報」の委託の「入札公表」の中にあります）。なお、

インターネットから入手できない者には、申し出に

より無償で入札説明書を交付します。

　⑷�　入札説明会

　　　実施しません。

５�　仕様・入札に関する問合せ先

　⑴�　問合せ場所

　　　上記３⑴に同じ

　⑵�　問合せ期間

　　�　令和３年９月２日（木）から令和３年９月８日

（水）午後５時まで

　　�　入札説明書に添付の「質問書」の様式に必要事項

を記入し、指定するＦＡＸ又は電子メールアドレス

宛て送付してください。

　⑶�　回答方法

　　�　質問があった場合の回答は、令和３年９月10日

（金）までに、参加全社宛てに電子メールにて送付

します。

６�　競争参加資格の喪失

　�　次の各号のいずれかに該当するときは、一般競争入

札参加資格を喪失します。

　⑴�　開札前に上記２の各号のいずれかの条件を欠いた

とき。

　⑵�　一般競争入札参加資格確認申請書及び提出書類等

について、虚偽の記載をしたとき。

７�　入札手続等

　⑴�　入札方法

　　ア�　入札は総価で行います。消費税等を含まない金

額により入札することとします。

　　イ�　入札は所定の入札書をもって行います。入札書

は入札件名が記載された封筒に封印して持参して

ください。

　　ウ�　入札を代理人に委任する場合は、入札書の他に

委任状を提出してください。

　⑵�　入札・開札の日時及び場所

　　ア�　日時

　　　　令和３年９月16日（木）　午後１時30分

　　イ�　場所

　　　　川崎市川崎区東田町５番地４

　　　　川崎市役所第３庁舎13階　こども未来局会議室

　⑶�　入札保証金

　　　免除とします。

　⑷�　落札者の決定方法

　　�　川崎市契約規則第14条の規定に基づいて作成した

予定価格の制限の範囲内で最低の価格をもって有効

な入札を行った入札者を落札とします。ただし、そ

の者の入札価格が著しく低価格の場合は、調査を行

うことがあります。

　⑸�　入札の無効

　　�　入札に参加する資格のない者が行った入札及び

「川崎市競争入札参加者心得」第７条に該当する入

札は無効とします。

　⑹�　再度入札の実施

　　�　落札者がいない場合は、直ちに再度入札を行いま

す。（開札に立ち会わない者は、再度入札に参加の

意思がないものとみなします。）

８�　契約手続等

　⑴�　契約保証金

　　ア�　川崎市契約規則第33条各号に該当する場合は、

免除とします。
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　　イ�　ア以外の場合は、契約金額の10％を納入しなけ

ればなりません。

　⑵�　契約書作成の要否

　　　必要とします。

　⑶�　契約条項等の閲覧

　　�　川崎市契約規則及び川崎市競争入札参加者心得

等は、上記３⑴の場所及び川崎市のホームペー

ジ の「 入 札 情 報 」（https://www.city.kawasaki.

jp/233300/index.html）の「契約関係規定」で閲覧

することができます。

９�　その他

　⑴�　公告に定めるものの他は、川崎市契約条例、川崎

市契約規則及び川崎市競争入札参加者心得の定める

ところによります。

　⑵�　契約手続において使用する言語及び通貨は、日本

語及び日本国通貨に限ります。

　⑶�　詳細は、入札説明書によります。

　⑷�　関連情報を入手するための窓口　３⑴に同じ

　⑸�　３の一般競争入札参加資格確認申請書及び５⑵の

質問書の様式は、川崎市のホームページの「入札情

報」（http://www.city.kawasaki.jp/233300/index.

html）において、本件の公表情報詳細のページから

ダウンロードできます。

　　　───────────────────

川崎市公告第849号

　一般競争入札について次のとおり公告します。

　　令和３年８月25日

� 川崎市長　福　田　紀　彦　　

１�　競争入札に付する事項　

　⑴�　業務件名

　　　�幸区役所日吉合同庁舎空調設備長寿命化整備業務

委託

　⑵�　履行場所

　　　川崎市幸区南加瀬１丁目７番17号

　⑶�　履行期間

　　　契約日から令和３年12月28日まで

　⑷�　業務概要

　　�　幸区役所日吉出張所に設置されているガスヒート

ポンプエアコン（サンヨー製ビル用マルチエアコン

　ＳＧＰ－Ｊ１シリーズ）14台の冷媒過熱器、シリ

ンダーヘッド等の主要部品交換を含むオーバーホー

ル整備、試運転調整等を行う。

２�　一般競争入札参加資格

　�　この入札に参加を希望する者は、次の条件を全て満

たさなければなりません。

　⑴�　川崎市契約規則（昭和39年川崎市規則第28号）第

２条の規定に基づく資格停止期間中でないこと。

　⑵�　令和３・４年度業務委託有資格業者名簿の業種

「施設維持管理」種目「空調・衛生設備保守点検」

に登録されている者であること。

　⑶�　令和３・４年度の業者登録情報において、主観評

価項目制度実施要綱第２条⑴イ「災害時における本

市との協力体制（災害協定）」又はウ「災害時にお

ける本市との協力体制（防災協力事業所）」に登録

があること。

　⑷�　川崎市競争入札参加資格者指名停止等要綱による

指名停止期間中でないこと。

　⑸�　過去５年間で、本市又は他官公庁において類似業

務の実績があり、かつ誠実に履行した実績を有する

こと。

３�　一般競争入札参加資格確認申請書の配布、提出及び

問合せ先

　�　この入札に参加を希望する者は、次のとおり、一般

競争入札参加資格確認申請書、類似の契約実績を証す

る書類（契約書の写しや実績一覧表等）を提出してく

ださい。

　⑴�　配布・提出場所及び問合せ先

　　　〒212－0055

　　　川崎市幸区南加瀬１－７－17

　　　幸区役所日吉合同庁舎１階

　　　日吉出張所　地域振興担当（担当　内村・工藤）

　　　電話番号　　044－599－1121（直通）

　　　ＦＡＸ番号　044－599－9955

　　　電子メール　63hiyosi@city.kawasaki.jp

　⑵�　配布・提出期間

　　�　令和３年８月25日（水）から令和３年９月１日

（水）までの午前９時から正午まで及び午後１時か

ら午後５時までとします。（ただし、土曜日、日曜日、

祝日等の本市閉庁日を除く）

　⑶�　提出方法

　　　持参

４�　入札説明会及び入札説明書

　⑴�　入札説明会

　　　実施しません。

　⑵�　入札説明書の交付

　　�　業務の詳細、一般競争入札参加資格確認申請書及

び質問書の様式が添付されている入札説明書は、「３

⑴配布・提出場所及び問合せ先」の場所において、

「３⑵配布・提出期間」で縦覧に供するとともに、

希望者には印刷物を配布します。また、川崎市のホ

ームページ「入札情報かわさき」において、本件の

公表情報詳細のページからダウンロードできます。

５�　一般競争入札参加資格確認通知書の交付

　�　一般競争入札参加資格確認申請書を提出した者に

は、次により一般競争入札参加資格確認通知書を交付

します。
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　⑴�　日時

　　　令和３年９月３日（金）午後１時から午後５時まで

　　�　ただし、業務委託有資格業者名簿へ登録した際に

電子メールのアドレスを登録している場合は、電子

メールで配信されます。

　⑵�　場所

　　　「３⑴配布・提出場所及び問合せ先」に同じ。

６�　仕様に関する問合せ

　⑴�　問合せ先

　　　「３⑴配布・提出場所及び問合せ先」に同じ。

　⑵�　質問受付期間

　　�　令和３年９月３日（金）から令和３年９月８日

（水）までの午前９時から正午まで及び午後１時か

ら午後５時までとします。ただし、土曜日、日曜日、

祝日等の本市閉庁日を除きます。

　⑶�　質問書の様式

　　�　入札説明書に添付の「質問書」の様式により提出

してください。

　⑷�　質問受付方法

　　　持参、電子メール又はＦＡＸによります。

　　ア�　電子メール　63hiyosi@city.kawasaki.jp

　　イ�　ＦＡＸ番号　044－599－9955

　⑸�　回答方法

　　�　令和３年９月15日（水）午後５時までに、一般競

争入札参加資格確認通知書の交付を受けた者へ電子

メール又はＦＡＸにて回答書を送付します。なお、

この入札の参加資格を満たしていない者からの質問

に関しては回答しません。

７�　競争入札参加資格の喪失

　�　次の各号のいずれかに該当するときは、一般競争入

札参加資格を喪失します。

　⑴�　開札前に上記「２　一般競争入札参加資格」の各

号のいずれかの条件を欠いたとき。

　⑵�　一般競争入札参加資格確認申請書、提出書類等に

ついて、虚偽の記載をしたとき。

８�　入札の手続等

　⑴�　入札方法

　　ア�　入札は、総価で行います。入札者は見積った契

約金額の110分の100に相当する金額を入札書に記

載してください。

　　イ�　入札は所定の入札書をもって行います。入札書

を入札件名が記載された封筒に封印して持参して

ください。

　　ウ�　落札決定に当たっては、入札書に記載された金

額に、消費税及び地方消費税に相当する額（入札

書に記載した金額の10％）を加算した金額をもっ

て契約金額とします。

　⑵�　入札・開札の日時及び場所

　　ア�　入札日時

　　　　令和３年９月17日（金）午後３時

　　イ�　入札場所

　　　　〒212－0055

　　　　川崎市幸区南加瀬１－７－17

　　　　幸区役所日吉合同庁舎２階

　　　　第２会議室

　⑶�　入札書の提出方法

　　　持参とします。

　⑷�　入札保証金

　　　免除とします。

　⑸�　落札者の決定方法

　　�　川崎市契約規則第14条の規定に基づいて作成した

予定価格の範囲内で最低の価格をもって有効な入札

を行った者を落札者とします。ただし、著しく低価

格の場合は、調査を行うことがあります。

　⑹�　入札の無効

　　�　入札に参加する資格のない者が行った入札及び

「川崎市競争入札参加者心得」第７条に該当する入

札は無効とします。

９�　契約の手続き等

　⑴�　契約保証金は、次のとおりとします。

　　ア�　川崎市契約規則第33条各号に該当する場合は免

除します。

　　イ�　ア以外の場合は、契約金額の10％を納入しなけ

ればなりません。

　⑵�　前払金

　　　否

　⑶�　契約書作成の要否

　　　必要とします。

　⑷�　契約条項等の閲覧

　　�　川崎市契約条例、川崎市契約規則、川崎市競争入

札参加者心得等は、川崎市のホームページ「入札情

報かわさき」及び「３⑴配布・提出場所及び問合せ

先」の場所で閲覧することができます。

10�　その他

　⑴�　契約手続において使用する言語及び通貨は、日本

語及び日本国通貨に限ります。

　⑵�　関連情報を入手するための窓口は、「３⑴配布・

提出場所及び問合せ先」と同じです。

　⑶�　業務の詳細、一般競争入札参加資格確認申請書、

質問書の様式が添付されている入札説明書は、川崎

市のホームページ「入札情報かわさき」において、

本件の公表情報詳細のページからダウンロードでき

ます。

　　　───────────────────

川崎市公告第850号

　一般競争入札について、次のとおり公告します。
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　　令和３年８月25日

� 川崎市長　福　田　紀　彦　　

１�　競争入札に付する事項

　⑴�　件　　名

　　　マイクロフィルムへの撮影業務委託

　⑵�　履行期限

　　　契約締結日から令和４年３月31日まで

　⑶�　履行場所

　　　川崎市川崎区東田町５番地４、本市が指定する場所

　⑷�　委託概要

　　�　川崎市マイクロフィルム文書取扱規程（昭和46年

川崎市訓令第２号）に基づくマイクロフィルムへの

撮影業務の委託

２�　競争入札参加資格に関する事項

　�　この入札に参加を希望する者は、次の条件を全て満

たさなければなりません。

　⑴�　川崎市契約規則（昭和39年川崎市規則第28号）第

２条の規定に基づく資格停止期間中でないこと。

　⑵�　川崎市競争入札参加資格者指名停止等要綱による

指名停止期間中でないこと。

　⑶�　入札期日において令和３・４年度川崎市業務委託

有資格業者名簿の「業種「電算関連業務」」に登録

されていること。

　⑷�　川崎市内に本社又は事業所・営業所を有すること。

　⑸�　過去５年間に本市又はその他官公庁で、類似の契

約実績があること。

３�　競争入札参加申込書の配布及び提出

　�　一般競争入札に参加を希望する者は、次により競争

入札参加の申込みをしなければなりません。

　⑴�　配布及び提出場所

　　　〒210－8577　川崎市川崎区東田町５番地４

　　　（川崎市役所第３庁舎３階）

　　　総務局情報管理部行政情報課　柿崎、小宮担当

　　　電話　044－200－2051（直通）

　⑵�　配布及び提出期間

　　�　令和３年８月25日（水）から令和３年９月１日（水）

まで（土曜日、日曜日及び祝日を除く、午前８時30

分から正午まで及び午後１時から午後５時まで）

　⑶�　提出書類

　　ア�　競争入札参加申込書

　　イ�　契約実績を確認できる契約書等の写し

　⑷�　提出方法

　　　持参又は郵送とします。

　　�　いずれの場合も、９月１日（水）午後５時までに

３⑶に掲げる書類の全てが３⑴に掲げる所管課へ確

実に到着している必要があります。

４�　一般競争入札参加資格確認通知書及び入札説明書の

交付

　�　一般競争入札参加申込書を提出し、入札参加資格が

あると認められた者には、次により一般競争入札参加

資格確認通知書を交付します。なお、川崎市業務委託

有資格業者名簿へ登載した際に電子メールのアドレス

を登載している場合、一般競争入札参加確認通知書は

自動的に電子メールで配信されます。

　⑴�　交付場所及び問合せ先

　　　３⑴と同じ

　⑵�　交付日時

　　�　令和３年９月３日（金）午前８時30分から正午ま

で及び午後１時から午後５時まで

　⑶�　入札説明書の交付

　　�　競争入札参加資格確認通知書の交付に併せて、無

償で入札説明書を交付します。

　　�　また、入札説明書は３⑴の場所において、令和３

年８月25日（水）から令和３年９月１日（水）まで

（土曜日、日曜日及び祝日を除く、午前８時30分か

ら正午まで及び午後１時から午後５時まで）縦覧に

供します。

５�　仕様又は入札説明書に関する問合せ

　�　仕様等、入札説明書の内容に関する質問は、次によ

り行います。

　⑴�　問合せ先

　　　３⑴と同じ

　⑵�　問合せ方法

　　�　入札説明書に添付の「質問書」の様式に必要事項

を記入し、指定する電子メールアドレス宛て送付し

てください。

　⑶�　受付期間

　　�　令和３年９月３日（金）から令和３年９月８日（水）

まで（土曜日、日曜日及び祝日を除く、午前８時30分

から正午まで及び午後１時から午後５時まで）

　⑷�　回答方法

　　�　令和３年９月10日（金）までに、確認通知書を交

付した全社宛てに、電子メールで送付します。

６�　入札参加資格の喪失

　�　一般競争入札参加資格があると認められた者が、次

のいずれかに該当するときは、この入札に参加するこ

とができません。

　⑴�　上記２の各号のいずれかの条件を欠いたとき。

　⑵�　一般競争入札参加申込書及び提出書類について虚

偽の記載をしたとき。

７�　入札手続等

　⑴�　入札方法

　　　紙入札方式

　　ア�　入札書の提出日時

　　　　令和３年９月17日（金）午前10時

　　イ�　入札書の提出場所
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　　　　川崎市川崎区東田町５番地４

　　　　川崎市役所第３庁舎４階総務企画局会議室

　⑵�　入札保証金

　　　免除とします。

　⑶�　開札の日時

　　　７⑴アと同じ

　⑷�　開札の場所

　　　７⑴イと同じ

　⑸�　落札者の決定方法

　　�　川崎市契約規則第14条の規定に基づいて作成した

予定価格の制限の範囲内で、最低の価格をもって有

効な入札を行った者を落札者とします。ただし、著

しく低価格の場合は、調査を行うことがあります。

　⑹�　入札の無効

　　�　川崎市競争入札参加者心得で無効と定める入札

は、これを無効とします。

８�　契約の手続等

　⑴�　契約保証金

　　ア�　川崎市契約規則第33条各号に該当する場合は免除

　　イ�　ア以外の場合は、契約金額の10パ－セントを納

付しなければならない。

　⑵�　契約書作成の要否

　　　要

　⑶�　前払金

　　　無

　⑷�　契約条項等の閲覧

　　�　川崎市契約規則及び川崎市競争入札参加者心得等

は、川崎市のホームページの「入札情報」の「契約

関係規定」で閲覧することができます。

９�　その他

　⑴�　契約手続において使用する言語及び通貨は、日本

語及び日本国通貨に限ります。

　⑵�　詳細は、入札説明書によります。

　⑶�　関連情報を入手するための照会窓口

　　　３⑴と同じ

　　　───────────────────

川崎市公告第851号

　一般競争入札について次のとおり公告します。

　　令和３年８月25日

� 川崎市長　福　田　紀　彦　　

１�　競争入札に付する事項

　⑴�　件　　名

　　　本町ポンプ場受変電設備等改修詳細設計業務委託

　⑵�　履行場所

　　　川崎市川崎区本町２丁目２番地

　⑶�　履行期間

　　　令和４年３月15日限り

　⑷�　業務概要

　　�　本町ポンプ場の受変電設備・発電設備等の改修に

関する詳細設計

２�　競争入札参加資格

　�　この入札に参加を希望する者は、次の条件を満たさ

なければなりません。

　⑴�　川崎市契約規則（昭和39年川崎市規則第28号）第

２条の規定に基づく資格停止期間中でないこと。

　⑵�　川崎市競争入札参加資格者指名停止等要綱による

指名停止期間中でないこと。

　⑶�　令和３・４年度川崎市業務委託有資格業者名簿に

地域区分「市内」で登録され、業種「設備設計」種

目「電気設備設計」で登録されていること。

　⑷�　以下のアからイに定めるいずれかの資格かつ、ウ

の業務経験を有する管理技術者を配置できること

　　ア�　技術士（電気電子部門）

　　イ�　第三種電気主任技術者以上の電気主任技術者資

格

　　ウ�　本業務の対象設備と同等以上の設備設計につい

て、実績を有する者

３�　一般競争入札参加申込書の配付及び提出

　�　この入札に参加を希望する者は、次により一般競争

入札参加申込書、配置予定管理技術者に関する、上記

２⑷アまたはイの資格者証の写し、ウの業務経歴書を

提出しなければなりません。

　⑴�　配付場所

　　�　川崎市のホームページ「入札情報かわさき」にお

いて、本件の公表情報詳細ページからダウンロード

してください。

　⑵�　配布開始日

　　　令和３年８月25日（水）

　⑶�　提出方法

　　　持参又は郵送（書留郵便に限る。）とします。

　⑷�　提出場所及び問合せ先

　　　〒210－0007　川崎市川崎区駅前本町12－１

　　　川崎駅前タワーリバーク14階

　　　川崎市建設緑政局道路河川整備部道路施設課

　　　電　話：044－200－2821

　⑸�　受付期間

　　�　令和３年８月25日（水）から令和３年９月１日

（水）まで（土曜日、日曜日及び国民の祝日を除く。）

　　�　午前９時00分から午後５時00分まで（正午から午

後１時00分までを除く。）

　　�　なお、郵送による提出の場合は、令和３年９月１

日（水）午後５時00分必着とします。

４�　一般競争入札参加資格確認通知書等の交付

　�　一般競争入札参加申込書を提出した者には、一般競

争入札参加資格確認通知書、仕様書等を令和３年９月

６日（月）までに、令和３・４年度川崎市競争入札参
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加資格審査申請書の委任先メールアドレスあてに送付

します。なお、メールアドレスを登録していない者に

ついては、ＦＡＸで送付します。

５�　仕様に関する問合せ

　⑴�　質問受付方法

　　ア�　電子メールの場合

　　（ア）質問書の送付先

　　　　　53dousi@city.kawasaki.jp

　　　　　※�　件名を「【質問書】本町ポンプ場受変電

設備等改修詳細設計業務委託」としてくだ

さい。

　　（イ）質問書の受付期間

　　　　�　令和３年９月６日（月）から令和３年９月９

日（木）まで

　　イ�　持参の場合

　　（ア）質問書の提出場所

　　　　　上記３⑷と同じ

　　（イ）質問書の受付期間

　　　　�　令和３年９月６日（月）から令和３年９月９

日（木）まで（土曜日、日曜日及び国民の祝日

を除く。）

　　　　�　午前９時00分から午後５時00分まで（正午か

ら午後１時00分までを除く。）

　⑵�　質問書の様式

　　�　川崎市のホームページ「入札情報かわさき」にお

いて、本件の公表情報詳細ページからダウンロード

してください。

　⑶�　回答方法

　　�　令和３年９月15日（水）までに、一般競争入札参

加資格確認通知書の交付を受けた者へ電子メールに

て回答書を送付します。なお、メールアドレスを登

録していない者については、ＦＡＸで送付します。

また、この入札の参加資格を満たしていない者から

の質問に関しては回答しません。

６�　一般競争入札参加資格の喪失

　�　一般競争入札参加資格があると認められた者が、開

札前に上記２の各号のいずれかの条件を欠いたとき

は、一般競争入札参加資格を喪失します。

７�　入札手続等

　⑴�　提出書類

　　ア�　入札書

　　イ�　委任状（代表者以外の方が持参により提出する

場合のみ。）

　⑵�　入札方法

　　ア�　持参による入札の場合

　　（ア）入札書の提出日時

　　　　　令和３年９月27日（月）午前10時00分

　　（イ）提出場所

　　　　　〒210－0007

　　　　　川崎市川崎区駅前本町12－１

　　　　　川崎駅前タワーリバーク17階

　　　　　建設緑政局会議室

　　イ�　郵送による入札の場合

　　（ア）入札書の提出期限

　　　　　令和３年９月22日（水）午後５時00分　必着

　　（イ）提出場所

　　　　　上記３⑷と同じ

　　　　※�　持参、郵送いずれの場合においても、封筒

に所定の入札書を入れて封印し、当該封筒に

上記１⑴の件名及び「入札書在中」と明記し

てください。また、郵送の場合には、必ず書

留郵便により送付してください。

　⑶�　入札保証金

　　　免除とします。

　⑷�　入札・開札の日時及び場所

　　　上記７⑵アに同じ

　⑸�　落札者の決定方法

　　�　川崎市契約規則第14条の規定に基づいて作成し

た、予定価格の範囲内で最低制限価格以上の価格を

もって有効な入札を行った入札者を落札者とします。

　⑹�　再度入札又はくじ引きの実施

　　�　再度入札又はくじ引きを実施する場合、郵送で応

札を選択した者がいた時は、令和３年９月28日（火）

に再度入札又はくじ引きを行います。なお、実施に

当たっては、電話・電子メールにより対象者に連絡

します。

　⑺�　入札の無効

　　�　入札に参加する資格のない者が行った入札及び川

崎市競争入札参加者心得で無効と定める入札は、こ

れを無効とします。

８�　契約手続等

　⑴�　契約保証金

　　　要（10％）

　　�　ただし、川崎市契約規則第33条各号に該当する場

合は免除します。

　⑵�　前払金

　　　無

　⑶�　契約書作成の要否

　　　要

　⑷�　議決の要否

　　　否

　⑸�　契約条項等の閲覧

　　�　川崎市契約規則及び川崎市競争入札参加者心得等

については、川崎市のホームページ「入札情報かわ

さき」の「契約関係規定」で閲覧することができます。

９�　その他
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　⑴�　契約手続において使用する言語及び通貨は、日本

語及び日本国通貨に限ります。

　⑵�　この公告に定めるものの他は、川崎市契約条例、

川崎市契約規則及び川崎市競争入札参加者心得等の

定めるところによります。

　⑶�　この公告に関する問合せ先は、上記３⑷に同じで

す。

　　　───────────────────

川崎市公告第852号

　　　入　　札　　公　　告

　　令和３年８月25日

� 川崎市長　福　田　紀　彦　　

　一般競争入札について、次のとおり公告します。

１�　一般競争入札に付する事項

　⑴�　件　　名

　　　東扇島下水管産業廃棄物処分業務委託

　⑵�　履行場所

　　　委託業者処分施設内

　⑶�　履行期間

　　　契約日から令和４年３月18日まで

　⑷�　業務概要

　　�　本委託は、川崎市が別途発注している「東扇島下

水管実態調査委託（その３）」に係る産業廃棄物（汚

泥）について、処理施設にて処分を行うものです。

　　　汚泥処分：37ｔ（予定）

２�　一般競争入札参加資格

　�　この入札に参加を希望する者は、次の条件を全て満

たさなければなりません。

　⑴�　川崎市契約規則（昭和39年川崎市規則第28号）第

２条の規定に基づく資格停止期間中でないこと。

　⑵�　川崎市競争入札参加資格者指名停止等要綱による

指名停止期間中でないこと。

　⑶�　令和３・４年度川崎市業務委託有資格業者名簿に

業種「廃棄物関連業務」種目「産業廃棄物処分業」

で登録されている者

　⑷�　以下の都県下（神奈川県、東京都、埼玉県）のい

ずれかにおいて、産業廃棄物処分業の許可証（産業

廃棄物の種類に汚泥が含まれていること）を受けて

いること。

３�　一般競争入札参加申込書の配布及び提出

　⑴�　配布・提出場所

　　　〒210－0869

　　　川崎市川崎区東扇島38－１�　川崎マリエン４階

　　　川崎市港湾局　川崎港管理センター　港湾管理課

　　　電話番号　044－287－6014

　　　ＦＡＸ　　044－287－6038

　　　E-mail　　58koukan@city.kawasaki.jp

　　�　なお、一般競争入札参加申込書については、川崎

市のホームページの「入札情報かわさき」（http://

www.city.kawasaki.jp/233300/index.html）におい

て、本件の公表情報詳細のページからダウンロード

できます。

　⑵�　配布・提出期間

　　�　令和３年８月25日（水）から令和３年９月１日

（水）までとします（土曜日、日曜日及び祝日を除

く毎日午前９時から正午まで及び午後１時から午後

５時まで）。

　⑶�　提出書類

　　ア�　一般競争入札参加申込書

　　イ�　産業廃棄物処分業の許可証（産業廃棄物の種類

に汚泥が含まれており、神奈川県、東京都、埼玉

県のいずれかであること）

　⑷�　提出方法

　　　持参とします。

４�　入札説明書の縦覧

　�　入札説明書は、３⑴の場所、３⑵の期間において縦

覧に供します。

５�　競争入札参加資格確認通知書、入札説明書及び仕様

書等の交付

　⑴�　競争入札参加資格確認通知書の交付

　　�　一般競争入札参加申込書を提出した者には、次に

より競争入札参加資格確認通知書を交付します。

　　ア�　交付場所

　　　　３⑴に同じ

　　イ�　交付日時

　　　�　令和３年９月６日（月）午前９時から午後５時

まで（正午から午後１時の間は除きます。）

　⑵�　入札説明書及び仕様書等の交付

　　�　競争入札参加資格が有ると認めた者には、競争入

札参加資格確認通知書の交付に併せて、無償で入札

説明書及び仕様書等を交付します。

　　ア�　交付場所

　　　　３⑴に同じ

　　イ�　交付日時

　　　　５⑴イに同じ

　　　�　ただし、⑴及び⑵について、令和３・４年度川

崎市業務委託有資格業者名簿へ登録した際に電子

メールのアドレスを登録している場合は、令和３

年９月６日（月）に競争入札参加資格確認通知書、

入札説明書及び仕様書等を電子メールにより送付

します。

６�　仕様に関する問い合わせ先等

　⑴�　問い合わせ先

　　　３⑴に同じ

　⑵�　質問受付期間

　　�　令和３年９月７日（火）午前９時から令和３年９
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月９日（木）午後４時まで

　⑶�　質問書の様式

　　�　入札説明書に添付の「質問書」の様式により、提

出してください。

　⑷�　質問受付方法

　　　電子メール又はＦＡＸに限ります。

　　　電子メール　58koukan@city.kawasaki.jp

　　　ＦＡＸ　　　044－287－6038

　⑸�　回答方法

　　�　令和３年９月14日（火）までに、文書（ＦＡＸ又

は電子メール）にて、競争入札参加者全員に送付し

ます。

７�　一般競争入札参加資格の喪失

　�　次の各号のいずれかに該当するときは、一般競争入

札参加資格を喪失します。

　⑴�　開札前に上記２の各号のいずれかの条件を欠いた

とき。

　⑵�　一般競争入札参加申込書及び提出書類について、

虚偽の記載をしたとき。

８�　入札手続等

　⑴�　入札方法　持参

　⑵�　入札・開札の日時及び場所

　　ア�　入札日時

　　　　令和３年９月21日（火）午前10時

　　イ�　入札場所

　　　　川崎市川崎区東扇島38－１

　　　　川崎マリエン３階会議室

　⑶�　入札保証金

　　　免除

　⑷�　落札者の決定方法

　　�　川崎市契約規則第14条の規定に基づいて作成した

予定価格の範囲内で最低の価格をもって有効な入札

を行った者を落札者とします。ただし、著しく低価

格の場合は、調査を行うことがあります。

　⑸�　入札の無効

　　�　川崎市競争入札参加者心得で無効と定める入札

は、これを無効とします。

９�　契約の手続き等

　　次により契約を締結します。

　⑴�　契約書作成の要否

　　　契約書を作成することを要します。

　⑵�　契約条項等の閲覧

　　�　川崎市契約規則、川崎市競争入札参加者心得等

は、川崎市のホームページの「入札情報かわさき」

（http://www.city.kawasaki.jp/233300/index.

html）の「契約関係規定」で閲覧することができます。

10�　その他

　⑴�　事情により入札を延期、又は取りやめる場合があ

ります。

　⑵�　公告に定めるもののほか、川崎市契約条例、川崎

市契約規則及び川崎市競争入札参加者心得等の定め

るところによります。

　⑶�　関連情報を入手するための窓口　３⑴に同じ

　　　───────────────────

川崎市公告第853号

　　　入　札　公　告

　　令和３年８月25日

� 川崎市長　福　田　紀　彦　　

　一般競争入札について、次のとおり公告します。

１�　一般競争入札に付する事項

　⑴�　件　　名

　　　川崎港外郭施設調査業務委託

　⑵�　履行場所

　　　川崎市川崎港内

　⑶�　履行期間

　　　契約日から令和４年３月18日まで

　⑷�　業務概要

　　�　本委託は、老朽化した外郭施設の現状調査を行う

ものであり、今後の修繕計画の資料に活用すること

を目的とするものである。

　　�　調査業務（計画準備、潜水調査、肉厚測定、報告

書作成等）　１式

２�　一般競争入札参加資格

　�　この入札に参加を希望する者は、次の条件を全て満

たさなければなりません。

　⑴�　川崎市契約規則（昭和39年川崎市規則第28号）第

２条の規定に基づく資格停止期間中でないこと。

　⑵�　川崎市競争入札参加資格者指名停止等要綱による

指名停止期間中でないこと。

　⑶�　令和３・４年度川崎市業務委託有資格業者名簿に

業種「建設コンサルタント」種目「港湾及び空港」

で登録されている者

　⑷�　次の要件を満たす者を配置できること。

　　�　管理技術者は、技術士（建設部門：港湾及び空

港）、技術士（総合技術監理部門：建設－港湾及び

空港）、ＲＣＣＭの「港湾及び空港」部門のいずれ

かの資格を有する者であること。

３�　一般競争入札参加申込書の配布及び提出

　⑴�　配布・提出場所

　　　〒210－0869

　　　川崎市川崎区東扇島38－１�　川崎マリエン４階

　　　川崎市港湾局　川崎港管理センター　港湾管理課

　　　電話番号　044－287－6014

　　　ＦＡＸ　　044－287－6038

　　　E-mail　　58koukan@city.kawasaki.jp

　　�　なお、一般競争入札参加申込書については、川崎
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市のホームページの「入札情報かわさき」（http://

www.city.kawasaki.jp/233300/index.html）におい

て、本件の公表情報詳細のページからダウンロード

できます。

　⑵�　配布・提出期間

　　�　令和３年８月25日（水）から令和３年９月１日

（水）までとします（土曜日、日曜日及び祝日を除

く毎日午前９時から正午まで及び午後１時から午後

５時まで）。

　⑶�　提出書類

　　ア�　一般競争入札参加申込書

　　イ�　２⑷に記載された要件を満たしていることを証

する書類（資格証の写しなど）

　⑷�　提出方法

　　　持参とします。

４�　入札説明書の縦覧

　�　入札説明書は、３⑴の場所、３⑵の期間において縦

覧に供します（土曜日、日曜日及び祝日を除く毎日午

前９時から正午まで及び午後１時から午後５時まで）。

５�　競争入札参加資格確認通知書、入札説明書及び仕様

書等の交付

　⑴�　競争入札参加資格確認通知書の交付

　　�　一般競争入札参加申込書を提出した者には、次に

より競争入札参加資格確認通知書を交付します。

　　ア�　交付場所

　　　　３⑴に同じ

　　イ�　交付日時

　　　�　令和３年９月６日（月）午前９時から午後５時

まで（正午から午後１時の間は除きます。）

　⑵�　入札説明書及び仕様書等の交付

　　�　競争入札参加資格が有ると認めた者には、競争入

札参加資格確認通知書の交付に併せて、無償で入札

説明書及び仕様書等を交付します。

　　ア�　交付場所

　　　　３⑴に同じ

　　イ�　交付日時

　　　　５⑴イに同じ

　　　�　ただし、⑴及び⑵について、令和３・４年度川

崎市業務委託有資格業者名簿へ登録した際に電子

メールのアドレスを登録している場合は、令和３

年９月６日（月）に競争入札参加資格確認通知書、

入札説明書及び仕様書等を電子メールにより送付

します。

６�　仕様に関する問い合わせ先等

　⑴�　問い合わせ先

　　　３⑴に同じ

　⑵�　質問受付期間

　　�　令和３年９月７日（火）午前９時から令和３年９

月９日（木）午後４時まで

　⑶�　質問書の様式

　　�　入札説明書に添付の「質問書」の様式により、提

出してください。

　⑷�　質問受付方法

　　　電子メール又はＦＡＸに限ります。

　　　電子メール　58koukan@city.kawasaki.jp

　　　ＦＡＸ　　　044－287－6038

　⑸�　回答方法

　　�　令和３年９月14日（火）までに、文書（ＦＡＸ又

は電子メール）にて、競争入札参加者全員に送付し

ます。

７�　一般競争入札参加資格の喪失

　�　次の各号のいずれかに該当するときは、一般競争入

札参加資格を喪失します。

　⑴�　開札前に上記２の各号のいずれかの条件を欠いた

とき。

　⑵�　一般競争入札参加申込書及び提出書類について、

虚偽の記載をしたとき。

８�　入札手続等

　⑴�　入札方法　持参

　⑵�　入札・開札の日時及び場所

　　ア�　入札日時

　　　　令和３年９月22日（水）午前10時

　　イ�　入札場所

　　　　川崎市川崎区東扇島38－１

　　　　川崎マリエン３階会議室

　⑶�　入札保証金

　　　免除

　⑷�　落札者の決定方法

　　�　川崎市契約規則第14条の規定に基づいて作成した

予定価格の制限の範囲内で最低制限価格以上の価格

をもって有効な入札を行った者のうち、最低の価格

をもって入札を行った者を落札者とします。

　⑸�　入札の無効

　　�　川崎市競争入札参加者心得で無効と定める入札

は、これを無効とします。

９�　契約の手続き等

　　次により契約を締結します。

　⑴�　契約保証金は次のとおりとします。

　　　契約金額の10％とします。

　　�　ただし、川崎市契約規則第33条各号に該当する場

合は、免除します。

　⑵�　契約書作成の要否

　　　契約書を作成することを要します。

　⑶�　前払金

　　　「入札公表詳細」を参照のこと。

　⑷�　契約条項等の閲覧
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　　�　川崎市契約規則、川崎市競争入札参加者心得等

は、川崎市のホームページの「入札情報かわさき」

（http://www.city.kawasaki.jp/233300/index.

html）の「契約関係規定」で閲覧することができます。

10�　その他

　⑴�　事情により入札を延期、又は取りやめる場合があ

ります。

　⑵�　公告に定めるもののほか、川崎市契約条例、川崎

市契約規則及び川崎市競争入札参加者心得等の定め

るところによります。

　⑶�　関連情報を入手するための窓口　３⑴に同じ

　⑷�　この委託は、電子納品の対象です。電子納品とは、

川崎市電子納品要領に基づき、最終成果物を電子デー

タで納品することです。川崎市電子納品要領について

は、川崎市ホームページ（http://www.city.kawasaki.

jp/jigyou/category/78-34-6-0-0-0-0-0-0-0.html） を

ご覧ください。

　⑸�　本入札用設計書には、「登録単価」及び「【参考資

料】積算入力データリスト」を添付しています。「登

録単価」は、市で公表していない単価や物価資料に

掲載のない単価等を明示しています。（添付してい

ない場合もあります。）「【参考資料】積算入力デー

タリスト」は、委託設計書の設計内容を明確にする

ため、積算システムに入力した積算情報を参考とし

て掲載したものです。また、摘要欄に記載されてい

るシステム記号等については、システム構成上、標

準的なものを表示しています。

　　　───────────────────

川崎市公告第854号

　一般競争入札について次のとおり公告します。

　　令和３年８月25日

� 川崎市長　福　田　紀　彦　　

１�　競争入札に付する事項

　⑴�　業務件名

　　　�とどろきアリーナ舞台音響設備（その２）長寿命

化整備業務委託

　⑵�　履行場所

　　　川崎市中原区等々力１－３

　⑶�　履行期間

　　　契約日から令和４年３月31日まで

　⑷�　業務概要

　　�　とどろきアリーナに設置されているパワーアン

プ、電源制御ユニット等の交換及び試運転調整等を

行う。

２�　一般競争入札参加資格

　�　この入札に参加を希望する者は、次の条件を全て満

たさなければなりません。

　⑴�　川崎市契約規則（昭和39年川崎市規則第28号）第

２条の規定に基づく資格停止期間中でないこと。

　⑵�　令和３・４年度業務委託有資格業者名簿の業種

「施設維持管理」種目「電気・機械設備保守点検」

に登録されている者。

　⑶�　令和３・４年度業務委託有資格業者名簿に、地域

区分「市内」で登録されている者。

　⑷�　官公需についての中小企業者の受注の確保に関す

る法律（昭和41年法律第97号）第２条第１項による

中小企業者であること。

　⑸�　川崎市競争入札参加資格者指名停止等要綱による

指名停止期間中でないこと。

　⑹�　過去５年間で、本市又は他官公庁において類似業

務の実績があり、かつ誠実に履行した実績を有する

こと。

３�　一般競争入札参加資格確認申請書の配布、提出及び

問合せ先

　�　この入札に参加を希望する者は、次のとおり、一般

競争入札参加資格確認申請書、類似の契約実績を証す

る書類（契約書の写しや実績一覧表等）を提出してく

ださい。

　⑴�　配布・提出場所及び問合せ先

　　　〒211－8570

　　　川崎市中原区小杉町３－245

　　　中原区役所まちづくり推進部地域振興課

　　　電　話　044－744－3138（直通）

　　　ＦＡＸ　044－744－3346

　　　E-mail　65tisin@city.kawasaki.jp

　⑵�　配布・提出期間

　　�　令和３年８月25日（水）から令和３年９月１日

（水）までの午前９時から正午まで及び午後１時か

ら午後５時までとします。（ただし、土曜日、日曜日、

祝日等の本市閉庁日を除く）

　⑶�　提出方法

　　　持参又は郵送

４�　入札説明会及び入札説明書

　⑴�　入札説明会

　　　実施しません。

　⑵�　入札説明書の交付

　　�　業務の詳細、一般競争入札参加資格確認申請書及

び質問書の様式が添付されている入札説明書は、３

⑴配布・提出場所及び問合せ先の場所において、３

⑵配布・提出期間で縦覧に供するとともに、希望者

には印刷物を配布します。また、川崎市のホームペ

ージ「入札情報かわさき」において、本件の公表情

報詳細のページからダウンロードできます。

５�　一般競争入札参加資格確認通知書の交付

　�　一般競争入札参加資格確認申請書を提出した者に

は、次により一般競争入札参加資格確認通知書を交付
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します。

　⑴�　日時

　　�　令和３年９月３日（金）午後１時から午後５時まで

　　�　ただし、業務委託有資格業者名簿へ登録した際に

電子メールのアドレスを登録している場合は、電子

メールで配信されます。

　⑵�　場所

　　　３⑴配布・提出場所及び問合せ先に同じ。

６�　仕様に関する問合せ

　⑴�　問合せ先

　　　３⑴配布・提出場所及び問合せ先に同じ。

　⑵�　質問受付期間

　　�　令和３年９月６日（月）から令和３年９月10日

（金）午後５時まで

　⑶�　質問書の様式

　　�　入札説明書に添付の「質問書」の様式により提出

してください。

　⑷�　質問受付方法

　　　電子メール又はＦＡＸによります。

　　ア�　電子メール　65tisin@city.kawasaki.jp

　　イ�　ＦＡＸ　　　044－744－3346

　⑸�　回答方法

　　�　令和３年９月15日（水）午後５時までに、一般競

争入札参加資格確認通知書の交付を受けた者へ電子

メール又はＦＡＸにて回答書を送付します。なお、

この入札の参加資格を満たしていない者からの質問

に関しては回答しません。

７�　競争入札参加資格の喪失

　�　次の各号のいずれかに該当するときは、一般競争入

札参加資格を喪失します。

　⑴�　開札前に上記「２　一般競争入札参加資格」の各

号のいずれかの条件を欠いたとき。

　⑵�　一般競争入札参加資格確認申請書、提出書類等に

ついて、虚偽の記載をしたとき。

８�　入札の手続等

　⑴�　入札方法

　　ア�　入札は、総価で行います。入札者は見積った契

約金額の110分の100に相当する金額を入札書に記

載してください。

　　イ�　入札は所定の入札書をもって行います。入札書

を入札件名が記載された封筒に封印して持参して

ください。

　　ウ�　落札決定に当たっては、入札書に記載された金

額に、消費税及び地方消費税に相当する額（入札

書に記載した金額の10％）を加算した金額をもっ

て契約金額とします。

　⑵�　入札・開札の日時及び場所

　　�　新型コロナウイルス感染拡大防止のため、持参に

よるほか、郵送による入札も可とします。

　　ア�　持参による入札の場合

　　（ア）入札書の提出日時

　　　　　令和３年９月21日（火）午前10時00分

　　（イ）入札書の提出場所

　　　　　川崎市中原区小杉町３－245

　　　　　中原区役所５階会議室

　　イ�　郵送による入札の場合

　　（ア）入札書の提出期限

　　　　　令和３年９月21日（火）午前８時30分　必着

　　（イ）入札書の提出先

　　　　　３⑴と同じ

　⑶�　入札保証金

　　　免除とします。

　⑷�　落札者の決定方法

　　�　川崎市契約規則第14条の規定に基づいて作成した

予定価格の範囲内で最低の価格をもって有効な入札

を行った者を落札者とします。ただし、著しく低価

格の場合は、調査を行うことがあります。

　⑸�　入札の無効

　　�　入札に参加する資格のない者が行った入札及び

「川崎市競争入札参加者心得」第７条に該当する入

札は無効とします。

９�　契約の手続き等

　⑴�　契約保証金は、次のとおりとします。

　　ア�　川崎市契約規則第33条各号に該当する場合は免

除します。

　　イ�　ア以外の場合は、契約金額の10％を納入しなけ

ればなりません。

　⑵�　前払金

　　　否

　⑶�　契約書作成の要否

　　　必要とします。

　⑷�　契約条項等の閲覧

　　�　川崎市契約条例、川崎市契約規則、川崎市競争入

札参加者心得等は、川崎市のホームページ「入札情

報かわさき」及び３⑴配布・提出場所及び問合せ先

の場所で閲覧することができます。

10�　その他

　⑴�　契約手続において使用する言語及び通貨は、日本

語及び日本国通貨に限ります。

　⑵�　関連情報を入手するための窓口は、「３⑴配布・

提出場所及び問合せ先」と同じです。

　⑶�　業務の詳細、一般競争入札参加資格確認申請書、

質問書の様式が添付されている入札説明書は、川崎市

のホームページ「入札情報かわさき」において、本件

の公表情報詳細のページからダウンロードできます。

　　　───────────────────
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川崎市公告第855号

　一般競争入札について次のとおり公告します。

　　令和３年８月25日

� 川崎市長　福　田　紀　彦　　

（案件１）

競争入札に

付する事項

件　　 名 麻生中学校高圧負荷開閉器改修工事

履行場所 川崎市麻生区上麻生４丁目39番１号

履行期限 契約の日から令和４年２月28日まで

参 加 資 格

⑴�　川崎市契約規則第２条の規定に基づく資格停止期間中でないこと。

⑵�　川崎市競争入札参加資格者指名停止等要綱による指名停止期間でないこと。

⑶�　次のアからウのいずれかにより建設業退職金共済制度加入が確認できること。

　ア　令和３・４年度川崎市工事請負有資格業者名簿に加入「有」で登録されていること。

　イ　経営事項審査の総合評定値通知書の写しにより加入「有」が確認できること。

　ウ　建設業退職金共済加入履行証明書により加入が確認できること。

　　※�　上記ア以外の場合は、入札参加申込書提出時に窓口にて確認を行うため、電子入札システ

ムによる申込ができません。

⑷�　令和３・４年度川崎市工事請負有資格業者名簿に地域区分「市内」で登録されていること。

⑸�　令和３・４年度川崎市工事請負有資格業者名簿に業種「電気」ランク「Ｃ」で登録されている

こと。

⑹�　「官公需についての中小企業者の受注の確保に関する法律」第２条第１項第１号による中小企

業者であること。

⑺�　有効期間内の経営事項審査の総合評定値通知書を有していること。

⑻�　電気工事業に係る建設業の許可を受けていること。

⑼�　主任技術者（業種「電気」）を配置できること。

契約条項を

示す場所等

川崎市財政局資産管理部契約課建築契約係（〒210－8577　川崎市川崎区宮本町１番地）

電話番号　044－200－2100

入札日時等 令和３年９月15日　14時30分（財政局資産管理部契約課建築契約係）

入札保証金 　免

契約書作成 　要

入札の無効 川崎市競争入札参加者心得で無効と定める入札は、これを無効とします。

そ　の　他 詳細は、川崎市ホームページ「入札情報かわさき」を御覧ください。

（案件２）

競争入札に

付する事項

件　　 名 多摩老人福祉センター照明設備改修工事

履行場所 川崎市多摩区中野島５丁目２番30号

履行期限 契約の日から令和４年３月25日まで

参 加 資 格

⑴�　川崎市契約規則第２条の規定に基づく資格停止期間中でないこと。

⑵�　川崎市競争入札参加資格者指名停止等要綱による指名停止期間でないこと。

⑶�　次のアからウのいずれかにより建設業退職金共済制度加入が確認できること。

　ア　令和３・４年度川崎市工事請負有資格業者名簿に加入「有」で登録されていること。

　イ　経営事項審査の総合評定値通知書の写しにより加入「有」が確認できること。

　ウ　建設業退職金共済加入履行証明書により加入が確認できること。

　　※�　上記ア以外の場合は、入札参加申込書提出時に窓口にて確認を行うため、電子入札システ

ムによる申込ができません。

⑷�　令和３・４年度川崎市工事請負有資格業者名簿に地域区分「市内」で登録されていること。

⑸�　令和３・４年度川崎市工事請負有資格業者名簿に業種「電気」ランク「Ｂ」で登録されている

こと。
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参 加 資 格

⑹�　令和３・４年度の業者登録情報における主観評価項目の合計点が20点以上であること。

⑺�　「官公需についての中小企業者の受注の確保に関する法律」第２条第１項第１号による中小企

業者であること。

⑻�　有効期間内の経営事項審査の総合評定値通知書を有していること。

⑼�　電気工事業に係る建設業の許可を受けていること。

⑽�　主任技術者（業種「電気」）を配置できること。

契約条項を

示す場所等

川崎市財政局資産管理部契約課建築契約係（〒210－8577　川崎市川崎区宮本町１番地）

電話番号　044－200－2100

入札日時等 令和３年９月15日　14時30分（財政局資産管理部契約課建築契約係）

入札保証金 　免

契約書作成 　要

入札の無効 川崎市競争入札参加者心得で無効と定める入札は、これを無効とします。

そ　の　他 詳細は、川崎市ホームページ「入札情報かわさき」を御覧ください。

（案件３）

競争入札に

付する事項

件　　 名 道路照明設置その３工事

履行場所 川崎市高津区久地４丁目27番地先他２箇所

履行期限 契約の日から令和４年３月31日まで

参 加 資 格

⑴�　川崎市契約規則第２条の規定に基づく資格停止期間中でないこと。

⑵�　川崎市競争入札参加資格者指名停止等要綱による指名停止期間でないこと。

⑶�　次のアからウのいずれかにより建設業退職金共済制度加入が確認できること。

　ア　令和３・４年度川崎市工事請負有資格業者名簿に加入「有」で登録されていること。

　イ　経営事項審査の総合評定値通知書の写しにより加入「有」が確認できること。

　ウ　建設業退職金共済加入履行証明書により加入が確認できること。

　　※�　上記ア以外の場合は、入札参加申込書提出時に窓口にて確認を行うため、電子入札システ

ムによる申込ができません。

⑷�　令和３・４年度川崎市工事請負有資格業者名簿に地域区分「市内」で登録されていること。

⑸�　令和３・４年度川崎市工事請負有資格業者名簿に業種「電気」種目「照明灯設備」ランク「Ｂ」

で登録されていること。

⑹�　令和３・４年度の業者登録情報における主観評価項目の合計点が20点以上であること。

⑺�　「官公需についての中小企業者の受注の確保に関する法律」第２条第１項第１号による中小企

業者であること。

⑻�　有効期間内の経営事項審査の総合評定値通知書を有していること。

⑼�　電気工事業に係る特定建設業の許可を受けていること。

　�　ただし、受注後の下請契約の請負代金の額の合計が4,000万円（建築一式工事の場合は6,000万

円）を下回り、「下請契約に関する誓約書」を提出した場合は、一般建設業の許可でも可とします。

　�　また、本工事の請負金額が4,000万円（建築一式工事の場合は6,000万円）未満となった場合は

特定建設業の許可を要しません。

⑽�　監理技術者資格者証（業種「電気」）の交付を受けた技術者を専任で配置できること。

　※�　当該技術者は落札候補者となった日において、他の工事に従事していない者でなければなり

ません（別に定める場合は、この限りではありません。）。

　�　ただし、受注後の下請契約の請負代金の額の合計が4,000万円（建築一式工事の場合は6,000万

円）を下回り、「下請契約に関する誓約書」を提出した場合は、主任技術者でも可とします。

　�　本工事の請負金額が4,000万円（建築一式工事の場合は6,000万円）未満となった場合は監理技

術者を要しません。また、本工事の請負金額が3,500万円（建築一式工事の場合は7,000万円）未

満となった場合は専任を要しません。
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参 加 資 格
　�　なお、特例監理技術者を配置する場合は、２現場までの兼任を可とします。ただし、それぞれ

の現場に監理技術者補佐を専任で配置することを要します。

契約条項を

示す場所等

川崎市財政局資産管理部契約課建築契約係（〒210－8577　川崎市川崎区宮本町１番地）

電話番号　044－200－2100

入札日時等 令和３年９月22日　14時30分（財政局資産管理部契約課建築契約係）

入札保証金 　免

契約書作成 　要

入札の無効 川崎市競争入札参加者心得で無効と定める入札は、これを無効とします。

そ　の　他 詳細は、川崎市ホームページ「入札情報かわさき」を御覧ください。

（案件４）

競争入札に

付する事項

件　　 名 中央卸売市場北部市場荷捌場棟動力電源増設工事

履行場所 川崎市宮前区水沢１丁目１番１号

履行期限 契約の日から令和４年３月25日まで

参 加 資 格

⑴�　川崎市契約規則第２条の規定に基づく資格停止期間中でないこと。

⑵�　川崎市競争入札参加資格者指名停止等要綱による指名停止期間でないこと。

⑶�　次のアからウのいずれかにより建設業退職金共済制度加入が確認できること。

　ア　令和３・４年度川崎市工事請負有資格業者名簿に加入「有」で登録されていること。

　イ　経営事項審査の総合評定値通知書の写しにより加入「有」が確認できること。

　ウ　建設業退職金共済加入履行証明書により加入が確認できること。

　　※�　上記ア以外の場合は、入札参加申込書提出時に窓口にて確認を行うため、電子入札システ

ムによる申込ができません。

⑷�　令和３・４年度川崎市工事請負有資格業者名簿に地域区分「市内」で登録されていること。

⑸�　令和３・４年度川崎市工事請負有資格業者名簿に業種「電気」ランク「Ｂ」で登録されている

こと。

⑹�　「官公需についての中小企業者の受注の確保に関する法律」第２条第１項第１号による中小企

業者であること。

⑺�　有効期間内の経営事項審査の総合評定値通知書を有していること。

⑻�　電気工事業に係る建設業の許可を受けていること。

⑼�　主任技術者（業種「電気」）を配置できること。

契約条項を

示す場所等

川崎市財政局資産管理部契約課建築契約係（〒210－8577　川崎市川崎区宮本町１番地）

電話番号　044－200－2100

入札日時等 令和３年９月15日　14時30分（財政局資産管理部契約課建築契約係）

入札保証金 　免

契約書作成 　要

入札の無効 川崎市競争入札参加者心得で無効と定める入札は、これを無効とします。

そ　の　他 詳細は、川崎市ホームページ「入札情報かわさき」を御覧ください。

（案件５）

競争入札に

付する事項

件　　 名 幸区内一般県道大田神奈川舗装道補修（切削）工事

履行場所 川崎市幸区南加瀬４丁目21番地先他１箇所

履行期限 契約の日から令和３年11月30日まで

参 加 資 格

⑴�　川崎市契約規則第２条の規定に基づく資格停止期間中でないこと。

⑵�　川崎市競争入札参加資格者指名停止等要綱による指名停止期間でないこと。

⑶�　次のアからウのいずれかにより建設業退職金共済制度加入が確認できること。
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参 加 資 格

　ア　令和３・４年度川崎市工事請負有資格業者名簿に加入「有」で登録されていること。

　イ　経営事項審査の総合評定値通知書の写しにより加入「有」が確認できること。

　ウ　建設業退職金共済加入履行証明書により加入が確認できること。

　　※�　上記ア以外の場合は、入札参加申込書提出時に窓口にて確認を行うため、電子入札システ

ムによる申込ができません。

⑷�　令和３・４年度川崎市工事請負有資格業者名簿に地域区分「市内」で登録されていること。

⑸�　令和３・４年度川崎市工事請負有資格業者名簿に業種「舗装」ランク「Ａ」で登録されている

こと。

⑹�　令和３・４年度の業者登録情報における主観評価項目の合計点が20点以上であること。

⑺�　令和３・４年度の業者登録情報において、主観評価項目制度実施要綱第２条⑴イ「災害時にお

ける本市との協力体制（災害協定）」又はウ「災害時における本市との協力体制（防災協力事業所）」

に登録があること。

⑻�　「官公需についての中小企業者の受注の確保に関する法律」第２条第１項第１号による中小企

業者であること。

⑼�　有効期間内の経営事項審査の総合評定値通知書を有していること。

⑽�　舗装工事業に係る建設業の許可を受けていること。

⑾�　主任技術者（業種「舗装」）を専任で配置できること。

　※�　当該技術者は落札候補者となった日において、他の工事に従事していない者でなければなり

ません（別に定める場合は、この限りではありません。）。

　　�　ただし、本工事の請負金額が3,500万円（建築一式工事の場合は7,000万円）未満となった場

合は専任を要しません。

契約条項を

示す場所等

川崎市財政局資産管理部契約課土木契約係（〒210－8577　川崎市川崎区宮本町１番地）

電話番号　044－200－2099

入札日時等 令和３年９月８日　13時30分（財政局資産管理部契約課土木契約係）

入札保証金 　免

契約書作成 　要

入札の無効 川崎市競争入札参加者心得で無効と定める入札は、これを無効とします。

そ　の　他 詳細は、川崎市ホームページ「入札情報かわさき」を御覧ください。

（案件６）

競争入札に

付する事項

件　　 名 川崎駅西口周辺自転車等駐車場第２施設自転車ラック設置工事

履行場所 川崎市幸区大宮町６番19

履行期限 契約の日から90日間

参 加 資 格

⑴�　川崎市契約規則第２条の規定に基づく資格停止期間中でないこと。

⑵�　川崎市競争入札参加資格者指名停止等要綱による指名停止期間でないこと。

⑶�　次のアからウのいずれかにより建設業退職金共済制度加入が確認できること。

　ア　令和３・４年度川崎市工事請負有資格業者名簿に加入「有」で登録されていること。

　イ　経営事項審査の総合評定値通知書の写しにより加入「有」が確認できること。

　ウ　建設業退職金共済加入履行証明書により加入が確認できること。

　　※�　上記ア以外の場合は、入札参加申込書提出時に窓口にて確認を行うため、電子入札システ

ムによる申込ができません。

⑷�　令和３・４年度川崎市工事請負有資格業者名簿に地域区分「市内」で登録されていること。

⑸�　令和３・４年度川崎市工事請負有資格業者名簿に業種「とび・土工」で登録されていること。

⑹�　令和３・４年度の業者登録情報における主観評価項目の合計点が20点以上であること。

⑺�　「官公需についての中小企業者の受注の確保に関する法律」第２条第１項第１号による中小企

業者であること。
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⑻�　有効期間内の経営事項審査の総合評定値通知書を有していること。

⑼�　とび・土工工事業に係る建設業の許可を受けていること。

⑽�　主任技術者（業種「とび・土工」）を配置できること。

契約条項を

示す場所等

川崎市財政局資産管理部契約課土木契約係（〒210－8577　川崎市川崎区宮本町１番地）

電話番号　044－200－2099

入札日時等 令和３年９月８日　13時30分（財政局資産管理部契約課土木契約係）

入札保証金 　免

契約書作成 　要

入札の無効 川崎市競争入札参加者心得で無効と定める入札は、これを無効とします。

そ　の　他 詳細は、川崎市ホームページ「入札情報かわさき」を御覧ください。

（案件７）

競争入札に

付する事項

件　　 名 市道稗原線道路防護（擁壁）工事

履行場所 川崎市宮前区水沢２丁目20番地先

履行期限 契約の日から120日間

参 加 資 格

⑴�　川崎市契約規則第２条の規定に基づく資格停止期間中でないこと。

⑵�　川崎市競争入札参加資格者指名停止等要綱による指名停止期間でないこと。

⑶�　次のアからウのいずれかにより建設業退職金共済制度加入が確認できること。

　ア　令和３・４年度川崎市工事請負有資格業者名簿に加入「有」で登録されていること。

　イ　経営事項審査の総合評定値通知書の写しにより加入「有」が確認できること。

　ウ　建設業退職金共済加入履行証明書により加入が確認できること。

　　※�　上記ア以外の場合は、入札参加申込書提出時に窓口にて確認を行うため、電子入札システ

ムによる申込ができません。

⑷�　令和３・４年度川崎市工事請負有資格業者名簿に地域区分「市内」で登録されていること。

⑸�　令和３・４年度川崎市工事請負有資格業者名簿に業種「土木」ランク「Ｃ」で登録されている

こと。

⑹�　令和３・４年度の業者登録情報における主観評価項目の合計点が20点以上であること。

⑺�　「官公需についての中小企業者の受注の確保に関する法律」第２条第１項第１号による中小企

業者であること。

⑻�　有効期間内の経営事項審査の総合評定値通知書を有していること。

⑼�　土木工事業に係る建設業の許可を受けていること。

⑽�　主任技術者（業種「土木」）を配置できること。

契約条項を

示す場所等

川崎市財政局資産管理部契約課土木契約係（〒210－8577　川崎市川崎区宮本町１番地）

電話番号　044－200－2099

入札日時等 令和３年９月８日　13時30分（財政局資産管理部契約課土木契約係）

入札保証金 　免

契約書作成 　要

入札の無効 川崎市競争入札参加者心得で無効と定める入札は、これを無効とします。

そ　の　他 詳細は、川崎市ホームページ「入札情報かわさき」を御覧ください。

（案件８）

競争入札に

付する事項

件　　 名 宮前区内市道尻手黒川線歩道設置（改築）工事

履行場所 川崎市宮前区犬蔵１丁目24番地先

履行期限 契約の日から120日間
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⑴�　川崎市契約規則第２条の規定に基づく資格停止期間中でないこと。

⑵�　川崎市競争入札参加資格者指名停止等要綱による指名停止期間でないこと。

⑶�　次のアからウのいずれかにより建設業退職金共済制度加入が確認できること。

　ア　令和３・４年度川崎市工事請負有資格業者名簿に加入「有」で登録されていること。

　イ　経営事項審査の総合評定値通知書の写しにより加入「有」が確認できること。

　ウ　建設業退職金共済加入履行証明書により加入が確認できること。

　　※�　上記ア以外の場合は、入札参加申込書提出時に窓口にて確認を行うため、電子入札システ

ムによる申込ができません。

⑷�　令和３・４年度川崎市工事請負有資格業者名簿に地域区分「市内」で登録されていること。

⑸�　令和３・４年度川崎市工事請負有資格業者名簿に業種「土木」ランク「Ｃ」で登録されている

こと。

⑹�　令和３・４年度の業者登録情報において、主観評価項目制度実施要綱第２条⑴イ「災害時にお

ける本市との協力体制（災害協定）」又はウ「災害時における本市との協力体制（防災協力事業所）」

に登録があること。

⑺�　「官公需についての中小企業者の受注の確保に関する法律」第２条第１項第１号による中小企

業者であること。

⑻�　有効期間内の経営事項審査の総合評定値通知書を有していること。

⑼�　土木工事業に係る建設業の許可を受けていること。

⑽�　主任技術者（業種「土木」）を配置できること。

契約条項を

示す場所等

川崎市財政局資産管理部契約課土木契約係（〒210－8577　川崎市川崎区宮本町１番地）

電話番号　044－200－2099

入札日時等 令和３年９月８日　13時30分（財政局資産管理部契約課土木契約係）

入札保証金 　免

契約書作成 　要

入札の無効 川崎市競争入札参加者心得で無効と定める入札は、これを無効とします。

そ　の　他 詳細は、川崎市ホームページ「入札情報かわさき」を御覧ください。

（案件９）

競争入札に

付する事項

件　　 名 中の橋橋りょう長寿命化修繕工事

履行場所 川崎市多摩区菅１丁目４番地先

履行期限 契約の日から令和４年２月28日まで

参 加 資 格

⑴�　川崎市契約規則第２条の規定に基づく資格停止期間中でないこと。

⑵�　川崎市競争入札参加資格者指名停止等要綱による指名停止期間でないこと。

⑶�　次のアからウのいずれかにより建設業退職金共済制度加入が確認できること。

　ア　令和３・４年度川崎市工事請負有資格業者名簿に加入「有」で登録されていること。

　イ　経営事項審査の総合評定値通知書の写しにより加入「有」が確認できること。

　ウ　建設業退職金共済加入履行証明書により加入が確認できること。

　　※�　上記ア以外の場合は、入札参加申込書提出時に窓口にて確認を行うため、電子入札システ

ムによる申込ができません。

⑷�　令和３・４年度川崎市工事請負有資格業者名簿に地域区分「市内」で登録されていること。

⑸�　令和３・４年度川崎市工事請負有資格業者名簿に業種「塗装」で登録されていること。

⑹�　令和３・４年度の業者登録情報における主観評価項目の合計点が20点以上であること。

⑺�　「官公需についての中小企業者の受注の確保に関する法律」第２条第１項第１号による中小企

業者であること。

⑻�　有効期間内の経営事項審査の総合評定値通知書を有していること。
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⑼�　塗装工事業に係る建設業の許可を受けていること。

⑽�　主任技術者（業種「塗装」）を配置できること。

契約条項を

示す場所等

川崎市財政局資産管理部契約課土木契約係（〒210－8577　川崎市川崎区宮本町１番地）

電話番号　044－200－2099

入札日時等 令和３年９月８日　13時30分（財政局資産管理部契約課土木契約係）

入札保証金 　免

契約書作成 　要

入札の無効 川崎市競争入札参加者心得で無効と定める入札は、これを無効とします。

そ　の　他 詳細は、川崎市ホームページ「入札情報かわさき」を御覧ください。

（案件10）

競争入札に

付する事項

件　　 名 多摩区内道路補修（緊急21－２）工事

履行場所 川崎市多摩区役所道路公園センター管内

履行期限 契約の日から令和４年３月31日まで

参 加 資 格

⑴�　川崎市契約規則第２条の規定に基づく資格停止期間中でないこと。

⑵�　川崎市競争入札参加資格者指名停止等要綱による指名停止期間でないこと。

⑶�　次のアからウのいずれかにより建設業退職金共済制度加入が確認できること。

　ア　令和３・４年度川崎市工事請負有資格業者名簿に加入「有」で登録されていること。

　イ　経営事項審査の総合評定値通知書の写しにより加入「有」が確認できること。

　ウ　建設業退職金共済加入履行証明書により加入が確認できること。

　　※�　上記ア以外の場合は、入札参加申込書提出時に窓口にて確認を行うため、電子入札システ

ムによる申込ができません。

⑷�　令和３・４年度川崎市工事請負有資格業者名簿に地域区分「市内」で登録されていること。

⑸�　川崎市多摩区内に本社を有すること。

⑹�　令和３・４年度川崎市工事請負有資格業者名簿に業種「舗装」で登録されていること。

⑺�　令和３・４年度の業者登録情報において、主観評価項目制度実施要綱第２条⑴イ「災害時にお

ける本市との協力体制（災害協定）」又はウ「災害時における本市との協力体制（防災協力事業所）」

に登録があること。

⑻�　「官公需についての中小企業者の受注の確保に関する法律」第２条第１項第１号による中小企

業者であること。

⑼�　有効期間内の経営事項審査の総合評定値通知書を有していること。

⑽�　舗装工事業に係る建設業の許可を受けていること。

⑾�　主任技術者（業種「舗装」）を配置できること。

契約条項を

示す場所等

川崎市財政局資産管理部契約課土木契約係（〒210－8577　川崎市川崎区宮本町１番地）

電話番号　044－200－2099

入札日時等 令和３年９月８日　13時30分（財政局資産管理部契約課土木契約係）

入札保証金 　免

契約書作成 　要

入札の無効 川崎市競争入札参加者心得で無効と定める入札は、これを無効とします。

そ　の　他 詳細は、川崎市ホームページ「入札情報かわさき」を御覧ください。

（案件11）

競争入札に

付する事項

件　　 名 主要地方道丸子中山茅ヶ崎（蟻山坂工区）道路築造工事

履行場所 川崎市高津区千年地内

履行期限 契約の日から令和３年12月28日まで
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⑴�　川崎市契約規則第２条の規定に基づく資格停止期間中でないこと。

⑵�　川崎市競争入札参加資格者指名停止等要綱による指名停止期間でないこと。

⑶�　次のアからウのいずれかにより建設業退職金共済制度加入が確認できること。

　ア　令和３・４年度川崎市工事請負有資格業者名簿に加入「有」で登録されていること。

　イ　経営事項審査の総合評定値通知書の写しにより加入「有」が確認できること。

　ウ　建設業退職金共済加入履行証明書により加入が確認できること。

　　※�　上記ア以外の場合は、入札参加申込書提出時に窓口にて確認を行うため、電子入札システ

ムによる申込ができません。

⑷�　令和３・４年度川崎市工事請負有資格業者名簿に地域区分「市内」で登録されていること。

⑸�　令和３・４年度川崎市工事請負有資格業者名簿に業種「舗装」ランク「Ａ」で登録されている

こと。

⑹�　令和３・４年度の業者登録情報において、主観評価項目制度実施要綱第２条⑴イ「災害時にお

ける本市との協力体制（災害協定）」又はウ「災害時における本市との協力体制（防災協力事業所）」

に登録があること。

⑺�　「官公需についての中小企業者の受注の確保に関する法律」第２条第１項第１号による中小企

業者であること。

⑻�　有効期間内の経営事項審査の総合評定値通知書を有していること。

⑼�　舗装工事業に係る特定建設業の許可を受けていること。

　�　ただし、受注後の下請契約の請負代金の額の合計が4,000万円（建築一式工事の場合は6,000万

円）を下回り、「下請契約に関する誓約書」を提出した場合は、一般建設業の許可でも可とします。

　�　また、本工事の請負金額が4,000万円（建築一式工事の場合は6,000万円）未満となった場合は

特定建設業の許可を要しません。

⑽�　監理技術者資格者証（業種「舗装」）の交付を受けた技術者を専任で配置できること。

　※�　当該技術者は落札候補者となった日において、他の工事に従事していない者でなければなり

ません（別に定める場合は、この限りではありません。）。

　　�　ただし、受注後の下請契約の請負代金の額の合計が4,000万円（建築一式工事の場合は6,000

万円）を下回り、「下請契約に関する誓約書」を提出した場合は、主任技術者でも可とします。

　　�　本工事の請負金額が4,000万円（建築一式工事の場合は6,000万円）未満となった場合は監理

技術者を要しません。また、本工事の請負金額が3,500万円（建築一式工事の場合は7,000万円）

未満となった場合は専任を要しません。

　　�　なお、特例監理技術者を配置する場合は、２現場までの兼任を可とします。ただし、それぞ

れの現場に監理技術者補佐を専任で配置することを要します。

契約条項を

示す場所等

川崎市財政局資産管理部契約課土木契約係（〒210－8577　川崎市川崎区宮本町１番地）

電話番号　044－200－2099

入札日時等 令和３年９月９日　13時30分（財政局資産管理部契約課土木契約係）

入札保証金 　免

契約書作成 　要

入札の無効 川崎市競争入札参加者心得で無効と定める入札は、これを無効とします。

そ　の　他 詳細は、川崎市ホームページ「入札情報かわさき」を御覧ください。

（案件12）

競争入札に

付する事項

件　　 名 市道新城６号線道路補修（打換）工事

履行場所 川崎市中原区新城３丁目３番地先

履行期限 契約の日から100日間

参 加 資 格
⑴�　川崎市契約規則第２条の規定に基づく資格停止期間中でないこと。

⑵�　川崎市競争入札参加資格者指名停止等要綱による指名停止期間でないこと。
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⑶�　次のアからウのいずれかにより建設業退職金共済制度加入が確認できること。

　ア　令和３・４年度川崎市工事請負有資格業者名簿に加入「有」で登録されていること。

　イ　経営事項審査の総合評定値通知書の写しにより加入「有」が確認できること。

　ウ　建設業退職金共済加入履行証明書により加入が確認できること。

　　※�　上記ア以外の場合は、入札参加申込書提出時に窓口にて確認を行うため、電子入札システ

ムによる申込ができません。

⑷�　令和３・４年度川崎市工事請負有資格業者名簿に地域区分「市内」で登録されていること。

⑸�　令和３・４年度川崎市工事請負有資格業者名簿に業種「舗装」ランク「Ａ」で登録されている

こと。

⑹�　令和３・４年度の業者登録情報における主観評価項目の合計点が20点以上であること。

⑺�　「官公需についての中小企業者の受注の確保に関する法律」第２条第１項第１号による中小企

業者であること。

⑻�　有効期間内の経営事項審査の総合評定値通知書を有していること。

⑼�　舗装工事業に係る建設業の許可を受けていること。

⑽�　主任技術者（業種「舗装」）を専任で配置できること。

　※�　当該技術者は落札候補者となった日において、他の工事に従事していない者でなければなり

ません（別に定める場合は、この限りではありません。）。

　　�　ただし、本工事の請負金額が3,500万円（建築一式工事の場合は7,000万円）未満となった場

合は専任を要しません。

契約条項を

示す場所等

川崎市財政局資産管理部契約課土木契約係（〒210－8577　川崎市川崎区宮本町１番地）

電話番号　044－200－2099

入札日時等 令和３年９月９日　13時30分（財政局資産管理部契約課土木契約係）

入札保証金 　免

契約書作成 　要

入札の無効 川崎市競争入札参加者心得で無効と定める入札は、これを無効とします。

そ　の　他 詳細は、川崎市ホームページ「入札情報かわさき」を御覧ください。

　　　　　　　　　　────────────────────────────────

川崎市公告第856号

　一般競争入札について次のとおり公告します。

　　令和３年８月25日

� 川崎市長　福　田　紀　彦　　

１�　一般競争入札に付する事項

　⑴�　件　　名

　　　車いす移送用自動車の賃貸借及び保守

　⑵�　納入場所及び履行場所

　　　川崎市北部地域支援室

　　　（川崎市麻生区百合丘２－８－２）

　⑶�　履行期間

　　　令和４年３月１日から令和11年２月28日まで

　⑷�　調達概要

　　ア�　調達物品

　　　　車いす移送用自動車

　　　　詳細は仕様書によります。

　　イ�　数量

　　　　１台

２�　競争参加資格者に関する事項

　�　この入札に参加を希望する者は、次の条件をすべて

満たさなければなりません。

　⑴�　川崎市契約規則（昭和39年川崎市規則第28号）第

２条の規定に基づく資格停止期間中でないこと。

　⑵�　令和３・４年度川崎市「製造の請負・物件の供給

等有資格業者名簿」の業種「リース」・種目「車両」

に登載されていること。

　⑶�　川崎市競争入札参加資格者指名停止等要綱による

指名停止期間中でないこと。

　⑷�　この調達物品の契約締結後、本市との間で決定し

た納入日までに確実に納入できること。

　⑸�　この調達物品の納入後アフターサービスを本市の

求めに応じて速やかに提供できること。

３�　競争参加申込書等の配布、提出及び問い合わせ先

　�　この入札に参加を希望する者は、次により一般競争

入札参加申込書を提出しなければなりません。

　⑴�　配付・提出場所及び問い合わせ先
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　　�　一般競争入札参加申込書及び入札説明書等は、川

崎市のウェブサイト「入札情報かわさき」にてダウ

ンロードできるほか、次の所でも配布・閲覧できます。

　　　〒　215－0011

　　　川崎市麻生区百合丘２－８－２

　　　（北部リハビリテーションセンター２階）

　　　健康福祉局　総合リハビリテーション推進センター

　　　北部地域支援室　中野担当

　　　電　話　044－281－6621

　　　ＦＡＸ　044－966－0282

　　　E-mail　40rihokub@city.kawasaki.jp

　⑵�　配付・閲覧・提出期間

　　�　令和３年８月25日（水）から令和３年９月８日

（水）までとします。

　　�（土曜日、日曜日及び休日を除く、毎日午前９時か

ら正午まで及び午後１時から午後５時まで）

　⑶�　提出物

　　　一般競争入札参加申込書

　⑷�　提出方法

　　　郵送（提出期間内必着）又は持参

　　※�　郵送による場合は、郵送した当日中に件名、会

社名、担当者名、連絡先を記載した電子メールを

上記３⑴へ送信してください。

４�　一般競争入札参加資格確認通知書の交付

　�　一般競争入札参加申込書を提出し、入札参加資格が

あると認められた者には、令和３年・４年度川崎市競

争入札参加資格審査申請書の委託先メールアドレス

に、令和３年９月10（金）までに一般競争入札参加資

格確認通知書及び仕様書等を送付します。

　�　また、当該委託先アドレスを登録していない者に

は、令和３年９月10日（金）の午前９時から正午に上

記３⑴の場所において一般競争入札参加資格確認通知

書及び仕様書等を交付します。

５�　仕様に関する問合せ

　⑴�　問い合わせ先

　　　３⑴に同じ

　⑵�　問い合わせ期間

　　�　令和３年９月10日（金）から令和３年９月17日（金）

まで（土曜日、日曜日及び休日を除く、毎日午前９

時から正午まで及び午後１時から午後５時まで）

　⑶�　問い合わせ方法

　　�　入札説明書に添付の「質問書」を使用し、３⑴の

ＦＡＸ番号又は電子メールアドレスあて送付してく

ださい。また「質問書」送付後、送付した旨を３⑴

の担当あて連絡してください。

　⑷�　回答方法

　　�　質問に対する回答は、一般競争入札参加資格確認

通知書で入札参加資格があると認められたすべての

者に対し、令和３年９月21日（火）までに、ＦＡＸ

又は電子メールにて送付します。

６�　競争入札参加希望者に求められる義務

　�　この入札に参加を希望する者は、提出された書類等

に関し説明を求められたとき又は資料の追加を求めら

れたときはこれに応じなければなりません。

７�　一般競争入札参加資格の喪失

　�　次の各号のいずれかに該当するときは、一般競争入

札参加資格を喪失します。

　⑴�　開札前に上記２の各号のいずれかの条件を欠いた

とき。

　⑵�　競争参加申込書その他の提出書類に虚偽の記載を

したとき。

８�　入札の手続等

　⑴�　入札書等の提出方法

　　　持参による提出とします。

　　（ア）提出場所

　　　　　川崎市北部地域支援室

　　　　　川崎市麻生区百合丘２－８－２

　　　　　北部リハビリテーションセンター３階会議室

　　　　　（入札会場）

　　（イ）提出日時

　　　　　令和３年９月28日（火）午前11時

　⑵�　開札の場所及び日時

　　（ア）場所　９⑴（ア）に同じ

　　（イ）日時　９⑴（イ）に同じ

　⑶�　入札保証金

　　　免除とします。

　⑷�　入札金額

　　（ア）入札は総価で行います。

　　（イ�）この入札で調達する物品は福祉車両であるた

め非課税となります。

　⑸�　落札者の決定方法

　　�　川崎市契約規則（昭和39年４月１日川崎市規則第

28号）第14条の規定に基づいて作成した予定価格の

範囲内で最低の価格をもって有効な入札をした者を

落札者とします。ただし、著しく低価格の場合は、

調査を行うことがあります。

　⑹�　入札の無効

　　�　入札に参加する資格のない者が行った入札及び

「川崎市競争入札参加者心得第７条に該当する入札

は無効とします。

９�　契約の手続き等

　⑴�　契約保証金

　　　免除とします。

　⑵�　契約書作成の要否

　　　契約書を作成することを要します。

　⑶�　契約条項等の閲覧
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　　�　川崎市契約規則及び川崎市競争入札参加者心得

等は、川崎市ホームページ内「入札情報かわさき」

（https://www.city.kawasaki.jp/233300/index.html）

の契約関係規定において閲覧することができます。

　⑷�　当該契約は、翌年度以降における所要の予算の当

該金額について減額又は削除があった場合は、この

契約を変更又は解除することができるものとします。

　　�　また、上記解除に伴い損失が生じた場合は、その

損失の補償を川崎市に対して請求することができる

ものとし、補償額は協議して定めるものとします。

10�　入札に関する苦情等

　�　入札に関する苦情等については、川崎市政府調達苦

情検討委員会及び川崎市競争入札参加者心得の定める

ところによります。

11�　その他

　⑴�　公告に定めるもののほかは、川崎市契約条例、川

崎市契約規則及び川崎市競争入札参加者心得の定め

るところによります。

　⑵�　委員会に苦情申し立てが行われた場合、申し立て

の検討期間中、契約締結後の手続きを一時停止する

ことがあります。

　⑶�　入札説明書は、この入札以外の目的に使用しては

なりません。

　⑷�　この入札への参加者が、２者以上にならないとき

は、この入札を中止することがあります。

　⑸�　契約手続きにおいて使用する言語及び通貨は、日

本語及び日本国通貨に限ります。

　⑹�　その他問い合わせ窓口は上記３⑴に同じです。

　　　───────────────────

川崎市公告第857号

　一般競争入札について次のとおり公告します。

　令和３年８月25日

� 川崎市長　福　田　紀　彦　　

１�　競争入札に付する事項

　⑴�　業務件名

　　　八ケ岳少年自然の家電話交換設備整備業務委託

　⑵�　履行場所

　　　長野県諏訪郡富士見町境字広原12067番地482

　⑶�　履行期間

　　　契約日から令和４年３月31日まで

　⑷�　業務概要

　　�　電話交換機及び多機能電話機の更新、試験調整等

を行う。

２�　一般競争入札参加資格

　�　この入札に参加を希望する者は、次の条件を全て満

たさなければなりません。

　⑴�　川崎市契約規則（昭和39年川崎市規則第28号）第

２条の規定に基づく資格停止期間中でないこと。

　⑵�　令和３・４年度業務委託有資格業者名簿の業種

「施設維持管理」種目「電気・機械設備保守点検」

に登載されていること。

　⑶�　令和３・４年度業務委託有資格業者名簿に、地域

区分「市内」「準市内」「市外」で登録されていること。

　⑷�　官公需についての中小企業者の受注の確保に関す

る法律（昭和41年法律第97号）第２条第１項による

中小企業者であること。

　⑸�　川崎市競争入札参加資格者指名停止等要綱による

指名停止期間中でないこと。

　⑹�　過去５年間で、本市又は他官公庁において類似業

務の実績があり、かつ誠実に履行した実績を有する

こと。

３�　一般競争入札参加資格確認申請書の配布、提出及び

問合せ先

　�　この入札に参加を希望する者は、次のとおり、一般

競争入札参加資格確認申請書、類似の契約実績を証す

る書類（契約書の写しや工事実績一覧表等）を提出し

てください。

　⑴�　配布・提出場所及び問合せ先

　　　〒210－0005

　　　川崎市川崎区東田町８番地　パレール三井ビル13階

　　　教育委員会事務局生涯学習部生涯学習推進課

　　　電　話　044－200－1981（直通）

　　　ＦＡＸ　044－200－3950

　　　E-mail　88syogai@city.kawasaki.jp

　⑵�　配布・提出期間

　　�　令和３年８月25日（水）から令和３年９月１日

（水）までの午前９時から正午まで及び午後１時か

ら午後５時までとします。（ただし、土曜日、日曜日、

祝日等の本市閉庁日を除く）

　⑶�　提出方法

　　�　持参又は郵送（提出期間までに必着のこと）

４�　入札説明会及び入札説明書

　⑴�　入札説明会

　　　実施しません。

　⑵�　入札説明書の交付

　　�　業務の詳細、一般競争入札参加資格確認申請書及

び質問書の様式が添付されている入札説明書は、３

⑴配布・提出場所及び問合せ先の場所において、３

⑵配布・提出期間で縦覧に供するとともに、希望者

には印刷物を配布します。また、川崎市のホームペ

ージ「入札情報かわさき」において、本件の公表情

報詳細のページからダウンロードできます。

５�　一般競争入札参加資格確認通知書の交付

　�　一般競争入札参加資格確認申請書を提出した者に

は、次により一般競争入札参加資格確認通知書を交付

します。



（第1,826号）令和３年(2021年)９月10日 川 崎 市 公 報

－3456－

　⑴�　交付日

　　　令和３年９月３日（金）

　　�　ただし、業務委託有資格業者名簿へ登録した際に

電子メールのアドレスを登録している場合は、電子

メールで配信されます。

　⑵�　場所

　　　３⑴配布・提出場所及び問合せ先に同じ。

６�　仕様に関する質問

　⑴�　問合せ先

　　　３⑴配布・提出場所及び問合せ先に同じ。

　⑵�　質問受付期間

　　�　令和３年９月３日（金）から令和３年９月８日

（水）までの午前９時から正午まで及び午後１時か

ら午後５時までとします。ただし、土曜日、日曜日、

祝日等の本市閉庁日を除きます。

　⑶�　質問書の様式

　　�　入札説明書に添付の「質問書」の様式により提出

してください。

　⑷�　質問受付方法

　　　持参、電子メール又はＦＡＸによります。

　　ア�　E-mail　88syogai@city.kawasaki.jp

　　イ�　ＦＡＸ　044－200－3950

　⑸�　回答方法

　　�　令和３年９月13日（月）までに、一般競争入札参

加資格確認通知書の交付を受けた者へ電子メール又

はＦＡＸにて回答書を送付します。なお、この入札

の参加資格を満たしていない者からの質問に関して

は回答しません。

７�　競争入札参加資格の喪失　

　�　次の各号のいずれかに該当するときは、一般競争入

札参加資格を喪失します。

　⑴�　開札前に上記「２　一般競争入札参加資格」の各

号のいずれかの条件を欠いたとき。

　⑵�　一般競争入札参加資格確認申請書、提出書類等に

ついて、虚偽の記載をしたとき。

８�　入札の手続等

　⑴�　入札方法

　　ア�　入札は、総価で行います。入札者は見積った契

約金額の110分の100に相当する金額を入札書に記

載してください。郵送の場合は、入札・開札日の

前日までに必着とします。

　　イ�　入札は所定の入札書をもって行います。入札書

を入札件名が記載された封筒に封印して持参して

ください。

　　ウ�　落札決定に当たっては、入札書に記載された金

額に、消費税及び地方消費税に相当する額（入札

書に記載した金額の10％）を加算した金額をもっ

て契約金額とします。

　⑵�　入札・開札の日時及び場所

　　ア�　入札日時

　　　　令和３年９月22日（水）午前10時

　　イ�　入札場所

　　　　川崎市川崎区宮本町６番地

　　　　明治安田生命川崎ビル４階

　　　　教育委員会第２会議室（予定）

　⑶�　入札書の提出方法

　　　持参又は郵送

　⑷�　入札保証金

　　　免除とします。

　⑸�　落札者の決定方法

　　�　川崎市契約規則第14条の規定に基づいて作成した

予定価格の範囲内で最低の価格をもって有効な入札

を行った者を落札者とします。ただし、著しく低価

格の場合は、調査を行うことがあります。

　⑹�　入札の無効

　　�　入札に参加する資格のない者が行った入札及び

「川崎市競争入札参加者心得」第７条に該当する入

札は無効とします。

９�　契約の手続き等

　⑴�　契約保証金は、次のとおりとします。

　　ア�　川崎市契約規則第33条各号に該当する場合は免

除します。

　　イ�　ア以外の場合は、契約金額の10％を納入しなけ

ればなりません。

　⑵�　前払金

　　　否

　⑶�　契約書作成の要否

　　　必要とします。

　⑷�　契約条項等の閲覧

　　�　川崎市契約条例、川崎市契約規則、川崎市競争入

札参加者心得等は、川崎市のホームページ「入札情

報かわさき」及び３⑴配布・提出場所及び問合せ先

の場所で閲覧することができます。

10�　その他

　⑴�　契約手続において使用する言語及び通貨は、日本

語及び日本国通貨に限ります。

　⑵�　関連情報を入手するための窓口は、３⑴配布・提

出場所及び問合せ先と同じです。

　⑶�　業務の詳細、一般競争入札参加資格確認申請書、

質問書の様式が添付されている入札説明書は、川崎

市のホームページ「入札情報かわさき」において、

本件の公表情報詳細のページからダウンロードでき

ます。

　　　───────────────────
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川崎市公告第858号

　一般競争入札について次のとおり公告します。

　　令和３年８月25日

� 川崎市長　福　田　紀　彦　　

１�　業 務 名

　　地域緑化推進地区花苗等支援業務委託

２�　履行期間

　　契約締結日から令和３年11月15日（月）まで

３�　履行場所

　　川崎市宮前区菅生３－43ほか27 ヵ所

４�　業務概要

　　�花苗等の緑化資材の調達及び発注者が指定する場所

への納品

５�　一般競争入札参加資格

　�　この入札に参加することができる者は、次に掲げる

要件を備えた者とします。

　⑴�　川崎市契約規則第２条に規定する資格停止期間中

でないこと。

　⑵�　川崎市競争入札参加資格者指名停止等要綱による

指名停止期間中でないこと。

　⑶�　入札期日において、令和３・４年度川崎市業務委

託有資格業者名簿に、業種「樹木管理」種目「除草、

せんてい等樹木管理」で搭載されていること。

　⑷�　会社更生法（平成14年法律第154号）第17条の規

定に基づく更生手続開始の申立てがなされていない

ことまたは民事再生法（平成11年法律第225号）第

21条の規定に基づく再生手続開始の申立てがなされ

ていないこと。

６�　担当部局

　　川崎市建設緑政局緑政部みどりの協働推進課

　　〒210－0007　川崎市川崎区駅前本町12番地１

　　川崎駅前タワー・リバーク17階

　　電　話　044－200－2380（直通）

　　ＦＡＸ　044－200－3973

　　電子メール　53mikyo@city.kawasaki.jp

７�　一般競争入札参加資格確認申請書及び委託仕様書の

配布等

　⑴�　配布期間

　　�　令和３年８月25日（水）から令和３年９月２日

（木）までの午前９時から午後５時まで

　⑵�　配布場所

　　�　川崎市ホームページ「入札情報かわさき」からダ

ウンロードしてください。

　⑶�　参加資格確認申請書提出期間

　　�　令和３年８月25日（水）から令和３年９月２日

（木）までの午前９時から午後５時まで（閉庁日及

び正午から午後１時までを除く）

　⑷�　提出先

　　　「６　担当部局」のとおり

　⑸�　提出方法

　　　持参または郵送にて提出すること。

　⑹�　提出書類

　　　一般競争入札参加資格確認申請書　１部

８�　一般競争入札参加資格確認通知書の交付

　�　７により、一般競争入札参加資格確認申請書を提出

した者には、次により、一般競争入札参加資格確認通

知書を交付します。なお、川崎市業務委託有資格業者

名簿に登載した際に電子メールのアドレスを登録して

いる場合には、当該アドレス宛て送付します。電子メ

ールのアドレスを登録していない場合、直接受取りに

来ること。

　⑴�　交付日

　　　令和３年９月６日（月）

　　�　直接受取りに来る場合、午前９時から午後５時ま

で（正午から午後１時までを除く）

　⑵�　交付場所（受取りの場合）

　　　「６　担当部局」のとおり

９�　質問書の配布・提出・回答

　⑴�　配布場所

　　�　川崎市ホームページ「入札情報かわさき」からダ

ウンロードしてください。

　⑵�　提出期間

　　�　令和３年９月６日（月）から令和３年９月８日

（水）までの午前９時から午後５時まで（正午から

午後１時までを除く）

　⑶�　提出方法

　　�　「６　担当部局」に持参または電子メールにて提

出すること。

　⑷�　回答方法

　　�　川崎市業務委託有資格業者名簿に登載した際に電

子メールのアドレスを登録している場合には、当該

アドレス宛て送付します。電子メールのアドレスを

登録していない場合、直接受取りに来ること。

　　　ア�　交付日

　　　　�　令和３年９月10日（金）

　　　　�　直接受取りに来る場合、午前９時から午後５

時まで（正午から午後１時までを除く）

　　　イ�　交付場所（受取りの場合）

　　　　「６　担当部局」のとおり

10�　競争入札参加資格の喪失

　�　次の各号のいずれかに該当するときは、一般競争入

札参加資格を喪失します。

　⑴�　開札前に、上記５の各号のいずれかの条件を欠い

たとき。

　⑵�　一般競争入札参加資格確認申請書及び提出書類等

に、虚偽の記載をしたとき。
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11�　入札の手続等

　⑴�　入札方法

　　ア�　入札は総価で行います。入札者は見積もった契

約金額の110分の100に相当する金額を入札書に記

載してください。

　　イ�　入札は所定の入札書をもって行います。入札書

を入札件名が記載された封筒に封印して持参して

ください。

　　ウ�　落札決定にあたっては、入札書に記載された金

額に、消費税額及び地方消費税額に相当する額

（入札書に記載した金額の10％）を加算した金額

をもって契約金額とします。

　⑵�　入札・開札の日時及び場所

　　ア�　入札日時

　　　　令和３年９月17日（金）午前10時00分

　　イ�　入札場所

　　　　川崎市川崎区駅前本町12番地１

　　　　川崎駅前タワー・リバーク17階

　　　　建設緑政局会議室

　⑶�　入札書の提出方法

　　　持参に限ります。

　⑷�　入札保証金

　　　免除とします。

　⑸�　落札者の決定方法

　　�　川崎市契約規則第14条の規定に基づいて作成した

予定価格の制限の範囲内で最低制限価格以上の価格

をもって有効な入札を行った者のうち、最低の価格

をもって入札を行った者を落札者とします。

　⑹�　入札の無効

　　�　入札に参加する資格のない者が行った入札及び

「川崎市競争入札参加者心得」第７条に該当する入

札は無効とします。

12�　契約の手続等

　⑴�　契約保証金

　　ア�　川崎市契約規則第33条の各号に該当する場合は

免除とします。

　　イ�　ア以外の場合は、契約金額の10％を納入すること。

　⑵�　契約書作成の要否

　　　必要とします。

13�　その他

　⑴�　川崎市契約規則及び川崎市競争入札参加者心得等

は、川崎市ホームページの「入札情報かわさき」に

おいて閲覧できます。

　⑵�　契約手続において使用する言語及び通貨は、日本

語及び日本国通貨に限ります。

　⑶�　書類作成及び提出に係る一切の費用は、参加事業

者の負担とします。

　　　───────────────────

川崎市公告第859号

　一般競争入札について次のとおり公告します。

　　令和３年８月25日

� 川崎市長　福　田　紀　彦　　

１�　業 務 名

　　小杉地区緑化推進重点地区計画改定業務委託

２�　履行期間

　　契約締結日から令和４年３月22日まで

３�　履行場所

　　川崎市中原区内

４�　業務概要

　⑴�　業務目的

　　�　川崎市緑の保全及び緑化の推進に関する条例第25

条に基づいて策定された緑化推進重点地区計画のう

ち、小杉地区について、令和２年度に作成した改定

基礎資料を基に、改定計画を作成することを目的と

する。

　⑵�　業務内容

　　　ア�　改定計画案検討委員会の運営

　　　イ�　改定計画書等の作成

５�　一般競争入札参加資格

　�　この入札に参加することができる者は、次に掲げる

要件を備えた者とする。

　⑴�　川崎市契約規則第２条の規定に基づく資格停止期

間中または川崎市競争入札参加資格者指名停止等要

綱による指名停止期間中の者でないこと。

　⑵�　一般競争入札参加資格確認申請書の提出時点にお

いて、令和３・４年度川崎市業務委託有資格業者名

簿に業種「建設コンサルタント」種目「建設環境部

門」で搭載されていること。

　⑶�　法人であること。

　⑷�　会社更生法（平成14年法律第154号）第17条の規

定に基づく更生手続開始の申立てがなされていない

ことまたは民事再生法（平成11年法律第225号）第

21条の規定に基づく再生手続開始の申立てがなされ

ていないこと。

　⑸�　本業務に類似する計画策定に係る業務実績を有す

ること。

６�　担当部局

　　川崎市建設緑政局緑政部みどりの協働推進課

　　〒210－0007　川崎市川崎区駅前本町12番地１

　　川崎駅前タワー・リバーク17階

　　電　話　044－200－2380（直通）

　　ＦＡＸ　044－200－3973

　　電子メール　53mikyo@city.kawasaki.jp

７�　一般競争入札参加資格確認申請書及び委託仕様書の

配布等

　⑴�　配布期間
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　　�　令和３年８月25日（金）から令和３年９月２日

（木）までの午前９時から午後５時まで

　⑵�　配布場所

　　�　川崎市ホームページ「入札情報かわさき」からダ

ウンロード

　⑶�　参加資格確認申請書提出期間

　　�　令和３年８月25日（金）から令和３年９月２日

（木）までの午前９時から午後５時まで（閉庁日及

び正午から午後１時までを除く）

　⑷�　提出先

　　　「６　担当部局」のとおり

　⑸�　提出方法

　　　持参または郵送にて提出すること。

　⑹�　提出書類

　　　次の書類を１部ずつ提出すること。

　　ア�　一般競争入札参加資格確認申請書

　　イ�　類似業務の契約実績を証する書類（契約書の写

し等）

８�　一般競争入札参加資格確認通知書の交付

　�　７により、一般競争入札参加資格確認申請書を提出

した者には、次により、一般競争入札参加資格確認通

知書を交付する。なお、川崎市業務委託有資格業者名

簿に登載した際に電子メールのアドレスを登録してい

る場合には、当該アドレス宛て送付する。電子メール

のアドレスを登録していない場合、直接受取りに来る

こと。

　⑴�　交付日

　　　令和３年９月６日（月）

　　�　直接受取りに来る場合、午前９時から午後５時ま

で（正午から午後１時までを除く）

　⑵�　交付場所（受取りの場合）

　　　「６　担当部局」のとおり

９�　質問書の配布・提出・回答

　⑴�　配布場所

　　�　川崎市ホームページ「入札情報かわさき」からダ

ウンロード

　⑵�　質問先

　　　「６　担当部局」のとおり

　⑶�　質問期間

　　�　令和３年８月25日（金）から令和３年９月８日

（水）までの午前９時から午後５時まで

　⑷�　回答方法

　　�　川崎市業務委託有資格業者名簿に登載した際に電

子メールのアドレスを登録している場合には、当該

アドレス宛て送付する。電子メールのアドレスを登

録していない場合、直接受取りに来ること。

　　ア�　交付日

　　　　令和３年９月10日（金）

　　　�　直接受取りに来る場合、午前９時から午後５時

まで（正午から午後１時までを除く）

　　イ�　交付場所（受取りの場合）

　　　　「６　担当部局」のとおり

10�　競争入札参加資格の喪失

　�　次の各号のいずれかに該当するときは、一般競争入

札参加資格を喪失する。

　⑴�　開札前に、上記５の各号のいずれかの条件を欠い

たとき。

　⑵�　一般競争入札参加資格確認申請書及び提出書類等

に、虚偽の記載をしたとき。

11�　入札の手続等

　⑴�　入札方法

　　ア�　入札は総価で行う。入札者は見積もった契約金

額の110分の100に相当する金額を入札書に記載す

ること。

　　イ�　入札は所定の入札書をもって行う。入札書を入

札件名が記載された封筒に封印して持参すること。

　　ウ�　落札決定にあたっては、入札書に記載された金

額に、消費税額及び地方消費税額に相当する額

（入札書に記載した金額の10％）を加算した金額

をもって契約金額とする。

　⑵�　入札・開札の日時及び場所

　　ア�　入札日時

　　　　令和３年９月17日（金）午前11時00分

　　イ�　入札場所

　　　　川崎市川崎区駅前本町12番地１

　　　　川崎駅前タワー・リバーク17階

　　　　建設緑政局会議室

　⑶�　入札書の提出方法

　　　持参に限る。

　⑷�　入札保証金

　　　免除とする。

　⑸�　落札者の決定方法

　　�　川崎市契約規則第14条の規定に基づいて作成した

予定価格の制限の範囲内で最低制限価格以上の価格

をもって有効な入札を行った者のうち、最低の価格

をもって入札を行った者を落札者とする。

　⑹�　入札の無効

　　�　入札に参加する資格のない者が行った入札及び

「川崎市競争入札参加者心得」第７条に該当する入

札は無効とする。

12�　契約の手続等

　⑴�　契約保証金は、次のとおりとする。

　　ア�　川崎市契約規則第33条の各号に該当する場合は

免除とする。

　　イ�　ア以外の場合は、契約金額の10％を納入するこ

と。
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　⑵�　契約書作成の要否

　　　必要とする。

　⑶�　契約条項等の閲覧

　　�　川崎市契約規則及び川崎市競争入札参加者心得等

は、川崎市ホームページの「入札情報かわさき」に

おいて閲覧できる。

13�　その他

　⑴�　契約手続において使用する言語及び通貨は、日本

語及び日本国通貨に限る。

　⑵�　書類作成及び提出に係る一切の費用は、参加事業

者の負担とする。

　　　───────────────────

川崎市公告第860号

　一般競争入札について次のとおり公告します。

　　令和３年８月25日

� 川崎市長　福　田　紀　彦　　

１�　競争入札に付する事項

　⑴�　業務件名

　　　�岡本太郎美術館空気熱源ヒートポンプ設備整備業

務委託

　⑵�　履行場所

　　　川崎市多摩区枡形７丁目１番５号

　　　川崎市岡本太郎美術館

　⑶�　履行期間

　　　契約日から令和４年１月31日まで

　⑷�　業務概要

　　�　岡本太郎美術館に設置されている空気熱源ヒート

ポンプの部品交換等を行う。

２�　一般競争入札参加資格

　�　この入札に参加を希望する者は、次の条件を全て満

たさなければなりません。

　⑴�　川崎市契約規則（昭和39年川崎市規則第28号）第

２条の規定に基づく資格停止期間中でないこと。

　⑵�　令和３・４年度業務委託有資格業者名簿の業種

「施設維持管理」種目「空調・衛生設備保守点検」

に登載されていること。

　⑶�　令和３・４度業務委託有資格業者名簿に、地域区

分「市内」で登録されていること。

　⑷�　官公需についての中小企業者の受注の確保に関す

る法律（昭和41年法律第97号）第２条第１項による

中小企業者であること。

　⑸�　川崎市競争入札参加資格者指名停止等要綱による

指名停止期間中でないこと。

　⑹�　過去５年間で、本市又は他官公庁において類似業

務の実績があり、かつ誠実に履行した実績を有する

こと。

３�　一般競争入札参加資格確認申請書の配布、提出及び

問合せ先

　�　この入札に参加を希望する者は、次のとおり、一般

競争入札参加資格確認申請書、類似の契約実績を証す

る書類（契約書の写しや工事実績一覧表等）を提出し

てください。

　⑴�　配布・提出場所及び問合せ先

　　　〒214－0032

　　　川崎市多摩区枡形７－１－５

　　　川崎市岡本太郎美術館

　　　電　話　044－900－9898（直通）

　　　ＦＡＸ　044－900－9966

　　　E-mail　25okamoto@city.kawasaki.jp

　⑵�　配布・提出期間

　　　令和３年８月25日（水）～令和３年９月２日（木）

　　　（ただし、月曜日を除く）

　　　午前９時～正午、午後１時～午後５時

　⑶�　提出方法

　　　持参

４�　入札説明会及び入札説明書

　⑴�　入札説明会

　　　実施しません。

　⑵�　入札説明書の交付

　　�　業務の詳細、一般競争入札参加資格確認申請書及

び質問書の様式が添付されている入札説明書は、３

⑴配布・提出場所及び問合せ先の場所において、３

⑵配布・提出期間で縦覧に供するとともに、希望者

には印刷物を配布します。また、川崎市のホームペ

ージ「入札情報かわさき」において、本件の公表情

報詳細のページからダウンロードできます。

５�　一般競争入札参加資格確認通知書の交付

　�　一般競争入札参加資格確認申請書を提出した者に

は、次により一般競争入札参加資格確認通知書を交付

します。

　⑴�　日時

　　　令和３年９月７日（火）午後１時～午後５時まで

　　�　ただし、業務委託有資格業者名簿へ登録した際に

電子メールのアドレスを登録している場合は、電子

メールで配信されます。

　⑵�　場所

　　　３⑴配布・提出場所及び問合せ先に同じ。

６�　仕様に関する問合せ

　⑴�　問合せ先

　　　３⑴配布・提出場所及び問合せ先に同じ。

　⑵�　質問受付期間

　　　令和３年９月７日（火）～令和３年９月14日（火）

　　　（ただし、月曜日を除く）

　　　午前９時～正午、午後１時～午後５時

　⑶�　質問書の様式

　　�　入札説明書に添付の「質問書」の様式により提出
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してください。

　⑷�　質問受付方法

　　　持参、電子メール又はＦＡＸによります。

　　ア�　電子メール　25okamoto@city.kawasaki.jp

　　イ�　ＦＡＸ　　　044－900－9966

　⑸�　回答方法

　　�　令和３年９月16日（木）午後５時までに、一般競

争入札参加資格確認通知書の交付を受けた者へ電子

メール又はＦＡＸにて回答書を送付します。なお、

この入札の参加資格を満たしていない者からの質問

に関しては回答しません。

７�　競争入札参加資格の喪失

　�　次の各号のいずれかに該当するときは、一般競争入

札参加資格を喪失します。

　⑴�　開札前に上記「２　一般競争入札参加資格」の各

号のいずれかの条件を欠いたとき。

　⑵�　一般競争入札参加資格確認申請書、提出書類等に

ついて、虚偽の記載をしたとき。

８�　入札の手続等

　⑴�　入札方法

　　ア�　入札は、総価で行います。入札者は見積った契

約金額の110分の100に相当する金額（税抜額）を

入札書に記載してください。

　　イ�　入札は所定の入札書をもって行います。入札書

を入札件名が記載された封筒に封印して持参して

ください。

　　ウ�　落札決定に当たっては、入札書に記載された金

額に、消費税及び地方消費税に相当する額（入札

書に記載した金額の10％）を加算した金額をもっ

て契約金額とします。

　⑵�　入札書の提出場所

　　　川崎市多摩区枡形７－１－５

　　　川崎市岡本太郎美術館

　⑶�　入札書の受付期間

　　�　令和３年９月28日（火）～令和３年10月１日（金）

　　　午前９時～正午、午後１時～午後５時

　⑷�　入札書の提出方法

　　　持参とします。

　⑸�　入札保証金

　　　免除とします。

　⑹�　開札の日時・場所

　　　令和３年10月５日（火）午前10時

　　　川崎市岡本太郎美術館

　⑺�　落札者の決定方法

　　�　川崎市契約規則第14条の規定に基づいて作成した

予定価格の範囲内で最低の価格をもって有効な入札

を行った者を落札者とします。ただし、著しく低価

格の場合は、調査を行うことがあります。

　⑻�　入札の無効

　　�　入札に参加する資格のない者が行った入札及び

「川崎市競争入札参加者心得」第７条に該当する入

札は無効とします。

９�　契約の手続き等

　⑴�　契約保証金は、次のとおりとします。

　　ア�　川崎市契約規則第33条各号に該当する場合は免

除します。

　　イ�　ア以外の場合は、契約金額の10％を納入しなけ

ればなりません。

　⑵�　前払金

　　　否

　⑶�　契約書作成の要否

　　　必要とします。

　⑷�　契約条項等の閲覧

　　�　川崎市契約条例、川崎市契約規則、川崎市競争入

札参加者心得等は、川崎市のホームページ「入札情

報かわさき」及び３⑴配布・提出場所及び問合せ先

の場所で閲覧することができます。

10�　その他

　⑴�　契約手続において使用する言語及び通貨は、日本

語及び日本国通貨に限ります。

　⑵�　関連情報を入手するための窓口は、「３⑴配布・

提出場所及び問合せ先」と同じです。

　⑶�　業務の詳細、一般競争入札参加資格確認申請書、

質問書の様式が添付されている入札説明書は、川崎

市のホームページ「入札情報かわさき」において、

本件の公表情報詳細のページからダウンロードでき

ます。

　　　───────────────────

川崎市公告第861号

　一般競争入札について次のとおり公告します。

　　令和３年８月27日

� 川崎市長　福　田　紀　彦　　

（案件１）

競争入札に

付する事項

件　　 名 新作市営住宅内道路敷等測量業務委託

履行場所 川崎市高津区新作３丁目1361番13ほか

履行期限 令和４年３月15日限り

参 加 資 格
⑴�　川崎市契約規則第２条の規定に基づく資格停止期間中でないこと。

⑵�　川崎市競争入札参加資格者指名停止等要綱による指名停止期間中でないこと。
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参 加 資 格

⑶�　令和３・４年度川崎市業務委託有資格業者名簿に地域区分「市内」で登録されている者。

⑷�　「官公需についての中小企業者の受注の確保に関する法律」第２条第１項各号による中小企業

者であること。

⑸�　令和３・４年度川崎市業務委託有資格業者名簿に業種「測量」種目「測量一般」で登録されて

いる者。

契約条項を

示す場所等

川崎市財政局資産管理部契約課委託契約係（〒210－8577　川崎市川崎区宮本町１番地）

電話番号　044－200－2097

入札日時等 令和３年９月28日14時30分（砂子平沼ビル７階入札室）

入札保証金 　免

契約書作成 　要

入札の無効 川崎市競争入札参加者心得で無効と定める入札は、これを無効とします。

そ　の　他 ・詳細は、川崎市ホームページ「入札情報かわさき」を御覧ください。

　　　　　　　　　　────────────────────────────────

川崎市公告第862号

　　　入　　札　　公　　告

　一般競争入札について次のとおり公告します。

　　令和３年８月30日

� 川崎市長　福　田　紀　彦　　

１�　競争入札に付する事項

　⑴�　件　　名　複写品の調達に係る単価契約

　⑵�　履行場所　本市の指定する場所

　⑶�　履行期間　�令和３年10月１日から令和８年９月30

日まで

　⑷�　調達概要　�本市で使用する複写品（コピー）の調

達に係る単価契約による協定詳細は入

札説明書によります。

２�　競争入札参加資格

　�　この入札に参加を希望する者は、次の条件をすべて

満たさなければなりません。

　⑴�　川崎市契約規則（昭和39年川崎市規則第28号）第

２条の規定に基づく資格停止期間中でないこと。

　⑵�　令和３・４年度川崎市製造の請負・物件の供給等

有資格業者名簿に業種「複写サービス」で登載され

ていること。

　⑶�　川崎市競争入札参加資格者指名停止等要綱による

指名停止期間中でないこと。

　⑷�　本業務の機器等の物品調達について、本市又は他

官公庁に過去５年以内に業務を履行した類似の契約

実績があること。

　⑸�　この調達において契約締結後、仕様書の内容を遵

守し確実かつ速やかに納入できること。

　⑹�　この調達物品の納入後アフターサービスを本市の

求めに応じて、速やかに提供できること。

３�　競争入札参加申込書の配布及び提出

　�　この入札に参加を希望する者は、次により競争入札

参加の申込みをしなければなりません。

　⑴�　配布及び提出場所

　　　〒210－0006

　　　川崎市川崎区砂子１丁目８番地９

　　　川崎御幸ビル５階

　　　川崎市財政局税務部税制課　　担当：中田

　　　電　話：044－200－2190（直通）

　　　ＦＡＸ：044－200－3906

　　　E-mail：23zeisei@city.kawasaki.jp

　⑵�　配布及び提出期間

　　�　令和３年８月30日（月）から令和３年９月６日（月）

まで（土曜日、日曜日及び祝日を除く、午前８時30

分から正午まで及び午後１時から午後５時まで）

　⑶�　提出物

　　ア�　競争入札参加申込書

　　イ�　納入実績書及び契約内容を確認できる契約書等

の写し

　　ウ�　導入予定機種（複写機、周辺機器）について、

その仕様を掲載したカタログ（電子データ可）

　　　�　上記イ、ウの書類については提出者において作

成し、係る費用は提出者の負担とします。

　⑷�　提出方法

　　　持参してください。

　⑸�　その他

　　�　提出した書類に関して説明を求められた場合に

は、これに応じなければなりません。また、提出さ

れた書類は返却しません。

４�　競争入札参加資格確認通知書等の交付

　�　競争入札参加申込書を提出した者には、次により競

争入札参加資格確認通知書を交付します。

　�　ただし、川崎市製造の請負・物件の供給等有資格業

者名簿へ登載した際に電子メールのアドレスを登録し
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ている場合は、電子メールで配信します。

　　なお、入札説明会は開催しません。

　⑴�　交付場所

　　　上記３⑴に同じ。

　⑵�　交付日時

　　　令和３年９月８日（水）

　⑶�　その他

　　�　競争入札参加資格があると認めた者には、競争入

札参加資格確認通知書と併せて入札説明書及び仕様

書を上記３⑴の場所において無償で交付します。

　　�　また、入札説明書及び仕様書は上記３⑴の場所に

おいて上記３⑵の期間中縦覧に供します。

５�　仕様に関する問い合わせ

　⑴�　問い合わせ先

　　　〒210－0006

　　　川崎市川崎区砂子１丁目８番地９

　　　川崎御幸ビル５階

　　　川崎市財政局税務部市民税管理課　担当：神谷

　　　電　話：044－200－2228（直通）

　　　ＦＡＸ：044－200－3907

　　　E-mail：23simka@city.kawasaki.jp

　⑵�　問い合わせ期間

　　�　令和３年９月８日（水）から令和３年９月13日

（月）午後５時まで

　⑶�　問い合わせ方法

　　�　入札説明書に添付の質問書にて受付けます。ま

た、ＦＡＸ・メールで質問する場合は、質問書を送

信した旨を担当まで御連絡ください。

　⑷�　回答方法

　　�　競争入札参加資格があると認めた者からの質問に

対する回答は、令和３年９月15日（水）午後５時ま

でに、競争入札参加資格があると認めた者全社宛て

にＦＡＸまたは電子メールにて送付します。

　　�　なお、電話等による問い合わせには一切応じませ

ん。

６�　競争入札参加資格の喪失

　�　次の各号のいずれかに該当するときは、競争入札参

加資格を喪失します。

　⑴�　開札前に上記２の各号のいずれかの条件を欠いた

とき。

　⑵�　競争入札参加申込書及び提出書類等について、虚

偽の記載をしたとき。

７�　入札の手続等

　⑴�　入札方法

　　�　用紙代含む１コピーあたりの単価（消費税額及び

地方消費税額を含まない。）で行います。

　　�　また、金額の算定にあたっては、次の項目を考慮

した上で算出してください。

　　ア�　複写機の保守費用

　　イ�　複写機の保険料

　　ウ�　複写機の輸送、設置、撤去等に係る費用

　　エ�　複写に係る一切の消耗品（用紙・トナー等）の

費用

　⑵�　入札書の提出日時及び場所

　　ア�　提出日時

　　　　令和３年９月17日（金）　午後２時00分

　　イ�　提出場所

　　　　川崎市川崎区砂子１丁目８番地９

　　　　かわさき市税事務所４階　第一会議室

　⑶�　入札保証金

　　　免除とします。

　⑷�　開札の日時

　　　上記⑵アに同じ。

　⑸�　開札の場所

　　　上記⑵イに同じ。

　⑹�　落札者の決定方法

　　�　川崎市契約規則第14条の規定に基づいて作成した

予定価格の範囲内で、最低の価格をもって有効な入

札を行った者を落札者とします。ただし、その者の

入札価格が著しく低価格であるときは、調査を行う

ことがあります。

　⑺�　入札の無効

　　�　入札に参加する資格のない者が行った入札及び川

崎市競争入札参加者心得で無効と定める入札は、こ

れを無効とします。

８�　契約の手続等

　⑴�　契約保証金

　　�　契約金額の10％とします。ただし、川崎市契約規

則第33条に規定する各号のいずれかに該当する場合

は、免除します。

　⑵�　前払金　否

　⑶�　協定書（契約書）の作成　要

　⑷�　契約条項等の閲覧

　　�　川崎市契約規則及び川崎市競争入札参加者心得

等は、上記３⑴の場所及び川崎市のホームペー

ジの「入札情報かわさき」（https://www.city.

kawasaki.jp/233300/）の「契約関係規定」で閲覧

することができます。

９�　その他

　⑴�　公告に定めるもののほかは、川崎市契約条例、川

崎市契約規則及び川崎市競争入札参加者心得の定め

るところによります。

　⑵�　詳細は入札説明書によります。

　⑶�　当該契約は、翌年度以降における所要の予算の当

該金額について減額又は削除があった場合は、この

契約を変更又は解除できるものとします。
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　　�　また、上記解除に伴い損失が生じた場合は、その

損失の補償を川崎市に対して請求することができる

ものとし、補償額は協議して定めるものとします。

　　　───────────────────

川崎市公告第863号

　　　道路位置の廃止について

　建築基準法（昭和25年法律第201号）第42条第２項の

規定による道路を次のとおり廃止します。

　なお、関係図書は、川崎市まちづくり局指導部建築審

査課に備えて縦覧に供します。

　　令和３年８月30日

� 川崎市長　福　田　紀　彦　　

築 造 主

住所・氏名

川崎市多摩区登戸2202番地１

川崎都市計画事業登戸土地区画整理事業

施行者

川崎市　代表者　川崎市長　福田　紀彦

道路位置の

地名・地番

多摩区登戸�2486－１、2487－１、2487－２、

2487－３、

　　　　　�2487－４、2487－６、2487－８、

2492、

　　　　　�2494、2495－ １、2496－ １、

2496－２、

　　　　　�2496－３、2497－１、2497－２、

2498、

　　　　　�2499、2500、2539－１、2539－２、

　　　　　�2540－３、2540－４、

　　　　　無地番地の各一部

� 別図省略

幅 　 　 員

4.00メートル

延　長

184.85メートル

以下余白 以下余白

川崎市指令ま建指

第604号

廃　止

年月日

令和３年

８月30日

　　　───────────────────

川崎市公告第864号

　都市計画法（昭和43年法律第100号）第36条第３項の

規定により開発行為に関する工事の完了を次のとおり公

告します。

　　令和３年８月31日

� 川崎市長　福　田　紀　彦　　

１�　工事を完了した開発区域の名称及び面積

　　川崎市中原区今井上町１番３

� ほか１筆の一部　　

� 2,009平方メートル

２�　開発許可を受けた者の住所及び氏名

　　

　　

３�　予定建築物の用途

　　有料老人ホーム

� 計画戸数：１戸

４�　開発許可年月日及び許可番号

　　令和２年３月６日

　　川崎市指令　ま宅審（イ）第124号

　　　───────────────────

川崎市公告第865号

　都市計画法（昭和43年法律第100号）第36条第３項の

規定により開発行為に関する工事の完了を次のとおり公

告します。

　　令和３年８月31日

� 川崎市長　福　田　紀　彦　　

１�　工事を完了した開発区域の名称及び面積

　　川崎市宮前区梶ヶ谷字金山1374番１

� ほか４筆の（第３工区）

� 527平方メートル　　

２�　開発許可を受けた者の住所及び氏名

　　

　　

３�　予定建築物の用途

　　一戸建ての住宅

� 計画戸数：７戸

４�　開発許可年月日及び許可番号

　　令和２年２月26日

　　川崎市指令　ま宅審（イ）第117号

　　令和２年10月８日

　　川崎市指令　ま宅審（イ）第73号（変更）

　　令和３年４月15日

　　川崎市指令　ま宅審（イ）第５号（変更）

　　令和３年７月９日

　　川崎市指令　ま宅審（イ）第29号（変更）

　　　───────────────────

川崎市公告第866号

　次の物件は、港湾施設の使用及び管理の妨げとなって

いるので、当該物件の所有者又は使用者は、令和３年９

月17日までに当該物件を撤去するように、川崎市港湾施

設条例（昭和22年条例第33号）第９条に基づき命じます。

その日までに撤去されない場合は、市長又はその命じた

者若しくは委任した者が撤去します。

　　令和３年８月31日

� 川崎市長　福　田　紀　彦　　

種類 登録番号 場所

大型旅客バス

三菱ふそう　白

登録番号　なし

車台番号　ＭＳ821Ｐ10781

川崎市川崎区

東扇島58番１

　　　───────────────────
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川崎市公告第867号

　都市計画法（昭和43年法律第100号）第36条第３項の

規定により開発行為に関する工事の完了を次のとおり公

告します。

　　令和３年８月31日

� 川崎市長　福　田　紀　彦　　

１�　工事を完了した開発区域の名称及び面積

　　川崎市多摩区菅五丁目1137番１

� ほか２筆の一部　　

� 706平方メートル

２�　開発許可を受けた者の住所及び氏名

　　東京都千代田区丸の内二丁目４番１号

　　株式会社オープンハウス・ディベロップメント

　　代表取締役　福岡　良介

３�　予定建築物の用途

　　一戸建ての住宅

� 計画戸数：７戸

４�　開発許可年月日及び許可番号

　　令和３年５月21日

　　川崎市指令　ま宅審（イ）第15号

公 告（ 調 達 ）

川崎市公告（調達）第323号

　総合評価一般競争入札について次のとおり公告します。

　　令和３年９月10日

� 川崎市長　福　田　紀　彦　　

１�　総合評価一般競争入札に付する事項

　⑴�　件　　名　令和３年度路面下空洞調査業務委託

　⑵�　履行場所　川崎市内

　⑶�　履行期間　契約日から令和４年３月11日まで

　⑷�　業務概要

　　�　本調査業務委託は、路面の陥没事故を未然に防止

するため路面下の空洞調査を行い、道路の保全と道

路交通の安全確保を図るものです。

２�　競争参加資格

　�　入札に参加を希望する者は、次の条件を満たしてい

なければなりません。

　⑴�　川崎市契約規則（昭和39年川崎市規則第28号）第

２条の規定に基づく資格停止期間中でないこと。

　⑵�　令和３・４年度川崎市「業務委託有資格業者名

簿」の業種「建設コンサルタント」に登載されてい

ること。

　⑶�　川崎市競争入札参加資格者指名停止等要綱による

指名停止期間中でないこと。

３�　入札参加申込書の配布及び提出

　�　総合評価一般競争入札に参加を希望するものは、次

により入札参加の申込みをしなければなりません。

　⑴�　配布・提出場所

　　　〒210－0007

　　　川崎市川崎区駅前本町12－１

　　　川崎駅前タワー・リバーク　14階

　　　建設緑政局道路管理部路政課　担当　高山

　　　電　話　044－200－2813

　　　ＦＡＸ　044－200－3978

　　　E-mail　53rosei@city.kawasaki.jp

　⑵�　配布・提出期間

　　　令和３年９月10日（金）から９月16日（木）まで

　　　（ただし、土曜日、日曜日及び国民の祝日を除く）

　　�　午前８時30分から午後５時まで

　　　（ただし、正午から午後１時を除く）

　⑶�　提出方法

　　　持参

４�　確認通知書の交付

　�　入札参加申込書を提出した者には、登録しているメ

ールアドレスに、確認通知書を令和３年９月21日（火）

までに送付します。なお、メールアドレスを登録して

いない者にはＦＡＸで送付します。

　�　入札説明書等は３⑴の場所において令和３年９月10

日（金）から９月16日（木）（土曜日、日曜日及び国

民の祝日を除く、午前８時30分から午後５時まで（た

だし、正午から午後１時を除く））まで縦覧に供する

とともに、川崎市財政局契約課のホームページの「入

札情報かわさき」において、本件の公表情報詳細のペ

ージからダウンロードできます。

５�　仕様書等に関する質問・回答

　⑴�　質問

　　�　次により仕様書等の内容に関し、質問することが

できます。なお、仕様書等以外の質問は受け付けま

せん。また、入札参加者以外の質問には回答しませ

んので、御注意ください。

　　ア�　質問書の提出場所

　　　　３⑴と同じ

　　イ�　質問書の提出期間

　　　　令和３年９月22日（水）から９月28日（火）まで

　　　　（ただし、土曜日、日曜日及び国民の祝日を除く）

　　　　午前８時30分から午後５時まで

　　　　（ただし、正午から午後１時を除く）

　　ウ�　質問書の提出方法

　　　　持参

　⑵�　回答

　　ア�　回答日

　　　　令和３年９月30日（木）

　　イ�　回答方法

　　　�　回答については、入札参加者から質問が提出さ
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れた場合にのみ、全ての質問及び回答を一覧表に

した質問回答書を登録しているメールアドレスに

送付します。なお、メールアドレスを登録してい

ない者にはＦＡＸで送付します。

　　　�　なお、回答後の再質問は受付しません。

６�　入札参加資格の喪失

　�　入札参加資格があると認められた者が、開札前に上

記２の各号のいずれかの条件を欠いたときは、競争参

加資格を喪失します。

７�　入札手続等

　⑴�　入札方法

　　　郵送又は持参

　⑵�　技術資料及び入札（見積）書の提出日時・場所

　　　令和３年10月１日（金）午後５時

　　　提出場所　３⑴と同じ

　⑶�　入札の無効

　　�　川崎市競争入札参加者心得で無効と定める入札

は、これを無効とします。

８�　契約の手続等

　⑴�　契約保証金

　　�　契約金額の10％とします。ただし、川崎市金銭会

計規則第８条に定める有価証券の提供、又は金融機

関若しくは保証事業会社の保証をもって契約保証金

の納付に代えることができます。

　　�　また、川崎市契約規則第33条各号に該当する場合

は、契約保証金の納付を免除します。

　⑵�　前払金　　　　　　無

　⑶�　契約書作成の要否　要

　⑷�　契約条項等の閲覧

　　�　川崎市契約規則及び川崎市競争入札参加者心得等

は、川崎市財政局契約課のホームページの「入札情

報かわさき」の「契約関係規定」で閲覧することが

できます。

９�　その他

　⑴�　本案件は、総合評価一般競争入札の簡易型を採用

します。

　⑵�　評価基準や技術資料の提出方法等の詳細について

は、本件の「総合評価一般競争入札説明書」に定め

るところによるものとします。

　⑶�　事業により入札を延期、又は取りやめる場合があ

ります。

　⑷�　公告に定めるもののほか、川崎市契約条例、川崎

市契約規則及び川崎市競争入札参加者心得、路面下

空洞調査業務委託総合評価一般競争入札要綱等の定

めるところによります。

　⑸�　関連情報を入手するための照会窓口　３⑴と同じ

　　　───────────────────

川崎市公告（調達）第324号

　　　落札者等の公示

　川崎市物品等又は特定役務の調達手続の特例を定める

規則第11条の規定に基づき、次のとおり落札者等につい

て公示します。

　　令和３年９月10日

� 川崎市長　福　田　紀　彦　　

１�　調達の名称

　�　�福祉総合情報１次システム令和３年度介護報酬改定

等に伴うシステム改修業務委託

２�　契約に関する事務担当部局

　　健康福祉局総務部保健福祉システム課

　　川崎市川崎区宮本町１番地

３�　契約の相手方を決定した日

　　令和３年５月17日

４�　契約の相手方の氏名及び住所

　　富士通　株式会社　川崎支店

　　支店長　村瀬　満高

　　川崎市川崎区東田町８番地　パレール三井ビル

５�　契約金額

　　43,989,308円

６�　契約の相手方を決定した手続

　　随意契約

７�　随意契約の理由

　�　地方公共団体の物品等又は特定役務の調達手続の特

例を定める政令第11条第１項第２号の規定による。

　　　───────────────────

川崎市公告（調達）第325号

　　　落札者等の公示

　川崎市物品等又は特定役務の調達手続の特例を定める

規則第11条に基づき、次のとおり落札者等について公示

します。

　　令和３年９月10日

� 川崎市長　福　田　紀　彦　　

１�　調達の名称

　　機器更新に伴う消防指令システム改修業務委託

２�　契約事務担当部局の名称及び所在地

　　消防局警防部指令課

　　川崎市川崎区南町20番地７

３�　落札者を決定した日

　　令和３年７月29日

４�　落札者の氏名及び住所

　　日本電気　株式会社　神奈川支社

　　支社長　米本　期子

　　横浜市西区みなとみらい二丁目３番５号

　　クイーンズタワーＣ

５�　落札金額（消費税及び地方消費税を除く。）

　　863,000,000円
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６�　相手方を決定した手続き

　　随意契約

７�　随意契約理由

　�　地方公共団体の物品等又は特定役務の調達手続の特

例を定める政令第11条第１項第２号の規定による。

　　　───────────────────

川崎市公告（調達）第326号

　　　落札者等の公示

　川崎市物品等又は特定役務の調達手続の特例を定める

規則第11条の規定に基づき、次のとおり落札者等につい

て公示します。

　　令和３年９月10日

� 川崎市長　福　田　紀　彦　　

１�　調達の名称

　　�川崎市立殿町小学校等34校教育用コンピュータ機器

賃貸借契約

２�　契約事務担当部局の名称及び所在地

　　川崎市総合教育センター

　　川崎市高津区溝口６－９－３

３�　契約の相手方を決定した日

　　令和３年７月13日

４�　契約の相手方の氏名及び住所

　　三菱ＨＣキャピタル　株式会社　神奈川法人支店

　　支店長　佐久間　英俊

　　横浜市西区高島１丁目１番２号

５�　落札金額（消費税及び地方消費税を除く）

　　193,398,000円

６�　契約の相手方を決定した手続き

　　一般競争入札

７�　入札の公告を行った日

　　令和３年５月25日

　　　───────────────────

川崎市公告（調達）第327号

　特定調達契約に関する一般競争入札について次のとお

り公告します。

　　令和３年９月10日

� 川崎市長　福　田　紀　彦　　

１�　一般競争入札に付する事項

　⑴�　購入（製造）物品及び数量

　　ア�　コンピューター� 1500台　　

　　イ�　Chrome Education Upgrade� 1500個　　

　⑵�　購入（製造）物品の特質等

　　　仕様書によります。

　⑶�　納入場所

　　　仕様書により指定する場所

　⑷�　納入期限

　　　令和４年３月31日

　⑸�　本案件は、電子入札案件です。入札参加希望者は

本市の電子入札システムにより競争入札参加申込を

行ってください。ただし、提出期限までに本市の電

子入札システムの利用者登録ができない場合は、紙

入札方式に替えることができます。

２�　一般競争入札参加資格に関する事項

　�　この入札に参加を希望する者は、次の条件をすべて

満たさなければなりません。

　⑴�　川崎市契約規則第２条の規定に基づく資格停止期

間中でないこと。

　⑵�　川崎市競争入札参加資格者指名停止等要綱による

指名停止期間中でないこと。

　⑶�　令和３・４年度川崎市製造の請負・物件の供給等

有資格業者名簿の業種「コンピューター」に登載さ

れており、Ａ又はＢの等級に格付けされていること。

　　�　なお、有資格業者名簿に登載のない者（入札参加

業種に登載のない者も含む。）は財政局資産管理部

契約課に所定の様式により、資格審査申請を令和３

年９月29日までに行ってください。

　⑷�　平成23年４月１日以降に、この購入（製造）物品

についての類似の契約実績があること。

　　�　なお、契約実績については、１契約につき

1,000,000円以上とします。また、川崎市以外の他

官公庁、民間企業等との契約実績でも構いません。

　⑸�　この購入（製造）物品及び数量について、仕様書

の内容を遵守し確実に納入することができること。

　⑹�　この購入（製造）物品の納入後、不良品について

すべて責任をもって無償で修理又は交換できること。

３�　仕様書等の閲覧

　　次により仕様書等を閲覧することができます。

　⑴�　窓口での閲覧の場合

　　ア�　閲覧場所

　　　　川崎市役所財政局資産管理部契約課

　　　　担当　菅原

　　　　〒210－8577　川崎市川崎区宮本町１番地

　　　　明治安田生命ビル13階　電話044－200－2091

　　イ�　閲覧期間

　　　�　令和３年９月10日～令和３年９月29日（土曜日、

日曜日及び国民の祝日を除く。）

　　　午前８時30分～正午、午後１時～午後５時

　⑵�　インターネットでの閲覧の場合

　　ア�　閲覧場所

　　　�　川崎市ホームページ「入札情報かわさき」（アドレ

ス　https://www.city.kawasaki.jp/233300/index.html）

の「入札情報」の物品の欄の「入札公表」

　　イ�　閲覧期間

　　　　令和３年９月10日～令和３年９月29日

　　　　午前８時～午後８時

４�　一般競争入札参加申込書等の配布・提出場所及び問
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い合わせ先

　�　下記⑵の書類は、電子入札システムにより提出して

ください。

　　提出期間　令和３年９月10日～令和３年９月29日

　　　　　　　午前８時～午後８時

　�　ただし、電子入札システムによりがたい者は、上記

３⑴アの場所に、上記３⑴イの期間に持参にて提出し

てください。

　⑴�　持参による入札参加申し込みの場合

　　ア�　配布、提出及び問い合わせ先

　　　　上記３⑴アに同じ。

　　　�　なお、上記３⑵のとおり、インターネットから

一般競争入札参加申込書等をダウンロードするこ

とができます。

　　イ�　配布・提出期間

　　　　上記３⑴イに同じ。

　⑵�　提出書類

　　ア�　一般競争入札参加申込書

　　イ�　納入予定物品仕様書

　　ウ�　納入実績調書（契約内容を確認できる契約書等

の写し含む）

　　　�　また、提出された書類等に関し、説明を求めら

れたときはこれに応じなければなりません。提出

された書類等を審査した結果、この購入（製造）

物品を納入することができると認められた者に限

り、入札に参加することができます。

５�　入札説明書の交付

　�　上記４により一般競争入札参加申込書を提出した者

に無償で入札説明書を交付します。また、入札説明書

は３のとおり縦覧に供します。

６�　発注課担当者

　　総合教育センター情報・視聴覚センター

　　担当　金谷

　　電話　044－844－3652

７�　仕様書に関する質問・回答

　⑴�　質問

　　�　次により、仕様書の内容に関して質問することが

できます。

　　�　なお、仕様書の内容以外についての質問は受け付

けません。

　　�　質問することができる方は、入札参加申込を済ま

せた方に限ります。

　　�　また、入札参加者以外へは回答しませんので御注

意ください。

　　ア�　電子入札システムによる質問方法

　　　�　電子入札システムによる質問は、次の期間に入

力・提出してください。

　　　　入力・提出期間　�令和３年９月10日～令和３年

９月29日

　　　　　　　　　　　　午前８時～午後８時

　　�　�　質問入力方法の詳細については、川崎市ホーム

ページ（「入札情報かわさき」の「共通ダウンロ

ードコーナー」の「入札参加手続関係」）に掲載

している「電子入札システム質問回答機能操作方

法」を参照してください。

　　イ�　質問書の持参による質問

　　　�　電子入札システムによりがたい場合は、次の期

間に上記３⑴アの場所に、上記３⑴イの期間に質

問書を提出してください。

　　　配布・提出期間　�令和３年９月10日～令和３年９

月29日

　　　　　　　　　　　�（土曜日、日曜日及び国民の祝

日を除く。）午前８時30分～正

午、午後１時～午後５時

　　　�　質問書の配布についても、上記３⑴アの場所で

行います。

　　　�　なお、質問書は川崎市ホームページ（「入札情

報かわさき」の「共通ダウンロードコーナー」の

「入札参加手続関係」）に掲載している「質問書

（一般競争入札用）」からダウンロードできます。

　　　�　また、持参により質問書を提出する場合には、

紙の質問書と併せて、電子媒体（ＣＤ－Ｒ）にＷ

ｏｒｄ形式のまま保存した質問書を提出してくだ

さい。（どちらか一方の場合には、質問を受け付

けません。）

　⑵�　回答

　　ア�　回答日　令和３年10月11日　17時まで

　　イ�　回答方法

　　　�　入札参加者から質問があった場合、すべての質

問及び回答を一覧表にした質問回答書を電子ファ

イルにし、競争入札参加資格があると認められた

入札参加者に対して、川崎市ホームページ（「入

札情報かわさき」の「業者登録システム」の「仕

様書等ダウンロード」）にて掲載します。なお、

質問がなかった場合には、掲載はいたしません。

　　　�　閲覧又は取得方法の詳細については、川崎市ホ

ームページ（「入札情報かわさき」の「共通ダウ

ンロードコーナー」の「入札参加手続関係」）に

掲載している「電子入札システム質問回答機能操

作方法」を参照してください。

　　　�　なお、回答後に再質問は受け付けません。

８�　一般競争入札参加資格確認通知書の交付

　�　一般競争入札参加申込書を提出した者には、令和

３・４年度川崎市競争入札参加資格審査申請書の、「物

品」の委任先メールアドレスに令和３年10月11日まで

に一般競争入札参加資格確認通知書等を送付します。
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　�　また、当該委任先のメールアドレスを登録していな

い者には、令和３年10月11日の午前９時～正午に上記

３⑴アの場所において一般競争入札参加資格確認通知

書等を交付します。

９�　一般競争入札参加資格の喪失

　�　一般競争入札参加資格があると認められた者が、次

のいずれかに該当するときは、この入札に参加するこ

とができません。

　⑴�　この公告に定める資格条件を満たさなくなったと

き。

　⑵�　一般競争入札参加申込書及び提出書類について虚

偽の記載をしたとき。

10�　入札の手続等

　⑴�　入札方法、日時及び場所

　　�　総価で行います。入札の際、総価に対する単価内

訳の用意をお願いします。

　　�　なお、購入物品の価格のほか、輸送費等納入場所

渡しに要する一切の諸経費等を含めて入札金額を見

積もるものとし、所定の入札書に記載してください。

　　ア�　電子入札システムによる入札の場合

　　　　入札書の提出期限　令和３年10月21日

　　　　　　　　　　　　　午前10時00分

　　イ�　持参による入札の場合

　　（ア）入札書の提出日時

　　　　　令和３年10月21日　午前11時00分

　　（イ）入札書の提出場所

　　　　�　川崎市役所入札室　川崎市川崎区砂子１－７

－４　砂子平沼ビル７階

　　ウ�　郵送（書留郵便に限る。）による入札の場合

　　（ア）入札書の提出期限　令和３年10月19日　必着

　　（イ）入札書の提出先　上記３⑴アに同じ

　⑵�　入札・開札の日時及び場所

　　　上記10⑴イに同じ。

　⑶�　入札保証金

　　�　川崎市契約規則第９条各号に該当する場合は、免

除します。

　　�　ただし、過去３年間に執行した本市の同種の入札

等において、落札したにも係わらず契約を締結しな

かった者、または、本市と契約を締結したにも係わ

らず契約を履行しなかった者は、川崎市契約規則第

９条第１項第２号の「その者が契約を締結しないこ

ととなるおそれがない」と認められません。

　　�　上記の免除規定に該当しない場合は、入札金額の

２パーセント以上を入札書提出前に納付しなければ

なりません。なお、郵便をもって入札する場合は、

入札書と同時に納付することができます。

　⑷�　落札者の決定方法

　　�　川崎市契約規則第14条の規定に基づいて作成した

予定価格の制限の範囲内で最低の価格をもって有効

な入札を行った者を落札者とします。ただし、著し

く低価格の場合は、調査を行うことがあります。

　⑸�　入札の無効

　　�　川崎市競争入札参加者心得で無効と定める入札

は、これを無効とします。

11�　契約の手続等

　　次により契約を締結します。

　⑴�　契約保証金

　　�　川崎市契約規則第33条各号に該当する場合は、免

除します。

　　�　ただし、過去３年間に執行した本市の同種の入札

等において、落札したにも係わらず契約を締結しな

かった者、または、本市と契約を締結したにも係わ

らず契約を履行しなかった者は、川崎市契約規則第

33条第１項第５号の「契約者が契約を履行しないこ

ととなるおそれがない」と認められません。

　　�　上記の免除規定に該当しない場合は、契約金額の

10パーセントを納付しなければなりません。

　⑵�　契約書作成の要否

　　　必要とします。

　⑶�　契約条項等の閲覧

　　�　川崎市契約条例、川崎市契約規則及び川崎市競争

入札参加者心得等は、上記３⑴アの場所において閲

覧できます。

　⑷�　議決を要する契約

　　ア�　当該落札決定の効果は、令和３年第３回川崎市

議会定例会における、本調達に係る予算の議決を

要します。

　　イ�　本案件は川崎市財産条例第２条に基づき、動産

の買い入れにあたり市議会の議決を要しますの

で、令和３年第４回川崎市議会定例会における議

決を得たときに契約を締結します。また、落札者

にはその旨を記載した仮契約書を交付します。

12�　その他

　⑴�　契約手続において使用する言語及び通貨は、日本

語及び日本国通貨に限ります。

　⑵�　詳細は、入札説明書によります。

　⑶�　公告に定めるもののほか、川崎市契約条例、川崎

市契約規則及び川崎市入札参加者心得等の定めると

ころによります。

　⑷�　落札者の決定後、苦情申立てが行われた場合、委

員会申立ての検討期間中、契約締結等の手続を一時

停止することがあります。

13�　Summary

　⑴�　Nature and quantity of the products to be 

manufactured:

　　①　Computer� 1500 units 　
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　　②　Chrome Education Upgrade� 1500 licenses

　⑵�　Time-limit for tender : 

　　ａ　By electronic bidding system

　　　　10:00 A.M. 21 October 2021

　　ｂ　Direct delivery

　　　　11:00 A.M. 21 October 2021

　　ｃ　By mail

　　　　19 October 2021

　⑶�　Contact point for the notice :

　　　KAWASAKI CITY OFFICE

　　　Contract Section

　　　Property Administration Department

　　　Finance Bureau

　　　�1 Miyamoto-cho, Kawasaki-ku, Kawasaki-city, 

Kanagawa

　　　210-8577,Japan

　　　TEL:044-200-2091

　⑷�　Language:

　　　�Japanese is the only language used in all 

the contract procedures

　　　───────────────────

川崎市公告（調達）第328号

　　　入　　札　　公　　告

　特定調達契約に関する一般競争入札について次のとお

り公告します。

　　令和３年９月10日

� 川崎市長　福　田　紀　彦　　

１�　一般競争入札に付する事項

　⑴�　件　　名

　　　�令和３年度住民基本台帳ネットワークシステム統

合端末等の賃貸借及び保守に関する契約

　⑵�　履行場所

　　　市内各区役所区民課　ほか

　⑶�　履行期間

　　　令和３年12月１日から令和８年11月30日まで

　⑷�　調達概要

　　ア�　調達物品

　　　　入札説明書によります。

　　イ�　数量

　　　　入札説明書によります。

２�　競争参加資格

　�　この入札に参加を希望するものは、次の条件をすべ

て満たさなければなりません。

　⑴�　川崎市契約規則（昭和39年川崎市規則第28号）第

２条の規定に基づく資格停止期間中でないこと。

　⑵�　入札期日において、令和３・４年度川崎市「製造

の請負・物件の供給等有資格業者名簿」の業種「リ

ース」に登載され、かつ「Ａ」ランクに格付けされ

ていること。なお、有資格業者名簿に登載のない者

（入札参加業種・種目に登載のない者も含む）は、

財政局資産管理部契約課に所定の様式により、資格

審査申請を令和３年９月16日（木）までに行うこと。

　⑶�　川崎市競争入札参加資格者指名停止等要綱による

指名停止期間中でないこと。

　⑷�　この調達物品について、本市又は他官公庁におい

て類似の契約実績が過去２年間で２回以上あること。

　⑸�　この調達物品を契約締結後確実かつ速やかに納入

することができること。

　⑹�　この調達物品の納入後アフターサービスを本市の

求めに応じて速やかに提供できること。

３�　競争参加申込書の配布、提出及び問い合わせ先

　�　この入札に参加を希望するものは、次により一般競

争入札参加申込書及び２⑷の契約実績を証する書類

（契約書の写し等）、本業務の実施体制図を提出しな

ければなりません。

　⑴�　配布・提出場所及び問い合わせ先

　　　〒210－0007

　　　川崎市川崎区駅前本町11番地２

　　　川崎フロンティアビル９階

　　　川崎市市民文化局市民生活部戸籍住民サービス課

　　　担当　桃園

　　　電　話：044－200－2259（直通）

　　　ＦＡＸ：044－200－3912

　　　E-mail：25koseki@city.kawasaki.jp

　⑵�　配布・提出期間

　　�　令和３年９月10日（金）から令和３年９月16日

（木）まで（土、日及び祝日を除く午前８時30分か

ら正午まで及び午後１時から午後５時15分まで）

　⑶�　提出方法

　　　持参とします。

４�　一般競争入札参加資格確認通知書、入札説明書及び

仕様書の交付

　�　競争参加申込書を提出し入札参加資格があると認め

られた者には、次により一般競争入札参加資格確認通

知書、入札説明書及び仕様書を交付します。

　⑴�　場所

　　　３⑴に同じ

　⑵�　日時

　　�　令和３年９月28日（火）午前８時30分から正午ま

で及び午後１時から午後５時15分まで

　⑶�　その他

　　ア�　入札参加資格があると認められた者には、一般

競争入札参加資格確認通知書の交付の際に、併せ

て入札説明書及び仕様書を無償で交付します。

　　イ�　入札説明書と仕様書は、３⑴の場所において令

和３年９月10日（金）から令和３年９月16日（木）
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まで縦覧に供します（土・日及び祝日を除く午前

８時30分から正午まで及び午後１時から午後５時

15分まで）。

５�　仕様に関する問い合わせ

　⑴�　場所

　　　３⑴に同じ

　⑵�　問い合わせ期間

　　�　令和３年９月28日（火）から令和３年10月５日

（火）まで（土・日及び祝日を除く毎日午前８時30

分から正午まで及び午後１時から午後５時15分まで）

　⑶�　問い合わせ方法

　　�　入札説明書に添付の質問書を使用し、３⑴の電子

メールアドレスあてに送付してください。また、質

問書を電子メール送付後に、その旨を３⑴の担当あ

て連絡してください。

　⑷�　回答方法

　　�　一般競争入札参加資格確認通知書で入札参加資格

があると認められた全ての者に対し令和３年10月８

日（金）までに電子メールにて送付します。なお、

一般競争入札参加資格確認通知書の交付を受けてい

ない者からの質問に関しては回答を行いません。ま

た、回答後の再質問についても受付しません。

６�　カタログの提出について

　�　入札参加資格があると認められた者は、導入予定機

種、導入予定ソフト等のカタログ３部を、10月15日

（金）（土曜日、日曜日及び祝祭日を除く、毎日午前

８時30分から正午まで及び午後１時から午後５時15分

まで）までに３⑴の場所に提出しなければなりませ

ん。また、開札日の前日までの間において、提出した

カタログに関し本市から説明を求められたときには、

これに応じなければなりません。

７�　一般競争入札参加資格の喪失

　�　次の各号のいずれかに該当するときは、一般競争入

札参加資格を喪失します。

　⑴�　開札前に上記２の各号のいずれかの条件を欠いた

とき。

　⑵�　競争参加申込書その他の提出書類に虚偽の記載を

したとき。

８�　入札の手続等

　⑴�　入札金額・方法等

　　ア�　入札は、契約金額総額で行います。

　　イ�　落札決定に当たっては、入札書に記載された金

額に当該金額の100分の10に相当する額を加算し

た金額（当該金額に１円未満の端数があるとき

は、その端数金額を切り捨てた金額）をもって落

札価格とするので、入札者は、消費税に係る課税

事業者であるか免税事業者であるかを問わず、見

積もった契約希望金額の110分の100に相当する金

額を入札書に記載してください。

　⑵�　入札・開札の場所及び日時

　　ア�　場　　所　川崎市市民文化局会議室

　　　　　　　　　〒210－0007

　　　　　　　　　川崎市川崎区駅前本町11番地２

　　　　　　　　　川崎フロンティアビル９階

　　イ�　日　　時　令和３年10月22日（金）午前11時

　⑶�　郵送による場合の入札書のあて先及び受領期限

　　ア�　あ て 先　３⑴に同じ

　　イ�　受領期限　�令和３年10月21日（木）午後５時15

分必着

　　　�　郵送による入札を行う場合は、封筒に所定の入

札書を入れて封印し、当該封筒に１⑴の件名及び

「入札書在中」と明記し、必ず書留郵便により送

付してください。

　　　�　また、当該送付を行ったら速やかに、３⑴の場

所に必ず電話をしてください。

　⑷�　入札保証金

　　　免除とします。

　⑸�　落札者の決定方法

　　�　川崎市契約規則第14条の規定に基づいて作成した

予定価格の範囲内で最低の価格をもって有効な入札

をした者を落札者とします。ただし、著しく低価格

の場合は、調査を行うことがあります。

　⑹�　入札の無効

　　�　入札に参加する資格のない者が行った入札及び

「川崎市競争入札参加者心得」第７条に該当する入

札は無効とします。

９�　契約の手続き等

　⑴�　契約保証金

　　ア�　川崎市契約規則第33条各号に該当する場合は免

除します。

　　イ�　ア以外の場合は、契約金額の10％を納入しなけ

ればなりません。

　⑵�　契約書作成の要否

　　　契約書を作成することを要します。

　⑶�　契約条項等の閲覧

　　�　川崎市契約規則及び川崎市競争入札参加者心得等

は、川崎市ホームページ内「入札情報かわさき」

（http://www.city.kawasaki.jp/233300/index.

html）の「契約関係規定」において閲覧することが

できます。

10�　入札に関する苦情等

　�　入札に関する苦情等については、川崎市政府調達苦

情検討委員会（以下「委員会」という。）へ申し立て

ることができます。

11�　その他

　⑴�　この契約において使用する言語及び通貨は、日本
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語及び日本国通貨に限ります。

　⑵�　公告に定めるもののほかは、川崎市契約条例、川

崎市契約規則及び川崎市競争入札参加者心得の定め

るところによります。

　⑶�　詳細は入札説明書によります。

　⑷�　事情により入札を延期、又は取りやめる場合があ

ります。

　⑸�　当該契約は、翌年度以降における所要の予算の当

該金額について減額又は削除があった場合は、この

契約を変更又は解除することができるものとします。

　　�　また、上記解除に伴い損失が生じた場合は、その

損失の補償を川崎市に対して請求することができる

ものとし、補償額は協議して定めるものとします。

　⑹�　その他問い合わせ窓口は上記３⑴に同じです。

12�　Summary

　⑴�　�Nature and quantity of the products to be 

leased:

　　　�The contract for the lease and maintenance 

of PCs and other necessary equipment for 

Basic Resident Registration Network System.

　⑵�　Location and deadline for tendering:

　　ａ　Direct Delivery

　　　ⅰ．�Location Citizen's Culture Affairs 

Bureau Meeting Room

　　　　　11-2,Ekimaehon-cho,Kawasaki-ku

　　　　　Kawasaki City

　　　ⅱ．�Time 11:00 a.m. October 22, 2021 

(Friday)

　　ｂ　Postal Delivery

　　　ⅰ．Location KAWASAKI CITY OFFICE

　　　　　�Family Registry and Residence Service 

Section

　　　　　Citizens' and Cultural Affairs Bureau

　　　　　11-2, Ekimaehon-cho, Kawasaki-ku

　　　　　Kawasaki, Kanagawa 210-0007 Japan

　　　ⅱ．�Time 5:15 p.m. October 21, 2021 

(Thursday)

　　ｃ　�Language and currency used in the contract 

formalities must be in the Japanese 

language and currency.

　　　───────────────────

川崎市公告（調達）第329号

　　　落札者等の公示

　川崎市物品等又は特定役務の調達手続の特例を定める

規則第11条の規定に基づき、次のとおり落札者等につい

て公示します。

　　令和３年９月10日

� 川崎市長　福　田　紀　彦　　

１　調達の名称

　　�川崎市市営住宅総合管理システム機器等賃貸借及び

保守契約

２　契約事務担当部局の名称及び所在地

　　まちづくり局総務部庶務課経理係

　　川崎市川崎区宮本町６番地

　　（明治安田生命川崎ビル８階）

３　落札者を決定した日

　　令和３年７月６日

４　落札者の氏名及び住所

　　東京センチュリー　株式会社

　　代表取締役　野上　誠

　　東京都千代田区神田練塀町３番地

５　落札金額

　　82,290,000円

６　契約の相手方を決定した手続

　　一般競争入札

７　入札の公告を行った日

　　令和３年５月10日

税 公 告

川崎市税公告第151号

　差押調書（謄本）を別紙記載の者に送達すべきところ、

その者の住所、居所、事務所及び事業所が不明のため送

達することができないので、地方税法（昭和25年法律第

226号）第20条の２及び川崎市市税条例（昭和25年川崎

市条例第26号）第10条の規定により公告します。

　なお、当該書類は送達を受けるべき者の申出により交

付します。

　　令和３年８月13日

� 川崎市長　福　田　紀　彦　　

� （別紙省略）

　　　───────────────────

川崎市税公告第152号

　次の市税に係る納税通知書を別紙記載の者に送達すべ

きところ、その者の住所、居所、事務所及び事業所が不

明のため送達することができないので、地方税法（昭和

25年法律第226号）第20条の２及び川崎市市税条例（昭

和25年川崎市条例第26号）第10条の規定により公告しま

す。

　なお、当該書類は送達を受けるべき者の申出により交

付します。

　　令和３年８月13日

� 川崎市長　福　田　紀　彦　　
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年　度 税　目 期　別
この公告による

変更する納期限
件数・備考

令和３年度
市民税・県民税

（普通徴収）
７月随時分以降

令和３年８月31日

（７月随時分）
計95件

令和３年度

（令和２年度課税分）

市民税・県民税

（普通徴収）
７月随時分

令和３年８月31日

（７月随時分）
計10件

令和３年度

（平成31年度課税分）

市民税・県民税

（普通徴収）
７月随時分

令和３年８月31日

（７月随時分）
計１件

令和３年度

固定資産税

都市計画税

（土地・家屋）

７月随時分以降
令和３年８月31日

（７月随時分）
計１件

� （別紙省略）

　　　　　　　　　　────────────────────────────────

川崎市税公告第153号

　次の市税に係る税額決定通知書を別紙記載の者に送達

すべきところ、その者の住所、居所、事務所及び事業所

が不明のため送達することができないので、地方税法

（昭和25年法律第226号）第20条の２及び川崎市市税条

例（昭和25年川崎市条例第26号）第10条の規定により公

告します。

　なお、当該書類は送達を受けるべき者の申出により交

付します。

　　令和３年８月13日

� 川崎市長　福　田　紀　彦　　

年　度 税　目 期　別
この公告による

変更する納期限

件数・

　備考

令和

３年度

市民税・県民税

（公的年金から

の特別徴収）

計１件

� （別紙省略）

　　　───────────────────

川崎市税公告第154号

　次の市税に係る課税額変更（取消）通知書を別紙記載

の者に送達すべきところ、その者の住所、居所、事務所

及び事業所が不明のため送達することができないので、

地方税法（昭和25年法律第226号）第20条の２及び川崎

市市税条例（昭和25年川崎市条例第26号）第10条の規定

により公告します。

　なお、当該書類は送達を受けるべき者の申出により交

付します。

　　令和３年８月13日

� 川崎市長　福　田　紀　彦　　

年　度 税　目 期　別
この公告による

変更する納期限

件数・

　備考

令和

３年度

市民税・県民税

（普通徴収）

第１期

分以降
計１件

� （別紙省略）

　　　───────────────────

川崎市税公告第155号

　差押調書（謄本）を別紙記載の者に送達すべきところ、

その者の住所、居所、事務所及び事業所が不明のため送

達することができないので、地方税法（昭和25年法律第

226号）第20条の２及び川崎市市税条例（昭和25年川崎

市条例第26号）第10条の規定により公告します。

　なお、当該書類は送達を受けるべき者の申出により交

付します。

　　令和３年８月13日

� 川崎市長　福　田　紀　彦　　

� （別紙省略）

　　　───────────────────

川崎市税公告第156号

　差押調書（謄本）を別紙記載の者に送達すべきところ、

その者の住所、居所、事務所及び事業所が不明のため送

達することができないので、地方税法（昭和25年法律第

226号）第20条の２及び川崎市市税条例（昭和25年川崎

市条例第26号）第10条の規定により公告します。

　なお、当該書類は送達を受けるべき者の申出により交

付します。

　　令和３年８月17日

� 川崎市長　福　田　紀　彦　　

� （別紙省略）

　　　───────────────────

川崎市税公告第157号

　差押調書（謄本）を別紙記載の者に送達すべきところ、

その者の住所、居所、事務所及び事業所が不明のため送

達することができないので、地方税法（昭和25年法律第

226号）第20条の２及び川崎市市税条例（昭和25年川崎

市条例第26号）第10条の規定により公告します。

　なお、当該書類は送達を受けるべき者の申出により交
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付します。

　　令和３年８月20日

� 川崎市長　福　田　紀　彦　　

� （別紙省略）

　　　───────────────────

川崎市税公告第158号

　差押調書（謄本）を別紙記載の者に送達すべきところ、

その者の住所、居所、事務所及び事業所が不明のため送

達することができないので、地方税法（昭和25年法律第

226号）第20条の２及び川崎市市税条例（昭和25年川崎

市条例第26号）第10条の規定により公告します。

　なお、当該書類は送達を受けるべき者の申出により交

付します。

　　令和３年８月20日

� 川崎市長　福　田　紀　彦　　

� （別紙省略）

　　　───────────────────

川崎市税公告第159号

　差押調書（謄本）を別紙記載の者に送達すべきところ、

その者の住所、居所、事務所及び事業所が不明のため送

達することができないので、地方税法（昭和25年法律第

226号）第20条の２及び川崎市市税条例（昭和25年川崎

市条例第26号）第10条の規定により公告します。

　なお、当該書類は送達を受けるべき者の申出により交

付します。

　　令和３年８月27日

� 川崎市長　福　田　紀　彦　　

� （別紙省略）

訓 令

川崎市訓令第６号

� 健康福祉局　　

　川崎市職員の勤務時間等に関する規程の一部を改正す

る訓令を次のように定める。

　　令和３年８月31日

� 川崎市長　福　田　紀　彦　　

　　　川崎市職員の勤務時間等に関する規程の一

　　　部を改正する訓令

　川崎市職員の勤務時間等に関する規程（昭和35年川崎

市訓令第４号）の一部を次のように改正する。

　別表健康福祉局の部保健所の款中

「

動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー

動物愛護センターに

勤務する職員

38時間45分（所長） １�　日勤

　　８：30 ～ 17：15

２�　変則勤務

　⑴�　７：00 ～ 15：45

　⑵�　７：30 ～ 16：15

　⑶�　９：30 ～ 18：15

　⑷�　11：00 ～ 19：45

　⑸　12：00 ～ 20：45

１�　日勤

　　12：00 ～ 13：00

２�　変則勤務

　　勤務時間の途中

　　において１時間

４週間を通じ

８日

� 」

を

「

療養支援業務に

従事する職員

38時間45分（所長） １　日勤

　　８：30 ～ 17：15

２　変則勤務

　⑴�　10：00 ～ 18：45

　⑵�　10：45 ～ 19：30

１　日勤

　　12：00 ～ 13：00

２　変則勤務

　　勤務時間の途中

　　において１時間

１週間のうち

２日

動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー

動物愛護センターに

勤務する職員

38時間45分（所長） １�　日勤

　８：30 ～ 17：15

２�　変則勤務

　⑴�　７：00 ～ 15：45

　⑵�　７：30 ～ 16：15

　⑶�　９：30 ～ 18：15

　⑷�　11：00 ～ 19：45

　⑸�　12：00 ～ 20：45

１�　日勤

　　12：00 ～ 13：00

２�　変則勤務

　　勤務時間の途中

　　において１時間

４週間を通じ

８日

� 」



川 崎 市 公 報 （第1,826号）令和３年(2021年)９月10日

－3475－

に改める。

　　　附　則

　この訓令は、令和３年９月１日から施行する。

上 下 水 道 局 告 示

川崎市上下水道局告示第40号

　　　川崎市上下水道局指定給水装置工事事業者

　　　の指定更新について

　川崎市上下水道局指定給水装置工事事業者規程（平成

10年川崎市水道局規程第３号）第５条の規定に基づき、

川崎市上下水道局指定給水装置工事事業者として次の者

を指定更新したので、同規程第９条第２号の規定により

告示します。

　　令和３年８月20日

� 川崎市上下水道事業管理者　大　澤　太　郎　　

１�　指 定 番 号　第520号

　　氏名又は名称　積和建設東京株式会社　西東京事業所

　　住　　　　所　東京都町田市下小山田町2720番地４

　　代表者氏名　三浦　淳一

　　指定更新日　令和３年８月20日

　　有 効 期 限　令和８年９月29日

２�　指 定 番 号　第546号

　　氏名又は名称　株式会社惠神

　　住　　　　所　東京都町田市三輪緑山四丁目20番地４

　　代表者氏名　神原　敏雄

　　指定更新日　令和３年８月20日

　　有 効 期 限　令和８年９月29日

３�　指 定 番 号　第559号

　　氏名又は名称　有限会社麻生商会

　　住　　　　所　横浜市泉区和泉町6247番地の５

　　代表者氏名　麻生　隆美

　　指定更新日　令和３年８月20日

　　有 効 期 限　令和８年９月29日

４�　指 定 番 号　第588号

　　氏名又は名称　株式会社大塚設備工業

　　住　　　　所　�東京都八王子市中野上町五丁目22番

13号

　　代表者氏名　大塚　正男

　　指定更新日　令和３年８月20日

　　有 効 期 限　令和８年９月29日

５�　指 定 番 号　第624号

　　氏名又は名称　幸伸工業株式会社

　　住　　　　所　川崎市幸区北加瀬一丁目10番12号

　　代表者氏名　小沼　保

　　指定更新日　令和３年８月20日

　　有 効 期 限　令和８年９月29日

６�　指 定 番 号　第625号

　　氏名又は名称　株式会社ウォーターサプライ

　　住　　　　所　横浜市神奈川区菅田町122番地４

　　代表者氏名　池田　善治

　　指定更新日　令和３年８月20日

　　有 効 期 限　令和８年９月29日

７�　指 定 番 号　第642号

　　氏名又は名称　有限会社サンオポライト

　　住　　　　所　川崎市川崎区塩浜一丁目５番４号

　　代表者氏名　高橋　三男

　　指定更新日　令和３年８月20日

　　有 効 期 限　令和８年９月29日

８�　指 定 番 号　第645号

　　氏名又は名称　有限会社石井エンジニアリング

　　住　　　　所　�横浜市緑区長津田町2469番地東向地

団地５棟534号

　　代表者氏名　石井　良実

　　指定更新日　令和３年８月20日

　　有 効 期 限　令和８年９月29日

９�　指 定 番 号　第646号

　　氏名又は名称　三井設備株式会社

　　住　　　　所　東京都千代田区内神田一丁目17番５号

　　代表者氏名　井上　代司洋

　　指定更新日　令和３年８月20日

　　有 効 期 限　令和８年９月29日

10�　指 定 番 号　第647号

　　氏名又は名称　ミサワホーム建設株式会社

　　住　　　　所　東京都杉並区高井戸東二丁目４番５号

　　代表者氏名　髙橋　吉教

　　指定更新日　令和３年８月20日

　　有 効 期 限　令和８年９月29日

11�　指 定 番 号　第648号

　　氏名又は名称　有限会社イシハラ住設

　　住　　　　所　横浜市青葉区柿の木台18番地11

　　代表者氏名　石原　謙二

　　指定更新日　令和３年８月20日

　　有 効 期 限　令和８年９月29日

12�　指 定 番 号　第651号

　　氏名又は名称　株式会社丸一設備

　　住　　　　所　川崎市川崎区塩浜三丁目16番11号

　　代表者氏名　森　達夫

　　指定更新日　令和３年８月20日

　　有 効 期 限　令和８年９月29日
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13�　指 定 番 号　第652号

　　氏名又は名称　富田工業有限会社

　　住　　　　所　横浜市旭区今宿南町2089番地

　　代表者氏名　冨田　政士

　　指定更新日　令和３年８月20日

　　有 効 期 限　令和８年９月29日

14�　指 定 番 号　第654号

　　氏名又は名称　株式会社協同ビルテック

　　住　　　　所　横浜市神奈川区神奈川本町14番地２

　　代表者氏名　河野　光子

　　指定更新日　令和３年８月20日

　　有 効 期 限　令和８年９月29日

15�　指 定 番 号　第655号

　　氏名又は名称　有限会社共伸設備

　　住　　　　所　横浜市緑区三保町2461番地７

　　代表者氏名　八木　繁治

　　指定更新日　令和３年８月20日

　　有 効 期 限　令和８年９月29日

16�　指 定 番 号　第665号

　　氏名又は名称　有限会社小糸設備

　　住　　　　所　相模原市南区下溝1039番地６

　　代表者氏名　小糸　邦彦

　　指定更新日　令和３年８月20日

　　有 効 期 限　令和８年９月29日

17�　指 定 番 号　第670号

　　氏名又は名称　株式会社大渕住設

　　住　　　　所　川崎市高津区子母口717番地

　　代表者氏名　大渕　正夫

　　指定更新日　令和３年８月20日

　　有 効 期 限　令和８年９月29日

18�　指 定 番 号　第671号

　　氏名又は名称　谷商設備株式会社

　　住　　　　所　横浜市旭区本宿町78番地

　　代表者氏名　平野　靖和

　　指定更新日　令和３年８月20日

　　有 効 期 限　令和８年９月29日

19�　指 定 番 号　第673号

　　氏名又は名称　有限会社豊沢工営

　　住　　　　所　東京都町田市下小山田町1712番地

　　代表者氏名　豊澤　京

　　指定更新日　令和３年８月20日

　　有 効 期 限　令和８年９月29日

20　指 定 番 号　第674号

　　氏名又は名称　株式会社トラスト住宅設備

　　住　　　　所　神奈川県大和市上草柳三丁目19番７号

　　代表者氏名　山根　純一郎

　　指定更新日　令和３年８月20日

　　有 効 期 限　令和８年９月29日

21　指 定 番 号　第675号

　　氏名又は名称　株式会社伊藤住設

　　住　　　　所　�東京都練馬区大泉学園町二丁目21番

30号

　　代表者氏名　関口　良伸

　　指定更新日　令和３年８月20日

　　有 効 期 限　令和８年９月29日

22　指 定 番 号　第678号

　　氏名又は名称　有限会社ハマ工業

　　住　　　　所　横浜市瀬谷区南瀬谷一丁目57番地の13

　　代表者氏名　青木　宏彰

　　指定更新日　令和３年８月20日

　　有 効 期 限　令和８年９月29日

23　指 定 番 号　第680号

　　氏名又は名称　有限会社尾形設備

　　住　　　　所　神奈川県逗子市山の根二丁目10番30号

　　代表者氏名　尾形　晋一

　　指定更新日　令和３年８月20日

　　有 効 期 限　令和８年９月29日

24　指 定 番 号　第681号

　　氏名又は名称　有限会社トウシン工業

　　住　　　　所　相模原市南区相模大野七丁目26番２号

　　代表者氏名　伊藤　勝久

　　指定更新日　令和３年８月20日

　　有 効 期 限　令和８年９月29日

25　指 定 番 号　第682号

　　氏名又は名称　三和工業株式会社

　　住　　　　所　横浜市西区平沼一丁目33番７号

　　代表者氏名　小関　誠

　　指定更新日　令和３年８月20日

　　有 効 期 限　令和８年９月29日

26　指 定 番 号　第685号

　　氏名又は名称　清生土木有限会社

　　住　　　　所　川崎市多摩区菅馬場二丁目21番１号

　　代表者氏名　金光　徳夫

　　指定更新日　令和３年８月20日

　　有 効 期 限　令和８年９月29日

27　指 定 番 号　第686号

　　氏名又は名称　株式会社田辺水道工務店

　　住　　　　所　横浜市保土ケ谷区仏向西17番14号

　　代表者氏名　田辺　徹二

　　指定更新日　令和３年８月20日
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　　有 効 期 限　令和８年９月29日

28　指 定 番 号　第688号

　　氏名又は名称　オザワ総合設備株式会社

　　住　　　　所　�横浜市保土ケ谷区峰岡町二丁目214

番地

　　代表者氏名　小澤　淳一

　　指定更新日　令和３年８月20日

　　有 効 期 限　令和８年９月29日

29　指 定 番 号　第689号

　　氏名又は名称　有限会社鳥羽設備工業

　　住　　　　所　横浜市南区井土ケ谷下町41番地の６

　　代表者氏名　鳥羽　泰裕

　　指定更新日　令和３年８月20日

　　有 効 期 限　令和８年９月29日

30　指 定 番 号　第691号

　　氏名又は名称　有限会社日本配管サービス

　　住　　　　所　横浜市緑区新治町474番地１

　　　　　　　　　ラトゥール104号

　　代表者氏名　大畑　光弘

　　指定更新日　令和３年８月20日

　　有 効 期 限　令和８年９月29日

31　指 定 番 号　第693号

　　氏名又は名称　有限会社長野設備

　　住　　　　所　横浜市港北区新吉田町3348番地の１

　　代表者氏名　長野　忠義

　　指定更新日　令和３年８月20日

　　有 効 期 限　令和８年９月29日

32　指 定 番 号　第694号

　　氏名又は名称　株式会社東伸

　　住　　　　所　横浜市都筑区川向町803番地１

　　代表者氏名　太田　実

　　指定更新日　令和３年８月20日

　　有 効 期 限　令和８年９月29日

33　指 定 番 号　第696号

　　氏名又は名称　株式会社喬生

　　住　　　　所　東京都府中市宮西町四丁目９番地の10

　　代表者氏名　臼井　一眞

　　指定更新日　令和３年８月20日

　　有 効 期 限　令和８年９月29日

34　指 定 番 号　第702号

　　氏名又は名称　株式会社日建

　　住　　　　所　�横浜市保土ケ谷区上菅田町418番地

186

　　代表者氏名　伊藤　雅文

　　指定更新日　令和３年８月20日

　　有 効 期 限　令和８年９月29日

35　指 定 番 号　第703号

　　氏名又は名称　株式会社和興業

　　住　　　　所　横浜市泉区和泉中央南五丁目３番25号

　　代表者氏名　齊木　和紀

　　指定更新日　令和３年８月20日

　　有 効 期 限　令和８年９月29日

36　指 定 番 号　第708号

　　氏名又は名称　高田管設株式会社

　　住　　　　所　横浜市金沢区富岡東五丁目12番23号

　　代表者氏名　高田　亮一

　　指定更新日　令和３年８月20日

　　有 効 期 限　令和８年９月29日

37　指 定 番 号　第709号

　　氏名又は名称　有限会社石渡水道工業所

　　住　　　　所　東京都町田市中町三丁目５番12号

　　代表者氏名　長南　雅文

　　指定更新日　令和３年８月20日

　　有 効 期 限　令和８年９月29日

38　指 定 番 号　第710号

　　氏名又は名称　株式会社根布工業

　　住　　　　所　神奈川県平塚市御殿二丁目14番26号

　　代表者氏名　根布　博之

　　指定更新日　令和３年８月20日

　　有 効 期 限　令和８年９月29日

39　指 定 番 号　第711号

　　氏名又は名称　株式会社ハスミ

　　住　　　　所　横浜市旭区今宿東町1589番地５

　　代表者氏名　鈴木　一郎

　　指定更新日　令和３年８月20日

　　有 効 期 限　令和８年９月29日

40　指 定 番 号　第713号

　　氏名又は名称　有限会社相澤管工

　　住　　　　所　東京都世田谷区大蔵六丁目18番13号

　　代表者氏名　相澤　千治

　　指定更新日　令和３年８月20日

　　有 効 期 限　令和８年９月29日

41　指 定 番 号　第718号

　　氏名又は名称　有限会社シンセツ

　　住　　　　所　川崎市宮前区犬蔵二丁目６番11号

　　代表者氏名　石田　英一

　　指定更新日　令和３年８月20日

　　有 効 期 限　令和８年９月29日

42　指 定 番 号　第720号

　　氏名又は名称　株式会社町田工業
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　　住　　　　所　東京都町田市森野四丁目15番８号

　　代表者氏名　吉木　拓也

　　指定更新日　令和３年８月20日

　　有 効 期 限　令和８年９月29日

43　指 定 番 号　第723号

　　氏名又は名称　有限会社野口水道

　　住　　　　所　東京都あきる野市瀬戸岡299番地６

　　代表者氏名　野口　吉夫

　　指定更新日　令和３年８月20日

　　有 効 期 限　令和８年９月29日

44　指 定 番 号　第726号

　　氏名又は名称　有限会社皆川興業

　　住　　　　所　横浜市保土ケ谷区常盤台61番55号

　　　　　　　　　皆川興業ビル２階

　　代表者氏名　皆川　五百城

　　指定更新日　令和３年８月20日

　　有 効 期 限　令和８年９月29日

45　指 定 番 号　第727号

　　氏名又は名称　有限会社カシワ商会

　　住　　　　所　川崎市幸区戸手一丁目６番９号

　　代表者氏名　柏木　正広

　　指定更新日　令和３年８月20日

　　有 効 期 限　令和８年９月29日

46　指 定 番 号　第730号

　　氏名又は名称　株式会社アイ・テック

　　住　　　　所　東京都大田区西六郷一丁目23番２号

　　代表者氏名　石川　直拓

　　指定更新日　令和３年８月20日

　　有 効 期 限　令和８年９月29日

47　指 定 番 号　第731号

　　氏名又は名称　森設備工業

　　住　　　　所　横浜市南区真金町二丁目21番地

　　　　　　　　　ハイムエマリナ30Ａ

　　代表者氏名　森　政義

　　指定更新日　令和３年８月20日

　　有 効 期 限　令和８年９月29日

　　　───────────────────

川崎市上下水道局告示第41号

　　　川崎市上下水道局指定給水装置工事事業者

　　　の指定について

　川崎市上下水道局指定給水装置工事事業者規程（平成

10年川崎市水道局規程第３号）第４条の規定に基づき、

川崎市上下水道局指定給水装置工事事業者として次の者

を指定したので、同規程第９条第１号の規定により告示

します。

　　令和３年８月30日

� 川崎市上下水道事業管理者　大　澤　太　郎　　

１�　指定番号　第1804号

　　氏名又は名称　株式会社ワーキングゲート

　　住　　　　所　東京都渋谷区南平台町15番地15－８Ｆ

　　代表者氏名　松島　祐太郎

　　指定年月日　令和３年９月１日

　　有 効 期 限　令和８年８月31日

２�　指 定 番 号　第1805号

　　氏名又は名称　株式会社K-CONNECT

　　住　　　　所　�東京都大田区大森東三丁目７番７号

レジデンスタカネ301

　　代表者氏名　髙島　京一郎

　　指定年月日　令和３年９月１日

　　有 効 期 限　令和８年８月31日

３�　指 定 番 号　第1806号

　　氏名又は名称　株式会社井上建設

　　住　　　　所　横浜市瀬谷区阿久和西四丁目35番地５

　　代表者氏名　井上　俊行

　　指定年月日　令和３年９月１日

　　有 効 期 限　令和８年８月31日

４�　指 定 番 号　第1807号

　　氏名又は名称　ゼンスイシステム株式会社

　　住　　　　所　兵庫県尼崎市東七松町二丁目４番19号

　　代表者氏名　笹井　一磨

　　指定年月日　令和３年９月１日

　　有 効 期 限　令和８年８月31日

５�　指 定 番 号　第1808号

　　氏名又は名称　具志堅設備

　　住　　　　所　�東京都江戸川区中葛西６丁目17番18

－307号ジュエル葛西

　　代表者氏名　具志堅　勝士

　　指定年月日　令和３年９月１日

　　有 効 期 限　令和８年８月31日

６�　指 定 番 号　第1809号

　　氏名又は名称　有限会社山田土建

　　住　　　　所　�神奈川県相模原市南区相模台六丁目

30番19号

　　代表者氏名　山田　康博

　　指定年月日　令和３年９月１日

　　有 効 期 限　令和８年８月31日

７�　指 定 番 号　第1810号

　　氏名又は名称　有限会社常伸設備

　　住　　　　所　東京都大田区矢口一丁目20番21号

　　代表者氏名　菊池　和紀

　　指定年月日　令和３年９月１日
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　　有 効 期 限　令和８年８月31日

　　　───────────────────

川崎市上下水道局告示第42号

　　　川崎市上下水道局指定給水装置工事事業者

　　　の指定事項の変更について

　川崎市上下水道局指定給水装置工事事業者規程（平成

10年川崎市水道局規程第３号）第６条の規定に基づき、

次の指定給水装置工事事業者の指定事項の変更を行いま

したので、同規程第９条第３号の規定により告示します。

　　令和３年８月30日

� 川崎市上下水道事業管理者　大　澤　太　郎　　

１�　指 定 番 号　第318号

　　氏名又は名称　杉山管工設備株式会社

　　住　　　　所　横浜市中区海岸通一丁目３番地

　　代表者氏名　（新）大藤　晃弘

　　　　　　　　　（旧）河野　恭輔

　　変更年月日　令和３年６月22日

２�　指 定 番 号　第468号

　　氏名又は名称　（新）株式会社原岡設備工業

　　　　　　　　　（旧）有限会社原岡設備工業

　　住　　　　所　横浜市泉区上飯田町250番地の４

　　代表者氏名　原岡　誠

　　変更年月日　令和３年６月30日

３�　指 定 番 号　第579号

　　氏名又は名称　株式会社東京ピーシー

　　住　　　　所　東京都北区浮間二丁目９番18号

　　代表者氏名　（新）北村　敏彦

　　　　　　　　　（旧）北村　素行

　　変更年月日　平成21年12月１日

４�　指 定 番 号　第580号

　　氏名又は名称　株式会社サンポウ

　　住　　　　所　東京都豊島区雑司が谷三丁目７番５号

　　代表者氏名　（新）山岡　忠史

　　　　　　　　　（旧）山岡　佑一

　　変更年月日　平成23年３月20日

５�　指 定 番 号　第666号

　　氏名又は名称　有限会社佐野設備工業

　　住　　　　所　（新）東京都町田市小山町49番地２

　　　　　　　　　（旧）東京都町田市山崎町204番地５

　　代表者氏名　佐野　茂

　　変更年月日　令和元年７月８日

６�　指 定 番 号　第729号

　　氏名又は名称　株式会社田中ポンプ製作所

　　住　　　　所　（新）横浜市緑区小山町435番地８

　　　　　　　　　（旧）横浜市都筑区池辺町4515番地

　　代表者氏名　（新）田中　和行

　　　　　　　　　（旧）田中　幹雄

　　変更年月日　（住所）平成25年９月９日

　　　　　　　　　（代表者氏名）平成29年12月18日

７�　指 定 番 号　第885号

　　氏名又は名称　有限会社ライフ・ホームメンテナンス

　　住　　　　所　（新）横浜市都筑区勝田町368番地

　　　　　　　　　（旧）�横浜市都筑区北山田六丁目12

番15号

　　代表者氏名　髙野　栄

　　変更年月日　令和３年７月５日

８�　指 定 番 号　第976号

　　氏名又は名称　旭水道株式会社

　　住　　　　所　横浜市鶴見区矢向三丁目23番11号

　　代表者氏名　（新）矢野　靖子

　　　　　　　　　（旧）矢野　博邦

　　変更年月日　令和３年３月23日

９�　指 定 番 号　第1012号

　　氏名又は名称　有限会社安室設備

　　住　　　　所　（新）神奈川県藤沢市菖蒲沢899番地

　　　　　　　　　（旧）�神奈川県藤沢市葛原2286番地

の１

　　代表者氏名　安室　慶和

　　変更年月日　令和３年３月31日

10�　指 定 番 号　第1359号

　　氏名又は名称　旭シンクロテック株式会社

　　住　　　　所　東京都港区港南二丁目13番34号

　　代表者氏名　（新）峯田　雅章

　　　　　　　　　（旧）加藤　満信

　　変更年月日　令和３年６月28日

11�　指 定 番 号　第1603号

　　氏名又は名称　株式会社相鉄ピュアウォーター

　　住　　　　所　横浜市泉区緑園四丁目３番28号

　　代表者氏名　（新）石井　聖康

　　　　　　　　　（旧）田中　成人

　　変更年月日　令和３年６月30日

　　　───────────────────

川崎市上下水道局告示第43号

　　　川崎市上下水道局指定給水装置工事事業者

　　　の廃止について

　川崎市上下水道局指定給水装置工事事業者規程（平成

10年川崎市水道局規程第３号）第６条の規定に基づき、

次の指定給水装置工事事業者の指定の廃止を行いました

ので、同規程第９条第３号の規定により告示します。

　　令和３年８月30日

� 川崎市上下水道事業管理者　大　澤　太　郎　　ｖ
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１�　指 定 番 号　第697号

　　氏名又は名称　田口工業株式会社

　　住　　　　所　東京都世田谷区等々力七丁目４番16号

　　代表者氏名　田口　武生

　　廃止年月日　令和３年８月４日

上 下 水 道 局 公 告

川崎市上下水道局公告第66号

　一般競争入札について次のとおり公告します。

　　令和３年８月17日

� 川崎市上下水道事業管理者　大　澤　太　郎　　

（案件１）

競争入札に

付する事項

件　　 名 令和３年度中部下水管内取付管更新工事

履行場所 川崎市高津区地内

履行期限 契約の日から100日間

参 加 資 格

⑴�　川崎市上下水道局契約規程第２条の規定に基づく資格停止期間中でないこと。

⑵�　川崎市競争入札参加資格者指名停止等要綱による指名停止期間でないこと。

⑶�　次のアからウのいずれかにより建設業退職金共済制度加入が確認できること。

　ア　令和３・４年度川崎市工事請負有資格業者名簿に加入「有」で登録されていること。

　イ　経営事項審査の総合評定値通知書の写しにより加入「有」が確認できること。

　ウ　建設業退職金共済加入履行証明書により加入が確認できること。

　　※�　上記ア以外の場合は、入札参加申込書提出時に窓口にて確認を行うため、電子入札システ

ムによる申込ができません。

⑷�　令和３・４年度川崎市工事請負有資格業者名簿に地域区分「市内」で登録されていること。

⑸�　令和３・４年度川崎市工事請負有資格業者名簿に業種「下水管きょ」種目「下水道開削」ラン

ク「Ｂ」で登録されていること。

⑹�　「官公需についての中小企業者の受注の確保に関する法律」第２条第１項第１号による中小企

業者であること。

⑺�　有効期間内の経営事項審査の総合評定値通知書を有していること。

⑻�　土木工事業に係る建設業の許可を受けていること。

⑼�　主任技術者（業種「土木」）を配置できること。

契約条項を

示す場所等

財政局資産管理部契約課土木契約係（〒210－8577川崎市川崎区宮本町１番地）

電話番号　044－200－2099

入札日時等 令和３年９月７日　午後１時30分（財政局資産管理部契約課土木契約係（明治安田生命ビル13階））

入札保証金 　免

契約書作成 　要

入札の無効
この公告に示した競争入札参加資格のない者が行った入札又は川崎市上下水道局競争入札参加者心

得で無効と定める入札は、これを無効とします。

そ　の　他 詳細は、川崎市ホームページ「入札情報かわさき」を御覧ください。

（案件２）

競争入札に

付する事項

件　　 名 令和３年度北部下水管内取付管布設第２号工事

履行場所 川崎市麻生区、多摩区地内

履行期限 契約の日から令和４年３月31日まで

参 加 資 格

⑴�　川崎市上下水道局契約規程第２条の規定に基づく資格停止期間中でないこと。

⑵�　川崎市競争入札参加資格者指名停止等要綱による指名停止期間でないこと。

⑶�　次のアからウのいずれかにより建設業退職金共済制度加入が確認できること。

　ア　令和３・４年度川崎市工事請負有資格業者名簿に加入「有」で登録されていること。
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参 加 資 格

　イ　経営事項審査の総合評定値通知書の写しにより加入「有」が確認できること。

　ウ　建設業退職金共済加入履行証明書により加入が確認できること。

　　※�　上記ア以外の場合は、入札参加申込書提出時に窓口にて確認を行うため、電子入札システ

ムによる申込ができません。

⑷�　令和３・４年度川崎市工事請負有資格業者名簿に地域区分「市内」で登録されていること。

⑸�　令和３・４年度川崎市工事請負有資格業者名簿に業種「下水管きょ」種目「下水道開削」ラン

ク「Ｂ」で登録されていること。

⑹�　令和３・４年度の業者登録情報における主観評価項目の合計点が30点以上であること。

⑺�　「官公需についての中小企業者の受注の確保に関する法律」第２条第１項第１号による中小企

業者であること。

⑻�　有効期間内の経営事項審査の総合評定値通知書を有していること。

⑼�　土木工事業に係る特定建設業の許可を受けていること。

　�　ただし、受注後の下請契約の請負代金の額の合計が4,000万円（建築一式工事の場合は6,000万

円）を下回り、「下請契約に関する誓約書」を提出した場合は、一般建設業の許可でも可とします。

　�　また、本工事の請負金額が4,000万円（建築一式工事の場合は6,000万円）未満となった場合は

特定建設業の許可を要しません。

⑽�　監理技術者資格者証（業種「土木」）の交付を受けた技術者を専任で配置できること。

　※�　当該技術者は落札候補者となった日において、他の工事に従事していない者でなければなり

ません。

　　�　ただし、受注後の下請契約の請負代金の額の合計が4,000万円（建築一式工事の場合は6,000

万円）を下回り、「下請契約に関する誓約書」を提出した場合は、主任技術者でも可とします。

　　�　また、本工事の請負金額が4,000万円（建築一式工事の場合は6,000万円）未満となった場合は

監理技術者を要しません。また、本工事の請負金額が3,500万円（建築一式工事の場合は7,000

万円）未満となった場合は専任を要しません。

　　�　なお、特例監理技術者を配置する場合は、２現場までの兼任を可とします。ただし、それぞ

れの現場に監理技術者補佐を専任で配置することを要します。

契約条項を

示す場所等

財政局資産管理部契約課土木契約係（〒210－8577川崎市川崎区宮本町１番地）

電話番号　044－200－2099

入札日時等 令和３年９月13日　午後１時30分（財政局資産管理部契約課土木契約係（明治安田生命ビル13階））

入札保証金 　免

契約書作成 　要

入札の無効
この公告に示した競争入札参加資格のない者が行った入札又は川崎市上下水道局競争入札参加者心

得で無効と定める入札は、これを無効とします。

そ　の　他 詳細は、川崎市ホームページ「入札情報かわさき」を御覧ください。

（案件３）

競争入札に

付する事項

件　　 名 令和３年度西部下水管内取付管更新工事

履行場所 川崎市宮前区地内

履行期限 契約の日から令和４年３月15日まで

参 加 資 格

⑴�　川崎市上下水道局契約規程第２条の規定に基づく資格停止期間中でないこと。

⑵�　川崎市競争入札参加資格者指名停止等要綱による指名停止期間でないこと。

⑶�　次のアからウのいずれかにより建設業退職金共済制度加入が確認できること。

　ア　令和３・４年度川崎市工事請負有資格業者名簿に加入「有」で登録されていること。

　イ　経営事項審査の総合評定値通知書の写しにより加入「有」が確認できること。

　ウ　建設業退職金共済加入履行証明書により加入が確認できること。
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参 加 資 格

　　※�　上記ア以外の場合は、入札参加申込書提出時に窓口にて確認を行うため、電子入札システ

ムによる申込ができません。

⑷�　令和３・４年度川崎市工事請負有資格業者名簿に地域区分「市内」で登録されていること。

⑸�　令和３・４年度川崎市工事請負有資格業者名簿に業種「下水管きょ」種目「下水道開削」ラン

ク「Ｂ」で登録されていること。

⑹�　令和３・４年度の業者登録情報において、主観評価項目制度実施要綱第２条⑴イ「災害時にお

ける本市との協力体制（災害協定）」又はウ「災害時における本市との協力体制（防災協力事業所）」

に登録があること。

⑺�　「官公需についての中小企業者の受注の確保に関する法律」第２条第１項第１号による中小企

業者であること。

⑻�　有効期間内の経営事項審査の総合評定値通知書を有していること。

⑼�　土木工事業に係る特定建設業の許可を受けていること。

　�　ただし、受注後の下請契約の請負代金の額の合計が4,000万円（建築一式工事の場合は6,000万

円）を下回り、「下請契約に関する誓約書」を提出した場合は、一般建設業の許可でも可とします。

　�　また、本工事の請負金額が4,000万円（建築一式工事の場合は6,000万円）未満となった場合は

特定建設業の許可を要しません。

⑽�　監理技術者資格者証（業種「土木」）の交付を受けた技術者を専任で配置できること。

　※�　当該技術者は落札候補者となった日において、他の工事に従事していない者でなければなり

ません。

　　�　ただし、受注後の下請契約の請負代金の額の合計が4,000万円（建築一式工事の場合は6,000

万円）を下回り、「下請契約に関する誓約書」を提出した場合は、主任技術者でも可とします。

　　�　本工事の請負金額が4,000万円（建築一式工事の場合は6,000万円）未満となった場合は監理

技術者を要しません。また、本工事の請負金額が3,500万円（建築一式工事の場合は7,000万円）

未満となった場合は専任を要しません。

　　�　なお、特例監理技術者を配置する場合は、２現場までの兼任を可とします。ただし、それぞ

れの現場に監理技術者補佐を専任で配置することを要します。

契約条項を

示す場所等

財政局資産管理部契約課土木契約係（〒210－8577川崎市川崎区宮本町１番地）

電話番号　044－200－2099

入札日時等 令和３年９月13日　午後１時30分（財政局資産管理部契約課土木契約係（明治安田生命ビル13階））

入札保証金 　免

契約書作成 　要

入札の無効
この公告に示した競争入札参加資格のない者が行った入札又は川崎市上下水道局競争入札参加者心

得で無効と定める入札は、これを無効とします。

そ　の　他 詳細は、川崎市ホームページ「入札情報かわさき」を御覧ください。

（案件４）

競争入札に

付する事項

件　　 名 令和３年度　川崎・幸区　水道施設等緊急修理工事（下期　単価契約）

履行場所 水道施設管理箇所一円

履行期限 令和３年10月１日から令和４年４月30日まで

参 加 資 格

　入札に参加を希望する者は、次の条件を満たしている２者（以下それぞれ「代表者」及び「構成

員２」という。）により結成されている共同企業体でなければなりません。

　ただし、共同企業体の出資割合は、全ての構成員を20％以上とし、代表者は、他の構成員の割合

を上回らなければいけません。

⑴�　全ての構成員に必要な条件

　ア　川崎市上下水道局契約規程第２条の規定に基づく資格停止期間中でないこと。

　イ　川崎市競争入札参加資格者指名停止等要綱による指名停止期間中でないこと。
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参 加 資 格

　ウ　次の（ア）から（ウ）のいずれかにより建設業退職金共済制度加入が確認できること。

　（ア）令和３・４年度川崎市工事請負有資格業者名簿に加入「有」で登録されていること。

　（イ）経営事項審査の総合評定値通知書の写しにより加入「有」が確認できること。

　（ウ）建設業退職金共済加入履行証明書により加入が確認できること。

　エ　令和３・４年度川崎市工事請負有資格業者名簿に地域区分「市内」で登録されていること。

　オ　川崎市川崎区又は幸区内に本社を有すること。

　カ�　令和３・４年度川崎市工事請負有資格業者名簿に業種「水道施設」種目「配水施設」ランク

「Ａ」又は「Ｂ」で登録されていること。

　キ�　「官公需についての中小企業者の受注の確保に関する法律」第２条第１項第１号による中小

企業者であること。

　ク　有効期間内の経営事項審査の総合評定値通知書を有していること。

　ケ�　本工事の一般競争入札参加資格確認申請にあたって、本工事の他の共同企業体の構成員にな

っていないこと。

⑵�　共同企業体の代表者に必要な条件

　ア　水道施設工事業に係る特定建設業の許可を受けていること。

　イ　監理技術者資格者証（業種「水道施設」）の交付を受けた技術者を専任で配置できること。

　　※　当該技術者は落札候補者となった日において、他の工事に従事していない者でなければな

りません。

　　　�　なお、特例監理技術者を配置する場合は、２現場までの兼任を可とします。ただし、それ

ぞれの現場に監理技術者補佐を専任で配置することを要します。

⑶�　共同企業体の構成員２に必要な条件

　ア　水道施設工事業に係る建設業の許可を受けていること。

　イ　主任技術者（業種「水道施設」）を専任で配置できること。

　　※�　当該技術者は落札候補者となった日において、他の工事に従事していない者でなければな

りません。

契約条項を

示す場所等

財政局資産管理部契約課土木契約係（〒210－8577川崎市川崎区宮本町１番地）

電話番号　044－200－2099

入札日時等 令和３年９月７日　午後５時（財政局資産管理部契約課土木契約係（明治安田生命ビル13階））

入札保証金 　免

契約書作成 　要

入札の無効
この公告に示した競争入札参加資格のない者が行った入札又は川崎市上下水道局競争入札参加者心

得で無効と定める入札は、これを無効とします。

そ　の　他 詳細は、川崎市ホームページ「入札情報かわさき」を御覧ください。

（案件５）

競争入札に

付する事項

件　　 名 令和３年度　中原・高津・宮前区　水道施設等緊急修理工事（下期　単価契約）

履行場所 水道施設管理箇所一円

履行期限 令和３年10月１日から令和４年４月30日まで

参 加 資 格

　入札に参加を希望する者は、次の条件を満たしている２者（以下それぞれ「代表者」及び「構成

員２」という。）により結成されている共同企業体でなければなりません。

　ただし、共同企業体の出資割合は、全ての構成員を20％以上とし、代表者は、他の構成員の割合

を上回らなければいけません。

⑴�　全ての構成員に必要な条件

　ア　川崎市上下水道局契約規程第２条の規定に基づく資格停止期間中でないこと。

　イ　川崎市競争入札参加資格者指名停止等要綱による指名停止期間中でないこと。

　ウ　次の（ア）から（ウ）のいずれかにより建設業退職金共済制度加入が確認できること。
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　（ア）令和３・４年度川崎市工事請負有資格業者名簿に加入「有」で登録されていること。

　（イ）経営事項審査の総合評定値通知書の写しにより加入「有」が確認できること。

　（ウ）建設業退職金共済加入履行証明書により加入が確認できること。

　エ　令和３・４年度川崎市工事請負有資格業者名簿に地域区分「市内」で登録されていること。

　オ　川崎市中原区、高津区又は宮前区内に本社を有すること。

　カ�　令和３・４年度川崎市工事請負有資格業者名簿に業種「水道施設」種目「配水施設」ランク

「Ａ」又は「Ｂ」で登録されていること。

　キ�　「官公需についての中小企業者の受注の確保に関する法律」第２条第１項第１号による中小

企業者であること。

　ク　有効期間内の経営事項審査の総合評定値通知書を有していること。

　ケ�　本工事の一般競争入札参加資格確認申請にあたって、本工事の他の共同企業体の構成員にな

っていないこと。

⑵�　共同企業体の代表者に必要な条件

　ア　水道施設工事業に係る特定建設業の許可を受けていること。

　イ　監理技術者資格者証（業種「水道施設」）の交付を受けた技術者を専任で配置できること。

　　※�　当該技術者は落札候補者となった日において、他の工事に従事していない者でなければな

りません。

　　　�　なお、特例監理技術者を配置する場合は、２現場までの兼任を可とします。ただし、それ

ぞれの現場に監理技術者補佐を専任で配置することを要します。

⑶�　共同企業体の構成員２に必要な条件

　ア　水道施設工事業に係る建設業の許可を受けていること。

　イ　主任技術者（業種「水道施設」）を専任で配置できること。

　　※�　当該技術者は落札候補者となった日において、他の工事に従事していない者でなければな

りません。

契約条項を

示す場所等

財政局資産管理部契約課土木契約係（〒210－8577川崎市川崎区宮本町１番地）

電話番号　044－200－2099

入札日時等 令和３年９月７日　午後５時（財政局資産管理部契約課土木契約係（明治安田生命ビル13階））

入札保証金 　免

契約書作成 　要

入札の無効
この公告に示した競争入札参加資格のない者が行った入札又は川崎市上下水道局競争入札参加者心

得で無効と定める入札は、これを無効とします。

そ　の　他 詳細は、川崎市ホームページ「入札情報かわさき」を御覧ください。

（案件６）

競争入札に

付する事項

件　　 名 令和３年度南部下水管内取付管布設第２号工事

履行場所 川崎市川崎区、幸区地内

履行期限 契約の日から令和４年３月31日まで

参 加 資 格

⑴�　川崎市上下水道局契約規程第２条の規定に基づく資格停止期間中でないこと。

⑵�　川崎市競争入札参加資格者指名停止等要綱による指名停止期間でないこと。

⑶�　次のアからウのいずれかにより建設業退職金共済制度加入が確認できること。

　ア　令和３・４年度川崎市工事請負有資格業者名簿に加入「有」で登録されていること。

　イ　経営事項審査の総合評定値通知書の写しにより加入「有」が確認できること。

　ウ　建設業退職金共済加入履行証明書により加入が確認できること。

　　※�　上記ア以外の場合は、入札参加申込書提出時に窓口にて確認を行うため、電子入札システ

ムによる申込ができません。

⑷�　令和３・４年度川崎市工事請負有資格業者名簿に地域区分「市内」で登録されていること。
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⑸�　令和３・４年度川崎市工事請負有資格業者名簿に業種「下水管きょ」種目「下水道開削」ラン

ク「Ｂ」で登録されていること。

⑹�　「官公需についての中小企業者の受注の確保に関する法律」第２条第１項第１号による中小企

業者であること。

⑺�　有効期間内の経営事項審査の総合評定値通知書を有していること。

⑻�　土木工事業に係る特定建設業の許可を受けていること。

　�　ただし、受注後の下請契約の請負代金の額の合計が4,000万円（建築一式工事の場合は6,000万

円）を下回り、「下請契約に関する誓約書」を提出した場合は、一般建設業の許可でも可とします。

　�　また、本工事の請負金額が4,000万円（建築一式工事の場合は6,000万円）未満となった場合は

特定建設業の許可を要しません。

⑼�　監理技術者資格者証（業種「土木」）の交付を受けた技術者を専任で配置できること。

　※�　当該技術者は落札候補者となった日において、他の工事に従事していない者でなければなり

ません。

　　�　ただし、受注後の下請契約の請負代金の額の合計が4,000万円（建築一式工事の場合は6,000

万円）を下回り、「下請契約に関する誓約書」を提出した場合は、主任技術者でも可とします。

　　�　また、本工事の請負金額が4,000万円（建築一式工事の場合は6,000万円）未満となった場合は

監理技術者を要しません。また、本工事の請負金額が3,500万円（建築一式工事の場合は7,000

万円）未満となった場合は専任を要しません。

　　�　なお、特例監理技術者を配置する場合は、２現場までの兼任を可とします。ただし、それぞ

れの現場に監理技術者補佐を専任で配置することを要します。

契約条項を

示す場所等

財政局資産管理部契約課土木契約係（〒210－8577川崎市川崎区宮本町１番地）

電話番号　044－200－2099

入札日時等 令和３年９月７日　午後１時30分（財政局資産管理部契約課土木契約係（明治安田生命ビル13階））

入札保証金 　免

契約書作成 　要

入札の無効
この公告に示した競争入札参加資格のない者が行った入札又は川崎市上下水道局競争入札参加者心

得で無効と定める入札は、これを無効とします。

そ　の　他 詳細は、川崎市ホームページ「入札情報かわさき」を御覧ください。

（案件７）

競争入札に

付する事項

件　　 名 １号送水管1100mm－400mm仮移設工事

履行場所
自：川崎市幸区小倉５－24先

至：横浜市鶴見区上末吉５－13－15先

履行期限 契約の日から令和４年８月31日まで

参 加 資 格

⑴�　川崎市上下水道局契約規程第２条の規定に基づく資格停止期間中でないこと。

⑵�　川崎市競争入札参加資格者指名停止等要綱による指名停止期間でないこと。

⑶�　次のアからウのいずれかにより建設業退職金共済制度加入が確認できること。

　ア　令和３・４年度川崎市工事請負有資格業者名簿に加入「有」で登録されていること。

　イ　経営事項審査の総合評定値通知書の写しにより加入「有」が確認できること。

　ウ　建設業退職金共済加入履行証明書により加入が確認できること。

　　※�　上記ア以外の場合は、入札参加申込書提出時に窓口にて確認を行うため、電子入札システ

ムによる申込ができません。

⑷�　令和３・４年度川崎市工事請負有資格業者名簿に地域区分「市内」で登録されていること。

⑸�　令和３・４年度川崎市工事請負有資格業者名簿に業種「水道施設」種目「配水施設」ランク「Ａ」

で登録されていること。
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⑹�　「官公需についての中小企業者の受注の確保に関する法律」第２条第１項第１号による中小企

業者であること。

⑺�　有効期間内の経営事項審査の総合評定値通知書を有していること。

⑻�　水道施設工事業に係る特定建設業の許可を受けていること。

　�　ただし、受注後の下請契約の請負代金の額の合計が4,000万円（建築一式工事の場合は6,000万

円）を下回り、「下請契約に関する誓約書」を提出した場合は、一般建設業の許可でも可とします。

　�　また、本工事の請負金額が4,000万円（建築一式工事の場合は6,000万円）未満となった場合は

特定建設業の許可を要しません。

　⑼�　監理技術者資格者証（業種「水道施設」）の交付を受けた技術者を専任で配置できること。

　　※�　当該技術者は落札候補者となった日において、他の工事に従事していない者でなければな

りません。

　　　�　ただし、受注後の下請契約の請負代金の額の合計が4,000万円（建築一式工事の場合は6,000

万円）を下回り、「下請契約に関する誓約書」を提出した場合は、主任技術者でも可とします。

　　　�　また、本工事の請負金額が4,000万円（建築一式工事の場合は6,000万円）未満となった場

合は監理技術者を要しません。また、本工事の請負金額が3,500万円（建築一式工事の場合は

7,000万円）未満となった場合は専任を要しません。

　　　�　なお、特例監理技術者を配置する場合は、２現場までの兼任を可とします。ただし、それ

ぞれの現場に監理技術者補佐を専任で配置することを要します。

契約条項を

示す場所等

財政局資産管理部契約課土木契約係（〒210－8577川崎市川崎区宮本町１番地）

電話番号　044－200－2099

入札日時等 令和３年９月13日　午後１時30分（財政局資産管理部契約課土木契約係（明治安田生命ビル13階））

入札保証金 　免

契約書作成 　要

入札の無効
この公告に示した競争入札参加資格のない者が行った入札又は川崎市上下水道局競争入札参加者心

得で無効と定める入札は、これを無効とします。

そ　の　他 詳細は、川崎市ホームページ「入札情報かわさき」を御覧ください。

（案件８）

競争入札に

付する事項

件　　 名 令和３年度　多摩・麻生区　水道施設等緊急修理工事（下期　単価契約）

履行場所 水道施設管理箇所一円

履行期限 令和３年10月１日から令和４年４月30日まで

参 加 資 格

　入札に参加を希望する者は、次の条件を満たしている２者（以下それぞれ「代表者」及び「構成

員２」という。）により結成されている共同企業体でなければなりません。

　ただし、共同企業体の出資割合は、全ての構成員を20％以上とし、代表者は、他の構成員の割合

を上回らなければいけません。

⑴�　全ての構成員に必要な条件

　ア　川崎市上下水道局契約規程第２条の規定に基づく資格停止期間中でないこと。

　イ　川崎市競争入札参加資格者指名停止等要綱による指名停止期間中でないこと。

　ウ　次の（ア）から（ウ）のいずれかにより建設業退職金共済制度加入が確認できること。

　（ア）令和３・４年度川崎市工事請負有資格業者名簿に加入「有」で登録されていること。

　（イ）経営事項審査の総合評定値通知書の写しにより加入「有」が確認できること。

　（ウ）建設業退職金共済加入履行証明書により加入が確認できること。

　エ�　令和３・４年度川崎市工事請負有資格業者名簿に地域区分「市内」で登録されていること。

　オ�　川崎市多摩区、又は麻生区内に本社を有すること。

　カ�　令和３・４年度川崎市工事請負有資格業者名簿に業種「水道施設」種目「配水施設」ランク

「Ａ」又は「Ｂ」で登録されていること。
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　キ�　「官公需についての中小企業者の受注の確保に関する法律」第２条第１項第１号による中小

企業者であること。

　ク　有効期間内の経営事項審査の総合評定値通知書を有していること。

　ケ�　本工事の一般競争入札参加資格確認申請にあたって、本工事の他の共同企業体の構成員にな

っていないこと。

⑵�　共同企業体の代表者に必要な条件

　ア　水道施設工事業に係る特定建設業の許可を受けていること。

　イ　監理技術者資格者証（業種「水道施設」）の交付を受けた技術者を専任で配置できること。

　　※�　当該技術者は落札候補者となった日において、他の工事に従事していない者でなければな

りません。

　　　�　なお、特例監理技術者を配置する場合は、２現場までの兼任を可とします。ただし、それ

ぞれの現場に監理技術者補佐を専任で配置することを要します。

⑶�　共同企業体の構成員２に必要な条件

　ア　水道施設工事業に係る建設業の許可を受けていること。

　イ　主任技術者（業種「水道施設」）を専任で配置できること。

　　※�　当該技術者は落札候補者となった日において、他の工事に従事していない者でなければな

りません。

契約条項を

示す場所等

財政局資産管理部契約課土木契約係（〒210－8577川崎市川崎区宮本町１番地）

電話番号　044－200－2099

入札日時等 令和３年９月７日　午後５時（財政局資産管理部契約課土木契約係（明治安田生命ビル13階））

入札保証金 　免

契約書作成 　要

入札の無効
この公告に示した競争入札参加資格のない者が行った入札又は川崎市上下水道局競争入札参加者心

得で無効と定める入札は、これを無効とします。

そ　の　他 詳細は、川崎市ホームページ「入札情報かわさき」を御覧ください。

（案件９）

競争入札に

付する事項

件　　 名 大島ポンプ場№４しさ搬送機整備その他工事

履行場所 川崎市川崎区浜町４－17－11

履行期限 契約の日から令和４年３月15日まで

参 加 資 格

⑴�　川崎市上下水道局契約規程第２条の規定に基づく資格停止期間中でないこと。

⑵�　川崎市競争入札参加資格者指名停止等要綱による指名停止期間でないこと。

⑶�　次のアからウのいずれかにより建設業退職金共済制度加入が確認できること。

　ア　令和３・４年度川崎市工事請負有資格業者名簿に加入「有」で登録されていること。

　イ　経営事項審査の総合評定値通知書の写しにより加入「有」が確認できること。

　ウ　建設業退職金共済加入履行証明書により加入が確認できること。

　　※�　上記ア以外の場合は、入札参加申込書提出時に窓口にて確認を行うため、電子入札システ

ムによる申込ができません。

⑷�　令和３・４年度川崎市工事請負有資格業者名簿に地域区分「市内」で登録されていること。

⑸�　令和３・４年度川崎市工事請負有資格業者名簿に業種「機械」種目「水処理施設」で登録され

ていること。

⑹�　「官公需についての中小企業者の受注の確保に関する法律」第２条第１項第１号による中小企

業者であること。

⑺�　有効期間内の経営事項審査の総合評定値通知書を有していること。

⑻�　機械器具設置工事業に係る特定建設業の許可を受けていること。
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参 加 資 格

　�　ただし、受注後の下請契約の請負代金の額の合計が4,000万円（建築一式工事の場合は6,000万

円）を下回り、「下請契約に関する誓約書」を提出した場合は、一般建設業の許可でも可とします。

　�　また、本工事の請負金額が4,000万円（建築一式工事の場合は6,000万円）未満となった場合は

特定建設業の許可を要しません。

⑼�　監理技術者資格者証（業種「機械器具設置」）の交付を受けた技術者を専任で配置できること。

　※�　当該技術者は落札候補者となった日において、他の工事に従事していない者でなければなり

ません（別に定める場合は、この限りではありません。）。

　　�　ただし、受注後の下請契約の請負代金の額の合計が4,000万円（建築一式工事の場合は6,000

万円）を下回り、「下請契約に関する誓約書」を提出した場合は、主任技術者でも可とします。

　　�　本工事の請負金額が4,000万円（建築一式工事の場合は6,000万円）未満となった場合は監理

技術者を要しません。また、本工事の請負金額が3,500万円（建築一式工事の場合は7,000万円）

未満となった場合は専任を要しません。

　　�　なお、特例監理技術者を配置する場合は、２現場までの兼任を可とします。ただし、それぞ

れの現場に監理技術者補佐を専任で配置することを要します。

契約条項を

示す場所等

財政局資産管理部契約課建築契約係（〒210－8577川崎市川崎区宮本町１番地）

電話番号　044－200－2100

入札日時等 令和３年９月13日　午後２時30分（財政局資産管理部契約課建築契約係（明治安田生命ビル13階））

入札保証金 　免

契約書作成 　要

入札の無効
この公告に示した競争入札参加資格のない者が行った入札又は川崎市上下水道局競争入札参加者心

得で無効と定める入札は、これを無効とします。

そ　の　他 詳細は、川崎市ホームページ「入札情報かわさき」を御覧ください。

（案件10）

競争入札に

付する事項

件　　 名 入江崎水処理センター東系№18終沈汚泥かき寄せ機整備その他工事

履行場所 川崎市川崎区塩浜３－17－１

履行期限 契約の日から令和４年３月31日まで

参 加 資 格

⑴�　川崎市上下水道局契約規程第２条の規定に基づく資格停止期間中でないこと。

⑵�　川崎市競争入札参加資格者指名停止等要綱による指名停止期間でないこと。

⑶�　次のアからウのいずれかにより建設業退職金共済制度加入が確認できること。

　ア　令和３・４年度川崎市工事請負有資格業者名簿に加入「有」で登録されていること。

　イ　経営事項審査の総合評定値通知書の写しにより加入「有」が確認できること。

　ウ　建設業退職金共済加入履行証明書により加入が確認できること。

　　※�　上記ア以外の場合は、入札参加申込書提出時に窓口にて確認を行うため、電子入札システ

ムによる申込ができません。

⑷�　令和３・４年度川崎市工事請負有資格業者名簿に地域区分「市内」で登録されていること。

⑸�　令和３・４年度川崎市工事請負有資格業者名簿に業種「機械」種目「水処理施設」で登録され

ていること。

⑹�　「官公需についての中小企業者の受注の確保に関する法律」第２条第１項第１号による中小企

業者であること。

⑺�　有効期間内の経営事項審査の総合評定値通知書を有していること。

⑻�　機械器具設置工事業に係る特定建設業の許可を受けていること。

　�　ただし、受注後の下請契約の請負代金の額の合計が4,000万円（建築一式工事の場合は6,000万

円）を下回り、「下請契約に関する誓約書」を提出した場合は、一般建設業の許可でも可とします。

　�　また、本工事の請負金額が4,000万円（建築一式工事の場合は6,000万円）未満となった場合は

特定建設業の許可を要しません。
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⑼�　監理技術者資格者証（業種「機械器具設置」）の交付を受けた技術者を専任で配置できること。

　※�　当該技術者は落札候補者となった日において、他の工事に従事していない者でなければなり

ません（別に定める場合は、この限りではありません。）。

　　�　ただし、受注後の下請契約の請負代金の額の合計が4,000万円（建築一式工事の場合は6,000

万円）を下回り、「下請契約に関する誓約書」を提出した場合は、主任技術者でも可とします。

　　�　本工事の請負金額が4,000万円（建築一式工事の場合は6,000万円）未満となった場合は監理

技術者を要しません。また、本工事の請負金額が3,500万円（建築一式工事の場合は7,000万円）

未満となった場合は専任を要しません。

　　�　なお、特例監理技術者を配置する場合は、２現場までの兼任を可とします。ただし、それぞ

れの現場に監理技術者補佐を専任で配置することを要します。

契約条項を

示す場所等

財政局資産管理部契約課建築契約係（〒210－8577川崎市川崎区宮本町１番地）

電話番号　044－200－2100

入札日時等 令和３年９月８日　午後２時30分（財政局資産管理部契約課建築契約係（明治安田生命ビル13階））

入札保証金 　免

契約書作成 　要

入札の無効
この公告に示した競争入札参加資格のない者が行った入札又は川崎市上下水道局競争入札参加者心

得で無効と定める入札は、これを無効とします。

そ　の　他 詳細は、川崎市ホームページ「入札情報かわさき」を御覧ください。

（案件11）

競争入札に

付する事項

件　　 名 入江崎水処理センター燃料地下タンク改良工事

履行場所 川崎市川崎区塩浜３－17－１

履行期限 契約の日から325日間

参 加 資 格

　入札に参加を希望する者は、次の条件を満たしている２者（以下それぞれ「代表者」及び「構成

員２」という。）により結成されている共同企業体でなければなりません。

　ただし、共同企業体の出資割合は、全ての構成員を20％以上とし、代表者は、他の構成員の割合

を上回らなければいけません。

⑴�　全ての構成員に必要な条件

　ア　川崎市上下水道局契約規程第２条の規定に基づく資格停止期間中でないこと。

　イ　川崎市競争入札参加資格者指名停止等要綱による指名停止期間中でないこと。

　ウ　次の（ア）から（ウ）のいずれかにより建設業退職金共済制度加入が確認できること。

　（ア）令和３・４年度川崎市工事請負有資格業者名簿に加入「有」で登録されていること。

　（イ）経営事項審査の総合評定値通知書の写しにより加入「有」が確認できること。

　（ウ）建設業退職金共済加入履行証明書により加入が確認できること。

　　※�　上記（ア）以外の場合は、入札参加申込書提出時に窓口にて確認を行うため、電子入札シ

ステムによる申込ができません。

　エ　令和３・４年度川崎市工事請負有資格業者名簿に地域区分「市内」で登録されていること。

　オ�　「官公需についての中小企業者の受注の確保に関する法律」第２条第１項第１号による中小

企業者であること。

　カ　有効期間内の経営事項審査の総合評定値通知書を有していること。

　キ�　本工事の一般競争入札参加資格確認申請に当たって、本工事の他の共同企業体の構成員にな

っていないこと。

⑵�　共同企業体の代表者に必要な条件

　ア�　令和３・４年度川崎市工事請負有資格業者名簿に業種「土木」ランク「Ａ」で登録されてい

ること。

　イ　土木工事業に係る特定建設業の許可を受けていること。
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　ウ　監理技術者資格者証（業種「土木」）の交付を受けた技術者を専任で配置できること。

　　※�　当該技術者は落札候補者となった日において、他の工事に従事していない者でなければな

りません。

　　　�　なお、特例監理技術者を配置する場合は、２現場までの兼任を可とします。ただし、それ

ぞれの現場に監理技術者補佐を専任で配置することを要します。

　⑶�　共同企業体の構成員２に必要な条件

　ア�　令和３・４年度川崎市工事請負有資格業者名簿に業種「土木」ランク「Ｂ」で登録されてい

ること。

　イ　土木工事業に係る建設業の許可を受けていること。

　ウ　主任技術者（業種「土木」）を専任で配置できること。

　　※�　当該技術者は落札候補者となった日において、他の工事に従事していない者でなければな

りません。

契約条項を

示す場所等

財政局資産管理部契約課土木契約係（〒210－8577川崎市川崎区宮本町１番地）

電話番号　044－200－2099

入札日時等
令和３年９月13日　午後１時30分

（財政局資産管理部契約課土木契約係（明治安田生命ビル13階））

入札保証金 　免

契約書作成 　要

入札の無効
この公告に示した競争入札参加資格のない者が行った入札又は川崎市上下水道局競争入札参加者心

得で無効と定める入札は、これを無効とします。

そ　の　他 詳細は、川崎市ホームページ「入札情報かわさき」を御覧ください。

（案件12）

競争入札に

付する事項

件　　 名 江川ポンプ場燃料地下タンク改良工事

履行場所 川崎市中原区井田１－35－１

履行期限 契約の日から令和４年３月15日限り

⑴�　川崎市上下水道局契約規程第２条の規定に基づく資格停止期間中でないこと。

⑵�　川崎市競争入札参加資格者指名停止等要綱による指名停止期間でないこと。

⑶�　次のアからウのいずれかにより建設業退職金共済制度加入が確認できること。

　ア　令和３・４年度川崎市工事請負有資格業者名簿に加入「有」で登録されていること。

　イ　経営事項審査の総合評定値通知書の写しにより加入「有」が確認できること。

　ウ　建設業退職金共済加入履行証明書により加入が確認できること。

　　※�　上記ア以外の場合は、入札参加申込書提出時に窓口にて確認を行うため、電子入札システ

ムによる申込ができません。

⑷�　令和３・４年度川崎市工事請負有資格業者名簿に地域区分「市内」で登録されていること。

⑸�　令和３・４年度川崎市工事請負有資格業者名簿に業種「土木」ランク「Ｂ」で登録されている

こと。

⑹�　「官公需についての中小企業者の受注の確保に関する法律」第２条第１項第１号による中小企

業者であること。

⑺�　有効期間内の経営事項審査の総合評定値通知書を有していること。

⑻�　土木工事業に係る特定建設業の許可を受けていること。

　�　ただし、受注後の下請契約の請負代金の額の合計が4,000万円（建築一式工事の場合は6,000万

円）を下回り、「下請契約に関する誓約書」を提出した場合は、一般建設業の許可でも可とします。

　�　また、本工事の請負金額が4,000万円（建築一式工事の場合は6,000万円）未満となった場合は

特定建設業の許可を要しません。

⑼�　監理技術者資格者証（業種「土木」）の交付を受けた技術者を専任で配置できること。
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　※�　当該技術者は落札候補者となった日において、他の工事に従事していない者でなければなり

ません。

　　�　ただし、受注後の下請契約の請負代金の額の合計が4,000万円（建築一式工事の場合は6,000

万円）を下回り、「下請契約に関する誓約書」を提出した場合は、主任技術者でも可とします。

　　�　本工事の請負金額が4,000万円（建築一式工事の場合は6,000万円）未満となった場合は監理

技術者を要しません。また、本工事の請負金額が3,500万円（建築一式工事の場合は7,000万円）

未満となった場合は専任を要しません。

　　�　なお、特例監理技術者を配置する場合は、２現場までの兼任を可とします。ただし、それぞ

れの現場に監理技術者補佐を専任で配置することを要します。

契約条項を

示す場所等

財政局資産管理部契約課土木契約係（〒210－8577川崎市川崎区宮本町１番地）

電話番号　044－200－2099

入札日時等 令和３年９月13日　午後１時30分（財政局資産管理部契約課土木契約係（明治安田生命ビル13階））

入札保証金 　免

契約書作成 　要

入札の無効
この公告に示した競争入札参加資格のない者が行った入札又は川崎市上下水道局競争入札参加者心

得で無効と定める入札は、これを無効とします。

そ　の　他 詳細は、川崎市ホームページ「入札情報かわさき」を御覧ください。

　　　　　　　　　　────────────────────────────────

（案件１）

競争入札に

付する事項

件　　 名 令和３年度　流量計保守点検委託

履行場所 川崎市宮前区土橋３－１－１（鷺沼配水所内）ほか

履行期限 令和４年３月22日限り

参 加 資 格

⑴�　川崎市上下水道局契約規程第２条の規定に基づく資格停止期間中でないこと。

⑵�　川崎市競争入札参加資格者指名停止等要綱による指名停止期間中でないこと。

⑶�　令和３・４年度川崎市業務委託有資格業者名簿に業種「施設維持管理」種目「電気・機械設備

保守点検」で登録されている者

契約条項を

示す場所等

財政局資産管理部契約課委託契約係（〒210－8577　川崎市川崎区宮本町１番地）

電話　044－200－2097

入札日時等 令和３年９月７日　14時30分（砂子平沼ビル７階入札室）

入札保証金 　免

契約書作成 　要

入札の無効
この公告に示した競争入札参加資格のない者が行った入札及び川崎市上下水道局競争入札参加者心

得で無効と定める入札は、これを無効とします。

そ　の　他

　本案件の落札者と締結する契約は、川崎市契約条例第７条第１項第２号に規定する特定業務委託

契約（公契約）に該当します。

　特定業務委託契約においては、川崎市契約条例第８条各号に掲げる事項を定めます。

詳しくは、川崎市契約条例、川崎市上下水道局契約規程及び川崎市ホームページ「入札情報かわさき」

の「入札・契約関連情報」内の「特定契約（公契約）に関する情報」を御覧ください。

　詳細は、川崎市ホームページ「入札情報かわさき」を御覧ください。

川崎市上下水道局公告第67号

　一般競争入札について次のとおり公告します。

　　令和３年８月17日

� 川崎市上下水道事業管理者　大　澤　太　郎　　
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（案件２）

競争入札に

付する事項

件　　 名 上下水道料金等業務システムに係る帳票印刷及び口座振替データ変換等業務委託

履行場所 川崎市川崎区宮本町１番地　川崎市上下水道局営業課ほか

履行期限 令和４年３月31日限り

参 加 資 格

⑴�　川崎市上下水道局契約規程第２条の規定に基づく資格停止期間中でないこと。

⑵�　川崎市競争入札参加資格者指名停止等要綱による指名停止期間中でないこと。

⑶�　令和３・４年度川崎市業務委託有資格業者名簿に業種「電算関連業務」種目「その他の電算関

連業務」で登録されている者

⑷�　平成28年４月１日以降に、人口20万人以上の地方公共団体において、公共料金に係る帳票印刷

及びデータ変換等の業務についての元請としての履行完了実績を有すること。

⑸�　ISO9001認証、ISO27001認証、及びプライバシーマークを取得している者

契約条項を

示す場所等

財政局資産管理部契約課委託契約係（〒210－8577　川崎市川崎区宮本町１番地）

電話　044－200－2097

入札日時等 令和３年９月７日　14時30分（砂子平沼ビル７階入札室）

入札保証金 　免

契約書作成 　要

入札の無効
この公告に示した競争入札参加資格のない者が行った入札及び川崎市上下水道局競争入札参加者心

得で無効と定める入札は、これを無効とします。

そ　の　他 詳細は、川崎市ホームページ「入札情報かわさき」を御覧ください。

（案件３）

競争入札に

付する事項

件　　 名 入江崎水処理センターほか実施設計委託その34

履行場所 川崎市川崎区塩浜３－14－２ほか

履行期限 令和４年３月15日限り

参 加 資 格

⑴�　川崎市上下水道局契約規程第２条の規定に基づく資格停止期間中でないこと。

⑵�　川崎市競争入札参加資格者指名停止等要綱による指名停止期間中でないこと。

⑶�　令和３・４年度川崎市業務委託有資格業者名簿に業種「建設コンサルタント」種目「下水道部門」

で登録されている者

⑷�　平成18年４月１日以降に国、地方公共団体または地方公共法人が発注した委託業務において、

下水道施設（ポンプ場又は処理場）に係る改築実施設計業務の元請としての履行完了実績を有す

ること。

⑸�　次の要件を満たす者を配置できること。なお、イとウは兼務できない。

　ア　技術士（総合技術監理部門：上下水道－下水道）の資格を有する者

　イ�　業務責任者は、技術士（総合技術監理部門：上下水道－下水道）の資格、技術士（上下水道

部門：下水道）の資格または下水道法に規定された資格のいずれかを有する者

　ウ�　照査技術者は、技術士（総合技術監理部門：上下水道－下水道）、技術士（上下水道部門：下

水道）またはＲＣＣＭ（下水道部門）のいずれかの資格を有する者

　エ　建築設計技術者は、一級建築士の資格を有する者

契約条項を

示す場所等

財政局資産管理部契約課委託契約係（〒210－8577　川崎市川崎区宮本町１番地）

電話　044－200－2097

入札日時等 令和３年９月９日　14時30分（砂子平沼ビル７階入札室）

入札保証金 　免

契約書作成 　要

入札の無効
この公告に示した競争入札参加資格のない者が行った入札及び川崎市上下水道局競争入札参加者心

得で無効と定める入札は、これを無効とします。

そ　の　他 詳細は、川崎市ホームページ「入札情報かわさき」を御覧ください。
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（案件４）

競争入札に

付する事項

件　　 名 雨水管理総合計画の策定に向けた検討業務委託その１

履行場所 川崎市川崎区ほか

履行期限 令和４年３月15日限り

参 加 資 格

⑴�　川崎市上下水道局契約規程第２条の規定に基づく資格停止期間中でないこと。

⑵�　川崎市競争入札参加資格者指名停止等要綱による指名停止期間中でないこと。

⑶�　令和３・４年度川崎市業務委託有資格業者名簿に業種「建設コンサルタント」種目「下水道部門」

で登録されている者

⑷�　国、地方公共団体又は地方公共法人が発注した委託業務において、下水道施設に関する雨水管

理計画に係る業務の元請としての履行完了実績を有すること。	

⑸�　業務責任者及び照査技術者として、技術士（上下水道部門：下水道）又は技術士（総合技術監

理部門：上下水道－下水道）のいずれかの資格を有する者を配置すること。

　　ただし、業務責任者と照査技術者は兼任することはできません。

契約条項を

示す場所等

財政局資産管理部契約課委託契約係（〒210－8577　川崎市川崎区宮本町１番地）

電話　044－200－2097

入札日時等 令和３年９月９日　14時30分（砂子平沼ビル７階入札室）

入札保証金 　免

契約書作成 　要

入札の無効
この公告に示した競争入札参加資格のない者が行った入札及び川崎市上下水道局競争入札参加者心

得で無効と定める入札は、これを無効とします。

そ　の　他 詳細は、川崎市ホームページ「入札情報かわさき」を御覧ください。

　　　　　　　　　　────────────────────────────────

競争入札に

付する事項

件　　 名 等々力水処理センター高度処理施設好気性ろ床用活性炭

履行場所 川崎市中原区宮内３－22－１等々力水処理センター

履行期限 令和４年２月28日

参 加 資 格

⑴�　川崎市上下水道局契約規程第２条の規定に基づく資格停止期間中でないこと。

⑵�　川崎市競争入札参加資格者指名停止等要綱による指名停止期間中でないこと。

⑶�　令和３・４年度川崎市製造の請負・物件の供給等有資格業者名簿の業種「薬品」、種目「化学工

業薬品」に登載されていること。

⑷�　この購入（製造）物品及び数量について、仕様書の内容を遵守し確実に納入できること。

契約条項を

示す場所等

川崎市財政局資産管理部契約課物品契約係

（〒210－8577　川崎市川崎区宮本町１番地　明治安田生命ビル13階）電話　044－200－2093

入札日時等 令和３年９月29日　午前10時30分（砂子平沼ビル７階入札室）

入札保証金 　免

契約書作成 　要

入札の無効
この公告に示した競争入札参加資格のない者が行った入札及び川崎市上下水道局競争入札参加者心

得で無効と定める入札は、これを無効とします。

そ　の　他 詳細は、川崎市ホームページ「入札情報かわさき」を御覧ください。

　　　　　　　　　　────────────────────────────────

川崎市上下水道局公告第68号

　一般競争入札について次のとおり公告します。

　　令和３年８月24日

� 川崎市上下水道事業管理者　大　澤　太　郎　　
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川崎市上下水道局公告第69号

　一般競争入札について次のとおり公告します。

　　令和３年８月24日

� 川崎市上下水道事業管理者　大　澤　太　郎　　

（案件１）

競争入札に

付する事項

件　　 名 天王森ポンプ場ほか耐震診断業務委託

履行場所 川崎市中原区木月３－45－１ほか

履行期限 令和４年３月25日限り

参 加 資 格

⑴�　川崎市上下水道局契約規程第２条の規定に基づく資格停止期間中でないこと。

⑵�　川崎市競争入札参加資格者指名停止等要綱による指名停止期間中でないこと。

⑶�　令和３・４年度川崎市業務委託有資格業者名簿に業種「建設コンサルタント」種目「下水道部門」

で登録されている者

⑷�　平成26年４月１日以降に、国、地方公共団体又は地方公共法人が発注した委託業務において、

下水道施設（ポンプ場又は処理場）に係る耐震診断業務の元請としての履行完了実績を有すること。

⑸�　業務責任者及び照査技術者として、技術士（上下水道部門：下水道）又は技術士（総合技術監

理部門：上下水道－下水道）のいずれかの資格を有する者を配置すること。

　　ただし、業務責任者と照査技術者は兼任することはできません。

契約条項を

示す場所等

財政局資産管理部契約課委託契約係（〒210－8577　川崎市川崎区宮本町１番地）

電話　044－200－2097

入札日時等 令和３年９月16日　14時30分（砂子平沼ビル７階入札室）

入札保証金 　免

契約書作成 　要

入札の無効
この公告に示した競争入札参加資格のない者が行った入札及び川崎市上下水道局競争入札参加者心

得で無効と定める入札は、これを無効とします。

そ　の　他 詳細は、川崎市ホームページ「入札情報かわさき」を御覧ください。

（案件２）

競争入札に

付する事項

件　　 名 平間導水管路面下調査業務委託

履行場所
自：川崎市中原区井田中ノ町１－22番地先

至：川崎市中原区井田中ノ町31－１番地先　ほか１件

履行期限 令和４年１月21日限り

参 加 資 格

⑴�　川崎市上下水道局契約規程第２条の規定に基づく資格停止期間中でないこと。

⑵�　川崎市競争入札参加資格者指名停止等要綱による指名停止期間中でないこと。

⑶�　令和３・４年度川崎市業務委託有資格業者名簿に業種「建設コンサルタント」種目「地質部門」

で登録されている者

契約条項を

示す場所等

財政局資産管理部契約課委託契約係（〒210－8577　川崎市川崎区宮本町１番地）

電話　044－200－2097

入札日時等 令和３年９月14日　14時30分（砂子平沼ビル７階入札室）

入札保証金 　免

契約書作成 　要

入札の無効
この公告に示した競争入札参加資格のない者が行った入札及び川崎市上下水道局競争入札参加者心

得で無効と定める入札は、これを無効とします。

そ　の　他 詳細は、川崎市ホームページ「入札情報かわさき」を御覧ください。
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（案件３）

競争入札に

付する事項

件　　 名 令和３年度断水・濁水・減水等広報業務委託（単価契約）その３

履行場所 川崎市内全域ほか

履行期限 令和３年10月１日から令和４年３月31日まで

参 加 資 格

⑴�　川崎市上下水道局契約規程第２条の規定に基づく資格停止期間中でないこと。

⑵�　川崎市競争入札参加資格者指名停止等要綱による指名停止期間中でないこと。

⑶�　令和３・４年度川崎市業務委託有資格業者名簿に業種「その他業務」種目「その他」で登録さ

れている者

契約条項を

示す場所等

財政局資産管理部契約課委託契約係（〒210－8577　川崎市川崎区宮本町１番地）

電話　044－200－2097

入札日時等 令和３年９月14日　14時30分（財政局資産管理部契約課委託契約係）

入札保証金 　免

契約書作成 　要

入札の無効
この公告に示した競争入札参加資格のない者が行った入札及び川崎市上下水道局競争入札参加者心

得で無効と定める入札は、これを無効とします。

そ　の　他 詳細は、川崎市ホームページ「入札情報かわさき」を御覧ください。

（案件４）

競争入札に

付する事項

件　　 名 令和３年度加瀬水処理センターほか消防用設備保守点検業務委託

履行場所 川崎市幸区南加瀬４－40－22ほか

履行期限 令和４年３月11日限り

参 加 資 格

⑴�　川崎市上下水道局契約規程第２条の規定に基づく資格停止期間中でないこと。

⑵�　川崎市競争入札参加資格者指名停止等要綱による指名停止期間中でないこと。

⑶�　令和３・４年度川崎市業務委託有資格業者名簿に、地域区分「市内」で登録されている者

⑷�　「官公需についての中小企業者の受注の確保に関する法律」第２条第１項各号による中小企業

者であること。

⑸�　令和３・４年度川崎市業務委託有資格業者名簿に業種「施設維持管理」種目「消防設備保守点検」

で登録されている者

⑹�　平成18年４月１日以降に国又は地方公共団体等が発注した消防用設備保守点検業務委託の元請

としての履行完了実績を有すること。	

⑺�　平成16年消防庁告示第10号に従い、施設に設備されている消防用設備の種別に対応した消防設

備士免状を保有する者が業務にあたること。また、当該消防設備士は一般競争入札参加申込日以

前において、直接的かつ恒常的に３箇月以上の雇用関係（在籍出向者、派遣社員、契約社員は、

直接的かつ恒常的な雇用関係にあるとはいえません。）があること。

契約条項を

示す場所等

財政局資産管理部契約課委託契約係（〒210－8577　川崎市川崎区宮本町１番地）

電話　044－200－2097

入札日時等 令和３年９月14日　14時30分（砂子平沼ビル７階入札室）

入札保証金 　免

契約書作成 　要

入札の無効
この公告に示した競争入札参加資格のない者が行った入札及び川崎市上下水道局競争入札参加者心

得で無効と定める入札は、これを無効とします。

そ　の　他 詳細は、川崎市ホームページ「入札情報かわさき」を御覧ください。



（第1,826号）令和３年(2021年)９月10日 川 崎 市 公 報

－3496－

（案件５）

競争入札に

付する事項

件　　 名 水処理センター・ポンプ場耐水化基本・詳細設計業務委託

履行場所 川崎市幸区南加瀬４－40－22ほか

履行期限 令和４年３月31日限り

参 加 資 格

⑴�　川崎市上下水道局契約規程第２条の規定に基づく資格停止期間中でないこと。

⑵�　川崎市競争入札参加資格者指名停止等要綱による指名停止期間中でないこと。

⑶�　令和３・４年度川崎市業務委託有資格業者名簿に業種「建設コンサルタント」種目「下水道部門」

で登録されている者

⑷�　平成18年４月１日以降に、国、地方公共団体又は地方公共法人が発注した委託業務において、

下水道の水処理施設、または、ポンプ場の耐水化に関する実施設計業務の元請としての履行完了

実績を有すること。

⑸�　次の要件を満たす者を配置できること。

　ア　技術士（総合技術監理部門：上下水道－下水道）の資格を有する者

　イ�　業務責任者及び照査技術者は、技術士（総合技術監理部門：上下水道－下水道）又は技術士

（上下水道部門：下水道）のいずれかの資格を有する者

　　　ただし、業務責任者と照査技術者は兼任することはできません。

　ウ　建築設計技術者は、一級建築士の資格を有する者

契約条項を

示す場所等

財政局資産管理部契約課委託契約係（〒210－8577　川崎市川崎区宮本町１番地）

電話　044－200－2097

入札日時等 令和３年９月16日　14時30分（砂子平沼ビル７階入札室）

入札保証金 　免

契約書作成 　要

入札の無効
この公告に示した競争入札参加資格のない者が行った入札及び川崎市上下水道局競争入札参加者心

得で無効と定める入札は、これを無効とします。

そ　の　他 詳細は、川崎市ホームページ「入札情報かわさき」を御覧ください。

　　　　　　　　　　────────────────────────────────

（案件１）

競争入札に

付する事項

件　　 名 生田浄水場用地有効利用に伴う導水管50mm布設及び排水設備更新工事

履行場所
自：多摩区中野島２－15－８先

至：多摩区生田１－１－１先　ほか２件

履行期限 契約の日から180日間

参 加 資 格

⑴�　川崎市上下水道局契約規程第２条の規定に基づく資格停止期間中でないこと。

⑵�　川崎市競争入札参加資格者指名停止等要綱による指名停止期間でないこと。

⑶�　次のアからウのいずれかにより建設業退職金共済制度加入が確認できること。

　ア　令和３・４年度川崎市工事請負有資格業者名簿に加入「有」で登録されていること。

　イ　経営事項審査の総合評定値通知書の写しにより加入「有」が確認できること。

　ウ　建設業退職金共済加入履行証明書により加入が確認できること。

　　※�　上記ア以外の場合は、入札参加申込書提出時に窓口にて確認を行うため、電子入札システ

ムによる申込ができません。

⑷�　令和３・４年度川崎市工事請負有資格業者名簿に地域区分「市内」で登録されていること。

川崎市上下水道局公告第70号

　一般競争入札について次のとおり公告します。

　　令和３年８月24日

� 川崎市上下水道事業管理者　大　澤　太　郎　　
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参 加 資 格

⑸�　令和３・４年度川崎市工事請負有資格業者名簿に業種「水道施設」種目「配水施設」ランク「Ｂ」

で登録されていること。

⑹�　令和３・４年度の業者登録情報における主観評価項目の合計点が30点以上であること。

⑺�　「官公需についての中小企業者の受注の確保に関する法律」第２条第１項第１号による中小企

業者であること。

⑻�　有効期間内の経営事項審査の総合評定値通知書を有していること。

⑼�　水道施設工事業に係る特定建設業の許可を受けていること。

　�　ただし、受注後の下請契約の請負代金の額の合計が4,000万円（建築一式工事の場合は6,000万

円）を下回り、「下請契約に関する誓約書」を提出した場合は、一般建設業の許可でも可とします。

　�　また、本工事の請負金額が4,000万円（建築一式工事の場合は6,000万円）未満となった場合は

特定建設業の許可を要しません。

⑽�　監理技術者資格者証（業種「水道施設」）の交付を受けた技術者を専任で配置できること。

　※�　当該技術者は落札候補者となった日において、他の工事に従事していない者でなければなり

ません。

　　�　ただし、受注後の下請契約の請負代金の額の合計が4,000万円（建築一式工事の場合は6,000

万円）を下回り、「下請契約に関する誓約書」を提出した場合は、主任技術者でも可とします。

　　�　また、本工事の請負金額が4,000万円（建築一式工事の場合は6,000万円）未満となった場合は

監理技術者を要しません。また、本工事の請負金額が3,500万円（建築一式工事の場合は7,000

万円）未満となった場合は専任を要しません。

　　�　なお、特例監理技術者を配置する場合は、２現場までの兼任を可とします。ただし、それぞ

れの現場に監理技術者補佐を専任で配置することを要します。

契約条項を

示す場所等

財政局資産管理部契約課土木契約係（〒210－8577川崎市川崎区宮本町１番地）

電話番号　044－200－2099

入札日時等 令和３年９月21日　午後１時30分（財政局資産管理部契約課土木契約係（明治安田生命ビル13階））

入札保証金 　免

契約書作成 　要

入札の無効
この公告に示した競争入札参加資格のない者が行った入札又は川崎市上下水道局競争入札参加者心

得で無効と定める入札は、これを無効とします。

そ　の　他 詳細は、川崎市ホームページ「入札情報かわさき」を御覧ください。

（案件２）

競争入札に

付する事項

件　　 名 令和３年度中部下水管内管きょ緊急補修第２号工事

履行場所 川崎市中原区、高津区地内

履行期限 契約の日から令和４年３月31日まで

参 加 資 格

⑴�　川崎市上下水道局契約規程第２条の規定に基づく資格停止期間中でないこと。

⑵�　川崎市競争入札参加資格者指名停止等要綱による指名停止期間でないこと。

⑶�　次のアからウのいずれかにより建設業退職金共済制度加入が確認できること。

　ア　令和３・４年度川崎市工事請負有資格業者名簿に加入「有」で登録されていること。

　イ　経営事項審査の総合評定値通知書の写しにより加入「有」が確認できること。

　ウ　建設業退職金共済加入履行証明書により加入が確認できること。

　　※�　上記ア以外の場合は、入札参加申込書提出時に窓口にて確認を行うため、電子入札システ

ムによる申込ができません。

⑷�　令和３・４年度川崎市工事請負有資格業者名簿に地域区分「市内」で登録されていること。

⑸�　令和３・４年度川崎市工事請負有資格業者名簿に業種「下水管きょ」種目「下水道開削」ラン

ク「Ｂ」で登録されていること。
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参 加 資 格

⑹�　「官公需についての中小企業者の受注の確保に関する法律」第２条第１項第１号による中小企

業者であること。

⑺�　有効期間内の経営事項審査の総合評定値通知書を有していること。

⑻�　土木工事業に係る特定建設業の許可を受けていること。

　�　ただし、受注後の下請契約の請負代金の額の合計が4,000万円（建築一式工事の場合は6,000万

円）を下回り、「下請契約に関する誓約書」を提出した場合は、一般建設業の許可でも可とします。

　�　また、本工事の請負金額が4,000万円（建築一式工事の場合は6,000万円）未満となった場合は

特定建設業の許可を要しません。

⑼�　監理技術者資格者証（業種「土木」）の交付を受けた技術者を専任で配置できること。

　※�　当該技術者は落札候補者となった日において、他の工事に従事していない者でなければなり

ません。

　　�　ただし、受注後の下請契約の請負代金の額の合計が4,000万円（建築一式工事の場合は6,000

万円）を下回り、「下請契約に関する誓約書」を提出した場合は、主任技術者でも可とします。

　　�　また、本工事の請負金額が4,000万円（建築一式工事の場合は6,000万円）未満となった場合は

監理技術者を要しません。また、本工事の請負金額が3,500万円（建築一式工事の場合は7,000

万円）未満となった場合は専任を要しません。

　　�　なお、特例監理技術者を配置する場合は、２現場までの兼任を可とします。ただし、それぞ

れの現場に監理技術者補佐を専任で配置することを要します。

契約条項を

示す場所等

財政局資産管理部契約課土木契約係（〒210－8577川崎市川崎区宮本町１番地）

電話番号　044－200－2099

入札日時等 令和３年９月21日　午後１時30分（財政局資産管理部契約課土木契約係（明治安田生命ビル13階））

入札保証金 　免

契約書作成 　要

入札の無効
この公告に示した競争入札参加資格のない者が行った入札又は川崎市上下水道局競争入札参加者心

得で無効と定める入札は、これを無効とします。

そ　の　他 詳細は、川崎市ホームページ「入札情報かわさき」を御覧ください。

（案件３）

競争入札に

付する事項

件　　 名 犬蔵地区ほか下水枝線第212号工事

履行場所 川崎市宮前区犬蔵１丁目、川崎市高津区梶ヶ谷４丁目地内ほか

履行期限 契約の日から165日間

参 加 資 格

⑴�　川崎市上下水道局契約規程第２条の規定に基づく資格停止期間中でないこと。

⑵�　川崎市競争入札参加資格者指名停止等要綱による指名停止期間でないこと。

⑶�　次のアからウのいずれかにより建設業退職金共済制度加入が確認できること。

　ア　令和３・４年度川崎市工事請負有資格業者名簿に加入「有」で登録されていること。

　イ　経営事項審査の総合評定値通知書の写しにより加入「有」が確認できること。

　ウ　建設業退職金共済加入履行証明書により加入が確認できること。

　　※�　上記ア以外の場合は、入札参加申込書提出時に窓口にて確認を行うため、電子入札システ

ムによる申込ができません。

⑷�　令和３・４年度川崎市工事請負有資格業者名簿に地域区分「市内」で登録されていること。

⑸�　令和３・４年度川崎市工事請負有資格業者名簿に業種「下水管きょ」ランク「Ａ」で登録され

ていること。

⑹�　「官公需についての中小企業者の受注の確保に関する法律」第２条第１項第１号による中小企

業者であること。

⑺�　有効期間内の経営事項審査の総合評定値通知書を有していること。

⑻�　土木工事業に係る特定建設業の許可を受けていること。
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参 加 資 格

　�　ただし、受注後の下請契約の請負代金の額の合計が4,000万円（建築一式工事の場合は6,000万

円）を下回り、「下請契約に関する誓約書」を提出した場合は、一般建設業の許可でも可とします。

　�　また、本工事の請負金額が4,000万円（建築一式工事の場合は6,000万円）未満となった場合は

特定建設業の許可を要しません。

⑼�　監理技術者資格者証（業種「土木」）の交付を受けた技術者を専任で配置できること。

　※�　当該技術者は落札候補者となった日において、他の工事に従事していない者でなければなり

ません。

　　�　ただし、受注後の下請契約の請負代金の額の合計が4,000万円（建築一式工事の場合は6,000

万円）を下回り、「下請契約に関する誓約書」を提出した場合は、主任技術者でも可とします。

　　�　また、本工事の請負金額が4,000万円（建築一式工事の場合は6,000万円）未満となった場合は

監理技術者を要しません。また、本工事の請負金額が3,500万円（建築一式工事の場合は7,000

万円）未満となった場合は専任を要しません。

　　�　なお、特例監理技術者を配置する場合は、２現場までの兼任を可とします。ただし、それぞ

れの現場に監理技術者補佐を専任で配置することを要します。

契約条項を

示す場所等

財政局資産管理部契約課土木契約係（〒210－8577川崎市川崎区宮本町１番地）

電話番号　044－200－2099

入札日時等 令和３年９月21日　午後１時30分（財政局資産管理部契約課土木契約係（明治安田生命ビル13階））

入札保証金 　免

契約書作成 　要

入札の無効
この公告に示した競争入札参加資格のない者が行った入札又は川崎市上下水道局競争入札参加者心

得で無効と定める入札は、これを無効とします。

そ　の　他 詳細は、川崎市ホームページ「入札情報かわさき」を御覧ください。

（案件４）

競争入札に

付する事項

件　　 名 南生田地区ほか下水幹枝線第213号工事

履行場所 川崎市多摩区南生田３丁目、麻生区千代ヶ丘８丁目地内ほか

履行期限 契約の日から345日間

参 加 資 格

⑴�　川崎市上下水道局契約規程第２条の規定に基づく資格停止期間中でないこと。

⑵�　川崎市競争入札参加資格者指名停止等要綱による指名停止期間でないこと。

⑶�　次のアからウのいずれかにより建設業退職金共済制度加入が確認できること。

　ア　令和３・４年度川崎市工事請負有資格業者名簿に加入「有」で登録されていること。

　イ　経営事項審査の総合評定値通知書の写しにより加入「有」が確認できること。

　ウ　建設業退職金共済加入履行証明書により加入が確認できること。

　　※�　上記ア以外の場合は、入札参加申込書提出時に窓口にて確認を行うため、電子入札システ

ムによる申込ができません。

⑷�　令和３・４年度川崎市工事請負有資格業者名簿に地域区分「市内」で登録されていること。

⑸�　令和３・４年度川崎市工事請負有資格業者名簿に業種「下水管きょ」ランク「Ａ」で登録され

ていること。

⑹�　令和３・４年度の業者登録情報における主観評価項目の合計点が40点以上であること。

⑺�　「官公需についての中小企業者の受注の確保に関する法律」第２条第１項第１号による中小企

業者であること。

⑻�　有効期間内の経営事項審査の総合評定値通知書を有していること。

⑼�　土木工事業に係る特定建設業の許可を受けていること。

　�　ただし、受注後の下請契約の請負代金の額の合計が4,000万円（建築一式工事の場合は6,000万

円）を下回り、「下請契約に関する誓約書」を提出した場合は、一般建設業の許可でも可とします。
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　�　また、本工事の請負金額が4,000万円（建築一式工事の場合は6,000万円）未満となった場合は

特定建設業の許可を要しません。

⑽�　監理技術者資格者証（業種「土木」）の交付を受けた技術者を専任で配置できること。

　※�　当該技術者は落札候補者となった日において、他の工事に従事していない者でなければなり

ません。

　　�　ただし、受注後の下請契約の請負代金の額の合計が4,000万円（建築一式工事の場合は6,000

万円）を下回り、「下請契約に関する誓約書」を提出した場合は、主任技術者でも可とします。

　　�　また、本工事の請負金額が4,000万円（建築一式工事の場合は6,000万円）未満となった場合は

監理技術者を要しません。また、本工事の請負金額が3,500万円（建築一式工事の場合は7,000

万円）未満となった場合は専任を要しません。

　　�　なお、特例監理技術者を配置する場合は、２現場までの兼任を可とします。ただし、それぞ

れの現場に監理技術者補佐を専任で配置することを要します。

契約条項を

示す場所等

財政局資産管理部契約課土木契約係（〒210－8577川崎市川崎区宮本町１番地）

電話番号　044－200－2099

入札日時等 令和３年９月21日　午後１時30分（財政局資産管理部契約課土木契約係（明治安田生命ビル13階））

入札保証金 　免

契約書作成 　要

入札の無効
この公告に示した競争入札参加資格のない者が行った入札又は川崎市上下水道局競争入札参加者心

得で無効と定める入札は、これを無効とします。

そ　の　他 詳細は、川崎市ホームページ「入札情報かわさき」を御覧ください。

　　　　　　　　　　────────────────────────────────

（案件１）

競争入札に

付する事項

件　　 名 令和３年度北部下水管内管きょ緊急補修第２号工事

履行場所 川崎市麻生区、多摩区地内ほか

履行期限 契約の日から令和４年３月31日まで

参 加 資 格

⑴�　川崎市上下水道局契約規程第２条の規定に基づく資格停止期間中でないこと。

⑵�　川崎市競争入札参加資格者指名停止等要綱による指名停止期間でないこと。

⑶�　次のアからウのいずれかにより建設業退職金共済制度加入が確認できること。

　ア　令和３・４年度川崎市工事請負有資格業者名簿に加入「有」で登録されていること。

　イ　経営事項審査の総合評定値通知書の写しにより加入「有」が確認できること。

　ウ　建設業退職金共済加入履行証明書により加入が確認できること。

　　※�　上記ア以外の場合は、入札参加申込書提出時に窓口にて確認を行うため、電子入札システ

ムによる申込ができません。

⑷�　令和３・４年度川崎市工事請負有資格業者名簿に地域区分「市内」で登録されていること。

⑸�　令和３・４年度川崎市工事請負有資格業者名簿に業種「下水管きょ」種目「下水道開削」ラン

ク「Ｂ」で登録されていること。

⑹�　「官公需についての中小企業者の受注の確保に関する法律」第２条第１項第１号による中小企

業者であること。

⑺�　有効期間内の経営事項審査の総合評定値通知書を有していること。

⑻�　土木工事業に係る特定建設業の許可を受けていること。

　�　ただし、受注後の下請契約の請負代金の額の合計が4,000万円（建築一式工事の場合は6,000万

円）を下回り、「下請契約に関する誓約書」を提出した場合は、一般建設業の許可でも可とします。

川崎市上下水道局公告第71号

　一般競争入札について次のとおり公告します。

　　令和３年８月31日

� 川崎市上下水道事業管理者　大　澤　太　郎　　
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　�　また、本工事の請負金額が4,000万円（建築一式工事の場合は6,000万円）未満となった場合は

特定建設業の許可を要しません。

⑼�　監理技術者資格者証（業種「土木」）の交付を受けた技術者を専任で配置できること。

　※�　当該技術者は落札候補者となった日において、他の工事に従事していない者でなければなり

ません。

　　�　ただし、受注後の下請契約の請負代金の額の合計が4,000万円（建築一式工事の場合は6,000

万円）を下回り、「下請契約に関する誓約書」を提出した場合は、主任技術者でも可とします。

　　�　また、本工事の請負金額が4,000万円（建築一式工事の場合は6,000万円）未満となった場合は

監理技術者を要しません。また、本工事の請負金額が3,500万円（建築一式工事の場合は7,000

万円）未満となった場合は専任を要しません。

　　�　なお、特例監理技術者を配置する場合は、２現場までの兼任を可とします。ただし、それぞ

れの現場に監理技術者補佐を専任で配置することを要します。

契約条項を

示す場所等

財政局資産管理部契約課土木契約係（〒210－8577川崎市川崎区宮本町１番地）

電話番号　044－200－2099

入札日時等 令和３年９月27日　午後１時30分（財政局資産管理部契約課土木契約係（明治安田生命ビル13階））

入札保証金 　免

契約書作成 　要

入札の無効
この公告に示した競争入札参加資格のない者が行った入札又は川崎市上下水道局競争入札参加者心

得で無効と定める入札は、これを無効とします。

そ　の　他 詳細は、川崎市ホームページ「入札情報かわさき」を御覧ください。

（案件２）

競争入札に

付する事項

件　　 名 令和３年度西部下水管内取付管布設第２号工事

履行場所 川崎市宮前区地内

履行期限 契約の日から令和４年３月31日まで

参 加 資 格

⑴�　川崎市上下水道局契約規程第２条の規定に基づく資格停止期間中でないこと。

⑵�　川崎市競争入札参加資格者指名停止等要綱による指名停止期間でないこと。

⑶�　次のアからウのいずれかにより建設業退職金共済制度加入が確認できること。

　ア　令和３・４年度川崎市工事請負有資格業者名簿に加入「有」で登録されていること。

　イ　経営事項審査の総合評定値通知書の写しにより加入「有」が確認できること。

　ウ　建設業退職金共済加入履行証明書により加入が確認できること。

　　※�　上記ア以外の場合は、入札参加申込書提出時に窓口にて確認を行うため、電子入札システ

ムによる申込ができません。

⑷�　令和３・４年度川崎市工事請負有資格業者名簿に地域区分「市内」で登録されていること。

⑸�　令和３・４年度川崎市工事請負有資格業者名簿に業種「下水管きょ」種目「下水道開削」ラン

ク「Ｂ」で登録されていること。

⑹�　「官公需についての中小企業者の受注の確保に関する法律」第２条第１項第１号による中小企

業者であること。

⑺�　有効期間内の経営事項審査の総合評定値通知書を有していること。

⑻�　土木工事業に係る特定建設業の許可を受けていること。

　�　ただし、受注後の下請契約の請負代金の額の合計が4,000万円（建築一式工事の場合は6,000万

円）を下回り、「下請契約に関する誓約書」を提出した場合は、一般建設業の許可でも可とします。

　�　また、本工事の請負金額が4,000万円（建築一式工事の場合は6,000万円）未満となった場合は

特定建設業の許可を要しません。

⑼�　監理技術者資格者証（業種「土木」）の交付を受けた技術者を専任で配置できること。
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　※�　当該技術者は落札候補者となった日において、他の工事に従事していない者でなければなり

ません。

　　�　ただし、受注後の下請契約の請負代金の額の合計が4,000万円（建築一式工事の場合は6,000

万円）を下回り、「下請契約に関する誓約書」を提出した場合は、主任技術者でも可とします。

　　�　また、本工事の請負金額が4,000万円（建築一式工事の場合は6,000万円）未満となった場合は

監理技術者を要しません。また、本工事の請負金額が3,500万円（建築一式工事の場合は7,000

万円）未満となった場合は専任を要しません。

　　�　なお、特例監理技術者を配置する場合は、２現場までの兼任を可とします。ただし、それぞ

れの現場に監理技術者補佐を専任で配置することを要します。

契約条項を

示す場所等

財政局資産管理部契約課土木契約係（〒210－8577川崎市川崎区宮本町１番地）

電話番号　044－200－2099

入札日時等 令和３年９月21日　午後１時30分（財政局資産管理部契約課土木契約係（明治安田生命ビル13階））

入札保証金 　免

契約書作成 　要

入札の無効
この公告に示した競争入札参加資格のない者が行った入札又は川崎市上下水道局競争入札参加者心

得で無効と定める入札は、これを無効とします。

そ　の　他 詳細は、川崎市ホームページ「入札情報かわさき」を御覧ください。

（案件３）

競争入札に

付する事項

件　　 名 令和３年度中部下水管内取付管布設第３号工事

履行場所 川崎市中原区、高津区地内

履行期限 契約の日から令和４年３月31日まで

参 加 資 格

⑴�　川崎市上下水道局契約規程第２条の規定に基づく資格停止期間中でないこと。

⑵�　川崎市競争入札参加資格者指名停止等要綱による指名停止期間でないこと。

⑶�　次のアからウのいずれかにより建設業退職金共済制度加入が確認できること。

　ア　令和３・４年度川崎市工事請負有資格業者名簿に加入「有」で登録されていること。

　イ　経営事項審査の総合評定値通知書の写しにより加入「有」が確認できること。

　ウ　建設業退職金共済加入履行証明書により加入が確認できること。

　　※�　上記ア以外の場合は、入札参加申込書提出時に窓口にて確認を行うため、電子入札システ

ムによる申込ができません。

⑷�　令和３・４年度川崎市工事請負有資格業者名簿に地域区分「市内」で登録されていること。

⑸�　令和３・４年度川崎市工事請負有資格業者名簿に業種「下水管きょ」種目「下水道開削」ラン

ク「Ｂ」で登録されていること。

⑹�　「官公需についての中小企業者の受注の確保に関する法律」第２条第１項第１号による中小企

業者であること。

⑺�　有効期間内の経営事項審査の総合評定値通知書を有していること。

⑻�　土木工事業に係る特定建設業の許可を受けていること。

　�　ただし、受注後の下請契約の請負代金の額の合計が4,000万円（建築一式工事の場合は6,000万

円）を下回り、「下請契約に関する誓約書」を提出した場合は、一般建設業の許可でも可とします。

　�　また、本工事の請負金額が4,000万円（建築一式工事の場合は6,000万円）未満となった場合は

特定建設業の許可を要しません。

⑼�　監理技術者資格者証（業種「土木」）の交付を受けた技術者を専任で配置できること。

　※�　当該技術者は落札候補者となった日において、他の工事に従事していない者でなければなり

ません。

　　�　ただし、受注後の下請契約の請負代金の額の合計が4,000万円（建築一式工事の場合は6,000

万円）を下回り、「下請契約に関する誓約書」を提出した場合は、主任技術者でも可とします。
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　　�　また、本工事の請負金額が4,000万円（建築一式工事の場合は6,000万円）未満となった場合は

監理技術者を要しません。また、本工事の請負金額が3,500万円（建築一式工事の場合は7,000

万円）未満となった場合は専任を要しません。

　　�　なお、特例監理技術者を配置する場合は、２現場までの兼任を可とします。ただし、それぞ

れの現場に監理技術者補佐を専任で配置することを要します。

契約条項を

示す場所等

財政局資産管理部契約課土木契約係（〒210－8577川崎市川崎区宮本町１番地）

電話番号　044－200－2099

入札日時等 令和３年９月27日　午後１時30分（財政局資産管理部契約課土木契約係（明治安田生命ビル13階））

入札保証金 　免

契約書作成 　要

入札の無効
この公告に示した競争入札参加資格のない者が行った入札又は川崎市上下水道局競争入札参加者心

得で無効と定める入札は、これを無効とします。

そ　の　他 詳細は、川崎市ホームページ「入札情報かわさき」を御覧ください。

　　　　　　　　　　────────────────────────────────

（案件１）

競争入札に

付する事項

件　　 名 令和３年度入江崎水処理センターほか消防用設備保守点検業務委託

履行場所 川崎市川崎区塩浜３－17－１ほか

履行期限 令和４年３月11日限り

参 加 資 格

⑴�　川崎市上下水道局契約規程第２条の規定に基づく資格停止期間中でないこと。

⑵�　川崎市競争入札参加資格者指名停止等要綱による指名停止期間中でないこと。

⑶�　令和３・４年度川崎市業務委託有資格業者名簿に、地域区分「市内」で登録されている者

⑷�　「官公需についての中小企業者の受注の確保に関する法律」第２条第１項各号による中小企業

者であること。

⑸�　令和３・４年度川崎市業務委託有資格業者名簿に業種「施設維持管理」種目「消防設備保守点検」

で登録されている者

⑹�　平成18年４月１日以降に国又は地方公共団体等が発注した消防用設備保守点検業務委託の元請

としての履行完了実績を有すること。

⑺�　平成16年消防庁告示第10号に従い、施設に設備されている消防用設備の種別に対応した消防設

備士免状を保有する者が業務にあたること。また、当該消防設備士は一般競争入札参加申込日以

前において、直接的かつ恒常的に３箇月以上の雇用関係（在籍出向者、派遣社員、契約社員は、

直接的かつ恒常的な雇用関係にあるとはいえません。）があること。

契約条項を

示す場所等

川崎市上下水道局総務部契約課（〒210－8577　川崎市川崎区宮本町１番地）

電話　044－200－3117

入札日時等 令和３年９月28日　14時30分（砂子平沼ビル７階入札室）

入札保証金 　免

契約書作成 　要

入札の無効
この公告に示した競争入札参加資格のない者が行った入札及び川崎市上下水道局競争入札参加者心

得で無効と定める入札は、これを無効とします。

そ　の　他

　本案件の落札者と締結する契約は、川崎市契約条例第７条第１項第２号に規定する特定業務委託

契約（公契約）に該当します。

　特定業務委託契約においては、川崎市契約条例第８条各号に掲げる事項を定めます。

川崎市上下水道局公告第72号

　一般競争入札について次のとおり公告します。

　　令和３年８月31日

� 川崎市上下水道事業管理者　大　澤　太　郎　　
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そ　の　他

詳しくは、川崎市契約条例、川崎市上下水道局契約規程及び川崎市ホームページ「入札情報かわさき」

の「入札・契約関連情報」内の「特定契約（公契約）に関する情報」を御覧ください。

　詳細は、川崎市ホームページ「入札情報かわさき」を御覧ください。

交 通 局 公 告

川崎市交通局公告第74号

　一般競争入札について次のとおり公告します。

　　令和３年８月16日

� 川崎市交通事業管理者　　　　

� 交通局長　篠　原　秀　夫　　

１�　一般競争入札に付する事項

　⑴�　件　　名

　　　�ドライブレコーダー映像解析用ノートパソコンの

賃貸借保守

　⑵�　履行場所

　　　交通局の指定する場所

　⑶�　履行期間

　　　令和３年12月１日から令和８年11月30日まで

　⑷�　調達物品の特質

　　　仕様書のとおり

２�　一般競争入札参加資格

　�　この入札に参加を希望する者は、次の条件を全て満

たしていなければなりません。

　⑴�　川崎市交通局契約規程（昭和42年交通局規程第４

号）第２条の規定に該当しないこと。

　⑵�　令和３・４年度川崎市【製造の請負・物件の供給

等】有資格業者名簿に、業種「リース」、種目「事

務用機器」で登録されていること。

　⑶�　川崎市競争入札参加資格者指名停止等要綱による

指名停止期間中でないこと。

　⑷�　仕様書による内容を遵守し、当該契約を確実に履

行できること。

３�　一般競争入札参加に必要な手続

　�　この入札に参加を希望する者は、次により必要書類

を提出しなければなりません。

　⑴�　提出書類

　　　一般競争入札参加資格確認申請書

　⑵�　提出場所及び問い合わせ先

　　　川崎市川崎区砂子１丁目８番地９

　　　川崎御幸ビル９階

　　　企画管理部経理課　契約担当　原田

　　　電話　044－200－3228

　⑶�　提出期間

　　�　令和３年８月16日から令和３年８月23日までの午

前８時30分から正午まで及び午後１時から午後５時

15分まで（土曜日及び日曜日を除く。）

　⑷�　提出方法

　　　持参

４�　入札説明書の交付

　�　市バスホームページ内「入札情報」→「入札公表」

→「交通局物品入札公表一覧」→「令和３年度」から

ダウンロードしてください。なお、交通局経理課でも

配布しています。

５�　一般競争入札参加資格確認の通知

　�　一般競争入札参加資格確認申請書を提出した者に

は、その結果を令和３年８月30日までに一般競争入札

参加資格確認通知書により通知します。

６�　仕様に関する問い合わせ先

　　自動車部安全・サービス課　中野

　　電話　044－200－3237

７�　一般競争入札参加資格の喪失

　�　一般競争入札参加資格があると認められた者が、次

のいずれかに該当するときは、参加資格を喪失します。

　⑴�　２の各号に定める資格条件を満たさなくなったと

き。

　⑵�　一般競争入札参加資格確認申請書について、虚偽

の記載をしたとき。

８�　入札の手続等

　⑴�　入札方法

　　�　総価で行います。この金額には、その他一切の諸

経費を含めて算定してください。入札者は、算定し

た金額から消費税及び地方消費税に相当する金額を

除いた金額を入札書に記載してください。

　⑵�　入札書の提出方法等

　　�　郵送（簡易書留又は一般書留）又は持参とします。

一般競争入札参加資格確認通知書で参加資格を有す

ることを確認して提出してください。

　　ア�　郵送

　　（ア）提出期限　令和３年９月６日　必着

　　（イ）宛　　先　〒210－8577

　　　　　　　　　　川崎市川崎区宮本町１番地

　　　　　　　　　　川崎市交通局企画管理部経理課長

　　イ�　持参

　　（ア）提出期間�　一般競争入札参加資格確認通知書

到達後から令和３年９月６日まで

の、午前８時30分から正午まで及び

午後１時から午後５時15分まで（土

曜日及び日曜日を除く。）

　　（イ）提出先　　川崎市川崎区砂子１丁目８番地９
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　　　　　　　　　　川崎御幸ビル９階

　　　　　　　　　　川崎市交通局企画管理部経理課長

　⑶�　開札の日時及び場所

　　ア�　日　時　令和３年９月８日　午前９時00分

　　イ�　場　所　川崎市交通局会議室

　　　　　　　　川崎市川崎区砂子１丁目８番地９

　　　　　　　　川崎御幸ビル８階

　⑷�　入札保証金

　　　免除

　⑸�　落札者の決定方法

　　�　川崎市交通局契約規程第14条の規定に基づいて作

成した予定価格の制限の範囲内で最低の価格をもっ

て入札を行った者を落札者とします。ただし、著し

く低価格の場合は、調査を行うことがあります。

　⑹�　入札の無効

　　�　川崎市交通局競争入札参加者心得で無効と定める

入札は、これを無効とします。

９�　契約の手続等

　　次により、契約を締結します。

　⑴�　契約保証金

　　�　契約金額の10％とします。なお、川崎市交通局契

約規程第33条各号に該当する場合は免除します。

　⑵�　契約書作成の要否

　　　必要

10�　その他

　⑴�　この公告に定めるもののほか、川崎市契約条例

（昭和39年川崎市条例第14号）、川崎市交通局契約

規程、川崎市交通局競争入札参加者心得等の定める

ところによります。

　⑵�　川崎市契約条例、川崎市交通局契約規程、川崎市

交通局競争入札参加者心得等は、３⑵の場所におい

て閲覧できます。

　⑶�　この公告に関する問い合わせ先は、３⑵に同じで

す。

　⑷�　当該契約は、翌年度以降における所要の予算金額

について減額又は削除があった場合は、この契約を

変更又は解除をすることができるものとします。ま

た、上記変更又は解除に伴い損失が生じた場合は、

その損失の補填を川崎市交通局に対して請求するこ

とができるものとし、補償額は協議して定めるもの

とします。

　　　───────────────────

川崎市交通局公告第75号

　一般競争入札について次のとおり公告します。

　　令和３年８月20日

� 川崎市交通事業管理者　　　　

� 交通局長　篠　原　秀　夫　　

１�　一般競争入札に付する事項

　⑴�　件　　名

　　　消防用設備保守点検業務委託

　⑵�　履行場所

　　　交通局指定場所

　⑶�　履行期間

　　　契約締結日から令和４年３月25日まで

　⑷�　業務概要

　　�　消防法第17条の３の３「消防用設備等についての

点検及び報告」及び消防法施行規則第31条の６「消

防用設備等又は特殊消防用設備等の点検及び報告」

に基づき、川崎市交通局各営業所に設置されている

消防用設備点検業務（詳細は仕様書による。）

２�　一般競争入札参加資格

　�　この入札に参加を希望する者は、次の条件を全て満

たしていなければなりません。

　⑴�　川崎市交通局契約規程（昭和42年交通局規程第４

号）第２条の規定に該当しないこと。

　⑵�　令和３・４年度川崎市【業務委託】有資格業者名

簿に、業種「施設維持管理」、種目「消防設備保守

点検」、地域区分「市内」で登録されていること。

　⑶�　川崎市競争入札参加資格者指名停止等要綱による

指名停止期間中でないこと。

　⑷�　平成25年４月１日以降、消防用設備保守点検業務

の契約実績を有すること。

　⑸�　消防用設備等の種別に対応した消防設備士免状を

保有するものを業務委に従事させること。また、当

該消防設備士と雇用関係にあること。

３�　一般競争入札参加に必要な手続

　�　この入札に参加を希望する者は、次により必要書類

を提出しなければなりません。

　⑴�　提出書類

　　ア　一般競争入札参加資格確認申請書

　　イ　�２⑷の実績を証明する書類（契約書及び仕様書

の写し等）

　　ウ　�２⑸の免状の写し及び雇用関係を証明する書類

（健康保険証の写し等）

　⑵�　提出場所及び問い合わせ先

　　　川崎市川崎区砂子１丁目８番地９

　　　川崎御幸ビル９階

　　　企画管理部経理課　契約担当　原田

　　　電話　044－200－3228

　⑶�　提出期間

　　�　令和３年８月20日から令和３年８月27日までの午

前８時30分から正午まで及び午後１時から午後５時

15分まで（土曜日及び日曜日を除く。）

　⑷�　提出方法

　　　持参

４�　入札説明書の入手方法
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　�　市バスホームページ内「入札情報」→「入札公表」

→「交通局委託入札公表一覧」→「令和３年度」から

ダウンロードしてください。なお、交通局経理課でも

配布しています。

５�　一般競争入札参加資格確認の通知

　�　一般競争入札参加資格確認申請書を提出した者に

は、その結果を令和３年９月１日までに一般競争入札

参加資格確認通知書により通知します。

６�　仕様に関する問い合わせ先

　　自動車部管理課　施設担当　立石

　　電話　044－200－3224

７�　一般競争入札参加資格の喪失

　�　一般競争入札参加資格があると認められた者が、次

のいずれかに該当するときは、参加資格を喪失します。

　⑴�　２の各号に定める資格条件を満たさなくなったと

き。

　⑵�　一般競争入札参加資格確認申請書について、虚偽

の記載をしたとき。

８�　入札の手続等

　⑴�　入札方法

　　�　総価で行います。この金額には、その他一切の諸

経費を含めて算定してください。入札者は、算定し

た金額から消費税及び地方消費税に相当する金額を

除いた金額を入札書に記載してください。

　⑵�　入札書の提出方法等

　　�　郵送（簡易書留又は一般書留）又は持参とします。

一般競争入札参加資格確認通知書（上記５参照）で

参加資格を有することを確認して提出してください。

　　ア�　郵送

　　（ア）提出期限　令和３年９月８日　必着

　　（イ）宛　　先　〒210－8577

　　　　　　　　　　川崎市川崎区宮本町１番地

　　　　　　　　　　川崎市交通局企画管理部経理課長

　　イ�　持参

　　（ア）提出期間�　一般競争入札参加資格確認通知書

到達後から令和３年９月８日まで

の、午前８時30分から正午まで及び

午後１時から午後５時15分まで（土

曜日及び日曜日を除く。）

　　（イ）提出先　　川崎市川崎区砂子１丁目８番地９

　　　　　　　　　　川崎御幸ビル９階

　　　　　　　　　　川崎市交通局企画管理部経理課長

　⑶�　開札の日時及び場所

　　ア�　日　時　令和３年９月10日　午前９時00分

　　イ�　場　所　川崎市交通局会議室

　　　　　　　　川崎市川崎区砂子１丁目８番地９

　　　　　　　　川崎御幸ビル８階

　⑷�　入札保証金

　　　免除

　⑸�　落札者の決定方法

　　�　川崎市交通局契約規程第14条の規定に基づいて作

成した予定価格の制限の範囲内で、最低の価格をも

って入札を行った者を落札者とします。ただし、著

しく低価格の場合は、調査を行うことがあります。

　⑹�　入札の無効

　　�　川崎市交通局競争入札参加者心得で無効と定める

入札は、これを無効とします。

９�　契約の手続等

　　次により、契約を締結します。

　⑴�　契約保証金

　　�　契約金額の10％とします。なお、川崎市交通局契

約規程第33条各号に該当する場合は免除します。

　⑵�　契約書作成の要否

　　　必要

10�　その他

　⑴�　この公告に定めるもののほか、川崎市契約条例

（昭和39年川崎市条例第14号）、川崎市交通局契約

規程、川崎市交通局競争入札参加者心得等の定める

ところによります。

　⑵�　川崎市契約条例、川崎市交通局契約規程、川崎市

交通局競争入札参加者心得等は、３⑵の場所におい

て閲覧できます。

　⑶�　この公告に関する問い合わせ先は、３⑵に同じで

す。

　　　───────────────────

川崎市交通局公告第76号

　一般競争入札について次のとおり公告します。

　　令和３年８月20日

� 川崎市交通事業管理者　　　　

� 交通局長　篠　原　秀　夫　　

１�　一般競争入札に付する事項

　⑴�　件　　名

　　　ポータブル溶接ヒューム集塵機購入

　⑵�　履行場所

　　　�上平間営業所整備係、塩浜営業所整備係、井田営

業所整備係、鷲ヶ峰営業所整備係

　⑶�　履行期間

　　　契約締結日から令和３年10月16日まで

　⑷�　業務概要

　　�　バス車両の車体溶接修理時使用機器としてポータ

ブル溶接ヒューム集塵機を購入するもの。

　　　詳細は仕様書のとおり。

２�　一般競争入札参加資格

　�　この入札に参加を希望する者は、次の条件を全て満

たしていなければなりません。

　⑴�　川崎市交通局契約規程（昭和42年交通局規程第４
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号）第２条の規定に該当しないこと。

　⑵�　令和３・４年度川崎市【製造の請負・物件の供給

等】有資格業者名簿に、業種「産業機器」、種目「建

設・電気機器」で登録されていること。

　⑶�　川崎市競争入札参加資格者指名停止等要綱による

指名停止期間中でないこと。

　⑷�　仕様書による内容を遵守し、当該業務を確実に履

行することが可能であること

　⑸�　当該入札に係る入札参加申込時に、納入予定物品

の仕様書、製品のカタログ及び納入予定物品が、特

定化学物質障害予防規則（昭和47年労働省令第39

号）第38条の21第１項に規定する全体換気と同等の

措置とみなされる局所排気装置の代替品であること

を証明できる資料を提出し、その書類等を審査した

結果、当該物品を納入することができると認められ

た者。

３�　一般競争入札参加に必要な手続

　�　この入札に参加を希望する者は、次により提出書類

を提出しなければなりません。

　⑴�　提出書類

　　　一般競争入札参加資格確認申請書

　　�　納入予定物品仕様書（納入予定物品に関する提出

書類を含む）

　⑵�　提出場所及び問い合わせ先

　　　川崎市川崎区砂子１丁目８番地９

　　　川崎御幸ビル９階

　　　企画管理部経理課　契約担当　原田

　　　電話　044－200－3228

　⑶�　提出期間

　　�　令和３年８月20日から令和３年８月27日までの午

前８時30分から正午まで及び午後１時から午後５時

15分まで（土曜日及び日曜日を除く。）

　⑷�　提出方法

　　　持参

４�　入札説明書の交付

　�　市バスホームページ内「入札情報」→「入札公表」

→「交通局物品入札公表一覧」→「令和３年度」から

ダウンロードしてください。なお、交通局経理課でも

配布しています。

５�　一般競争入札参加資格確認の通知

　�　一般競争入札参加資格確認申請書を提出した者に

は、その結果を令和３年年９月３日までに一般競争入

札参加資格確認通知書により通知します。

６�　仕様に関する問い合わせ先

　　自動車部　運輸課　須藤

　　電話　044－200－3240

７�　一般競争入札参加資格の喪失

　�　一般競争入札参加資格があると認められた者が、次

のいずれかに該当するときは、参加資格を喪失します。

　⑴�　２に定める入札参加資格を満たさなくなったとき。

　⑵�　一般競争入札参加資格確認申請書について、虚偽

の記載をしたとき。

８�　入札の手続等

　⑴�　入札方法

　　�　総価で行います。この金額には、その他一切の諸

経費を含めて算定してください。入札者は、算定し

た金額から消費税及び地方消費税に相当する金額を

除いた金額を入札書に記載してください。

　⑵�　入札書の提出方法等

　　�　郵送（簡易書留又は一般書留）又は持参とします。

一般競争入札参加資格確認通知書で参加資格を有す

ることを確認して提出してください。

　　ア�　郵送

　　（ア）提出期限　令和３年９月10日　必着

　　（イ）宛　　先　〒210－8577

　　　　　　　　　　川崎市川崎区宮本町１番地

　　　　　　　　　　川崎市交通局企画管理部経理課長

　　イ�　持参

　　（ア）提出期間�　一般競争入札参加資格確認通知書

到達後から令和３年９月10日まで

の、午前８時30分から正午まで及び

午後１時から午後５時15分まで（土

曜日及び日曜日を除く。）

　　（イ）提 出 先　川崎市川崎区砂子１丁目８番地９

　　　　　　　　　　川崎御幸ビル９階

　　　　　　　　　　川崎市交通局企画管理部経理課長

　⑶�　開札の日時及び場所

　　ア�　日　時　令和３年９月21日　午前９時00分

　　イ�　場　所　川崎市交通局会議室　川崎御幸ビル８階

　　　　　　　　川崎市川崎区砂子１丁目８番地９

　⑷�　入札保証金

　　　免除

　⑸�　落札者の決定方法

　　�　川崎市交通局契約規程第14条の規定に基づいて作

成した予定価格の制限の範囲内で最低の価格をもっ

て有効な入札を行った者を落札者とします。ただ

し、著しく低価格の場合は、調査を行うことがあり

ます。

　⑹�　入札の無効

　　�　川崎市交通局競争入札参加者心得で無効と定める

入札は、これを無効とします。

９�　契約の手続等

　　次により、契約を締結します。

　⑴�　契約保証金

　　�　契約金額の10％とします。なお、川崎市交通局契

約規程第33条各号に該当する場合は免除します。
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　⑵�　契約書作成の要否

　　　必要

10�　その他

　⑴�　この公告に定めるもののほか、川崎市契約条例

（昭和39年川崎市条例第14号）、川崎市交通局契約

規程、川崎市交通局競争入札参加者心得等の定める

ところによります。

　⑵�　川崎市契約条例、川崎市交通局契約規程、川崎市

交通局競争入札参加者心得等は、３⑵の場所におい

て閲覧できます。

　⑶�　この公告に関する問い合わせ先は、３⑵に同じで

す。

　　　───────────────────

川崎市交通局公告第77号

　一般競争入札について次のとおり公告します。

　　令和３年８月25日

� 川崎市交通事業管理者　　　　

� 交通局長　篠　原　秀　夫　　

１�　一般競争入札に付する事項

　⑴�　件名

　　　上平間営業所給油所棟改築その他工事

　⑵�　履行期間

　　　契約の日から令和４年12月28日まで

　⑶�　履行場所

　　　川崎市中原区上平間1140番地

　⑷�　工事概要

　　ア�　敷地概要

　　（ア）敷地面積　6,366.70㎡

　　イ�　建物概要

　　（ア）主用途　　給油所

　　（イ）構造　　　鉄骨造

　　（ウ）階数　　　地上１階

　　（エ）建築面積　16㎡

　　（オ）延べ面積　36㎡

　　ウ�　工事内容

　　（ア）建築　市営バス給油所棟改築

　　　　　油庫、第１給油所、第２給油所、洗車場、

　　　　　貯水槽、検車台、

　　　　　貯油タンク撤去

　　　　　舗装工事及び囲障工事等の屋外附帯一式

　　（イ）�機械給油所棟改築及び屋外附帯工事に附属す

る機械設備工事一式

２�　一般競争入札参加資格

　�　この入札に参加を希望する者は、次の条件を全て満

たさなければなりません。

　⑴�　川崎市交通局契約規程（昭和42年交通局規程第４

号）第２条の規定に該当しないこと。

　⑵�　川崎市競争入札参加資格者指名停止等要綱による

指名停止期間中でないこと。

　⑶�　次のアからウのいずれかにより建設業退職金共済

制度加入が確認できること。

　　ア�　令和３・４年度川崎市工事請負有資格業者名簿

に加入「有」で登録されていること。

　　イ�　経営事項審査の総合評定値通知書の写しにより

加入「有」が確認できること。

　　ウ�　建設業退職金共済加入履行証明書により加入が

確認できること。

　⑷�　令和３・４年度川崎市工事請負有資格業者名簿に

地域区分「市内」で登録されている者。

　⑸�　令和３・４年度川崎市工事請負有資格者名簿に業

種「建築」種目「一般建築」ランク「Ｂ」で登録さ

れていること。

　⑹�　「官公需についての中小企業者の受注の確保に関

する法律」第２条第１項第１号による中小企業者で

あること。

　⑺�　有効期間内の経営事項審査の総合評定値通知書を

有していること。

　⑻�　建築工事業に係る特定建設業の許可を受けている

こと。ただし、受注後の下請契約の請負代金の額の

合計が4,000万円（建築一式工事の場合は6,000万

円）を下回り、「下請契約に関する誓約書」（第３号

様式）（交通局所定の様式）を提出した場合は、一

般建設業の許可でも可とします。

　⑼�　監理技術者資格者証（業種「建築」）の交付を受

けた技術者を専任で配置できること。当該技術者は

落札候補者となった日において、他の工事に従事し

ていない者でなければならない。ただし、受注後の

下請契約の請負代金の額の合計が4,000万円（建築

一式工事の場合は6,000万円）を下回り、「下請契約

に関する誓約書」（第３号様式）（交通局所定の様式）

を提出した場合は、主任技術者でも可とします。ま

た、本案件の請負金額が3,500万円（建築一式工事

の場合は7,000万円）未満となった場合は専任を要

しません。なお、本工事に監理技術者補佐を専任で

置く場合は、当該配置予定監理技術者は、２現場ま

での兼任を可とします。

３�　入札参加申込書等の提出方法・期間

　⑴�　入札参加申込に必要な書類

　　ア�　一般競争入札参加資格確認申請書

　　イ�　本工事に係る建設業の許可を受けていることを

確認できる書類

　　ウ�　有効期間内の経営事項審査の総合評定値通知書

の写し

　　エ�　建設業退職金共済制度加入履行証明

　　　�（本市の登録情報又は経営事項審査の総合評定値

通知書で確認できない場合のみ必要。発行から３
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か月以内に証明を受けたものに限る。）

　　　※�　一般競争入札参加資格確認申請書は、市バス

ホームページ内「川崎市交通局入札情報」の

「交通局工事入札公表」の「案件固有書類への

リンク」（以下「案件固有書類へのリンク」）か

らダウンロードもできます。

　⑵�　配布・提出及び問い合わせ先

　　　川崎市川崎区宮本町１番地　明治安田生命ビル13階

　　　川崎市財政局資産管理部契約課建築契約係

　　　電話　044－200－2100

　⑶�　提出期間

　　�　令和３年８月25日から令和３年９月３日までの午

前８時30分から正午まで及び午後１時から午後５時

15分まで（土曜日及び日曜日を除く。）

　⑷�　提出方法

　　　持参

４�　設計図書類の取得

　�　本案件は、設計図書の電子化実施対象案件です。設

計図書については、下記６の確認通知書とともに、令

和３・４年度川崎市競争入札参加資格審査申請書の

「工事」の委任先メールアドレスに送付します。

　�　当該委任先メールアドレスを登録していない者は、

令和３年９月９日の９時から16時までの間に財政局資

産管理部契約課（建築契約係）に下記６の確認通知書

及び電子媒体（ＣＤ－Ｒ）を持参し、設計図書の引渡

しを受けてください。

５�　一般競争入札参加資格の喪失

　�　上記２の各号いずれかの資格を欠いたときは、入札

参加資格を喪失します。

６�　一般競争入札参加資格確認の通知

　�　参加申込書を提出した者には、参加資格業種に登録

されていることを確認し、その結果を確認通知書に

て、令和３・４年度川崎市競争入札参加資格審査申請

書の「工事」の委任先メールアドレスに、申込締切日

後１週間以内に送付します。

　�　当該委任先メールアドレスを登録していない者には

ＦＡＸで送付します。

　�　なお、この確認通知は、申込時の登録情報により通

知するもので、最終的な入札参加資格の審査は、開札

後、入札参加申込時に遡って提出書類等の確認を行

い、入札参加資格の有無を審査します。この結果、入

札参加資格がなく申込みを行った入札者の入札は無効

とします。

７�　仕様書等の積算に関する質問・回答

　�　所定の質問書を提出することにより、仕様書等の積

算に関する質問ができます。

　※�　電子入札システムによる質問回答機能は利用でき

ません。

　�　詳細については、仕様書等に添付されている質問書

を御覧ください。

８�　入札の手続等

　　次により入札を執行します。

　⑴�　入札書の提出方法

　　�　郵便（簡易書留又は一般書留）により提出してく

ださい。詳細については「案件固有書類へのリンク」

内「郵便入札の実施について（お知らせ）」を御覧

ください。また、入札額に相当する積算額が記載さ

れている積算内訳書を同封してください。

　　�　なお、積算内訳書の書式は、確認通知を送付する

際に添付いたします。

　　ア�　期限

　　　　令和３年10月７日　必着

　　イ�　宛先

　　　　〒210－8577　川崎市川崎区宮本町１番地

　　　　川崎市財政局資産管理部契約課建築契約係

　⑵�　開札の日時

　　　令和３年10月11日　午前10時00分

　⑶�　開札の場所

　　　財政局資産管理部契約課建築契約係

　　　（明治安田生命ビル13階）

９�　落札者の決定及び参加資格の審査等

　⑴�　予定価格の制限の範囲内で最低制限価格以上の価

格をもって有効な入札を行った者のうち最低の価格

をもって入札を行った者を落札候補者とします。当

該落札候補者について上記２に示した資格を満たし

ているかどうかの最終的な資格審査をした上、落札

者として決定します。資格審査の結果、当該落札候

補者に資格がないと認めたときは、当該入札を無効

とし、順次、価格の低い入札者について同様の審査

を実施し落札者を決定します。

　　�　なお、最低制限価格の設定額については、案件ご

とに個別設定をしていますので、「川崎市交通局工

事請負契約に係る最低制限価格取扱要綱」を御覧く

ださい。

　⑵�　配置予定技術者届等の提出

　　�　落札候補者は配置予定技術者届等の提出が必要と

なります。積算疑義申立てに関する手続き期間の終

了後に財政局資産管理部契約課から落札候補者へ電

話連絡します。落札候補者におかれては、財政局資

産管理部契約課（建築契約係　044－200－2100）に

下記10の書類を遅くとも翌日正午までに提出してく

ださい。

　⑶�　入札の無効

　　ア�　川崎市交通局競争入札参加者心得で無効と定め

る入札はこれを無効とします。

　　イ�　添付又は提出した積算内訳書に不備等のある場
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合はこれを無効とします。

　　ウ�　設計書等の購入が確認できない者の入札はこれ

を無効とします。

　　　（設計図書の電子化実施対象案件を除く）

　⑷�　本工事の設計書に係る積算内容の確認及び疑義申

立て先は、工事担当課（まちづくり局施設整備部公

共建築担当（川崎市川崎区宮本町１番地　明治安田

生命ビル９階）電話044－200－3013）です。

　　※�　積算疑義申立て制度の詳細については、「川崎

市交通局入札報」の「契約関係規程等」の「川崎

市交通局工事請負契約の入札に係る積算疑義申立

て手続に関する取扱要綱」を御覧ください。

10�　落札候補者が提出する書類

　⑴�　配置予定技術者届（第１号様式その１）（交通局

所定の様式）

　⑵�　配置予定技術者の資格を確認できる書類

　　ア�　監理技術者の場合

　　　�　配置予定監理技術者の「監理技術者資格者証

（両面）」及び「監理技術者講習修了証（両面）」

の写し

　　　※�　同証で雇用関係が確認できない場合、健康保

険被保険者証等の雇用関係を確認できる書類を

同時に提出してください。

　　イ�　主任技術者の場合

　　　�　配置予定主任技術者の１、２級の技術検定合格

証明書等の写し、または建設業法第７条第２号

イ、ロ、ハの条件を満たす主任技術者経歴証明書

（第２号様式）（交通局所定の様式）

　　　※�　配置予定技術者届及び主任技術者経歴証明書

については、「案件固有書類へのリンク」から

ダウンロードした様式を使用してください。

　⑶�　配置予定技術者の雇用関係を確認できる書類（健

康保険被保険者証の写し）

　　�　健康保険被保険者証の写しを提出できない者は下

記の書類の写し

　　ア�　市区町村作成の住民税特別徴収税額通知書の写

し

　　イ�　年金事務所作成の被保険者標準報酬決定通知書

の写し

　　ウ�　公共職業安定所作成の雇用保険資格取得等確認

通知書の写し

　　エ�　その他雇用関係が確認できる書類

　　　�　なお、配置予定技術者は、直接的かつ恒常的な

雇用関係にあることを要します。

　　　�　直接的な雇用関係とは、配置予定技術者とその

所属建設業者との間に第三者の介入する余地のな

い雇用に関する一定の権利義務関係（賃金、労働

時間、雇用、権利構成）が存在することをいいま

す。

　　　�　また、恒常的な雇用関係とは、一定の期間にわ

たり当該建設業者に勤務し、日々一定時間以上職

務に従事することが担保されていることをいい、

一般競争入札参加申込日以前に３箇月以上の雇用

関係にあることが必要です。（在籍出向者、派遣

社員、契約社員は、直接的かつ恒常的な雇用関係

にあるとはいえません。）

　　※�　技術者の専任が必要な案件について本市で営業

所の専任技術者情報が確認できない場合は、「営

業所における専任技術者証明書」の提出を求める

場合があります。

　　※　配置予定技術者を配置できない場合

　　　�　落札候補者となったにもかかわらず、「正当な

理由」なしに技術者を配置できずに契約を締結で

きない場合は、川崎市競争入札参加者指名停止等

要綱別表第２第15号「本市発注の競争入札におい

て、正当な理由なく指定された期限までに本市が

指定した参加資格の確認書類を提出しないとき。」

に該当するものとして、指名停止措置の対象とな

りますので、十分に御注意ください。

　⑷�　監理技術者補佐の配置予定技術者届等（※特例監

理技術者を配置予定の場合のみ提出）

　　ア�　配置予定技術者届（第１号様式その３）（交通

局所定の様式）

　　イ�　配置予定監理技術者補佐の資格を有する書類

（一級施工管理技士等の国家資格者等の合格証等）

　　ウ�　配置予定監理技術者補佐の雇用関係を確認でき

る書類（健康保険被保険者証等）

　　　※�　特例監理技術者を配置する予定がある場合

は、配置予定の当該監理技術者を既に配置して

いる別の工事の工事監督部署に対し、その旨事

前に説明を行うようにしてください。

　　　※�　特例監理技術者が２現場を兼任するにあたっ

て、各現場に監理技術者補佐を専任配置してい

ないと建設業法違反となりますので、御注意く

ださい。

　⑸�　下請契約に関する誓約書（第３号様式）（交通局

所定の様式）

　　※　必要な場合のみ提出

　　※�　本工事を一般建設業の許可を受けている者が受

注する場合、下請契約の請負金額の合計が4,000

万円（建築一式工事の場合は6,000万円）以上と

なることは、法令上認められていません。

　　※�　下請契約に関する誓約書は、「案件固有書類へ

のリンク」からダウンロードした様式を使用して

ください。

　　※�　特定建設業の許可を有していて監理技術者を配
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置する場合は不要です。

　　※�　請負金額が4,000万円（建築一式工事の場合は

6,000万円）未満となった場合は不要です。

　　※�　一般競争入札参加資格において、特定建設業許

可が求められている場合、請負金額及び下請契約

の請負金額に関わらず、一般建設業許可をもって

特定建設業許可に代えることはできません（「下

請契約に関する誓約書」を提出した場合は、一般

建設業許可でも可とする記載がある場合を除く）。

また、一般競争入札参加資格において、監理技術

者の配置が求められている場合、請負金額及び

下請契約の請負金額に関わらず、主任技術者の配

置をもって監理技術者に代えることはできません

（「下請契約に関する誓約書」を提出した場合は、

主任技術者でも可とする記載がある場合を除く）。

11�　契約手続等

　　次により契約を締結します。

　⑴�　契約書の作成　要

　⑵�　契約保証金

　　�　契約金額の10％とします。ただし、川崎市交通局

会計規程第11条に定める有価証券（振替債を除く。）

の提供又は金融機関若しくは保証事業会社の保証を

もって契約保証金の納付に代えることができます。

　　�　また、公共工事履行保証証券による保証を付し、

履行保証保険契約の締結を行った場合は、契約保証

金を免除します。

　⑶�　前払金　有（必須）

　　�　中間前払金の適用については、「川崎市交通局公

共工事の前払金に関する規程」及び「川崎市交通局

公共工事中間前払金取扱要綱」を御覧ください。

12�　下請負人の制限

　�　健康保険法第48条、厚生年金保険法第27条、雇用保

険法第７条の届出の義務を履行していない建設業者を

下請負人とした場合は、契約違反となる場合がありま

すので御注意ください。

　※�　平成31年４月１日から、制限の対象を１次下請負

人に限らず「全ての下請負人」に拡大しております

ので御注意ください。

13�　その他

　⑴�　事情により入札を延期、又は取りやめる場合があ

ります。

　⑵�　公告に定めるもののほか、川崎市交通局契約規程

及び川崎市交通局競争入札参加者心得等の定めると

ころによります。

　⑶�　川崎市交通局契約規程及び川崎市交通局競争入札

参加者心得は、財政局資産管理部契約課で閲覧でき

ます。

　⑷�　公告に関する問い合わせは、川崎市財政局資産管

理部契約課になります。

　⑸�　指名停止期間中の川崎市競争入札参加資格者との

下請契約は認められておりませんので御注意くださ

い。

　　　【抜粋】川崎市競争入札参加資格者指名停止等要綱

　　　（下請等の禁止）

　　　�第７条　指名停止の期間中の有資格業者が、本市

の契約に係る下請けをし、若しくは受託をするこ

とを承認しないものとする。ただし、会社更生法

（平成14年法律第154号）に基づく更生手続きの

申立て又は民事再生法（平成11年法律第225号）

に基づく再生手続きの申立てをしたことによる指

名停止中の場合は、この限りでない。

病 院 局 公 告

川崎市病院局公告第36号

　　　入　　札　　公　　告

　工事請負契約に関する一般競争入札について次のとお

り公告します。

　　令和３年８月18日

� 川崎市病院事業管理者　増　田　純　一　　

１�　総則

　⑴�　別紙の案件に係る契約条項を示し、また関連情報

を入手するための照会窓口は、次のとおりです。

　　�　川崎市財政局資産管理部契約課建築契約係（以下

「建築契約係」といいます。）

　　　川崎市川崎区宮本町１番地　明治安田生命ビル13階

　　　電話044‐200‐2100

　⑵�　川崎市病院局契約規程（以下「契約規程」といい

ます。）及び川崎市病院局競争入札参加者心得（以

下「参加者心得」といいます。）ほかの契約関係規

程は、建築契約係の窓口で縦覧できるほか、インタ

ーネットにおいて、病院局入札情報のページで閲覧

することができます。

　　�（https://www.city.kawasaki.jp/830/cmsfiles/

contents/0000037/37849/somu/nyuusatsu/index.html）

　⑶�　本書に示された諸手続きで期間が定められている

場合、閉庁日は当該期間から除かれます。さらに、

縦覧を含む諸手続きの時間については、当該期間の

日の午前８時30分から正午までと、午後１時から午

後５時15分までに限ります。

　⑷�　競争参加の申込み及び競争参加資格について

　　ア�　競争参加申込書は、別紙の案件ごとに定められ

た期間に建築契約係窓口で受付けます。

　　イ�　競争参加者は、別紙の案件ごとに定められた競

争参加資格のほか、次の全ての条件を満たす必要
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があります。

　　（ア�）川崎市病院局契約規程第２条の規定に該当し

ないこと。

　　（イ�）川崎市競争入札参加資格者指名停止等要綱に

よる指名停止期間中ではないこと。

　　（ウ�）法令等に従い、本件契約を確実に履行する資

格及び能力を有すること。

　　（エ�）本書に定める各種書面の提出、現場説明会へ

の出席等の競争参加者の義務を誠実に履行する

こと。

　　ウ�　競争参加資格があると認めた者には、別紙の案

件ごとに競争参加資格確認通知書を事前に交付し

ます。競争参加資格があると認め難い者には、別

途お知らせします。

　　エ�　競争参加資格があると認めた者が、競争参加申

込書及び本書に定めるその他の提出書類について

虚偽の記載をしたときは、本件競争入札に参加す

ることはできません。

　⑸�　入札及び開札について

　　ア�　本案件は郵便入札にて執行します。入札方法の

詳細については別に定めるところによります。ま

た、開札は別紙の案件ごとに定める日時におい

て、次の場所で執行します。

　　　�　川崎市財政局資産管理部契約課建築契約係

　　　　（川崎市川崎区宮本町１番地）

　　イ�　入札を行い、又は開札に立会う者は、競争参加

資格確認通知を受けた者又はその代理人とします。

　　　�　なお、代理人が立会う場合は、入札に関する権

限及び開札の立会いに関する権限の委任を受けた

旨の書面を提出しなければなりません。

　　ウ�　入札保証金は免除します。

　　エ�　落札者の決定については、別紙の案件ごとに契

約規程第14条の規定に基づいて作成した予定価格

の制限の範囲内で、最低の価格をもって有効な入

札を行った入札者を落札者とします。ただし、著

しく低価格の場合は調査を行うことがあるほか、

最低制限価格が設定されている案件については、

その価格に満たない価格で入札した者の入札は無

効とします。

　　　�　入札書記載金額の最も低い者が予定価格を上回

り、落札者を決定できないときは、翌日に再度入

札を行います。その際は、対象者に別途連絡しま

す。

　　オ�　参加者心得において無効と定める入札は、これ

を無効とします。

　⑹�　契約の締結について

　　　契約書の作成を必要とします。

　　�　詳細については、各案件の「一般競争入札のお知

らせ」を御覧ください。

（案件１）

競 争 入 札 に

付 す る 事 項

件 名 多摩病院非常用発電設備改修工事

履行場所 川崎市多摩区宿河原１丁目30番37号

履行期間 契約の日から令和４年３月15日まで

競 争 参 加 資 格

⑴�　川崎市病院局契約規程第２条の規定に基づく資格停止期間中でないこと。

⑵�　川崎市競争入札参加資格者指名停止等要綱による指名停止期間中でないこと。

⑶�　次のアからウのいずれかにより建設業退職金共済制度加入が確認できること。

　ア�　令和３・４年度川崎市工事請負有資格業者名簿に加入「有」で登録されているこ

と。

　イ�　経営事項審査の総合評定値通知書の写しにより加入「有」が確認できること。

　ウ�　建設業退職金共済加入履行証明書により加入が確認できること。

⑷�　令和３・４年度川崎市工事請負有資格業者名簿に地域区分「市内」で登録されてい

る者。

⑸�　令和３・４年度川崎市工事請負有資格業者名簿に業種「電気」ランク「Ｃ」で登録

されている者。

⑹�　「官公需についての中小企業者の受注の確保に関する法律」第２条第１項第１号に

よる中小企業者であること。

⑺�　有効期間内の経営事項審査の総合評定値通知書を有していること。

⑻�　電気工事業に係る建設業の許可を受けていること。

⑼�　主任技術者（業種「電気」）を配置できること。

申 込 締 切 日 令和３年８月24日（火）まで受付けます。
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予 定 価 格 未定

入 札 保 証 金 免除とします。

最 低 制 限 価 格 設定します。

郵 便 入 札 締 切 日 令和３年９月９日（木）必着

開 札 日 令和３年９月13日（月）午前10時00分

　　　　　　　　　　────────────────────────────────

川崎市病院局公告第37号

　　　入　　札　　公　　告

　工事請負契約に関する一般競争入札について次のとお

り公告します。

　　令和３年８月25日

� 川崎市病院事業管理者　増　田　純　一　　

１�　総則

　⑴�　別紙の案件に係る契約条項を示し、また関連情報

を入手するための照会窓口は、次のとおりです。

　　�　川崎市財政局資産管理部契約課建築契約係（以下

「建築契約係」といいます。）

　　　川崎市川崎区宮本町１番地

　　　明治安田生命ビル13階　電話044－200－2100

　⑵�　川崎市病院局契約規程（以下「契約規程」といい

ます。）及び川崎市病院局競争入札参加者心得（以

下「参加者心得」といいます。）ほかの契約関係規

程は、建築契約係の窓口で縦覧できるほか、インタ

ーネットにおいて、病院局入札情報のページで閲覧

することができます。

　　�（https://www.city.kawasaki.jp/830/cmsfiles/

contents/0000037/37849/somu/nyuusatsu/index.html）

　⑶�　本書に示された諸手続きで期間が定められている

場合、閉庁日は当該期間から除かれます。さらに、

縦覧を含む諸手続きの時間については、当該期間の

日の午前８時30分から正午までと、午後１時から午

後５時15分までに限ります。

　⑷�　競争参加の申込み及び競争参加資格について

　　ア�　競争参加申込書は、別紙の案件ごとに定められ

た期間に建築契約係窓口で受付けます。

　　イ�　競争参加者は、別紙の案件ごとに定められた競

争参加資格のほか、次の全ての条件を満たす必要

があります。

　　（ア�）川崎市病院局契約規程第２条の規定に該当し

ないこと。

　　（イ�）川崎市競争入札参加資格者指名停止等要綱に

よる指名停止期間中ではないこと。

　　（ウ�）法令等に従い、本件契約を確実に履行する資

格及び能力を有すること。

　　（エ�）本書に定める各種書面の提出、現場説明会へ

の出席等の競争参加者の義務を誠実に履行する

こと。

　　ウ�　競争参加資格があると認めた者には、別紙の案

件ごとに競争参加資格確認通知書を事前に交付し

ます。競争参加資格があると認め難い者には、別

途お知らせします。

　　エ�　競争参加資格があると認めた者が、競争参加申

込書及び本書に定めるその他の提出書類について

虚偽の記載をしたときは、本件競争入札に参加す

ることはできません。

　⑸�　入札及び開札について

　　ア�　本案件は郵便入札にて執行します。入札方法の

詳細については別に定めるところによります。ま

た、開札は別紙の案件ごとに定める日時におい

て、次の場所で執行します。

　　　　川崎市財政局資産管理部契約課建築契約係

　　　　（川崎市川崎区宮本町１番地）

　　イ�　入札を行い、又は開札に立会う者は、競争参加

資格確認通知を受けた者又はその代理人とします。

　　　�　なお、代理人が立会う場合は、入札に関する権

限及び開札の立会いに関する権限の委任を受けた

旨の書面を提出しなければなりません。

　　ウ�　入札保証金は免除します。

　　エ�　落札者の決定については、別紙の案件ごとに契

約規程第14条の規定に基づいて作成した予定価格

の制限の範囲内で、最低の価格をもって有効な入

札を行った入札者を落札者とします。ただし、著

しく低価格の場合は調査を行うことがあるほか、

最低制限価格が設定されている案件については、

その価格に満たない価格で入札した者の入札は無

効とします。

　　　�　入札書記載金額の最も低い者が予定価格を上回

り、落札者を決定できないときは、翌日に再度入

札を行います。その際は、対象者に別途連絡しま

す。

　　オ�　参加者心得において無効と定める入札は、これ

を無効とします。

　⑹�　契約の締結について

　　　契約書の作成を必要とします。

　　�　詳細については、各案件の「一般競争入札のお知

らせ」を御覧ください。
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（案件１）

競 争 入 札 に

付 す る 事 項

件 名 川崎病院解剖室系統換気設備改修工事

履行場所 川崎市川崎区新川通12番１号

履行期間 契約の日から令和４年３月15日まで

競 争 参 加 資 格

⑴�　川崎市病院局契約規程第２条の規定に基づく資格停止期間中でないこと。

⑵�　川崎市競争入札参加資格者指名停止等要綱による指名停止期間中でないこと。

⑶�　次のアからウのいずれかにより建設業退職金共済制度加入が確認できること。

　ア�　令和３・４年度川崎市工事請負有資格業者名簿に加入「有」で登録されているこ

と。

　イ�　経営事項審査の総合評定値通知書の写しにより加入「有」が確認できること。

　ウ�　建設業退職金共済加入履行証明書により加入が確認できること。

⑷�　令和３・４年度川崎市工事請負有資格業者名簿に地域区分「市内」で登録されてい

る者。

⑸�　令和３・４年度川崎市工事請負有資格業者名簿に業種「空調・衛生」種目「空気調

和設備」ランク「Ｂ」で登録されている者。

⑹�　「官公需についての中小企業者の受注の確保に関する法律」第２条第１項第１号に

よる中小企業者であること。

⑺�　有効期間内の経営事項審査の総合評定値通知書を有していること。

⑻�　管工事業に係る建設業の許可を受けていること。

⑼�　主任技術者（業種「管」）を配置できること。

申 込 締 切 日 令和３年８月31日（火）まで受付けます。

予 定 価 格 未定

入 札 保 証 金 免除とします。

最 低 制 限 価 格 設定します。

郵 便 入 札 締 切 日 令和３年９月16日（木）必着

開 札 日 令和３年９月21日（火）午前10時00分

（案件２）

競 争 入 札 に

付 す る 事 項

件 名 川崎病院手術室系統空調用チラー改修工事

履行場所 川崎市川崎区新川通12番１号

履行期間 契約の日から令和４年３月15日まで

競 争 参 加 資 格

⑴�　川崎市病院局契約規程第２条の規定に基づく資格停止期間中でないこと。

⑵�　川崎市競争入札参加資格者指名停止等要綱による指名停止期間中でないこと。

⑶�　次のアからウのいずれかにより建設業退職金共済制度加入が確認できること。

　ア�　令和３・４年度川崎市工事請負有資格業者名簿に加入「有」で登録されているこ

と。

　イ�　経営事項審査の総合評定値通知書の写しにより加入「有」が確認できること。

　ウ�　建設業退職金共済加入履行証明書により加入が確認できること。

⑷�　令和３・４年度川崎市工事請負有資格業者名簿に地域区分「市内」で登録されてい

る者。

⑸�　令和３・４年度川崎市工事請負有資格業者名簿に業種「空調・衛生」種目「空気調

和設備」ランク「Ｂ」で登録されている者。

⑹�　「官公需についての中小企業者の受注の確保に関する法律」第２条第１項第１号に

よる中小企業者であること。

⑺�　有効期間内の経営事項審査の総合評定値通知書を有していること。

⑻�　管工事業に係る建設業の許可を受けていること。

⑼�　主任技術者（業種「管」）を配置できること。



川 崎 市 公 報 （第1,826号）令和３年(2021年)９月10日

－3515－

申 込 締 切 日 令和３年８月31日（火）まで受付けます。

予 定 価 格 未定

入 札 保 証 金 免除とします。

最 低 制 限 価 格 設定します。

郵 便 入 札 締 切 日 令和３年９月16日（木）必着

開 札 日 令和３年９月21日（火）午前10時00分

　　　　　　　　　　────────────────────────────────

川崎市病院局公告第38号

　　　入　　札　　公　　告

　物品調達契約に関する一般競争入札について次のとお

り公告します。

　　令和３年８月25日

� 川崎市病院事業管理者　増　田　純　一　　

１�　総則

　⑴�　別紙の案件に係る契約条項を示し、また関連情報

を入手するための照会窓口は、次のとおりです。

　　�　病院局経営企画室契約担当（以下「病院局契約担

当」といいます。）

　　　川崎市川崎区砂子１丁目８番地９

　　　川崎御幸ビル７階　電話044‐200‐3857（直通）

　⑵�　川崎市病院局契約規程（以下「契約規程」といい

ます。）及び川崎市病院局競争入札参加者心得（以

下「参加者心得」といいます。）ほかの契約関係規

程並びに物品調達に関する仕様書等入札に必要な書

類は、病院局契約担当の窓口で閲覧できるほか、イ

ンターネットにおいて、病院局入札情報のページで

閲覧及びダウンロードすることができます。

　　�（https://www.city.kawasaki.jp/830/cmsfiles/

contents/0000037/37849/somu/nyuusatsu/index.html）

　⑶�　本書に示された諸手続きで期間が定められている

場合、休庁日は当該期間から除かれます。さらに、

閲覧を含む諸手続きの時間については、当該期間の

日の午前８時30分から正午までと、午後１時から午

後５時15分までに限ります。

　⑷�　競争参加の申込み及び競争参加資格について

　　ア�　競争参加申込書は、別紙の案件ごとに定められ

た期間に病院局契約担当窓口への持参又は郵送に

より受付けます。郵送による場合には、申込期間

最終日の午後５時15分までに必着とします。

　　イ�　本書において「名簿」とは、「令和３・４年度

川崎市製造の請負、物件の買入れ等有資格業者名

簿」をいいます。競争参加者は、別紙の案件ごと

に定められた競争参加資格のほか、次の全ての条

件を満たす必要があります。

　　（ア）契約規程第２条の規定に該当しないこと。

　　（イ�）川崎市競争入札参加資格者指名停止等要綱に

よる指名停止期間中ではないこと。

　　（ウ�）法令等に従い、本件契約を確実に履行する資

格及び能力を有すること。

　　（エ�）本書に定める各種書面の提出、現場説明会へ

の出席等の競争参加者の義務を誠実に履行する

こと。

　　ウ�　競争参加資格があると認められた者には、別紙

の案件ごとに競争参加資格確認通知書を事前に交

付します。競争参加資格があると認め難い者に

は、別途お知らせします。

　　エ�　競争参加資格があると認められた者が、競争参

加申込書及び本書に定めるその他の提出書類につ

いて虚偽の記載をしたときは、本件競争入札に参

加することはできません。

　⑸�　仕様等に関する問合せの方法について

　　�　仕様等に関する問合せは、質問書（様式は病院局

入札情報のページで取得できます。）により受け付

けます。また、提出された質問書は、１⑴の照会窓

口に回答書とともに掲示を行い、併せて１⑵の病院

局入札情報のページにも掲載を行います。

　⑹�　入札及び開札について

　　ア�　入札及び開札の日時、場所等については、別紙

の案件ごとの定めるところによります。

　　イ�　入札を行い、又は開札に立会う者は、競争参加

資格確認通知を受けた者又はその代理人としま

す。なお、代理人が立会う場合は、入札に関する

権限及び開札の立会いに関する権限の委任を受け

た旨の書面を事前に提出しなければなりません。

　　ウ�　郵便により入札書を提出する場合には、こちら

から送付する競争参加資格確認通知を確認した後

に発送してください。

　　エ�　入札保証金は免除します。

　　オ�　落札者の決定については、別紙の案件ごとに契

約規程第14条の規定に基づいて作成した予定価格

の制限の範囲内で、最低の価格をもって有効な入

札を行った入札者を落札者とします。ただし、著

しく低価格の場合は調査を行うことがあるほか、



（第1,826号）令和３年(2021年)９月10日 川 崎 市 公 報

－3516－

最低制限価格が設定されている案件については、

その価格に満たない価格で入札した者の入札は無

効とします。

　　　�　入札書記載金額の最も低い者が予定価格を上回

り、落札者を決定できないときは、再度入札を行

います。ただし、その前回の入札が参加者心得の

規定により無効とされた者及び開札に立会わない

者は再度入札に参加できません。

　　カ�　参加者心得において無効と定める入札は、これ

を無効とします。

　⑺�　契約の締結について

　　�　落札者とは別紙の案件ごとに次の条件で契約を締

結します。

　　ア�　契約保証金は契約金額の10パーセントとしま

す。ただし、契約規程第34条各号に該当する場合

は免除します。

　　イ�　契約書の作成を必要とします。

川崎市病院局公告第39号

　　　入　　札　　公　　告

　業務委託契約に関する一般競争入札について次のとお

り公告します。

　　令和３年８月25日

� 川崎市病院事業管理者　増　田　　純　一　　

１�　総則

　⑴�　別紙の案件に係る契約条項を示し、また関連情報

を入手するための照会窓口は、次のとおりです。

　　�　病院局経営企画室契約担当（以下「病院局契約担

当」といいます。）

　　　川崎市川崎区砂子１丁目８番地９

　　　川崎御幸ビル７階　電話044‐200‐3857（直通）

　⑵�　川崎市病院局契約規程（以下「契約規程」といい

ます。）及び川崎市病院局競争入札参加者心得（以

下「参加者心得」といいます。）ほかの契約関係規

程並びに調達に関する仕様書等入札に必要な書類

は、病院局契約担当の窓口で閲覧できるほか、イン

ターネットにおいて、病院局入札情報のページで閲

覧及びダウンロードすることができます。

　　�（https://www.city.kawasaki.jp/830/cmsfiles/

contents/0000037/37849/somu/nyuusatsu/index.html）

　⑶�　本書に示された諸手続きで期間が定められている

場合、休庁日は当該期間から除かれます。さらに、

閲覧を含む諸手続きの時間については、当該期間の

日の午前８時30分から正午までと、午後１時から午

後５時15分までに限ります。

　⑷�　競争参加の申込み及び競争参加資格について

　　ア�　競争参加申込書は、別紙の案件ごとに定められ

た期間に病院局契約担当窓口への持参又は郵送に

より受付けます。郵送による場合には、申込期間

最終日の午後５時15分までに必着とします。

　　イ�　本書において「名簿」とは、「令和３・４年度

業務委託有資格業者名簿」をいいます。競争参加

（案件１）

競 争 入 札 に

付 す る 事 項

件 名 川崎病院で使用する耳鼻咽喉科用診療椅子の調達

履行場所 川崎市川崎区新川通12－１（川崎市立川崎病院）

履行期間 契約締結日から令和４年３月31日まで

競 争 参 加 資 格

名 簿 の

登　 録

業　種　「医療機器」

種　目　「医療機器」

地域区分 設定しません。

そ の 他 特になし。

競争参加の申込 令和３年８月25日から令和３年９月１日まで受付けます。

現 場 説 明 会 行いません。

入 札 及 び 開 札
日 時 令和３年９月14日　午前10時00分

場 所 川崎市川崎区砂子１丁目８番地９　川崎御幸ビル７階　病院局会議室

郵 便 に よ る

入 札 書 の 提 出

提出期限 令和３年９月10日　必着

提 出 先 川崎市川崎区宮本町１番地　川崎市病院局経営企画室経理担当課長

予 定 価 格 公表しません。

最 低 制 限 価 格 設定しません。

　　　　　　　　　　────────────────────────────────
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者は、別紙の案件ごとに定められた競争参加資格

のほか、次の全ての条件を満たす必要があります。

　　（ア）契約規程第２条の規定に該当しないこと。

　　（イ�）川崎市競争入札参加資格者指名停止等要綱に

よる指名停止期間中ではないこと。

　　（ウ�）法令等に従い、本件契約を確実に履行する資

格及び能力を有すること。

　　（エ�）本書に定める各種書面の提出、現場説明会へ

の出席等の競争参加者の義務を誠実に履行する

こと。

　　ウ�　競争参加資格があると認められた者には、別紙

の案件ごとに競争参加資格確認通知書を事前に交

付します。競争参加資格があると認め難い者に

は、別途お知らせします。

　　エ�　競争参加資格があると認められた者が、競争参

加申込書及び本書に定めるその他の提出書類につ

いて虚偽の記載をしたときは、本件競争入札に参

加することはできません。

　⑸�　仕様等に関する問合せの方法について

　　�　仕様等に関する問合せは、質問書（様式は病院局

入札情報のページで取得できます。）により受付け

ます。また、提出された質問書は、１⑴の照会窓口

に回答書とともに掲示を行い、併せて１⑵の病院局

入札情報のページにも掲載を行います。

　⑹�　入札及び開札について

　　ア�　入札及び開札の日時、場所等については、別紙

の案件ごとの定めるところによります。

　　イ�　入札を行い、又は開札に立会う者は、競争参加

資格確認通知を受けた者又はその代理人としま

す。なお、代理人が立会う場合は、入札に関する

権限及び開札の立会いに関する権限の委任を受け

た旨の書面を事前に提出しなければなりません。

　　ウ�　郵便により入札書を提出する場合には、こちら

から送付する競争参加資格確認通知を確認した後

に発送してください。

　　エ�　入札保証金は免除します。

　　オ�　落札者の決定については、別紙の案件ごとに契

約規程第14条の規定に基づいて作成した予定価格

の制限の範囲内で、最低の価格をもって有効な入

札を行った入札者を落札者とします。ただし、著

しく低価格の場合は調査を行うことがあるほか、

最低制限価格が設定されている案件については、

その価格に満たない価格で入札した者の入札は無

効とします。入札書記載金額の最も低い者が予定

価格を上回り、落札者を決定できないときは、再

度入札を行います。ただし、その前回の入札が参

加者心得の規定により無効とされた者及び開札に

立会わない者は再度入札に参加できません。

　　カ�　参加者心得において無効と定める入札は、これ

を無効とします。

　⑺�　契約の締結について

　　�　落札者とは別紙の案件ごとに次の条件で契約を締

結します。

　　ア�　契約保証金は契約金額の10パーセントとしま

す。ただし、契約規程第34条各号に該当する場合

は免除します。

　　イ�　契約書の作成を必要とします。

（案件１）

競 争 入 札 に

付 す る 事 項

件 名 多摩病院空調自動制御用コントローラ整備委託

履行場所 川崎市多摩区宿河原１－30－37（川崎市立多摩病院）

履行期間 契約締結日から令和４年３月31日まで

競 争 参 加 資 格

名 簿 の

登　 録

業　種　「施設維持管理」

種　目　「電気・機械設備保守点検」

地域区分 設定しません。

そ の 他 特になし。

競争参加の申込 令和３年８月25日から令和３年９月１日まで受付けます。

現 場 説 明 会 行いません。

入 札 及 び 開 札
日 時 令和３年９月10日　午前10時00分

場 所 川崎市川崎区砂子１丁目８番地９　川崎御幸ビル７階　病院局会議室

郵 便 に よ る

入 札 書 の 提 出

提出期限 令和３年９月８日　必着

提 出 先 川崎市川崎区宮本町１番地　川崎市病院局経営企画室経理担当課長

予 定 価 格 公表しません。

最 低 制 限 価 格 設定しません。
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病 院 局 公 告（ 調 達 ）

川崎市病院局公告（調達）第18号

　　　落札者等の公示

　川崎市病院局物品等又は特定役務の調達手続の特例を

定める規程（平成17年川崎市病院局規程第40号）第11条

の規定に基づき、次のとおり落札者等について公示しま

す。

　　令和３年９月10日

� 川崎市病院事業管理者　金　井　歳　雄　　

１�　物品及び役務の名称

　　�令和３年度庁内情報環境整備に係るパーソナルコン

ピュータ等のリースに関する契約

２�　契約事務担当部局の名称及び所在地

　　病院局経営企画室契約担当

　　川崎市川崎区砂子１丁目８番地９　川崎御幸ビル７階

３�　契約の相手方を決定した日

　　令和３年８月６日

４�　契約の相手方の氏名及び住所

　　富士通リース　株式会社

　　横浜支店　支店長　谷頭　洋一

　　横浜市西区高島一丁目１番２号

　　横浜三井ビルディング23階

５�　契約金額

　　47,289,000円（消費税額及び地方消費税額を含む。）

６�　契約の相手方を決定した手続

　　一般競争入札

７�　入札の公告（公示）を行った日

　　令和３年６月25日

教 育 委 員 会 告 示

川崎市教育委員会告示第17号

　川崎市教育委員会臨時会を次のとおり招集します。

　　令和３年８月17日

� 川崎市教育委員会　　　　　

� 教育長　小田嶋　　　満　　

１�　日　時　　令和３年８月24日（火）14時00分から

２�　場　所　　教育文化会館　第６・７会議室

３�　議　事

　　　　議案第23号　�令和４年度　教職員人事異動方針

について

　　　　議案第24号　�教育委員会の権限に属する事務の

管理及び執行状況に係る点検及び

評価に係る報告書（令和２年度

版）について

　　　　議案第25号　�第２次川崎市教育振興基本計画か

わさき教育プラン第３期実施計画

策定に向けた基本的な考え方につ

いて

　　　　議案第26号　�地方教育行政の組織及び運営に関

する法律第29条の規定に基づく意

見聴取について

４�　その他報告等

選 挙 管 理 委 員 会 告 示

川崎市選挙管理委員会告示第５号

　公職選挙事務執行規程（昭和49年川崎市選挙管理委員

会告示第１号）の一部を改正する規程を次のとおり制定

します。

　　令和３年８月24日

� 川崎市選挙管理委員会　　　

� 委員長　坂　本　　　茂　　

　　　公職選挙事務執行規程の一部を改正する規程

　公職選挙事務執行規程（昭和49年川崎市選挙管理委員

会告示第１号）の一部を次のように改正する。

　�　第12号様式及び第13号様式中「　年　月　日執行」

を「　年執行」に改める。

　�　第16号様式中「　年　月執行」を「　年執行」に改

める。

　�　第35号様式から第37号様式までの様式及び第47号様

式中「　年　月　日執行」を「　年執行」に改める。

　�　第48号様式中「　年　月執行」を「　年執行」に改

める。

　　第51号様式中「　年　月　日執行」を「　年執行」

に改める。

　　　附　則

この規程は、告示の日から施行する。
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監 査 公 表

� ３川監公第７号

� 令和３年８月19日

　　　川崎市職員措置請求について（公表）

　令和３年６月21日付けをもって受理した標記の請求に

ついて、地方自治法（昭和22年法律第67号）第242条第

５項の規定に基づき監査を実施しましたので、請求人に

対する通知文を別紙のとおり公表します。

� 川崎市監査委員　寺　岡　章　二　　

� 同　　　　　　　植　村　京　子　　
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関
係
人
調

査

法
第
１
９
９

条
第

８
項

の
規

定
に

基
づ

き
、
令

和
３

年
７

月
３

０
日

、
本

件
措

置
請

求
に

係
る

事
実

関
係
の
確
認
の

た
め

、
関

係
人

調
査

を
行

っ
た

。
 

関
係
人
調
査

の
対

象
は

、
秋

田
恵

議
員

と
し

た
。

 

 
３
 

監
査
対
象

事
項

本
件

政
務

活
動

費
の

支
出

に
関

し
て

、
市

長
に

違
法

又
は

不
当

に
財

産
の

管
理

を
怠

る
事

実
が

あ

る
か
を
監
査
対

象
と

し
た

。
 

 

  

 

３
川

監
公

第
７

号
 

令
和

３
年

８
月

１
９

日
 

 

  

川
崎

市
職

員
措

置
請

求
に

つ
い

て
（

公
表

）
 

  

令
和

３
年

６
月

２
１

日
付

け
を

も
っ

て
受

理
し

た
標

記
の

請
求

に
つ

い
て

、
地

方
自

治
法

（
昭

和

２
２

年
法

律
第

６
７

号
）

第
２

４
２

条
第

５
項

の
規

定
に

基
づ

き
監

査
を

実
施

し
ま

し
た

の
で

、
請

求
人

に
対

す
る

通
知

文
を

別
紙

の
と

お
り

公
表

し
ま

す
。

 

   

川
崎

市
監

査
委

員
 

 
寺

 
岡

 
章

 
二

 
 

 
 

 

同
 

 
 

 
 

 
 

 
植

 
村

 
京

 
子
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(
ｴ
)
 

執
行
に

あ
た

っ
て

の
原

則
 

政
務

活
動

費
の

使
途

に
つ

い
て

は
、
指

針
に

よ
る

ほ
か

、
会

派
又

は
交

付
対

象
議

員
の

自
律

的
な

判
断

に
委

ね
ら

れ
て

い
る

た
め

、
政

務
活

動
費

が
調

査
研

究
そ

の
他

の
活

動
に

資
す

る

た
め

必
要

な
経

費
を

賄
う

も
の

で
あ

る
こ

と
を

踏
ま

え
、

会
派

及
び

交
付

対
象

議
員

の
責

任

に
お

い
て

適
正

な
執

行
に

努
め

る
こ

と
と

す
る

。
 

政
務

活
動

費
が

公
金

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

使
途

内
容

に
つ

い
て

の
透

明
性

確
保

が
求

め
ら

れ
て

い
る

た
め

、
会

派
又

は
交

付
対

象
議

員
に

お
い

て
市

民
へ

の
説

明
責

任
を

果
た

す
と

と

も
に

、
支

出
伝

票
及

び
政

務
活

動
記

録
票

に
お

け
る

説
明

の
充

実
等

に
努

め
る

こ
と

と
す

る
。
 

イ
 

政
務
活

動
費

の
交

付
対

象
と

充
て

る
こ

と
が

で
き

る
経

費
 

政
務

活
動

費
の

交
付

対
象

は
、

条
例

第
３

条
で

は
、

会
派

及
び

当
該

会
派

の
議

員
で

、
 

 
 

 

議
員
１
人

当
た

り
に

お
い

て
①

会
派

に
対

し
て

月
額

４
５

０
，
０

０
０

円
又

は
②

会
派
・
議

員
に

対
し
て
会

派
に

月
額

５
０

，
０

０
０

円
、
議

員
に

月
額

４
０

０
，
０

０
０

円
の

い
ず

れ
か

の
選

択

制
と
し
て

、
所

属
議

員
数

を
乗

じ
て

得
た

額
を

会
派

に
交

付
す

る
と

し
て

い
る

。
 

政
務
活

動
費

を
充

て
る

こ
と

が
で

き
る

経
費

の
範

囲
は

、
条

例
第

１
０

条
別

表
に

、
次

の
と

お

り
規
定
さ

れ
て

い
る

。
 

経
費

の
区

分
 

支
出

で
き

る
経

費
 

内
容

 
種

類
 

１
 

調
査

研
究

費
 

会
派

又
は

交
付

対
象

議
員

が
市

の
事

務
、

地
方

行
財

政
等

に
関

し

て
調

査
研

究
を

す
る

の
に

要
す

る

経
費

 

会
場

借
上

料
、

委
託

料
、

講
師

謝

礼
、

食
糧

費
、

印
刷

製
本

費
、

消

耗
品

費
、

資
料

購
入

費
、

旅
費

、

バ
ス

等
借

上
料

、
出

席
負

担
金

等

２
 

研
修

費
 

会
派

又
は

交
付

対
象

議
員

が
研

修
会

を
開

催
し

、
又

は
他

の
団

体

等
が

開
催

す
る

研
修

会
に

参
加

す

る
の

に
要

す
る

経
費

 

会
場

借
上

料
、

委
託

料
、

講
師

謝

礼
、

食
糧

費
、

印
刷

製
本

費
、

消

耗
品

費
、

資
料

購
入

費
、

旅
費

、

出
席

負
担

金
等

 

３
 

広
報

・
広

聴
費

 
会

派
又

は
交

付
対

象
議

員
が

そ

の
活

動
若

し
く

は
市

政
に

つ
い

て

市
民

に
広

報
し

、
又

は
市

民
の

要

望
、

意
見

等
の

聴
取

若
し

く
は

市

民
相

談
を

行
う

の
に

要
す

る
経

費

会
場

借
上

料
、

印
刷

製
本

費
、

ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
等

製
作

費
、

食
糧

費
、

送
料

、
旅

費
等

 

４
 

要
請

・
陳

情
活

動
費
 

会
派

又
は

交
付

対
象

議
員

が
国

等
に

対
す

る
要

請
又

は
陳

情
の

活

動
を

行
う

の
に

要
す

る
経

費
 

印
刷

製
本

費
、

旅
費

等
 

５
 

会
議

費
 

会
派

又
は

交
付

対
象

議
員

が
各

会
場

借
上

料
、

委
託

料
、

食
糧

2 

第
４
 
監
査
の
結
果
 

 
１
 
前
提
事
実
の
確
認
等
 

関
係
各
資
料
の
調
査
の
結
果
、
本
件
に
関
す
る
前
提
事
実
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
 

 
 
(
1
)
 
政
務
活
動
費
に
つ
い
て
 

ア
 
概
要
 

政
務
活
動
費
は
、
法
第
１
０
０
条
第
１
４
項
か
ら

第
１
６
項
ま
で
の
規
定
を
根
拠
と
す
る
も
の

で
、
川
崎
市
議
会
の
政
務
活
動
費
の
交
付
等
に
関
す

る
条
例
（
平
成
１
３
年
川
崎
市
条
例
第
１
１

号
。
以

下
「

条
例

」
と
い

う
。
）

及
び

川
崎

市
議
会

の
政
務

活
動

費
の

交
付
等

に
関
す

る
条

例
施

行
規
則
（
平
成
１
３
年
川
崎
市
規
則
第
１
６
号
。
以
下
「
規
則
」
と
い
う
。
）
に
基
づ
き
、
会
派
及

び
議
員
に
対
し
、
川
崎
市
議
会
議
員
の
調
査
研
究
そ

の
他
の
活
動
に
資
す
る
た
め
必
要
な
経
費
の

一
部
と
し
て
交
付
さ
れ
る
。
市
政
に
関
す
る
会
派
及

び
議
員
の
調
査
研
究
そ
の
他
の
活
動
を
充
実

し
、
議
会
の
審
議
能
力
の
向
上
、
議
会
の
活
性
化
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
も
の
で
あ

り
、
川
崎
市
議
会
が
作
成
し
た
「
政
務
活
動
費
の
運
用
指
針
（
以
下
「
指
針
」
と
い
う
。
）
」
に
よ

る
と
、
そ
の
使
途
に
つ
い
て
市
民
に
説
明
責
任
を
負

う
こ
と
を
認
識
し
て
、
適
正
に
使
用
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
 

ま
た
、
政
務
活
動
費
の
運
用
の
基
本
的
指
針
と
し
て
、
次
の
４
点
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
 

(
ｱ
)
 
政
務
活
動
に
つ
い
て
 

普
通
地
方
公
共
団
体
の
議
会
は
、
条
例
の
制
定

及
び
改
廃
、
予
算
の
決
定
、
重
要
な
契
約
の

締
結
並
び
に
財
産
の
取
得
及
び
処
分
等
に
つ
い
て
議
決
権
を
有
す
る
。
 

さ
ら
に
は
、
近
時
の
社
会
情
勢
の
複
雑
化
に
伴

い
、
多
様
化
・
高
度
化
す
る
地
域
住
民
の
要

求
に

応
え

る
た

め
の

行
政

施
策

等
に

対
す

る
迅

速
か

つ
適

切
な

審
議

が
求

め
ら

れ
て

い
る

。

こ
う

し
た

中
、

議
会

の
構

成
員

で
あ

る
議

員
な

い
し

会
派

に
は

、
地

方
行

政
等

に
関

す
る

諸

制
度
、
当
該
地
方
公
共
団
体
の
抱
え
る
政
治
的
、
行
政
的
諸
課
題
、
さ
ら
に
は
諸
外
国
の
動
向

等
に

対
す

る
広

範
な

知
識

が
必

要
と

さ
れ

、
こ

れ
ら

に
つ

い
て

の
不

断
の

調
査

研
究

等
の

活

動
が

不
可

欠
と

な
っ

て
お

り
、

議
員

活
動

の
活

性
化

を
図

る
た

め
、

要
す

る
経

費
の

一
部

を

政
務
活
動
費
と
し
て
交
付
す
る
も
の
で
あ
る
。
 

(
ｲ
)
 
実
費
弁
償
の
原
則
 

政
務
活
動
費
は
、
市
政
調
査
研
究
そ
の
他
の
活
動
の
た
め
に
、
実
際
に
要
し
た
費
用
に
充
当

す
る
実
費
弁
償
を
原
則
と
す
る
。
 

(
ｳ
)
 
按
分
に
よ
る
支
出
 

会
派

及
び

議
員

に
よ

る
、
「

調
査

研
究

そ
の

他
の

活
動

」
（

政
務

活
動

）
と

、
そ

れ
以

外
の

「
政
党
活
動
」
、「

選
挙
活
動
」
、「

後
援
会
活
動
」
な
ど
が
渾
然
一
体
と
な
っ
て
行
わ
れ
、
調
査

研
究

そ
の

他
の

活
動

に
資

す
る

部
分

が
明

ら
か

で
無

い
場

合
は

、
全

額
を

政
務

活
動

費
に

よ

っ
て

支
出

す
る

こ
と

は
不

適
当

で
あ

り
、

他
の

活
動

の
実

績
に

応
じ

て
按

分
し

支
出

す
る

按

分
の
考
え
方
を
導
入
す
べ
き
も
の
と
考
え
る
。
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会
派

の
代

表
者

及
び

交
付

対
象

議
員

は
、
交

付
翌

年
度

の
４

月
３

０
日

ま
で

に
、
交

付
に

係

る
収
入

及
び

支
出

に
つ

い
て

議
長

に
報

告
す

る
。
こ

の
場

合
、
収

支
報

告
書

の
ほ

か
、
支

出
伝

票
一
覧

表
（

写
し

）
、
支

出
伝

票
（

写
し

）
、
領

収
書

等
（

写
し

）
、
政

務
活

動
記

録
票
（

写
し

）

等
を
提

出
す

る
。
議

長
は

、
こ

れ
ら

の
提

出
が

あ
っ

た
と

き
は

、
速

や
か

に
そ

の
写

し
を

市
長

に
提
出

す
る

。
 

(
ｶ
)
 

剰
余

金
の

返
還

（
条

例
第

１
２

条
、

規
則

第
１

１
条

）
 

交
付

さ
れ

た
政

務
活

動
費

に
剰

余
金

が
生

じ
た

場
合

、
会

派
の

代
表

者
及

び
交

付
対

象
議

員
は
、

市
長

の
発

行
す

る
納

付
書

に
よ

り
、

速
や

か
に

返
還

を
行

う
。

 

(
ｷ
)
 

議
会

局
に

よ
る

点
検

・
確

認
作

業
、

閲
覧

準
備

等
（

指
針

）
 

議
会

局
は

、
会

派
の

代
表

者
又

は
交

付
対

象
議

員
か

ら
提

出
さ

れ
た

収
支

報
告

書
等

を
閲

覧
に
供

す
る

に
当

た
り

、
記

載
・
押

印
漏

れ
、
添

付
書

類
の

不
備

、
費

用
弁

償
と

の
重

複
、
按

分
率

等
の

説
明

漏
れ

及
び

合
計

額
等

の
確

認
な

ど
の

形
式

的
要

件
の

確
認

を
行

う
と

と
も

に
、

個
人
情

報
の

マ
ス

キ
ン

グ
を

行
う

。
 

(
ｸ
)
 

収
支

報
告

書
等

の
閲

覧
（

条
例

第
１

５
条

、
規

則
第

１
４

条
）

 

議
長

は
、

交
付

翌
年

度
の

６
月

３
０

日
か

ら
収

支
報

告
書

等
を

一
般

の
閲

覧
に

供
す

る
。

 

(
ｹ
)
 

関
係

帳
簿

の
保

管
（

規
則

第
９

条
、

指
針

）
 

会
派

の
経

理
責

任
者

及
び

交
付

対
象

議
員

は
、
収

支
報

告
書

、
支

出
伝

票
一

覧
表

、
支

出
伝

票
、
領
収

書
等

、
会

計
帳

簿
関

係
書

類
、
事

務
所

台
帳

等
を

収
支

報
告

書
提

出
日

の
属

す
る

年

度
の
翌

年
度

の
４

月
１

日
か

ら
起

算
し

て
５

年
間

保
管

す
る

。
 

 
 
(
2
)
 

秋
田
恵

議
員

（
以

下
「

秋
田

議
員

」
と

い
う

。
）

に
よ

る
支

出
に

つ
い

て
 

請
求
人

が
対

象
と

し
て

い
る

令
和

元
年

度
の

政
務

活
動

費
の

支
出

は
、

次
の

と
お

り
で

あ
る

。
 

ア
 
人
件
費

と
し

て
、

令
和

２
年

３
月

３
１

日
付

け
で

合
計

６
４

０
，

０
０

０
円

を
支

出
し

た
。

イ
 
調
査
研

究
費

と
し

て
、

武
中

桂
（

以
下

「
Ｘ

氏
」

と
い

う
。
）

に
対

し
、

令
和

元
年

７
月

３
０

日
付
け
で
３

５
，

０
０

０
円

を
支

出
し

た
。

ウ
 
広
報
・

広
聴

費
と

し
て

、
Ｘ

氏
に

対
し

、
令

和
２

年
２

月
１

０
日

付
け

で
９

０
，

１
４

６
円

、

同
年
３
月
３

１
日

付
け

で
２

０
，

０
０

０
円

の
合

計
１

１
０

，
１

４
６

円
を

支
出

し
た

。

エ
 
研
修
費

及
び

人
件

費
と

し
て

、
研

修
同

行
者

に
対

し
、
令

和
２

年
３

月
２

３
日

付
け

で
合

計
３

７
，
６
０
０

円
を

支
出

し
た

。
 

 
 
 
オ
 
事
務
費

と
し

て
、
令

和
２

年
２

月
１

日
付

け
、
同

年
３

月
１

７
日

付
け

、
同

年
５

月
３

１
日

付

け
で
合
計
１

７
１

，
６

１
２

円
を

支
出

し
た

。

 
 
 
カ
 
事
務
所

費
と

し
て

、
令

和
元

年
１

２
月

１
４

日
付

け
、
令

和
２

年
２

月
１

８
日

付
け

、
同

年
３

月
１
２
日
付

け
で

合
計

３
４

８
，

８
０

０
円

を
支

出
し

た
。

 
 
 
キ

 
広
報
・

広
聴

費
と

し
て

、
合

同
会

社
Ｍ

ｏ
ｒ

ｉ
 

Ｌ
ａ

ｂ
ｏ

（
以

下
「

Ａ
社

」
と

い
う

。
）

に

対
し
、
合
計

１
，

１
０

０
，

０
０

０
円

を
支

出
し

た
。

ク
 

調
査
研
究

費
と

し
て

、
Ａ

社
に

対
し

、
合

計
１

，
７

０
５

，
０

０
０

円
を

支
出

し
た

。

4 

種
会
議
を
開
催
し
、
又
は
他
の
団

体
等
が
開
催
す
る
意
見
交
換
会
等

各
種
会
議
に
参
加
す
る
の
に
要
す

る
経
費
 

費
、
印
刷
製
本
費
、
消
耗
品
費
、

資
料
購
入
費
、
旅
費
、
出
席
負
担

金
等
 

６
 
資
料
費
 

会
派
又
は
交
付
対
象
議

員
が
そ

の
活
動
に
必
要
と
す
る
資
料
を
購

入
し
、
若
し
く
は
利
用
し
、
又
は

作
成
す
る
の
に
要
す
る
経
費
 

印
刷
製
本
費
、
委
託
料
、
図
書
雑

誌
購
入
費
、
新
聞
購
読
料
、
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
利
用
料
等
 

７
 
人
件
費
 

会
派
又
は
交
付
対
象
議

員
が
そ

の
活
動
の
補
助
者
を
雇
用
す
る
の

に
要
す
る
経
費
 

報
酬
・
日
当
、
交
通
費
、
社
会
保

険
料
等
 

８
 
事
務
費
 

会
派
又
は
交
付
対
象
議

員
が
そ

の
活
動
に
係
る
事
務
を
処
理
す
る

の
に
要
す
る
経
費
 

消
耗
品
費
、
事
務
機
器
・
備
品
等

賃
借
料
、
事
務
機
器
・
備
品
等
購

入
費
、
電
話
料
、
送
料
等
 

９
 
事
務
所
費
 

会
派
又
は
交
付
対
象
議

員
が
そ

の
活
動
に
必
要
な
事
務
所
の
設
置

及
び
管
理
に
要
す
る
経
費
 

事
務
所
賃
借
料
、
維
持
管
理
費
等

ウ
 
交
付
等
の
事
務
手
続
の
流
れ
 

(
ｱ
)
 
交
付
申
請
手
続
（
条
例
第
５
条
第
１
項
）
 

政
務

活
動

費
の

交
付

を
受

け
よ

う
と

す
る

と
き

は
、

会
派

の
代

表
者

及
び

交
付

対
象

議
員

は
、
年
度
当
初
に
議
長
を
経
由
し
て
市
長
に
申
請
す
る
。
 

(
ｲ
)
 
交
付
決
定
（
条
例
第
５
条
第
２
項
）
 

市
長
は
、
交
付
申
請
が
あ
っ
た
と
き
は
、
そ
の
内
容
を
審
査
し
、
交
付
の
決
定
を
し
た
と
き

は
、
議
長
を
経
由
し
て
会
派
の
代
表
者
又
は
交
付
対
象
議
員
に
通
知
す
る
。
 

(
ｳ
)
 
支
出
請
求
（
規
則
第
３
条
、
第
８
条
）
 

会
派
の
代
表
者
及
び
交
付
対
象
議
員
は
、
毎
月
政
務
活
動
費
の
請
求
を
行
う
。
政
務
活
動
費

は
毎
月
１
０
日
に
交
付
さ
れ
る
。
 

(
ｴ
)
 
政
務
活
動
費
の
活
用
、
整
理
・
調
製
（
条
例
第
９
条
、
指
針
）
 

政
務

活
動

費
の

交
付

を
受

け
て

い
る

会
派

は
、

政
務

活
動

費
に

関
す

る
経

理
を

的
確

に
処

理
す
る
た
め
、
所
属
議
員
の
中
か
ら
経
理
責
任
者
１
人
を
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、

交
付

対
象

議
員

は
、

交
付

を
受

け
た

政
務

活
動

費
の

経
理

を
的

確
に

処
理

し
な

け
れ

ば
な

ら

な
い
。
政
務
活
動
費
を
活
用
す
る
際
に
は
、
支
出
伝
票
の
作
成
、
領
収
書
等
整
理
（
支
出
伝
票

に
貼
付
等
）
、
会
計
帳
簿
の
記
帳
等
を
行
う
。
ま
た

、
四
半
期
ご
と
に
支
出
伝
票
、
領
収
書
等
、

会
計
帳
簿
等
の
整
理
・
調
製
を
行
う
。
 

(
ｵ
)
 
収
支
報
告
書
等
の
提
出
（
条
例
第
１
１
条
、
指
針
）
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を
契
約

期
間

終
了

日
に

支
払

う
と

さ
れ

て
い

た
。

 

上
記

業
務

委
託

契
約

の
成

果
物

と
し

て
、

秋
田

議
員

の
支

出
伝

票
と

領
収

書
等

支
出

に
係

る
証
ひ

ょ
う

書
類

等
を

整
え

た
フ

ァ
イ

ル
が

関
係

人
調

査
に

お
い

て
提

示
さ

れ
た

。
 

秋
田

議
員

に
よ

る
と

、
上

記
人

件
費

に
関

す
る

勤
怠

表
等

は
作

成
し

て
お

ら
ず

、
勤

務
状

況

に
つ

い
て

は
受

託
者

と
Ｓ

Ｎ
Ｓ

上
で

や
り

と
り

し
、

受
託

者
か

ら
業

務
を

実
施

し
た

旨
の

連

絡
を

受
け

た
日

付
を

支
出

伝
票

に
記

載
し

、
１

日
当

た
り

１
万

円
で

計
算

し
た

金
額

の
領

収

書
を
作

成
し

て
も

ら
い

、
支

出
伝

票
に

添
付

し
た

と
の

こ
と

で
あ

っ
た

。
 

(
ｲ
)
 

判
断

 

指
針

に
よ

る
と

、「
人

件
費

は
、
会

派
又

は
交

付
対

象
議

員
が

、
そ

の
活

動
の

補
助

者
を

雇

用
す

る
の

に
要

す
る

経
費

で
あ

り
、

条
例

等
で

は
、

政
務

活
動

費
全

体
に

占
め

る
人

件
費

の

割
合
、
雇

用
形

態
に

つ
い

て
規

定
し

て
お

ら
ず

、
個

々
の

ケ
ー

ス
の

状
況

に
鑑

み
、
実

態
に

即

し
按
分

に
よ

り
政

務
活

動
費

を
充

当
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

」
と

し
て

い
る

。
 

そ
こ

で
検

討
す

る
に

、
上

記
人

件
費

に
つ

い
て

は
、
業

務
委

託
契

約
に

基
づ

く
も

の
で

、
支

払
い

は
契

約
期

間
終

了
日

と
さ

れ
、

成
果

物
と

し
て

政
務

活
動

費
に

関
す

る
証

ひ
ょ

う
書

類

等
を

整
え

た
フ

ァ
イ

ル
が

関
係

人
調

査
に

お
い

て
提

示
さ

れ
て

お
り

、
そ

の
事

務
の

対
価

と

し
て
、

委
託

し
た

個
人

に
対

す
る

支
払

が
不

当
と

ま
で

は
認

め
ら

れ
な

い
。

 

ま
た

、
業

務
受

託
者

の
業

務
内

容
が

年
度

末
に

政
務

活
動

書
類

の
完

成
等

の
政

務
活

動
補

助
業
務
（

た
だ

し
、
履

行
に

必
要

な
関

連
業

務
並

び
に

付
随

す
る

業
務

を
含

む
も

の
と

す
る

）

と
さ
れ

て
い

る
こ

と
等

に
鑑

み
れ

ば
、

政
務

活
動

関
連

費
に

該
当

す
る

も
の

と
い

え
る

。
 

以
上

に
よ

れ
ば

、
上

記
人

件
費

の
支

出
に

関
し

て
、
業

務
受

託
者

の
勤

務
実

態
を

正
確

に
把

握
で

き
る

証
拠

が
な

く
、

政
務

活
動

費
の

支
出

と
し

て
十

分
に

説
明

責
任

が
果

た
さ

れ
て

い

る
と
は

言
い

難
い

も
の

の
、

こ
れ

を
直

ち
に

否
定

す
る

だ
け

の
証

拠
も

見
当

た
ら

な
い

。
 

そ
の

他
、
本

件
支

出
が

違
法

で
あ

る
と

認
め

る
に

足
り

る
証

拠
は

な
く

、
請

求
人

の
上

記
主

張
は
理

由
が

な
い

。
 

イ
 

個
人
に
支

出
し

た
調

査
研

究
費

に
つ

い
て

 

請
求
人

は
、
令

和
元

年
７

月
３

０
日

付
け

３
万

５
０

０
０

円
の

調
査

研
究

費
の

支
出

に
つ

い
て

、

Ｘ
氏
に
支

出
し

た
際

に
徴

し
た

領
収

書
に

宛
名

が
記

載
さ

れ
て

い
な

い
こ

と
、
Ｘ

氏
は

秋
田

議
員

の
友
人
で

あ
り

、
専

門
家

で
は

な
く

、
住

所
も

遠
方

で
あ

る
こ

と
な

ど
か

ら
、
当

該
支

出
は

私
的

流
用
で
あ

る
旨

主
張

し
て

い
る

。
 

以
下
、

本
件

支
出

が
違

法
と

い
え

る
か

に
つ

い
て

検
討

す
る

。
 

 
(
ｱ
)
 

調
査

結
果

 

関
係

人
の

提
出

資
料

及
び

調
査

に
よ

っ
て

認
め

ら
れ

た
事

実
は

以
下

の
と

お
り

で
あ

る
。

 

上
記

調
査

研
究

費
の

成
果

物
と

し
て

、
秋

田
議

員
が

議
会

で
使

用
し

た
デ

ィ
ス

プ
レ

イ
に

表
示
す

る
ス

ラ
イ

ド
の

デ
ー

タ
（

秋
田

議
員

追
加

提
出

資
料

①
）
、
支

出
を

証
す

る
書

面
と

し

て
、
支
出

伝
票

及
び

請
求

書
、
領

収
書
（

秋
田

議
員

追
加

提
出

資
料

⑧
）
が

提
出

さ
れ

た
。
ま

6 

 
２
 
監
査
委
員
の
判
断
 

 
 
(
1
)
 
政
務
活
動
費
の
性
格
に
つ
い
て
 

法
第
１
０
０
条
第
１
４

項
で
は
、
「
普
通
地
方
公

共
団
体
は
、
条
例
の
定
め

る
と
こ
ろ
に
よ
り
、

そ
の
議
会
の
議
員
の
調

査
研
究
そ
の
他
の
活
動
に

資
す
る
た
め
必
要
な
経
費

の
一
部
と
し
て
、
そ

の
議
会
に
お
け
る
会
派

又
は
議
員
に
対
し
、
政
務

活
動
費
を
交
付
す
る
こ
と

が
で
き
る
」
と
し
、

条
例
第
２
条
で
は
、
「

会
派
（
所
属
議
員
が
１
人

で
あ

る
場
合
を
含
む
。
以

下
同
じ
。
）
及
び
議
員

は
、
政
務
活
動
費
の
交

付
が
、
市
政
に
関
す
る
会

派
及
び
議
員
の
調
査
研
究

そ
の
他
の
活
動
を
充

実
し
、
議
会
の
活
性
化

に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
る
こ
と
を
認
識
し

、
政
務
活
動
費
を
適

正
に
使
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
し
て
い
る
。
 

こ
れ
ら
の
政
務
活
動
費
に
関
し
て
、「

議
員
の
調
査
研
究
活
動
は
多
岐
に
わ
た
り
、
個
々
の
経
費

の
支
出
が
こ
れ
に
必
要

か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
議

員
の
合
理
的
判
断
に
委
ね

ら
れ
る
部
分
が
あ
る
」

（
最
高
裁
第
三
小
法
廷

平
成
２
２
年
３
月
２
３
日

判
決
）
と
さ
れ
、
政
務
活

動
費
の
執
行
に
つ
い

て
「
監
査
委
員
を
含
め

区
の
執
行
機
関
が
、
実
際

に
行
わ
れ
た
政
務
調
査
活

動
の
具
体
的
な
目
的

や
内
容
等
に
立
ち
入
っ

て
そ
の
使
途
制
限
適
合
性

を
審
査
す
る
こ
と
を
予
定

し
て
い
な
い
と
解
さ

れ
る
」
（
最
高
裁
第
一
小
法
廷
平
成
２
１
年
１
２
月
１

７
日
判
決
）
と
さ
れ
て
い
る
。
 

こ
れ
ら
の
判
例
の
趣
旨

を
踏
ま
え
る
と
、
政
務
調

査
費
の
後
身
で
あ
る
政
務

活
動
費
は
、
関
係

法
令
を
遵
守
す
る
と
と

も
に
、
政
務
活
動
費
を
ど

の
よ
う
に
使
用
す
る
か
は

、
会
派
及
び
議
員
の

自
主
性
が
尊
重
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
一
方
で
、
政
務
活
動
費
が
市
の
公
金
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

使
途
内
容
に
つ
い
て
透
明
性
の
確
保
と
説
明
責
任
が
求
め
ら
れ
る
と
い
え
る
。
 

 
 
(
2
)
 
本
件
各
支
出
の
違
法
性
に
つ
い
て
 

ア
 
人
件
費
に
つ
い
て
 

請
求
人
は
、
令
和
２
年
３
月
３
１
日
付
け
６
４
万

円
の
人
件
費
の
支
出
に
つ
い
て
、
被
雇
用
者

の
業
務
に
は
政
務
活
動
の
補
助
以
外
の
も
の
が
混
合
す
る
と
し
て
按
分
す
べ
き
と
こ
ろ
、
按
分
し

て
い
な
い
こ
と
、
時
給
で
は
な
く
日
給
と
し
て
い
る

こ
と
、
勤
務
実
態
を
公
の
も
の
と
す
る
勤
怠

表
の
添
付
が
な
い
こ
と
、
毎
月
支
払
う
べ
き
賃
金
を

年
１
回
の
後
払
い
と
し
、
労
働
基
準
法
に
違

反
し
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
当
該
支
出
は
不
適
切
で
あ
る
旨
主
張
し
て
い
る
。
 

以
下
、
本
件
支
出
が
違
法
と
い
え
る
か
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
 

(
ｱ
)
 
調
査
結
果
に
つ
い
て
 

関
係
人
の
提
出
資
料
及
び
調
査
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
た
事
実
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
 

令
和

２
年

３
月

３
１

日
付

け
で

支
出

さ
れ

た
６

４
万

円
の

人
件

費
は

、
雇

用
契

約
に

基
づ

く
支
出
で
は
な
く
、
業
務
委
託
契
約
に
基
づ
く
支

出
で
、
業
務
委
託
契
約
書
（
秋
田
議
員
提
出

資
料
別
紙
Ｅ
）
に
よ
る
と
、
業
務
内
容
は
、
政
務

活
動
書
類
の
完
成
等
の
政
務
活
動
補
助
業
務

と
さ

れ
、

契
約

期
間

は
契

約
締

結
日

で
あ

る
令

和
元

年
７

月
５

日
か

ら
令

和
２

年
３

月
３

１

日
ま

で
、

業
務

委
託

料
及

び
支

払
方

法
は

１
０

０
万

円
を

上
限

と
し

、
１

日
当

た
り

１
万

円
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経
費
の

１
／

３
を

按
分

し
て

政
務

活
動

費
を

充
て

て
い

る
。

 

秋
田

議
員

に
よ

る
と

、
Ｘ

氏
に

自
身

の
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
の

管
理

を
依

頼
し

て
お

り
、
契

約
書

は
作

成
さ

れ
て

い
な

い
も

の
の

、
Ｘ

氏
は

、
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
作

成
及

び
管

理
の

技
術

を
習

得

し
、

事
業

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

の
作

成
や

管
理

を
行

っ
て

い
る

こ
と

か
ら

、
技

術
力

に
問

題
は

な

い
こ
と

、
ま

た
、
ホ

ー
ム
ペ

ー
ジ

に
つ

い
て

は
、
秋

田
議

員
の

Ｓ
Ｎ

Ｓ
と

連
動

し
て

お
り

、
随

時
新
し

い
情

報
に

更
新

し
て

い
る

と
の

こ
と

で
あ

っ
た

。
 

(
ｲ
)
 

判
断

 

指
針

に
よ

る
と

、「
広

報
・
広

聴
費

は
、
会

派
又

は
交

付
対

象
議

員
が

そ
の

活
動

若
し

く
は

市
政

に
つ

い
て

市
民

に
広

報
し

、
又

は
市

民
の

要
望

、
意

見
等

の
聴

取
若

し
く

は
市

民
相

談

を
行
う

の
に

要
す

る
経

費
」

と
し

て
い

る
。

 

そ
こ

で
検

討
す

る
に

、
秋

田
議

員
と

Ｘ
氏

と
の

間
に

、
契

約
書

等
は

作
成

さ
れ

て
お

ら
ず

、

具
体

的
な

契
約

内
容

が
不

明
で

あ
る

が
、

秋
田

議
員

の
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
が

存
在

し
、

更
新

さ

れ
て

い
る

か
否

か
は

さ
て

お
き

、
こ

の
情

報
を

維
持

管
理

す
る

費
用

と
し

て
一

定
額

の
支

出

が
必
要

で
あ

る
こ

と
は

認
め

ら
れ

る
。

 

し
た

が
っ

て
、
上

記
広

報
・
広

聴
費

の
支

出
と

し
て

、
契

約
書

等
を

作
成

し
て

お
ら

ず
、
そ

の
経

緯
に

つ
い

て
十

分
に

説
明

責
任

を
果

た
し

て
い

る
と

は
言

い
難

い
も

の
の

、
こ

れ
を

直

ち
に
不

適
正

と
ま

で
認

め
る

こ
と

は
困

難
で

あ
る

。
 

そ
の

他
、
本

件
支

出
が

違
法

で
あ

る
と

認
め

る
に

足
り

る
証

拠
は

な
く

、
請

求
人

の
上

記
主

張
は
理

由
が

な
い

。
 

エ
 

研
修
費
及

び
人

件
費

に
つ

い
て

 

請
求
人

は
、
令

和
２

年
３

月
２

３
日

付
け

３
万

７
６

０
０

円
の

研
修

費
及

び
人

件
費

の
支

出
に

つ
い
て
、
愛

知
県

で
行

わ
れ

た
「

Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ

フ
ォ

ー
ラ

ム
」
の

交
流

会
に

第
三

者
が

同
行

す
る

こ

と
に
疑
義

が
あ

る
こ

と
、
上

記
人

件
費

が
高

額
で

あ
る

こ
と

、
同

時
期

に
東

京
都

渋
谷

区
に

お
い

て
も
同
様

の
フ

ォ
ー

ラ
ム

が
開

催
さ

れ
て

い
る

こ
と

な
ど

か
ら

、
当

該
支

出
は

観
光

目
的

の
私

的

流
用
と
疑

わ
ざ

る
を

得
な

い
も

の
で

あ
り

、
不

適
切

で
あ

る
旨

主
張

し
て

い
る

。
 

以
下
、

本
件

支
出

が
違

法
と

い
え

る
か

に
つ

い
て

検
討

す
る

。
 

(
ｱ
)
 

調
査

結
果

 

関
係

人
の

提
出

資
料

及
び

調
査

に
よ

っ
て

認
め

ら
れ

た
事

実
は

以
下

の
と

お
り

で
あ

る
。

 

支
出

伝
票

に
よ

る
と

、
令

和
２

年
３

月
２

２
日

付
け

で
交

通
費

と
し

て
２

名
分

４
万

５
２

０
０

円
、

同
月

２
３

日
付

け
で

人
件

費
と

し
て

１
万

５
０

０
０

円
が

支
出

さ
れ

て
お

り
、

秋

田
議

員
が

出
席

し
た

中
部

Ｅ
Ｓ

Ｄ
拠

点
「

Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ

フ
ォ

ー
ラ

ム
２

０
２

０
」

は
同

年
２

月

２
２

日
１

３
時

３
０

分
か

ら
１

８
時

ま
で

、
中

部
大

学
名

古
屋

キ
ャ

ン
パ

ス
に

お
い

て
開

催

さ
れ
、
同

フ
ォ

ー
ラ

ム
で

は
、
講

演
の

ほ
か

、
Ｓ

Ｄ
Ｇ

ｓ
に

関
す

る
５

０
の

事
例

が
、
８

つ
の

会
場

に
お

い
て

同
じ

時
間

帯
に

発
表

さ
れ

て
い

る
（

秋
田

議
員

提
出

資
料

別
紙

Ｈ
－

１
、

Ｈ

－
２
）
。
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た
、
Ｘ
氏
は
環
境
問
題
に
関
す
る
論
文
を
執
筆
し
て
い
る
こ
と
、
秋
田
議
員
が
、
令
和
元
年
第

３
回

川
崎

市
議

会
定

例
会

に
お

い
て

、
令

和
元

年
７

月
２

日
に

森
林

環
境

譲
与

税
に

関
す

る

一
般

質
問

を
行

っ
て

お
り

、
そ

の
際

に
デ

ィ
ス

プ
レ

イ
を

使
用

し
て

い
る

こ
と

、
本

件
の

領

収
書
の
宛
名
が
空
欄
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た

。
 

秋
田
議
員
に
よ
る
と
、
Ｘ
氏
に
つ
い
て
、
以
前

か
ら
名
前
は
知
っ
て
い
た
も
の
の
、
大
学
時

代
等

に
交

流
は

な
く

、
令

和
元

年
第

３
回

川
崎

市
議

会
定

例
会

に
お

け
る

一
般

質
問

の
た

め

の
調
査
を
行
っ
て
い
た
際
、
環
境
社
会
学
の
専
門

家
と
し
て
、
Ｘ
氏
を
紹
介
さ
れ
た
も
の
で
、

信
頼

で
き

る
人

と
し

て
調

査
研

究
を

依
頼

し
、

そ
の

金
額

は
、

秋
田

議
員

が
Ｘ

氏
と

Ｓ
Ｎ

Ｓ

上
で
や
り
と
り
し
て
決
ま
っ
た
と
し
て
い
る
。

 

(
ｲ
)
 
判
断
 

指
針
に
よ
る
と
、「

調
査
研
究
費
は
、
会
派
又
は
交
付
対
象
議
員
が
市
の
事
務
、
地
方
行
財

政
等
に
関
し
て
調
査
研
究
を
す
る
の
に
要
す
る

経
費
」
と
し
て
い
る
。
 

そ
こ
で
検
討
す
る
に
、
上
記
調
査
研
究
費
に
つ

い
て
は
、
領
収
書
の
宛
先
が
空
欄
で
は
あ
る

も
の
の
、
秋
田
議
員
か
ら
成
果
物
が
提
出
さ
れ
て
お
り
、
た
と
え
、
Ｘ
氏
が
秋
田
議
員
の
友
人

で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
こ
と
故
に
支
出
が
不
適
正
と
は
い
え
ず
、
そ
の
他
、
私
的
な
経
費

に
充
て
ら
れ
た
と
認
め
ら
れ
る
証
拠
は
な
い
。

 

な
お
、
宛
名
の
な
い
領
収
書
は
、
支
払
い
を
行

っ
た
者
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
政
務

活
動

費
の

支
出

に
係

る
証

拠
資

料
と

し
て

は
適

性
を

欠
く

も
の

で
あ

る
が

、
件

名
が

「
令

和

元
年
第
３
回
定
例
会
分
資
料
作
成
費
」
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
こ
と
を
も
っ
て
、
政
務
活
動
費

と
し
て
支
出
さ
れ
た
こ
と
を
否
定
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
。
 

そ
の
他
、
本
件
支
出
が
違
法
で
あ
る
と
認
め
る

に
足
り
る
証
拠
は
な
く
、
請
求
人
の
上
記
主

張
は
理
由
が
な
い
。
 

ウ
 
個
人
に
支
出
し
た
広
報
・
広
聴
費
に
つ
い
て
 

請
求
人
は
、
令
和
２
年
２
月
１
０
日
付
け
９
万
１
４
６
円
、
同
年
３
月
３
１
日
付
け
２
万
円
（
合

計
１
１
万
１
４
６
円
）
の
広
報
・
広
聴
費
の
支
出
に

つ
い
て
、
秋
田
議
員
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
更

新
が
２
０
１
９
（
令
和
元

）
年
５
月
か
ら
２
０
２
０
（
令
和
２
）
年
３
月
ま
で

の
間
一
度
し
か
更

新
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
、
支
出
先
で
あ
る
Ｘ
氏
が
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
や
管
理
に
関
す
る
専
門
家

で
は
な
く
、
私
的
流
用
の
疑
い
が
あ
る
こ
と
、
支
払
方
法
も
管
理
を
始
め
た
２
０
１
９
（
令
和
元
）

年
５
月
か
ら
１
０
か
月
後
の
２
０
２
０
（
令
和
２
）
年
１
月
３
１
日
に
一
括
し
て
行
わ
れ
て
お
り
、

ず
さ
ん
な
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
管
理
委
託
契
約
で
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
当
該
支
出
は
不
適
切
で
あ
る

旨
主
張
し
て
い
る
。
 

以
下
、
本
件
支
出
が
違
法
と
い
え
る
か
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
 

(
ｱ
)
 
調
査
結
果
 

関
係
人
の
提
出
資
料
及
び
調
査
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
た
事
実
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
 

支
出
伝
票
（
秋
田
議
員
追
加
提
出
資
料
⑧
）
に
よ
る
と
、
上
記
広
報
・
広
聴
費
に
つ
い
て
は
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が
充
て

ら
れ

て
い

る
。

 

秋
田

議
員

に
よ

る
と

、
上

記
事

務
費

で
購

入
し

た
パ

ソ
コ

ン
及

び
ラ

ベ
ル

ラ
イ

タ
ー

を
議

員
控

室
か

ら
持

ち
出

し
て

使
用

す
る

こ
と

は
な

く
、

メ
ー

ル
ア

ド
レ

ス
も

政
務

活
動

用
と

私

用
は

区
分

し
、

オ
ン

ラ
イ

ン
配

信
に

よ
る

議
会

・
委

員
会

傍
聴

に
支

障
が

な
い

デ
ー

タ
容

量

と
通

信
速

度
、

議
場

で
の

デ
ィ

ス
プ

レ
イ

写
真

の
解

像
度

を
勘

案
し

た
資

料
作

成
を

行
う

た

め
に

必
要

で
あ

っ
た

こ
と

か
ら

、
家

電
量

販
店

の
専

門
販

売
員

に
相

談
の

上
、

当
該

パ
ソ

コ

ン
を
購

入
し

た
と

し
て

い
る

。
 

(
ｲ
)
 

判
断

 

そ
こ

で
検

討
す

る
に

、
一

般
的

に
は

パ
ソ

コ
ン

及
び

ラ
ベ

ル
ラ

イ
タ

ー
に

つ
い

て
は

、
使

用

実
態

に
応

じ
て

按
分

す
べ

き
も

の
で

は
あ

る
が

、
本

件
に

お
い

て
は

、
い

ず
れ

も
議

員
控

室

に
お

い
て

使
用

し
て

お
り

、
秋

田
議

員
の

自
宅

及
び

事
務

所
に

は
別

の
パ

ソ
コ

ン
が

あ
り

、

メ
ー

ル
ア

ド
レ

ス
も

政
務

活
動

用
と

私
用

は
区

分
し

て
い

る
と

し
て

お
り

、
私

的
に

使
用

さ

れ
て
い

る
と

い
う

証
拠

も
な

い
こ

と
か

ら
、

按
分

を
要

す
る

と
ま

で
は

認
め

ら
れ

な
い

。
 

ま
た

、
政

務
活

動
用

に
購

入
し

た
機

種
で

あ
る

Ｌ
Ａ

Ｖ
Ｉ

Ｅ
 
Ｎ

Ｓ
７

０
０

／
Ｍ

Ａ
Ｂ

は
、

Ｌ
Ａ

Ｖ
Ｉ

Ｅ
 

Ｎ
ｏ

ｔ
ｅ

 
Ｓ

ｔ
ａ

ｎ
ｄ

ａ
ｒ

ｄ
の

カ
テ

ゴ
リ

ー
内

で
は

最
上

位
機

種
で

は

あ
る
が

、
使

用
目

的
に

比
し

て
著

し
く

過
剰

で
あ

る
と

ま
で

は
認

め
ら

れ
な

い
。

 

な
お

、
パ

ソ
コ

ン
購

入
に

係
る

支
出

伝
票

に
つ

い
て

、
本

来
４

年
で

減
価

償
却

す
べ

き
と

こ

ろ
、

誤
っ

て
簿

価
総

額
か

ら
自

己
負

担
額

を
除

い
た

全
額

を
令

和
元

年
度

に
減

価
償

却
相

当

額
と

し
て

計
上

し
て

い
た

が
、

簿
価

を
超

え
た

償
却

は
行

っ
て

お
ら

ず
、

損
害

は
認

め
ら

れ

な
か
っ

た
。

 

そ
の

他
、
本

件
支

出
が

違
法

で
あ

る
と

認
め

る
に

足
り

る
証

拠
は

な
く

、
請

求
人

の
上

記
主

張
は
理

由
が

な
い

。
 

カ
 

事
務
所
費

に
つ

い
て

 

請
求
人

は
、
令

和
元

年
１

２
月

１
４

日
付

け
、
令

和
２

年
２

月
１

８
日

付
け

、
同

年
３

月
１

２

日
付
け
合

計
３

４
万

８
８

０
０

円
の

事
務

所
費

の
支

出
に

つ
い

て
、
他

の
議

員
と

比
較

し
て

賃
料

が
高
額
で

あ
り

、
秋

田
議

員
の

看
板

な
ど

が
設

置
さ

れ
て

お
ら

ず
、
政

務
活

動
事

務
所

と
し

て
認

識
で
き
な

い
こ

と
、
当

該
事

務
所

宛
に

配
達

証
明

付
き

の
郵

便
物

を
送

付
し

て
も

返
送

さ
れ

て
お

り
、
市
民
か

ら
の

郵
便

物
を

受
け

取
ら

な
い

事
務

所
で

あ
る

た
め

、
政

務
活

動
事

務
所

と
し

て
の

形
態
を
備

え
て

い
な

い
こ

と
な

ど
か

ら
、

当
該

支
出

は
不

適
切

で
あ

る
旨

主
張

し
て

い
る

。
 

以
下
、

本
件

支
出

が
違

法
と

い
え

る
か

に
つ

い
て

検
討

す
る

。
 

(
ｱ
)
 

調
査

結
果

 

関
係

人
の

提
出

資
料

及
び

調
査

に
よ

っ
て

認
め

ら
れ

た
事

実
は

以
下

の
と

お
り

で
あ

る
。

 

秋
田

議
員

の
事

務
所

は
幸

区
中

幸
町

の
３

階
建

て
建

物
内

に
あ

り
、

賃
料

月
額

１
９

万
９

０
０
０

円
で

同
建

物
の

１
階

１
部

屋
、
２

階
１

部
屋

の
２

部
屋
（

計
４

３
．
６
９

㎡
）
を

令
和

元
年

１
２

月
１

５
日

か
ら

、
川

崎
市

議
会

議
員

事
務

所
及

び
市

民
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
と

し
て

借
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秋
田
議
員
に
よ
る
と
、
本
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
地
域
課
題
の
解
決
を
目
指
す
も
の
と
し
て
、
１

年
以

上
に

わ
た

り
行

わ
れ

た
Ｓ

Ｄ
Ｇ

ｓ
に

関
す

る
５

０
の

事
例

を
、

複
数

の
会

場
に

お
い

て

同
時

に
並

行
し

て
発

表
さ

れ
る

も
の

で
あ

る
か

ら
、

同
行

者
と

と
も

に
、

多
く

の
情

報
を

得

る
必

要
が

あ
っ

た
と

し
て

い
る

。
東

京
都

渋
谷

区
で

開
催

さ
れ

た
フ

ォ
ー

ラ
ム

と
は

内
容

が

異
な

り
、

人
件

費
に

つ
い

て
は

往
復

の
移

動
時

間
を

含
め

た
拘

束
時

間
を

考
慮

し
た

も
の

で

あ
る
と
し
て
い
る
。
 

(
ｲ
)
 
判
断
 

指
針
に
よ
る
と
、「

研
修
費
は
、
会
派
又
は
交

付
対
象
議
員
が
研
修
会
を
開
催
し
、
又
は
他

の
団

体
等

が
開

催
す

る
研

修
会

に
参

加
す

る
の

に
要

す
る

経
費

で
あ

り
、

他
団

体
が

主
催

す

る
研
修
に
参
加
す
る
場
合
、
旅
費
、
出
席
負
担
金
（

参
加
負
担
金
）
、
資
料
購
入
費
が
支
出
経

費
の
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
議
員
以
外
の
参
加
者
と
し
て
、
政
務
活
動
の
補
助

者
は
必
要
限
度
に
お
い
て
支
出
可
能
」
と
し
て
い
る
。
 

そ
こ
で
検
討
す
る
に
、
本
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
複
数
の
事
例
の
発
表
が
同
時
に
行
わ
れ
、
同

行
者

と
別

々
に

情
報

収
集

す
る

必
要

が
あ

る
こ

と
は

否
定

で
き

な
い

こ
と

、
ま

た
、

拘
束

時

間
を

考
慮

し
て

人
件

費
を

支
出

し
た

こ
と

に
つ

い
て

は
一

定
の

合
理

性
が

あ
る

こ
と

か
ら

、

上
記

支
出

が
私

的
流

用
で

あ
る

と
は

認
め

ら
れ

な
い

。
ま

た
、

東
京

都
渋

谷
区

で
開

催
さ

れ

た
フ

ォ
ー

ラ
ム

と
は

内
容

が
異

な
る

と
い

う
こ

と
で

あ
り

、
そ

の
参

加
の

要
否

に
つ

い
て

は

議
員
の
判
断
に
よ
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
 

そ
の
他
、
本
件
支
出
が
違
法
で
あ
る
と
認
め
る
に
足
り
る
証
拠
は
な
く
、
請
求
人
の
上
記
主

張
は
理
由
が
な
い
。
 

オ
 
事
務
費
に
つ
い
て
 

請
求
人
は
、
令
和
２
年
２
月
１
日
付
け
、
同
年
３

月
１
７
日
付
け
、
同
年
５
月
３
１
日
付
け
合

計
１
７
万
１
６
１
２
円
の
事
務
費
の
支
出
に
つ
い
て

、
当
該
事
務
費
で
購
入
し
た
パ
ソ
コ
ン
は
汎

用
性
が
高
く
、
政
務
活
動
以
外
に
使
う
こ
と
が
十
分
考
え
ら
れ
る
た
め
、
パ
ソ
コ
ン
購
入
代
に
は

按
分
が
必
要
で
あ
り
、
購
入
し
た
パ
ソ
コ
ン
が
最
上
位
機
種
で
あ
る
必
要
性
に
疑
義
が
あ
る
こ
と

な
ど
か
ら
、
当
該
支
出
は
不
適
切
で
あ
る
旨
主
張
し

て
い
る
。
 

以
下
、
本
件
支
出
が
違
法
と
い
え
る
か
に
つ
い
て

検
討
す
る
。
 

(
ｱ
)
 
調
査
結
果
 

関
係
人
の
提
出
資
料
及
び
調
査
に
よ
っ
て
認

め
ら
れ
た
事
実
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
 

上
記

事
務

費
に

よ
っ

て
購

入
し

た
パ

ソ
コ

ン
及

び
ラ

ベ
ル

ラ
イ

タ
ー

は
、

そ
れ

ぞ
れ

秋
田

議
員
の
議
会
控
室
に
お
い
て
使
用
さ
れ
て
お
り
（

秋
田
議
員
提
出
資
料
別
紙
Ｉ
）
、
そ
れ
と
は

別
に

、
自

費
で

購
入

し
た

パ
ソ

コ
ン

２
台

が
自

宅
及

び
事

務
所

に
お

い
て

使
用

さ
れ

て
い

た

（
秋
田
議
員
追
加
提
出
資
料
②
）
。
 

支
出

伝
票

に
よ

る
と

、
パ

ソ
コ

ン
購

入
に

充
て

た
政

務
活

動
費

は
１

５
万

８
０

０
０

円
で

あ
り

、
購

入
額

１
７

万
４

８
０

０
円

か
ら

自
己

負
担

額
１

万
６

８
０

０
円

を
差

し
引

い
た

額
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置
さ

れ
て

お
り

、
常

勤
事

務
員

は
い

な
い

が
、

事
務

所
と

し
て

一
定

の
形

態
を

整
え

て
い

る

こ
と
が

認
め

ら
れ

る
。

 

他
方

、
同

建
物

の
２

階
の

部
屋

に
は

ソ
フ

ァ
ー

と
ロ

ー
テ

ー
ブ

ル
が

設
置

さ
れ

て
い

る
の

み
で

、
建

物
内

の
廊

下
か

ら
見

た
入

口
付

近
に

も
事

務
所

と
し

て
の

形
態

を
整

え
て

い
る

も

の
は

な
く

、
こ

の
２

階
の

賃
借

料
に

政
務

活
動

費
を

充
て

て
い

る
こ

と
に

つ
い

て
の

何
ら

の

説
明
も

な
く

、
２

階
の

賃
借

料
は

合
理

性
を

欠
く

と
言

わ
ざ

る
を

得
な

い
。

 

し
た

が
っ

て
、
本

件
事

務
所

の
支

出
の

う
ち

、
少

な
く

と
も

２
階

の
部

屋
の

賃
借

料
を

政
務

活
動
費

と
し

て
支

出
す

る
こ

と
は

不
適

法
と

言
わ

ざ
る

を
得

な
い

。
 

よ
っ

て
、
市

長
は

、
秋

田
議

員
に

支
出

し
た

事
務

所
費

に
係

る
政

務
活

動
費

の
う

ち
、
１

／

２
相
当

額
で

あ
る

１
７

万
４

４
０

０
円

の
返

還
請

求
を

行
う

必
要

が
あ

る
と

い
え

る
。

 

キ
 

広
報
・
広

聴
費

に
つ

い
て

 

請
求
人

は
、
合

計
１

１
０

万
円

の
広

報
・
広

聴
費

の
支

出
に

つ
い

て
、
支

出
先

で
あ

る
Ａ

社
は

、

そ
の
ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

に
占

い
に

関
す

る
記

載
が

あ
る

の
み

で
、
広

報
・
広

聴
費

と
は

関
連

性
が

な

い
事
業
者

で
あ

り
、
成

果
物

の
チ

ラ
シ

を
見

た
区

民
も

お
ら

ず
、
秋

田
議

員
に

提
示

を
求

め
て

も

確
認
で
き

な
い

こ
と

、
１

件
の

支
出

伝
票

で
処

理
さ

れ
る

べ
き

も
の

を
５

件
に

分
割

し
て

作
成

し

て
い
る
こ

と
な

ど
か

ら
、

当
該

支
出

は
不

適
切

で
あ

る
旨

主
張

し
て

い
る

。
 

以
下
、

本
件

支
出

が
違

法
と

い
え

る
か

に
つ

い
て

検
討

す
る

。
 

(
ｱ
)
 

調
査

結
果

 

関
係

人
の

提
出

資
料

及
び

調
査

に
よ

っ
て

認
め

ら
れ

た
事

実
は

以
下

の
と

お
り

で
あ

る
。

 

Ａ
社

は
、
履

歴
事

項
全

部
証

明
書

に
よ

る
と

、
占

い
の

ほ
か

、
人

材
育

成
、
企
業

戦
略

の
立

案
な
ど

１
８

の
目

的
を

掲
げ

る
法

人
で

あ
る

（
秋

田
議

員
提

出
資

料
別

紙
Ａ

）
。

 

Ａ
社

が
作

成
し

た
成

果
物

は
、
電

子
デ

ー
タ

と
し

て
納

品
さ

れ
て

い
る

と
し

て
、
そ

れ
を

印

刷
し

た
紙

フ
ァ

イ
ル

１
冊

（
国

会
議

員
や

市
議

会
議

員
の

国
政

・
市

政
報

告
等

を
集

約
し

た

も
の
）
が

提
示

さ
れ

た
ほ

か
、
秋

田
議

員
の

市
政

報
告

４
枚

が
提

出
さ

れ
た
（

秋
田

議
員

提
出

資
料
別

紙
Ｄ

－
１

～
４

）
。

 

秋
田

議
員

に
よ

る
と

、
Ａ

社
は

、
さ

ま
ざ

ま
な

分
野

の
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

業
務

を
行

っ
て

い

る
法

人
で

、
一

般
に

は
連

絡
先

を
公

開
し

て
お

ら
ず

、
請

求
人

の
主

張
す

る
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ

は
Ａ

社
の

も
の

で
は

な
く

、
か

ね
て

よ
り

の
占

い
ブ

ラ
ン

ド
と

し
て

の
も

の
で

あ
る

と
し

て

い
る
。

 

秋
田

議
員

の
市

政
報

告
の

作
成

に
つ

い
て

、
Ａ

社
で

は
調

査
か

ら
作

成
ま

で
を

一
貫

し
て

依
頼
で

き
る

こ
と

か
ら

委
託

先
と

し
て

選
定

し
、
そ

の
理

由
と

し
て

秋
田

議
員

が
、「

チ
ー

ム

無
所

属
」

に
所

属
し

て
い

た
際

、
難

航
し

て
い

た
情

報
の

整
理

に
つ

い
て

Ａ
社

に
調

査
を

依

頼
し

た
と

こ
ろ

、
き

ち
ん

と
し

た
エ

ビ
デ

ン
ス

を
提

示
し

た
上

で
報

告
が

あ
っ

た
た

め
、

有

益
で

あ
る

と
判

断
し

、
そ

の
後

の
調

査
や

市
政

報
告

の
作

成
を

依
頼

す
る

よ
う

に
な

っ
た

と

し
て
い

る
。
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り
受
け
て
い
る
（
秋
田
議
員
追
加
提
出
資
料
③

）
。
 

こ
の

う
ち

１
階

の
１

部
屋

は
、

元
美

容
室

で
あ

っ
た

も
の

を
居

抜
き

で
借

り
受

け
て

い
る

が
、

本
件

措
置

請
求

資
料

１
２

の
写

真
で

撮
影

さ
れ

た
玄

関
は

元
美

容
院

の
玄

関
と

し
て

使

用
さ

れ
て

い
た

も
の

で
、

現
在

は
閉

じ
た

ま
ま

と
な

っ
て

お
り

、
事

務
所

の
出

入
り

口
と

し

て
は
同
建
物
の
別
の
入
口
か
ら
入
っ
た
内
廊
下

の
入
口
を
使
用
し
て
い
る
と
し
て
い
る
。
 

同
事
務
所
の
１
階
の
部
屋
の
内
部
は
秋
田
議

員
の
ポ
ス
タ
ー
の
ほ
か
、
机
、
い
す
、
パ
ソ
コ

ン
な
ど
が
設
置
さ
れ
て
お
り
（
秋
田
議
員
追
加
提
出
資
料
④
）
、
同
２
階
の
部
屋
の
内
部
は
ソ

フ
ァ
ー
と
ロ
ー
テ
ー
ブ
ル
が
設
置
さ
れ
て
い
る

（
秋
田
議
員
追
加
提
出
資
料
④
追
加
分
）
。
 

支
出

伝
票

の
備

考
欄

の
記

載
に

よ
れ

ば
、

令
和

元
年

１
２

月
１

５
日

か
ら

令
和

２
年

３
月

３
１

日
ま

で
の

間
、

１
０

８
日

中
６

９
日

を
事

務
所

と
し

て
使

用
し

た
と

し
て

い
る

（
秋

田

議
員
追
加
提
出
資
料
⑤
）
。
 

一
般

道
路

か
ら

上
記

事
務

所
を

見
た

際
に

は
、

秋
田

議
員

の
事

務
所

で
あ

る
こ

と
を

示
す

表
示
は
な
く
、
ポ
ス
ト
、
イ
ン
タ
ー
フ
ォ
ン
に

も
何
ら
の
記
載
が
な
か
っ
た
。
 

秋
田
議
員
に
よ
る
と
、
事
務
所
は
Ｊ
Ｒ
川
崎
駅

、
京
急
川
崎
駅
に
近
い
こ
と
か
ら
地
価
が
高

く
、
賃
料
が
高
額
と
な
る
と
の
こ
と
で
あ
り
、
他

の
物
件
も
見
た
が
、
安
全
面
な
ど
か
ら
同
建

物
を
選
定
し
た
と
し
て
い
る
。
 

ま
た
、
賃
貸
費
と
初
期
費
用
を
抑
え
る
た
め
、
１
階
の
部
屋
は
元
美
容
室
で
あ
っ
た
物
件
を

居
抜

き
で

使
用

し
て

お
り

、
同

建
物

の
外

観
に

秋
田

議
員

の
事

務
所

と
し

て
使

用
さ

れ
て

い

る
こ

と
を

示
す

も
の

は
な

い
が

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

ま
ん

延
に

よ
り

、
非

接

触
手

段
で

の
対

応
が

必
要

と
な

る
中

、
看

板
の

設
置

を
見

送
っ

た
と

し
て

い
る

。
周

辺
の

立

地
状

況
、

秋
田

議
員

の
事

務
所

を
訪

ね
る

相
談

者
の

意
向

等
も

あ
り

、
事

務
所

１
階

の
部

屋

は
カ
ー
テ
ン
を
閉
め
た
ま
ま
で
対
応
す
る
こ
と

が
あ
る
と
し
て
い
る
。
 

事
務
所
宛
の
郵
便
物
に
つ
い
て
は
、
秋
田
議
員
に
よ
る
と
、「

請
求
人
か
ら
郵
送
さ
れ
た
郵

便
物

の
う

ち
、

令
和

３
年

５
月

２
１

日
に

差
し

出
さ

れ
た

も
の

は
、

同
年

６
月

１
０

日
に

受

領
し
た
」
と
し
て
い
る
。
 

(
ｲ
)
 
判
断
 

指
針
に
よ
る
と
、「

事
務
所
費
は
、
会
派
又
は
交
付
対
象
議
員
が
そ
の
活
動
に
必
要
な
事
務

所
の

設
置

及
び

管
理

に
要

す
る

経
費

で
あ

り
、

賃
借

料
を

支
出

す
る

こ
と

が
で

き
る

の
は

事

務
所
と
し
て
の
形
態
を
備
え
て
い
る
も
の
に
限

り
、
事
務
所
と
し
て
の
実
体
は
、
使
用
実
績
・

看
板
・
表
札
等
の
外
形
、
常
勤
事
務
員
の
有
無
、
備
品
の
内
容
、
賃
借
目
的
等
諸
般
の
事
情
を

総
合
的
に
考
慮
し
て
判
断
す
る
」
と
し
て
い
る

。
 

そ
こ
で
検
討
す
る
に
、
秋
田
議
員
の
事
務
所
が
入
っ
た
建
物
外
側
に
は
、
看
板
、
ポ
ス
ト
の

表
札
な
ど
が
な
く
、
外
観
上
事
務
所
と
し
て
の
形

態
を
備
え
て
い
る
と
は
認
め
難
い
も
の
の
、

同
建

物
の

別
入

口
か

ら
入

っ
た

１
階

の
部

屋
の

入
口

外
側

に
は

、
秋

田
議

員
の

ポ
ス

タ
ー

が

貼
ら
れ
、
そ
の
１
階
の
部
屋
内
に
は
、
机
、
い
す
、
コ
ピ
ー
機
、
パ
ソ
コ
ン
な
ど
の
備
品
が
設
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政
報
告

４
種

類
を

作
成

し
て

い
る

。
 

「
相

談
費

」
に

つ
い

て
は

、
成

果
物

が
提

示
さ

れ
て

お
り

、
直

ち
に

不
適

切
と

は
い

え
な

い
。
 

し
か

し
な

が
ら

、
上

記
４

種
類

の
市

政
報

告
の

内
容

は
、
最

初
に

作
成

し
た

市
政

報
告
（

秋

田
議
員

提
出

資
料

別
紙

Ｄ
－

１
）
を

ベ
ー

ス
と

し
て

、
会

派
の

名
称

を
削

除
し

、
縦

書
き

２
段

を
横
書

き
２

段
へ

の
組

替
え

し
た

も
の
（

同
Ｄ

－
２

）
、
議

会
質

問
等

を
加

筆
し

た
も

の
（

同

Ｄ
－
３

）
、
Ａ

４
判

Ｓ
型

を
Ａ

４
判

Ｅ
型

へ
組

替
え

し
、
Ｓ

Ｄ
Ｇ

ｓ
の

絵
や

評
価

を
加

筆
し

た

も
の
（
同

Ｄ
－

４
）
で

あ
る

が
、
そ

の
内

容
に

大
き

な
変

更
や

加
筆

は
な

く
、
相

当
部

分
が

重

複
し
た

も
の

と
な

っ
て

い
る

。
 

以
上

に
よ

れ
ば

、
上

記
４

種
類

の
市

政
報

告
は

、
い

ず
れ

も
相

当
部

分
が

重
複

し
て

い
る

上
、

支
出

伝
票

上
の

件
名

に
記

載
さ

れ
た

項
目

と
実

際
の

内
容

に
相

違
が

あ
る

こ
と

、
成

果

物
が

電
子

デ
ー

タ
に

加
筆

修
正

さ
れ

た
だ

け
で

あ
る

こ
と

等
を

考
慮

す
る

と
、

最
初

の
「

原

稿
費
」
を

除
く

、「
構

成
費

」
、「

デ
ザ

イ
ン

費
」
、「

修
正

費
」
と

さ
れ

た
合

計
５

５
万

円
の

１

／
２
に

つ
い

て
は

、
社

会
通

念
上

、
過

大
で

あ
る

と
言

わ
ざ

る
を

得
な

い
。

 

し
た

が
っ

て
、

市
長

は
秋

田
議

員
に

支
出

し
た

広
報

・
広

聴
費

に
係

る
政

務
活

動
費

の
う

ち
、

市
政

報
告

構
成

費
、

市
政

報
告

デ
ザ

イ
ン

費
及

び
市

政
報

告
修

正
費

に
充

て
ら

れ
た

額

の
１

／
２

相
当

額
で

あ
る

２
７

万
５

０
０

０
円

の
返

還
請

求
を

行
う

必
要

が
あ

る
と

い
え

る
。
 

ク
 

調
査
研
究

費
に

つ
い

て
 

請
求
人

は
、
合

計
１

７
０

万
５

０
０

０
円

の
調

査
研

究
費

の
支

出
に

つ
い

て
、
そ

の
支

出
先

で

あ
る
Ａ
社

は
、
そ

の
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
に

占
い

に
関

す
る

記
載

が
あ

る
の

み
で

、
調

査
研

究
費

と
は

関
連
性
が

な
い

事
業

者
で

あ
る

こ
と

、
緊

急
対

応
な

ど
と

し
て

高
額

な
支

出
を

行
っ

て
い

る
こ

と
、

支
出

の
透

明
性

を
高

め
る

た
め

に
必

要
で

あ
る

政
務

活
動

記
録

票
を

支
出

伝
票

に
添

付
し

て
い

な
い
こ
と

、
調

査
を

依
頼

し
た

内
容

が
議

会
で

質
問

さ
れ

て
い

な
い

こ
と

な
ど

か
ら

、
当

該
支

出

は
、
他
目
的

で
の

私
的

流
用

と
疑

わ
ざ

る
を

得
な

い
も

の
で

あ
り

、
不

適
切

で
あ

る
旨

主
張

し
て

い
る
。
 

以
下
、

本
件

支
出

が
違

法
と

い
え

る
か

に
つ

い
て

検
討

す
る

。
 

(
ｱ
)
 

調
査

結
果

 

関
係

人
の

提
出

資
料

及
び

調
査

に
よ

っ
て

認
め

ら
れ

た
事

実
は

以
下

の
と

お
り

で
あ

る
。

 

Ａ
社

は
、
前

記
の

と
お

り
、
１

８
の

目
的

を
掲

げ
る

法
人

で
あ

る
（

秋
田

議
員

提
出

資
料

別

紙
Ａ
）
。

 

調
査

研
究

に
関

し
、
秋

田
議

員
は

、
Ａ

社
と

コ
ン

サ
ル

テ
ィ

ン
グ

契
約

を
締

結
し

て
お

り
、

報
酬

に
つ

い
て

は
、

依
頼

１
件

当
た

り
１

０
０

万
円

以
内

で
５

万
円

単
位

と
定

め
ら

れ
て

い

る
（
秋

田
議

員
提

出
資

料
別

紙
Ｂ

－
２

）
。

 

上
記

成
果

物
と

し
て

、
関

係
人

調
査

時
に

官
公

庁
の

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

等
に

登
載

さ
れ

て
い

る
資

料
を

ま
と

め
た

も
の

が
提

示
さ

れ
た

ほ
か

、
校

庭
開

放
に

関
す

る
調

査
報

告
書

な
ど

が

提
出
さ

れ
た

（
秋

田
議

員
追

加
提

出
資

料
⑥

）
。
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Ａ
社
に
支
出
し
た
金
額
に
つ
い
て
は
、
作
成
前
に
秋
田
議
員
か
ら
額
を
提
示
し
、
Ａ
社
の
合

意
が

得
ら

れ
た

た
め

決
定

し
た

も
の

で
、

請
求

書
や

見
積

書
等

は
作

成
し

て
い

な
い

と
し

て

い
る
。
 

今
回
対
象
と
な
っ
た
５
件
の
支
出
伝
票
の
う
ち
、「

相
談
費
」
２
２
万
円
と
し
て
支
出
し
た

の
は

、
市

政
報

告
の

作
成

が
初

め
て

で
あ

る
た

め
、

国
会

議
員

や
他

の
市

議
会

議
員

が
ど

の

よ
う
な
国
政
・
市
政
報
告
を
作
成
し
て
い
る
か
調

査
依
頼
を
し
た
も
の
で
、
成
果
物
と
し
て
、

国
政
・
市
政
報
告
等
を
集
約
し
た
紙
フ
ァ
イ
ル
１
冊
が
提
示
さ
れ
た
。
 

そ
の
他
の
項
目
で
あ
る
「
原
稿
費
」
３
３
万
円
、「

構
成
費
」
１
６
万
５
０
０
０
円
、「

デ
ザ

イ
ン
費
」
２
７
万
５
０
０
０
円
、「

修
正
費
」
１

１
万
円
に
つ
い
て
は
、
所
属
会
派
（
チ
ー
ム

無
所

属
）

が
解

散
し

た
こ

と
、

所
属

地
域

政
党

を
離

れ
る

こ
と

と
な

っ
た

こ
と

に
よ

る
印

刷

物
の

デ
ザ

イ
ン

の
変

更
な

ど
に

よ
り

、
再

作
成

が
必

要
と

な
っ

た
り

、
市

の
Ｓ

Ｄ
Ｇ

ｓ
の

取

組
と
ひ
も
づ
け
る
た
め
に
修
正
を
し
た
り
し
た
こ
と
に
よ
る
と
し
て
い
る
。
 

具
体
的
に
は
、
当
初
作
成
し
た
市
政
報
告
を
「
原
稿
費
」
と
し
、
所
属
会
派
が
解
散
し
た
こ

と
に
よ
る
修
正
を
「
構
成
費
」
と
し
、
所
属
地
域

政
党
を
離
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
こ
と
に
よ
る

デ
ザ
イ
ン
の
変
更
を
「
デ
ザ
イ
ン
費
」
と
し
、
市

の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
組
と
連
動
さ
せ
る
た
め
の

修
正
を
「
修
正
費
」
と
し
た
と
し
て
い
る
。
表
に
示
す
と
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
 

支
出
伝
票
件
名
 

金
額
（
円
）

関
係
人
調
査
で
確
認
し
た
内
容
 

市
政
報
告
 
相
談
費
 

2
2
0
,
0
0
0

他
の
議
員
の
市
政
報
告
を
集
約
し
た
フ
ァ
イ
ル
 

市
政
報
告
 
原
稿
費
 

3
3
0
,
0
0
0

市
政
報
告
№
１
の
作
成
 

市
政
報
告
 
構
成
費
 

1
6
5
,
0
0
0

市
政
報
告
№
１
か
ら
会
派
名
を
削
除
 

市
政
報
告
 
デ
ザ
イ
ン
費
 

2
7
5
,
0
0
0

市
政
報
告
№
１
に
加
筆
 

市
政
報
告
 
修
正
費
 

1
1
0
,
0
0
0

市
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
組
と
連
動
し
た
も
の
を
加
筆
 

 
 
 

 
 
 

全
体

と
し

て
市
政

報
告
の

作
成

費
用

が
高
額

と
な
っ

た
の

は
、

白
紙
の

状
態
か

ら
作

成
を

依
頼
し

た
た

め
で

、
印

刷
物
に
よ

る
ポ

ス
テ

ィ
ン

グ
等
は
個

人
情

報
保

護
の

観
点
か
ら

の
疑

問
や
ペ

ー
パ

ー
レ

ス
化

の
実
践
へ

の
課

題
認

識
が

あ
っ
た
こ

と
か

ら
、

印
刷

物
で
は
な

く
、

ホ
ー
ム

ペ
ー

ジ
の

み
に

登
載
す
る

こ
と

と
し

、
イ

ン
タ
ー
ネ

ッ
ト

を
利

用
で

き
な
い
方

に
は

個
別
に

印
刷

し
て

渡
し

て
い
る
た

め
、

印
刷

物
は

存
在
し
な

い
と

し
て

い
る

（
た
だ
し

、
関

係
人
調
査
に
お
い
て
、
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
し
た

も
の
が
提
示
さ
れ
た
。
）
。
 

(
ｲ
)
 
判
断
 

指
針
に
よ
る
と
、「

広
報
・
広
聴
費
は
、
会
派
又
は

交
付
対
象
議
員
が
そ
の
活
動
若
し
く
は

市
政

に
つ

い
て

市
民

に
広

報
し

、
又

は
市

民
の

要
望

、
意

見
等

の
聴

取
若

し
く

は
市

民
相

談

を
行
う
の
に
要
す
る
経
費
」
と
し
て
い
る
。
 

そ
こ
で
検
討
す
る
に
、
秋
田
議
員
は
、
令
和
元

年
度
に
市
政
報
告
を
作
成
す
る
に
当
た
り
、

ま
ず

過
去

の
国

会
議

員
や

市
議

会
議

員
の

調
査

報
告

書
の

検
討

を
行

い
、

そ
れ

を
集

約
し

た

電
子

デ
ー

タ
に

市
政

報
告

相
談

費
と

し
て

２
２

万
円

を
支

出
し

、
そ

の
後

、
秋

田
議

員
の

市
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報
告
の

名
目

ご
と

に
電

子
デ

ー
タ

を
印

刷
し

た
紙

フ
ァ

イ
ル

を
提

示
し

て
い

る
。

 

 
 

 
 

 
 

こ
の

よ
う

な
複

数
の

調
査

報
告

書
の

作
成

を
同

時
期

に
依

頼
す

る
こ

と
や

事
前

に
見

積
書

等
も
な

く
金

額
が

決
め

ら
れ

た
経

緯
に

や
や

不
自

然
な

点
は

認
め

ら
れ

る
も

の
の

、
そ

の
調

査
報
告

ご
と

に
成

果
物

が
提

示
さ

れ
て

お
り

、
そ

の
金

額
が

著
し

く
高

額
で

あ
る

と
ま

で
認

め
る
こ

と
は

困
難

で
あ

る
。

 

 
 

 
 

 
 

ま
た

、
請

求
人

は
、

秋
田

議
員

の
調

査
報

告
書

の
内

容
も

問
題

と
す

る
が

、
調

査
研

究
の

結
果
が

、
議

会
又

は
委

員
会

に
お

け
る

質
問

等
に

お
い

て
明

確
に

あ
ら

わ
れ

て
い

な
く

て
も

、

そ
の
こ

と
は

必
ず

し
も

市
政

に
生

か
さ

れ
て

い
な

い
こ

と
を

意
味

す
る

と
は

い
え

な
い

も
の

と
解
さ

れ
る

。
 

 
 

 
 

 
 

な
お

、
政

務
活

動
記

録
票

は
公

開
さ

れ
た

収
支

報
告

書
と

支
出

伝
票

に
は

添
付

さ
れ

て
い

な
い
が

、
こ

の
こ

と
を

も
っ

て
、

直
ち

に
不

適
正

で
あ

る
と

は
認

め
ら

れ
な

い
。

 

 
 

 
 

 
 

そ
の

他
、

本
件

支
出

が
違

法
で

あ
る

と
認

め
る

に
足

り
る

証
拠

は
な

く
、

請
求

人
の

上
記

主
張
は

理
由

が
な

い
。

 

 
 
(
3
)
 

結
論
 

以
上
の

と
お

り
、

本
件

措
置

請
求

は
、

前
記

（
２

）
カ

及
び

キ
に

つ
い

て
は

、
本

件
各

支
出

が

違
法
で
あ

る
と

の
請

求
人

の
主

張
に

は
理

由
が

あ
る

。
 

そ
の
余

の
も

の
に

つ
い

て
は

、
請

求
人

の
主

張
に

理
由

が
な

い
た

め
、

こ
れ

を
棄

却
す

る
。

 

 
３
 

勧
告
 

 
 

 
以
上
の

結
果

に
基

づ
き

、
本

件
措

置
請

求
に

お
け

る
請

求
人

の
主

張
に

は
一

部
理

由
が

あ
る

と
認

め
ら
れ
、
法

第
２

４
２

条
第

５
項

の
規

定
に

よ
り

、
市

長
に

対
し

、
以

下
の

と
お

り
勧

告
す

る
。

 

 
 
(
1
)
 

措
置
す

べ
き

事
項

 

令
和
元

年
度

に
交

付
し

た
政

務
活

動
費

の
う

ち
、

前
記

２
（

２
）

カ
及

び
キ

に
つ

い
て

、
市

長

は
政
務
活

動
費

の
支

出
に

つ
い

て
妥

当
性

を
検

証
し

、
政

務
活

動
費

を
充

て
る

べ
き

で
は

な
い

経

費
で
あ
っ

た
と

認
め

ら
れ

た
場

合
に

は
、

秋
田

議
員

に
対

し
て

期
限

を
定

め
て

返
還

を
求

め
る

な

ど
、
必
要

な
措

置
を

講
じ

ら
れ

た
い

。
 

 
 
(
2
)
 

措
置
期

限
 

上
記
の

措
置

を
講

じ
た

上
、

令
和

３
年

１
１

月
３

０
日

ま
で

に
そ

の
旨

を
監

査
委

員
宛

て
通

知

さ
れ
た
い

。
 

 
４
 

意
見
 

監
査
結

果
は

以
上

の
と

お
り

で
あ

る
が

、
今

回
の

監
査

を
通

じ
て

、
監

査
委

員
と

し
て

の
意

見
を

述
べ
る
。
 

 
 

 
政
務
活

動
費

は
、

市
政

に
関

す
る

会
派

及
び

議
員

の
調

査
研

究
そ

の
他

の
活

動
を

充
実

し
、

議
会

の
審
議

能
力

の
向

上
、

議
会

の
活

性
化

に
資

す
る

こ
と

を
目

的
と

し
て

い
る

も
の

で
あ

り
、

会
派

及

16
 

こ
れ
ら
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
 

支
出
伝
票
件
名

金
額
（
円

）
関
係
人
調
査
で
確
認
し
た
内
容

校
庭

開
放

に
関

す
る

調
査

報
告

書
 

2
2
0
,
0
0
0

令
和
元
年
１
１
月
２
０
日
か
ら
 

同
年
１
２
月
９
日
ま
で
 

子
供

の
サ

ッ
カ

ー
ゴ

ー
ル

事
故

例
に
関
す
る
調
査
報
告
書
 

2
2
0
,
0
0
0

令
和
元
年
１
１
月
２
０
日
か
ら
 

同
年
１
２
月
９
日
ま
で
 

被
災

世
帯

へ
の

支
援

に
関

す
る

調
査
報
告
書
 

3
8
5
,
0
0
0

(
緊
急
対
応
)

令
和
元
年
１
２
月
７
日
か
ら
 

同
月
１
１
日
ま
で
 

避
難

行
動

に
関

す
る

調
査

報
告

書
 

3
3
0
,
0
0
0

令
和
元
年
１
１
月
２
０
日
か
ら
 

同
年
１
２
月
９
日
ま
で
 

台
風

１
９

号
に

関
す

る
調

査
報

告
書
 

2
2
0
,
0
0
0

令
和
元
年
１
０
月
１
２
日
か
ら
 

同
月
２
０
日
ま
で
 

文
化

芸
術

の
活

動
及

び
ま

ち
づ

く
り
に
関
す
る
調
査
報
告
書
 

3
3
0
,
0
0
0

令
和
２
年
２
月
２
０
日
か
ら
 

同
年
３
月
１
０
日
ま
で
 

 
 
 

 
 
 

な
お

、
令

和
元
年

第
５
回

川
崎

市
議

会
定
例

会
に
お

け
る

、
チ

ー
ム
無

所
属
の

代
表

質
疑

に
お
い

て
、

台
風

１
９

号
の
検
証

等
に

関
す

る
質

問
が
行
わ

れ
て

い
る

。
Ａ

社
が
作
成

し
た

調
査
に

係
る

成
果

物
と

し
て
、
上

記
調

査
報

告
書

の
名
目
ご

と
に

官
公

庁
等

が
ホ
ー
ム

ペ
ー

ジ
に
登
載
し
て
い
る
資
料
等
を
印
刷
し
た
紙
フ

ァ
イ
ル
６
冊
が
提
示
さ
れ
た
。
 

秋
田
議
員
に
よ
る
と
、
所
属
会
派
（
チ
ー
ム
無

所
属
）
の
解
散
、
所
属
地
域
政
党
か
ら
も
離

れ
る

こ
と

に
よ

り
、

一
人

で
全

て
の

業
務

を
行

う
こ

と
を

要
す

る
な

ど
、

限
ら

れ
た

時
間

の

中
で

同
時

に
複

数
の

質
問

を
立

て
る

必
要

が
あ

っ
た

た
め

、
前

記
キ

の
市

政
報

告
の

作
成

依

頼
の
ほ
か
、
Ａ
社
に
継
続
し
て
複
数
の
調
査
依

頼
を
行
っ
た
と
し
て
い
る
。
 

秋
田

議
員

に
よ

る
と

、
令

和
元

年
１

２
月

９
日

に
当

局
か

ら
補

正
予

算
に

関
す

る
議

案
内

容
の

説
明

を
受

け
、

代
表

質
疑

を
担

当
す

る
よ

う
命

じ
ら

れ
た

が
、

原
稿

提
出

が
同

月
１

１

日
と

短
期

間
で

あ
り

、
一

般
質

問
に

お
い

て
、

議
長

宛
て

提
出

す
る

デ
ィ

ス
プ

レ
イ

使
用

申

出
書

等
の

期
限

日
と

重
な

っ
て

い
た

た
め

、
納

期
を

変
更

し
緊

急
対

応
を

含
む

調
査

を
依

頼

し
、
金
額
に
つ
い
て
は
Ａ
社
と
事
前
に
相
談
の

上
、
決
定
し
た
と
し
て
い
る
。
 

ま
た
、
Ａ
社
に
社
員
は
お
ら
ず
、
一
人
で
業
務

を
行
っ
て
お
り
、
緊
急
対
応
に
つ
い
て
は
睡

眠
時
間
を
削
り
な
が
ら
、
期
限
に
間
に
合
わ
せ

て
も
ら
っ
た
と
し
て
い
る
。
 

(
ｲ
)
 
判
断
 

指
針
に
よ
る
と
、「

調
査
研
究
費
は
、
会
派
又
は
交
付
対
象
議
員
が
市
の
事
務
、
地
方
行
財

政
等
に
関
し
て
調
査
研
究
を
す
る
の
に
要
す
る

経
費
」
と
し
て
い
る
。
 

そ
こ
で
検
討
す
る
に
、
秋
田
議
員
は
、
上
記
各

調
査
研
究
を
行
う
際
、
Ａ
社
に
調
査
報
告
書

の
提
出
を
依
頼
し
、
事
前
に
額
を
提
示
す
る
こ
と
で
、
Ａ
社
と
合
意
し
た
金
額
を
決
定
し
、
短

い
も

の
で

は
数

日
で

調
査

研
究

結
果

を
電

子
デ

ー
タ

で
取

得
で

き
た

と
し

て
お

り
、

各
調

査
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川
崎

市
職

員
措

置
請

求
書
 

川
崎

市
監

査
委

員
殿
 

令
和

３
年

６
月

２
１

日
 

請
求

人
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

【
住

所
】

 
(
省
略

)
 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

【
職

業
】

 
(
省
略

)
 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

【
氏

名
】

 
 金

屋
 

隼
斗

  
 

 
  

 
 

 
 

 
 
 

第
１

 
請

求
の

要
旨
 

秋
田

恵
（
あ

き
た

 
め
ぐ

み
）
に

対
し
政

務
活

動
費

４
，
０
６

２
，

３
５

２
円

の
返

還
請
求

権
を
行

使
す

る
こ

と
を

怠
っ

て
い

る
こ

と
か

ら
、

こ
れ

を
行

使
す

る
よ

う
川

崎
市

長
に

対
し

勧
告

す
る

こ
と

を
求

め
る

。
 

第
２

 
請

求
の

原
因
 

１
 

対
象

と
な

る
財

務
会

計
行

為
 

①
 

秋
田

恵
（

あ
き

た
め

ぐ
み

）
は

令
和

元
年
度
、
人
件
費

と
し
て
、
令

和
２

年
３

月
３

１
日
付

で
合
計

金
額

６
４

０
，

０
０

０
円

を
政

務
活
動

費
か

ら
支

出
し

た
（

資
料
１

）
 

②
 

秋
田

恵
（

あ
き

た
め

ぐ
み

）
は
令

和
元

年
度

、
調

査
研

究
費
と

し
て

、
武

中
桂

に
対

し
、
令

和
元
年

７
月

３
０

日
付

で
３

５
，

０
０

０
円
を

政
務

活
動

費
か

ら
支

出
し
た

（
資

料
２

）
 

③
 

秋
田

恵
（
あ

き
た

め
ぐ
み

）
は

令
和

元
年

度
、
広

報
・
広

聴
費
と

し
て
、
武
中

桂
に

対
し
、
令

和
２

年
２

月
１

０
日

付
で

９
０

，
１

４
６
円

、
令

和
２

年
３

月
３

１
日
付

で
２

０
，
０
０

０
円

の
合
計

金
額

１
１

０
，

１
４

６
円

を
政

務
活

動
費
か

ら
支

出
し

た
（

資
料

３
）
 

④
 

秋
田

恵
（

あ
き

た
め

ぐ
み

）
は

令
和

元
年
度
、
研
修
費

お
よ
び

人
件

費
と

し
て

、
研

修
同
行

者
に
対

し
、
令
和

２
年

３
月

２
３

日
付

で
合
計

金
額

３
７

，
６

０
０

円
を
政

務
活

動
費

か
ら

支
出

し
た
（

資
料

４
）
 

⑤
 

秋
田

恵
（

あ
き

た
め

ぐ
み

〉
は
令

和
元

年
度

、
事

務
費

と
し
て

、
令

和
２

年
２

月
１

日
付
、
３
月
１

７
日

付
、
５

月
３

１
日

付
で

合
計

金
額
１

７
１
，
６
１

２
円

を
政

務
活
動

費
か

ら
支

出
し

た
（
資

料
５
） 

⑥
 

秋
田

恵
（

あ
き

た
め

ぐ
み

）
は

令
和

元
年
度
、
事
務
所

費
と
し

て
、
令
和

元
年

１
２

月
１
４

日
付
、

令
和

２
年

２
月

１
８

日
付
、
３

月
１
２

日
付

で
合

計
金

額
３

４
８
，
８

０
０

円
を

政
務
活

動
費
か

ら
支

出
し

た
（

資
料

６
）
 

⑦
 

秋
田

恵
（

あ
き

た
め

ぐ
み

）
は
令

和
元

年
度

、
広

報
・
広

聴
費

と
し

て
、
合
同

会
社

Ｍ
ｏ
ｒ

ｉ
 
Ｌ

ａ
ｂ

ｏ
に

対
し

合
計

金
額

１
，

１
０
０

，
０

０
０

円
を

政
務

活
動
費

か
ら

支
出

し
た

（
資

料
７
）
 

⑧
 

秋
田

恵
（

あ
き

た
め

ぐ
み

）
は

令
和

元
年
度
、
調
査
研

究
費
と

し
て

、
合

同
会

社
Ｍ

ｏ
ｒ
ｉ

 
Ｌ
ａ

ｂ
ｏ

に
対

し
合

計
金

額
１

，
７

０
５
，

０
０

０
円

を
政

務
活

動
費
か

ら
支

出
し

た
（

資
料

８
）
 

２
 

財
務

会
計

行
為

の
違

法
性

 

（
１

）
序

論
 

川
崎

市
議

会
の

政
務

活
動

費
の

交
付

等
に

関
す

る
条

例
に

お
い

て
、

会
派

お
よ

び
議

員
の

責
務

と

し
て
「

議
会

の
活

性
化

に
資
す

る
こ
と

を
目

的
と

し
て

い
る

こ
と
を

認
識

し
、
政

務
活
動

費
を
適

正
に

別
紙

１
 

18
 

び
議
員

は
、

そ
の
使

途
に

つ
い
て

市
民

に
説
明

責
任

を
負
う

こ
と

を
認
識

し
て

、
適
正

に
使

用
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
 

 
 
 

今
回
の

監
査

に
お

い
て
、

議
会
局

に
提

出
さ

れ
た
収

支
報
告

書
を

確
認

し
た
が

、
支
出

伝
票

に
添

付
さ
れ
た
領
収
書
及
び
そ
の
他
証
拠
書
類
等
か
ら
支
出

の
詳
細
が
確
認
で
き
な
い
事
例
も
あ
っ
た
。
 

 
 
 
具
体
的
に
は
、
見
積
書
な
ど
の
書
面
を
徴
取
せ
ず
に
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
利
用
し
て
金
額
の
決
定
を
行
い
、

そ
の
過
程
が
分
か
ら
な
い
も
の
、
契
約
書
等
を
作
成
し
て
い
な
い
た
め
契
約
内
容
が
不
明
確
な
も
の
、

業
務
の

実
施

や
完
了

報
告

が
Ｓ
Ｎ

Ｓ
に

よ
っ
て

の
み

行
わ
れ

て
い

る
も
の

、
請

求
書
が

確
認

で
き
な

い
も
の
が
見
受
け
ら
れ
た
。
 

 
 
 

政
務
活

動
費

に
つ

い
て
は

、
個
々

の
支

出
の

金
額
や

支
出
先

、
活

動
の

目
的
、

内
容
等

全
て

を
詳

細
に
報

告
す

る
こ
と

ま
で

求
め
ら

れ
て

い
な
い

が
、

一
方
、

仙
台

地
裁
平

成
２

９
年
１

月
３

１
日
判

決
で
は

、
政

務
調
査

費
に

つ
い
て

「
政

務
調
査

費
の

支
出
が

本
件

使
途
基

準
に

合
致
す

る
か

否
か
に

つ
い
て

、
支

出
の
過

程
に

関
与
し

て
い

な
い
原

告
の

側
で
そ

の
詳

細
を
明

ら
か

に
す
る

こ
と

は
し
ば

し
ば
困

難
を

伴
う
と

言
わ

ざ
る
を

得
な

い
。
他

方
で

、
自
ら

政
務

調
査
費

を
支

出
し
た

被
告

ら
の
側

に
お
い

て
は

、
法
、

本
件

条
例
及

び
本

件
規
則

を
遵

守
し
て

政
務

調
査
費

を
支

出
し
て

い
る

と
さ
れ

る
以
上

、
支

出
が
本

件
使

途
基
準

に
合

致
す
る

こ
と

に
つ
い

て
合

理
的
な

説
明

を
す
る

こ
と

が
期
待

で
き
る
と
い
え
る
」
と
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
適
正
な
執

行
が
求
め
ら
れ
る
。
 

 
 
 

指
針
に

お
い

て
は

、
支
出

を
証
明

す
る

書
類

と
し
て

、
見
積

書
、

契
約

書
等
を

必
要
と

し
て

い
な

い
が
、

一
般

的
に
契

約
行

為
、
例

え
ば

印
刷
物

の
作

成
に
お

い
て

は
、
見

積
書

の
徴
取

、
発

注
、
履

行
、
履

行
確

認
、
支

払
請

求
、
支

払
、

受
領
書

の
発

行
と
い

う
流

れ
が
商

慣
行

と
な
っ

て
お

り
、
政

務
活
動

費
に

お
い
て

も
、

こ
う
し

た
商

慣
行
に

倣
っ

て
進
め

る
こ

と
が
、

透
明

性
の
確

保
、

市
民
へ

の
説
明

責
任

を
果
た

す
こ

と
に
つ

な
が

る
も
の

と
考

え
る
。

ま
た

、
ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ
の

管
理

な
ど
、

一
定
期

間
役

務
の
提

供
を

受
け
る

も
の

に
つ
い

て
は

、
金
額

や
業

務
内
容

な
ど

必
要
事

項
を

記
載
し

た
契
約
書
を
作
成
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え
る
。

 

会
派
及
び
議
員
に
お
い
て
は
、
引
き
続
き
政
務
活
動
費
が
公
金
で
あ
る
こ
と
を
意
識
し
、
使
途
内
容

に
つ
い
て
の
透
明
性
を
確
保
し
、
市
民
へ
の
説
明
責
任
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
支
出
伝
票
及

び
政
務
活
動
記
録
票
に
お
け
る
説
明
の
充
実
等
を
望
む
も
の
で
あ
る
。
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働
基

準
法

に
違

反
し

て
お

り
、
３

０
万

円
以

下
の

罰
金
（

第
１

２
０
条

）
に

科
せ

ら
れ

る
可

能
性
が
あ

る
。
 

労
働

基
準

法
（

第
１
５

条
）
の
『
労

働
条

件
の

明
示

』
で
は

、
賃

金
の

締
切
・
支
払

い
の

時
期
に
関

す
る

事
項

を
明

示
す

る
こ

と
に

な
っ

て
い

る
が

、
支

払
い

実
態

を
見

る
限

り
こ

ち
ら

も
尊

守
さ

れ
て

い
な

い
。
 

ま
た
、
ハ
ロ

ー
ワ

ー
ク

川
崎
の

●
●
●

●
●

●
氏

に
確

認
し

た
と
こ

ろ
、
変

動
勤

務
の
場

合
で
も

１

ヶ
月

で
８

７
時

間
勤

務
を

超
え

て
い
れ

ば
雇

用
保

険
の

加
入

義
務
が

生
じ

る
と

の
こ

と
で

あ
る
。
 

令
和

元
年

度
の

支
出

伝
票
（
資

料
１
）
に

よ
る

と
２

０
２
０

年
１
月

の
被

雇
用

者
の

勤
務

日
は
月

１

５
日

間
の

勤
務

実
態

が
明

記
さ

れ
て

お
り

、
日

給
１

万
円

に
お

い
て

は
１

日
８

時
間

勤
務

が
推

測
さ

れ
る

の
で
、
２
０

２
０

年
１
月

は
１
２

０
時

間
の

勤
務

と
な

る
た
め
、
雇
用

保
険

加
入
が

必
要
で

あ
る

と
考

え
ら

れ
る

。
 

そ
の

た
め
、
秋
田

議
員

の
被
雇

用
者
が

雇
用

保
険

に
未

加
入

で
あ
っ

た
場

合
は
、
こ
ち
ら

も
労
働

基

準
法

に
違

反
し

て
い

る
可

能
性

が
あ
る

。
 

ま
た
、
政
務

活
動

費
の

運
用
指

針
に
お

い
て
、
議

員
が
保
管

す
る
事

に
な

っ
て

い
る

被
雇

用
者
の

職

員
雇

用
履

歴
台

帳
、
源
泉

徴
収

票
、
賃
金

台
帳
、
出

金
伝
票

、
社

会
保

険
関
係

書
類

の
提

示
を
内

容
証

明
書

（
資

料
９

）
で

求
め

ま
し

た
が
、

秋
田

議
員

は
提

示
を

拒
否
さ

れ
る

。
 

２
０

１
９

年
度

の
秋

田
議

員
の

政
務

活
動

を
調

べ
た

と
こ

ろ
、

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

は
１

度
し

か
更

新

さ
れ

て
い

な
い
、
政
務

活
動
に

関
す
る

調
査

や
研

究
等

は
占

い
師
ま

た
は

友
人

に
丸

投
げ

、
チ

ラ
シ

等

の
作

成
配

布
は

一
度

も
さ

れ
て

い
な

い
、

政
務

活
動

事
務

所
に

は
看

板
等

が
一

切
な

く
実

体
不

明
の

た
め
、
秋
田

議
員

に
被

雇
用
者

が
必
要

で
、
被

雇
用

者
が
政

務
活
動

の
補

助
の

み
を

行
な

っ
て
い

る
と

は
考

え
ら

れ
な

い
。
 

以
上

の
こ

と
か

ら
、
秋

田
議
員

と
被
雇

用
者

と
の

雇
用

関
係

は
、
政
務

活
動

費
の

運
用
指

針
お
よ

び

労
働

基
準

法
か

ら
逸

材
し

て
お

り
、

日
給

１
万

円
で

勤
怠

表
の

添
付

や
按

分
を

し
な

い
不

透
明

な
会

計
処

理
で

あ
り
、
初
勤

務
か
ら

約
９
ヶ

月
に

お
よ

ぶ
期

間
も

給
料
が

支
払

わ
ら

れ
て

お
ら

ず
、
労
働

基

準
法

を
順

守
し

な
い

一
般

社
会

で
は
あ

り
え

な
い

よ
う

な
雇

用
契
約

と
い

え
る

。
 

税
金

が
元

手
で

あ
る

政
務

活
動

費
の

使
用

に
は

高
い

透
明

性
と

適
正

さ
が

求
め

ら
れ

ま
す

が
、

秋

田
議

員
は

労
働

基
準

法
に

違
反

し
て

い
る

不
適

切
な

雇
用

契
約

を
し

て
い

る
た

め
、

人
件

費
は

不
当

で
あ

る
。
 

よ
っ

て
、
秋

田
議

員
の

人
件
費

は
政
務

活
動

費
の

支
出

と
し

て
不
適

切
な

た
め
、
返
還
を

求
め
る
。
 

②
個

人
で

あ
る

友
人

に
支

出
す

る
調
査

研
究

費
に

つ
い

て
 

秋
田

議
員

は
、
令

和
元

年
７
月

３
０
日

に
一

般
質

問
の

際
に

使
用
す

る
資

料
を
、
秋
田
議

員
と
同

じ
大

学
の

同
じ

学
部

を
同

時
期

に
卒

業
し

た
友

人
の

武
中

桂
氏

に
依

頼
す

る
が

、
調

査
研

究
費

か
ら

作
成

費

と
し

て
支

出
し

た
３

５
，

０
０

０
円
（

資
料

２
）

の
領

収
書

に
は

宛
名
が

記
載

さ
れ

て
い

な
い
。
 

ま
た
、
支
出

先
の

武
中

桂
氏
は

秋
田
議

員
の

友
人

で
、
今
回

の
支
出

と
関

連
性

が
少

な
い

職
業
を

さ
れ

て
お

り
、
専

門
家
で

な
い

遠
方
（
兵

庫
県

在
中
）
の

友
人
で

あ
る
個

人
に

対
し

て
、
川
崎

市
に
関

す
る
資

使
用

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
」

と
さ
れ

て
い

る
。
 

政
務

活
動

費
の

運
用

指
針

に
お

い
て
、
執

行
に

あ
た

っ
て
の

原
則
で

は
「
政

務
活

動
費
が

公
金
で

あ

る
こ

と
か

ら
、
使

途
内

容
等
に

つ
い
て

の
透

明
性

確
保

が
求

め
ら
れ

て
い

る
た

め
、
会
派

お
よ
び

交
付

対
象

議
員

に
お

い
て

市
民

へ
の

説
明

責
任

を
果

た
す

と
と

も
に

、
支

出
伝

票
お

よ
び

活
動

記
録

票
に

お
け

る
説

明
の

充
実

等
に

努
め

る
こ
と

」
と

さ
れ

て
い

る
。

 

政
務

活
動

費
は

、「
地
方

自
治
法

」
の

規
定

に
よ

り
制

定
さ
れ

た
「

川
崎

市
議

会
の

政
務
活

動
費
の

交
付

等
に

関
す

る
条

例
」
に
基

づ
き
、
会

派
お

よ
び

議
員
に

対
し
議

員
の

調
査

研
究

そ
の

他
の
活

動
に

資
す

る
た

め
必

要
な

経
費

の
一

部
と
し

て
、
交

付
さ

れ
る
も

の
で
あ

り
、
政

務
活

動
費
の

元
手
は

住
民

の
税

金
で

あ
る

以
上

、
使

用
に

は
高
い

透
明

性
と

適
正

さ
が

求
め
ら

れ
る

。
 

（
２

）
違

法
か

つ
不

当
で

あ
る

理
由
 

①
秋

田
議

員
の

人
件

費
に

つ
い

て
 

Ａ
．
秋

田
議

員
を

除
く

他
の
議

員
の
人

件
費

は
、
政

務
活
動

の
補
助

以
外

の
業

務
も

混
合

す
る
と

し
て

按
分

し
て

い
る

が
、

秋
田

議
員

は
按
分

し
て

い
な

い
。
（

図
１

）
 

Ｂ
．
秋
田

議
員

を
除

く
他

の
議

員
の
人

件
費

は
、
時
給

単
位

で
細
か

く
支

払
っ

て
い

る
が

、
秋
田

議
員

は
日

給
１

万
円

を
人

件
費

と
し

て
政
務

活
動

費
か

ら
捻

出
し

て
い
る

。（
図
１

）
 

Ｃ
．
秋
田

議
員

を
除

く
他

の
議

員
の
人

件
費

は
、
勤
務

実
態

を
公
の

も
の

と
す

る
た

め
、
勤

怠
表

を
添

付
し

て
い

る
が

、
秋

田
議

員
は

勤
務

実
態

を
公

の
も

の
と

す
る

勤
怠

表
の

添
付

が
な

い
。
（

図
１

） 

Ｄ
．
秋

田
議

員
を

除
く

他
の
議

員
の
人

件
費

は
、
被

雇
用
者

へ
毎
月

き
ち

ん
と

支
払

わ
れ

て
お
り

労
働

基
準

法
を

尊
守

し
て

い
る

が
、

秋
田

議
員

は
年

１
回

の
後

払
い

の
た

め
労

働
基

準
法

に
違

反
し

て

い
る

。
 

秋
田

議
員

の
被

雇
用

者
は

、
２

０
１

９
年

７
月

８
日

～
２

０
２

０
年

３
月

３
１

日
の

期
間

勤
務

し

て
い

る
が
、
給
料

は
初

勤
務
か

ら
約
９

ヶ
月

後
の

２
０

２
０

年
３
月

３
１

日
に

６
４

万
円
（
資

料
１

）

を
一

括
で

支
払

わ
れ

て
い

る
た

め
、

被
雇

用
者

は
約

９
ヶ

月
間

給
料

が
支

払
わ

れ
て

い
な

か
っ

た
こ

と
に

な
る

。
 

他
の

議
員

と
秋

田
議

員
の

人
件

費
の
比

較
 

 
他

の
議
員
 

秋
田

議
員
 

人
件

費
 

時
給

単
位
 

日
給

１
万

円
 

按
分
 

し
て

い
る
 

し
て

い
な

い
 

勤
怠

表
 

添
付

あ
り
 

添
付

な
し
 

支
払

日
 

毎
月
 

年
１

回
一

括
 

図
１
 

川
崎

市
の

政
務

活
動

費
の

運
用

指
針

で
は

、
常

用
雇

用
と

ア
ル

バ
イ

ト
雇

用
に

つ
い

て
は

規
定

し

て
い

な
い

が
、
「
労

働
基

準
法
を

尊
守
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

」
と
記

載
さ

れ
て

い
る

。
 

労
働

基
準

法
（
第

２
４

条
第
２

項
本
文
）

で
は

、
『

賃
金
は
毎

月
１
回

以
上
、

一
定

の
期
日

を
定
め

て
支

払
わ

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

』
と

さ
れ

て
い

る
た

め
、
秋
田

議
員
と

被
雇

用
者

と
の

雇
用

契
約
は
労
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を
得

な
い

。
 

よ
っ

て
、

政
務

活
動

費
の

支
出

と
し
て

不
適

切
な

た
め

、
返

還
を
求

め
る

。
 

⑤
汎

用
性

が
高

い
事

務
費

に
つ

い
て
 

秋
田

議
員

以
外

の
パ

ソ
コ

ン
購

入
代

を
調

べ
る

と
政

務
活

動
以

外
の

使
途

も
予

測
し

て
１

／
２

～
１

／
３

の
按

分
が

さ
れ

て
い

る
が

、
秋
田

議
員

は
按

分
を

さ
れ

て
い

な
い
。
 

そ
し

て
、
デ

ス
ク

ト
ッ

プ
で
な

い
ノ
ー

ト
パ

ソ
コ

ン
ま

た
は

ラ
ベ
ル

ラ
イ

タ
ー

は
控

室
用

と
し
て
、
政

務
活

動
費

か
ら

全
額

支
出

し
て

い
る

が
、

両
方

と
も

持
ち

運
び

可
能

で
政

務
活

動
以

外
に

使
う

こ
と

が

十
分

考
え

ら
れ

る
た

め
、

政
務

活
動

以
外

で
は

使
わ

な
い

明
確

な
区

分
が

不
能

の
場

合
は

按
分

が
必

要

で
あ

る
。
 

ま
た
、
秋
田

議
員
が

政
務

活
動

費
で
購

入
し

た
ノ

ー
ト

パ
ソ

コ
ン
（
Ｎ

Ｓ
７
０

０
Ｍ

Ａ
Ｂ

）
は

、
ブ
ル

ー
レ

イ
搭

載
の

１
Ｔ

Ｂ
の

Ｈ
Ｄ

Ｄ
搭
載

の
２

０
１

９
年

春
モ

デ
ル

の
最
上

位
機

種
（

資
料

１
１
）
で
、
Ｌ

Ａ
Ｖ

Ｉ
Ｅ

Ｎ
Ｏ

Ｔ
Ｅ

全
５

機
種

の
う
ち
、
Ｂ
Ｄ

Ｘ
Ｌ

対
応
・
フ

ル
Ｈ
Ｄ

対
応

は
こ

の
機

種
の

み
で
あ
り
、

政
務

活
動

の
み

で
使

用
す

る
の

に
最
上

位
機

種
の

必
要

性
に

疑
義

が
あ
る

。
 

よ
っ

て
、
政

務
活

動
費

の
支
出

と
し
て

按
分

が
必

要
で

あ
る

た
め
、
ノ

ー
ト

パ
ソ

コ
ン
及

び
ラ
ベ

ル
ラ

イ
タ

ー
の

支
出

合
計

１
７

１
，
６
１

２
円

の
５

０
％

按
分

で
あ

る
８

５
，
８

０
６

円
の
返

還
を
求

め
る
。
 

⑥
高

額
す

ぎ
る

実
態

不
明

の
事

務
所
費

に
つ

い
て
 

平
成

２
２

年
５

月
２

８
日
、
川

崎
市
議

会
議

員
に

対
す

る
政

務
調
査

費
（
現

:
政
務

活
動
費

）
に

関
す

る
住

民
監

査
請

求
で

は
、
当
時

監
査
委

員
の

松
川

欣
起

氏
及

び
奥
宮

京
子

氏
は
「
政

務
調

査
費
（
現
：
政

務
活

動
費
）
が
公

金
か

ら
交
付

さ
れ
て

い
る

こ
と

を
踏

ま
え

る
と
、
最

小
の

経
費

で
最
大

の
効
果

を
挙

げ

る
（
地

方
自

治
法
第

２
条

１
４

項
）
と
い

う
趣
旨

が
、
一
層

考
慮
さ

れ
る

こ
と

を
望

む
も

の
で
あ

る
」
と

意
見

さ
れ

て
い

る
。
 

し
か

し
、
秋

田
議

員
が

政
務
活

動
費
か

ら
支

出
し

て
い

る
事

務
所
費

は
、
他

の
議

員
の
事

務
所
費

と
比

較
を

す
る

と
２

～
４

倍
の

高
額

賃
料
（
図

２
）
で

あ
る

た
め
、
最
大

な
経

費
を

費
や

し
た

事
務

所
で
あ
る
。 

各
議

員
の

事
務

所
費

を
比

較
 

議
員

名
 

月
額

事
務

所
費
 

秋
田

め
ぐ

み
 

１
９

９
，

０
０

０
 

松
川

正
二

郎
 

８
８

，
０

０
０
 

青
木

の
り

お
 

８
７

，
０

０
０
 

石
田

康
博
 

８
６

，
４

０
０
 

山
田

瑛
理
 

８
６

，
４

０
０
 

浅
野

文
直
 

８
０

，
０

０
０
 

斎
藤

し
ん

じ
 

７
０

，
０

０
０
 

末
永

直
 

７
０

，
０

０
０
 

料
作

成
を

委
託

し
政

務
活

動
費

か
ら
支

出
す

る
こ

と
は

私
的

流
用

で
あ
り

不
当

で
あ

る
。

 

政
務

活
動

費
は

、
私

人
と

し
て

の
活
動

経
費

は
支

出
不

可
と

な
っ
て

い
る

た
め

、
返

還
を

求
め
る

。
 

③
個

人
で

あ
る

友
人

に
支

出
す

る
広
報

・
広

聴
費

に
つ

い
て

 

秋
田

議
員

は
、
当

選
前

に
作
成

し
た
「
秋

田
め

ぐ
み

と
川
崎

の
魅
力

を
伝

え
る

会
」
（
神
奈

川
県
政

治

団
体

名
簿

に
登

録
）

政
治

団
体

の
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
の

管
理

費
と

し
て

２
０

１
９

年
５

月
～

２
０

２
０

年

３
月

ま
で

毎
月

１
万

円
（

３
万

円
の
１

／
３

按
分

）
を

政
務

活
動
費

の
広

報
・
広
聴

費
と

し
て
武

中
桂
氏

に
支

出
し

て
い

る
。
 

し
か

し
、

こ
ち

ら
の

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

は
２

０
１

９
年

５
月

～
２

０
２

０
年

３
月

の
間

は
１

度
し

か
更

新
さ

れ
て

お
ら

ず
、
議
会

発
言

は
準
備

中
（

資
料

１
０
）
で

あ
り
、
政

務
活
動

及
び

市
政

に
関
す

る
内
容

は
な

い
。
 

※
２

０
２

０
年

８
月

よ
り

議
会

発
言
を

更
新

し
て

市
政

情
報

を
新
た

に
追

加
 

ま
た
、
ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

管
理
費

の
支
出

先
は
、
会

社
で
は
な

く
秋
田

議
員

の
友

人
で

あ
る

武
中
桂

氏
個

人
で

す
が
、

経
歴

や
職

業
を
見

る
限
り

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

作
成

や
管
理

に
関

す
る

専
門

家
で

は
な
い

た
め
、

私
的

流
用

の
疑

い
が

あ
る

。
支

出
に

関
し

て
も

２
０

１
９

年
５

月
か

ら
管

理
し

て
い

る
こ

と
に

な
っ

て

い
る

た
め
、
１
０

カ
月

後
の

２
０

２
０
年

１
月

３
１

日
（
資

料
３

）
に

ま
と

め
て

一
括

で
支

出
す

る
な
ど
、

一
般

社
会

で
は

あ
り

え
な

い
ず

さ
ん

な
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
管

理
の

委
託

契
約

を
交

わ
し

て
い

る
と

考
え

ら

れ
る

。
 

よ
っ

て
、

政
務

活
動

費
の

支
出

と
し
て

不
適

切
な

た
め

、
返

還
を
求

め
る

。
 

④
理

解
し

が
た

い
研

修
費

お
よ

び
人
件

費
に

つ
い

て
 

秋
田

議
員

は
、
２
０

２
０

年
２

月
２
２

日
に

愛
知

県
で

行
な

わ
れ
た
『
Ｓ

Ｄ
Ｇ

Ｓ
フ

ォ
ー

ラ
ム
』
の
交

流
会

に
同

行
者

を
つ

け
、
同
行

者
の
交

通
費

２
２

，
６

０
０

円
及
び

人
件

費
１

５
，
０
０

０
円
の

合
計
金

額
３

７
，

６
０

０
円

を
政

務
活

動
費
か

ら
支

出
（

資
料

４
）

し
て

い
る
。
 

政
務

活
動

費
の

運
用

指
針

に
お

い
て
、
研

修
費

の
議

員
以
外

の
参
加

者
に

つ
い

て
は

、「
政

務
活
動

の

補
助

者
は

必
要

限
度

に
お

い
て

支
出
可

能
」
と

な
っ

て
い

る
が
、
補
助

者
が

必
要

で
あ
る

と
限
ら

れ
た

場

合
は

支
出

可
能

の
た

め
、

こ
の

交
流
会

に
お

い
て

は
第

三
者

が
同

行
す
る

必
要

性
に

疑
義

が
あ
る

。
 

な
ぜ

な
ら
、
例
え

、
秋

田
議

員
に

一
人
で

講
義

を
聞

い
て

理
解

す
る
能

力
が

な
い

場
合

で
あ

っ
て
も
、

講
義

内
容

を
ヴ

ォ
イ

ス
レ

コ
ー

ダ
ー

で
録

音
し

て
、

後
日

補
助

者
に

聞
い

て
も

ら
え

ば
よ

い
だ

け
で

あ

る
。
 

こ
の

交
流

会
の

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

見
る
と

開
催

時
間

は
、
１
３

時
半
～

１
８

時
（

途
中

休
憩

３
０
分

）
で

開
催

さ
れ

て
い

る
た

め
、

４
時

間
の
交

流
会

で
あ

る
。
 

秋
田

議
員

は
、
人

件
費

１
５
，
０

０
０
円

を
補

助
者

に
支

出
し

て
い
る

が
、
時

給
換

算
す

る
と

時
給
３

，

７
５

０
円

と
な

る
た

め
非

常
に

高
額
で

あ
り
、
人
件

費
１

５
，
０

０
０

円
と

し
た

根
拠
も

不
透
明

で
あ
る
。 

ま
た

、
同

時
期

に
関

東
Ｅ

Ｓ
Ｄ

に
お
い

て
も

東
京

都
渋

谷
区

で
『
Ｓ

Ｄ
Ｇ

Ｓ
フ

ォ
ー

ラ
ム

』
が
開

催
さ

れ
て

い
る

た
め

、
同

行
者

を
引

き
連

れ
て

愛
知

県
ま

で
行

く
の

は
観

光
目

的
の

私
的

流
用

と
疑

い
ざ

る
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は
秋

田
議

員
専

用
の

控
室

が
あ

り
、

そ
こ

に
常

備
さ

れ
て

い
る

パ
ソ

コ
ン

や
ラ

ベ
ル

ラ
イ

タ
ー

は
政

務

活
動

費
か

ら
支

出
さ

れ
て

い
る

た
め

、
市

民
に

所
在

地
を

明
か

さ
な

い
高

額
な

事
務

所
の

存
在

価
値

が

不
明

で
あ

る
。
 

※
議

員
控

室
に

お
い

て
被

雇
用

者
の
出

入
り

や
政

務
活

動
は

可
能

と
の
こ

と
（

議
会

事
務

局
よ
り

）
 

政
務

活
動

費
の

運
用

指
針

に
よ

れ
ば

、
事

務
所

と
し

て
の

形
態

を
備

え
て

い
な

い
場

合
は

事
務

所
賃

貸
料

を
政

務
活

動
費

か
ら

支
出

す
る

こ
と

は
認

め
ら

れ
な

い
と

定
め

て
い

る
た

め
、

令
和

元
年

１
２

月

分
～

令
和

２
年

３
月

分
の

事
務

所
賃
料

の
合

計
金

額
３

４
８

，
８
０

０
円
（

図
３

）
の

返
還

を
求
め
る
。
 

⑦
占

い
師

に
支

出
し

た
広

報
・

広
聴
費

に
つ

い
て
 

秋
田

議
員

が
政

務
活

動
費

の
広

報
・

広
聴

費
か

ら
多

額
の

支
出

を
し

て
い

る
合

同
会

社
Ｍ

ｏ
ｒ

ｉ
 

Ｌ
ａ

ｂ
ｏ
（

h
t
t
ps
:
/
/w
w
w
.m
o
r
i
h
i
de
h
i
ko
.
c
om
）
は

、
２
０

１
９
年

１
０

月
３

日
（

資
料

１
４
）
に
合

同
会

社
と

し
て

法
人

番
号

が
指

定
さ
れ

た
ば

か
り

の
事

業
者

で
あ

る
。
 

し
か

し
な

が
ら
、
秋
田

議
員
は

設
立
直

後
の

合
同

会
社

Ｍ
ｏ

ｒ
ｉ
 

Ｌ
ａ

ｂ
ｏ

に
対

し
て

２
，
８
５

０
，

０
０

０
円

と
い

う
多

額
の

政
務

活
動
費

を
た

っ
た

数
ヵ

月
で

支
出

し
て
い

る
。
 

不
審

に
感

じ
２

０
２

０
年

７
月

３
日

に
合

同
会

社
Ｍ

ｏ
ｒ

ｉ
 

Ｌ
ａ

ｂ
ｏ

の
請

求
書

記
載

の
所

在
地

に
訪

問
し

た
と

こ
ろ
、
所
在
地

に
は
合

同
会

社
Ｍ

ｏ
ｒ

ｉ
 

Ｌ
ａ
ｂ

ｏ
と

わ
か

る
表

札
及

び
看
板

等
（
資

料
１

５
）

は
一

つ
も

な
い

。
 

ま
た
、
合
同

会
社

Ｍ
ｏ

ｒ
ｉ
 

Ｌ
ａ
ｂ

ｏ
の

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

を
確
認

し
た

と
こ

ろ
、
占
い

に
関
す

る
こ

と
し

か
記

載
（

資
料

１
６
）
さ

れ
て
お

ら
ず

、
料

金
設

定
は
『
対

面
セ

ッ
シ
ョ

ン
占

い
１

時
間
６

万
円
』

『
電

話
セ

ッ
シ

ョ
ン

占
い

１
０

分
１
万

円
』『

メ
ー

ル
セ

ッ
シ

ョ
ン
占

い
５

分
５

千
円

』（
資

料
１
７
）
の

３
つ

の
高

額
な

占
い

料
金

の
み

し
か
記

載
さ

れ
て

い
な

い
。

 

そ
し

て
、
合

同
会
社

Ｍ
ｏ

ｒ
ｉ

 
Ｌ
ａ

ｂ
ｏ

へ
の

支
出

伝
票

は
全
部

で
１

１
枚
（
図

４
）
あ
る

が
、
全

て
が

占
い

設
定

金
額

と
同

じ
５

千
円
単

位
で

あ
り
、
ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

は
企

業
に

と
っ

て
顔

で
あ
る

が
、
そ

こ
に

占
い

料
金

以
外

の
金

額
や

項
目

は
何

一
つ

な
い

と
な

れ
ば

、
占

い
に

使
っ

た
と

考
え

る
の

が
妥

当

で
あ

る
。
 

秋
田

議
員

が
占

い
師

へ
支

払
っ

た
項
目

と
金

額
 

実
施

年
月

日
 

調
査

研
究

費
 

２
０

１
９

.１
０

/２
５
 

台
風

１
９

号
に

関
す

る
調

査
研

究
費
 

２
２

万
円

 

２
０

１
９

.１
２

/１
０
 

校
庭

開
放

に
関

す
る

調
査

研
究

費
 

２
２

万
円

 

２
０

１
９

.１
２

/１
６
 

被
災

世
帯

へ
の

支
援

に
関

す
る

調
査
研

究
費
 

３
８

.５
万

円
 

２
０

１
９

.１
２

/２
０
 

サ
ッ

カ
ー

ゴ
ー

ル
事

故
例

に
関

す
る
調

査
研

究
費
 

２
２

万
円

 

２
０

１
９

.１
２

/２
２
 

避
難

行
動

に
関

す
る

調
査

研
究

費
 

３
３

万
円

 

２
０

２
０

.３
/
１
１
 

文
化

芸
術

の
活

動
及

び
街

作
り

に
関

す
る

調
査

研

究
費
 

３
３

万
円
 

実
施

年
月

日
 

広
報

・
広

聴
費
 

本
間

賢
次

郎
 

８
５

，
０

０
０
 

野
田

雅
之
 

６
８

，
０

０
０
 

吉
沢

な
お

み
 

６
０

，
０

０
０
 

月
本

た
く

や
 

５
３

，
０

０
０
 

橋
本

ま
さ

る
 

５
０

，
０

０
０
 

浦
田

大
輔
 

５
０

，
０

０
０
 

全
議

員
、

上
記

の
事

務
所

費
よ

り
５
０

％
按

分
で

支
出

 

図
２
 

秋
田

議
員

の
事

務
所

費
 

令
和

元
年

１
２

月
１

４
日
 

４
９

，
９

１
５
 

令
和

元
年

１
２

月
１

４
日
 

９
９

，
５

０
０
 

令
和

２
年

 
２

月
１

８
日
 

９
９

，
６

６
５
 

令
和

２
年

 
２

月
１

２
日
 

９
９

，
７

２
０
 

合
計

金
額
 

３
４

８
，

８
０

０
 

図
３
 

ま
た
、

川
崎

市
議

会
の

政
務
活

動
費
の

運
用

指
針

に
お

い
て

、
事

務
所

賃
貸

料
は

、
『
事
務

所
と
し

て

の
形

態
を

備
え

て
い

る
も

の
に

限
る
。
事

務
所
と

し
て

の
実

体
に
つ

い
て

は
、
使
用

実
績
・
看

板
・
表
札

等
の

外
形

、
常

勤
事

務
員

の
有

無
、
備

品
の

内
容

、
賃
借

目
的

等
諸
般

の
事

情
を

総
合

的
に

考
慮
し
て
判

断
す

る
。
』
と

定
め

ら
れ

て
い
る
。
 

そ
の

た
め
、
政
務

活
動

費
か
ら

事
務
所

費
と

し
て

支
出

で
き

る
事
務

所
の

形
態

は
、
市
民

が
外
観

等
を

見
て

政
務

活
動

事
務

所
と

し
て

わ
か
る

事
務

所
で

あ
る

こ
と

が
前

提
で
あ

る
。
 

秋
田

議
員

の
政

務
活

動
事

務
所

は
入

居
か

ら
１

年
半

以
上

も
経

過
し

て
い

る
の

に
、

外
観

お
よ

び
郵

便
ポ

ス
ト

に
何

一
つ

と
し

て
事

務
所

で
あ

る
と

わ
か

る
表

札
及

び
看

板
等

が
な

い
ど

こ
ろ

か
、

事
務

所

入
り

口
お

よ
び

側
面

に
は

、『
Ｃ

Ｉ
Ｆ
Ｅ

Ｒ
』
と

大
き

く
書
か

れ
た
看

板
が

あ
り
、

全
く
も

っ
て
市

民
の

誰
も

が
政

務
活

動
事

務
所

で
あ

る
と
認

識
が

で
き

な
い

。（
資

料
１
２

）
 

秋
田

議
員

が
政

務
活

動
の

事
務

所
と

さ
れ

て
い

る
住

所
（

川
崎

市
幸

区
中

幸
町

４
－

９
－

５
 

１
０

１
）

へ
定

例
会

議
ま

た
は

委
員

会
が

開
催

さ
れ

て
い

な
い

期
間

で
あ

る
２

０
２

１
年

５
月

２
１

日
～

３

０
日

の
９

日
間

に
配

達
証

明
付

き
の

郵
便

物
を

送
付

す
る

が
、

市
民

か
ら

の
郵

便
物

を
受

け
取

ら
な

い

（
資

料
１

３
）

事
務

所
で

あ
る

た
め
、

政
務

活
動

の
事

務
所

と
し

て
の
形

態
を

備
え

て
い

な
い
。
 

そ
し

て
、
秋
田

議
員

の
政

務
活

動
事
務

所
の

外
観

は
、
パ
ル

テ
ノ
ン

神
殿

の
よ

う
な

外
観

で
、
外

か
ら

は
中

が
見

え
な

い
よ

う
に

大
き

な
紫

色
の

カ
ー

テ
ン

と
パ

ー
テ

ー
シ

ョ
ン

で
目

隠
し

を
し

て
お

り
、

床

は
大

理
石

の
た

め
、
見
た

目
は

政
務
活

動
事

務
所

と
い

う
よ

り
も
『
占

い
の
館
』
も
し
く

は
『

美
容

室
』

で
あ

る
。
 

ま
た

、
自

身
の

政
務

活
動

費
か

ら
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
管

理
費

を
支

出
し

て
い

る
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
に

お
い

て
も
、
政
務

活
動

事
務

所
の
所

在
地
を

記
載

せ
ず
、
こ

の
事

務
所
か

ら
徒

歩
１

０
分

程
の

川
崎
市

議
会

に
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る
た

め
、

実
績

の
な

い
事

業
者

で
あ
る

。
 

合
同

会
社

Ｍ
ｏ

ｒ
ｉ

 
Ｌ

ａ
ｂ

ｏ
の

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

で
は

、
占

い
に

関
す

る
料

金
設

定
し

か
な

い
た

め
、
調
査

研
究

と
は

関
連

性
が

無
い
事

業
者

で
す

が
、
２
０

１
９
年

１
２

月
１

０
日

～
２

２
日
（

図
４
）

の
た

っ
た

１
３

日
間

で
４

つ
の

調
査

を
依

頼
す

る
な

ど
、

本
当

に
調

査
や

研
究

が
さ

れ
た

の
か

疑
義

が

あ
る

。
 

ま
た
、
２
０

１
９

年
１

２
月

に
『

被
災

世
帯

へ
の

支
援

に
関

す
る

調
査
研

究
費
』
を
支

出
し

て
い

る
が
、

備
考

欄
に
「
代

表
質

疑
の

日
時

が
直
近

の
た

め
緊

急
対

応
」
と

記
載

あ
り

、
緊
急

で
対

応
し

た
だ
け
で
１

０
０

，
０

０
０

円
（

資
料
２

０
）
と

高
額

な
報

酬
を

支
出

す
る

な
ど
理

解
で

き
な

い
請

求
書

の
内
訳
で
あ

る
。
 

秋
田

議
員

は
６

つ
の

調
査

研
究

費
を

高
額

で
支

出
し

て
い

る
の

に
も

関
わ

ら
ず

、
支

出
の

透
明

性
を

高
め

る
た

め
に

必
要

と
さ

れ
て

い
る
『
政

務
活

動
記

録
表

』
を

い
づ
れ

も
支

出
伝

票
に

添
付

し
て
い
な
い
。 

「
被

災
地

世
帯

へ
の

支
援

に
関

す
る
調

査
研

究
費
」
は

、
代
表

質
問
す

る
た

め
に

緊
急

対
応

で
依
頼
し

て
い

る
が

、
特

に
調

査
や

研
究

成
果
が

分
か

る
こ

と
は

質
問

さ
れ

て
い
な

い
。
 

他
の

５
つ

の
調

査
研

究
は

一
般

質
問

項
目

と
し

て
調

査
依

頼
し

て
い

る
に

も
関

わ
ら

ず
、

現
在

ま
で

の
間

に
調

査
や

研
究

成
果

が
分

か
る
内

容
は

何
一

つ
議

会
で

質
問

を
さ
れ

て
い

な
い

。
 

ま
た

、
３

月
１

０
日

の
一

般
質

問
（
資

料
２

１
）

を
秋

田
議

員
は
当

日
欠

席
し

て
い

る
。

 

こ
の

よ
う

に
、

政
務

活
動

に
関

連
性

の
な

い
事

業
者

に
対

し
て

成
果

の
不

透
明

な
業

務
の

依
頼

が
繰

り
返

し
行

わ
れ

て
い

る
こ

と
か

ら
、

秋
田

議
員

と
合

同
会

社
Ｍ

ｏ
ｒ

ｉ
 

Ｌ
ａ

ｂ
ｏ

代
表

の
占

い
師

が

以
前

か
ら

知
人

関
係

で
あ

り
、

他
目

的
で

の
私

的
流

用
を

行
な

っ
て

い
る

と
の

で
は

な
い

か
と

疑
わ

ざ

る
を

得
な

い
。
 

合
同

会
社

Ｍ
ｏ

ｒ
ｉ

 
Ｌ

ａ
ｂ

ｏ
の

よ
う

に
調

査
研

究
お

よ
び

広
報

広
聴

の
経

験
や

実
績

の
な

い
事

業
所

へ
の

支
出

が
認

め
ら

れ
る

の
で
あ

れ
ば

、
業

種
、
事

業
形

態
、
実

績
な
ど

関
係

な
く

、
例

え
ば

飲
食

業
者

に
調

査
を

依
頼

し
て

も
支

出
が

認
め

ら
れ

る
こ

と
か

ら
、

政
務

活
動

費
の

使
い

方
は

ル
ー

ル
が

な

い
無

法
地

帯
と

な
る

。
 

よ
っ

て
、
合

同
会

社
Ｍ

ｏ
ｒ
ｉ

 
Ｌ
ａ

ｂ
ｏ

に
支

払
っ

た
調

査
研
究

費
は
、
政
務

活
動
費

の
支
出

と
し

て
不

適
切

な
た

め
、

返
還

を
求

め
る
。
 

（
３

）
結

論
 

以
上
、
上
記

各
支

出
は

、
政

務
活

動
費
と

し
て

支
出

で
き

な
い

又
は
按

分
が

必
要

で
あ

る
支

出
で
あ

る
た

め
、

返
還

を
求

め
た

請
求

に
及
ん

だ
。
 

３
 

請
求

者
 

請
求

者
で

あ
る

Ｎ
Ｐ

Ｏ
法

人
国

民
の

健
康

と
生

活
を

守
る

会
の

理
事

長
金

屋
隼

斗
は

、
新

型
コ

ロ
ナ

感
染

拡
大

に
よ

り
生

活
困

窮
者

と
な

っ
た

方
々

へ
、

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

で
様

々
な

サ
ボ

ー
ト

を
提

供
し

て

い
た

と
こ

ろ
、
市

民
か

ら
一
通

の
メ
ー

ル
が

届
く
。

そ
の
内

容
は
、
「
Ｓ

Ｎ
Ｓ

で
川

崎
市
議

会
議
員

の
政

務
活

動
費

の
不

正
を

疑
う

投
稿

が
あ
る
。

た
く

さ
ん

の
市

民
が

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
で

大
変

の
状
況

の
中
、

２
０

１
９

.１
１

/２
１
 

市
政

報
告

 
相

談
費
 

２
２

万
円

 

２
０

１
９

.１
２

/１
３
 

市
政

報
告

 
原

稿
費
 

３
３

万
円

 

２
０

１
９

.１
２

/２
５
 

市
政

報
告

 
構

成
費
 

１
６

.５
万

円
 

２
０

２
０

.１
/
１
０
 

市
政

報
告

 
デ

ザ
イ

ン
費
 

２
７

.５
万

円
 

２
０

２
０

.１
/
１
５
 

市
政

報
告

 
修

正
費
 

１
１

万
円

 

合
計

金
額

 
２

８
０

万
５

千
円

 

図
４
 

さ
ら

に
、
事
業

者
代

表
の

肩
書

は
占
い

師
、
パ
ー

ソ
ナ

ル
コ

ン
サ
ル

タ
ン

ト
（

心
の

悩
み

相
談
に
使

わ
れ

る
用

語
）
と

書
か

れ
て
お

り
、「

４
０

代
で

人
の

未
来
や

現
状
を

話
し

す
る

だ
け

で
把

握
で
き

る

と
い

う
ス

キ
ル

の
特

異
性

に
気

づ
き
、
そ

こ
か

ら
全

て
の
人

を
よ
り

良
い

未
来

へ
進

み
、
幸
せ

に
な

っ

て
欲

し
い

と
思

い
、
占

い
と
コ

ン
サ
ル

タ
ン

ト
を

行
な

う
こ

と
を
決

意
す

る
。
」
と

自
己
紹

介
文
が

記

載
さ

れ
て

い
る

た
め
、
秋
田
議

員
が
数

多
く

支
出

し
た

調
査

研
究
費

お
よ

び
広

報
・
広
聴

費
と
は

関
連

性
が

無
い

事
業

者
で

あ
る

。
 

広
報
・
広

聴
費

と
し

て
１

，
１
０

０
，
０

０
０

円
を

合
同

会
社

Ｍ
ｏ
ｒ

ｉ
 

Ｌ
ａ

ｂ
ｏ

へ
支

出
し
て

い
る

が
、
通
常

の
印

刷
事

業
者

で
あ
れ

ば
１

つ
の

支
出

伝
票

に
入
れ

る
項

目
（

市
政

報
告

相
談
費

、
原

稿
費

、
構

成
費

、
デ

ザ
イ

ン
費

、
修
正

費
）
で
あ

る
の

に
、
５

つ
の

支
出

伝
票

に
分

け
て

い
る
こ

と
も

不
可

解
で

あ
る

。
 

そ
し

て
、
市
政

報
告

相
談

費
と

し
て
２

２
０

，
０

０
０

円
（

資
料
１

８
）
を
支

出
し

て
い

る
が
、
ア

ド
バ

イ
ス

を
も

ら
っ

た
だ

け
で

大
卒
初

任
給

の
平

均
月

給
２

１
０
，
２
０

０
円
（

令
和

元
年

度
）
を
上

回
る

高
額

料
金

を
税

金
が

元
手

の
政

務
活

動
費

か
ら

支
出

す
る

こ
と

は
道

理
的

に
考

え
て

も
理

解
で

き
な

い
。
 

政
務

活
動

費
の

運
用

指
針

に
お

い
て
、
広
報
・
広
聴

費
は
「
会

派
又
は

交
付

対
象

議
員

が
そ

の
活
動

も
し

く
は

市
政

に
つ

い
て

市
民

に
広
報

し
、
又

は
市

民
の
要

望
、
意
見

等
の

聴
取

も
し
く

は
市
民

相
談

を
行

な
う

の
に

要
す

る
経

費
」

と
記

載
さ

れ
て

お
り

、
「

委
託

先
の
選

定
理

由
お

よ
び

委
託

内
容
を
明

確
に

し
た

上
で

、
契

約
を

締
結

し
、
成

果
物

は
会

派
ま

た
は

議
員
に

お
い

て
保

管
」
と
さ

れ
て
い
る
。
 

そ
の

た
め

、
相

談
費

、
原

稿
費

、
構
成

費
、
デ
ザ

イ
ン

費
、
修

正
費

が
あ

る
の

に
印

刷
費

の
項
目
が

な
い

こ
と

や
、
成
果

物
の

チ
ラ

シ
を
見

た
人

が
い

な
い
（
複

数
の
幸

区
民

に
確

認
）
こ
と

も
不
可

解
に

感
じ

た
た

め
、
秋

田
議

員
へ
２

０
２
０

年
７

月
３

１
日

に
メ

ー
ル
（
資

料
１

９
）、

２
０
２

１
年
５

月

２
１

日
に

内
容

証
明

書
（

資
料

９
）
に

て
、
い

ず
れ

も
成

果
物

で
あ
る

チ
ラ

シ
な

ど
の

印
刷

物
の
提
示

を
求

め
る

が
拒

否
さ

れ
る

。
 

よ
っ

て
、
合

同
会

社
Ｍ

ｏ
ｒ
ｉ

 
Ｌ
ａ

ｂ
ｏ

に
支

払
っ

た
広

報
・
広
聴

費
の

成
果

物
は
存

在
せ
ず

、

政
務

活
動

費
の

支
出

と
し

て
不

適
切
な

た
め

、
返

還
を

求
め

る
。
 

⑧
占

い
師

に
支

出
し

た
調

査
研

究
費
に

つ
い

て
 

秋
田

議
員

は
合

同
会

社
Ｍ

ｏ
ｒ

ｉ
 

Ｌ
ａ

ｂ
ｏ

へ
５

つ
の

調
査

研
究

費
を

支
出

し
て

お
り

、
最

初
に

２
０

１
９

年
１

０
月

に
『

台
風

に
関

す
る

調
査

研
究

費
』

を
支

出
し

て
い

る
が

、
合

同
会

社
Ｍ

ｏ
ｒ

ｉ
 

Ｌ
ａ

ｂ
ｏ

は
同

月
の

２
０

１
９

年
１

０
月

に
合

同
会

社
と

し
て

法
人

番
号

が
指

定
さ

れ
た

事
業

者
で

あ
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請
求

人
の

陳
述

録
 

ま
ず

、
秋

田
議

員
で

す
が

、
政

務
活
動

費
が

私
た

ち
市

民
の

税
金
で

あ
る

こ
と

を
十

分
理

解
で
き

て
い

な
い

と
考
え
て

い
ま

す
。
現
在

、
東
京

都
議
会

議
員
の

法
令

違
反

の
説

明
責

任
を
果

た
し

て
い

な
い

こ
と

が
世
論

で
は

大
変

問
題

視
さ

れ

て
い

ま
す

が
、
秋

田
議
員

に
は

、
自

身
の

法
令

違
反
や

様
々

な
不
適

切
な

支
出

に
関

し
て

、
市

民
の

皆
様

に
説
明

を
す
べ

き
だ

と
思

い
ま

す
。
 

私
が

不
適

切
だ

と
主

張
す

る
項

目
が
８

項
目

あ
り

ま
す

の
で

、
早
速

、
順

に
陳

述
い

た
し

ま
す
。
 

ま
ず

、
人

件
費

の
問

題
に

つ
い

て
で
す

。
 

政
務

活
動

費
の

運
用

指
針

で
は

、
雇

用
に

当
た

っ
て

は
労
働

基
準
法

を
遵

守
し

な
け

れ
ば

な
ら
な

い
と

な
っ

て
い

ま
す
。

し
か

し
、
秋
田

議
員

の
雇

用
契

約
は
、
令
和

元
年

７
月

か
ら

働
い
て

い
た

こ
と

に
な

っ
て

い
る
人

件
費

も
約

９
か

月
後

の

令
和

２
年

３
月

３
１

日
に

ま
と

め
て
一

括
で

支
払

わ
れ

て
い

る
た
め
、
労
働

基
準
法

第
２

４
条
第

２
項

の
「

賃
金

は
、
毎

月
１

回
以

上
、
一

定
の

期
日
を

定
め
て

支
払

わ
な

け
れ

ば
な

ら
な
い

。」
に
違

反
し

て
い
ま

す
。
ま
た

、
９

か
月

後
に
払

う

日
給

ま
で

は
、
令
和

２
年

３
月

３
１
日

に
勤

務
し

た
人

件
費

は
当
日

払
い

を
し

て
い

る
た

め
、
そ

も
そ

も
労

働
基

準
法

第

１
５

条
の

賃
金

の
締

切
り

、
支

払
い
の

時
期

に
関

す
る

事
項

を
明
示

す
る

こ
と

に
な

っ
て

い
る
労

働
条

件
の

明
示

も
違

反

し
て

い
る

の
で

は
な

い
で

し
ょ

う
か
。
 

ま
た
、
政
務

活
動

費
の

運
用
指
針

に
は

、
被
雇

用
者

の
職
員

雇
用
履

歴
台

帳
、
源

泉
徴
収

票
、
賃
金

台
帳
、
出
金
伝
票
、

社
会

保
険

関
係

書
類

を
議

員
が

保
管
す

る
こ

と
に

な
っ

て
い

ま
す
が
、
こ
れ

ら
の

提
示
を

再
三
に

わ
た

り
求

め
ま

し
た

が
、

秋
田

議
員

は
応

じ
な

い
た

め
、
た

と
え

こ
れ

ら
の

書
類

を
監

査
委
員

が
求

め
て

秋
田

議
員

が
提
示

し
た

と
し

て
も

、
も

と

も
と

存
在

せ
ず

、
新

た
に

作
成

し
た
も

の
と

捉
え

て
監

査
し

て
い
た

だ
き

た
い

。
 

秋
田

議
員

を
除

く
ほ

か
の

議
員

の
人
件

費
は
、
政

務
活

動
費

の
補
助

以
外

の
業

務
を

混
合

す
る
と

し
て
、
按
分
し

、
時

給
単

位
で

細
か

く
支

払
い

、
勤

怠
表
を

添
付

し
、
毎

月
き
ち

ん
と
支

出
さ

れ
て

い
ま

す
が

、
秋

田
議

員
は

按
分

せ
ず
、
時

給
で

な
く

日
給

１
万

円
の

根
拠

は
不
明
、
勤
怠

表
の
添

付
が

な
い
。
そ

し
て

、
労

働
基
準

法
に
違

反
し

て
年

１
回

の
後

払

い
で

す
。
 

こ
の

件
に

つ
き

ま
し

て
、
私
は

こ
う
推

測
し

て
い

ま
す

。
そ

も
そ
も
、
９
か

月
間
の

給
料

が
未
払

い
な

の
に
働
き
続
け

る
人

間
が

い
る

の
で

し
ょ

う
か

。
こ

れ
は

、
政

務
活

動
費
の

返
還
を

免
れ

る
た

め
、
実
際

に
行
っ

て
い

な
い

人
件

費
を

年

度
末

の
最

終
日

で
あ

る
３

月
３

１
日
に

ま
と

め
て

計
上

し
た

と
し
か

考
え

ら
れ

ま
せ

ん
。
ま
た

、
秋

田
議

員
は

、
チ
ラ

シ

の
作

成
、
配

布
や

ホ
ー
ム

ペ
ー

ジ
更
新

も
ほ

と
ん

ど
な

く
、
高
額

な
事

務
所

に
は
看

板
が

一
切
な

い
た

め
、
市
民

へ
の
対

応
も

一
切

な
さ

れ
て

い
な

い
の

で
、
一
日

中
事

務
所

で
政
務

活
動
の

補
助

だ
け

を
し

て
い

た
被
雇

用
者

が
い

た
と

は
常

識

的
に

考
え

ら
れ

な
い

。
現

に
、

私
が
メ

ー
ル

や
手

紙
を

送
っ

て
も
無

反
応

で
す

。
 

以
上

の
こ

と
か

ら
、
秋
田

議
員

と
被
雇

用
者

と
の

雇
用

関
係

は
、
日

給
１

万
円

で
勤

怠
表

の
添
付

や
按

分
を

し
な
い
不

透
明

な
会

計
処

理
で

あ
り

、
初

勤
務
か

ら
約

９
か

月
に

及
ぶ

期
間
も

給
料

が
支

払
わ

れ
て

い
な
い

、
労

働
基

準
法

に
違

反

し
た

雇
用

契
約

で
あ

り
ま

す
。
よ

っ
て

、
税
金

が
元

で
あ
る

政
務
活

動
費

の
使

用
に

は
高

い
透
明

性
と

適
正

さ
が

求
め

ら

れ
ま

す
が

、
秋

田
議

員
は

労
働

基
準
法

に
違

反
し

て
い

る
不

適
切
な

雇
用

契
約

を
し

て
い

る
た
め

、
人

件
費

は
不

当
で

あ

り
不

適
切

な
た

め
、

返
還

を
求

め
ま
す

。
 

こ
れ

が
適

切
で

あ
る

と
判

断
し

て
し
ま

え
ば

、
真

面
目

に
勤

怠
表
を

つ
け

て
按

分
し

て
い

る
議
員

は
、
今
後

は
勤
怠
表

も
つ

け
ず
、
按
分

も
せ
ず
、
労

働
基
準

法
を

遵
守

し
な

く
て

も
よ
い

と
い

う
前

例
を

つ
く

っ
て
し

ま
い
、
法

律
を

守
ら

な

く
て

よ
い

無
法

議
会

に
な

っ
て

し
ま
い

ま
す

の
で

、
良

識
あ

る
御
判

断
を

お
願

い
申

し
上

げ
ま
す

。
 

次
は

、
個

人
で

あ
る

友
人

に
支

出
し
た

調
査

研
究

費
に

つ
い

て
。
 

秋
田

議
員

が
令

和
元

年
７

月
３

０
日
に

支
出

し
た

調
査

研
究

費
は
、
領
収

書
に

宛
て

名
が

記
載
さ

れ
て

い
ま

せ
ん
。
政

務
活

動
費

の
運

用
指

針
の

３
６

ペ
ー
ジ

に
は

、
領

収
書

受
理

等
の
処

理
の

主
な

注
意

点
に

お
い
て

、
宛

て
名

に
交

付
対

象

議
員

の
議

員
名

を
記

載
す

る
こ

と
に
な

っ
て

い
る

が
、
こ
ち

ら
も
守

ら
れ

て
い

ま
せ

ん
。
ま
た

、
委

託
先

は
秋

田
議
員

の

友
人

で
あ

り
、
今
回

の
支

出
と

関
連
性

が
な

い
職

業
を

さ
れ

て
お
り

、
川

崎
市

に
関

す
る

資
料
作

成
を

専
門

家
で

な
い

遠

方
の

友
人

に
委

託
し
、
政
務
活

動
費
か

ら
支

出
す

る
こ

と
は

、
私

的
流

用
で

あ
り

ま
す
。
そ
も

そ
も
、
調
査

研
究

の
委

託

先
が

法
人

で
も

な
く
、
屋
号
の

な
い
個

人
で

す
。
公

金
で
の

支
出
先

と
し

て
ふ

さ
わ

し
く

あ
り
ま

せ
ん
。
万

が
一
、
こ

ち

ら
が

認
め

ら
れ

る
の

で
あ

れ
ば

、
遠

方
に

住
む

全
く

無
関
係

な
職
種

の
飲

食
店

や
土

木
業

の
友
人

に
調

査
研

究
を

依
頼

し

て
、
政
務

活
動

費
か

ら
支

払
う

こ
と
も

可
能

と
い

う
こ

と
に

な
り
ま

す
。
運
用

指
針

を
守

ら
な
い

友
人

個
人

に
支

払
っ

た

こ
の

調
査

研
究

費
は

不
適

切
な

た
め
、

返
還

を
求

め
ま

す
。

 

次
、

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

管
理

費
に

つ
い
て

で
す

。
 

秋
田

議
員

は
、
当
選

前
に

作
成

し
た
秋

田
め

ぐ
み

と
川

崎
の

魅
力
を

伝
え

る
会

、
こ

ち
ら

は
政
治

団
体

登
録

し
て
あ
り

ま
す
。
政
治

団
体

の
ホ

ー
ム
ペ

ー
ジ
の

管
理

費
と

し
て

２
０

１
９
年

５
月

か
ら

２
０

２
０

年
３
月

ま
で

毎
月

１
万

円
を

政

務
活

動
費

の
広

報
・
広

聴
費
と

し
て
友

人
に

支
出

し
て

い
ま

す
。
し
か

し
、
こ

ち
ら

の
ホ

ー
ム
ペ

ー
ジ

は
、
２

０
１
９

年

５
月

か
ら

２
０

２
０

年
３

月
の

間
は
１

度
し

か
更

新
さ

れ
て

お
ら
ず
、
政
務

活
動

及
び
市

政
に
関

す
る

内
容

は
あ

り
ま

せ

別
紙

２
 

本
当

に
議

員
が

不
正

行
為

を
し

て
い
た

ら
許

せ
な

い
。
」
等

で
あ

っ
た

。
 

私
た

ち
の

団
体

は
『
自

分
だ
け

が
良
け

れ
ば

い
い

！
そ

ん
な

人
間
に

な
り

た
く

な
い

！
』
を
ス

ロ
ー

ガ

ン
に

掲
げ

て
地

域
活

動
を

し
て

い
た
た

め
、

団
体

の
代

表
と

し
て

看
過
す

る
こ

と
が

で
き

な
か
っ

た
。
 

そ
の

た
め
、
多
大

な
時

間
と
労

力
を
使

い
徹

底
調

査
し

た
と

こ
ろ
、
秋

田
議

員
の

政
務
活

動
費
は

不
適

切
な

支
出

が
多

数
存

在
し

た
た

め
、
監

査
請

求
を

起
こ

す
こ

と
を

決
意
し

た
。
 

添
付

資
料
 

資
料

１
 

秋
田

議
員

が
人

件
費

で
支
出

し
た

支
出

伝
票

お
よ

び
領

収
書
 

資
料

２
 

秋
田

議
員

が
調

査
研

究
費
と

し
て

武
中

桂
氏

へ
支

出
し

た
支
出

伝
票

お
よ

び
領

収
書
 

資
料

３
 

秋
田

議
員

が
広

報
・

広
聴
費

と
し

て
武

中
桂

氏
へ

支
出

し
た
支

出
伝

票
 

資
料

４
 

秋
田

議
員

が
研

修
費

お
よ
び

人
件

資
と

し
て

同
行

者
へ

支
出
し

た
支

出
伝

票
 

資
料

５
 

秋
田

議
員

が
事

務
費

と
し
て

支
出

し
た

支
出

伝
票

 

資
料

６
 

秋
田

議
員

が
事

務
所

費
と
し

て
支

出
し

た
支

出
伝

票
 

資
料

７
 

秋
田

議
員

が
広

報
・

広
聴
費

と
し

て
合

同
会

社
Ｍ

ｏ
ｒ

ｉ
 
Ｌ

ａ
ｂ

ｏ
へ

支
出

し
た
支

出
伝

票
 

資
料

８
 

秋
田

議
員

が
調

査
研

究
費
と

し
て

合
同

会
社

Ｍ
ｏ

ｒ
ｉ

 
Ｌ
ａ

ｂ
ｏ

へ
支

出
し

た
支
出

伝
票
 

資
料

９
 

秋
田

議
員

へ
送

っ
た

内
容
証

明
書
 

資
料

１
０

 
秋

田
議

員
の

１
度

し
か
更

新
さ

れ
て

い
な

い
ホ

ー
ム

ベ
ー
ジ
 

資
料

１
１

 
秋

田
議

員
が

政
務

活
動
費

か
ら

全
額

支
出

し
た

最
上

位
機
種

パ
ソ

コ
ン
 

資
料

１
２

 
秋

田
議

員
の

政
務

活
動
事

務
所

の
外

観
等
 

資
料

１
３

 
秋

田
議

員
が

受
け

取
り
拒

否
を

し
た

一
般

書
留

郵
便

 

資
料

１
４

 
合

同
会

社
Ｍ

ｏ
ｒ

ｉ
 
Ｌ

ａ
ｂ

ｏ
の

法
人

番
号

が
指

定
さ
れ

た
記

録
 

資
料

１
５

 
合

同
会

社
Ｍ

ｏ
ｒ

ｉ
 
Ｌ

ａ
ｂ

ｏ
の

所
在

地
の

実
体

 

資
料

１
６

 
合

同
会

社
Ｍ

ｏ
ｒ

ｉ
 
Ｌ

ａ
ｂ

ｏ
の

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

 

資
料

１
７

 
合

同
会

社
Ｍ

ｏ
ｒ

ｉ
 
Ｌ

ａ
ｂ

ｏ
の

料
金

設
定

 

資
料

１
８

 
合

同
会

社
Ｍ

ｏ
ｒ

ｉ
 
Ｌ

ａ
ｂ

ｏ
に

支
出

し
た

市
政

報
告
相

談
費

の
支

出
伝

票
 

資
料

１
９

 
秋

田
議

員
へ

成
果

物
を
求

め
た

メ
ー

ル
の

内
容

 

資
料

２
０

 
合

同
会

社
Ｍ

ｏ
ｒ

ｉ
 
Ｌ

ａ
ｂ

ｏ
に

支
出

し
た

緊
急

対
応
費

が
含

ま
れ

た
支

出
伝
票
 

資
料

２
１

 
秋

田
議

員
の

一
般

質
問
の

内
容
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こ
ち

ら
の

高
額

な
事

務
所

に
は

配
達
証

明
書

つ
き

の
郵

便
物

を
送
付

し
ま

し
た

が
、
市
民

か
ら
の

郵
便

物
を

受
け
取
る

こ
と

さ
え

も
し

な
い

事
務

所
で

あ
る
こ

と
も

判
明

し
て

い
ま

す
。
 

そ
し

て
、
こ
の

高
額

の
事

務
所

の
外
観

は
パ

ル
テ

ノ
ン

神
殿

の
よ
う

な
外

観
で

、
外

か
ら

は
中
が

見
え

な
い

よ
う
な
大

き
な

紫
色

の
カ

ー
テ

ン
と

パ
ー

テ
ィ
シ

ョ
ン

で
目

隠
し

を
し

て
お
り

、
床

は
大

理
石

の
た

め
、
見

た
目

は
政

務
活

動
事

務

所
と

い
う

よ
り

も
占

い
の

館
も

し
く
は

美
容

室
で

す
。
 

ま
た

、
こ

の
高

額
な

事
務

所
か

ら
徒
歩

１
０

分
の

川
崎

市
議

会
に
は

秋
田

議
員

専
用

の
控

室
が
あ

り
ま

す
が

、
こ
れ
ま

で
秋

田
議

員
が

政
務

活
動

費
の

事
務

費
か

ら
支

出
し

て
い

る
中

か
ら

高
額

な
事

務
所

用
と

議
会

控
室

用
の

２
つ

に
分

け

て
い

る
の

で
、
こ

れ
ら

を
ま
と

め
て
み

ま
し

た
。
ま

ず
、
高

額
事
務

所
用

と
し

て
購

入
さ

れ
た
も

の
は
、
セ
パ

レ
ー
ト

ソ

フ
ァ

ー
、
Ｄ
Ｖ

Ｄ
プ

レ
イ

ヤ
ー

内
蔵
つ

き
の

小
型

ホ
ー

ム
シ

ア
タ
ー

と
明

記
さ

れ
た

プ
ロ

ジ
ェ
ク

タ
ー

の
み

で
す

。
一

方

で
、
議
会

控
室

用
と

し
て

購
入

し
た
の

は
、
ノ
ー

ト
パ

ソ
コ

ン
、
ラ

ベ
ル

ラ
イ

タ
ー

、
イ

ン
ク
ジ

ェ
ッ

ト
複

合
機

、
シ

ュ

レ
ッ

ダ
ー
、
４
段

木
製
ラ

ッ
ク

で
、
こ
れ

ら
を

控
室
に

て
政

務
活
動

に
使

用
と

支
出

伝
票

に
明
記

さ
れ

て
い

ま
す

。
こ
れ

ら
高

額
事

務
所

用
と

控
室

用
に

そ
れ
ぞ

れ
購

入
し

た
備

品
を

客
観
的

に
見

る
と
、
ソ
フ
ァ

ー
と
ホ

ー
ム

シ
ア

タ
ー

プ
ロ

ジ

ェ
ク

タ
ー

を
常

備
し

て
い

る
高

額
事

務
所

に
も

、
ノ

ー
ト

パ
ソ

コ
ン

、
ラ

ベ
ル

ラ
イ

タ
ー

、
イ

ン
ク

ジ
ェ

ッ
ト

複
合

機
、

シ
ュ

レ
ッ

ダ
ー
、
４
段

木
製
ラ

ッ
ク
を

常
備

し
て

い
る

議
会

控
室
が

秋
田

議
員

の
政

務
活

動
事
務

所
の

役
割

を
し

て
い

る

と
考

え
ら

れ
ま

す
。
 

そ
の

た
め
、
市
民

に
所
在

地
を

明
か
さ

な
い

高
額

事
務

所
の

存
在
価

値
が

疑
問

で
あ

り
ま

す
。
な
ぜ

な
ら

、
政
務
活
動

で
主

に
使

わ
れ

て
い

る
の

は
ノ

ー
ト
パ

ソ
コ

ン
や

ラ
ベ

ル
ラ

イ
タ
ー

で
す

が
、
こ

ち
ら
は

先
ほ
ど

事
務

費
に

つ
い

て
も

申

し
上

げ
た

よ
う

に
、
議
員

控
室

専
用
と

し
て

按
分

せ
ず

に
全

額
政
務

活
動

費
か

ら
支

払
っ

て
い
る

の
で

、
議

員
控

室
以

外

で
は

原
則

使
用

し
な

い
こ

と
に

な
っ
て

い
る

は
ず

で
す

。
そ

し
て
、
高
額

な
事

務
所

に
は

セ
パ
レ

ー
ト

ソ
フ

ァ
ー

と
ホ

ー

ム
シ

ア
タ

ー
プ

ロ
ジ

ェ
ク

タ
ー

し
か
政

務
活

動
費

か
ら

購
入

し
て
い

な
い

た
め
、
こ
の
事

務
所
は

別
の

用
途

で
使

用
さ

れ

て
い

る
事

務
所

で
は

な
い

で
し

ょ
う
か

。
 

ま
た
、
政

務
活
動

費
の
運

用
指

針
に
よ

れ
ば
、
事

務
所

と
し

て
の
形

態
を

備
え

て
い

な
い

場
合
は
、
事

務
所
の
賃
貸
料

を
政

務
活

動
費

か
ら

支
出

す
る

こ
と
は

認
め

ら
れ

な
い

と
定

め
て
い

る
た

め
、
こ

ち
ら
の

事
務
所

料
の

返
還

を
求

め
ま
す
。 

最
後

に
、

占
い

師
に

支
出

し
た

問
題
に

つ
い

て
で

す
。
 

秋
田

議
員

が
多

額
な

政
務

活
動

費
を

支
払

っ
て

い
る

Ｍ
ｏ

ｒ
ｉ

 
Ｌ

ａ
ｂ

ｏ
の

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

の
中

身
を

私
は

添
付

資
料

と
し

て
た

く
さ

ん
添

付
し

て
い
ま

す
が
、
Ｕ
Ｒ

Ｌ
も
記

載
し
て

い
る

の
で

見
て

い
た

だ
け
て

い
る

か
と

思
い

ま
す

が
、

秋
田

議
員

は
Ｍ

ｏ
ｒ

ｉ
 

Ｌ
ａ

ｂ
ｏ

が
設

立
し

て
た

っ
た

数
週

間
後

か
ら

多
額

な
政

務
活

動
費

を
こ

ち
ら

に
支

払
っ

て

い
ま

す
。
不

信
に

感
じ
、
２
０

２
０
年

７
月

３
日

に
所

在
地

を
訪
問

し
ま

し
た

が
、
所
在

地
に
は

Ｍ
ｏ

ｒ
ｉ

 
Ｌ

ａ
ｂ

ｏ

と
分

か
る

表
札

及
び

看
板

等
は

何
一
つ

あ
り

ま
せ

ん
。
 

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

と
い

え
ば

事
業

の
顔
で

す
が

、
そ

こ
に

は
占

い
に
関

す
る

こ
と

し
か

記
載

さ
れ
て

お
ら

ず
、
料
金
設
定

は
、
対

面
セ

ッ
シ

ョ
ン
占

い
１

時
間
６

万
円
、
電

話
セ

ッ
シ

ョ
ン
占

い
１

０
分

１
万

円
、
メ
ー

ル
セ

ッ
シ

ョ
ン
占

い
５
分

5
,
0
00

円
の

３
つ

の
高

額
な
占

い
料
金

の
み

で
す

。
そ

し
て

、
こ
の

Ｍ
ｏ

ｒ
ｉ

 
Ｌ

ａ
ｂ

ｏ
へ
の

支
出

伝
票

は
、

令
和

元

年
度

と
２

年
度

を
合

わ
せ

て
全

部
で
１

９
枚

あ
り

ま
す

が
、
全
て

が
占

い
設

定
金

額
の
最

小
単
位

と
合

致
し

て
い

る
た

め
、

ど
う

考
え

て
も

占
い

以
外

に
使

っ
た

と
考

え
る

の
に

は
無

理
が

あ
り

ま
す

。
さ

ら
に

、
事

業
者

代
表

の
肩

書
は

占
い

師
、

そ
し

て
パ

ー
ソ

ナ
ル

コ
ン

サ
ル

タ
ン
ト

で
す

が
、
パ
ー

ソ
ナ

ル
コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
は

、
心

の
悩
み

相
談

に
使

わ
れ

る
用

語

で
す

。
調

査
研

究
費

と
し

て
１

４
種
類

の
様

々
な

問
題

の
調

査
研
究

依
頼

を
し

て
い

ま
す

が
、
こ

の
事

業
者

が
全

て
の

問

題
や

課
題

に
精

通
し

て
い

る
人

物
で
あ

り
、
デ

ー
タ
解

析
、
関
係

法
案

の
整

理
、
専
門
的

知
見
を

提
供

で
き

る
と

は
考

え

ら
れ

ま
せ

ん
。
 

そ
し

て
、
細
か

な
話

を
さ

せ
て

い
た
だ

き
ま

す
が

、
２

０
１

９
年
１

２
月

１
６

日
の

被
災

世
帯
へ

の
支

援
に

関
す
る
調

査
研

究
費

は
、
備

考
欄

に
「
代

表
質
疑

の
日

時
が

直
近

の
た

め
緊
急

対
応
」
と
記

載
し
て

あ
り
、
緊

急
で

対
応

し
た
だ

け

で
１

０
万

円
も

支
払

っ
て

い
ま

す
が
、
一
般

社
会

で
は

、
下

請
会
社

に
こ

の
資

料
は

締
切

り
が
迫

っ
て

い
る

か
ら

急
ぎ

で

や
っ

て
く

だ
さ

い
と

催
促

し
て

も
、
お
得

意
様

の
顧

客
に
対

し
て
「
分

か
り

ま
し

た
、
急

ぎ
で
上

げ
ま

す
」
が

通
常
か

と

思
い

ま
す

が
、
秋

田
議
員

の
場

合
は
、
急

ぎ
で

あ
る
か

ら
１

０
万
円

を
徴

収
す

る
。
こ
ん

な
下
請

会
社

は
一

般
社

会
で
は

私
は

考
え

ら
れ

ま
せ

ん
。

 

こ
れ

ら
の

調
査

研
究

費
に

お
い

て
成
果

物
が

存
在

し
な

い
こ

と
も
大

変
問

題
だ

と
思

い
ま

す
の
で
、
成

果
物
を
全
て
公

開
ま

た
は

提
示

し
て

い
た

だ
き

た
い
。
 

秋
田

議
員

は
1
4
種
類

の
調
査

研
究
費

を
高

額
で

支
出

し
て

い
る
に

も
か

か
わ

ら
ず

、
支

出
内
容

を
明

確
に

す
る
た
め

必
要

と
さ

れ
て

い
る

政
務

活
動

記
録
票

を
い

ず
れ

も
支

出
伝

票
に
添

付
し

て
い

ま
せ

ん
。
調
査

研
究

費
だ

け
で

２
年
間

で

合
計
約

5
3
3
万

円
支

払
っ

て
い

ま
す
が

、
こ

れ
ら

全
て

の
調

査
し
た

結
果

の
資

料
を

提
示

し
て
ほ

し
い

で
す

。
こ

ち
ら

は

１
枚

1,
0
0
0
円

ほ
ど

で
計

算
す

る
と

5
,
33
0
枚
ほ

ど
の

調
査

資
料
と

な
る

か
も

し
れ

ま
せ

ん
が
、
全

て
提

示
し

て
ほ
し

い

で
す
。
中

に
は
、
１
つ

の
調
査

研
究
費

で
６

６
万

円
と

高
額

な
金
額

を
支

払
っ

て
い

る
の

も
あ
り

ま
す

が
、
こ
れ

だ
け

の

金
額

を
支

払
い

、
数

ペ
ー

ジ
ほ

ど
の
調

査
し

た
資

料
で

は
、

当
然
納

得
が

で
き

ま
せ

ん
。

 

ん
で

し
た

。
 

そ
し

て
、
ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

管
理

費
の
支

出
先

は
前

件
同

様
に

遠
方
に

住
む

秋
田

議
員

の
友

人
個
人

で
あ

り
、
経
歴
や
職

業
を

見
る

限
り

、
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
作

成
や

管
理

に
関

す
る

専
門

家
で

は
な

い
た

め
、

こ
ち

ら
も

私
的

流
用

で
す

。
ま

た
、

こ
ち

ら
も

人
件

費
同

様
に

２
０

２
０
年

５
月

か
ら

管
理

し
て

い
る
こ

と
に

な
っ

て
い

ま
す

が
、
１
０

か
月

後
の

２
０
２

０

年
１

月
３

１
日

に
ま

と
め

て
一

括
で
支

出
す

る
な

ど
、
一
般

社
会
で

は
あ

り
得

な
い

ず
さ

ん
な
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
管

理
の

委

託
契

約
を

交
わ

し
て

い
る

と
考

え
ら
れ

ま
す

。
そ

も
そ

も
、
１

０
か

月
間

も
委

託
費

が
未

払
い
な

の
に

委
託

を
続

け
る

事

業
者

が
い

る
の

で
し

ょ
う

か
。
そ

の
た

め
、
政

務
活

動
費
の

返
還
を

免
れ

る
た

め
に

ま
と

め
て
計

上
し

た
と

し
か

考
え

ら

れ
ま

せ
ん

。
よ

っ
て

、
政

務
活

動
費
の

支
出

と
し

て
不

適
切

な
た
め

、
返

還
を

求
め

ま
す

。
 

ま
た

、
令

和
元

年
度

は
不

適
切

な
が
ら

３
分

の
１

を
按

分
し

て
い
ま

す
が

、
令

和
２

年
度

は
な
ぜ

か
按

分
も

せ
ず
に
支

出
し

て
い

ま
す
。
こ

ち
ら

は
先

日
、
追
加

で
証

拠
書
類

を
提

出
し
ま

し
た

が
、
こ
ち

ら
の

収
支
報

告
書

に
記

載
さ

れ
て
い

る
Ｕ

Ｒ
Ｌ

は
、
政
治

団
体

で
あ

る
秋
田

め
ぐ

み
と

川
崎

の
魅

力
を
伝

え
る

会
の

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ
の

た
め

、
適

切
な

按
分

を

す
る

必
要

が
あ

り
ま

す
。

 

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

の
中

身
に

つ
い

て
、
更
新

や
投

稿
さ

れ
る
ペ

ー
ジ
は
、
議
会

発
言

及
び
市

政
情
報

の
２

つ
だ

け
で

す
が

、

議
会

発
言

は
２

０
２

０
年

６
月

２
３
日

の
一

般
質

問
を

最
後

に
投
稿

さ
れ

て
い

ま
せ

ん
。
ま

た
、
市

政
情

報
は

２
０
１

９

年
の

市
政

報
告

を
最

後
に

投
稿

さ
れ

て
い

ま
せ

ん
。

よ
っ

て
、

２
０

２
０

年
４

月
か

ら
２

０
２

１
年

３
月

ま
で

の
期

間
、

こ
の

政
治

団
体

の
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
を

管
理

費
と

し
て

秋
田

議
員

の
友

人
個

人
に

毎
月

３
万

円
を

政
務

活
動

費
か

ら
支

払

っ
て

い
ま

す
が

、
２

０
２

０
年

６
月
２

３
日

以
後

９
か

月
間

、
更
新

ま
た

は
投

稿
さ

れ
な

い
ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

の
一

体
何

を

管
理

す
る

必
要

が
あ

る
の

で
し

ょ
う
か

。
当

然
な

が
ら

不
適

切
な
た

め
、
全
額

返
還

も
し

く
は
令

和
２

年
度

は
按

分
し

て

の
返

還
を

求
め

ま
す

。
 

次
に

、
研

修
費

及
び

人
件

費
に

つ
い
て

。
 

秋
田

議
員

は
、
２

０
２

０
年
２

月
２
２

日
に

愛
知

県
で

行
わ

れ
た
Ｓ

Ｄ
Ｇ

ｓ
フ

ォ
ー

ラ
ム

の
交
流

会
に

同
行

者
を

つ
け
、

同
行

者
の

交
通

費
２

万
２

，
６

０
０
円

及
び

人
件

費
１

万
５

，
０

０
０

円
の

合
計
金

額
３

万
７
，
６

０
０

円
を
政

務
活
動

費
か

ら
支

出
し

て
い

ま
す

。
政

務
活
動

費
の

運
用

指
針

に
お

い
て
、
研

修
費

の
議
員

以
外

の
参
加

者
は
、
政

務
活

動
の
補

助
者

は
必

要
限

度
に

お
い

て
支

出
可
能

と
は

な
っ

て
い

ま
す

が
、
こ
の

交
流

会
に

お
い
て

第
三
者

が
同

行
す

る
必

要
性

が

全
く

も
っ

て
理

解
で

き
ま

せ
ん

。
な

ぜ
な

ら
、
こ
の

交
流

会
の

プ
ロ
グ

ラ
ム

を
見

る
と
、
開
催

時
間
は

１
時

半
か

ら
６
時
、

途
中

休
憩

３
０

分
あ

り
、
た
っ

た
４
時

間
の

交
流

会
で

す
。
た

と
え

秋
田

議
員

に
１

人
で

講
義
を

聞
い

て
理

解
す

る
能

力

が
な

い
場

合
で

あ
っ

て
も

、
講

義
内
容

を
ボ

イ
ス

レ
コ

ー
ダ

ー
で
録

音
し

て
、
後
日

補
助

者
に
聞

い
て

も
ら

え
ば

よ
い

だ

け
で

す
。

ま
た

、
人

件
費

と
し

て
１

万
５

，
０

０
０

円
を

補
助

者
に

支
払

っ
て

い
ま

す
が

、
時

給
換

算
す

る
と

時
給

３
，

７
５

０
円

と
な

る
た

め
、

非
常

に
高
額

で
あ

り
、

人
件

費
１

万
５
，

０
０

０
円

と
し

た
根

拠
も
不

透
明

で
あ

り
ま

す
。

 

 
ま

た
、
同
時

期
に

関
東

Ｅ
Ｓ

Ｄ
に
お

い
て

も
東

京
渋

谷
区

Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
フ

ォ
ー

ラ
ム

が
開

催
さ
れ

て
い

る
た

め
、
同
行

者
を

引
き

連
れ

て
愛

知
県

ま
で

行
く
の

は
、
観

光
目
的

の
私

的
流
用

と
疑

い
ざ

る
を

得
な

い
。
よ
っ

て
、
政
務

活
動
費

の

支
出

と
し

て
不

適
切

な
た

め
、

返
還
を

求
め

ま
す

。
 

次
に

、
事

務
費

に
つ

い
て

で
す

。
 

秋
田

議
員

以
外

の
パ

ソ
コ

ン
購

入
代
を

調
べ

る
と
、
政
務
活

動
以
外

の
使

途
も

予
測

し
て

２
分
の

１
か

ら
３

分
の
１
の

按
分

が
さ

れ
て

い
ま

す
が

、
秋

田
議
員

は
按

分
を

さ
れ

て
い

ま
せ
ん

。
デ

ス
ク

ト
ッ

プ
で

な
い
ノ

ー
ト

パ
ソ

コ
ン

ま
た

は

ラ
ベ

ル
ラ

イ
タ

ー
は

控
室

用
と

し
て
政

務
活

動
費

か
ら

全
額

支
払
っ

て
い

ま
す

が
、
両
方

と
も
持

ち
運

び
可

能
で

、
政

務

活
動

以
外

に
使

う
こ

と
が

十
分

可
能
で

あ
る

た
め
、
政
務
活

動
以
外

で
は

使
わ

な
い

明
確

な
区
分

け
が

不
能

の
場

合
は

按

分
す

べ
き

で
は

な
い

で
し

ょ
う

か
。
 

ま
た

、
秋

田
議

員
が

政
務

活
動

費
で
購

入
し

た
ノ

ー
ト

パ
ソ

コ
ン
は

最
上

位
機

種
で

す
が

、
政
務

活
動

の
み

で
使
用
す

る
パ

ソ
コ

ン
を

最
上

位
機

種
に

す
る
必

要
性

は
全

く
理

解
で

き
ま
せ

ん
。
よ

っ
て
、
こ
れ
ら

は
按
分

が
必

要
で

あ
る

た
め

、

ノ
ー

ト
パ

ソ
コ

ン
及

び
ラ

ベ
ル

ラ
イ
タ

ー
の

５
０

％
按

分
し

た
差
額

の
返

還
を

求
め

ま
す

。
 

次
に

、
高

額
過

ぎ
る

実
態

不
明

の
事
務

所
費

に
つ

い
て

。
 

秋
田

議
員

が
政

務
活

動
費

か
ら

支
出
し

て
い

る
事

務
所

費
は

、
ほ

か
の

議
員

の
事

務
所
費

と
比
較

し
ま

す
と

２
か
ら
４

倍
の

高
額

な
賃

料
で

す
。「

最
少

の
経
費

で
最

大
の

効
果

を
挙

げ
る
」
、
地
方

自
治

法
第

２
条

１
４
項

と
は

真
逆

な
最
大
な

経
費

を
費

や
し

た
事

務
所

で
あ

り
ま
す
。
ま
た

、
川

崎
市
議

会
の
政

務
活

動
費

の
運

用
指

針
に
お

い
て
、
事

務
所

の
賃

貸

料
は

、
事

務
所

と
し

て
の

形
態

を
備
え

て
い

る
も

の
に

限
る

。
事
務

所
と

し
て

の
実

体
に

つ
い
て

は
、
使
用

実
績
・
看
板
・

表
札

等
の

外
形

、
常

勤
事

務
員

の
有
無

、
備

品
の

内
容

な
ど

を
総
合

的
に

考
慮

し
て

判
断

す
る
と

定
め

ら
れ

て
い

る
こ

と

か
ら

、
政

務
活

動
費

か
ら

事
務

所
費
と

し
て

支
出

で
き

る
事

務
所
の

形
態

は
、
市
民

が
外

観
等
を

見
て

政
務

活
動

事
務

所

と
し

て
分

か
る

事
務

所
で

あ
る

こ
と
が

大
前

提
で

あ
り

ま
す

。
し

か
し

、
秋

田
議

員
の
政

務
活
動

事
務

所
は

、
入

居
か

ら

１
年

半
以

上
も

経
過

し
て

い
る

の
に
、
外

観
及

び
郵

便
ポ
ス

ト
に
何

一
つ

と
し

て
事

務
所

で
あ
る

と
分

か
る

表
札

及
び

看

板
等

が
な

い
ど

こ
ろ

か
、

事
務

所
入

り
口

及
び

側
面

に
は

意
味

不
明

な
Ｃ

ｉ
ｆ

ｅ
ｒ

と
大

き
く

書
か

れ
た

看
板

が
あ

り
、

市
民

の
誰

も
が

政
務

活
動

事
務

所
で
あ

る
と

認
識

が
で

き
な

い
。
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政
務

活
動

費
に

係
る

法
令

等
（

本
件
措

置
請

求
に

関
連
す

る
部
分

の
み

）
 

１
 

地
方

自
治

法
（

昭
和

2
2
年

法
律
第

67
号
）
 

 
 
第

1
0
0
条
 

 
 

１
～

1
3 

略
 

1
4
 

普
通

地
方

公
共

団
体

は
、
条
例

の
定

め
る

と
こ

ろ
に
よ

り
、
そ
の

議
会

の
議

員
の
調

査
研
究

そ
の

他
の

活
動

に

資
す

る
た

め
必

要
な

経
費

の
一

部
と
し

て
、
そ

の
議

会
に
お

け
る
会

派
又

は
議

員
に

対
し

、
政

務
活

動
費

を
交

付

す
る

こ
と

が
で

き
る
。
こ
の
場

合
に
お

い
て
、
当
該

政
務
活

動
費
の

交
付

の
対

象
、
額
及

び
交
付

の
方

法
並

び
に

当
該

政
務

活
動

費
を

充
て

る
こ

と
が
で

き
る

経
費

の
範

囲
は

、
条
例

で
定

め
な

け
れ

ば
な

ら
な
い

。
 

1
5
 

前
項

の
政

務
活

動
費

の
交

付
を
受

け
た

会
派

又
は

議
員

は
、
条

例
の

定
め

る
と

こ
ろ

に
よ
り

、
当

該
政

務
活

動

費
に

係
る

収
入

及
び

支
出

の
報

告
書
を

議
長

に
提

出
す

る
も

の
と
す

る
。
 

 
 

1
6 

議
長

は
、
第

1
4
項
の

政
務
活

動
費

に
つ

い
て

は
、

そ
の
使

途
の

透
明

性
の

確
保

に
努
め

る
も

の
と

す
る

。
 

 
 

1
7～

2
0 

略
 

２
 

川
崎

市
議

会
の

政
務

活
動

費
の
交

付
等

に
関

す
る

条
例

（
平
成

13
年
川

崎
市

条
例
第

1
1
号

）
 

 
 

 
（

趣
旨

）
 

 
 

第
１

条
 

こ
の

条
例

は
、
地
方

自
治

法
（

昭
和

2
2
年
法

律
第

6
7
号

）
第

1
00

条
第

1
4
項

か
ら

第
1
6
項
ま

で
の
規
 

定
に

基
づ

き
、
川
崎

市
議

会
議

員
の
調

査
研

究
そ

の
他

の
活

動
に
資

す
る

た
め

必
要

な
経

費
の
一

部
と

し
て
、
議
 

会
に

お
け

る
会

派
及

び
議

員
に

対
し
、
政

務
活

動
費

を
交
付

す
る
こ

と
に

関
し

必
要

な
事

項
を

定
め
る

も
の
と
す
 

る
。
 

 
 

 
（

会
派

及
び

議
員

の
責

務
）
 

 
 

第
２

条
 

会
派
（

所
属
議

員
が
１

人
で

あ
る

場
合

を
含

む
。
以
下

同
じ

。）
及
び

議
員

は
、
政

務
活
動

費
の

交
付
が

、
 

 
 

 
市

政
に

関
す

る
会

派
及

び
議
員

の
調

査
研

究
そ

の
他

の
活
動

を
充

実
し
、
議
会
の

活
性
化

に
資

す
る

こ
と

を
目
的
 

と
し

て
い

る
こ

と
を

認
識

し
、

政
務
活

動
費

を
適

正
に

使
用

し
な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
 

 
 

 
（

交
付

の
対

象
及

び
額

）
 

 
 

第
３

条
 

政
務

活
動

費
は

、
議

長
に

結
成

の
届

出
が

あ
っ

た
会

派
及

び
当

該
会

派
の

議
員

（
次

項
の

規
定

に
よ

り

5
0
,
0
00

円
の

額
を

選
択

し
た
会

派
に
所

属
す

る
議

員
に

限
る

。
以
下

「
交

付
対

象
議

員
」

と
い

う
。）

に
対

し
て

交
付

す
る

。
 

 
 

２
 

会
派

に
対

す
る

政
務

活
動
費

の
月

額
は

、
4
5
0
,0
00

円
又
は

5
0,
0
00

円
の

う
ち
か

ら
各

会
派
が

選
択

し
た

額
に

当
該

会
派

の
所

属
議

員
数

を
乗

じ
て
得

た
額

と
す

る
。
 

 
 

３
 

交
付

対
象

議
員

に
対

す
る
政

務
活

動
費

の
月

額
は

、
4
00
,
0
00

円
と

す
る

。
 

 
 

４
 

第
２

項
の

規
定

に
よ

り
会
派

が
選

択
し

た
額

は
、
当

該
選

択
し

た
額

に
係

る
年

度
交
付

分
に

つ
い

て
は

、
変

更

す
る

こ
と

が
で

き
な

い
。
 

 
 

 
（

交
付

の
方

法
）

 

 
 

第
４

条
 

政
務

活
動

費
は

、
規
則

で
定

め
る

政
務

活
動

費
の
交

付
日
（
以

下
「
交
付

日
」
と

い
う

。
）
に
お

け
る
会

派

及
び

交
付

対
象

議
員

に
対

し
て

交
付
す

る
も

の
と

す
る

。
 

 
 

２
 

前
条

第
２

項
の

所
属

議
員
数

は
、

交
付

日
に

お
け

る
各
会

派
の

所
属

議
員

数
と

す
る
。
 

 
 

３
 

各
会

派
の

所
属

議
員

数
の
算

定
に

つ
い

て
は

、
同

一
議
員

に
つ

き
重

複
し

て
行

う
こ
と

が
で

き
な

い
。
 

 
 

４
 

交
付

日
に

お
い

て
次

の
各
号

の
い

ず
れ

か
の

事
由

が
生
じ

た
と

き
は
、
当
該
交

付
日
の

属
す

る
月

分
の

政
務

活

動
費

に
つ

い
て

は
、

当
該

事
由

が
生
じ

な
か

っ
た

も
の

と
み

な
す
。
 

 
 

 
(1
)
 
議

員
の

任
期

満
了

 

 
 

 
(2
)
 
議

会
の

解
散

 

 
 

 
(3
)
 
議

員
の

辞
職

、
失

職
、
死

亡
又

は
除

名
 

 
 

 
(4
)
 
議

員
の

所
属

会
派

か
ら
の

脱
会

又
は

除
名
 

 
 

 
(5
)
 
会

派
の

解
散

 

 
 

 
(6
)
 
議

員
の

会
派

へ
の

加
入
 

 
 

５
 

新
た

に
会

派
を

結
成

し
、
又

は
新

た
に

交
付

対
象

議
員
と

な
り

、
次

条
第

１
項

の
規
定

に
よ

る
申

請
が

あ
っ

た

場
合

で
、
当
該

申
請

の
あ

っ
た

日
が
、
そ
の

日
の

属
す

る
月

の
交
付

日
前

で
あ

る
と

き
は

当
該

月
分
の

政
務

活
動

費
か

ら
、

当
該

交
付

日
以

後
で

あ
る
と

き
は

当
該

月
の

翌
月

分
の
政

務
活

動
費

か
ら

交
付

す
る
。
 

 
 

６
 

一
般

選
挙

が
行

わ
れ

た
た
め
、
新
た

に
会
派

を
結

成
し
、
又

は
新

た
に
交

付
対

象
議
員

と
な

り
、
次
条

第
１
項

の
規

定
に

よ
る

申
請

が
あ

っ
た

場
合
は

、
前

項
の

規
定

に
か

か
わ
ら

ず
、
当
該

申
請

の
あ

っ
た

日
の
属

す
る

月
分

の
政

務
活

動
費

か
ら

交
付

す
る

。
た

だ
し

、
当

該
月

分
と

し
て

、
既

に
政

務
活

動
費

が
交

付
さ

れ
て

い
る
場

合
は
、

別
紙

３
 

ま
た

、
令

和
２

年
度

で
は

、
秋

田
議
員

以
外

に
一

般
質

問
の

内
容
に

つ
い

て
政

策
支

援
を

青
木
議

員
も

委
託

し
て
い
ま

し
た

が
、
青
木

議
員

が
委

託
す

る
会
社

は
事

業
概

要
に

政
策

支
援
や

シ
ン

ク
タ

ン
ク

を
記

載
し
て

お
り

、
弁

護
士

を
は

じ

め
各

分
野

の
施

策
立

案
や

調
査

の
経

験
豊

富
な

専
門

的
メ

ン
バ

ー
が

多
数

在
籍

し
て

い
る

会
社

で
あ

る
こ

と
が

ホ
ー

ム

ペ
ー

ジ
か

ら
見

て
分

か
り

ま
す

。
一

方
、
秋
田

議
員

が
委
託

す
る
Ｍ

ｏ
ｒ

ｉ
 

Ｌ
ａ

ｂ
ｏ

は
、
ホ

ー
ム
ペ

ー
ジ
を

見
て

も

占
い

に
関

す
る

内
容

が
記

載
さ

れ
て
い

る
の

み
で

、
代

表
者

の
肩
書

も
占

い
師

で
あ

り
ま

す
。
そ
し

て
、
両
者

が
委
託

し

た
金

額
を

比
較

し
て

も
、
秋
田

議
員
は

高
額

過
ぎ

ま
す

。
青

木
議
員

は
、
複

数
の
調

査
を

政
策
支

援
の

専
門

の
会

社
に
依

頼
し

て
６

万
円

。
秋

田
議

員
は

、
１

つ
の

調
査

を
政

策
支

援
の

専
門

外
の

会
社

に
依

頼
し

て
６

６
万

円
の

１
１

倍
で

す
。 

以
上

こ
と

か
ら
、
調

査
研

究
費

と
し
て

Ｍ
ｏ

ｒ
ｉ

 
Ｌ

ａ
ｂ

ｏ
を
選

定
し

た
経

緯
、
委
託

内
容
、
金

額
に

不
当
性
が
あ

り
、

政
務

活
動

費
に

求
め

ら
れ

る
透
明

性
、

適
正

性
に

反
す

る
た
め

、
返

還
を

強
く

求
め

ま
す
。
 

ま
た
、
広

報
・
広

聴
費

と
し
て

合
計
金

額
１

１
０

万
円

を
Ｍ

ｏ
ｒ
ｉ

 
Ｌ

ａ
ｂ

ｏ
へ

支
出

し
て
い

ま
す

が
、
通
常
の
印

刷
事

業
者

で
あ

れ
ば

１
つ

の
請

求
書
に

入
れ

る
項

目
で

あ
る

の
に
、
５

つ
の

請
求

書
に
分

け
て
い

る
こ

と
も

と
て

も
不

可

解
で

す
。
そ

し
て

、
市

政
報
告

相
談
費

と
し

て
２

２
万

円
も

支
払
っ

て
い

ま
す

が
、
ア
ド

バ
イ
ス

を
も

ら
っ

た
だ

け
で

大

卒
初

任
給

の
平

均
月

給
を

上
回

る
料
金

を
支

払
う

こ
と

に
は

理
解
が

で
き

ま
せ

ん
。
 

こ
ち

ら
備

考
欄

に
市

政
報

告
の

作
成
の

相
談

や
ア

ド
バ

イ
ス

、
市
政

報
告

作
成

の
注

意
点

、
市
政

報
告

実
例

紹
介
及
び

ア
ド

バ
イ

ス
な

ど
、
わ
け

の
分

か
ら
な

い
こ

と
に

２
２

万
円

払
っ
て

い
ま

す
が

、
な

ぜ
現

職
の
川

崎
市

議
会

議
員

が
遠

方

に
住

む
議

員
経

験
の

な
い

占
い

師
の

方
に

市
政

報
告

に
関

す
る

ア
ド

バ
イ

ス
を

も
ら

う
必

要
が

あ
る

ん
で

す
か

。
ま

た
、

な
ぜ

川
崎

市
に

住
む

現
職

議
員

が
川

崎
市

に
住

ん
で

い
な

い
議

員
経

験
の

な
い

一
般

の
人

に
川

崎
市

の
市

政
報

告
に

関

す
る

ア
ド

バ
イ

ス
を

も
ら

い
、
税

金
が

元
手

で
あ

る
政

務
活

動
費
か

ら
支

払
う

必
要

が
あ

る
ん
で

す
か

。
は

っ
き

り
言

っ

て
、
め

ち
ゃ

く
ち

ゃ
私

に
は
理

解
が
で

き
ま

せ
ん
。
こ
ち
ら

も
議
会

事
務

局
に

相
談

す
れ

ば
無
料

で
は

な
い

で
し

ょ
う

か
。 

そ
し

て
、
相

談
費

、
原
稿

費
、
構

成
費

、
デ
ザ

イ
ン
費

、
修

正
費
が

あ
る

の
に

印
刷

費
の

項
目
が

な
い

こ
と

や
、
成
果

物
の

チ
ラ

シ
を

見
た

人
が

い
な

い
こ
と

も
不

可
解

に
感

じ
た

た
め
、
秋

田
議

員
へ

２
０
２

０
年
７

月
３

１
日

に
メ

ー
ル

で
、

２
０

２
１

年
５

月
２

１
日

に
内

容
証
明

書
に

て
、
い

ず
れ
も

成
果
物

で
あ

る
チ

ラ
シ

な
ど

の
印
刷

物
の

提
示

を
求

め
ま

し

た
が

、
拒

否
さ

れ
て

い
ま

す
。

 

ま
た

、
監

査
委

員
か

ら
提

示
を

求
め
て

秋
田

議
員

が
提

出
し

た
場
合

で
あ

っ
て

も
、
市
民

に
対
し

て
再

三
に

わ
た
り
提

示
し

な
か

っ
た

こ
と

か
ら

、
急

遽
作
成

し
た

可
能

性
が

考
え

ら
れ
ま

す
。
こ

の
辺

も
考
慮

し
て
監

査
し

て
い

た
だ

き
た

い
。 

最
後

に
よ

ろ
し

い
で

す
か

。
こ

の
件
に

つ
き

ま
し

て
は

、
私

以
外
に

も
た

く
さ

ん
の

市
民

の
方
々

も
情

報
共

有
し
て
い

ま
す

が
、
全
員

が
公

金
で

あ
る

政
務
活

動
費

の
支

出
と

し
て

不
適
切

な
支

出
で

あ
り

、
占

い
に
使

っ
た

以
外

は
考

え
ら

れ

な
い

と
発

し
て

い
ま

す
。
か
わ

さ
き
市

民
オ

ン
ブ

ズ
マ

ン
の

方
々
も

同
様

に
考

え
て

い
る

の
で
監

査
請

求
が

２
枚

出
さ

れ

て
い

る
事

態
に

な
っ

て
い

る
こ

と
も
十

分
御

理
解

く
だ

さ
い

。
 

私
は

こ
の

１
年

間
、
多

大
な
労

力
、
時
間
、
お
金

を
費

や
し

て
監
査

請
求

を
し

ま
し

た
。
公
平

公
正

な
監

査
を

お
願
い

申
し

上
げ

ま
す

。
 

以
上

で
ご

ざ
い

ま
す

。
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（

交
付

の
決

定
の

取
消

し
）
 

 
 

第
1
3
条
 

市
長

は
、
会

派
又
は

交
付

対
象

議
員

に
お

け
る
政

務
活

動
費

の
支

出
が

こ
の
条

例
及

び
こ

の
条

例
に

基

づ
く

規
則

の
定

め
に

違
反

し
た

も
の
で

あ
る

と
認

め
た

と
き

は
、
当
該

交
付

の
決

定
の
全

部
又

は
一
部

を
取

り
消

し
、
規

則
で

定
め

る
と

こ
ろ
に

よ
り
、
そ

の
旨

を
会

派
の
代

表
者
又

は
交

付
対

象
議

員
に

通
知

す
る
も

の
と

す
る
。 

 
 

 
（

政
務

活
動

費
の

返
還

命
令
）
 

 
 

第
1
4
条

 
市

長
は

前
条
の

規
定
に

よ
り

、政
務
活

動
費
の

交
付
の

決
定

の
全

部
又

は
一

部
を

取
り
消

し
た

と
き

は
、

規
則

で
定

め
る

と
こ

ろ
に

よ
り

、
会
派

の
代

表
者

又
は

交
付

対
象
議

員
に

期
限

を
定

め
て

、
既

に
交
付

し
た

政
務

活
動

費
の

全
部

又
は

一
部

を
返

還
す
る

よ
う

命
ず

る
も

の
と

す
る
。
 

 
 

 
（

収
支

報
告

書
等

の
閲

覧
等
）
 

 
 
第

1
5
条

 
議

長
は

、
第

1
1
条

第
１

項
及

び
第

２
項
の

規
定
に

よ
り

収
支

報
告

書
等

が
提
出

さ
れ

た
と

き
は

、
規

則

で
定

め
る

と
こ

ろ
に

よ
り
、
不

開
示
情

報
（
川

崎
市

情
報
公

開
条
例
（

平
成

1
3
年

川
崎
市

条
例
第

１
号
）
第
８

条

に
規

定
す

る
不

開
示

情
報

を
い

う
。
）

が
記

録
さ

れ
て

い
る

部
分

を
除

き
、

当
該

収
支

報
告

書
等

を
一

般
の

閲
覧

に
供

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

こ
の

場
合

に
お

い
て

、
当

該
収

支
報

告
書

等
の

写
し

の
請

求
が

あ
っ

た
と

き
は

、

そ
の

写
し

を
交

付
し

な
け

れ
ば

な
ら
な

い
。
 

 
 

２
 

前
項

の
規

定
に

よ
る

収
支
報

告
書

等
の

閲
覧

に
係

る
手
数

料
は

、
無

料
と

す
る

。
 

 
 

３
 

第
１

項
の

規
定

に
よ

る
収

支
報

告
書

等
の

写
し

の
交

付
を

行
う

場
合

に
お

け
る

当
該

写
し

の
作

成
及

び
送

付

に
要

す
る

費
用

は
、

そ
の

写
し

を
請
求

す
る

者
の

負
担

と
す

る
。
 

 
 

４
 

第
１

項
の

規
定

に
よ

り
収
支

報
告

書
等

を
閲

覧
し

、
又
は

そ
の

写
し

の
交

付
を

受
け
た

者
は

、
そ

れ
に

よ
っ

て

得
た

情
報

を
適

正
に

用
い

な
け

れ
ば
な

ら
な

い
。
 

 
 

 
（

準
用

）
 

 
 
第

1
6
条

 
第

1
1
条

か
ら

前
条
ま

で
の

規
定

は
、
政
務

活
動
費

の
交

付
を

受
け

て
い

る
会
派

が
解

散
し

、
所

属
議

員

が
１

人
で

あ
る

会
派

の
当

該
所

属
議
員

が
辞

職
し
、
失
職
し

、
死

亡
し

、
若

し
く

は
除

名
さ

れ
、
議
会

が
解

散
し

、

議
員

の
任

期
が

満
了

し
、
又
は

交
付
対

象
議

員
で

な
く

な
っ

た
場
合

に
つ

い
て

準
用

す
る

。
こ

の
場

合
に

お
い

て
、

第
1
1
条

第
１

項
中
「
代

表
者
」
と
あ

る
の

は
「

代
表

者
で
あ

っ
た
者
（

所
属

議
員

が
１

人
で

あ
る

会
派

の
当

該
所

属
議

員
が

死
亡

し
た

場
合

に
あ

っ
て
は
、
そ
の

相
続

人
そ
の

他
の
一

般
承

継
人

）」
と
、「

交
付

対
象

議
員
」
と
あ

る
の

は
「
交

付
対

象
議
員

で
あ

っ
た
者
（

交
付

対
象
議

員
が

死
亡
し

た
場

合
に

あ
っ

て
は

、
そ

の
相

続
人

そ
の
他

の
一

般
承

継
人

）」
と

、「
前
年

度
」
と

あ
る

の
は
「
会

派
が

解
散
し

、
所

属
議

員
が

１
人

で
あ

る
会
派

の
当

該
所

属
議

員
が

辞
職

し
、
失

職
し
、
死

亡
し

、
若
し

く
は
除

名
さ

れ
、
議

会
が
解

散
し

、
議
員

の
任
期

が
満

了
し

、
又

は
交

付
対

象
議

員
で

な
く

な
っ

た
年
度

」
と
、「

毎
年

４
月

3
0
日

ま
で

に
」
と

あ
る

の
は
「

速
や

か
に
」
と

、
第

1
2
条
、
第

1
3
条

及
び

第
14

条
の

規
定

中
「
代

表
者

」
と
あ

る
の
は
「

代
表

者
で

あ
っ
た

者
（

所
属

議
員

が
１

人

で
あ

る
会

派
の

当
該

所
属

議
員

が
死

亡
し

た
場

合
に

あ
っ

て
は

、
そ

の
相

続
人

そ
の

他
の

一
般

承
継

人
）
」

と
、

「
交

付
対

象
議

員
」
と
あ

る
の

は
「

交
付

対
象

議
員
で

あ
っ

た
者
（
交

付
対

象
議
員

が
死

亡
し
た

場
合

に
あ
っ
て

は
、

そ
の

相
続

人
そ

の
他

の
一

般
承
継

人
）
」
と

読
み

替
え
る

も
の
と

す
る

。
 

 
 

 
（

委
任

）
 

 
 
第

1
7
条

 
こ

の
条

例
に
定

め
る
も

の
の

ほ
か

、
こ

の
条

例
の
実

施
の

た
め

必
要

な
事

項
は
、

規
則

で
定

め
る

。
 

 
 

 
 

 
附

 
則
 

 
 

こ
の

条
例

は
、

平
成

1
3
年

4
月

1
日
か

ら
施

行
す

る
。

 

 
 

 
 

 
附

 
則

 
略

 

 
 

別
表

（
第

10
条
関

係
）
 

経
費

の
区

分
 

支
出

で
き

る
経

費
 

内
容
 

種
類
 

１
 

調
査

研
究

費
 

会
派

又
は

交
付

対
象

議
員

が
市

の

事
務

、
地

方
行

財
政

等
に

関
し

て
調

査
研

究
を

す
る

の
に

要
す

る
経

費
 

会
場

借
上

料
、

委
託

料
、

講
師

謝
礼
、

食
糧

費
、
印
刷

製
本

費
、
消

耗
品

費
、
資

料
購

入
費

、
旅

費
、
バ

ス
等

借
上

料
、
出

席
負

担
金

等
 

２
 

研
修

費
 

会
派

又
は

交
付

対
象

議
員

が
研

修

会
を

開
催

し
、

又
は

他
の

団
体

等
が

開
催

す
る

研
修

会
に

参
加

す
る

の
に

要
す

る
経

費
 

会
場

借
上

料
、

委
託

料
、

講
師

謝
礼
、

食
糧

費
、
印
刷

製
本

費
、
消

耗
品

費
、
資

料
購

入
費

、
旅

費
、

出
席

負
担

金
等
 

３
 

広
報

・
広

聴
費
 

会
派

又
は

交
付

対
象

議
員

が
そ

の

活
動

若
し

く
は

市
政

に
つ

い
て

市
民

会
場

借
上

料
、
印

刷
製

本
費
、
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
等

製
作

費
、
食
糧

費
、
送

料
、
旅

こ
の

限
り

で
な

い
。

 

 
 

 
（

交
付

の
申

請
及

び
決

定
）
 

 
 

第
５

条
 

会
派

の
代

表
者
（
所

属
議

員
が

１
人

で
あ
る

場
合
に

あ
っ

て
は
、
当
該
議

員
を
い

う
。
以

下
同

じ
。）

及
び

交
付

対
象

議
員

は
、
そ
の

年
度

に
お
け

る
政

務
活

動
費

の
交

付
を
受

け
よ

う
と

す
る

と
き

は
、
規

則
で

定
め

る
と

こ
ろ

に
よ

り
、

議
長

を
経

由
し

て
、
市

長
に

申
請

し
な

け
れ

ば
な
ら

な
い

。
 

 
 

２
 

市
長

は
、
前
項

の
規

定
に
よ

る
申

請
が

あ
っ

た
場

合
に
お

い
て
、
当

該
申

請
の

内
容
を

審
査

し
、
交
付

の
決
定

を
し

た
と

き
は
、
規

則
で

定
め

る
と
こ

ろ
に

よ
り

、
速

や
か

に
議
長

を
経

由
し

て
、
そ
の

旨
を
当

該
会

派
の
代
表

者
又

は
当

該
交

付
対

象
議

員
に

通
知
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
 

 
 

 
（

変
更

の
届

出
）

 

 
 

第
６

条
 

会
派

の
代

表
者

及
び
交

付
対

象
議

員
は
、
前

条
第
１

項
の

規
定

に
よ

り
申

請
し
た

事
項

に
つ

い
て

変
更

が

あ
っ

た
と

き
は
、
規

則
で

定
め

る
と
こ

ろ
に

よ
り

、
速

や
か

に
議
長

を
経

由
し

て
、
そ
の

旨
を
市

長
に

届
け
出
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

 

 
 

 
（

増
額

の
申

請
及

び
決

定
）
 

 
 

第
７

条
 

前
条

の
場

合
に

お
い
て

、
会

派
の

所
属

議
員

の
数
の

増
加

に
伴

い
、
政
務

活
動
費

の
増

額
の

交
付

を
受

け

よ
う

と
す

る
と

き
は

、
当

該
会

派
の
代

表
者

は
規

則
で

定
め

る
と
こ

ろ
に

よ
り

、
議

長
を

経
由
し

て
、
市

長
に
申

請
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
 

 
 

２
 

市
長

は
、
前
項

の
規

定
に
よ

る
申

請
が

あ
っ

た
場

合
に
お

い
て
、
当

該
申

請
の

内
容
を

審
査

し
、
交
付

の
決
定

を
し

た
と

き
は
、
規

則
で

定
め

る
と
こ

ろ
に

よ
り

、
速

や
か

に
議
長

を
経

由
し

て
、
そ
の

旨
を
当

該
会

派
の
代
表

者
に

通
知

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。
 

 
 

 
（

減
額

等
の

決
定

及
び

通
知
）
 

 
 

第
８

条
 

市
長

は
、
第
４

条
第
４

項
第

１
号

、
第

２
号

若
し
く

は
第

５
号

に
該

当
す

る
事
由

が
生

じ
た

と
き

、
又
は

第
６

条
の

規
定

に
よ

る
届

出
が

あ
っ
た

場
合

に
お

い
て
、
当

該
届
出

に
係

る
変

更
が

第
４

条
第

４
項
第

３
号

若
し

く
は

第
４

号
の

い
ず

れ
か

に
該

当
す
る

と
き

は
、
政
務

活
動

費
の
交

付
額

を
減

額
し

、
又

は
交

付
し
な

い
こ

と
と

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
こ

の
場

合
に
お

い
て

、
所

属
議

員
が

１
人
で

あ
る

会
派

の
当

該
所

属
議

員
が
同

項
第

３
号

に
該

当
し

た
と

き
は

、
同

項
第

５
号
に

該
当

す
る

も
の

と
み

な
す
。
 

 
 

２
 

市
長

は
、
前
項

の
規

定
に
よ

り
政

務
活

動
費

の
交

付
額
を

減
額

し
、
又
は

交
付

し
な
い

こ
と

を
決

定
し

た
と

き

は
、
規

則
で

定
め

る
と
こ

ろ
に

よ
り
、
速

や
か

に
議
長

を
経

由
し
て
、
当
該

会
派
の

代
表

者
又
は

当
該

交
付
対
象

議
員

に
通

知
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い
。
た

だ
し

、
第

４
条
第

４
項
第

１
号
、
第

２
号

又
は

第
５

号
に
該

当
す

る
場

合
で

、
交

付
し

な
い

こ
と

と
し

た
と
き

は
、

こ
の

限
り

で
な

い
。
 

 
 

 
（

経
理

責
任

者
の

設
置

等
）
 

 
 

第
９

条
 

政
務

活
動

費
の

交
付

を
受

け
て

い
る

会
派

は
、

政
務

活
動

費
に

関
す

る
経

理
を

的
確

に
処

理
す

る
た

め
、

所
属

議
員

の
中

か
ら

経
理

責
任

者
１
人

を
置

か
な

け
れ

ば
な

ら
な
い

。
た

だ
し

、
所
属
議

員
が

１
人
で

あ
る

場
合

は
、

当
該

議
員

が
そ

の
職

務
を

行
う
も

の
と

す
る

。
 

 
 

２
 

交
付

対
象

議
員

は
、

交
付
を

受
け

た
政

務
活

動
費

の
経
理

を
的

確
に

処
理

し
な

け
れ
ば

な
ら

な
い

。
 

 
 

 
（

政
務

活
動

費
を

充
て

る
こ
と

が
で

き
る

経
費

の
範

囲
）
 

 
 
第

1
0
条

 
政

務
活

動
費
は

、
会
派

及
び

交
付

対
象

議
員

が
行
う

政
務

活
動
（
調

査
研

究
、
研

修
、
広
報

、
広
聴
（
市

民
相

談
を

含
む

。
）、

要
請
、
陳

情
、
各
種

会
議

の
開

催
、
各

種
会
議

へ
の

参
加

等
市

政
の

課
題

及
び
市

民
の

意
思

を
把

握
し
、
そ
の

内
容

を
市
政

に
反
映

さ
せ

る
活

動
そ

の
他

の
住
民

の
福

祉
の

増
進

を
図

る
た

め
に
必

要
な

活
動

を
い

う
。

次
項

に
お

い
て

同
じ

。
）
に

資
す

る
た

め
必

要
な
経

費
に
対

し
て

交
付

す
る

。
 

 
 

２
 

政
務

活
動

費
は

、
別

表
に
定

め
る

政
務

活
動

に
資

す
る
た

め
必

要
な

経
費

に
充

て
る
こ

と
が

で
き

る
も

の
と

す

る
。
 

 
 

 
（

収
入

及
び

支
出

の
報

告
等
）
 

 
 

第
1
1
条
 

会
派

の
代
表

者
及
び

交
付

対
象

議
員

は
、

規
則
で

定
め

る
と

こ
ろ

に
よ

り
、
前

年
度

の
交

付
に

係
る

政

務
活

動
費

の
収

入
及

び
支

出
に

つ
い
て

の
報

告
書
（
以

下
「
収

支
報
告

書
」
と
い

う
。
）
を
作

成
し
、
毎
年

４
月

30

日
ま

で
に

議
長

に
提

出
し

な
け

れ
ば
な

ら
な

い
。
 

 
 

２
 

前
項

の
規

定
に

よ
り

収
支
報

告
書

を
提

出
す

る
場

合
に
お

い
て

は
、
支

出
に
係

る
領
収

書
そ

の
他

の
支

出
を

証

明
す

る
書

類
（

以
下

「
領

収
書

等
」
と

い
う

。）
の
写

し
を
添

え
て
、

提
出

し
な

け
れ

ば
な

ら
な
い

。
 

 
 

３
 

議
長

は
、
前

２
項
の

規
定
に

よ
る

収
支

報
告

書
及

び
領
収

書
等

の
写

し
（
以
下
「
収

支
報

告
書

等
」
と
い
う

。
）

の
提

出
が

あ
っ

た
と

き
は

、
速

や
か
に

そ
の

写
し

を
市

長
に

提
出
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
 

 
 

 
（

剰
余

金
の

返
還

）
 

 
 

第
1
2
条
 

会
派

の
代
表

者
及
び

交
付

対
象

議
員

は
、

交
付
さ

れ
た

政
務

活
動

費
に

剰
余
金

が
生

じ
た

と
き

は
、

規

則
で

定
め

る
と

こ
ろ

に
よ

り
、

市
長
に

返
還

し
な

け
れ

ば
な

ら
な
い

。
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る

も
の

と
す

る
。

 

 
 

 
（

請
求

書
の

提
出

）
 

 
 

第
８

条
 

会
派

の
代

表
者

及
び
交

付
対

象
議

員
は

、
毎

月
、
当
該

月
分

の
政
務

活
動

費
に
つ

い
て
、
川

崎
市
金
銭
会
 

計
規

則
（

昭
和

39
年
川

崎
市
規

則
第

3
1
号

。
以

下
「
金

銭
会

計
規
則

」
と

い
う

。
）
第

8
2
条

の
規

定
に

よ
り
請
 

求
書

を
提

出
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い
。
 

 
 

 
（

支
出

の
手

続
及

び
書

類
の
保

存
期

間
）
 

 
 

第
９

条
 

条
例
第

1
0
条
に

規
定
す

る
経

費
の

支
出

は
、

会
派
に

あ
っ

て
は

会
派

の
代

表
者
の

決
定

を
経

て
経

理
責

 

任
者

が
処

理
し

、
交

付
対

象
議

員
に
あ

っ
て

は
当

該
交

付
対

象
議
員

が
処

理
す

る
も

の
と

す
る
。
 

 
 

２
 

経
理

責
任

者
及

び
交

付
対
象

議
員

は
、
経
費

を
支

出
し
た

と
き

は
、
領
収

書
そ

の
他
の

支
出

を
確

認
す

る
書
類
 

（
以

下
「

支
出

確
認

書
類

」
と

い
う
。
）
を
徴

し
な

け
れ

ば
な

ら
な
い

。
こ

の
場

合
に

お
い

て
、
支

出
確

認
書

類
を
 

徴
す

る
こ

と
が

で
き

な
い

と
き

は
、
会

派
に

あ
っ

て
は

会
派

の
代
表

者
、
交
付

対
象

議
員

に
あ

っ
て
は

当
該
交
付
 

対
象

議
員

が
作

成
す

る
支

払
証

明
書
（
以

下
「

支
払

証
明
書

」
と

い
う

。）
を
も

っ
て

こ
れ

に
代

え
る
こ

と
が
で
き
 

る
。
 

 
 

３
 

経
理

責
任

者
及

び
交

付
対
象

議
員

は
、
毎
年

度
、
会
計

帳
簿

を
調

製
し
、
前
項

に
規
定

す
る

支
出

確
認

書
類

及

び
支

払
証

明
書

を
整

理
し

た
上

、
こ

れ
ら

を
収

支
報

告
書
を

提
出
し

た
日

の
属

す
る

年
度

の
翌

年
度
の

４
月

１
日

か
ら

起
算

し
て

５
年

を
経

過
す

る
日
ま

で
保

存
し

な
け

れ
ば

な
ら
な

い
。
 

 
 

 
（

政
務

活
動

費
収

支
報

告
書
）
 

 
 
第

10
条
 

条
例
第

11
条

第
１
項

の
規

定
に

よ
る

収
支

報
告
書

の
提

出
は

、
政

務
活

動
費
収

支
報

告
書

（
会

派
用
） 

 
 

 
（

第
７

号
様

式
）
又

は
政

務
活

動
費

収
支

報
告

書
（

交
付
対

象
議

員
用

）（
第
７
号

様
式
の

２
）
に
よ

る
も

の
と

す
 

る
。
 

 
 

 
（

剰
余

金
の

返
還

）
 

 
 
第

1
1
条

 
条

例
第

1
2
条

の
規
定

に
よ

る
剰

余
金

の
返

還
は
、
市
長

の
発

行
す

る
納

付
書
に

よ
り

、
速

や
か

に
行
う
 

 
 

 
も

の
と

す
る

。
 

 
 

 
（

交
付

の
決

定
の

取
消

通
知
）
 

 
 
第

12
条
 

条
例
第

13
条

の
規
定

に
よ

り
政

務
活

動
費

の
交
付

の
決

定
の

全
部

又
は

一
部
を

取
り

消
し

た
と

き
は

、

取
消

し
の

内
容

及
び

理
由

を
記

載
し
た

書
面

に
よ

り
通

知
す

る
も
の

と
す

る
。
 

 
 

 
（

返
還

命
令

）
 

 
 
第

1
3
条

 
条

例
第

1
4
条

の
規
定

に
よ

る
返

還
命

令
は

、
返

還
の

期
限

そ
の

他
必
要

な
事
項

を
記

載
し

た
書

面
に

よ

り
行

う
も

の
と

す
る

。
 

 
 

２
 

条
例
第

14
条
の

規
定

に
よ
る

政
務

活
動

費
の

返
還

は
、
金

銭
会

計
規

則
第

5
2
条

又
は
第

6
0
条

の
規

定
に

よ

り
行

う
も

の
と

す
る

。
 

 
 

 
（

収
支

報
告

書
等

の
閲

覧
等
）
 

 
 
第

1
4
条

 
条

例
第

1
5
条

第
１
項

の
規

定
に

よ
る

収
支

報
告
書

等
の

閲
覧

は
、
政
務

活
動
費

の
交

付
を

受
け

た
日

の

属
す

る
年

度
の

翌
年

度
の

６
月

3
0
日

か
ら

、
議

会
局

に
お
い

て
休
日

を
除

く
日

の
午

前
８

時
3
0
分
か

ら
午

後
５

時
ま

で
行

う
も

の
と

す
る

。
 

 
 

２
 

前
項

の
収

支
報

告
書

等
を
閲

覧
す

る
者

は
、
当
該

収
支
報

告
書

等
を

汚
損

し
、
又

は
破

損
す

る
こ

と
が

な
い

よ

う
に

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

 

 
 

３
 

条
例

第
1
5
条
第
３

項
に
規

定
す

る
収

支
報

告
書

等
の
写

し
の

作
成

及
び

送
付

に
要
す

る
費

用
は

、
前

納
と

す

る
。
 

 
 

 
（

準
用

）
 

 
 
第

1
5
条

 
第

９
条

第
３
項

及
び
第

10
条
か

ら
前

条
ま
で

の
規
定

は
、
政

務
活

動
費

の
交

付
を

受
け

て
い

る
会

派
が

解
散

し
、
所

属
議

員
が

１
人
で

あ
る
会

派
の

当
該

所
属

議
員

が
辞
職

し
、
失

職
し
、
死
亡

し
、
若
し

く
は

除
名

さ

れ
、
議

会
が

解
散

し
、
議
員

の
任

期
が
満

了
し
、
又
は

交
付

対
象

議
員
で

な
く

な
っ

た
場

合
に

つ
い

て
準
用

す
る
。

こ
の

場
合

に
お

い
て

、
第

９
条

第
３
項

中
「

経
理

責
任

者
」
と

あ
る

の
は
「
経

理
責

任
者

で
あ
っ

た
者
（
所

属
議

員
が

１
人

で
あ

る
会

派
の

当
該

所
属

議
員

が
死

亡
し

た
場

合
に

あ
っ

て
は

、
そ

の
相

続
人

そ
の

他
の

一
般

承
継

人
）
」
と

、「
交

付
対

象
議

員
」
と

あ
る

の
は
「
交

付
対

象
議

員
で
あ

っ
た

者
（

交
付

対
象

議
員

が
死
亡

し
た

場
合

に
あ

っ
て

は
、

そ
の

相
続

人
そ

の
他
の

一
般

承
継

人
）
」
と
読

み
替
え

る
も

の
と

す
る

。
 

 
 

 
 

 
附

 
則
 

 
 

 
こ

の
規

則
は

、
平

成
1
3
年

4
月

1
日
か

ら
施

行
す
る

。
 

 
 

 
 

 
附

 
則

 
略

 

に
広

報
し

、
又

は
市

民
の

要
望

、
意
見

等
の

聴
取

若
し

く
は

市
民

相
談

を
行

う
の

に
要

す
る

経
費
 

費
等
 

４
 

要
請

・
陳

情
活

動
費
 

会
派

又
は

交
付

対
象

議
員

が
国

等

に
対

す
る

要
請

又
は

陳
情

の
活

動
を

行
う

の
に

要
す

る
経

費
 

印
刷

製
本

費
、

旅
費

等
 

５
 

会
議

費
 

会
派

又
は

交
付

対
象

議
員

が
各

種

会
議

を
開

催
し

、
又

は
他

の
団

体
等

が
開

催
す

る
意

見
交

換
会

等
各

種
会

議
に

参
加

す
る

の
に

要
す

る
経

費
 

会
場

借
上

料
、
委
託

料
、
食

糧
費

、
印

刷
製

本
費

、
消

耗
品

費
、

資
料

購
入
費

、

旅
費

、
出

席
負

担
金

等
 

６
 

資
料

費
 

会
派

又
は

交
付

対
象

議
員

が
そ

の

活
動

に
必

要
と

す
る

資
料

を
購

入

し
、
若
し

く
は

利
用

し
、
又
は
作

成
す

る
の

に
要

す
る

経
費
 

印
刷

製
本

費
、
委

託
料
、
図
書
雑

誌
購

入
費
、
新
聞

購
読

料
、
デ

ー
タ
ベ
ー

ス
利

用
料

等
 

７
 

人
件

費
 

会
派

又
は

交
付

対
象

議
員

が
そ

の

活
動

の
補

助
者

を
雇

用
す

る
の

に
要

す
る

経
費
 

報
酬
・
日

当
、
交

通
費

、
社
会
保

険
料

等
 

８
 

事
務

費
 

会
派

又
は

交
付

対
象

議
員

が
そ

の

活
動

に
係

る
事

務
を

処
理

す
る

の
に

要
す

る
経

費
 

消
耗

品
費
、
事
務

機
器
・
備
品
等
賃

借

料
、
事
務

機
器
・
備
品

等
購

入
費
、
電
話

料
、

送
料

等
 

９
 

事
務

所
費
 

会
派

又
は

交
付

対
象

議
員

が
そ

の

活
動

に
必

要
な

事
務

所
の

設
置

及
び

管
理

に
要

す
る

経
費
 

事
務

所
賃

借
料

、
維

持
管

理
費

等
 

３
 

川
崎

市
議

会
の

政
務

活
動

費
の
交

付
等

に
関

す
る

条
例

施
行
規

則
（

平
成

13
年
川
崎

市
規
則
第

1
6
号

）
 

 
 

 
（

趣
旨

）
 

 
 

第
１

条
 

こ
の

規
則

は
、

川
崎
市

議
会

の
政

務
活

動
費

の
交
付

等
に

関
す

る
条

例
（

平
成

1
3
年
川

崎
市

条
例
第

1
1

号
。

以
下

「
条

例
」

と
い

う
。）

の
実
施

の
た

め
必

要
な

事
項

を
定
め

る
も

の
と

す
る

。
 

 
 

 
（

用
語

）
 

 
 

第
２

条
 

こ
の

規
則

で
使

用
す
る

用
語

の
意

義
は

、
条

例
で
使

用
す

る
用

語
の

例
に

よ
る
。
 

 
 

 
（

交
付

日
）
 

 
 

第
３

条
 

条
例

第
４

条
第

１
項
の

規
則

で
定

め
る

交
付

日
は
毎
月

1
0
日

と
す

る
。
た

だ
し
、

そ
の

日
が

川
崎

市
の

 

 
 

 
休

日
を

定
め

る
条

例
（

平
成

元
年

川
崎

市
条

例
第

16
号
）
第
１

条
第

１
項

に
掲

げ
る

市
の
休

日
（
以

下
「

休
日
」

と
い

う
。
）
に

当
た

る
と

き
は
、

休
日
の

前
日

を
交

付
日

と
す

る
。
 

 
 

２
 

条
例

第
４

条
第

６
項
（

た
だ

し
書

を
除

く
。
）
の
規

定
に
よ

り
政

務
活

動
費

を
交

付
す
る

場
合

に
あ

っ
て

は
、
前

項
の

規
定

に
か

か
わ

ら
ず

、
市

長
が
指

定
す

る
日

を
交

付
日

と
す
る

。
 

 
 

 
（

政
務

活
動

費
交

付
申

請
書
及

び
政

務
活

動
費

交
付

決
定
通

知
書

）
 

 
 

第
４

条
 

条
例

第
５

条
第

１
項
の

規
定

に
よ

る
申

請
は

、
政

務
活

動
費

交
付

申
請
書
（
会

派
用

）（
第
１

号
様

式
）
又

は
政

務
活

動
費

交
付

申
請

書
（

交
付
対

象
議

員
用

）（
第
１
号

様
式
の

２
）

に
よ

る
も

の
と

す
る
。
 

 
 

２
 

条
例

第
５

条
第

２
項

の
規
定

に
よ

る
通

知
は

、
政

務
活
動

費
交

付
決

定
通

知
書
（
第

２
号

様
式

）
に

よ
る
も

の

と
す

る
。
 

 
 

 
（

政
務

活
動

費
交

付
申

請
事
項

変
更

届
）
 

 
 

第
５

条
 

条
例

第
６

条
の

規
定
に

よ
る

届
出

は
、
政
務

活
動
費

交
付

申
請

事
項

変
更

届
（
会

派
用

）（
第
３

号
様
式

）

又
は

政
務

活
動

費
交

付
申

請
事

項
変
更

届
（

交
付

対
象

議
員

用
）（

第
３

号
様

式
の

２
）
に

よ
る
も

の
と

す
る

。
 

 
 

 
（

政
務

活
動

費
増

額
交

付
申
請

書
及

び
政

務
活

動
費

増
額
交

付
決

定
通

知
書

）
 

 
 

第
６

条
 

条
例

第
７

条
第

１
項
の

規
定

に
よ

る
申

請
は

、
政

務
活

動
費

増
額
交

付
申

請
書
（
第

４
号

様
式
）
に
よ

る

も
の

と
す

る
。
 

 
 

２
 

条
例

第
７

条
第

２
項

の
規
定

に
よ

る
通

知
は

、
政

務
活
動

費
増

額
交

付
決

定
通

知
書
（
第

５
号

様
式
）
に
よ

る

も
の

と
す

る
。
 

 
 

 
（

政
務

活
動

費
減

額
等

決
定
通

知
書

）
 

 
 

第
７

条
 

条
例

第
８

条
第

２
項
の

規
定

に
よ

る
通

知
は

、
政

務
活

動
費

減
額
等

決
定

通
知
書
（

第
６

号
様
式
）
に
よ
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1 

監
査
の
結
果
 

第
１
 

監
査
委
員
の

除
斥

 

本
件
措
置
請

求
に

お
い

て
、
浅

野
文

直
監

査
委

員
及

び
山

田
晴

彦
監

査
委

員
に

つ
い

て
は

、
地

方
自

治
法
（
昭
和

２
２

年
法

律
第

６
７

号
。
以

下
「

法
」
と

い
う

。
）
第

１
９

９
条

の
２

の
規

定
に

よ
り

除

斥
と
し
た
。
 

第
２
 

請
求
の
受
付

 

 
１
 

請
求
の
内

容
 

本
件
措
置
請

求
は

、
別

紙
１
（

事
実

証
明

書
は

添
付

省
略

）
の

と
お

り
、
市

が
秋

田
恵

議
員

及
び

本

間
賢

次
郎

議
員

に
対

す
る

違
法

な
支

出
に

充
て

ら
れ

た
政

務
活

動
費

の
返

還
請

求
権

を
行

使
す

る
こ

と
を

怠
っ

て
い

る
こ

と
か

ら
、

こ
れ

を
行

使
す

る
よ

う
川

崎
市

長
に

対
し

勧
告

す
る

こ
と

を
求

め
て

い
る
。
 

２
 

請
求
の
受
理

 

本
件
措
置
請

求
は

、
所

定
の

要
件

を
具

備
し

て
い

る
も

の
と

認
め

、
令

和
３

年
６

月
２

３
日

付
け

で

こ
れ
を
受
理
し

、
監

査
対

象
局

を
議

会
局

と
し

た
。

 

第
３
 

監
査
の
実
施

 

 
１
 

請
求
人
の

陳
述

 

監
査
の
実
施

に
当

た
り

、
法

第
２

４
２

条
第

７
項

の
規

定
に

基
づ

き
、
令

和
３

年
７

月
２

８
日

、
請

求
人
か
ら
陳
述

の
聴

取
を

行
っ

た
。
請

求
人

の
陳

述
の

際
、
同

条
第

８
項

の
規

定
に

基
づ

き
、
議

会
局

の
職
員
の
立
会

い
が

あ
っ

た
。

 

請
求
人
が
本

件
措

置
請

求
の

要
旨

を
補

足
し

た
内

容
は

、
お

お
む

ね
別

紙
２

の
と

お
り

で
あ

る
。

 

 
２
 

関
係
人
調

査

法
第
１
９
９

条
第

８
項

の
規

定
に

基
づ

き
、
令

和
３

年
７

月
３

０
日

、
本

件
措

置
請

求
に

係
る

事
実

関
係
の
確
認
の

た
め

、
関

係
人

調
査

を
行

っ
た

。
 

関
係
人
調
査

の
対

象
は

、
秋

田
恵

議
員

及
び

本
間

賢
次

郎
議

員
と

し
た

。
 

 
３
 

監
査
対
象

事
項

本
件

政
務

活
動

費
の

支
出

に
関

し
て

、
市

長
に

違
法

又
は

不
当

に
財

産
の

管
理

を
怠

る
事

実
が

あ

る
か
を
監
査
対

象
と

し
た

。
 

（
別

紙
）

 

３
川

監
第

４
４

８
号
 

令
和

３
年

８
月

１
９

日
 

 
 

 
か

わ
さ

き
市

民
オ

ン
ブ

ズ
マ

ン
 

 
 

 
代

表
幹

事
 

川
口

 
洋

一
 

様
 

 
 

 
同

 
 

 
 

篠
原

 
義

仁
 

様
 

川
崎

市
監

査
委

員
 

 
寺

 
岡

 
章

 
二

 
 

 
 

同
 

 
 

 
 

 
 

 
植

 
村

 
京

 
子

 
 

 
 

川
崎

市
職

員
措

置
請

求
に

つ
い

て
（

通
知

）
 

令
和

３
年

６
月

２
３

日
付

け
を

も
っ

て
受

理
し

た
標

記
の

請
求

に
つ

い
て

、
地

方
自

治
法

（
昭

和

２
２

年
法

律
第

６
７

号
）

第
２

４
２

条
第

５
項

の
規

定
に

基
づ

き
監

査
を

実
施

し
ま

し
た

の
で

、
そ

の
結

果
を

次
の

と
お

り
通

知
し

ま
す

。
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3 

(
ｴ
)
 

執
行
に

あ
た

っ
て

の
原

則
 

政
務

活
動

費
の

使
途

に
つ

い
て

は
、
指

針
に

よ
る

ほ
か

、
会

派
又

は
交

付
対

象
議

員
の

自
律

的
な

判
断

に
委

ね
ら

れ
て

い
る

た
め

、
政

務
活

動
費

が
調

査
研

究
そ

の
他

の
活

動
に

資
す

る

た
め

必
要

な
経

費
を

賄
う

も
の

で
あ

る
こ

と
を

踏
ま

え
、

会
派

及
び

交
付

対
象

議
員

の
責

任

に
お

い
て

適
正

な
執

行
に

努
め

る
こ

と
と

す
る

。
 

政
務

活
動

費
が

公
金

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

使
途

内
容

に
つ

い
て

の
透

明
性

確
保

が
求

め
ら

れ
て

い
る

た
め

、
会

派
又

は
交

付
対

象
議

員
に

お
い

て
市

民
へ

の
説

明
責

任
を

果
た

す
と

と

も
に

、
支

出
伝

票
及

び
政

務
活

動
記

録
票

に
お

け
る

説
明

の
充

実
等

に
努

め
る

こ
と

と
す

る
。
 

イ
 

政
務
活

動
費

の
交

付
対

象
と

充
て

る
こ

と
が

で
き

る
経

費
 

政
務

活
動

費
の

交
付

対
象

は
、

条
例

第
３

条
で

は
、

会
派

及
び

当
該

会
派

の
議

員
で

、
 

 
 

 

議
員
１
人

当
た

り
に

お
い

て
①

会
派

に
対

し
て

月
額

４
５

０
，
０

０
０

円
又

は
②

会
派
・
議

員
に

対
し
て
会

派
に

月
額

５
０

，
０

０
０

円
、
議

員
に

月
額

４
０

０
，
０

０
０

円
の

い
ず

れ
か

の
選

択

制
と
し
て

、
所

属
議

員
数

を
乗

じ
て

得
た

額
を

会
派

に
交

付
す

る
と

し
て

い
る

。
 

政
務
活

動
費

を
充

て
る

こ
と

が
で

き
る

経
費

の
範

囲
は

、
条

例
第

１
０

条
別

表
に

、
次

の
と

お

り
規
定
さ

れ
て

い
る

。
 

経
費

の
区

分
 

支
出

で
き

る
経

費
 

内
容

 
種

類
 

１
 

調
査

研
究

費
 

会
派

又
は

交
付

対
象

議
員

が
市

の
事

務
、

地
方

行
財

政
等

に
関

し

て
調

査
研

究
を

す
る

の
に

要
す

る

経
費

 

会
場

借
上

料
、

委
託

料
、

講
師

謝

礼
、

食
糧

費
、

印
刷

製
本

費
、

消

耗
品

費
、

資
料

購
入

費
、

旅
費

、

バ
ス

等
借

上
料

、
出

席
負

担
金

等

２
 

研
修

費
 

会
派

又
は

交
付

対
象

議
員

が
研

修
会

を
開

催
し

、
又

は
他

の
団

体

等
が

開
催

す
る

研
修

会
に

参
加

す

る
の

に
要

す
る

経
費

 

会
場

借
上

料
、

委
託

料
、

講
師

謝

礼
、

食
糧

費
、

印
刷

製
本

費
、

消

耗
品

費
、

資
料

購
入

費
、

旅
費

、

出
席

負
担

金
等

 

３
 

広
報

・
広

聴
費

 
会

派
又

は
交

付
対

象
議

員
が

そ

の
活

動
若

し
く

は
市

政
に

つ
い

て

市
民

に
広

報
し

、
又

は
市

民
の

要

望
、

意
見

等
の

聴
取

若
し

く
は

市

民
相

談
を

行
う

の
に

要
す

る
経

費

会
場

借
上

料
、

印
刷

製
本

費
、

ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
等

製
作

費
、

食
糧

費
、

送
料

、
旅

費
等

 

４
 

要
請

・
陳

情
活

動
費
 

会
派

又
は

交
付

対
象

議
員

が
国

等
に

対
す

る
要

請
又

は
陳

情
の

活

動
を

行
う

の
に

要
す

る
経

費
 

印
刷

製
本

費
、

旅
費

等
 

５
 

会
議

費
 

会
派

又
は

交
付

対
象

議
員

が
各

会
場

借
上

料
、

委
託

料
、

食
糧

2 

第
４
 
監
査
の
結
果
 

 
１
 
前
提
事
実
の
確
認
等
 

関
係
各
資
料
の
調
査
の
結
果
、
本
件
に
関
す
る
前
提
事
実
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
 

 
 
(
1
)
 
政
務
活
動
費
に
つ
い
て
 

ア
 
概
要
 

政
務
活
動
費
は
、
法
第
１
０
０
条
第
１
４
項
か
ら

第
１
６
項
ま
で
の
規
定
を
根
拠
と
す
る
も
の

で
、
川
崎
市
議
会
の
政
務
活
動
費
の
交
付
等
に
関
す

る
条
例
（
平
成
１
３
年
川
崎
市
条
例
第
１
１

号
。
以

下
「

条
例

」
と
い

う
。
）

及
び

川
崎

市
議
会

の
政
務

活
動

費
の

交
付
等

に
関
す

る
条

例
施

行
規
則
（
平
成
１
３
年
川
崎
市
規
則
第
１
６
号
。
以
下
「
規
則
」
と
い
う
。
）
に
基
づ
き
、
会
派
及

び
議
員
に
対
し
、
川
崎
市
議
会
議
員
の
調
査
研
究
そ

の
他
の
活
動
に
資
す
る
た
め
必
要
な
経
費
の

一
部
と
し
て
交
付
さ
れ
る
。
市
政
に
関
す
る
会
派
及

び
議
員
の
調
査
研
究
そ
の
他
の
活
動
を
充
実

し
、
議
会
の
審
議
能
力
の
向
上
、
議
会
の
活
性
化
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
も
の
で
あ

り
、
川
崎
市
議
会
が
作
成
し
た
「
政
務
活
動
費
の
運
用
指
針
（
以
下
「
指
針
」
と
い
う
。
）
」
に
よ

る
と
、
そ
の
使
途
に
つ
い
て
市
民
に
説
明
責
任
を
負

う
こ
と
を
認
識
し
て
、
適
正
に
使
用
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
 

ま
た
、
政
務
活
動
費
の
運
用
の
基
本
的
指
針
と
し
て
、
次
の
４
点
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
 

(
ｱ
)
 
政
務
活
動
に
つ
い
て
 

普
通
地
方
公
共
団
体
の
議
会
は
、
条
例
の
制
定

及
び
改
廃
、
予
算
の
決
定
、
重
要
な
契
約
の

締
結
並
び
に
財
産
の
取
得
及
び
処
分
等
に
つ
い
て
議
決
権
を
有
す
る
。
 

さ
ら
に
は
、
近
時
の
社
会
情
勢
の
複
雑
化
に
伴

い
、
多
様
化
・
高
度
化
す
る
地
域
住
民
の
要

求
に

応
え

る
た

め
の

行
政

施
策

等
に

対
す

る
迅

速
か

つ
適

切
な

審
議

が
求

め
ら

れ
て

い
る

。

こ
う

し
た

中
、

議
会

の
構

成
員

で
あ

る
議

員
な

い
し

会
派

に
は

、
地

方
行

政
等

に
関

す
る

諸

制
度
、
当
該
地
方
公
共
団
体
の
抱
え
る
政
治
的
、
行
政
的
諸
課
題
、
さ
ら
に
は
諸
外
国
の
動
向

等
に

対
す

る
広

範
な

知
識

が
必

要
と

さ
れ

、
こ

れ
ら

に
つ

い
て

の
不

断
の

調
査

研
究

等
の

活

動
が

不
可

欠
と

な
っ

て
お

り
、

議
員

活
動

の
活

性
化

を
図

る
た

め
、

要
す

る
経

費
の

一
部

を

政
務
活
動
費
と
し
て
交
付
す
る
も
の
で
あ
る
。
 

(
ｲ
)
 
実
費
弁
償
の
原
則
 

政
務
活
動
費
は
、
市
政
調
査
研
究
そ
の
他
の
活
動
の
た
め
に
、
実
際
に
要
し
た
費
用
に
充
当

す
る
実
費
弁
償
を
原
則
と
す
る
。
 

(
ｳ
)
 
按
分
に
よ
る
支
出
 

会
派

及
び

議
員

に
よ

る
、
「

調
査

研
究

そ
の

他
の

活
動

」
（

政
務

活
動

）
と

、
そ

れ
以

外
の

「
政
党
活
動
」
、「

選
挙
活
動
」
、「

後
援
会
活
動
」
な
ど
が
渾
然
一
体
と
な
っ
て
行
わ
れ
、
調
査

研
究

そ
の

他
の

活
動

に
資

す
る

部
分

が
明

ら
か

で
無

い
場

合
は

、
全

額
を

政
務

活
動

費
に

よ

っ
て

支
出

す
る

こ
と

は
不

適
当

で
あ

り
、

他
の

活
動

の
実

績
に

応
じ

て
按

分
し

支
出

す
る

按

分
の
考
え
方
を
導
入
す
べ
き
も
の
と
考
え
る
。
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会
派

の
代

表
者

及
び

交
付

対
象

議
員

は
、
交

付
翌

年
度

の
４

月
３

０
日

ま
で

に
、
交

付
に

係

る
収
入

及
び

支
出

に
つ

い
て

議
長

に
報

告
す

る
。
こ

の
場

合
、
収

支
報

告
書

の
ほ

か
、
支

出
伝

票
一
覧

表
（

写
し

）
、
支

出
伝

票
（

写
し

）
、
領

収
書

等
（

写
し

）
、
政

務
活

動
記

録
票
（

写
し

）

等
を
提

出
す

る
。
議

長
は

、
こ

れ
ら

の
提

出
が

あ
っ

た
と

き
は

、
速

や
か

に
そ

の
写

し
を

市
長

に
提
出

す
る

。
 

(
ｶ
)
 

剰
余

金
の

返
還

（
条

例
第

１
２

条
、

規
則

第
１

１
条

）
 

交
付

さ
れ

た
政

務
活

動
費

に
剰

余
金

が
生

じ
た

場
合

、
会

派
の

代
表

者
及

び
交

付
対

象
議

員
は
、

市
長

の
発

行
す

る
納

付
書

に
よ

り
、

速
や

か
に

返
還

を
行

う
。

 

(
ｷ
)
 

議
会

局
に

よ
る

点
検

・
確

認
作

業
、

閲
覧

準
備

等
（

指
針

）
 

議
会

局
は

、
会

派
の

代
表

者
又

は
交

付
対

象
議

員
か

ら
提

出
さ

れ
た

収
支

報
告

書
等

を
閲

覧
に
供

す
る

に
当

た
り

、
記

載
・
押

印
漏

れ
、
添

付
書

類
の

不
備

、
費

用
弁

償
と

の
重

複
、
按

分
率

等
の

説
明

漏
れ

及
び

合
計

額
等

の
確

認
な

ど
の

形
式

的
要

件
の

確
認

を
行

う
と

と
も

に
、

個
人
情

報
の

マ
ス

キ
ン

グ
を

行
う

。
 

(
ｸ
)
 

収
支

報
告

書
等

の
閲

覧
（

条
例

第
１

５
条

、
規

則
第

１
４

条
）

 

議
長

は
、

交
付

翌
年

度
の

６
月

３
０

日
か

ら
収

支
報

告
書

等
を

一
般

の
閲

覧
に

供
す

る
。

 

(
ｹ
)
 

関
係

帳
簿

の
保

管
（

規
則

第
９

条
、

指
針

）
 

会
派

の
経

理
責

任
者

及
び

交
付

対
象

議
員

は
、
収

支
報

告
書

、
支

出
伝

票
一

覧
表

、
支

出
伝

票
、
領
収

書
等

、
会

計
帳

簿
関

係
書

類
、
事

務
所

台
帳

等
を

収
支

報
告

書
提

出
日

の
属

す
る

年

度
の
翌

年
度

の
４

月
１

日
か

ら
起

算
し

て
５

年
間

保
管

す
る

。
 

(
2
)
 

各
議
員

に
よ

る
支

出
に

つ
い

て
 

請
求
人
が

対
象

と
し

て
い

る
令

和
元

年
度

の
政

務
活

動
費

の
支

出
は

、
次

の
と

お
り

で
あ

る
。

 

ア
 

秋
田
恵

議
員

（
以

下
「

秋
田

議
員

」
と

い
う

。
）

 

合
同
会

社
Ｍ

ｏ
ｒ

ｉ
 

Ｌ
ａ

ｂ
ｏ

（
以

下
「

Ａ
社

」
と

い
う

。
）

に
対

し
、

調
査

研
究

費
と

し

て
、
合
計
１

，
７

０
５

，
０

０
０

円
及

び
広

報
・
広
聴

費
と

し
て

、
合

計
１

，
１

０
０

，
０

０
０

円
を
支
出

し
た

。
 

イ
 

本
間
賢
次

郎
議

員
（

以
下

「
本

間
議

員
」

と
い

う
。
）

 

株
式
会
社

北
斗
（

以
下
「

Ｂ
社

」
と

い
う

。
）
に

対
し

、
広

報
・
広

聴
費

と
し

て
、
合

計
１

，
２

４
４
，
７
８

０
円

を
支

出
し

た
。

 

 
２
 

監
査
委
員

の
判

断
 

(
1
)
 

政
務
活
動

費
の

性
格

に
つ

い
て

 

法
第
１

０
０

条
第

１
４

項
で

は
、
「

普
通

地
方

公
共

団
体

は
、

条
例

の
定

め
る

と
こ

ろ
に

よ
り

、

そ
の
議
会

の
議

員
の

調
査

研
究

そ
の

他
の

活
動

に
資

す
る

た
め

必
要

な
経

費
の

一
部

と
し

て
、

そ

の
議
会
に

お
け

る
会

派
又

は
議

員
に

対
し

、
政

務
活

動
費

を
交

付
す

る
こ

と
が

で
き

る
」

と
し

、

条
例
第
２

条
で

は
、
「

会
派

（
所

属
議

員
が

１
人

で
あ

る
場

合
を

含
む

。
以

下
同

じ
。
）

及
び

議
員

4 

種
会
議
を
開
催
し
、
又
は
他
の
団

体
等
が
開
催
す
る
意
見
交
換
会
等

各
種
会
議
に
参
加
す
る
の
に
要
す

る
経
費
 

費
、
印
刷
製
本
費
、
消
耗
品
費
、

資
料
購
入
費
、
旅
費
、
出
席
負
担

金
等
 

６
 
資
料
費
 

会
派
又
は
交
付
対
象
議

員
が
そ

の
活
動
に
必
要
と
す
る
資
料
を
購

入
し
、
若
し
く
は
利
用
し
、
又
は

作
成
す
る
の
に
要
す
る
経
費
 

印
刷
製
本
費
、
委
託
料
、
図
書
雑

誌
購
入
費
、
新
聞
購
読
料
、
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
利
用
料
等
 

７
 
人
件
費
 

会
派
又
は
交
付
対
象
議

員
が
そ

の
活
動
の
補
助
者
を
雇
用
す
る
の

に
要
す
る
経
費
 

報
酬
・
日
当
、
交
通
費
、
社
会
保

険
料
等
 

８
 
事
務
費
 

会
派
又
は
交
付
対
象
議

員
が
そ

の
活
動
に
係
る
事
務
を
処
理
す
る

の
に
要
す
る
経
費
 

消
耗
品
費
、
事
務
機
器
・
備
品
等

賃
借
料
、
事
務
機
器
・
備
品
等
購

入
費
、
電
話
料
、
送
料
等
 

９
 
事
務
所
費
 

会
派
又
は
交
付
対
象
議

員
が
そ

の
活
動
に
必
要
な
事
務
所
の
設
置

及
び
管
理
に
要
す
る
経
費
 

事
務
所
賃
借
料
、
維
持
管
理
費
等

ウ
 
交
付
等
の
事
務
手
続
の
流
れ
 

(
ｱ
)
 
交
付
申
請
手
続
（
条
例
第
５
条
第
１
項
）
 

政
務

活
動

費
の

交
付

を
受

け
よ

う
と

す
る

と
き

は
、

会
派

の
代

表
者

及
び

交
付

対
象

議
員

は
、
年
度
当
初
に
議
長
を
経
由
し
て
市
長
に
申
請
す
る
。
 

(
ｲ
)
 
交
付
決
定
（
条
例
第
５
条
第
２
項
）
 

市
長
は
、
交
付
申
請
が
あ
っ
た
と
き
は
、
そ
の
内
容
を
審
査
し
、
交
付
の
決
定
を
し
た
と
き

は
、
議
長
を
経
由
し
て
会
派
の
代
表
者
又
は
交
付
対
象
議
員
に
通
知
す
る
。
 

(
ｳ
)
 
支
出
請
求
（
規
則
第
３
条
、
第
８
条
）
 

会
派
の
代
表
者
及
び
交
付
対
象
議
員
は
、
毎
月
政
務
活
動
費
の
請
求
を
行
う
。
政
務
活
動
費

は
毎
月
１
０
日
に
交
付
さ
れ
る
。
 

(
ｴ
)
 
政
務
活
動
費
の
活
用
、
整
理
・
調
製
（
条
例
第
９
条
、
指
針
）
 

政
務

活
動

費
の

交
付

を
受

け
て

い
る

会
派

は
、

政
務

活
動

費
に

関
す

る
経

理
を

的
確

に
処

理
す
る
た
め
、
所
属
議
員
の
中
か
ら
経
理
責
任
者
１
人
を
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、

交
付

対
象

議
員

は
、

交
付

を
受

け
た

政
務

活
動

費
の

経
理

を
的

確
に

処
理

し
な

け
れ

ば
な

ら

な
い
。
政
務
活
動
費
を
活
用
す
る
際
に
は
、
支
出
伝
票
の
作
成
、
領
収
書
等
整
理
（
支
出
伝
票

に
貼
付
等
）
、
会
計
帳
簿
の
記
帳
等
を
行
う
。
ま
た

、
四
半
期
ご
と
に
支
出
伝
票
、
領
収
書
等
、

会
計
帳
簿
等
の
整
理
・
調
製
を
行
う
。
 

(
ｵ
)
 
収
支
報
告
書
等
の
提
出
（
条
例
第
１
１
条
、
指
針
）
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校
庭

開
放

に
関

す
る

調
査

報
告

書
 

2
2
0
,
0
0
0

令
和

元
年

１
１

月
２

０
日

か
ら

 

同
年

１
２

月
９

日
ま

で
 

子
供

の
サ

ッ
カ

ー
ゴ

ー
ル

事
故

例
に

関
す

る
調

査
報

告
書

 

2
2
0
,
0
0
0

令
和

元
年

１
１

月
２

０
日

か
ら

 

同
年

１
２

月
９

日
ま

で
 

被
災

世
帯

へ
の

支
援

に
関

す
る

調
査

報
告

書
 

3
8
5
,
0
0
0

(
緊

急
対

応
)

令
和

元
年

１
２

月
７

日
か

ら
 

同
月

１
１

日
ま

で
 

避
難

行
動

に
関

す
る

調
査

報
告

書
 

3
3
0
,
0
0
0

令
和

元
年

１
１

月
２

０
日

か
ら

 

同
年

１
２

月
９

日
ま

で
 

台
風

１
９

号
に

関
す

る
調

査
報

告
書

 

2
2
0
,
0
0
0

令
和

元
年

１
０

月
１

２
日

か
ら

 

同
月

２
０

日
ま

で
 

文
化

芸
術

の
活

動
及

び
ま

ち
づ

く
り

に
関

す
る

調
査

報
告

書
 

3
3
0
,
0
0
0

令
和

２
年

２
月

２
０

日
か

ら
 

同
年

３
月

１
０

日
ま

で
 

な
お

、
令

和
元

年
第

５
回
川

崎
市

議
会

定
例
会

に
お
け

る
チ

ー
ム

無
所
属

の
代
表

質
疑

に
お

い
て

、
台

風
１

９
号

の
検

証
等

に
関

す
る

質
問

が
行

わ
れ

て
い

る
。

 

Ａ
社

が
作

成
し

た
調

査
に
係

る
成

果
物

と
し
て

、
上
記

調
査

報
告

書
の
名

目
ご
と

に
官

公
庁

等
が

ホ
ー
ム

ペ
ー

ジ
に

登
載

し
て

い
る

資
料

等
を

印
刷

し
た

紙
フ

ァ
イ

ル
６

冊
が

提

示
さ

れ
た

。
 

秋
田

議
員

に
よ

る
と

、
所

属
会

派
（

チ
ー

ム
無

所
属

）
の

解
散

、
所

属
地

域
政

党
か

ら
も

離
れ

る
こ

と
に
よ

り
、

一
人

で
全

て
の

業
務

を
行

う
こ

と
を

要
す

る
な

ど
、

限
ら

れ
た

時

間
の

中
で

同
時
に

複
数

の
質

問
を

立
て

る
必

要
が

あ
っ

た
た

め
、

後
述

（
イ

）
の

市
政

報

告
の

作
成

依
頼

の
ほ

か
、

Ａ
社

に
継

続
し

て
複

数
の

調
査

依
頼

を
行

っ
た

と
し

て
い

る
。

 

秋
田

議
員

に
よ

る
と

、
令
和

元
年

１
２

月
９
日

に
当
局

か
ら

補
正

予
算
に

関
す
る

議
案

内
容

の
説

明
を
受

け
、

代
表

質
疑

を
担

当
す

る
よ

う
命

じ
ら

れ
た

が
、

原
稿

提
出

が
同

月

１
１

日
と

短
期
間

で
あ

り
、

一
般

質
問

に
お

い
て

、
議

長
宛

て
提

出
す

る
デ

ィ
ス

プ
レ

イ

使
用

申
出

書
等
の

期
限

日
と

重
な

っ
て

い
た

た
め

、
納

期
を

変
更

し
緊

急
対

応
を

含
む

調

査
を

依
頼

し
、

金
額

に
つ

い
て

は
Ａ

社
と

事
前

に
相

談
の

上
、

決
定

し
た

と
し

て
い

る
。

 

ま
た

、
Ａ

社
に

社
員

は
お

ら
ず

、
一

人
で

業
務

を
行

っ
て

お
り

、
緊

急
対

応
に

つ
い

て
は

睡
眠

時
間

を
削

り
な

が
ら

、
期

限
に

間
に

合
わ

せ
て

も
ら

っ
た

と
し

て
い

る
。

 

ｂ
 
判

断
 

指
針

に
よ

る
と

、「
調

査
研

究
費

は
、
会

派
又

は
交

付
対

象
議

員
が

市
の

事
務

、
地

方
行

財
政

等
に

関
し

て
調

査
研

究
を

す
る

の
に

要
す

る
経

費
」

と
し

て
い

る
。

 

そ
こ

で
検

討
す

る
に

、
秋

田
議

員
は

、
上

記
各

調
査

を
行

う
際

、
Ａ

社
に

調
査

報
告

書
の

提
出

を
依

頼
し
、

事
前

に
額

を
提

示
す

る
こ

と
で

、
Ａ

社
と

合
意

し
た

金
額

を
決

定
し

、

短
い

も
の

で
は
数

日
で

調
査

研
究

結
果

を
電

子
デ

ー
タ

で
取

得
で

き
た

と
し

て
お

り
、

各

調
査

項
目

の
名

目
ご

と
に

電
子

デ
ー

タ
を

印
刷

し
た

紙
フ

ァ
イ

ル
を

提
示

し
て

い
る

。
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は
、
政
務
活
動
費
の
交

付
が
、
市
政
に
関
す
る
会

派
及
び
議
員
の
調
査
研
究

そ
の
他
の
活
動
を
充

実
し
、
議
会
の
活
性
化

に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
る
こ
と
を
認
識
し

、
政
務
活
動
費
を
適

正
に
使
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
し
て
い
る
。

 

こ
れ
ら
の
政
務
活
動
費
に
関
し
て
、「

議
員
の
調
査

研
究
活
動
は
多
岐
に
わ
た
り
、
個
々
の
経
費

の
支
出
が
こ
れ
に
必
要

か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
議

員
の
合
理
的
判
断
に
委
ね

ら
れ
る
部
分
が
あ
る
」

（
最
高
裁
第
三
小
法
廷

平
成
２
２
年
３
月
２
３
日

判
決
）
と
さ
れ
、
政
務
活

動
費
の
執
行
に
つ
い

て
「
監
査
委
員
を
含
め

区
の
執
行
機
関
が
、
実
際

に
行
わ
れ
た
政
務
調
査
活

動
の
具
体
的
な
目
的

や
内
容
等
に
立
ち
入
っ

て
そ
の
使
途
制
限
適
合
性

を
審
査
す
る
こ
と
を
予
定

し
て
い
な
い
と
解
さ

れ
る
」
（
最
高
裁
第
一
小
法
廷
平
成
２
１
年
１
２
月
１
７
日
判
決
）
と
さ
れ
て
い
る
。
 

こ
れ
ら
の
判
例
の
趣
旨

を
踏
ま
え
る
と
、
政
務
調

査
費
の
後
身
で
あ
る
政
務

活
動
費
は
、
関
係

法
令
を
遵
守
す
る
と
と

も
に
、
政
務
活
動
費
を
ど

の
よ
う
に
使
用
す
る
か
は

、
会
派
及
び
議
員
の

自
主
性
が
尊
重
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
一
方
で
、
政
務
活
動
費
が
市
の
公
金
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

使
途
内
容
に
つ
い
て
透
明
性
の
確
保
と
説
明
責
任
が

求
め
ら
れ
る
と
い
え
る
。
 

(
2
)
 
本

件
各
支
出
の
違
法
性
に
つ
い
て
 

ア
 
秋
田
議
員
 

請
求
人
は
、
調
査
研
究
費
と
し
て
支
出
し
た
合
計
１
７
０
万
５
０
０
０
円
及
び
広
報
・
広
聴
費

と
し
て
支
出
し
た
合
計
１
１
０
万
円
に
つ
い
て
、
支
出
先
で
あ
る
Ａ
社
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は

占
い
に
関
す
る
記
載
が
あ
る
の
み
で
、
政
務
活
動
に
関
す
る
調
査
研
究
及
び
市
政
報
告
紙
作
成
と

は
無
関
係
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
委
託
先
と
し
て
選
定
し
た
理
由
に
疑
義
が
あ
る
こ
と
、
ま
た
市
政

報
告
の
作
成
に
つ
い
て
は
契
約
金
額
も
高
額
で
あ
る

こ
と
、
市
政
報
告
紙
作
成
に
当
た
っ
て
は
委

託
内
容
に
重
複
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
支
出

に
は
不
当
性
が
あ
る
旨
主
張
し
て
い
る
。
 

以
下
、
本
件
支
出
が
違
法
と
い
え
る
か
に
つ
い
て

検
討
す
る
。
 

(
ｱ
)
 
調
査
研
究
費
に
つ
い
て
 

ａ
 
調
査
結
果
 

関
係

人
の

提
出
資

料
及

び
調

査
に

よ
っ

て
認

め
ら

れ
た

事
実

は
以

下
の

と
お

り
で

あ
る
。 

Ａ
社
は
、
履
歴
事
項
全
部
証
明
書
に
よ
る
と
、
占
い
の
ほ
か
、
人
材
育
成
、
企

業
戦
略
の

立
案
な
ど
１
８
の
目
的
を
掲
げ
る
法
人
で
あ

る
（
秋
田
議
員
提
出
資
料
別
紙
Ａ
）
。
 

調
査

研
究

に
関

し
、

秋
田
議

員
は

、
Ａ

社
と
コ

ン
サ
ル

テ
ィ

ン
グ

契
約
を

締
結
し

て
お

り
、

報
酬

に
つ
い

て
は

、
依

頼
１

件
当

た
り

１
０

０
万

円
以

内
で

５
万

円
単

位
と

定
め

ら

れ
て
い
る
（
秋
田
議
員
提
出
資
料
別
紙
Ｂ
－

２
）
。
 

上
記

成
果

物
と

し
て

、
関
係

人
調

査
時

に
官
公

庁
の
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
等
に

登
載
さ

れ
て

い
る

資
料

を
ま
と

め
た

も
の

が
提

示
さ

れ
た

ほ
か

、
校

庭
開

放
に

関
す

る
調

査
報

告
書

な

ど
が
提
出
さ
れ
た
（
秋
田
議
員
追
加
提
出
資

料
⑥
）
。
 

こ
れ
ら
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

 

支
出
伝
票
件
名

金
額
（
円

）
関
係
人
調
査
で
確
認
し
た
内
容
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た
の

は
、

市
政
報

告
の

作
成

が
初

め
て

で
あ

る
た

め
、

国
会

議
員

や
他

の
市

議
会

議
員

が

ど
の

よ
う

な
国
政

・
市

政
報

告
を

作
成

し
て

い
る

か
調

査
依

頼
を

し
た

も
の

で
、

成
果

物

と
し

て
、

国
政

・
市

政
報

告
等

を
集

約
し

た
紙

フ
ァ

イ
ル

１
冊

が
提

示
さ

れ
た

。
 

そ
の

他
の

項
目

で
あ

る
「

原
稿

費
」
３

３
万

円
、「

構
成

費
」
１

６
万

５
０

０
０

円
、「

デ

ザ
イ

ン
費

」
２

７
万

５
０

０
０

円
、「

修
正

費
」
１

１
万

円
に

つ
い

て
は

、
所

属
会

派
（

チ

ー
ム

無
所

属
）
が

解
散

し
た

こ
と

、
所

属
地

域
政

党
を

離
れ

る
こ

と
と

な
っ

た
こ

と
に

よ

る
印

刷
物

の
デ
ザ

イ
ン

の
変

更
な

ど
に

よ
り

、
再

作
成

が
必

要
と

な
っ

た
り

、
市

の
Ｓ

Ｄ

Ｇ
ｓ

の
取

組
と

ひ
も

づ
け

る
た

め
に

修
正

を
し

た
り

し
た

こ
と

に
よ

る
と

し
て

い
る

。
 

具
体

的
に

は
、
当

初
作

成
し

た
市

政
報

告
を
「

原
稿

費
」
と

し
、
所

属
会

派
が

解
散

し
た

こ
と

に
よ

る
修
正

を
「

構
成

費
」

と
し

、
所

属
地

域
政

党
を

離
れ

る
こ

と
と

な
っ

た
こ

と

に
よ

る
デ

ザ
イ
ン

の
変

更
を

「
デ

ザ
イ

ン
費

」
と

し
、

市
の

Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ

の
取

組
と

連
動

さ

せ
る

た
め

の
修

正
を

「
修

正
費

」
と

し
た

と
し

て
い

る
。

 

表
に

示
す

と
次

の
と

お
り

で
あ

る
。

 

支
出

伝
票

件
名

 
金

額
（

円
）

 
関

係
人

調
査

で
確

認
し

た
内

容
 

市
政
報
告

 
相

談
費

 
2
2
0
,
0
0
0

他
の

議
員

の
市

政
報

告
を

集
約

し
た

フ
ァ

イ
ル

 

市
政
報
告

 
原

稿
費

 
3
3
0
,
0
0
0

市
政

報
告

№
１

の
作

成
 

市
政
報
告

 
構

成
費

 
1
6
5
,
0
0
0

市
政

報
告

№
１

か
ら

会
派

名
を

削
除

 

市
政
報
告

 
デ

ザ
イ

ン
費

 
2
7
5
,
0
0
0

市
政

報
告

№
１

に
加

筆
 

市
政
報
告

 
修

正
費

 
1
1
0
,
0
0
0

市
の

Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ

の
取

組
と

連
動

し
た

も
の

を
加

筆
 

全
体

と
し

て
市

政
報

告
の
作

成
費

用
が

高
額
と

な
っ
た

の
は

、
白

紙
の
状

態
か
ら

作
成

を
依

頼
し

た
た
め

で
、

印
刷

物
に

よ
る

ポ
ス

テ
ィ

ン
グ

等
は

個
人

情
報

保
護

の
観

点
か

ら

の
疑

問
や

ペ
ー
パ

ー
レ

ス
化

の
実

践
へ

の
課

題
認

識
が

あ
っ

た
こ

と
か

ら
、

印
刷

物
で

は

な
く

、
ホ

ー
ム
ペ

ー
ジ

の
み

に
登

載
す

る
こ

と
と

し
、

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
を

利
用

で
き

な

い
方

に
は

個
別

に
印

刷
し

て
渡

し
て

い
る

た
め

、
印

刷
物

は
存

在
し

な
い

と
し

て
い

る
（

た

だ
し

、
関

係
人

調
査

に
お

い
て

、
プ

リ
ン

ト
ア

ウ
ト

し
た

も
の

が
提

示
さ

れ
た

。
）
。

 

ｂ
 
判

断
 

指
針

に
よ

る
と

、「
広

報
・
広

聴
費

は
、
会

派
又

は
交

付
対

象
議

員
が

そ
の

活
動

若
し

く

は
市

政
に

つ
い
て

市
民

に
広

報
し

、
又

は
市

民
の

要
望

、
意

見
等

の
聴

取
若

し
く

は
市

民

相
談

を
行

う
の

に
要

す
る

経
費

」
と

し
て

い
る

。
 

そ
こ

で
検

討
す

る
に

、
秋
田

議
員

は
、

令
和
元

年
度
に

市
政

報
告

を
作
成

す
る
に

当
た

り
、

ま
ず

過
去
の

国
会

議
員

や
市

議
会

議
員

の
調

査
報

告
書

の
検

討
を

行
い

、
そ

れ
を

集

約
し

た
電

子
デ
ー

タ
に

市
政

報
告

相
談

費
と

し
て

、
２

２
万

円
を

支
出

し
、

そ
の

後
、

秋

田
議

員
の

市
政

報
告

４
種

類
を

作
成

し
て

い
る

。
 

「
相

談
費

」
に

つ
い

て
は

、
成

果
物

が
提

示
さ

れ
て

お
り

、
直

ち
に

不
適

切
と

は
い

え
な

い
。
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こ
の

よ
う

な
複

数
の

調
査
報

告
書

の
作

成
を
同

時
期
に

依
頼

す
る

こ
と
や

事
前
に

見
積

書
等

も
な

く
金
額

が
決

め
ら

れ
た

経
緯

に
や

や
不

自
然

な
点

は
認

め
ら

れ
る

も
の

の
、

そ

の
調

査
報

告
ご
と

に
成

果
物

が
提

示
さ

れ
て

お
り

、
そ

の
金

額
が

著
し

く
高

額
で

あ
る

と

ま
で
は
認
め
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
 

ま
た
、
請
求
人
は
、
秋
田
議
員
の
調
査
報
告
書
の
内
容
も
問
題
と
す
る
が
、
調
査
研
究
の

結
果

が
、

議
会
又

は
委

員
会

に
お

け
る

質
問

等
に

お
い

て
明

確
に

あ
ら

わ
れ

て
い

な
く

て

も
、

そ
の

こ
と
は

必
ず

し
も

市
政

に
生

か
さ

れ
て

い
な

い
こ

と
を

意
味

す
る

と
は

い
え

な

い
も
の
と
解
さ
れ
る
。
 

な
お

、
政

務
活

動
記

録
票
は

公
開

さ
れ

た
収
支

報
告
書

と
支

出
伝

票
に
は

添
付
さ

れ
て

い
な
い
が
、
こ
の
こ
と
を
も
っ
て
、
直
ち
に
不
適
正
で
あ
る
と
は
認
め
ら
れ
な
い
。
 

そ
の

他
、

本
件

支
出

が
違
法

で
あ

る
と

認
め
る

に
足
り

る
証

拠
は

な
く
、

請
求
人

の
上

記
主
張
は
理
由
が
な
い
。
 

(
ｲ
)
 
広
報
・
広
聴
費
に
つ
い
て
 

ａ
 
調
査
結
果
 

関
係

人
の

提
出
資

料
及

び
調

査
に

よ
っ

て
認

め
ら

れ
た

事
実

は
以

下
の

と
お

り
で

あ
る
。 

Ａ
社
は
、
前
記
の
と
お
り
、
１
８
の
目
的
を
掲
げ
る
法
人
で
あ
る
（
秋
田
議
員
提
出
資
料

別
紙
Ａ
）
。
 

Ａ
社

が
作

成
し

た
成

果
物
は

、
電

子
デ

ー
タ
と

し
て
納

品
さ

れ
て

い
る
と

し
て
、

そ
れ

を
印

刷
し

た
紙
フ

ァ
イ

ル
１

冊
（

国
会

議
員

や
市

議
会

議
員

の
国

政
・

市
政

報
告

等
を

集

約
し

た
も

の
）
が

提
示

さ
れ

た
ほ

か
、

秋
田

議
員

の
市

政
報

告
４

枚
が

提
出

さ
れ

た
（

秋

田
議
員
提
出
資
料
別
紙
Ｄ
－
１
～
４
）
。
 

秋
田

議
員

に
よ

る
と

、
Ａ
社

は
、

さ
ま

ざ
ま
な

分
野
の

コ
ン

サ
ル

タ
ン
ト

業
務
を

行
っ

て
い

る
法

人
で
、

一
般

に
は

連
絡

先
を

公
開

し
て

お
ら

ず
、

請
求

人
の

主
張

す
る

ホ
ー

ム

ペ
ー

ジ
は

Ａ
社
の

も
の

で
は

な
く

、
か

ね
て

よ
り

の
占

い
ブ

ラ
ン

ド
と

し
て

の
も

の
で

あ

る
と
し
て
い
る
。
 

秋
田

議
員

の
市

政
報

告
の
作

成
に

つ
い

て
、
Ａ

社
で
は

調
査

か
ら

作
成
ま

で
を
一

貫
し

て
依
頼
で
き
る
こ
と
か
ら
委
託
先
と
し
て
選
定
し
、
そ
の
理
由
と
し
て
秋
田
議
員
が
、「

チ

ー
ム

無
所

属
」
に

所
属

し
て

い
た

際
、

難
航

し
て

い
た

情
報

の
整

理
に

つ
い

て
Ａ

社
に

調

査
を

依
頼

し
た
と

こ
ろ

、
き

ち
ん

と
し

た
エ

ビ
デ

ン
ス

を
提

示
し

た
上

で
報

告
が

あ
っ

た

た
め

、
有

益
で
あ

る
と

判
断

し
、

そ
の

後
の

調
査

や
市

政
報

告
の

作
成

を
依

頼
す

る
よ

う

に
な
っ
た
と
し
て
い
る
。
 

Ａ
社

に
支

出
し

た
金

額
に
つ

い
て

は
、

作
成
前

に
秋
田

議
員

か
ら

額
を
提

示
し
、

Ａ
社

の
合

意
が

得
ら
れ

た
た

め
決

定
し

た
も

の
で

、
請

求
書

や
見

積
書

は
作

成
し

て
い

な
い

と

し
て
い
る
。
 

今
回
対
象
と
な
っ
た
５
件
の
支
出
伝
票
の
う
ち
、「

相
談
費
」
２
２
万
円
と
し

て
支
出
し
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広
報
物
の

作
成

を
依

頼
し

た
。

本
間

議
員

は
、

各
タ

ブ
ロ

イ
ド

判
５

，
０

０
０

部
に

つ
い

て
、

自
身
で
有

権
者

に
渡

す
な

ど
し

て
配

布
し

た
。
本

間
議

員
は

、
Ｂ

社
の

対
応

の
よ

さ
や

仕
事

の

質
の
高
さ

が
評

判
ど

お
り

で
あ

っ
た

こ
と

か
ら

、
Ｂ

社
を

信
頼

し
、
継

続
し

て
広

報
物

等
の

制

作
を
依
頼

し
て

い
る

と
の

こ
と

で
あ

っ
た

。
ま

た
、
Ｂ

社
で

は
営

業
方

針
と

し
て

、
得

意
顧

客

と
そ
の
紹

介
先

の
仕

事
の

み
を

対
象

に
事

業
を

展
開

し
て

お
り

、
自

社
の

広
告

は
積

極
的

に
は

行
っ
て
い

な
い

と
の

こ
と

で
あ

っ
た

。
 

(
ｲ
)
 

判
断

 

本
件
支

出
に

つ
い

て
、
印

刷
物

を
発

注
し

た
際

の
見

積
書

に
は

見
積

内
容

、
単

価
等

が
詳

し

く
記
載
さ

れ
て

お
り

、
Ｂ

社
が

受
注

し
て

い
る

作
業

内
容

、
作

業
範

囲
等

を
考

慮
す

れ
ば

、
本

件
支
出
が

不
当

に
高

額
で

あ
る

と
は

い
え

ず
、
本

件
支

出
の

対
価

と
な

る
タ

ブ
ロ

イ
ド

判
の

印

刷
物
も
現

実
に

取
得

し
て

自
身

で
配

布
し

て
お

り
、
そ

の
支

出
が

不
適

切
で

あ
る

と
は

認
め

ら

れ
な
い
。

 

し
た
が

っ
て

、
本

件
支

出
が

不
当

で
あ

る
と

の
請

求
人

の
上

記
主

張
は

理
由

が
な

い
。

 

 
 
(
3
)
 

結
論
 

以
上
の

と
お

り
、

本
件

措
置

請
求

は
、

前
記

（
２

）
ア

（
イ

）
に

つ
い

て
は

、
本

件
各

支
出

が

違
法
で
あ

る
と

の
請

求
人

の
主

張
に

は
理

由
が

あ
る

。
 

そ
の
余

の
も

の
に

つ
い

て
は

、
請

求
人

の
主

張
に

理
由

が
な

い
た

め
、

こ
れ

を
棄

却
す

る
。

 

 
３
 

勧
告
 

 
 

 
以
上
の

結
果

に
基

づ
き

、
本

件
措

置
請

求
に

お
け

る
請

求
人

の
主

張
に

は
一

部
理

由
が

あ
る

と
認

め
ら
れ
、
法

第
２

４
２

条
第

５
項

の
規

定
に

よ
り

、
市

長
に

対
し

、
以

下
の

と
お

り
勧

告
す

る
。

 

 
 
(
1
)
 

措
置
す

べ
き

事
項

 

令
和
元

年
度

に
交

付
し

た
政

務
活

動
費

の
う

ち
、

前
記

２
（

２
）

ア
（

イ
）

に
つ

い
て

、
市

長

は
政
務
活

動
費

の
支

出
に

つ
い

て
妥

当
性

を
検

証
し

、
政

務
活

動
費

を
充

て
る

べ
き

で
は

な
い

経

費
で
あ
っ

た
と

認
め

ら
れ

た
場

合
に

は
、

秋
田

議
員

に
対

し
て

期
限

を
定

め
て

返
還

を
求

め
る

な

ど
、
必
要

な
措

置
を

講
じ

ら
れ

た
い

。
 

 
 
(
2
)
 

措
置
期

限
 

上
記
の

措
置

を
講

じ
た

上
、

令
和

３
年

１
１

月
３

０
日

ま
で

に
そ

の
旨

を
監

査
委

員
宛

て
通

知

さ
れ
た
い

。
 

 
４
 

意
見
 

監
査
結

果
は

以
上

の
と

お
り

で
あ

る
が

、
今

回
の

監
査

を
通

じ
て

、
監

査
委

員
と

し
て

の
意

見
を

述
べ
る
。
 

 
 

 
政
務
活

動
費

は
、

市
政

に
関

す
る

会
派

及
び

議
員

の
調

査
研

究
そ

の
他

の
活

動
を

充
実

し
、

議
会

の
審
議

能
力

の
向

上
、

議
会

の
活

性
化

に
資

す
る

こ
と

を
目

的
と

し
て

い
る

も
の

で
あ

り
、

会
派

及

10
 

し
か

し
な

が
ら

、
上

記
４
種

類
の

市
政

報
告
の

内
容
は

、
最

初
に

作
成
し

た
市
政

報
告

（
秋

田
議

員
提
出

資
料

別
紙

Ｄ
－

１
）

を
ベ

ー
ス

と
し

て
、

会
派

の
名

称
を

削
除

し
、

縦

書
き
２
段
を
横
書
き
２
段
へ
の
組
替
え
し
た
も
の
（

同
Ｄ
－
２
）
、
議
会
質
問

等
を
加
筆
し

た
も
の
（
同
Ｄ
－
３
）
、
Ａ
４
判
Ｓ
型
を
Ａ
４
判
Ｅ
型
へ
の
組
替
え
し
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
絵
や

評
価

を
加

筆
し
た

も
の

（
同

Ｄ
－

４
）

で
あ

る
が

、
そ

の
内

容
に

大
き

な
変

更
や

加
筆

は

な
く
、
相
当
部
分
が
重
複
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
 

以
上

に
よ

れ
ば

、
上

記
４
種

類
の

市
政

報
告
は

、
い
ず

れ
も

相
当

部
分
が

重
複
し

て
い

る
上

、
支

出
伝
票

上
の

件
名

に
記

載
さ

れ
た

項
目

と
実

際
の

内
容

に
相

違
が

あ
る

こ
と

、

成
果

物
が

電
子
デ

ー
タ

に
加

筆
修

正
さ

れ
た

だ
け

で
あ

る
こ

と
等

を
考

慮
す

る
と

、
最

初

の
「
原
稿
費
」
を
除
く
、「

構
成
費
」
、「

デ
ザ

イ
ン
費
」
、「

修
正
費
」
と
さ
れ
た
合
計
５
５

万
円
の
１
／
２
に
つ
い
て
は
、
社
会
通
念
上
、
過
大
で
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
 

し
た

が
っ

て
、

市
長

は
秋
田

議
員

に
支

出
し
た

広
報
・

広
聴

費
に

係
る
政

務
活
動

費
の

う
ち

、
市

政
報
告

構
成

費
、

市
政

報
告

デ
ザ

イ
ン

費
及

び
市

政
報

告
修

正
費

に
充

て
ら

れ

た
額

の
１

／
２
相

当
額

で
あ

る
２

７
万

５
０

０
０

円
の

返
還

請
求

を
行

う
必

要
が

あ
る

と

い
え
る
。
 

イ
 
本
間
議
員
 

請
求
人
は
、
広
報
・
広
聴
費
と
し
た
支
出
し
た
１
２
４
万
４
７
８
０
円
に
つ
い
て
、
支
出
先
で

あ
る
Ｂ
社
は
、
現
地
に
お
い
て
目
立
っ
た
看
板
な
ど
も
な
く
、
特
別
の
理
由
が
な
け
れ
ば
選
定
し

な
い
よ
う
な
業
者
で
あ
り
、
ま
た
契
約
金
額
も
高
額
で
あ
る
か
ら
、
業
者
選
定
の
経
緯
と
金
額
に

不
当
性
が
あ
る
旨
主
張
し
て
い
る
。
 

以
下
、
本
件
支
出
が
不
当
と
い
え
る
か
に
つ
い
て

検
討
す
る
。
 

(
ｱ
)
 
調
査
結
果
 

関
係
人
の
提
出
資
料
及
び
調
査
に
よ
っ
て
判
明
し
た
事
実
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
 

Ｂ
社
は
、
履
歴
事
項
全
部
証
明
書
に
よ
る
と
、
広
告
代
理
業
、
看
板
製
作
、
印
刷
業
等
を
法

人
の
目
的
と
し
て
お
り
、
所
在
場
所
に
印
刷
業
で

あ
る
こ
と
を
示
す
看
板
等
は
な
い
が
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
サ
イ
ト
に
お
い
て
宣
伝
・
広
告
業
を
営
ん
で
い
る
会
社
と
し
て
登
載
さ
れ
て

い
る
。
契
約
金
額
に
つ
い
て
は
、
事
前
に
電
話
や
メ
ー
ル
で
確
認
し
、
原
稿
の
制
作
に
係
る
経

費
の
ほ
か
、
製
版
・
簡
易
校
正
、
刷
版
、
印
刷
、
断
裁
、
折
り
加
工
、
用
紙
、
納
品
に
係
る
費

用
が
支
出
さ
れ
て
い
る
（
本
間
議
員
提
出
資
料
３
－
３
、
４
－
３
）
。
 

本
件
支
出
の
対
象
と
な
っ
た
成
果
物
は
、《

自
由
民
主
３
月
議
会
号
》《

自
由
民
主
１
２
月
議

会
号
》
と
し
て
タ
ブ

ロ
イ

ド
判
が
現
物
と
し
て

提
出

さ
れ
て
い
る
（
本
間

議
員

提
出
資
料
５
、

６
）
。
 

本
間
議
員
は
、
市
議
会
議
員
当
選
前
か
ら
Ｂ
社

の
評
判
を
聞
い
て
い
た
こ
と
か
ら
、
市
議
会

議
員
の
補
欠
選
挙
の
候
補
予
定
者
に
選
ば
れ
た
際
、
最
初
は
会
議
室
で
打
合
せ
を
し
、
以
降
は

電
話
や
メ
ー
ル
等
の
方
法
に
よ
り
、
文
案
の
た
た

き
台
と
数
値
等
の
デ
ー
タ
を
示
し
、
Ｂ
社
に
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川
崎

市
職

員
措

置
請

求
書
 

川
崎

市
監

査
委

員
 

殿
 

２
０

２
１

（
令

和
３

）
年

６
月

２
３
日
 

請
求

人
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

住
所

 
〒

２
１

０
-
８
５

４
４
 

 
 
 

 
 
 

川
崎

市
川

崎
区

砂
子

１
丁

目
１

０
番
地

２
 

ソ
シ

オ
砂

子
ビ

ル
７

階
 

 
 

 
 
 

 
 

川
崎

合
同

法
律

事
務

所
内

 
 

 
 
 

 
 

電
話

０
４

４
－

２
１

１
－

０
１

２
１
 

 
 

 
F
A
X
 ０

４
４

－
２

１
１

－
０

１
２
３

 
 
 

氏
名

 
か

わ
さ

き
市

民
オ

ン
ブ

ズ
マ
ン

 
 
 

代
表

幹
事

 
川

口
 

洋
一

 
 

 
 
 

 
 
 

同
 

 
 

 
篠

原
 

義
仁

 
 

 
 
 

 
 
 

第
１

 
請

求
の

要
旨
 

１
 

秋
田

恵
に

対
し

、
政

務
活

動
費

２
,
８

０
５

,
０

０
０

円
の

返
還

請
求

権
を

行
使

す
る

よ
う

川
崎

市
長

に
対

し
勧

告
す

る
こ

と
を

求
め

る
。
 

２
 

本
間

賢
次

郎
に

対
し

、
政

務
活

動
費

１
,
２

４
４

,
７

８
０

円
の

返
還

請
求

権
を

行
使

す
る

よ
う

川
崎

市
長

に
対

し
勧

告
す

る
こ

と
を

求
め
る

。
 

第
２

 
請

求
の

原
因
 

１
 

対
象

と
な

る
財

務
会

計
行

為
 

（
１

）
秋

田
恵

に
対

す
る

も
の

 

秋
田

恵
は
、
令

和
元

年
度
、
調

査
研
究

費
と

し
て

、
合

同
会

社
Ｍ
ｏ

ｒ
ｉ

 
Ｌ

ａ
ｂ

ｏ
に

対
し
、
２

０
１

９
（

令
和

元
）
年
１

０
月

２
５
日

付
、
同
年

１
２

月
１

０
日
付

、
同

月
１

６
日

付
、
同

月
２

０
日

付
、
同

月
２

２
日

付
、
２

０
２

０
（

令
和

２
）
年

３
月

１
１

日
付
の

請
求

書
（
資

料
１
の

１
～

６
）
に

基
づ

き
合

計
１

,７
０
５

,
０
０

０
円
を

政
務

活
動

費
か

ら
支

出
し
た

。
 

ま
た
、
令
和

元
年

度
、
広

報
・
広
聴

費
と

し
て
、
同
社

に
対

し
、
２
０

１
９
（

令
和

元
）
年
１

１
月

２
１

日
付

、
同

年
１

２
月

１
３

日
付
、
同
月

２
５

日
付

、
２

０
２
０
（
令

和
２

）
年

１
月

１
０
日

付
、

同
月

１
５

日
付

の
請

求
書
（
資

料
２
の

１
～

５
）
に

基
づ
き

合
計
１

,１
０
０

,
０
０

０
円

を
政
務

活
動

費
か

ら
支

出
し

た
。
 

（
２

）
本

間
賢

次
郎

に
対

す
る

も
の
 

本
間

賢
次

郎
は

、
令

和
元

年
度

、
広
報
・
広

聴
費

と
し

て
、
株

式
会
社

北
斗

に
対

し
、
２
０

１
９
（
令

和
元
）
年
９

月
３
０

日
、
及
び

２
０
２

０
（

令
和

２
）
年
３

月
３
０

日
に

合
計

１
,
２
４
４

,
７
８

０
円

を
政

務
活

動
費

か
ら

支
出

し
た

（
資
料

３
の

１
、

２
）
。

 

２
 

財
務

会
計

行
為

の
違

法
性

 

（
１

）
序

論
 

別
紙

１
 

12
 

び
議
員

は
、

そ
の
使

途
に

つ
い
て

市
民

に
説
明

責
任

を
負
う

こ
と

を
認
識

し
て

、
適
正

に
使

用
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
 

 
 
 

今
回
の

監
査

に
お

い
て
、

議
会
局

に
提

出
さ

れ
た
収

支
報
告

書
を

確
認

し
た
が

、
支
出

伝
票

に
添

付
さ
れ
た
領
収
書
及
び
そ
の
他
証
拠
書
類
等
か
ら
支
出

の
詳
細
が
確
認
で
き
な
い
事
例
も
あ
っ
た
。
 

 
 
 
具
体
的
に
は
、
見
積
書
な
ど
の
書
面
を
徴
取
せ
ず
に
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
利
用
し
て
金
額
の
決
定
を
行
い
、

そ
の
過
程
が
分
か
ら
な
い
も
の
、
契
約
書
等
を
作
成
し
て
い
な
い
た
め
契
約
内
容
が
不
明
確
な
も
の
、

業
務
の

完
了

報
告
が

Ｓ
Ｎ

Ｓ
に
よ

っ
て

の
み
行

わ
れ

て
い
る

も
の

、
請
求

書
が

確
認
で

き
な

い
も
の

が
見
受
け
ら
れ
た
。
 

 
 
 

政
務
活

動
費

に
つ

い
て
は

、
個
々

の
支

出
の

金
額
や

支
出
先

、
活

動
の

目
的
、

内
容
等

全
て

を
詳

細
に
報

告
す

る
こ
と

ま
で

求
め
ら

れ
て

い
な
い

が
、

一
方
、

仙
台

地
裁
平

成
２

９
年
１

月
３

１
日
判

決
で
は

、
政

務
調
査

費
に

つ
い
て

「
政

務
調
査

費
の

支
出
が

本
件

使
途
基

準
に

合
致
す

る
か

否
か
に

つ
い
て

、
支

出
の
過

程
に

関
与
し

て
い

な
い
原

告
の

側
で
そ

の
詳

細
を
明

ら
か

に
す
る

こ
と

は
し
ば

し
ば
困

難
を

伴
う
と

言
わ

ざ
る
を

得
な

い
。
他

方
で

、
自
ら

政
務

調
査
費

を
支

出
し
た

被
告

ら
の
側

に
お
い

て
は

、
法
、

本
件

条
例
及

び
本

件
規
則

を
遵

守
し
て

政
務

調
査
費

を
支

出
し
て

い
る

と
さ
れ

る
以
上

、
支

出
が
本

件
使

途
基
準

に
合

致
す
る

こ
と

に
つ
い

て
合

理
的
な

説
明

を
す
る

こ
と

が
期
待

で
き
る
と
い
え
る
」
と
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
適
正
な
執

行
が
求
め
ら
れ
る
。
 

 
 
 

指
針
に

お
い

て
は

、
支
出

を
証
明

す
る

書
類

と
し
て

、
見
積

書
、

契
約

書
等
を

必
要
と

し
て

い
な

い
が
、

一
般

的
に
契

約
行

為
、
例

え
ば

印
刷
物

の
作

成
に
お

い
て

は
、
見

積
書

の
徴
取

、
発

注
、
履

行
、
履

行
確

認
、
支

払
請

求
、
支

払
、

受
領
書

の
発

行
と
い

う
流

れ
が
商

慣
行

と
な
っ

て
お

り
、
政

務
活
動

費
に

お
い
て

も
、

こ
う
し

た
商

慣
行
に

倣
っ

て
進
め

る
こ

と
が
、

透
明

性
の
確

保
、

市
民
へ

の
説
明
責
任
を
果
た
す
こ
と
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え

る
。
 

会
派
及
び
議
員
に
お
い
て
は
、
引
き
続
き
政
務
活
動
費
が
公
金
で
あ
る
こ
と
を
意
識
し
、
使
途
内
容

に
つ
い
て
の
透
明
性
を
確
保
し
、
市
民
へ
の
説
明
責
任
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
支
出
伝
票
及

び
政
務
活
動
記
録
票
に
お
け
る
説
明
の
充
実
等
を
望
む
も
の
で
あ
る
。
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１
２

月
２

０
日

 
サ

ッ
カ

ー
ゴ

ー
ル
事

故
例

に
関

す
る

調
査

研
究
費
 

一
般

質
問

項
目

と
し

て
調

査
依

頼
し
た

も
の
 

１
２

月
２

２
日

 
避

難
行

動
に

関
す
る

調
査

研
究

費
 

一
般

質
問

項
目

と
し

て
調

査
依

頼
し
た

も
の
 

２
０

２
０

年
 

３
月

１
１

日
 

文
化
芸

術
の

活
動

及
び

ま
ち

づ
く

り
に
関

す
る

調
査

研
究

費
 

ま
た

、
広

報
・
広

聴
費

と
し

て
支

出
し
た

、
市

政
報

告
に

つ
い

て
の
委

託
の

内
容

は
下

記
の

と
お
り

で
あ

る
。
 

２
０

１
９

年
１

１
月

２
１

日
 

市
政
報

告
を

作
成

す
る

に
あ

た
っ

て
の
相

談
及

び
ア

ド
バ

イ
ス
 

２
２
 

万
円
 

１
２

月
１

３
日

 
市

政
報

告
作

成
の
た

め
の

調
査

及
び

原
稿

作
成
 

３
３

万
円
 

１
２

月
２

５
日

 
市

政
報

告
作

成
の
た

め
の

内
容

及
び

全
体

構
成
確

認
 

１
６

万
５

千
円

 

２
０

２
０

年
 

１
月

１
０

日
 

市
政
報

告
の

レ
イ

ア
ウ

ト
及

び
デ

ザ
イ
ン

 
２

７
万

５
千

円
 

１
月

１
５

日
 

市
政

報
告

内
容

及
び
デ

ザ
イ

ン
並

び
に

レ
イ

ア
ウ
ト

修
正

 
１

１
万

円
 

秋
田

議
員

は
、
市

政
報

告
を

作
成

す
る

に
あ

た
り
、
相
談
費

、
原

稿
作

成
費
、
内
容
・
構
成

確
認
費

、

デ
ザ

イ
ン

費
、
修

正
費

の
各
項

目
ご
と

に
数

十
万

円
を

支
払

っ
て
お

り
、
委

託
内

容
に
重

複
部
分

が
あ

る
と

考
え

ら
れ

、
不

自
然

・
不

合
理
で

か
つ

社
会

常
識

的
に

高
額
で

あ
る

。
 

以
上

の
点

を
総

合
的

に
考

慮
す

る
と

、
秋

田
議

員
の

調
査

研
究

費
及

び
市

政
報

告
に

つ
い

て
の

支

出
は
、
業
者

の
選
定

の
経

緯
、
委
託

内
容

、
金

額
に

不
当
性

が
あ
り
、
政

務
活

動
費

と
し

て
求
め

ら
れ

る
透

明
性

・
適

正
性

に
反

す
る

た
め
、

そ
の

支
出

は
認

め
ら

れ
な
い

。
 

（
３

）
本

間
賢

次
郎

に
対

す
る

も
の
 

本
間

賢
次

郎
は

、
令

和
元

年
度

、
広
報
・
広

聴
費

と
し

て
、
株

式
会

社
北

斗
に

対
し

、
令

和
元
年
９

月
３

０
日

付
、

令
和

２
年

３
月

３
０

日
付

で
合

計
１

,
２

４
４

,
７

８
０

円
の

政
務

活
動

費
の

支
出

を

し
て

い
る

。
 

政
務

活
動

費
の

使
用

に
は

、
強

い
透
明

性
と

適
正

さ
が

求
め

ら
れ
、
運
用

指
針

で
も
「

作
成

業
務
の

委
託

は
、
委
託

先
の

選
定

理
由

及
び
委

託
内

容
を

明
確

に
し

た
上
で

、
契

約
を

締
結

」
す
る

こ
と
が
求

め
ら

れ
て

い
る

。
し

た
が

っ
て

、
委
託

先
業

者
の

選
定

に
疑

義
が
あ

り
、
ま
た

は
委

託
内

容
が
社

会
常

識
的

に
高

額
で

あ
る

な
ど

と
い

っ
た

場
合

は
、

政
務

活
動

費
と

し
て

の
支

出
は

適
当

で
な

く
認

め
ら

れ
な

い
。
 

本
間

議
員

が
印

刷
等

を
委

託
し

た
株

式
会

社
北

斗
は

、
法

人
の

存
在

は
確

認
で

き
た

も
の

の
業

務

に
つ

い
て

の
広

告
な

ど
は

見
つ

け
る
こ

と
が

で
き

ず
、
現
地

に
お
い

て
目

立
っ

た
看

板
等

も
な
く
、
郵

便
受

け
に

社
名

の
表

示
が

認
め

ら
れ
る

だ
け

で
（

資
料

５
）
印

刷
会
社

と
し

て
現

認
、
発
見

す
る
の
は

困
難

な
業

者
で

あ
っ

た
。
し
た

が
っ
て
、
特
別

の
理

由
が
な

け
れ
ば

通
常

は
選

定
し

な
い

よ
う
な

業
者

で
あ

り
、
委

託
先
業

者
選

定
の

透
明
性

に
疑

義
が

感
じ

ら
れ

る
。
さ
ら

に
、
そ
の

契
約
内

容
は
、
タ

ブ

ロ
イ

ド
版

２
頁

３
０

０
０

部
で

６
１
６

,６
８
０

円
で

あ
り
、

非
常
に

高
額

で
あ

る
。
 

以
上

の
点

を
総

合
的

に
考

慮
す

る
と
、
本

間
議

員
の

市
政
報

告
紙
に

つ
い

て
の

支
出

は
、
業
者

の
選

政
務

活
動

費
は
、
地
方

議
会
の

活
性
化

を
図

る
こ

と
を

目
的

と
す
る
、
地
方

自
治

法
第
１

０
０
条

１

４
項

に
基

づ
き

制
定

さ
れ

た
「

川
崎

市
議

会
の

政
務

活
動
費

の
交
付

等
に

関
す

る
条

例
」
に
基

づ
き

、

会
派

及
び

議
員

に
対

し
議

員
の

調
査

研
究

そ
の

他
の

活
動

に
資

す
る

た
め

必
要

な
経

費
の

一
部

と
し

て
交

付
さ

れ
る

も
の

で
あ

る
。
政
務

活
動

費
に

つ
い

て
は
「
地

方
議
会

の
活

性
化

を
図

る
た

め
に
は
、

そ
の

審
議

能
力

を
強

化
し

て
い

く
こ

と
が

必
要

不
可

欠
で

あ
り

、
地

方
議

員
の

調
査

活
動

基
盤

の
充

実
を

図
る

観
点

か
ら
、
議
会
に

お
け
る

会
派

等
に

対
す

る
調

査
研
究

費
等

の
助

成
を

制
度

化
し
、
あ

わ

せ
て

情
報

公
開

を
促

進
す

る
観

点
か
ら
、

そ
の

使
途

の
透
明

性
を
確

保
す

る
こ

と
が

重
要

」
（
第

１
４

７
回

通
常

国
会

で
の

衆
議

院
地

方
行
政

委
員

長
の

提
案

説
明

）
と

さ
れ

て
お

り
、「

議
員
は

、
政

務
活

動
費

の
交

付
が
、
市
政

に
関
す

る
会
派

及
び

議
員

の
調

査
研

究
そ
の

他
の

活
動

を
充

実
し

、
議

会
の

活

性
化

に
資

す
る

こ
と

を
目

的
と

し
て

い
る

こ
と

を
認

識
し

、
政

務
活

動
費

を
適

正
に

使
用

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。
」『

川
崎

市
議
会

の
政
務

活
動

費
の

交
付

等
に

関
す
る

条
例

第
２

条
抜

粋
』
と
さ

れ
て

い

る
。
 

し
た

が
っ

て
、

政
務

活
動

費
の

使
用
に

は
、

強
い

透
明

性
と

適
正
さ

が
求

め
ら

れ
る

。
 

（
２

）
秋

田
恵

に
対

す
る

も
の

 

秋
田

恵
は

、
令

和
元

年
度

、
合
同

会
社
Ｍ

ｏ
ｒ

ｉ
 

Ｌ
ａ

ｂ
ｏ

に
対
し

、
調

査
研

究
費

と
し

て
合
計

１
,
７
０

５
,０

０
０

円
、

広
報

・
広
聴

費
と

し
て

合
計

１
,１

０
０
,
０
０

０
円

を
支

払
っ
た

。
 

政
務

活
動

費
の

使
用

に
は
、
強

い
透
明

性
と

適
正

さ
が

求
め

ら
れ
、
委

託
先

業
者

の
選
定

に
疑
義

が

あ
り

、
ま

た
は

委
託

内
容

が
不

自
然
・
不
合

理
で

あ
っ

た
り

、
社
会

常
識

的
に

高
額

で
あ

る
な
ど

と
い

っ
た

場
合

は
、

政
務

活
動

費
と

し
て
の

支
出

は
適

当
で

な
く

認
め
ら

れ
な

い
。
 

秋
田

議
員

が
調

査
研

究
等

を
委

託
し

た
合

同
会

社
Ｍ

ｏ
ｒ

ｉ
 

Ｌ
ａ

ｂ
ｏ

は
、

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

に

パ
ー

ソ
ナ

ル
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

を
掲

げ
る

も
の

の
、

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
で

あ
る

森
秀

彦
氏

の
肩

書
は

占
い

師
で

あ
る

。
同

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ
に

は
、
対
面
・
電
話
・
メ

ー
ル
の

３
種

類
の

セ
ッ

シ
ョ

ン
に
よ
る

占
い

に
つ

い
て

の
内

容
紹

介
（

あ
な

た
が

占
っ

て
欲

し
い

こ
と

を
お

話
し

い
た

だ
い

て
そ

れ
に

対
し

て
鑑

定
を

し
て

い
き

ま
す

。
）
や

料
金
設

定
が

掲
載

さ
れ

て
い

る
の
み

で
（

資
料

４
）、

お
よ

そ
政
務
活

動
に

関
す

る
調

査
研

究
、

及
び

市
政
報

告
紙

作
成

と
は

無
関

係
で
あ

る
。
 

秋
田

議
員

は
、
同

社
に

対
し
て

下
記
の

調
査

研
究

を
委

託
し

て
い
る

が
、
上

記
ホ

ー
ム
ペ

ー
ジ
か

ら

は
、
お
よ

そ
、
政
務

活
動

に
関

す
る
専

門
的

事
項

に
つ

い
て

情
報
を

収
集
・
調

査
し

、
デ

ー
タ
解
析
・

関
係

法
案

の
整

理
・
課
題

の
抽

出
を
実

施
し

て
専

門
的

知
見
・
解
説

を
提

供
・
報

告
す

る
こ

と
が
で
き

る
法

人
で

あ
る

と
は

考
え

ら
れ

な
い
。
 

し
た

が
っ

て
、
合

同
会

社
Ｍ
ｏ

ｒ
ｉ
 

Ｌ
ａ

ｂ
ｏ

を
、
政
務

活
動
に

関
す

る
調

査
及

び
市

政
報
告

紙

面
作

成
を

委
託

す
る

先
と

し
て

選
定
し

た
理

由
に

疑
義

が
あ

る
。
 

調
査

研
究

委
託

の
内

容
 

２
０

１
９

年
１

０
月

２
５

日
 

台
風
１

９
号

に
関

す
る

調
査

研
究

費
 

１
２

月
１

０
日

 
校

庭
開

放
に

関
す
る

調
査

研
究

費
 

代
表

質
疑

の
日

時
が

直
近

の
た

め
緊
急

対
応
 

１
２

月
１

６
日

 
被

災
世

帯
へ

の
支
援

に
関

す
る

調
査

研
究

費
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請
求

人
の

陳
述

録
 

今
回

、
監

査
請

求
を

し
た

の
は

、
秋
田

恵
議

員
と

本
間

賢
次

郎
議
員

に
関

す
る

も
の

で
す

。
 

ま
ず
、
秋
田

恵
議

員
で

す
が
、
調
査

研
究

費
及

び
広

報
・
広

聴
費
と

し
て
、
合
同

会
社
Ｍ

ｏ
ｒ

ｉ
 
Ｌ

ａ
ｂ

ｏ
と

い
う

と
こ

ろ
に

対
し

て
合

計
２

８
０

万
５
，
０

０
０

円
を

支
払
っ

て
い
ま

す
。
政

務
活

動
費
の

総
額
は

５
４

０
万

円
で

す
か

ら
、

そ
の

半
分

以
上

を
こ

の
Ｍ

ｏ
ｒ

ｉ
 
Ｌ

ａ
ｂ

ｏ
に

支
払

っ
て

い
る
こ

と
に

な
り

ま
す

。
 

私
た

ち
が

合
同

会
社

Ｍ
ｏ

ｒ
ｉ

 
Ｌ
ａ

ｂ
ｏ

に
つ

い
て

ホ
ー

ム
ペ
ー

ジ
を

確
認

し
た

と
こ

ろ
、
資
料

４
と

し
て
添
付
し

ま
し

た
と

お
り

、
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

に
当

た
る

森
秀

彦
氏

の
肩

書
は

占
い

師
で

あ
り

ま
し

て
、

掲
載

さ
れ

て
い

る
の

は
、

対
面
、
電

話
、
メ

ー
ル

に
よ
る

占
い
の

料
金

で
す

。
お

よ
そ

政
務
活

動
に

関
す

る
調

査
研

究
を
実

施
す

る
こ

と
が

で
き

る

よ
う

な
会

社
に

は
見

え
ま

せ
ん

。
秋
田

議
員

が
政

務
活

動
に

関
す
る

調
査

研
究

を
委

託
す

る
先
と

し
て

、
ど

の
よ

う
な

理

由
に

よ
っ

て
こ

の
Ｍ

ｏ
ｒ

ｉ
 

Ｌ
ａ
ｂ

ｏ
を

選
定

し
た

の
か

、
多
い

に
疑

問
を

持
ち

ま
し

た
。
 

調
査

研
究

委
託

の
内

容
は

、
措

置
請

求
書

の
３

ペ
ー

ジ
に

記
載

し
た

と
お

り
で

す
。

項
目

は
い

ろ
い

ろ
あ

り
ま

す
が

、

公
表

さ
れ

て
い

る
の

は
、
添
付

し
ま
し

た
資

料
１

の
１

～
６

に
あ
り

ま
す

と
お

り
、
委
託

し
た
調

査
研

究
の

題
目

、
何
に

関
し

て
の

調
査

か
と

い
う

こ
と

と
、
あ

と
は

定
型

的
な

情
報

収
集
、
調
査

、
デ

ー
タ

解
析

、
関
係

法
案

整
理

、
課

題
の

抽

出
、
専

門
的

知
見

、
解
説

の
提

供
、
報
告

と
い

う
こ

と
だ
け

で
す
。
し

か
し
、
こ
の

委
託

内
容
に

よ
れ

ば
、
当

然
、
調

査

報
告

書
等

の
成

果
物

が
あ

る
と

考
え
ら

れ
ま

す
。
 

川
崎

市
の

政
務

活
動

費
に

関
し

て
は
、
支

出
項

目
や
金

額
、
支
出

先
等

が
公

表
さ
れ

る
だ

け
で
、
成

果
物

を
同
時
に
公

表
す

る
こ

と
を

し
て

い
ま

せ
ん

。
よ
っ

て
、
今
回

の
よ

う
に

、
ど
の

よ
う

な
調

査
、
解
析

が
な
さ

れ
、
ど
の

よ
う

な
資

料

が
議

員
に

提
供

さ
れ

た
の

か
が

全
く
分

か
ら

な
い

た
め

、
政

務
活
動

費
と

し
て

適
正

な
支

出
で
あ

っ
た

か
ど

う
か

、
市

民

に
は

検
証

す
る

方
法

が
あ

り
ま

せ
ん
。
そ

こ
で

、
監

査
請
求

を
申
し

立
て
、
そ

の
手

続
の

中
で
何

ら
か

の
成

果
物

が
開

示

さ
れ

る
で

あ
ろ

う
こ

と
を

期
待

す
る
し

か
道

が
な

い
の

で
す

。
 

広
報
・
広

聴
費
に

つ
い
て

も
同

様
で
す
。
Ｍ
ｏ

ｒ
ｉ
 

Ｌ
ａ

ｂ
ｏ
の

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

か
ら

は
、
特
に

市
政

報
告
作
成
に

関
す

る
ノ

ウ
ハ

ウ
を

持
っ

て
い

る
よ
う

に
は

見
受

け
ら

れ
ま

せ
ん
。
市
政

報
告

を
作

成
す

る
に
当

た
り

、
秋

田
議

員
は

ど

の
よ

う
な

理
由

に
よ

っ
て

印
刷

会
社

で
も

出
版

会
社

で
も

な
い

こ
の

会
社

に
デ

ザ
イ

ン
や

レ
イ

ア
ウ

ト
を

依
頼

す
る

こ

と
に

し
た

の
か

、
明

ら
か

に
し

て
い
た

だ
き

た
い

と
思

い
ま

す
。
 

支
出

の
内

容
に

つ
い

て
も

疑
問

が
あ
り

ま
す

。
措

置
請

求
書

の
３
ペ

ー
ジ

に
記

載
し

ま
し

た
が
、
市

政
報
告

を
作
成
す

る
に

当
た

り
、
ま

ず
、
相

談
、
ア
ド
バ
イ

ス
料

を
支

払
い
、
次
に

調
査
、
原
稿

作
成

料
、
そ
れ

か
ら

内
容
、
全
体
構
成

確

認
料
、
レ

イ
ア
ウ

ト
及
び

デ
ザ

イ
ン
料
、
最
後

に
そ
れ

ら
の

修
正
料

等
、
５

回
に
わ

た
っ

て
そ
れ

ぞ
れ

数
十

万
円

を
支
払

っ
て

い
ま

す
。
こ

の
結
果
、
ど

の
よ
う

な
市

政
報

告
が

出
来

上
が
っ

た
の

か
、
こ
れ

も
成

果
物
の

添
付

が
義

務
づ

け
ら

れ

て
い

な
い

た
め
、
分

か
り

ま
せ

ん
。
し
た

が
っ

て
、
私
た
ち

は
こ
れ

に
つ

い
て

も
監

査
請

求
を
申

し
立

て
ざ

る
を

得
ま

せ

ん
で

し
た

。
 

次
に
、
本

間
賢
次

郎
議
員

に
つ

い
て
で

す
が
、
本

間
議

員
は

広
報
・
広

聴
費

と
し
て

株
式

会
社
北

斗
に

対
し
て
合
計
１

２
４

万
４

，
７

８
０

円
の

支
出

を
し
て

い
る

、
こ

の
こ

と
を

私
た
ち

は
問

題
に

し
て

い
ま

す
。
 

株
式

会
社

北
斗

に
つ

い
て

は
、
資

料
５

と
し

て
写

真
を

添
付

し
ま
し

た
が

、
郵

便
受

け
に

株
式
会

社
北

斗
と

い
う
表
示

が
あ

る
の

み
で

す
か

ら
、
こ
の

外
見
か

ら
は
、
印

刷
会

社
で

あ
る
こ

と
を

認
識

で
き

ま
せ

ん
。
本
間

議
員

は
ど
の

よ
う
な

理
由

に
よ

っ
て

市
政

報
告

の
作

成
を

依
頼

す
る

会
社

と
し

て
北

斗
を

選
定

し
た

の
か

、
疑

問
を

持
た

ざ
る

を
得

ま
せ

ん
。

ま
た

、
そ

の
金

額
も

、
タ

ブ
ロ

イ
ド
判

３
，
０
０

０
部

で
６

１
万
６

，
６

８
０

円
で

す
か

ら
、
１

部
当

た
り

２
０

５
円

を

超
え

ま
す

。
 

私
た

ち
か

わ
さ

き
市

民
オ

ン
ブ

ズ
マ
ン

が
全

市
会

議
員

の
印

刷
費
を

調
査

し
た

と
こ

ろ
、
平
成

３
０

年
度

の
中
央
値
は

１
部

当
た

り
５
．
７

２
円

で
し

た
。
こ
の

数
値

か
ら
も
、
本

間
議
員

の
２

０
５

円
と

い
う

の
は
相

当
に

高
額

で
あ

る
と

い

う
こ

と
が

見
て

と
れ

る
の

で
す

が
、
こ

れ
に

つ
い

て
も

出
来

上
が
っ

た
市

政
報

告
が

添
付

さ
れ
て

い
な

い
た

め
、
実
際

の

と
こ

ろ
は

明
ら

か
に

な
り

ま
せ

ん
。
そ

の
た

め
、
こ

れ
も
政

務
活
動

費
と

し
て

適
正

な
支

出
で
あ

る
こ

と
を

確
認

す
る

こ

と
が

で
き

な
い

の
で

、
監

査
請

求
を
申

し
立

て
た

次
第

で
す

。
 

以
上

の
と

お
り

で
す

が
、
監
査

に
当
た

り
ま

し
て

は
、
対
象

議
員
か

ら
の

事
情

聴
取

を
行

う
だ
け

で
は

な
く
、
調
査
研

究
報

告
書

や
印

刷
物

等
の

成
果

物
の
実

物
を

ぜ
ひ

検
証

し
て

い
た
だ

く
こ

と
を

要
望

い
た

し
ま
す

。
 

続
い

て
、
秋

田
議

員
の

Ｍ
ｏ
ｒ

ｉ
 
Ｌ

ａ
ｂ

ｏ
に

関
す

る
支

出
に
つ

い
て
、
補
足

し
て
お

話
し
さ

せ
て

い
た

だ
き

ま
す
。 

我
々

の
調

査
に

よ
り

ま
す

と
、
合
同

会
社

Ｍ
ｏ

ｒ
ｉ
 

Ｌ
ａ

ｂ
ｏ
は

占
い

の
会

社
で

す
。
で
す

の
で

、
サ

ー
ビ
ス
の
中

身
を

検
討

さ
せ

て
い

た
だ

き
ま

し
た
が

、
提

供
さ

れ
て

い
る

サ
ー
ビ

ス
と

し
て

は
占

い
と

し
か
考

え
ら

れ
ま

せ
ん

。
と

い

う
こ

と
に

な
れ

ば
、
秋

田
議
員

が
支
出

さ
れ

て
い

る
調

査
研

究
費
や

広
報
・
広
聴

費
と
い

う
名
目

で
出

さ
れ

て
い

ま
す

が
、

実
質

的
に

こ
の

中
身

が
占

い
に

対
す
る

費
用

だ
と

い
う

こ
と

で
あ
れ

ば
、
こ

れ
は

項
目
を

偽
っ
た

支
出

と
い

う
こ

と
に

な

り
ま

す
の

で
、

こ
の

よ
う

な
支

出
は
全

く
違

法
な

も
の

で
す

。
 

ま
た
、
仮

に
こ
の

占
い
が

各
、
例
え

ば
台

風
１

９
号
に

関
す

る
こ
と

だ
と

か
、
校
庭

開
放

に
関
す

る
項

目
に
関
わ
る
も

別
紙

２
 

定
の

経
緯

、
金

額
に

不
当

性
が

あ
り
、
政
務

活
動

費
と

し
て

求
め
ら

れ
る

透
明

性
・
適
正

性
に
反

す
る

た
め

、
そ

の
支

出
は

認
め

ら
れ

な
い
。
 

３
 

川
崎

市
長

の
怠

る
事

実
に

つ
い
て
 

川
崎

市
長

は
地

方
自

治
法

第
１

４
８

条
に

よ
り

、
自

治
体

の
事

務
を

管
理

し
及

び
こ

れ
を

執
行

す
る

こ
と

に
な

っ
て

お
り
、
加
え
て

同
法
第

１
４

９
条

５
号

で
は

会
計
を

監
督

し
、
同

６
号
で

は
財
産

を
取

得

し
、

管
理

し
、

及
び

処
分

す
る

こ
と
が

市
長

の
事

務
と

な
っ

て
い

る
。
 

ま
た

、「
川
崎

市
議

会
の

政
務
活

動
費
の

交
付

等
に

関
す

る
条

例
」

第
５

条
は

市
長

の
交
付

決
定
権

を

定
め

る
と

と
も

に
、
第

１
３
条

は
市
長

に
対

し
、
「
会

派
又
は

交
付
対

象
議

員
に

お
け

る
政

務
活
動

費
の

支
出

が
こ

の
条

例
及

び
こ

の
条

例
に

基
づ

く
規

則
の

定
め

に
違

反
し

た
も

の
で

あ
る

と
認

め
た

と
き

は
、

当
該

交
付

の
決

定
の

全
部

ま
た

は
一
部

を
取

り
消

し
」
と

市
長

の
潜

在
的

調
査

権
に

つ
き

定
め
、
さ

ら
に

第
１

４
条

で
は

交
付

の
決

定
を

取
り
消

し
た

と
き

の
返

還
命

令
権

に
つ
い

て
定

め
て

い
る

。
 

し
た

が
っ

て
、
市

長
は

そ
の
提

出
さ
れ

た
収

支
報

告
書

が
適

正
で
あ

る
か

ど
う

か
に

つ
い

て
調
査

し
、

問
題

が
あ

れ
ば

決
定

を
取

り
消

し
返
還

命
令

権
を

行
使

す
る

責
務

を
有
す

る
。
 

し
か

し
、

川
崎

市
長

に
よ

り
政

務
活
動

費
の

支
出

が
適

正
か

調
査
さ

れ
た

形
跡

も
な

い
。

 

川
崎

市
長

は
、

政
務

活
動

費
の

支
出

を
適

正
に

す
る

義
務

を
怠

り
多

額
の

違
法

支
出

の
存

在
を

放
置

し
て

お
り

、
財

産
管

理
を

怠
る

事
実
の

存
在

は
明

ら
か

で
あ

る
。

 

４
 

請
求

者
 

請
求

者
「
か

わ
さ
き

市
民

オ
ン

ブ
ズ
マ

ン
」
は
、
川

崎
市
や

市
議
会

の
行

政
運

営
に

対
し

、
自

覚
的

な

市
民

意
識

を
大

切
に

し
、
住
民

自
治
を

発
展

さ
せ
、
公

正
で

活
力
あ

る
社

会
の

実
現

を
め

ざ
し
１

９
９

７

年
に

結
成

さ
れ

た
市

民
団

体
で

あ
り

、
川

崎
市

の
行

財
政

運
営

に
対

す
る

チ
ェ

ッ
ク

機
能

の
問

題
点

と

今
後

の
あ

り
方

に
つ

い
て
、
行
政

監
査
、
議

会
等

に
つ

き
市

民
的

チ
ェ
ッ

ク
の

視
点

か
ら

調
査

、
研

究
し
、

積
極

的
な

提
言

を
行

い
、

川
崎

市
内

各
地

域
に

行
政

監
視

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

広
め

る
こ

と
を

主
な

活

動
内

容
と

す
る

団
体

で
あ

る
。

 

５
 

地
方

自
治

法
第

２
４

２
条

第
１
項

の
規

定
に

よ
り
、
以

下
の
添

付
資

料
を

添
え
、
必

要
な
措

置
を

請
求

す
る

。
 

添
付

資
料
 

資
料

１
の

１
～

６
 

秋
田

恵
議

員
の
調

査
研

究
費

に
か

か
る

請
求

書
及
び

支
出

伝
票
 

資
料

２
の

１
～

５
 

秋
田

恵
議

員
の
広

報
・

広
聴

費
に

か
か

る
請

求
書
及

び
支

出
伝

票
 

資
料

３
の

１
、

２
 

本
間

賢
次

郎
議
員

の
広

報
・

広
聴

費
に

か
か

る
請
求

書
及

び
支

出
伝

票
 

資
料

４
 

合
同

会
社

Ｍ
ｏ

ｒ
ｉ

 
Ｌ
ａ

ｂ
ｏ

の
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
 

資
料

５
 

株
式

会
社

北
斗

の
外

観
写
真
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政
務

活
動

費
に

係
る

法
令

等
（

本
件
措

置
請

求
に

関
連
す

る
部
分

の
み

）
 

１
 

地
方

自
治

法
（

昭
和

22
年

法
律
第

67
号
）
 

第
1
0
0
条
 

１
か
ら

1
3 

省
略
 

1
4
 

普
通

地
方

公
共

団
体

は
、
条
例

の
定

め
る

と
こ

ろ
に
よ

り
、
そ
の

議
会

の
議

員
の
調

査
研

究
そ
の

他
の

活
動

に
資

す
る

た
め

必
要

な
経

費
の

一
部

と
し
て
、
そ
の

議
会

に
お
け

る
会
派

又
は

議
員

に
対

し
、
政
務

活
動

費
を

交
付

す
る

こ
と

が
で

き
る
。
こ
の

場
合
に

お
い
て
、
当
該

政
務

活
動
費

の
交
付

の
対

象
、
額

及
び
交

付
の
方

法
並

び
に

当
該

政

務
活

動
費

を
充

て
る

こ
と

が
で

き
る
経

費
の

範
囲

は
、

条
例

で
定
め

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
 

1
5
 

前
項

の
政

務
活

動
費

の
交

付
を
受

け
た

会
派

又
は

議
員

は
、
条
例

の
定

め
る

と
こ
ろ

に
よ
り
、
当
該

政
務

活
動
費

に
係

る
収

入
及

び
支

出
の

報
告

書
を
議

長
に

提
出

す
る

も
の

と
す
る

。
 

1
6
 

議
長

は
、
第

1
4
項

の
政
務

活
動
費

に
つ

い
て

は
、

そ
の

使
途
の

透
明

性
の

確
保

に
努

め
る
も

の
と

す
る

。
 

1
7
以
降

 
省

略
 

２
 

川
崎

市
議

会
の

政
務

活
動

費
の
交

付
等

に
関

す
る

条
例
（

平
成

13
年
条

例
第

1
1
号
）
 

（
趣

旨
）
 

第
１

条
 

こ
の

条
例

は
、
地
方

自
治
法
（

昭
和

2
2
年

法
律
第

6
7
号

）
第

1
00

条
第

14
項

か
ら
第

16
項
ま

で
の

規
定

に
基

づ
き
、
川
崎

市
議

会
議
員

の
調
査

研
究

そ
の

他
の

活
動

に
資
す

る
た

め
必

要
な

経
費

の
一
部

と
し

て
、
議

会
に

お
け

る
会

派
及

び
議

員
に

対
し

、
政
務

活
動

費
を

交
付

す
る

こ
と
に

関
し

必
要

な
事

項
を

定
め
る

も
の

と
す

る
。
 

（
会

派
及

び
議

員
の

責
務

）
 

第
２

条
 
会

派
（
所

属
議
員
が

１
人

で
あ

る
場
合

を
含
む
。

以
下

同
じ

。
）

及
び

議
員
は
、

政
務

活
動

費
の
交

付
が
、

市
政

に
関

す
る

会
派

及
び

議
員

の
調
査

研
究

そ
の

他
の

活
動

を
充
実

し
、
議

会
の

活
性

化
に

資
す
る

こ
と

を
目

的
と

し
て

い
る

こ
と

を
認

識
し

、
政

務
活
動

費
を

適
正

に
使

用
し

な
け
れ

ば
な

ら
な

い
。
 

（
交

付
の

対
象

及
び

額
）
 

第
３

条
 

政
務

活
動

費
は

、
議

長
に

結
成

の
届

出
が

あ
っ

た
会

派
及

び
当

該
会

派
の

議
員

（
次

項
の

規
定

に
よ

り

5
0
,
0
00

円
の

額
を

選
択

し
た
会

派
に
所

属
す

る
議

員
に

限
る

。
以
下
「

交
付

対
象

議
員
」
と

い
う

。
）
に
対

し
て

交

付
す

る
。
 

２
 

会
派

に
対

す
る

政
務

活
動

費
の
月

額
は

、
4
5
0
,0
0
0
円

又
は

5
0,
0
00

円
の

う
ち
か

ら
各

会
派
が

選
択

し
た

額
に

当
該

会
派

の
所

属
議

員
数

を
乗

じ
て
得

た
額

と
す

る
。
 

３
 

交
付

対
象

議
員

に
対

す
る

政
務
活

動
費

の
月

額
は

、
40
0
,
0
00

円
と

す
る

。
 

４
 

第
２

項
の

規
定

に
よ

り
会

派
が
選

択
し

た
額

は
、
当
該

選
択
し

た
額

に
係

る
年

度
交

付
分
に

つ
い

て
は
、
変
更
す

る
こ

と
が

で
き

な
い

。
 

（
交

付
の

方
法

）
 

第
４

条
 
政

務
活
動

費
は
、
規

則
で

定
め

る
政
務

活
動
費
の

交
付

日
（

以
下

「
交

付
日
」

と
い

う
。）

に
お
け

る
会
派

及
び

交
付

対
象

議
員

に
対

し
て

交
付
す

る
も

の
と

す
る

。
 

２
 

前
条

第
２

項
の

所
属

議
員

数
は
、

交
付

日
に

お
け

る
各

会
派
の

所
属

議
員

数
と

す
る

。
 

３
 

各
会

派
の

所
属

議
員

数
の

算
定
に

つ
い

て
は

、
同

一
議

員
に
つ

き
重

複
し

て
行

う
こ

と
が
で

き
な

い
。
 

４
 

交
付

日
に

お
い

て
次

の
各

号
の
い

ず
れ

か
の

事
由

が
生

じ
た
と

き
は
、
当
該

交
付

日
の

属
す
る

月
分

の
政

務
活
動

費
に

つ
い

て
は

、
当

該
事

由
が

生
じ
な

か
っ

た
も

の
と

み
な

す
。
 

(
１

)
 
議

員
の

任
期

満
了
 

(
２

)
 
議

会
の

解
散
 

(
３

)
 
議

員
の

辞
職

、
失

職
、

死
亡
又

は
除

名
 

(
４

)
 
議

員
の

所
属

会
派

か
ら

の
脱
会

又
は

除
名
 

(
５

)
 
会

派
の

解
散
 

(
６

)
 
議

員
の

会
派

へ
の

加
入

 

５
 

新
た

に
会

派
を

結
成

し
、
又
は

新
た

に
交

付
対

象
議
員

と
な
り
、
次
条

第
１

項
の
規

定
に

よ
る
申

請
が

あ
っ

た
場

合
で
、
当
該

申
請

の
あ

っ
た
日

が
、
そ
の

日
の

属
す

る
月
の

交
付
日

前
で

あ
る

と
き

は
当

該
月
分

の
政

務
活

動
費

か

ら
、

当
該

交
付

日
以

後
で

あ
る

と
き
は

当
該

月
の

翌
月

分
の

政
務
活

動
費

か
ら

交
付

す
る

。
 

６
 

一
般

選
挙

が
行

わ
れ

た
た
め
、
新
た

に
会

派
を

結
成
し

、
又

は
新

た
に

交
付

対
象
議

員
と
な

り
、
次

条
第

１
項
の

規
定

に
よ

る
申

請
が

あ
っ

た
場

合
は
、
前

項
の

規
定

に
か
か

わ
ら
ず
、
当
該

申
請

の
あ
っ

た
日
の

属
す

る
月

分
の

政

務
活

動
費

か
ら

交
付

す
る

。
た

だ
し
、
当

該
月

分
と

し
て
、
既
に

政
務

活
動

費
が

交
付
さ

れ
て
い

る
場

合
は
、
こ
の

限
り

で
な

い
。
 

別
紙

３
 

の
だ

と
し

て
も

、
そ

れ
は

あ
く

ま
で
占

い
で

あ
り

ま
す

の
で

、
調
査

研
究

と
し

て
は

取
り

扱
う
こ

と
は

で
き

な
い

内
容

に

な
っ

て
い

ま
す
。
ま

た
、
政
教

分
離
の

関
係

か
ら

し
て

も
、
占
い

行
為

が
政

務
活
動

に
関

係
す
る

と
い

う
の

は
と

て
も

言

え
る

も
の

で
は

あ
り

ま
せ

ん
の

で
、
政
務

活
動

に
関

連
し
な

い
支
出

に
つ

い
て

こ
れ

は
支

出
し
て

い
る

と
い

う
こ

と
に

な

り
ま

す
の

で
、
ど
ち

ら
に

せ
よ

、
秋
田

議
員

の
支

出
に

つ
い

て
は
全

く
政

務
活

動
と

し
て

は
認
め

ら
れ

な
い

内
容

で
あ

る

と
い

う
ふ

う
に

思
慮

し
て

お
り

ま
す
の

で
、
そ
の

あ
た

り
実

際
ど
の

よ
う

な
内

容
の

調
査

研
究
が

行
わ

れ
、
ど
の

よ
う

な

内
容

の
サ

ー
ビ

ス
の

内
容

を
受

け
ら

れ
た

の
か

と
い

う
点

に
つ

い
て

重
点

を
置

い
て

調
べ

て
い

た
だ

き
た

い
と

い
う

ふ

う
に

思
っ

て
お

り
ま

す
の

で
、

よ
ろ
し

く
お

願
い

し
ま

す
。

 

以
上

で
す

。
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第
13

条
 

市
長

は
、

会
派

又
は

交
付
対

象
議

員
に

お
け

る
政

務
活
動

費
の

支
出

が
こ

の
条

例
及
び

こ
の

条
例

に
基
づ

く
規

則
の
定

め
に
違

反
し
た
も

の
で

あ
る

と
認
め

た
と
き
は

、
当

該
交

付
の
決

定
の
全
部

又
は

一
部

を
取
り

消
し

、

規
則

で
定

め
る

と
こ

ろ
に

よ
り

、
そ
の

旨
を

会
派

の
代

表
者

又
は
交

付
対

象
議

員
に

通
知

す
る
も

の
と

す
る

。
 

（
政

務
活

動
費

の
返

還
命

令
）

 

第
14

条
 

市
長

は
前

条
の

規
定

に
よ
り

、
政

務
活

動
費

の
交

付
の
決

定
の

全
部

又
は

一
部

を
取
り

消
し

た
と

き
は
、

規
則

で
定

め
る

と
こ

ろ
に

よ
り

、
会

派
の

代
表

者
又

は
交
付

対
象
議

員
に

期
限

を
定

め
て

、
既

に
交

付
し

た
政

務
活

動
費

の
全

部
又

は
一

部
を

返
還

す
る
よ

う
命

ず
る

も
の

と
す

る
。
 

（
収

支
報

告
書

等
の

閲
覧

等
）

 

第
1
5
条

 
議

長
は

、
第

11
条

第
１
項

及
び

第
２

項
の

規
定

に
よ
り

収
支

報
告

書
等

が
提

出
さ
れ

た
と

き
は
、
規
則
で

定
め

る
と

こ
ろ

に
よ

り
、

不
開

示
情
報

（
川

崎
市

情
報

公
開

条
例
（

平
成

1
3
年

川
崎

市
条

例
第
１

号
）

第
８

条
に

規
定

す
る
不

開
示
情

報
を
い
う

。
）

が
記
録

さ
れ
て

い
る
部
分

を
除

き
、

当
該
収

支
報
告
書

等
を

一
般

の
閲
覧

に
供

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。
こ
の

場
合
に

お
い

て
、
当

該
収
支

報
告
書

等
の

写
し

の
請

求
が

あ
っ
た

と
き

は
、
そ

の
写

し
を

交
付

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。
 

２
 

前
項

の
規

定
に

よ
る

収
支

報
告
書

等
の

閲
覧

に
係

る
手

数
料
は

、
無

料
と

す
る

。
 

３
 

第
１

項
の

規
定

に
よ

る
収

支
報

告
書

等
の

写
し

の
交

付
を

行
う

場
合

に
お

け
る

当
該

写
し

の
作

成
及

び
送

付
に

要
す

る
費

用
は

、
そ

の
写

し
を

請
求
す

る
者

の
負

担
と

す
る

。
 

４
 

第
１

項
の

規
定

に
よ

り
収

支
報
告

書
等

を
閲

覧
し

、
又

は
そ
の

写
し

の
交

付
を

受
け

た
者
は
、
そ
れ

に
よ

っ
て
得

た
情

報
を

適
正

に
用

い
な

け
れ

ば
な
ら

な
い

。
 

（
準

用
）
 

第
1
6
条

 
第

1
1
条

か
ら

前
条

ま
で
の

規
定

は
、
政

務
活
動

費
の
交

付
を

受
け

て
い

る
会

派
が
解

散
し
、
所
属

議
員
が

１
人

で
あ

る
会

派
の

当
該

所
属

議
員
が

辞
職

し
、
失

職
し
、
死
亡

し
、
若
し

く
は

除
名
さ

れ
、
議
会

が
解

散
し

、
議

員
の

任
期

が
満

了
し
、
又
は
交

付
対
象

議
員

で
な

く
な

っ
た

場
合
に

つ
い

て
準

用
す

る
。
こ
の

場
合

に
お

い
て

、
第

1
1
条
第

１
項

中
「
代

表
者

」
と

あ
る
の

は
「
代

表
者

で
あ
っ

た
者
（

所
属
議

員
が

１
人
で

あ
る
会

派
の

当
該

所
属

議

員
が

死
亡

し
た

場
合

に
あ

っ
て

は
、
そ
の

相
続

人
そ

の
他
の

一
般
承

継
人

）」
と
、「

交
付

対
象
議

員
」
と

あ
る

の
は

「
交

付
対

象
議

員
で

あ
っ

た
者
（
交

付
対

象
議

員
が

死
亡
し

た
場
合

に
あ

っ
て

は
、
そ
の

相
続
人

そ
の

他
の

一
般

承

継
人

）」
と
、「

前
年
度
」
と
あ

る
の
は
「

会
派

が
解

散
し
、
所
属

議
員

が
１

人
で

あ
る
会

派
の
当

該
所

属
議

員
が

辞

職
し
、
失
職

し
、
死
亡

し
、
若

し
く
は

除
名

さ
れ

、
議

会
が

解
散
し
、
議

員
の

任
期

が
満

了
し
、
又

は
交
付

対
象

議

員
で

な
く

な
っ

た
年

度
」
と

、「
毎
年

４
月

3
0
日

ま
で

に
」
と

あ
る
の

は
「
速

や
か

に
」
と

、
第

1
2
条
、
第

13
条

及
び
第

14
条
の

規
定

中
「

代
表

者
」
と

あ
る

の
は

「
代

表
者

で
あ
っ

た
者

（
所

属
議

員
が

１
人
で

あ
る

会
派

の
当

該
所

属
議

員
が

死
亡

し
た

場
合

に
あ
っ

て
は
、
そ
の

相
続
人

そ
の
他

の
一

般
承

継
人

）」
と

、「
交

付
対

象
議

員
」
と

あ
る

の
は
「

交
付

対
象

議
員
で

あ
っ
た

者
（
交

付
対

象
議
員

が
死
亡

し
た

場
合

に
あ

っ
て

は
、
そ
の

相
続

人
そ

の
他

の
一

般
承

継
人

）」
と
読

み
替
え

る
も
の

と
す

る
。
 

（
委

任
）
 

第
1
7
条

 
こ

の
条

例
に

定
め
る

も
の
の

ほ
か

、
こ

の
条

例
の

実
施
の

た
め

必
要

な
事

項
は

、
規
則

で
定

め
る

。
 

別
表

（
第

10
条
関

係
）
 

経
費

の
区

分
 

支
出

で
き

る
経

費
 

内
容
 

種
類
 

１
 

調
査

研
究

費
 

会
派

又
は

交
付

対
象

議
員

が
市

の

事
務

、
地

方
行

財
政

等
に

関
し

て
調

査
研

究
を

す
る

の
に

要
す

る
経

費
 

会
場

借
上

料
、

委
託

料
、

講
師

謝
礼
、

食
糧

費
、
印
刷

製
本

費
、
消

耗
品

費
、
資

料
購

入
費

、
旅

費
、
バ

ス
等

借
上

料
、
出

席
負

担
金

等
 

２
 

研
修

費
 

会
派

又
は

交
付

対
象

議
員

が
研

修

会
を

開
催

し
、

又
は

他
の

団
体

等
が

開
催

す
る

研
修

会
に

参
加

す
る

の
に

要
す

る
経

費
 

会
場

借
上

料
、

委
託

料
、

講
師

謝
礼
、

食
糧

費
、
印
刷

製
本

費
、
消

耗
品

費
、
資

料
購

入
費

、
旅

費
、

出
席

負
担

金
等
 

３
 

広
報

・
広

聴
費
 

会
派

又
は

交
付

対
象

議
員

が
そ

の

活
動

若
し

く
は

市
政

に
つ

い
て

市
民

に
広

報
し

、
又

は
市

民
の

要
望

、
意
見

等
の

聴
取

若
し

く
は

市
民

相
談

を
行

う
の

に
要

す
る

経
費
 

会
場

借
上

料
、
印

刷
製

本
費
、
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
等

製
作

費
、
食
糧

費
、
送

料
、
旅

費
等
 

（
交

付
の

申
請

及
び

決
定

）
 

第
５

条
 
会

派
の
代

表
者
（
所

属
議

員
が

１
人
で

あ
る
場
合

に
あ

っ
て

は
、

当
該

議
員
を

い
う

。
以

下
同
じ

。
）

及
び

交
付

対
象

議
員

は
、
そ

の
年
度

に
お
け

る
政

務
活

動
費

の
交

付
を
受

け
よ

う
と

す
る

と
き

は
、
規
則

で
定

め
る

と
こ

ろ
に

よ
り

、
議

長
を

経
由

し
て

、
市
長

に
申

請
し

な
け

れ
ば

な
ら
な

い
。
 

２
 

市
長

は
、
前

項
の

規
定
に

よ
る
申

請
が

あ
っ

た
場

合
に

お
い
て
、
当
該

申
請

の
内
容

を
審
査

し
、
交

付
の

決
定
を

し
た

と
き

は
、
規

則
で

定
め
る

と
こ
ろ

に
よ

り
、
速

や
か
に

議
長
を

経
由

し
て
、
そ
の
旨

を
当
該

会
派

の
代

表
者

又

は
当

該
交

付
対

象
議

員
に

通
知

し
な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
 

（
変

更
の

届
出

）
 

第
６

条
 

会
派

の
代

表
者

及
び

交
付
対

象
議

員
は
、
前
条

第
１

項
の
規

定
に

よ
り

申
請

し
た

事
項
に

つ
い

て
変

更
が
あ

っ
た

と
き

は
、
規

則
で

定
め
る

と
こ
ろ

に
よ

り
、
速

や
か
に

議
長
を

経
由

し
て
、
そ
の
旨

を
市
長

に
届

け
出

な
け

れ

ば
な

ら
な

い
。
 

（
増

額
の

申
請

及
び

決
定

）
 

第
７

条
 

前
条

の
場

合
に

お
い

て
、
会
派

の
所

属
議

員
の
数

の
増
加

に
伴

い
、
政

務
活
動

費
の

増
額
の

交
付

を
受

け
よ

う
と

す
る

と
き

は
、
当

該
会
派

の
代
表

者
は

規
則

で
定

め
る

と
こ
ろ

に
よ

り
、
議

長
を
経

由
し
て
、
市
長

に
申

請
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
 

２
 

市
長

は
、
前

項
の

規
定
に

よ
る
申

請
が

あ
っ

た
場

合
に

お
い
て
、
当
該

申
請

の
内
容

を
審
査

し
、
交

付
の

決
定
を

し
た

と
き

は
、
規

則
で

定
め
る

と
こ
ろ

に
よ

り
、
速

や
か
に

議
長
を

経
由

し
て
、
そ
の
旨

を
当
該

会
派

の
代

表
者

に

通
知

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

 

（
減

額
等

の
決

定
及

び
通

知
）

 

第
８

条
 

市
長

は
、
第

４
条
第
４

項
第

１
号
、
第
２

号
若
し

く
は
第

５
号

に
該

当
す

る
事
由

が
生

じ
た
と
き
、
又
は
第

６
条

の
規

定
に

よ
る

届
出

が
あ

っ
た
場

合
に

お
い

て
、
当

該
届

出
に
係

る
変

更
が

第
４

条
第

４
項
第

３
号

若
し

く
は

第
４

号
の

い
ず

れ
か

に
該

当
す

る
と
き

は
、
政

務
活

動
費
の

交
付
額

を
減

額
し
、
又
は
交

付
し
な

い
こ

と
と

す
る

こ

と
が

で
き

る
。
こ

の
場

合
に
お

い
て
、
所

属
議

員
が

１
人
で

あ
る
会

派
の

当
該

所
属

議
員

が
同
項

第
３

号
に

該
当

し

た
と

き
は

、
同

項
第

５
号

に
該

当
す
る

も
の

と
み

な
す

。
 

２
 

市
長

は
、
前
項

の
規

定
に
よ

り
政
務

活
動

費
の

交
付

額
を

減
額
し

、
又

は
交

付
し

な
い
こ

と
を

決
定
し

た
と

き
は

、

規
則

で
定

め
る

と
こ

ろ
に

よ
り

、
速

や
か

に
議

長
を

経
由
し

て
、
当
該

会
派

の
代

表
者
又

は
当
該

交
付

対
象

議
員

に

通
知

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。
た
だ

し
、
第
４

条
第

４
項
第

１
号
、
第

２
号

又
は

第
５
号

に
該
当

す
る

場
合

で
、
交

付
し

な
い

こ
と

と
し

た
と

き
は

、
こ
の

限
り

で
な

い
。
 

（
経

理
責

任
者

の
設

置
等

）
 

第
９

条
 

政
務

活
動

費
の

交
付

を
受
け

て
い

る
会

派
は

、
政

務
活
動

費
に

関
す

る
経

理
を

的
確
に

処
理

す
る

た
め
、
所

属
議

員
の
中

か
ら
経

理
責
任
者

１
人

を
置

か
な
け

れ
ば
な
ら

な
い

。
た

だ
し
、

所
属
議
員

が
１

人
で

あ
る
場

合
は

、

当
該

議
員

が
そ

の
職

務
を

行
う

も
の
と

す
る

。
 

２
 

交
付

対
象

議
員

は
、

交
付

を
受
け

た
政

務
活

動
費

の
経

理
を
的

確
に

処
理

し
な

け
れ

ば
な
ら

な
い

。
 

（
政

務
活

動
費

を
充

て
る

こ
と

が
で
き

る
経

費
の

範
囲

）
 

第
10

条
 

政
務

活
動

費
は

、
会

派
及
び

交
付

対
象

議
員

が
行

う
政
務

活
動

（
調

査
研

究
、

研
修
、

広
報

、
広

聴
（
市

民
相

談
を

含
む

。
）、

要
請
、
陳

情
、
各
種

会
議

の
開

催
、
各

種
会
議

へ
の

参
加

等
市

政
の

課
題
及

び
市

民
の

意
思

を

把
握

し
、
そ

の
内

容
を

市
政

に
反

映
さ
せ

る
活

動
そ

の
他

の
住

民
の
福

祉
の

増
進

を
図

る
た

め
に
必

要
な

活
動

を
い

う
。

次
項

に
お

い
て

同
じ

。）
に

資
す
る

た
め

必
要

な
経

費
に

対
し
て

交
付

す
る

。
 

２
 

政
務

活
動

費
は

、
別

表
に

定
め

る
政

務
活

動
に

資
す

る
た

め
必

要
な

経
費

に
充

て
る

こ
と

が
で

き
る

も
の

と
す

る
。
 

（
収

入
及

び
支

出
の

報
告

等
）

 

第
11

条
 

会
派

の
代

表
者

及
び

交
付
対

象
議

員
は

、
規

則
で

定
め
る

と
こ

ろ
に

よ
り

、
前

年
度
の

交
付

に
係

る
政
務

活
動

費
の

収
入

及
び

支
出

に
つ

い
て
の

報
告

書
（
以

下
「
収

支
報
告

書
」
と

い
う

。）
を
作

成
し
、
毎

年
４

月
3
0
日

ま
で

に
議

長
に

提
出

し
な

け
れ

ば
な
ら

な
い

。
 

２
 

前
項

の
規

定
に

よ
り

収
支

報
告
書

を
提

出
す

る
場

合
に

お
い
て

は
、
支

出
に

係
る

領
収

書
そ
の

他
の

支
出

を
証
明

す
る

書
類

（
以

下
「

領
収

書
等

」
と
い

う
。
）
の

写
し

を
添
え

て
、
提

出
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い
。
 

３
 

議
長
は

、
前
２

項
の
規
定

に
よ

る
収

支
報
告

書
及
び
領

収
書

等
の

写
し

（
以

下
「
収

支
報

告
書

等
」
と

い
う

。）

の
提

出
が

あ
っ

た
と

き
は

、
速

や
か
に

そ
の

写
し

を
市

長
に

提
出
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
 

（
剰

余
金

の
返

還
）
 

第
12

条
 

会
派

の
代

表
者

及
び

交
付
対

象
議

員
は

、
交

付
さ

れ
た
政

務
活

動
費

に
剰

余
金

が
生
じ

た
と

き
は

、
規
則

で
定

め
る

と
こ

ろ
に

よ
り

、
市

長
に
返

還
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い
。
 

（
交

付
の

決
定

の
取

消
し

）
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第
８

条
 

会
派

の
代

表
者

及
び

交
付
対

象
議

員
は

、
毎

月
、
当
該

月
分

の
政

務
活
動

費
に

つ
い
て
、
川

崎
市

金
銭

会
計
規

則
（

昭
和

39
年
川

崎
市

規
則
第

3
1
号

。
以

下
「

金
銭

会
計
規

則
」
と

い
う

。）
第

8
2
条
の

規
定
に

よ
り

請
求

書
を

提
出

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。
 

（
支

出
の

手
続

及
び

書
類

の
保

存
期
間

）
 

第
９

条
 

条
例

第
1
0
条
に
規

定
す
る

経
費

の
支

出
は

、
会

派
に
あ

っ
て

は
会

派
の

代
表

者
の
決

定
を

経
て

経
理

責
任

者

が
処

理
し

、
交

付
対

象
議

員
に

あ
っ
て

は
当

該
交

付
対

象
議

員
が
処

理
す

る
も

の
と

す
る

。
 

２
 

経
理

責
任

者
及

び
交

付
対

象
議
員

は
、
経

費
を
支

出
し

た
と
き

は
、
領

収
書
そ

の
他

の
支
出

を
確

認
す

る
書

類
（
以

下
「

支
出

確
認

書
類

」
と
い
う

。
）
を
徴

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。
こ

の
場

合
に

お
い

て
、
支

出
確

認
書

類
を

徴
す

る
こ

と

が
で

き
な

い
と

き
は

、
会

派
に

あ
っ
て

は
会

派
の

代
表

者
、
交

付
対

象
議

員
に

あ
っ

て
は

当
該
交

付
対

象
議

員
が

作
成
す

る
支

払
証

明
書

（
以

下
「

支
払

証
明
書

」
と

い
う

。）
を
も
っ

て
こ
れ

に
代

え
る

こ
と

が
で

き
る
。
 

３
 

経
理

責
任

者
及

び
交

付
対

象
議
員

は
、
毎

年
度
、
会
計

帳
簿
を

調
製

し
、
前
項

に
規

定
す
る

支
出

確
認

書
類

及
び

支

払
証

明
書

を
整

理
し

た
上

、
こ

れ
ら
を

収
支

報
告

書
を

提
出

し
た
日

の
属

す
る

年
度

の
翌

年
度
の

４
月

１
日

か
ら

起
算
し

て
５

年
を

経
過

す
る

日
ま

で
保

存
し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

 

（
政

務
活

動
費

収
支

報
告

書
）

 

第
10

条
 

条
例
第

11
条
第
１

項
の
規

定
に

よ
る

収
支

報
告

書
の
提

出
は

、
政

務
活

動
費

収
支
報

告
書

（
会

派
用

）（
第

７
号

様
式

）
又

は
政

務
活

動
費

収
支
報

告
書

（
交

付
対

象
議

員
用
）
（
第

７
号

様
式

の
２
）

に
よ
る

も
の

と
す

る
。
 

（
剰

余
金

の
返

還
）
 

第
1
1
条

 
条

例
第

1
2
条

の
規

定
に
よ

る
剰

余
金

の
返

還
は

、
市
長

の
発

行
す

る
納

付
書

に
よ
り

、
速

や
か

に
行

う
も

の

と
す

る
。
 

（
交

付
の

決
定

の
取

消
通

知
）

 

第
1
2
条

 
条

例
第

1
3
条

の
規

定
に
よ

り
政

務
活

動
費

の
交

付
の
決

定
の

全
部

又
は

一
部

を
取
り

消
し

た
と

き
は
、
取

消

し
の

内
容

及
び

理
由

を
記

載
し

た
書
面

に
よ

り
通

知
す

る
も

の
と
す

る
。
 

（
返

還
命

令
）
 

第
1
3
条

 
条

例
第

1
4
条

の
規

定
に
よ

る
返

還
命

令
は
、
返

還
の
期

限
そ

の
他

必
要

な
事

項
を
記

載
し

た
書

面
に

よ
り

行

う
も

の
と

す
る

。
 

２
 

条
例
第

14
条
の

規
定

に
よ

る
政
務

活
動

費
の

返
還

は
、

金
銭
会

計
規

則
第

5
2
条

又
は

第
6
0
条

の
規

定
に

よ
り

行

う
も

の
と

す
る

。
 

（
収

支
報

告
書

等
の

閲
覧

等
）

 

第
1
4
条

 
条

例
第

1
5
条

第
１

項
の
規

定
に

よ
る

収
支

報
告

書
等
の

閲
覧

は
、
政

務
活
動

費
の
交

付
を

受
け

た
日

の
属

す

る
年

度
の

翌
年

度
の

６
月

30
日

か
ら
、
議
会

局
に

お
い

て
休

日
を
除

く
日

の
午

前
８
時

3
0
分
か

ら
午

後
５

時
ま

で
行
う

も
の

と
す

る
。
 

２
 

前
項

の
収

支
報

告
書

等
を

閲
覧
す

る
者

は
、
当
該

収
支

報
告
書

等
を

汚
損

し
、
又
は

破
損
す

る
こ

と
が

な
い

よ
う

に

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。
 

３
 

条
例
第

1
5
条

第
３

項
に
規

定
す
る

収
支

報
告

書
等

の
写

し
の
作

成
及

び
送

付
に

要
す

る
費
用

は
、

前
納

と
す

る
。

 

（
準

用
）
 

第
1
5
条

 
第

９
条

第
３

項
及
び

第
10

条
か

ら
前

条
ま

で
の
規

定
は
、
政

務
活

動
費

の
交

付
を

受
け

て
い

る
会

派
が

解
散

し
、
所
属

議
員

が
１

人
で

あ
る

会
派
の

当
該

所
属

議
員

が
辞

職
し
、
失
職

し
、
死
亡

し
、
若

し
く

は
除

名
さ

れ
、
議
会
が

解
散

し
、
議

員
の

任
期

が
満
了

し
、
又
は

交
付

対
象

議
員
で

な
く
な

っ
た

場
合

に
つ

い
て

準
用
す

る
。
こ

の
場

合
に
お

い

て
、
第
９

条
第

３
項

中
「

経
理

責
任
者

」
と

あ
る

の
は
「
経

理
責
任

者
で

あ
っ

た
者
（
所

属
議
員

が
１

人
で

あ
る

会
派
の

当
該

所
属

議
員

が
死

亡
し

た
場

合
に
あ

っ
て

は
、
そ

の
相
続

人
そ
の

他
の

一
般

承
継

人
）」

と
、「

交
付

対
象

議
員

」
と
あ

る
の

は
「
交

付
対

象
議

員
で
あ

っ
た
者
（

交
付

対
象

議
員
が

死
亡
し

た
場

合
に

あ
っ

て
は

、
そ

の
相

続
人

そ
の

他
の
一

般

承
継

人
）
」
と

読
み

替
え

る
も
の
と

す
る

。
 

４
 

要
請

・
陳

情
活

動
費
 

会
派

又
は

交
付

対
象

議
員

が
国

等

に
対

す
る

要
請

又
は

陳
情

の
活

動
を

行
う

の
に

要
す

る
経

費
 

印
刷

製
本

費
、

旅
費

等
 

５
 

会
議

費
 

会
派

又
は

交
付

対
象

議
員

が
各

種

会
議

を
開

催
し

、
又

は
他

の
団

体
等

が
開

催
す

る
意

見
交

換
会

等
各

種
会

議
に

参
加

す
る

の
に

要
す

る
経

費
 

会
場

借
上

料
、
委
託

料
、
食

糧
費

、
印

刷
製

本
費

、
消

耗
品

費
、

資
料

購
入
費

、

旅
費

、
出

席
負

担
金

等
 

６
 

資
料

費
 

会
派

又
は

交
付

対
象

議
員

が
そ

の

活
動

に
必

要
と

す
る

資
料

を
購

入

し
、
若
し

く
は

利
用

し
、
又
は
作

成
す

る
の

に
要

す
る

経
費
 

印
刷

製
本

費
、
委

託
料
、
図
書
雑

誌
購

入
費
、
新
聞

購
読

料
、
デ

ー
タ
ベ
ー

ス
利

用
料

等
 

７
 

人
件

費
 

会
派

又
は

交
付

対
象

議
員

が
そ

の

活
動

の
補

助
者

を
雇

用
す

る
の

に
要

す
る

経
費
 

報
酬
・
日

当
、
交

通
費

、
社
会
保

険
料

等
 

８
 

事
務

費
 

会
派

又
は

交
付

対
象

議
員

が
そ

の

活
動

に
係

る
事

務
を

処
理

す
る

の
に

要
す

る
経

費
 

消
耗

品
費
、
事
務

機
器
・
備
品
等
賃

借

料
、
事
務

機
器
・
備
品

等
購

入
費
、
電
話

料
、

送
料

等
 

９
 

事
務

所
費
 

会
派

又
は

交
付

対
象

議
員

が
そ

の

活
動

に
必

要
な

事
務

所
の

設
置

及
び

管
理

に
要

す
る

経
費
 

事
務

所
賃

借
料

、
維

持
管

理
費

等
 

３
 

川
崎

市
議

会
の

政
務

活
動

費
の
交

付
等

に
関

す
る

条
例

施
行
規

則
（

平
成

13
年
規

則
第

16
号
）
 

（
趣

旨
）
 

第
１

条
 

こ
の

規
則

は
、

川
崎

市
議
会

の
政

務
活

動
費

の
交

付
等
に

関
す

る
条

例
（

平
成

13
年
川

崎
市

条
例
第

11
号

。

以
下

「
条

例
」

と
い

う
。
）
の
実

施
の
た

め
必

要
な

事
項

を
定

め
る
も

の
と

す
る

。
 

（
用

語
）
 

第
２

条
 

こ
の

規
則

で
使

用
す

る
用
語

の
意

義
は

、
条

例
で

使
用
す

る
用

語
の

例
に

よ
る

。
 

（
交

付
日

）
 

第
３

条
 

条
例

第
４

条
第

１
項

の
規
則

で
定

め
る

交
付

日
は

毎
月

1
0
日
と

す
る

。
た
だ

し
、
そ

の
日

が
川

崎
市

の
休

日

を
定

め
る

条
例

（
平

成
元

年
川

崎
市
条

例
第

16
号
）

第
１

条
第
１

項
に

掲
げ

る
市

の
休

日
（
以

下
「

休
日

」
と

い
う

。）

に
当

た
る

と
き

は
、

休
日

の
前

日
を
交

付
日

と
す

る
。
 

２
 

条
例

第
４

条
第

６
項
（
た

だ
し
書

を
除

く
。
）
の
規

定
に

よ
り
政

務
活

動
費

を
交

付
す

る
場
合

に
あ

っ
て

は
、
前
項

の

規
定

に
か

か
わ

ら
ず

、
市

長
が

指
定
す

る
日

を
交

付
日

と
す

る
。
 

（
政

務
活

動
費

交
付

申
請

書
及

び
政
務

活
動

費
交

付
決

定
通

知
書
）
 

第
４

条
 

条
例

第
５

条
第

１
項

の
規
定

に
よ

る
申

請
は
、
政

務
活
動

費
交

付
申

請
書
（
会

派
用
）（

第
１
号

様
式
）
又
は

政

務
活

動
費

交
付

申
請

書
（

交
付

対
象
議

員
用

）（
第
１

号
様
式

の
２
）

に
よ

る
も

の
と

す
る

。
 

２
 

条
例

第
５

条
第

２
項

の
規

定
に
よ

る
通

知
は

、
政

務
活

動
費
交

付
決

定
通

知
書
（
第

２
号
様

式
）
に

よ
る
も

の
と
す

る
。
 

（
政

務
活

動
費

交
付

申
請

事
項

変
更
届

）
 

第
５

条
 

条
例

第
６

条
の

規
定

に
よ
る

届
出

は
、
政

務
活
動

費
交
付

申
請

事
項

変
更

届
（

会
派

用
）（

第
３
号

様
式

）
又

は

政
務

活
動

費
交

付
申

請
事

項
変

更
届
（

交
付

対
象

議
員

用
）（

第
３
号

様
式

の
２

）
に

よ
る

も
の
と

す
る

。
 

（
政

務
活

動
費

増
額

交
付

申
請

書
及
び

政
務

活
動

費
増

額
交

付
決
定

通
知

書
）
 

第
６

条
 

条
例

第
７

条
第

１
項

の
規
定

に
よ

る
申

請
は

、
政

務
活
動

費
増

額
交

付
申

請
書
（
第

４
号

様
式

）
に

よ
る
も

の

と
す

る
。
 

２
 

条
例

第
７

条
第

２
項

の
規

定
に
よ

る
通

知
は

、
政

務
活

動
費
増

額
交

付
決

定
通

知
書
（
第

５
号

様
式

）
に

よ
る
も

の

と
す

る
。
 

（
政

務
活

動
費

減
額

等
決

定
通

知
書
）
 

第
７

条
 

条
例

第
８

条
第

２
項

の
規
定

に
よ

る
通

知
は

、
政

務
活
動

費
減

額
等

決
定

通
知

書
（

第
６

号
様

式
）
に
よ
る

も

の
と

す
る

。
 

（
請

求
書

の
提

出
）
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1 

監
査
の
結
果
 

第
１
 

監
査
委
員
の

除
斥

 

本
件
措
置
請

求
に

お
い

て
、
浅

野
文

直
監

査
委

員
及

び
山

田
晴

彦
監

査
委

員
に

つ
い

て
は

、
地

方
自

治
法
（
昭
和

２
２

年
法

律
第

６
７

号
。
以

下
「

法
」
と

い
う

。
）
第

１
９

９
条

の
２

の
規

定
に

よ
り

除

斥
と
し
た
。
 

第
２
 

請
求
の
受
付

 

 
１
 

請
求
の
内

容
 

本
件
措
置
請

求
は

、
別

紙
１
（

事
実

証
明

書
は

添
付

省
略

）
の

と
お

り
、
市

が
秋

田
恵

議
員

に
対

す

る
違

法
な

支
出

に
充

て
ら

れ
た

政
務

活
動

費
の

返
還

請
求

権
を

行
使

す
る

こ
と

を
怠

っ
て

い
る

こ
と

か
ら
、
こ
れ
を

行
使

す
る

よ
う

川
崎

市
長

に
対

し
勧

告
す

る
こ

と
を

求
め

て
い

る
。

 

２
 

請
求
の
受
理

 

本
件
措
置
請

求
は

、
所

定
の

要
件

を
具

備
し

て
い

る
も

の
と

認
め

、
令

和
３

年
７

月
２

日
付

け
で

こ

れ
を
受
理
し
、

監
査

対
象

局
を

議
会

局
と

し
た

。
 

第
３
 

監
査
の
実
施

 

 
１
 

請
求
人
の

陳
述

 

監
査
の
実
施

に
当

た
り

、
法

第
２

４
２

条
第

７
項

の
規

定
に

基
づ

き
、
令

和
３

年
７

月
２

８
日

、
請

求
人
か
ら
陳
述

の
聴

取
を

行
っ

た
。
請

求
人

の
陳

述
の

際
、
同

条
第

８
項

の
規

定
に

基
づ

き
、
議

会
局

の
職
員
の
立
会

い
が

あ
っ

た
。

 

請
求
人
が
本

件
措

置
請

求
の

要
旨

を
補

足
し

た
内

容
は

、
お

お
む

ね
別

紙
２

の
と

お
り

で
あ

る
。

 

な
お
、
別
紙
２

に
は

、
陳

述
を

同
時

に
行

っ
た

政
務

活
動

費
に

係
る

監
査

結
果
（

令
和

３
年

８
月

１

９
日
付
け
３
川

監
第

４
４

７
号

）
の

内
容

を
含

む
。

 

 
２
 

関
係
人
調

査

法
第
１
９
９

条
第

８
項

の
規

定
に

基
づ

き
、
令

和
３

年
７

月
３

０
日

、
本

件
措

置
請

求
に

係
る

事
実

関
係
の
確
認
の

た
め

、
関

係
人

調
査

を
行

っ
た

。
 

関
係
人
調
査

の
対

象
は

、
秋

田
恵

議
員

と
し

た
。

 

 
３
 

監
査
対
象

事
項

本
件

政
務

活
動

費
の

支
出

に
関

し
て

、
市

長
に

違
法

又
は

不
当

に
財

産
の

管
理

を
怠

る
事

実
が

あ

る
か
を
監
査
対

象
と

し
た

。
 

（
別

紙
）

 

３
川

監
第

４
４

９
号
 

令
和

３
年

８
月

１
９

日
 

 
 

金
 

屋
 

隼
 

斗
 

様
 

川
崎

市
監

査
委

員
 

 
寺

 
岡

 
章

 
二

 
 

 
 

同
 

 
 

 
 

 
 

 
植

 
村

 
京

 
子

 
 

 
 

川
崎

市
職

員
措

置
請

求
に

つ
い

て
（

通
知

）
 

令
和

３
年

７
月

２
日

付
け

を
も

っ
て

受
理

し
た

標
記

の
請

求
に

つ
い

て
、

地
方

自
治

法
（

昭
和

２

２
年

法
律

第
６

７
号

）
第

２
４

２
条

第
５

項
の

規
定

に
基

づ
き

監
査

を
実

施
し

ま
し

た
の

で
、

そ
の

結
果

を
次

の
と

お
り

通
知

し
ま

す
。
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(
ｴ
)
 

執
行
に

あ
た

っ
て

の
原

則
 

政
務

活
動

費
の

使
途

に
つ

い
て

は
、
指

針
に

よ
る

ほ
か

、
会

派
又

は
交

付
対

象
議

員
の

自
律

的
な

判
断

に
委

ね
ら

れ
て

い
る

た
め

、
政

務
活

動
費

が
調

査
研

究
そ

の
他

の
活

動
に

資
す

る

た
め

必
要

な
経

費
を

賄
う

も
の

で
あ

る
こ

と
を

踏
ま

え
、

会
派

及
び

交
付

対
象

議
員

の
責

任

に
お

い
て

適
正

な
執

行
に

努
め

る
こ

と
と

す
る

。
 

政
務

活
動

費
が

公
金

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

使
途

内
容

に
つ

い
て

の
透

明
性

確
保

が
求

め
ら

れ
て

い
る

た
め

、
会

派
又

は
交

付
対

象
議

員
に

お
い

て
市

民
へ

の
説

明
責

任
を

果
た

す
と

と

も
に

、
支

出
伝

票
及

び
政

務
活

動
記

録
票

に
お

け
る

説
明

の
充

実
等

に
努

め
る

こ
と

と
す

る
。
 

イ
 

政
務
活

動
費

の
交

付
対

象
と

充
て

る
こ

と
が

で
き

る
経

費
 

政
務

活
動

費
の

交
付

対
象

は
、

条
例

第
３

条
で

は
、

会
派

及
び

当
該

会
派

の
議

員
で

、
 

 
 

 

議
員
１
人

当
た

り
に

お
い

て
①

会
派

に
対

し
て

月
額

４
５

０
，
０

０
０

円
又

は
②

会
派
・
議

員
に

対
し
て
会

派
に

月
額

５
０

，
０

０
０

円
、
議

員
に

月
額

４
０

０
，
０

０
０

円
の

い
ず

れ
か

の
選

択

制
と
し
て

、
所

属
議

員
数

を
乗

じ
て

得
た

額
を

会
派

に
交

付
す

る
と

し
て

い
る

。
 

政
務
活

動
費

を
充

て
る

こ
と

が
で

き
る

経
費

の
範

囲
は

、
条

例
第

１
０

条
別

表
に

、
次

の
と

お

り
規
定
さ

れ
て

い
る

。
 

経
費

の
区

分
 

支
出

で
き

る
経

費
 

内
容

 
種

類
 

１
 

調
査

研
究

費
 

会
派

又
は

交
付

対
象

議
員

が
市

の
事

務
、

地
方

行
財

政
等

に
関

し

て
調

査
研

究
を

す
る

の
に

要
す

る

経
費

 

会
場

借
上

料
、

委
託

料
、

講
師

謝

礼
、

食
糧

費
、

印
刷

製
本

費
、

消

耗
品

費
、

資
料

購
入

費
、

旅
費

、

バ
ス

等
借

上
料

、
出

席
負

担
金

等

２
 

研
修

費
 

会
派

又
は

交
付

対
象

議
員

が
研

修
会

を
開

催
し

、
又

は
他

の
団

体

等
が

開
催

す
る

研
修

会
に

参
加

す

る
の

に
要

す
る

経
費

 

会
場

借
上

料
、

委
託

料
、

講
師

謝

礼
、

食
糧

費
、

印
刷

製
本

費
、

消

耗
品

費
、

資
料

購
入

費
、

旅
費

、

出
席

負
担

金
等

 

３
 

広
報

・
広

聴
費

 
会

派
又

は
交

付
対

象
議

員
が

そ

の
活

動
若

し
く

は
市

政
に

つ
い

て

市
民

に
広

報
し

、
又

は
市

民
の

要

望
、

意
見

等
の

聴
取

若
し

く
は

市

民
相

談
を

行
う

の
に

要
す

る
経

費

会
場

借
上

料
、

印
刷

製
本

費
、

ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
等

製
作

費
、

食
糧

費
、

送
料

、
旅

費
等

 

４
 

要
請

・
陳

情
活

動
費
 

会
派

又
は

交
付

対
象

議
員

が
国

等
に

対
す

る
要

請
又

は
陳

情
の

活

動
を

行
う

の
に

要
す

る
経

費
 

印
刷

製
本

費
、

旅
費

等
 

５
 

会
議

費
 

会
派

又
は

交
付

対
象

議
員

が
各

会
場

借
上

料
、

委
託

料
、

食
糧

2 

第
４
 
監
査
の
結
果
 

 
１
 
前
提
事
実
の
確
認
等
 

関
係
各
資
料
の
調
査
の
結
果
、
本
件
に
関
す
る
前
提
事
実
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
 

 
 
(
1
)
 
政
務
活
動
費
に
つ
い
て
 

ア
 
概
要
 

政
務
活
動
費
は
、
法
第
１
０
０
条
第
１
４
項
か
ら

第
１
６
項
ま
で
の
規
定
を
根
拠
と
す
る
も
の

で
、
川
崎
市
議
会
の
政
務
活
動
費
の
交
付
等
に
関
す

る
条
例
（
平
成
１
３
年
川
崎
市
条
例
第
１
１

号
。
以

下
「

条
例

」
と
い

う
。
）

及
び

川
崎

市
議
会

の
政
務

活
動

費
の

交
付
等

に
関
す

る
条

例
施

行
規
則
（
平
成
１
３
年
川
崎
市
規
則
第
１
６
号
。
以
下
「
規
則
」
と
い
う
。
）
に
基
づ
き
、
会
派
及

び
議
員
に
対
し
、
川
崎
市
議
会
議
員
の
調
査
研
究
そ

の
他
の
活
動
に
資
す
る
た
め
必
要
な
経
費
の

一
部
と
し
て
交
付
さ
れ
る
。
市
政
に
関
す
る
会
派
及

び
議
員
の
調
査
研
究
そ
の
他
の
活
動
を
充
実

し
、
議
会
の
審
議
能
力
の
向
上
、
議
会
の
活
性
化
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
も
の
で
あ

り
、
川
崎
市
議
会
が
作
成
し
た
「
政
務
活
動
費
の
運
用
指
針
（
以
下
「
指
針
」
と
い
う
。
）
」
に
よ

る
と
、
そ
の
使
途
に
つ
い
て
市
民
に
説
明
責
任
を
負

う
こ
と
を
認
識
し
て
、
適
正
に
使
用
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
 

ま
た
、
政
務
活
動
費
の
運
用
の
基
本
的
指
針
と
し
て
、
次
の
４
点
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
 

(
ｱ
)
 
政
務
活
動
に
つ
い
て
 

普
通
地
方
公
共
団
体
の
議
会
は
、
条
例
の
制
定

及
び
改
廃
、
予
算
の
決
定
、
重
要
な
契
約
の

締
結
並
び
に
財
産
の
取
得
及
び
処
分
等
に
つ
い
て
議
決
権
を
有
す
る
。
 

さ
ら
に
は
、
近
時
の
社
会
情
勢
の
複
雑
化
に
伴

い
、
多
様
化
・
高
度
化
す
る
地
域
住
民
の
要

求
に

応
え

る
た

め
の

行
政

施
策

等
に

対
す

る
迅

速
か

つ
適

切
な

審
議

が
求

め
ら

れ
て

い
る

。

こ
う

し
た

中
、

議
会

の
構

成
員

で
あ

る
議

員
な

い
し

会
派

に
は

、
地

方
行

政
等

に
関

す
る

諸

制
度
、
当
該
地
方
公
共
団
体
の
抱
え
る
政
治
的
、
行
政
的
諸
課
題
、
さ
ら
に
は
諸
外
国
の
動
向

等
に

対
す

る
広

範
な

知
識

が
必

要
と

さ
れ

、
こ

れ
ら

に
つ

い
て

の
不

断
の

調
査

研
究

等
の

活

動
が

不
可

欠
と

な
っ

て
お

り
、

議
員

活
動

の
活

性
化

を
図

る
た

め
、

要
す

る
経

費
の

一
部

を

政
務
活
動
費
と
し
て
交
付
す
る
も
の
で
あ
る
。
 

(
ｲ
)
 
実
費
弁
償
の
原
則
 

政
務
活
動
費
は
、
市
政
調
査
研
究
そ
の
他
の
活
動
の
た
め
に
、
実
際
に
要
し
た
費
用
に
充
当

す
る
実
費
弁
償
を
原
則
と
す
る
。
 

(
ｳ
)
 
按
分
に
よ
る
支
出
 

会
派

及
び

議
員

に
よ

る
、
「

調
査

研
究

そ
の

他
の

活
動

」
（

政
務

活
動

）
と

、
そ

れ
以

外
の

「
政
党
活
動
」
、「

選
挙
活
動
」
、「

後
援
会
活
動
」
な
ど
が
渾
然
一
体
と
な
っ
て
行
わ
れ
、
調
査

研
究

そ
の

他
の

活
動

に
資

す
る

部
分

が
明

ら
か

で
無

い
場

合
は

、
全

額
を

政
務

活
動

費
に

よ

っ
て

支
出

す
る

こ
と

は
不

適
当

で
あ

り
、

他
の

活
動

の
実

績
に

応
じ

て
按

分
し

支
出

す
る

按

分
の
考
え
方
を
導
入
す
べ
き
も
の
と
考
え
る
。
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会
派

の
代

表
者

及
び

交
付

対
象

議
員

は
、
交

付
翌

年
度

の
４

月
３

０
日

ま
で

に
、
交

付
に

係

る
収
入

及
び

支
出

に
つ

い
て

議
長

に
報

告
す

る
。
こ

の
場

合
、
収

支
報

告
書

の
ほ

か
、
支

出
伝

票
一
覧

表
（

写
し

）
、
支

出
伝

票
（

写
し

）
、
領

収
書

等
（

写
し

）
、
政

務
活

動
記

録
票
（

写
し

）

等
を
提

出
す

る
。
議

長
は

、
こ

れ
ら

の
提

出
が

あ
っ

た
と

き
は

、
速

や
か

に
そ

の
写

し
を

市
長

に
提
出

す
る

。
 

(
ｶ
)
 

剰
余

金
の

返
還

（
条

例
第

１
２

条
、

規
則

第
１

１
条

）
 

交
付

さ
れ

た
政

務
活

動
費

に
剰

余
金

が
生

じ
た

場
合

、
会

派
の

代
表

者
及

び
交

付
対

象
議

員
は
、

市
長

の
発

行
す

る
納

付
書

に
よ

り
、

速
や

か
に

返
還

を
行

う
。

 

(
ｷ
)
 

議
会

局
に

よ
る

点
検

・
確

認
作

業
、

閲
覧

準
備

等
（

指
針

）
 

議
会

局
は

、
会

派
の

代
表

者
又

は
交

付
対

象
議

員
か

ら
提

出
さ

れ
た

収
支

報
告

書
等

を
閲

覧
に
供

す
る

に
当

た
り

、
記

載
・
押

印
漏

れ
、
添

付
書

類
の

不
備

、
費

用
弁

償
と

の
重

複
、
按

分
率

等
の

説
明

漏
れ

及
び

合
計

額
等

の
確

認
な

ど
の

形
式

的
要

件
の

確
認

を
行

う
と

と
も

に
、

個
人
情

報
の

マ
ス

キ
ン

グ
を

行
う

。
 

(
ｸ
)
 

収
支

報
告

書
等

の
閲

覧
（

条
例

第
１

５
条

、
規

則
第

１
４

条
）

 

議
長

は
、

交
付

翌
年

度
の

６
月

３
０

日
か

ら
収

支
報

告
書

等
を

一
般

の
閲

覧
に

供
す

る
。

 

(
ｹ
)
 

関
係

帳
簿

の
保

管
（

規
則

第
９

条
、

指
針

）
 

会
派

の
経

理
責

任
者

及
び

交
付

対
象

議
員

は
、
収

支
報

告
書

、
支

出
伝

票
一

覧
表

、
支

出
伝

票
、
領
収

書
等

、
会

計
帳

簿
関

係
書

類
、
事

務
所

台
帳

等
を

収
支

報
告

書
提

出
日

の
属

す
る

年

度
の
翌

年
度

の
４

月
１

日
か

ら
起

算
し

て
５

年
間

保
管

す
る

。
 

(
2
)
 
秋
田
恵
議

員
（

以
下

「
秋

田
議

員
」

と
い

う
。
）

に
よ

る
支

出
に

つ
い

て
 

請
求
人
が

対
象

と
し

て
い

る
令

和
２

年
度

の
政

務
活

動
費

の
支

出
は

、
次

の
と

お
り

で
あ

る
。

 

ア
 

広
報
・
広

聴
費

と
し

て
、

武
中

桂
（

以
下

「
Ｘ

氏
」

と
い

う
。
）

に
対

し
、

令
和

３
年

３
月

２

６
日
付
け

で
２

９
４

，
５

７
１

円
を

支
出

し
た

。
 

イ
 

調
査
研
究

費
と

し
て

、
合

同
会

社
Ｍ

ｏ
ｒ

ｉ
 

Ｌ
ａ

ｂ
ｏ

（
以

下
「

Ａ
社

」
と

い
う

。
）

に
対

し
、
令
和

２
年

６
月

２
９

日
付

け
、
同

年
７

月
３

０
日

付
け

、
同

年
１

０
月

１
５

日
付

け
、
同

年

１
２
月
２

１
日

付
け

、
同

年
１

２
月

２
２

日
付

け
及

び
令

和
３

年
３

月
１

１
日

付
け

で
合

計
３

，

６
３
０
，

０
０

０
円

を
支

出
し

た
。

 

２
 

監
査
委
員

の
判

断
 

(
1
)
 

政
務
活

動
費

の
性

格
に

つ
い

て
 

法
第
１
０

０
条

第
１

４
項

で
は

、
「

普
通

地
方

公
共

団
体

は
、

条
例

の
定

め
る

と
こ

ろ
に

よ
り

、

そ
の
議
会
の

議
員

の
調

査
研

究
そ

の
他

の
活

動
に

資
す

る
た

め
必

要
な

経
費

の
一

部
と

し
て

、
そ

の
議
会
に
お

け
る

会
派

又
は

議
員

に
対

し
、

政
務

活
動

費
を

交
付

す
る

こ
と

が
で

き
る

」
と

し
、

条
例
第
２
条

で
は

、
「

会
派

（
所

属
議

員
が

１
人

で
あ

る
場

合
を

含
む

。
以

下
同

じ
。
）

及
び

議
員

は
、
政
務
活

動
費

の
交

付
が

、
市

政
に

関
す

る
会

派
及

び
議

員
の

調
査

研
究

そ
の

他
の

活
動

を
充

4 

種
会
議
を
開
催
し
、
又
は
他
の
団

体
等
が
開
催
す
る
意
見
交
換
会
等

各
種
会
議
に
参
加
す
る
の
に
要
す

る
経
費
 

費
、
印
刷
製
本
費
、
消
耗
品
費
、

資
料
購
入
費
、
旅
費
、
出
席
負
担

金
等
 

６
 
資
料
費
 

会
派
又
は
交
付
対
象
議

員
が
そ

の
活
動
に
必
要
と
す
る
資
料
を
購

入
し
、
若
し
く
は
利
用
し
、
又
は

作
成
す
る
の
に
要
す
る
経
費
 

印
刷
製
本
費
、
委
託
料
、
図
書
雑

誌
購
入
費
、
新
聞
購
読
料
、
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
利
用
料
等
 

７
 
人
件
費
 

会
派
又
は
交
付
対
象
議

員
が
そ

の
活
動
の
補
助
者
を
雇
用
す
る
の

に
要
す
る
経
費
 

報
酬
・
日
当
、
交
通
費
、
社
会
保

険
料
等
 

８
 
事
務
費
 

会
派
又
は
交
付
対
象
議

員
が
そ

の
活
動
に
係
る
事
務
を
処
理
す
る

の
に
要
す
る
経
費
 

消
耗
品
費
、
事
務
機
器
・
備
品
等

賃
借
料
、
事
務
機
器
・
備
品
等
購

入
費
、
電
話
料
、
送
料
等
 

９
 
事
務
所
費
 

会
派
又
は
交
付
対
象
議

員
が
そ

の
活
動
に
必
要
な
事
務
所
の
設
置

及
び
管
理
に
要
す
る
経
費
 

事
務
所
賃
借
料
、
維
持
管
理
費
等

ウ
 
交
付
等
の
事
務
手
続
の
流
れ
 

(
ｱ
)
 
交
付
申
請
手
続
（
条
例
第
５
条
第
１
項
）
 

政
務

活
動

費
の

交
付

を
受

け
よ

う
と

す
る

と
き

は
、

会
派

の
代

表
者

及
び

交
付

対
象

議
員

は
、
年
度
当
初
に
議
長
を
経
由
し
て
市
長
に
申
請
す
る
。
 

(
ｲ
)
 
交
付
決
定
（
条
例
第
５
条
第
２
項
）
 

市
長
は
、
交
付
申
請
が
あ
っ
た
と
き
は
、
そ
の
内
容
を
審
査
し
、
交
付
の
決
定
を
し
た
と
き

は
、
議
長
を
経
由
し
て
会
派
の
代
表
者
又
は
交
付
対
象
議
員
に
通
知
す
る
。
 

(
ｳ
)
 
支
出
請
求
（
規
則
第
３
条
、
第
８
条
）
 

会
派
の
代
表
者
及
び
交
付
対
象
議
員
は
、
毎
月
政
務
活
動
費
の
請
求
を
行
う
。
政
務
活
動
費

は
毎
月
１
０
日
に
交
付
さ
れ
る
。
 

(
ｴ
)
 
政
務
活
動
費
の
活
用
、
整
理
・
調
製
（
条
例
第
９
条
、
指
針
）
 

政
務

活
動

費
の

交
付

を
受

け
て

い
る

会
派

は
、

政
務

活
動

費
に

関
す

る
経

理
を

的
確

に
処

理
す
る
た
め
、
所
属
議
員
の
中
か
ら
経
理
責
任
者
１
人
を
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、

交
付

対
象

議
員

は
、

交
付

を
受

け
た

政
務

活
動

費
の

経
理

を
的

確
に

処
理

し
な

け
れ

ば
な

ら

な
い
。
政
務
活
動
費
を
活
用
す
る
際
に
は
、
支
出
伝
票
の
作
成
、
領
収
書
等
整
理
（
支
出
伝
票

に
貼
付
等
）
、
会
計
帳
簿
の
記
帳
等
を
行
う
。
ま
た

、
四
半
期
ご
と
に
支
出
伝
票
、
領
収
書
等
、

会
計
帳
簿
等
の
整
理
・
調
製
を
行
う
。
 

(
ｵ
)
 
収
支
報
告
書
等
の
提
出
（
条
例
第
１
１
条
、
指
針
）
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と
か
ら

、
按

分
を

行
わ

な
い

こ
と

と
し

た
と

し
て

い
る

。
 

(
ｲ
)
 

判
断

 

指
針

に
よ

る
と

、「
広

報
・
広

聴
費

は
、
会

派
又

は
交

付
対

象
議

員
が

そ
の

活
動

若
し

く
は

市
政

に
つ

い
て

市
民

に
広

報
し

、
又

は
市

民
の

要
望

、
意

見
等

の
聴

取
若

し
く

は
市

民
相

談

を
行
う

の
に

要
す

る
経

費
」

と
し

て
い

る
。

 

そ
こ

で
検

討
す

る
に

、
秋

田
議

員
と

Ｘ
氏

と
の

間
に

、
契

約
書

等
は

作
成

さ
れ

て
お

ら
ず

、

具
体

的
な

契
約

内
容

が
不

明
で

あ
る

が
、

秋
田

議
員

の
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
が

存
在

し
、

こ
の

情

報
を
維

持
管

理
す

る
費

用
と

し
て

一
定

額
の

支
出

が
必

要
で

あ
る

こ
と

は
認

め
ら

れ
る

。
 

し
た

が
っ

て
、
上

記
広

報
・
広

聴
費

の
支

出
と

し
て

、
契

約
書

等
を

作
成

し
て

お
ら

ず
、
そ

の
経

緯
に

つ
い

て
十

分
に

説
明

責
任

を
果

た
し

て
い

る
と

は
言

い
難

い
も

の
の

、
こ

れ
を

直

ち
に
不

適
正

と
ま

で
認

め
る

こ
と

は
困

難
で

あ
る

。
 

令
和

３
年

８
月

１
０

日
に

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

を
調

査
し

た
と

こ
ろ

、
「

当
ウ

ェ
ブ

サ
イ

ト
は

、

秋
田
め

ぐ
み

と
“

川
崎

の
魅

力
”
を

伝
え

る
会
（

以
下
「

当
会

」
）
の

事
業

内
容

等
を

紹
介

す

る
サ

イ
ト

で
す

」
と

の
記

載
が

あ
る

が
、

こ
の

ペ
ー

ジ
は

個
人

情
報

の
保

護
等

に
関

す
る

プ

ラ
イ

バ
シ

ー
ポ

リ
シ

ー
を

記
載

し
た

も
の

で
あ

り
、

活
動

内
容

を
記

載
し

た
も

の
で

は
な

い

こ
と
か

ら
、

直
ち

に
按

分
を

要
す

る
と

ま
で

は
認

め
る

こ
と

は
困

難
で

あ
る

。
 

し
た

が
っ

て
、

本
件

支
出

が
違

法
で

あ
る

と
の

請
求

人
の

上
記

主
張

は
理

由
が

な
い

。
 

イ
 

調
査
研
究

費
に

つ
い

て
 

請
求
人
は

、
合

計
３

６
３

万
円

の
調

査
研

究
費

の
支

出
に

つ
い

て
、
そ

の
支

出
先

で
あ

る
Ａ

社

は
、
そ
の

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

に
占

い
に

関
す

る
記

載
が

あ
る

の
み

で
、
調

査
研

究
に

関
す

る
専

門
的

知
見
、
情

報
収

集
力

、
調

査
や

デ
ー

タ
解

析
、
関

係
法

案
の

整
理

、
課

題
の

抽
出

、
解

説
の

提
供

な
ど
を
す
る

こ
と

が
で

き
る

事
業

者
で

あ
る

と
は

考
え

ら
れ

ず
、
政

務
活

動
に

関
す

る
調

査
研

究

の
委
託

先
と

し
て

選
定

と
し

た
理

由
に

疑
義

が
あ

り
、

ま
た

、
金

額
も

高
額

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

政
務
活
動
費

に
求

め
ら

れ
る

透
明

性
、
適

正
性

に
反

し
、
当

該
支

出
は

認
め

ら
れ

な
い

旨
主

張
し

て
い
る
。
 

以
下
、
本

件
支

出
が

違
法

と
い

え
る

か
に

つ
い

て
検

討
す

る
。

 

(
ｱ
)
 

調
査

結
果

 

関
係

人
の

提
出

資
料

及
び

調
査

に
よ

っ
て

認
め

ら
れ

た
事

実
は

以
下

の
と

お
り

で
あ

る
。

 

Ａ
社

は
、
履

歴
事

項
全

部
証

明
書

に
よ

る
と

、
占

い
の

ほ
か

、
人

材
育

成
、
企
業

戦
略

の
立

案
な

ど
１

８
の

目
的

を
掲

げ
る

法
人

で
あ

る
（

秋
田

議
員

提
出

資
料

別
紙

Ａ
）
。

 

調
査

研
究

に
関

し
、
秋

田
議

員
は

、
Ａ

社
と

コ
ン

サ
ル

テ
ィ

ン
グ

契
約

を
締

結
し

て
お

り
、

報
酬

に
つ

い
て

は
、

依
頼

１
件

当
た

り
１

０
０

万
円

以
内

で
５

万
円

単
位

と
定

め
ら

れ
て

い

る
（

秋
田

議
員

提
出

資
料

別
紙

Ｂ
－

２
）
。

 

令
和

２
年

度
に

実
施

し
た

調
査

の
内

容
は

次
の

と
お

り
で

あ
る

。
 

支
出

伝
票

件
名

金
額

（
円

）
支

出
日

6 

実
し
、
議
会
の
活
性
化

に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
る
こ
と
を
認
識
し

、
政
務
活
動
費
を
適

正
に
使
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
し
て
い
る
。

 

こ
れ
ら
の
政
務
活
動
費
に
関
し
て
、「

議
員
の
調
査

研
究
活
動
は
多
岐
に
わ
た
り
、
個
々
の
経
費

の
支
出
が
こ
れ
に
必
要

か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
議

員
の
合
理
的
判
断
に
委
ね

ら
れ
る
部
分
が
あ
る
」

（
最
高
裁
第
三
小
法
廷

平
成
２
２
年
３
月
２
３
日

判
決
）
と
さ
れ
、
政
務
活

動
費
の
執
行
に
つ
い

て
「
監
査
委
員
を
含
め

区
の
執
行
機
関
が
、
実
際

に
行
わ
れ
た
政
務
調
査
活

動
の
具
体
的
な
目
的

や
内
容
等
に
立
ち
入
っ

て
そ
の
使
途
制
限
適
合
性

を
審
査
す
る
こ
と
を
予
定

し
て
い
な
い
と
解
さ

れ
る
」
（
最
高
裁
第
一
小
法
廷
平
成
２
１
年
１
２
月
１
７
日
判
決
）
と
さ
れ
て
い
る
。
 

こ
れ
ら
の
判
例
の
趣
旨

を
踏
ま
え
る
と
、
政
務
調

査
費
の
後
身
で
あ
る
政
務

活
動
費
は
、
関
係

法
令
を
遵
守
す
る
と
と

も
に
、
政
務
活
動
費
を
ど

の
よ
う
に
使
用
す
る
か
は

、
会
派
及
び
議
員
の

自
主
性
が
尊
重
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
一
方
で
、
政
務
活
動
費
が
市
の
公
金
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

使
途
内
容
に
つ
い
て
透
明
性
の
確
保
と
説
明
責
任
が

求
め
ら
れ
る
と
い
え
る
。
 

(
2
)
 
本

件
各
支
出
の
違
法
性
に
つ
い
て
 

ア
 
個
人
に
支
出
し
た
広
報
・
広
聴
費
に
つ
い
て
 

請
求
人
は
、
令
和
３
年
３
月
２
６
日
付
け
２
９
万

４
５
７
１
円
の
広
報
・
広
聴

費
の
支
出
に
つ

い
て
、
支
出
先
で
あ
る
Ｘ
氏
が
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成

や
管
理
に
関
す
る
専
門
家
で
は
な
く
、
私
的

流
用
の
疑
い
が
あ
る
こ
と
、
管
理
費
を
１
年
後
に
ま

と
め
て
一
括
で
支
出
す
る
な
ど
、
一
般
社
会

で
は

あ
り

え
な

い
ず

さ
ん

な
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
管

理
委

託
契

約
を

交
わ

し
て

い
る

と
考

え
ら

れ
る

こ
と
、
当
該
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、
秋
田
議
員
が
代
表
者
で
あ
る
政
治
団
体
「
秋
田
め
ぐ
み
と
川
崎

の
魅
力
を
伝
え
る
会
」
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
按
分
す
べ
き
こ
と
、
議
会
発
言
は

２
０
２
０
年
６
月
２
３
日
の
一
般
質
問
、
市
政
情
報

は
２
０
１
９
年
の
市
政
報
告
を
最
後
に
投
稿

さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
当
該
支
出
は
不
適
切
で
あ
る
旨
主
張
し
て
い
る
。
 

以
下
、
本
件
支
出
が
違
法
と
い
え
る
か
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
 

(
ｱ
)
 
調
査
結
果
 

関
係
人
の
提
出
資
料
及
び
調
査
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
た
事
実
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
 

支
出
伝
票
に
よ
る
と
、
上
記
広
報
・
広
聴
費
に
つ
い
て
は
経
費
を
按
分
す
る
こ
と
な
く
政
務

活
動
費
が
充
て
ら
れ
て
い
る
。
 

秋
田
議
員
に
よ
る
と
、
Ｘ
氏
に
自
身
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
管
理
を
依
頼
し
て
お
り
、
契
約
書

は
作

成
さ

れ
て

い
な

い
も

の
の

、
Ｘ

氏
は

、
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
作

成
及

び
管

理
の

技
術

を
習

得

し
、

事
業

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

の
作

成
や

管
理

を
行

っ
て

い
る

こ
と

か
ら

、
技

術
力

に
は

問
題

は

な
い
こ
と
、
ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
つ
い
て
は
、
秋
田
議
員
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
と
連
動
し
て
お
り
、

随
時
新
し
い
情
報
に
更
新
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
 

令
和

元
年

度
は

１
／

３
の

按
分

と
し

て
い

た
が

、
こ

れ
は

政
務

活
動

の
ほ

か
、

政
治

団
体

「
秋
田
め
ぐ
み
と
川
崎
の
魅
力
を
伝
え
る
会
」
、
地
域
政
党
あ
し
た
の
か
わ
さ
き
の
活
動
を
考

慮
し

た
も

の
で

あ
り

、
令

和
２

年
度

は
こ

れ
ら

の
活

動
に

関
す

る
記

述
を

全
て

削
除

し
た

こ
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額
が
著

し
く

高
額

で
あ

る
と

ま
で

認
め

る
こ

と
は

困
難

で
あ

る
。

 

し
た

が
っ

て
、

本
件

支
出

が
違

法
で

あ
る

と
の

請
求

人
の

上
記

主
張

は
理

由
が

な
い

。
 

 
 
(
3
)
 

結
論
 

以
上
の

と
お

り
、

本
件

各
支

出
に

つ
い

て
違

法
若

し
く

は
不

当
と

認
め

る
こ

と
は

で
き

な
い

か

ら
、
請
求

人
の

上
記

主
張

は
い

ず
れ

も
採

用
で

き
な

い
。

 

よ
っ
て

、
本

件
措

置
請

求
は

こ
れ

を
棄

却
す

る
。

 

 
３
 

意
見
 

監
査
結

果
は

以
上

の
と

お
り

で
あ

る
が

、
今

回
の

監
査

を
通

じ
て

、
監

査
委

員
と

し
て

の
意

見
を

述
べ
る
。
 

 
 

 
政
務
活

動
費

は
、

市
政

に
関

す
る

会
派

及
び

議
員

の
調

査
研

究
そ

の
他

の
活

動
を

充
実

し
、

議
会

の
審
議

能
力

の
向

上
、

議
会

の
活

性
化

に
資

す
る

こ
と

を
目

的
と

し
て

い
る

も
の

で
あ

り
、

会
派

及

び
議
員

は
、

そ
の

使
途

に
つ

い
て

市
民

に
説

明
責

任
を

負
う

こ
と

を
認

識
し

て
、

適
正

に
使

用
す

る

こ
と
が
求
め
ら

れ
て

い
る

。
 

 
 

 
今
回
の

監
査

に
お

い
て

、
議

会
局

に
提

出
さ

れ
た

収
支

報
告

書
を

確
認

し
た

が
、

支
出

伝
票

に
添

付
さ
れ
た
領
収

書
及

び
そ

の
他

証
拠

書
類

等
か

ら
支

出
の

詳
細

が
確

認
で

き
な

い
事

例
も

あ
っ

た
。

 

 
 

 
具
体
的
に

は
、
見

積
書

な
ど

の
書

面
を

徴
取

せ
ず

に
、
Ｓ

Ｎ
Ｓ

を
利

用
し

て
金

額
の

決
定

を
行

い
、

そ
の
過

程
が

分
か

ら
な

い
も

の
、

契
約

書
を

作
成

し
て

い
な

い
た

め
契

約
内

容
が

不
明

確
な

も
の

、

業
務
の

完
了

報
告

が
Ｓ

Ｎ
Ｓ

に
よ

っ
て

の
み

行
わ

れ
て

い
る

も
の

、
請

求
書

が
確

認
で

き
な

い
も

の

が
見
受
け
ら
れ

た
。

 

 
 

 
政
務
活

動
費

に
つ

い
て

は
、

個
々

の
支

出
の

金
額

や
支

出
先

、
活

動
の

目
的

、
内

容
等

全
て

を
詳

細
に
報

告
す

る
こ

と
ま

で
求

め
ら

れ
て

い
な

い
が

、
一

方
、

仙
台

地
裁

平
成

２
９

年
１

月
３

１
日

判

決
で
は

、
政

務
調

査
費

に
つ

い
て

「
政

務
調

査
費

の
支

出
が

本
件

使
途

基
準

に
合

致
す

る
か

否
か

に

つ
い
て

、
支

出
の

過
程

に
関

与
し

て
い

な
い

原
告

の
側

で
そ

の
詳

細
を

明
ら

か
に

す
る

こ
と

は
し

ば

し
ば
困

難
を

伴
う

と
言

わ
ざ

る
を

得
な

い
。

他
方

で
、

自
ら

政
務

調
査

費
を

支
出

し
た

被
告

ら
の

側

に
お
い

て
は

、
法

、
本

件
条

例
及

び
本

件
規

則
を

遵
守

し
て

政
務

調
査

費
を

支
出

し
て

い
る

と
さ

れ

る
以
上

、
支

出
が

本
件

使
途

基
準

に
合

致
す

る
こ

と
に

つ
い

て
合

理
的

な
説

明
を

す
る

こ
と

が
期

待

で
き
る
と
い
え

る
」

と
さ

れ
て

お
り

、
そ

の
適

正
な

執
行

が
求

め
ら

れ
る

。
 

 
 

 
会
派
及

び
議

員
に

お
い

て
は

、
引

き
続

き
政

務
活

動
費

が
公

金
で

あ
る

こ
と

を
意

識
し

、
使

途
内

容
に
つ

い
て

の
透

明
性

を
確

保
し

、
市

民
へ

の
説

明
責

任
を

果
た

す
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

支
出

伝

票
及
び
政
務
活

動
記

録
票

に
お

け
る

説
明

の
充

実
等

を
望

む
も

の
で

あ
る

。
 

8 

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関
す
る
調
査
研
究
費
 

4
4
0
,
0
0
0

令
和
２
年
６
月
２
９
日
 

保
育

料
の

日
割

り
計

算
に

関
す

る
調

査
研

究
費
 

3
3
0
,
0
0
0

令
和
２
年
７
月
１
０
日
 

屋
上
緑
化
に
関
す
る
調
査
研
究
費
 

4
4
0
,
0
0
0

令
和
２
年
１
０
月
１
５
日
 

ベ
ビ

ー
カ

ー
や

車
い

す
の

市
バ

ス
利

用
に

関
す
る
調
査
研
究
費
 

4
4
0
,
0
0
0

令
和
２
年
１
２
月
２
１
日
 

脱
炭
素
戦
略
（
Ｅ
Ｖ
モ
ビ
リ
テ
ィ
）
に
関
す

る
調
査
研
究
費
 

4
4
0
,
0
0
0

令
和
２
年
１
２
月
２
１
日
 

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
情
報
シ
ス
テ
ム
に
関

す
る
調
査
研
究
費
 

6
6
0
,
0
0
0

令
和
２
年
１
２
月
２
２
日
 

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
に
関
す
る
調
査
研
究
費
 

4
4
0
,
0
0
0

令
和
３
年
３
月
１
１
日
 

預
金
差
押
え
に
関
す
る
調
査
研
究
費
 

4
4
0
,
0
0
0

令
和
３
年
３
月
１
１
日
 

な
お
、
令
和
２
年
第
４
回
川
崎
市
議
会
定
例
会
に
お
い
て
、
保
育
園
の
日
割
り
計
算
に
関
す

る
質
問
、
令
和
２
年
決
算
審
査
特
別
委
員
会
に
お

い
て
、
屋
上
緑
化
に
関
す
る
質
問
、
令
和
２

年
第

６
回

川
崎

市
議

会
定

例
会

に
お

い
て

、
ベ

ビ
ー

カ
ー

や
車

い
す

の
市

バ
ス

利
用

及
び

脱

炭
素

戦
略

に
関

す
る

質
問

、
令

和
３

年
第

１
回

川
崎

市
議

会
定

例
会

に
お

い
て

、
国

民
健

康

保
険
滞
納
者
の
差
押
預
金
口
座
の
誤
り
に
関
す
る
質
問
が
行
わ
れ
て
い
る
。
 

秋
田
議
員
に
よ
る
と
、
Ａ
社
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
務
を
行
っ
て
い

る
法

人
で

、
一

般
に

は
連

絡
先

を
公

開
し

て
お

ら
ず

、
請

求
人

の
主

張
す

る
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ

は
Ａ

社
の

も
の

で
は

な
く

、
か

ね
て

よ
り

の
占

い
ブ

ラ
ン

ド
と

し
て

の
も

の
で

あ
る

と
し

て

い
る
。
 

秋
田
議
員
の
市
政
報
告
の
作
成
に
お
い
て
、
Ａ
社
で
は
、
調
査
か
ら
作
成
ま
で
を
一
貫
し
て

依
頼
で
き
る
こ
と
か
ら
委
託
先
と
し
て
選
定
し
、
そ
の
理
由
と
し
て
秋
田
議
員
が
、「

チ
ー
ム

無
所

属
」

に
所

属
し

て
い

た
際

、
難

航
し

て
い

た
情

報
の

整
理

に
つ

い
て

Ａ
社

に
調

査
を

依

頼
し

た
と

こ
ろ

、
き

ち
ん

と
し

た
エ

ビ
デ

ン
ス

を
提

示
し

た
上

で
報

告
が

あ
っ

た
た

め
、

有

益
で
あ
る
と
判
断
し
、
そ
の
後
の
調
査
等
を
依
頼
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
し
て
い
る
。
 

ま
た
、
金
額
に
つ
い
て
は
、
Ａ
社
と
事
前
に
相
談
の
上
、
決
定
し
た
と
し
て
い
る
。
 

(
ｲ
)
 
判
断
 

指
針
に
よ
る
と
、「

調
査
研
究
費
は
、
会
派
又

は
交
付
対
象
議
員
が
市
の
事
務
、
地
方
行
財

政
等
に
関
し
て
調
査
研
究
を
す
る
の
に
要
す
る
経
費
」
と
し
て
い
る
。
 

そ
こ
で
検
討
す
る
に
、
秋
田
議
員
は
、
上
記
各
調
査
研
究
を
行
う
際
、
Ａ
社
に
調
査
報
告
書

の
提

出
を

依
頼

し
、

事
前

に
額

を
提

示
す

る
こ

と
で

、
Ａ

社
と

合
意

し
た

金
額

を
決

定
し

て

い
る
。
 

こ
の

よ
う

な
複

数
の

調
査

報
告

書
の

作
成

を
同

時
期

に
依

頼
す

る
こ

と
や

事
前

に
見

積
書

等
も

な
く

金
額

が
決

め
ら

れ
た

経
緯

に
や

や
不

自
然

な
点

は
認

め
ら

れ
る

も
の

の
、

そ
の

金



（第1,826号）令和３年(2021年)９月10日 川 崎 市 公 報

－3558－

────────────────────────────────────────────────────

団
体

名
簿

に
登

録
）
政

治
団
体

の
ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ
（

h
t
t
p
s:
/
/
w
w
w.
a
k
it
a
m
eg
u
m
i.
c
o
m）

の
管

理
費

と

し
て

２
０

２
０

年
４

月
～

２
０

２
１

年
３

月
に

毎
月

３
万

円
の

合
計

金
額

３
６

０
，

０
０

０
円

か
ら

自

己
負

担
額

の
６

５
，
８
６

９
円

を
差
し

引
い

た
金

額
の

２
９

４
，
５

７
１

円
を

政
務

活
動

費
の
広
報
・
広

聴
費

と
し

て
武

中
桂

氏
に

按
分

す
る
こ

と
な

く
全

額
支

出
し

て
い

る
。
 

し
か

し
、
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
管
理

費
の
支

出
先

は
、
会

社
で
は

な
く
秋

田
議

員
の

友
人

で
あ

る
武
中

桂
氏

個
人

で
す

が
、

経
歴

や
職

業
を

見
る

限
り

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

作
成

や
管

理
に

関
す

る
専

門
家

で
は

な
い

た

め
、

私
的

流
用

の
疑

い
が

あ
る

。
 

ま
た
、
管
理

月
か

ら
１

年
後
に

ま
と
め

て
一

括
で

支
出

す
る

な
ど
、
一

般
社

会
で

は
あ
り

え
な
い

ず
さ

ん
な

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

管
理

の
委

託
契
約

を
交

わ
し

て
い

る
と

考
え

ら
れ
る

。
 

よ
っ

て
、

政
務

活
動

費
の

支
出

と
し
て

不
適

切
な

た
め

、
返

還
を
求

め
る

。
 

②
 

占
い

師
に

支
出

し
た

広
報

・
広
聴

費
に

つ
い

て
 

秋
田

議
員

が
政

務
活

動
費

の
調

査
研

究
費

か
ら

多
額

の
支

出
を

し
て

い
る

合
同

会
社

Ｍ
ｏ

ｒ
ｉ

 
Ｌ

ａ
ｂ

ｏ
（

h
t
tp
s
:
//
w
w
w.
m
o
ri
h
i
d
e
hi
k
o
.c
o
m
）
の

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ
を

確
認

し
た

と
こ

ろ
、
占

い
に
関
す

る
こ

と
し

か
記

載
さ

れ
て

お
ら

ず
、

料
金

設
定

は
『

対
面

セ
ッ

シ
ョ

ン
占

い
１

時
間

６
万

円
』『

電
話
セ

ッ
シ

ョ
ン

占
い

１
０

分
１

万
円

』
『
メ

ー
ル

セ
ッ

シ
ョ

ン
占

い
５

分
５

千
円
』

の
３

つ
の
高

額
な
占

い
料

金
の

み
し

か
記

載
さ

れ
て

い
な

い
。
 

そ
し

て
、
合

同
会
社

Ｍ
ｏ

ｒ
ｉ

 
Ｌ
ａ

ｂ
ｏ

へ
の

支
出

伝
票

は
全
部

で
８

枚
（

図
１
）
あ

る
が
、
全

て

が
占

い
設

定
金

額
と

ぴ
っ

た
し

当
て
は

ま
り
、
ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

は
企

業
に

と
っ

て
顔

で
あ

る
が
、
そ

こ
に

占
い

料
金

以
外

の
金

額
や

項
目

は
何

一
つ

な
い

と
な

れ
ば

、
占

い
に

使
っ

た
と

考
え

る
の

が
妥

当
で

あ

る
。
 

秋
田

議
員

が
占

い
師

へ
支

払
っ

た
項
目

と
金

額
 

実
施

年
月

日
 

調
査

研
究

費
 

2
0
2
0
.
6/
2
9 

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
に

関
す

る
調

査
研
究

費
 

４
４

万
円
 

2
0
2
0
.
7/
1
0 

保
育

料
の

日
割

り
計

算
に

関
す

る
調
査

研
究

費
 

３
３

万
円
 

2
0
2
0
.
10
/
1
5 

屋
上

緑
化

に
関

す
る

調
査

研
究

費
 

４
４

万
円
 

2
0
2
0
.
12
/
2
1 

ベ
ビ

ー
カ

ー
や

車
い

す
の

市
バ

ス
利
用

に
関

す
る

調
査

研
究

費
 

４
４

万
円
 

2
0
2
0
.
12
/
2
1 

脱
炭

素
戦

略
（

Ｅ
Ｖ

モ
ビ

リ
テ

ィ
）
に

関
す

る
調

査
研

究
費

 
４

４
万
円
 

2
0
2
0
.
12
/
2
2 

子
ど

も
・

子
育

て
支

援
情

報
シ

ス
テ
ム

に
関

す
る

調
査

研
究

費
 

６
６

万
円
 

2
0
2
1
.
3/
1
1 

コ
ロ

ナ
ワ

ク
チ

ン
に

関
す

る
調

査
研
究

費
 

４
４

万
円
 

2
0
2
1
.
3/
1
1 

預
金

差
押

え
に

関
す

る
調

査
研

究
費
 

４
４

万
円
 

合
計

金
額

 
３

６
３

万
円
 

図
１
 秋
田

議
員

以
外

に
一

般
質

問
の

内
容
に

つ
い

て
政

策
支

援
を

委
託
す

る
議

員
（
青

木
の
り

お
氏
）
が

い

川
崎

市
職

員
措

置
請

求
書
 

川
崎

市
監

査
委

員
 

殿
 

令
和

３
年

７
月

２
日
 

請
求

人
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

【
住

所
】

 
(
省
略

)
 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

【
氏

名
】

 
 金

屋
 

隼
斗

  
 
 

  
 
 

 
 

 
 
 

第
１

 
請

求
の

要
旨
 

秋
田

恵
（
あ

き
た
め

ぐ
み
）
に

対
し
政

務
活

動
費

３
，
９
２

４
，
５
７

１
円
の

返
還

請
求

権
を
行

使
す
る

こ
と

を
怠

っ
て

い
る

こ
と

か
ら

、
こ

れ
ら

を
行

使
す

る
よ

う
川

崎
市

長
に

対
し

勧
告

す
る

こ
と
を

求
め
る
。 

第
２

 
請

求
の

原
因
 

１
 

対
象

と
な

る
財

務
会

計
行

為
 

①
秋

田
恵
（

あ
き

た
め

ぐ
み
）
は
令

和
２

年
度
、
広
報
・
広

聴
費
と

し
て
、
武
中

桂
に
対

し
、
令
和

３
年

３

月
２

６
日

付
で

２
９

４
，

５
７

１
円
（

資
料

１
）

を
政

務
活

動
費

か
ら
支

出
し

た
。
 

②
秋

田
恵
（

あ
き
た

め
ぐ

み
）
は
令

和
２

年
度
、
調

査
研
究

費
と
し

て
、
合
同

会
社

Ｍ
ｏ

ｒ
ｉ
 

Ｌ
ａ

ｂ
ｏ

に
対

し
、
令

和
２
年

６
月

２
９

日
付
、
同

年
７
月

３
０

日
付

、
同

年
１

０
月
１

５
日

付
、
同
年

１
２

月
２
１

日
付

、
同

年
１

２
月

２
２

日
付

、
令
和

３
年

３
月

１
１

日
付

の
請
求

書
（

資
料

２
）
に
基

づ
き
合

計
３

，
６

３
０

，
０

０
０

円
を

政
務

活
動

費
か
ら

支
出

し
た

。
 

２
 

財
務

会
計

行
為

の
違

法
性

 

（
１

）
序

論
 

川
崎

市
議

会
の

政
務

活
動

費
の

交
付

等
に

関
す

る
条

例
に

お
い

て
、

会
派

お
よ

び
議

員
の

責
務

と

し
て
「

議
会

の
活

性
化

に
資
す

る
こ
と

を
目

的
と

し
て

い
る

こ
と
を

認
識

し
、
政

務
活
動

費
を
適

正
に

使
用

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
」
と

さ
れ

て
い

る
。
政

務
活

動
費

の
運
用

指
針

に
お

い
て

、
執

行
に
あ
た

っ
て

の
原

則
で

は
「
政

務
活
動

費
が
公

金
で

あ
る

こ
と

か
ら

、
使

途
内

容
等

に
つ

い
て
の

透
明
性

確
保

が
求

め
ら

れ
て

い
る

た
め

、
会

派
お

よ
び

交
付

対
象

議
員

に
お

い
て

市
民

へ
の

説
明

責
任

を
果

た
す

と
と

も
に
、
支
出

伝
票

お
よ
び

活
動
記

録
票

に
お

け
る

説
明

の
充
実

等
に

努
め

る
こ

と
」
と
さ

れ
て

い

る
。
 

政
務

活
動

費
は

、「
地
方

自
治
法

」
の

規
定

に
よ

り
制

定
さ
れ

た
「

川
崎

市
議

会
の

政
務
活

動
費
の

交
付

等
に

関
す

る
条

例
」
に
基

づ
き
、
会

派
お

よ
び

議
員
に

対
し
議

員
の

調
査

研
究

そ
の

他
の
活

動
に

資
す

る
た

め
必

要
な

経
費

の
一

部
と
し

て
、
交

付
さ

れ
る
も

の
で
あ

り
、
政

務
活

動
費
の

元
手
は

住
民

の
税

金
で

あ
る

以
上

、
使

用
に

は
高
い

透
明

性
と

適
正

さ
が

求
め
ら

れ
る

。
 

①
 

個
人

で
あ

る
友

人
に

支
出

す
る
広

報
・

広
聴

費
に

つ
い

て
 

秋
田

議
員

は
、
当

選
前

に
作
成

し
た
「
秋

田
め

ぐ
み

と
川
崎

の
魅
力

を
伝

え
る

会
」
（
神
奈

川
県
政

治

別
紙

１
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る
の

で
比

較
さ

せ
て

頂
く

と
、
青
木

議
員

が
委

託
す

る
会

社
は
、
事
業

概
要

に
政

策
支
援

や
シ
ン

ク
タ

ン

ク
を

記
し

て
お

り
、

弁
護

士
を

始
め

各
分

野
の

施
策

立
案

や
調

査
に

経
験

豊
富

な
専

門
的

メ
ン

バ
ー

が

多
数

在
籍

し
て

い
る

会
社

で
あ

る
こ
と

が
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
か

ら
み

て
わ
か

る
。
（
資

料
３
）

 

一
方
、
秋
田

議
員

が
委

託
す
る

合
同
会

社
Ｍ

ｏ
ｒ

ｉ
 

Ｌ
ａ

ｂ
ｏ
は
、
ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ
を

み
て
も

占
い

に
関

す
る

内
容

が
記

載
さ

れ
て

い
る
の

み
で

、
代

表
者

の
肩

書
も

占
い
師

で
あ

る
。
 

そ
れ

だ
け

で
な

く
、
両

者
が
委

託
し
た

金
額

を
比

較
し

て
も

秋
田
議

員
は

高
額

な
の

が
わ

か
る
。
（
図

２
）
 

秋
田

議
員

と
青

木
議

員
の

委
託

内
容
に

つ
い

て
の

比
較
 

 
秋

田
議
員
 

青
木

議
員
 

政
策

支
援

の
専

門
会

社
 

で
な

い
 

で
あ

る
 

委
託

費
用
 

６
６

万
円
 

約
６

万
円
 

調
査

内
容
 

１
つ

の
調

査
の

み
 

複
数

の
調

査
で

も
同

一
料

金
 

図
２
 し
た

が
っ

て
、
合
同

会
社

Ｍ
ｏ

ｒ
ｉ
 

Ｌ
ａ

ｂ
ｏ

は
、
こ
れ

ら
の
調

査
研

究
に

関
す

る
専

門
的
知
見
・

情
報

収
集

力
・
調
査

や
デ

ー
タ

解
析
・
関

係
法
案

の
整

理
・
課

題
の
抽

出
・
解
説

の
提
供

な
ど
を

す
る
こ

と
が

で
き

る
事

業
者

で
あ

る
と

は
考

え
ら

れ
な

い
た

め
、

政
務

活
動

に
関

す
る

調
査

研
究

の
委

託
す

る

先
と

し
て

選
定

し
た

理
由

に
疑

義
が
あ

る
。
 

以
上

の
点

を
総

合
的

に
考

慮
す

る
と
、
事
業

者
を

選
定

し
た

経
緯
、
委
託

内
容

、
金
額

に
不

当
性
が
あ

り
、

政
務

活
動

費
に

求
め

ら
れ

る
透
明

性
・

適
正

性
に

反
す

る
た

め
、
そ

の
支

出
は

認
め

ら
れ
な

い
。
 

（
３

）
結

論
 

以
上

、
上

記
の

支
出

は
、
政

務
活

動
費
と

し
て

支
出

で
き

な
い

た
め
、
返
還

を
求

め
た

請
求

に
及
ん

だ
。
 

３
 

請
求

者
 

請
求

者
で

あ
る

金
屋

隼
斗

が
代

表
を
務

め
る

団
体
（

N
P
O
法
人

国
民
の

健
康

と
生

活
を

守
る

会
）
宛
に

川
崎

市
議

会
議

員
の

政
務

活
動

費
の

不
正

を
疑

う
情

報
提

供
が

あ
っ

て
か

ら
調

査
す

る
こ

と
に

な
っ

た
。 

調
査

し
た

結
果
、
秋
田

議
員
の

政
務
活

動
費

は
不

適
切

な
支

出
を
多

数
発

覚
し

た
た

め
、
一
刻

も
早

く

不
適

切
な

事
業

者
へ

の
公

金
流

出
を
防

止
し

た
く

監
査

請
求

を
起

こ
し
た

。
 

添
付

資
料
 

資
料

１
 

秋
田

議
員

が
広

報
・

広
聴
費

と
し

て
武

中
桂

氏
へ

支
出

し
た
支

出
伝

票
お

よ
び

領
収
書
 

資
料

２
 

秋
田

議
員

が
調

査
研

究
費

と
し

て
Ｍ

ｏ
ｒ

ｉ
 

Ｌ
ａ

ｂ
ｏ

へ
支

出
し

た
支

出
伝

票
お

よ
び

領
収

書
 

資
料

３
 

秋
田

議
員

と
比

較
す

る
青
木

議
員

の
支

出
伝

票
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ん
で

し
た

。
 

そ
し

て
、
ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

管
理

費
の
支

出
先

は
前

件
同

様
に

遠
方
に

住
む

秋
田

議
員

の
友

人
個
人

で
あ

り
、
経
歴
や
職

業
を

見
る

限
り

、
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
作

成
や

管
理

に
関

す
る

専
門

家
で

は
な

い
た

め
、

こ
ち

ら
も

私
的

流
用

で
す

。
ま

た
、

こ
ち

ら
も

人
件

費
同

様
に

２
０

２
０
年

５
月

か
ら

管
理

し
て

い
る
こ

と
に

な
っ

て
い

ま
す

が
、
１
０

か
月

後
の

２
０
２

０

年
１

月
３

１
日

に
ま

と
め

て
一

括
で
支

出
す

る
な

ど
、
一
般

社
会
で

は
あ

り
得

な
い

ず
さ

ん
な
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
管

理
の

委

託
契

約
を

交
わ

し
て

い
る

と
考

え
ら
れ

ま
す

。
そ

も
そ

も
、
１

０
か

月
間

も
委

託
費

が
未

払
い
な

の
に

委
託

を
続

け
る

事

業
者

が
い

る
の

で
し

ょ
う

か
。
そ

の
た

め
、
政

務
活

動
費
の

返
還
を

免
れ

る
た

め
に

ま
と

め
て
計

上
し

た
と

し
か

考
え

ら

れ
ま

せ
ん

。
よ

っ
て

、
政

務
活

動
費
の

支
出

と
し

て
不

適
切

な
た
め

、
返

還
を

求
め

ま
す

。
 

ま
た

、
令

和
元

年
度

は
不

適
切

な
が
ら

３
分

の
１

を
按

分
し

て
い
ま

す
が

、
令

和
２

年
度

は
な
ぜ

か
按

分
も

せ
ず
に
支

出
し

て
い

ま
す
。
こ

ち
ら

は
先

日
、
追
加

で
証

拠
書
類

を
提

出
し
ま

し
た

が
、
こ
ち

ら
の

収
支
報

告
書

に
記

載
さ

れ
て
い

る
Ｕ

Ｒ
Ｌ

は
、
政
治

団
体

で
あ

る
秋
田

め
ぐ

み
と

川
崎

の
魅

力
を
伝

え
る

会
の

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ
の

た
め

、
適

切
な

按
分

を

す
る

必
要

が
あ

り
ま

す
。

 

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

の
中

身
に

つ
い

て
、
更
新

や
投

稿
さ

れ
る
ペ

ー
ジ
は
、
議
会

発
言

及
び
市

政
情
報

の
２

つ
だ

け
で

す
が

、

議
会

発
言

は
２

０
２

０
年

６
月

２
３
日

の
一

般
質

問
を

最
後

に
投
稿

さ
れ

て
い

ま
せ

ん
。
ま

た
、
市

政
情

報
は

２
０
１

９

年
の

市
政

報
告

を
最

後
に

投
稿

さ
れ

て
い

ま
せ

ん
。

よ
っ

て
、

２
０

２
０

年
４

月
か

ら
２

０
２

１
年

３
月

ま
で

の
期

間
、

こ
の

政
治

団
体

の
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
を

管
理

費
と

し
て

秋
田

議
員

の
友

人
個

人
に

毎
月

３
万

円
を

政
務

活
動

費
か

ら
支

払

っ
て

い
ま

す
が

、
２

０
２

０
年

６
月
２

３
日

以
後

９
か

月
間

、
更
新

ま
た

は
投

稿
さ

れ
な

い
ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

の
一

体
何

を

管
理

す
る

必
要

が
あ

る
の

で
し

ょ
う
か

。
当

然
な

が
ら

不
適

切
な
た

め
、
全
額

返
還

も
し

く
は
令

和
２

年
度

は
按

分
し

て

の
返

還
を

求
め

ま
す

。
 

次
に

、
研

修
費

及
び

人
件

費
に

つ
い
て

。
 

秋
田

議
員

は
、
２

０
２

０
年
２

月
２
２

日
に

愛
知

県
で

行
わ

れ
た
Ｓ

Ｄ
Ｇ

ｓ
フ

ォ
ー

ラ
ム

の
交
流

会
に

同
行

者
を

つ
け
、

同
行

者
の

交
通

費
２

万
２

，
６

０
０
円

及
び

人
件

費
１

万
５

，
０

０
０

円
の

合
計
金

額
３

万
７
，
６

０
０

円
を
政

務
活
動

費
か

ら
支

出
し

て
い

ま
す

。
政

務
活
動

費
の

運
用

指
針

に
お

い
て
、
研

修
費

の
議
員

以
外

の
参
加

者
は
、
政

務
活

動
の
補

助
者

は
必

要
限

度
に

お
い

て
支

出
可
能

と
は

な
っ

て
い

ま
す

が
、
こ
の

交
流

会
に

お
い
て

第
三
者

が
同

行
す

る
必

要
性

が

全
く

も
っ

て
理

解
で

き
ま

せ
ん

。
な

ぜ
な

ら
、
こ
の

交
流

会
の

プ
ロ
グ

ラ
ム

を
見

る
と
、
開
催

時
間
は

１
時

半
か

ら
６
時
、

途
中

休
憩

３
０

分
あ

り
、
た
っ

た
４
時

間
の

交
流

会
で

す
。
た

と
え

秋
田

議
員

に
１

人
で

講
義
を

聞
い

て
理

解
す

る
能

力

が
な

い
場

合
で

あ
っ

て
も

、
講

義
内
容

を
ボ

イ
ス

レ
コ

ー
ダ

ー
で
録

音
し

て
、
後
日

補
助

者
に
聞

い
て

も
ら

え
ば

よ
い

だ

け
で

す
。

ま
た

、
人

件
費

と
し

て
１

万
５

，
０

０
０

円
を

補
助

者
に

支
払

っ
て

い
ま

す
が

、
時

給
換

算
す

る
と

時
給

３
，

７
５

０
円

と
な

る
た

め
、

非
常

に
高
額

で
あ

り
、

人
件

費
１

万
５
，

０
０

０
円

と
し

た
根

拠
も
不

透
明

で
あ

り
ま

す
。

 

 
ま

た
、
同
時

期
に

関
東

Ｅ
Ｓ

Ｄ
に
お

い
て

も
東

京
渋

谷
区

Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
フ

ォ
ー

ラ
ム

が
開

催
さ
れ

て
い

る
た

め
、
同
行

者
を

引
き

連
れ

て
愛

知
県

ま
で

行
く
の

は
、
観

光
目
的

の
私

的
流
用

と
疑

い
ざ

る
を

得
な

い
。
よ
っ

て
、
政
務

活
動
費

の

支
出

と
し

て
不

適
切

な
た

め
、

返
還
を

求
め

ま
す

。
 

次
に

、
事

務
費

に
つ

い
て

で
す

。
 

秋
田

議
員

以
外

の
パ

ソ
コ

ン
購

入
代
を

調
べ

る
と
、
政
務
活

動
以
外

の
使

途
も

予
測

し
て

２
分
の

１
か

ら
３

分
の
１
の

按
分

が
さ

れ
て

い
ま

す
が

、
秋

田
議
員

は
按

分
を

さ
れ

て
い

ま
せ
ん

。
デ

ス
ク

ト
ッ

プ
で

な
い
ノ

ー
ト

パ
ソ

コ
ン

ま
た

は

ラ
ベ

ル
ラ

イ
タ

ー
は

控
室

用
と

し
て
政

務
活

動
費

か
ら

全
額

支
払
っ

て
い

ま
す

が
、
両
方

と
も
持

ち
運

び
可

能
で

、
政

務

活
動

以
外

に
使

う
こ

と
が

十
分

可
能
で

あ
る

た
め
、
政
務
活

動
以
外

で
は

使
わ

な
い

明
確

な
区
分

け
が

不
能

の
場

合
は

按

分
す

べ
き

で
は

な
い

で
し

ょ
う

か
。
 

ま
た

、
秋

田
議

員
が

政
務

活
動

費
で
購

入
し

た
ノ

ー
ト

パ
ソ

コ
ン
は

最
上

位
機

種
で

す
が

、
政
務

活
動

の
み

で
使
用
す

る
パ

ソ
コ

ン
を

最
上

位
機

種
に

す
る
必

要
性

は
全

く
理

解
で

き
ま
せ

ん
。
よ

っ
て
、
こ
れ
ら

は
按
分

が
必

要
で

あ
る

た
め

、

ノ
ー

ト
パ

ソ
コ

ン
及

び
ラ

ベ
ル

ラ
イ
タ

ー
の

５
０

％
按

分
し

た
差
額

の
返

還
を

求
め

ま
す

。
 

次
に

、
高

額
過

ぎ
る

実
態

不
明

の
事
務

所
費

に
つ

い
て

。
 

秋
田

議
員

が
政

務
活

動
費

か
ら

支
出
し

て
い

る
事

務
所

費
は

、
ほ

か
の

議
員

の
事

務
所
費

と
比
較

し
ま

す
と

２
か
ら
４

倍
の

高
額

な
賃

料
で

す
。「

最
少

の
経
費

で
最

大
の

効
果

を
挙

げ
る
」
、
地
方

自
治

法
第

２
条

１
４
項

と
は

真
逆

な
最
大
な

経
費

を
費

や
し

た
事

務
所

で
あ

り
ま
す
。
ま
た

、
川

崎
市
議

会
の
政

務
活

動
費

の
運

用
指

針
に
お

い
て
、
事

務
所

の
賃

貸

料
は

、
事

務
所

と
し

て
の

形
態

を
備
え

て
い

る
も

の
に

限
る

。
事
務

所
と

し
て

の
実

体
に

つ
い
て

は
、
使
用

実
績
・
看
板
・

表
札

等
の

外
形

、
常

勤
事

務
員

の
有
無

、
備

品
の

内
容

な
ど

を
総
合

的
に

考
慮

し
て

判
断

す
る
と

定
め

ら
れ

て
い

る
こ

と

か
ら

、
政

務
活

動
費

か
ら

事
務

所
費
と

し
て

支
出

で
き

る
事

務
所
の

形
態

は
、
市
民

が
外

観
等
を

見
て

政
務

活
動

事
務

所

と
し

て
分

か
る

事
務

所
で

あ
る

こ
と
が

大
前

提
で

あ
り

ま
す

。
し

か
し

、
秋

田
議

員
の
政

務
活
動

事
務

所
は

、
入

居
か

ら

１
年

半
以

上
も

経
過

し
て

い
る

の
に
、
外

観
及

び
郵

便
ポ
ス

ト
に
何

一
つ

と
し

て
事

務
所

で
あ
る

と
分

か
る

表
札

及
び

看

板
等

が
な

い
ど

こ
ろ

か
、

事
務

所
入

り
口

及
び

側
面

に
は

意
味

不
明

な
Ｃ

ｉ
ｆ

ｅ
ｒ

と
大

き
く

書
か

れ
た

看
板

が
あ

り
、

市
民

の
誰

も
が

政
務

活
動

事
務

所
で
あ

る
と

認
識

が
で

き
な

い
。
 

請
求

人
の

陳
述

録
 

ま
ず

、
秋

田
議

員
で

す
が

、
政

務
活
動

費
が

私
た

ち
市

民
の

税
金
で

あ
る

こ
と

を
十

分
理

解
で
き

て
い

な
い

と
考
え
て

い
ま

す
。
現
在

、
東
京

都
議
会

議
員
の

法
令

違
反

の
説

明
責

任
を
果

た
し

て
い

な
い

こ
と

が
世
論

で
は

大
変

問
題

視
さ

れ

て
い

ま
す

が
、
秋

田
議
員

に
は

、
自

身
の

法
令

違
反
や

様
々

な
不
適

切
な

支
出

に
関

し
て

、
市

民
の

皆
様

に
説
明

を
す
べ

き
だ

と
思

い
ま

す
。
 

私
が

不
適

切
だ

と
主

張
す

る
項

目
が
８

項
目

あ
り

ま
す

の
で

、
早
速

、
順

に
陳

述
い

た
し

ま
す
。
 

ま
ず

、
人

件
費

の
問

題
に

つ
い

て
で
す

。
 

政
務

活
動

費
の

運
用

指
針

で
は

、
雇

用
に

当
た

っ
て

は
労
働

基
準
法

を
遵

守
し

な
け

れ
ば

な
ら
な

い
と

な
っ

て
い

ま
す
。

し
か

し
、
秋
田

議
員

の
雇

用
契

約
は
、
令
和

元
年

７
月

か
ら

働
い
て

い
た

こ
と

に
な

っ
て

い
る
人

件
費

も
約

９
か

月
後

の

令
和

２
年

３
月

３
１

日
に

ま
と

め
て
一

括
で

支
払

わ
れ

て
い

る
た
め
、
労
働

基
準
法

第
２

４
条
第

２
項

の
「

賃
金

は
、
毎

月
１

回
以

上
、
一

定
の

期
日
を

定
め
て

支
払

わ
な

け
れ

ば
な

ら
な
い

。」
に
違

反
し

て
い
ま

す
。
ま
た

、
９

か
月

後
に
払

う

日
給

ま
で

は
、
令
和

２
年

３
月

３
１
日

に
勤

務
し

た
人

件
費

は
当
日

払
い

を
し

て
い

る
た

め
、
そ

も
そ

も
労

働
基

準
法

第

１
５

条
の

賃
金

の
締

切
り

、
支

払
い
の

時
期

に
関

す
る

事
項

を
明
示

す
る

こ
と

に
な

っ
て

い
る
労

働
条

件
の

明
示

も
違

反

し
て

い
る

の
で

は
な

い
で

し
ょ

う
か
。
 

ま
た
、
政
務

活
動

費
の

運
用
指
針

に
は

、
被
雇

用
者

の
職
員

雇
用
履

歴
台

帳
、
源

泉
徴
収

票
、
賃
金

台
帳
、
出
金
伝
票
、

社
会

保
険

関
係

書
類

を
議

員
が

保
管
す

る
こ

と
に

な
っ

て
い

ま
す
が
、
こ
れ

ら
の

提
示
を

再
三
に

わ
た

り
求

め
ま

し
た

が
、

秋
田

議
員

は
応

じ
な

い
た

め
、
た

と
え

こ
れ

ら
の

書
類

を
監

査
委
員

が
求

め
て

秋
田

議
員

が
提
示

し
た

と
し

て
も

、
も

と

も
と

存
在

せ
ず

、
新

た
に

作
成

し
た
も

の
と

捉
え

て
監

査
し

て
い
た

だ
き

た
い

。
 

秋
田

議
員

を
除

く
ほ

か
の

議
員

の
人
件

費
は
、
政

務
活

動
費

の
補
助

以
外

の
業

務
を

混
合

す
る
と

し
て
、
按
分
し

、
時

給
単

位
で

細
か

く
支

払
い

、
勤

怠
表
を

添
付

し
、
毎

月
き
ち

ん
と
支

出
さ

れ
て

い
ま

す
が

、
秋

田
議

員
は

按
分

せ
ず
、
時

給
で

な
く

日
給

１
万

円
の

根
拠

は
不
明
、
勤
怠

表
の
添

付
が

な
い
。
そ

し
て

、
労

働
基
準

法
に
違

反
し

て
年

１
回

の
後

払

い
で

す
。
 

こ
の

件
に

つ
き

ま
し

て
、
私
は

こ
う
推

測
し

て
い

ま
す

。
そ

も
そ
も
、
９
か

月
間
の

給
料

が
未
払

い
な

の
に
働
き
続
け

る
人

間
が

い
る

の
で

し
ょ

う
か

。
こ

れ
は

、
政

務
活

動
費
の

返
還
を

免
れ

る
た

め
、
実
際

に
行
っ

て
い

な
い

人
件

費
を

年

度
末

の
最

終
日

で
あ

る
３

月
３

１
日
に

ま
と

め
て

計
上

し
た

と
し
か

考
え

ら
れ

ま
せ

ん
。
ま
た

、
秋

田
議

員
は

、
チ
ラ

シ

の
作

成
、
配

布
や

ホ
ー
ム

ペ
ー

ジ
更
新

も
ほ

と
ん

ど
な

く
、
高
額

な
事

務
所

に
は
看

板
が

一
切
な

い
た

め
、
市
民

へ
の
対

応
も

一
切

な
さ

れ
て

い
な

い
の

で
、
一
日

中
事

務
所

で
政
務

活
動
の

補
助

だ
け

を
し

て
い

た
被
雇

用
者

が
い

た
と

は
常

識

的
に

考
え

ら
れ

な
い

。
現

に
、

私
が
メ

ー
ル

や
手

紙
を

送
っ

て
も
無

反
応

で
す

。
 

以
上

の
こ

と
か

ら
、
秋
田

議
員

と
被
雇

用
者

と
の

雇
用

関
係

は
、
日

給
１

万
円

で
勤

怠
表

の
添
付

や
按

分
を

し
な
い
不

透
明

な
会

計
処

理
で

あ
り

、
初

勤
務
か

ら
約

９
か

月
に

及
ぶ

期
間
も

給
料

が
支

払
わ

れ
て

い
な
い

、
労

働
基

準
法

に
違

反

し
た

雇
用

契
約

で
あ

り
ま

す
。
よ

っ
て

、
税
金

が
元

で
あ
る

政
務
活

動
費

の
使

用
に

は
高

い
透
明

性
と

適
正

さ
が

求
め

ら

れ
ま

す
が

、
秋

田
議

員
は

労
働

基
準
法

に
違

反
し

て
い

る
不

適
切
な

雇
用

契
約

を
し

て
い

る
た
め

、
人

件
費

は
不

当
で

あ

り
不

適
切

な
た

め
、

返
還

を
求

め
ま
す

。
 

こ
れ

が
適

切
で

あ
る

と
判

断
し

て
し
ま

え
ば

、
真

面
目

に
勤

怠
表
を

つ
け

て
按

分
し

て
い

る
議
員

は
、
今
後

は
勤
怠
表

も
つ

け
ず
、
按
分

も
せ
ず
、
労

働
基
準

法
を

遵
守

し
な

く
て

も
よ
い

と
い

う
前

例
を

つ
く

っ
て
し

ま
い
、
法

律
を

守
ら

な

く
て

よ
い

無
法

議
会

に
な

っ
て

し
ま
い

ま
す

の
で

、
良

識
あ

る
御
判

断
を

お
願

い
申

し
上

げ
ま
す

。
 

次
は

、
個

人
で

あ
る

友
人

に
支

出
し
た

調
査

研
究

費
に

つ
い

て
。
 

秋
田

議
員

が
令

和
元

年
７

月
３

０
日
に

支
出

し
た

調
査

研
究

費
は
、
領
収

書
に

宛
て

名
が

記
載
さ

れ
て

い
ま

せ
ん
。
政

務
活

動
費

の
運

用
指

針
の

３
６

ペ
ー
ジ

に
は

、
領

収
書

受
理

等
の
処

理
の

主
な

注
意

点
に

お
い
て

、
宛

て
名

に
交

付
対

象

議
員

の
議

員
名

を
記

載
す

る
こ

と
に
な

っ
て

い
る

が
、
こ
ち

ら
も
守

ら
れ

て
い

ま
せ

ん
。
ま
た

、
委

託
先

は
秋

田
議
員

の

友
人

で
あ

り
、
今
回

の
支

出
と

関
連
性

が
な

い
職

業
を

さ
れ

て
お
り

、
川

崎
市

に
関

す
る

資
料
作

成
を

専
門

家
で

な
い

遠

方
の

友
人

に
委

託
し
、
政
務
活

動
費
か

ら
支

出
す

る
こ

と
は

、
私

的
流

用
で

あ
り

ま
す
。
そ
も

そ
も
、
調
査

研
究

の
委

託

先
が

法
人

で
も

な
く
、
屋
号
の

な
い
個

人
で

す
。
公

金
で
の

支
出
先

と
し

て
ふ

さ
わ

し
く

あ
り
ま

せ
ん
。
万

が
一
、
こ

ち

ら
が

認
め

ら
れ

る
の

で
あ

れ
ば

、
遠

方
に

住
む

全
く

無
関
係

な
職
種

の
飲

食
店

や
土

木
業

の
友
人

に
調

査
研

究
を

依
頼

し

て
、
政
務

活
動

費
か

ら
支

払
う

こ
と
も

可
能

と
い

う
こ

と
に

な
り
ま

す
。
運
用

指
針

を
守

ら
な
い

友
人

個
人

に
支

払
っ

た

こ
の

調
査

研
究

費
は

不
適

切
な

た
め
、

返
還

を
求

め
ま

す
。

 

次
、

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

管
理

費
に

つ
い
て

で
す

。
 

秋
田

議
員

は
、
当
選

前
に

作
成

し
た
秋

田
め

ぐ
み

と
川

崎
の

魅
力
を

伝
え

る
会

、
こ

ち
ら

は
政
治

団
体

登
録

し
て
あ
り

ま
す
。
政
治

団
体

の
ホ

ー
ム
ペ

ー
ジ
の

管
理

費
と

し
て

２
０

１
９
年

５
月

か
ら

２
０

２
０

年
３
月

ま
で

毎
月

１
万

円
を

政

務
活

動
費

の
広

報
・
広

聴
費
と

し
て
友

人
に

支
出

し
て

い
ま

す
。
し
か

し
、
こ

ち
ら

の
ホ

ー
ム
ペ

ー
ジ

は
、
２

０
１
９

年

５
月

か
ら

２
０

２
０

年
３

月
の

間
は
１

度
し

か
更

新
さ

れ
て

お
ら
ず
、
政
務

活
動

及
び
市

政
に
関

す
る

内
容

は
あ

り
ま

せ

別
紙

２
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ま
た

、
令

和
２

年
度

で
は

、
秋

田
議
員

以
外

に
一

般
質

問
の

内
容
に

つ
い

て
政

策
支

援
を

青
木
議

員
も

委
託

し
て
い
ま

し
た

が
、
青
木

議
員

が
委

託
す

る
会
社

は
事

業
概

要
に

政
策

支
援
や

シ
ン

ク
タ

ン
ク

を
記

載
し
て

お
り

、
弁

護
士

を
は

じ

め
各

分
野

の
施

策
立

案
や

調
査

の
経

験
豊

富
な

専
門

的
メ

ン
バ

ー
が

多
数

在
籍

し
て

い
る

会
社

で
あ

る
こ

と
が

ホ
ー

ム

ペ
ー

ジ
か

ら
見

て
分

か
り

ま
す

。
一

方
、
秋
田

議
員

が
委
託

す
る
Ｍ

ｏ
ｒ

ｉ
 

Ｌ
ａ

ｂ
ｏ

は
、
ホ

ー
ム
ペ

ー
ジ
を

見
て

も

占
い

に
関

す
る

内
容

が
記

載
さ

れ
て
い

る
の

み
で

、
代

表
者

の
肩
書

も
占

い
師

で
あ

り
ま

す
。
そ
し

て
、
両
者

が
委
託

し

た
金

額
を

比
較

し
て

も
、
秋
田

議
員
は

高
額

過
ぎ

ま
す

。
青

木
議
員

は
、
複

数
の
調

査
を

政
策
支

援
の

専
門

の
会

社
に
依

頼
し

て
６

万
円

。
秋

田
議

員
は

、
１

つ
の

調
査

を
政

策
支

援
の

専
門

外
の

会
社

に
依

頼
し

て
６

６
万

円
の

１
１

倍
で

す
。 

以
上

こ
と

か
ら
、
調

査
研

究
費

と
し
て

Ｍ
ｏ

ｒ
ｉ

 
Ｌ

ａ
ｂ

ｏ
を
選

定
し

た
経

緯
、
委
託

内
容
、
金

額
に

不
当
性
が
あ

り
、

政
務

活
動

費
に

求
め

ら
れ

る
透
明

性
、

適
正

性
に

反
す

る
た
め

、
返

還
を

強
く

求
め

ま
す
。
 

ま
た
、
広

報
・
広

聴
費

と
し
て

合
計
金

額
１

１
０

万
円

を
Ｍ

ｏ
ｒ
ｉ

 
Ｌ

ａ
ｂ

ｏ
へ

支
出

し
て
い

ま
す

が
、
通
常
の
印

刷
事

業
者

で
あ

れ
ば

１
つ

の
請

求
書
に

入
れ

る
項

目
で

あ
る

の
に
、
５

つ
の

請
求

書
に
分

け
て
い

る
こ

と
も

と
て

も
不

可

解
で

す
。
そ

し
て

、
市

政
報
告

相
談
費

と
し

て
２

２
万

円
も

支
払
っ

て
い

ま
す

が
、
ア
ド

バ
イ
ス

を
も

ら
っ

た
だ

け
で

大

卒
初

任
給

の
平

均
月

給
を

上
回

る
料
金

を
支

払
う

こ
と

に
は

理
解
が

で
き

ま
せ

ん
。
 

こ
ち

ら
備

考
欄

に
市

政
報

告
の

作
成
の

相
談

や
ア

ド
バ

イ
ス

、
市
政

報
告

作
成

の
注

意
点

、
市
政

報
告

実
例

紹
介
及
び

ア
ド

バ
イ

ス
な

ど
、
わ
け

の
分

か
ら
な

い
こ

と
に

２
２

万
円

払
っ
て

い
ま

す
が

、
な

ぜ
現

職
の
川

崎
市

議
会

議
員

が
遠

方

に
住

む
議

員
経

験
の

な
い

占
い

師
の

方
に

市
政

報
告

に
関

す
る

ア
ド

バ
イ

ス
を

も
ら

う
必

要
が

あ
る

ん
で

す
か

。
ま

た
、

な
ぜ

川
崎

市
に

住
む

現
職

議
員

が
川

崎
市

に
住

ん
で

い
な

い
議

員
経

験
の

な
い

一
般

の
人

に
川

崎
市

の
市

政
報

告
に

関

す
る

ア
ド

バ
イ

ス
を

も
ら

い
、
税

金
が

元
手

で
あ

る
政

務
活

動
費
か

ら
支

払
う

必
要

が
あ

る
ん
で

す
か

。
は

っ
き

り
言

っ

て
、
め

ち
ゃ

く
ち

ゃ
私

に
は
理

解
が
で

き
ま

せ
ん
。
こ
ち
ら

も
議
会

事
務

局
に

相
談

す
れ

ば
無
料

で
は

な
い

で
し

ょ
う

か
。 

そ
し

て
、
相

談
費

、
原
稿

費
、
構

成
費

、
デ
ザ

イ
ン
費

、
修

正
費
が

あ
る

の
に

印
刷

費
の

項
目
が

な
い

こ
と

や
、
成
果

物
の

チ
ラ

シ
を

見
た

人
が

い
な

い
こ
と

も
不

可
解

に
感

じ
た

た
め
、
秋

田
議

員
へ

２
０
２

０
年
７

月
３

１
日

に
メ

ー
ル

で
、

２
０

２
１

年
５

月
２

１
日

に
内

容
証
明

書
に

て
、
い

ず
れ
も

成
果
物

で
あ

る
チ

ラ
シ

な
ど

の
印
刷

物
の

提
示

を
求

め
ま

し

た
が

、
拒

否
さ

れ
て

い
ま

す
。

 

ま
た

、
監

査
委

員
か

ら
提

示
を

求
め
て

秋
田

議
員

が
提

出
し

た
場
合

で
あ

っ
て

も
、
市
民

に
対
し

て
再

三
に

わ
た
り
提

示
し

な
か

っ
た

こ
と

か
ら

、
急

遽
作
成

し
た

可
能

性
が

考
え

ら
れ
ま

す
。
こ

の
辺

も
考
慮

し
て
監

査
し

て
い

た
だ

き
た

い
。 

最
後

に
よ

ろ
し

い
で

す
か

。
こ

の
件
に

つ
き

ま
し

て
は

、
私

以
外
に

も
た

く
さ

ん
の

市
民

の
方
々

も
情

報
共

有
し
て
い

ま
す

が
、
全
員

が
公

金
で

あ
る

政
務
活

動
費

の
支

出
と

し
て

不
適
切

な
支

出
で

あ
り

、
占

い
に
使

っ
た

以
外

は
考

え
ら

れ

な
い

と
発

し
て

い
ま

す
。
か
わ

さ
き
市

民
オ

ン
ブ

ズ
マ

ン
の

方
々
も

同
様

に
考

え
て

い
る

の
で
監

査
請

求
が

２
枚

出
さ

れ

て
い

る
事

態
に

な
っ

て
い

る
こ

と
も
十

分
御

理
解

く
だ

さ
い

。
 

私
は

こ
の

１
年

間
、
多

大
な
労

力
、
時
間
、
お
金

を
費

や
し

て
監
査

請
求

を
し

ま
し

た
。
公
平

公
正

な
監

査
を

お
願
い

申
し

上
げ

ま
す

。
 

以
上

で
ご

ざ
い

ま
す

。
 

こ
ち

ら
の

高
額

な
事

務
所

に
は

配
達
証

明
書

つ
き

の
郵

便
物

を
送
付

し
ま

し
た

が
、
市
民

か
ら
の

郵
便

物
を

受
け
取
る

こ
と

さ
え

も
し

な
い

事
務

所
で

あ
る
こ

と
も

判
明

し
て

い
ま

す
。
 

そ
し

て
、
こ
の

高
額

の
事

務
所

の
外
観

は
パ

ル
テ

ノ
ン

神
殿

の
よ
う

な
外

観
で

、
外

か
ら

は
中
が

見
え

な
い

よ
う
な
大

き
な

紫
色

の
カ

ー
テ

ン
と

パ
ー

テ
ィ
シ

ョ
ン

で
目

隠
し

を
し

て
お
り

、
床

は
大

理
石

の
た

め
、
見

た
目

は
政

務
活

動
事

務

所
と

い
う

よ
り

も
占

い
の

館
も

し
く
は

美
容

室
で

す
。
 

ま
た

、
こ

の
高

額
な

事
務

所
か

ら
徒
歩

１
０

分
の

川
崎

市
議

会
に
は

秋
田

議
員

専
用

の
控

室
が
あ

り
ま

す
が

、
こ
れ
ま

で
秋

田
議

員
が

政
務

活
動

費
の

事
務

費
か

ら
支

出
し

て
い

る
中

か
ら

高
額

な
事

務
所

用
と

議
会

控
室

用
の

２
つ

に
分

け

て
い

る
の

で
、
こ

れ
ら

を
ま
と

め
て
み

ま
し

た
。
ま

ず
、
高

額
事
務

所
用

と
し

て
購

入
さ

れ
た
も

の
は
、
セ
パ

レ
ー
ト

ソ

フ
ァ

ー
、
Ｄ
Ｖ

Ｄ
プ

レ
イ

ヤ
ー

内
蔵
つ

き
の

小
型

ホ
ー

ム
シ

ア
タ
ー

と
明

記
さ

れ
た

プ
ロ

ジ
ェ
ク

タ
ー

の
み

で
す

。
一

方

で
、
議
会

控
室

用
と

し
て

購
入

し
た
の

は
、
ノ
ー

ト
パ

ソ
コ

ン
、
ラ

ベ
ル

ラ
イ

タ
ー

、
イ

ン
ク
ジ

ェ
ッ

ト
複

合
機

、
シ

ュ

レ
ッ

ダ
ー
、
４
段

木
製
ラ

ッ
ク

で
、
こ
れ

ら
を

控
室
に

て
政

務
活
動

に
使

用
と

支
出

伝
票

に
明
記

さ
れ

て
い

ま
す

。
こ
れ

ら
高

額
事

務
所

用
と

控
室

用
に

そ
れ
ぞ

れ
購

入
し

た
備

品
を

客
観
的

に
見

る
と
、
ソ
フ
ァ

ー
と
ホ

ー
ム

シ
ア

タ
ー

プ
ロ

ジ

ェ
ク

タ
ー

を
常

備
し

て
い

る
高

額
事

務
所

に
も

、
ノ

ー
ト

パ
ソ

コ
ン

、
ラ

ベ
ル

ラ
イ

タ
ー

、
イ

ン
ク

ジ
ェ

ッ
ト

複
合

機
、

シ
ュ

レ
ッ

ダ
ー
、
４
段

木
製
ラ

ッ
ク
を

常
備

し
て

い
る

議
会

控
室
が

秋
田

議
員

の
政

務
活

動
事
務

所
の

役
割

を
し

て
い

る

と
考

え
ら

れ
ま

す
。
 

そ
の

た
め
、
市
民

に
所
在

地
を

明
か
さ

な
い

高
額

事
務

所
の

存
在
価

値
が

疑
問

で
あ

り
ま

す
。
な
ぜ

な
ら

、
政
務
活
動

で
主

に
使

わ
れ

て
い

る
の

は
ノ

ー
ト
パ

ソ
コ

ン
や

ラ
ベ

ル
ラ

イ
タ
ー

で
す

が
、
こ

ち
ら
は

先
ほ
ど

事
務

費
に

つ
い

て
も

申

し
上

げ
た

よ
う

に
、
議
員

控
室

専
用
と

し
て

按
分

せ
ず

に
全

額
政
務

活
動

費
か

ら
支

払
っ

て
い
る

の
で

、
議

員
控

室
以

外

で
は

原
則

使
用

し
な

い
こ

と
に

な
っ
て

い
る

は
ず

で
す

。
そ

し
て
、
高
額

な
事

務
所

に
は

セ
パ
レ

ー
ト

ソ
フ

ァ
ー

と
ホ

ー

ム
シ

ア
タ

ー
プ

ロ
ジ

ェ
ク

タ
ー

し
か
政

務
活

動
費

か
ら

購
入

し
て
い

な
い

た
め
、
こ
の
事

務
所
は

別
の

用
途

で
使

用
さ

れ

て
い

る
事

務
所

で
は

な
い

で
し

ょ
う
か

。
 

ま
た
、
政

務
活
動

費
の
運

用
指

針
に
よ

れ
ば
、
事

務
所

と
し

て
の
形

態
を

備
え

て
い

な
い

場
合
は
、
事

務
所
の
賃
貸
料

を
政

務
活

動
費

か
ら

支
出

す
る

こ
と
は

認
め

ら
れ

な
い

と
定

め
て
い

る
た

め
、
こ

ち
ら
の

事
務
所

料
の

返
還

を
求

め
ま
す
。 

最
後

に
、

占
い

師
に

支
出

し
た

問
題
に

つ
い

て
で

す
。
 

秋
田

議
員

が
多

額
な

政
務

活
動

費
を

支
払

っ
て

い
る

Ｍ
ｏ

ｒ
ｉ

 
Ｌ

ａ
ｂ

ｏ
の

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

の
中

身
を

私
は

添
付

資
料

と
し

て
た

く
さ

ん
添

付
し

て
い
ま

す
が
、
Ｕ
Ｒ

Ｌ
も
記

載
し
て

い
る

の
で

見
て

い
た

だ
け
て

い
る

か
と

思
い

ま
す

が
、

秋
田

議
員

は
Ｍ

ｏ
ｒ

ｉ
 

Ｌ
ａ

ｂ
ｏ

が
設

立
し

て
た

っ
た

数
週

間
後

か
ら

多
額

な
政

務
活

動
費

を
こ

ち
ら

に
支

払
っ

て

い
ま

す
。
不

信
に

感
じ
、
２
０

２
０
年

７
月

３
日

に
所

在
地

を
訪
問

し
ま

し
た

が
、
所
在

地
に
は

Ｍ
ｏ

ｒ
ｉ

 
Ｌ

ａ
ｂ

ｏ

と
分

か
る

表
札

及
び

看
板

等
は

何
一
つ

あ
り

ま
せ

ん
。
 

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

と
い

え
ば

事
業

の
顔
で

す
が

、
そ

こ
に

は
占

い
に
関

す
る

こ
と

し
か

記
載

さ
れ
て

お
ら

ず
、
料
金
設
定

は
、
対

面
セ

ッ
シ

ョ
ン
占

い
１

時
間
６

万
円
、
電

話
セ

ッ
シ

ョ
ン
占

い
１

０
分

１
万

円
、
メ
ー

ル
セ

ッ
シ

ョ
ン
占

い
５
分

5
,
0
00

円
の

３
つ

の
高

額
な
占

い
料
金

の
み

で
す

。
そ

し
て

、
こ
の

Ｍ
ｏ

ｒ
ｉ

 
Ｌ

ａ
ｂ

ｏ
へ
の

支
出

伝
票

は
、

令
和

元

年
度

と
２

年
度

を
合

わ
せ

て
全

部
で
１

９
枚

あ
り

ま
す

が
、
全
て

が
占

い
設

定
金

額
の
最

小
単
位

と
合

致
し

て
い

る
た

め
、

ど
う

考
え

て
も

占
い

以
外

に
使

っ
た

と
考

え
る

の
に

は
無

理
が

あ
り

ま
す

。
さ

ら
に

、
事

業
者

代
表

の
肩

書
は

占
い

師
、

そ
し

て
パ

ー
ソ

ナ
ル

コ
ン

サ
ル

タ
ン
ト

で
す

が
、
パ
ー

ソ
ナ

ル
コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
は

、
心

の
悩
み

相
談

に
使

わ
れ

る
用

語

で
す

。
調

査
研

究
費

と
し

て
１

４
種
類

の
様

々
な

問
題

の
調

査
研
究

依
頼

を
し

て
い

ま
す

が
、
こ

の
事

業
者

が
全

て
の

問

題
や

課
題

に
精

通
し

て
い

る
人

物
で
あ

り
、
デ

ー
タ
解

析
、
関
係

法
案

の
整

理
、
専
門
的

知
見
を

提
供

で
き

る
と

は
考

え

ら
れ

ま
せ

ん
。
 

そ
し

て
、
細
か

な
話

を
さ

せ
て

い
た
だ

き
ま

す
が

、
２

０
１

９
年
１

２
月

１
６

日
の

被
災

世
帯
へ

の
支

援
に

関
す
る
調

査
研

究
費

は
、
備

考
欄

に
「
代

表
質
疑

の
日

時
が

直
近

の
た

め
緊
急

対
応
」
と
記

載
し
て

あ
り
、
緊

急
で

対
応

し
た
だ

け

で
１

０
万

円
も

支
払

っ
て

い
ま

す
が
、
一
般

社
会

で
は

、
下

請
会
社

に
こ

の
資

料
は

締
切

り
が
迫

っ
て

い
る

か
ら

急
ぎ

で

や
っ

て
く

だ
さ

い
と

催
促

し
て

も
、
お
得

意
様

の
顧

客
に
対

し
て
「
分

か
り

ま
し

た
、
急

ぎ
で
上

げ
ま

す
」
が

通
常
か

と

思
い

ま
す

が
、
秋

田
議
員

の
場

合
は
、
急

ぎ
で

あ
る
か

ら
１

０
万
円

を
徴

収
す

る
。
こ
ん

な
下
請

会
社

は
一

般
社

会
で
は

私
は

考
え

ら
れ

ま
せ

ん
。

 

こ
れ

ら
の

調
査

研
究

費
に

お
い

て
成
果

物
が

存
在

し
な

い
こ

と
も
大

変
問

題
だ

と
思

い
ま

す
の
で
、
成

果
物
を
全
て
公

開
ま

た
は

提
示

し
て

い
た

だ
き

た
い
。
 

秋
田

議
員

は
1
4
種
類

の
調
査

研
究
費

を
高

額
で

支
出

し
て

い
る
に

も
か

か
わ

ら
ず

、
支

出
内
容

を
明

確
に

す
る
た
め

必
要

と
さ

れ
て

い
る

政
務

活
動

記
録
票

を
い

ず
れ

も
支

出
伝

票
に
添

付
し

て
い

ま
せ

ん
。
調
査

研
究

費
だ

け
で

２
年
間

で

合
計
約

5
3
3
万

円
支

払
っ

て
い

ま
す
が

、
こ

れ
ら

全
て

の
調

査
し
た

結
果

の
資

料
を

提
示

し
て
ほ

し
い

で
す

。
こ

ち
ら

は

１
枚

1,
0
0
0
円

ほ
ど

で
計

算
す

る
と

5
,
33
0
枚
ほ

ど
の

調
査

資
料
と

な
る

か
も

し
れ

ま
せ

ん
が
、
全

て
提

示
し

て
ほ
し

い

で
す
。
中

に
は
、
１
つ

の
調
査

研
究
費

で
６

６
万

円
と

高
額

な
金
額

を
支

払
っ

て
い

る
の

も
あ
り

ま
す

が
、
こ
れ

だ
け

の

金
額

を
支

払
い

、
数

ペ
ー

ジ
ほ

ど
の
調

査
し

た
資

料
で

は
、

当
然
納

得
が

で
き

ま
せ

ん
。
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（
交

付
の

申
請

及
び

決
定

）
 

第
５

条
 
会

派
の
代

表
者
（
所

属
議

員
が

１
人
で

あ
る
場
合

に
あ

っ
て

は
、

当
該

議
員
を

い
う

。
以

下
同
じ

。
）

及
び

交
付

対
象

議
員

は
、
そ

の
年
度

に
お
け

る
政

務
活

動
費

の
交

付
を
受

け
よ

う
と

す
る

と
き

は
、
規
則

で
定

め
る

と
こ

ろ
に

よ
り

、
議

長
を

経
由

し
て

、
市
長

に
申

請
し

な
け

れ
ば

な
ら
な

い
。
 

２
 

市
長

は
、
前

項
の

規
定
に

よ
る
申

請
が

あ
っ

た
場

合
に

お
い
て
、
当
該

申
請

の
内
容

を
審
査

し
、
交

付
の

決
定
を

し
た

と
き

は
、
規

則
で

定
め
る

と
こ
ろ

に
よ

り
、
速

や
か
に

議
長
を

経
由

し
て
、
そ
の
旨

を
当
該

会
派

の
代

表
者

又

は
当

該
交

付
対

象
議

員
に

通
知

し
な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
 

（
変

更
の

届
出

）
 

第
６

条
 

会
派

の
代

表
者

及
び

交
付
対

象
議

員
は
、
前
条

第
１

項
の
規

定
に

よ
り

申
請

し
た

事
項
に

つ
い

て
変

更
が
あ

っ
た

と
き

は
、
規

則
で

定
め
る

と
こ
ろ

に
よ

り
、
速

や
か
に

議
長
を

経
由

し
て
、
そ
の
旨

を
市
長

に
届

け
出

な
け

れ

ば
な

ら
な

い
。
 

（
増

額
の

申
請

及
び

決
定

）
 

第
７

条
 

前
条

の
場

合
に

お
い

て
、
会
派

の
所

属
議

員
の
数

の
増
加

に
伴

い
、
政

務
活
動

費
の

増
額
の

交
付

を
受

け
よ

う
と

す
る

と
き

は
、
当

該
会
派

の
代
表

者
は

規
則

で
定

め
る

と
こ
ろ

に
よ

り
、
議

長
を
経

由
し
て
、
市
長

に
申

請
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
 

２
 

市
長

は
、
前

項
の

規
定
に

よ
る
申

請
が

あ
っ

た
場

合
に

お
い
て
、
当
該

申
請

の
内
容

を
審
査

し
、
交

付
の

決
定
を

し
た

と
き

は
、
規

則
で

定
め
る

と
こ
ろ

に
よ

り
、
速

や
か
に

議
長
を

経
由

し
て
、
そ
の
旨

を
当
該

会
派

の
代

表
者

に

通
知

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

 

（
減

額
等

の
決

定
及

び
通

知
）

 

第
８

条
 

市
長

は
、
第
４
条
第
４

項
第

１
号
、
第
２

号
若
し

く
は
第

５
号

に
該

当
す
る
事
由

が
生

じ
た

と
き
、
又
は
第

６
条

の
規

定
に

よ
る

届
出

が
あ

っ
た
場

合
に

お
い

て
、
当

該
届

出
に
係

る
変

更
が

第
４

条
第

４
項
第

３
号

若
し

く
は

第
４

号
の

い
ず

れ
か

に
該

当
す

る
と
き

は
、
政

務
活

動
費
の

交
付
額

を
減

額
し
、
又
は
交

付
し
な

い
こ

と
と

す
る

こ

と
が

で
き

る
。
こ

の
場

合
に
お

い
て
、
所

属
議

員
が

１
人
で

あ
る
会

派
の

当
該

所
属

議
員

が
同
項

第
３

号
に

該
当

し

た
と

き
は

、
同

項
第

５
号

に
該

当
す
る

も
の

と
み

な
す

。
 

２
 

市
長

は
、
前
項

の
規

定
に
よ

り
政
務

活
動

費
の

交
付

額
を

減
額
し

、
又

は
交

付
し

な
い
こ

と
を

決
定
し

た
と

き
は

、

規
則

で
定

め
る

と
こ

ろ
に

よ
り

、
速

や
か

に
議

長
を

経
由
し

て
、
当
該

会
派

の
代

表
者
又

は
当
該

交
付

対
象

議
員

に

通
知

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。
た
だ

し
、
第
４

条
第

４
項
第

１
号
、
第

２
号

又
は

第
５
号

に
該
当

す
る

場
合

で
、
交

付
し

な
い

こ
と

と
し

た
と

き
は

、
こ
の

限
り

で
な

い
。
 

（
経

理
責

任
者

の
設

置
等

）
 

第
９

条
 

政
務

活
動

費
の

交
付

を
受
け

て
い

る
会

派
は

、
政

務
活
動

費
に

関
す

る
経

理
を

的
確
に

処
理

す
る

た
め
、
所

属
議

員
の
中

か
ら
経

理
責
任
者

１
人

を
置

か
な
け

れ
ば
な
ら

な
い

。
た

だ
し
、

所
属
議
員

が
１

人
で

あ
る
場

合
は

、

当
該

議
員

が
そ

の
職

務
を

行
う

も
の
と

す
る

。
 

２
 

交
付

対
象

議
員

は
、

交
付

を
受
け

た
政

務
活

動
費

の
経

理
を
的

確
に

処
理

し
な

け
れ

ば
な
ら

な
い

。
 

（
政

務
活

動
費

を
充

て
る

こ
と

が
で
き

る
経

費
の

範
囲

）
 

第
10

条
 

政
務

活
動

費
は

、
会

派
及
び

交
付

対
象

議
員

が
行

う
政
務

活
動

（
調

査
研

究
、

研
修
、

広
報

、
広

聴
（
市

民
相

談
を

含
む

。
）、

要
請
、
陳

情
、
各
種

会
議

の
開

催
、
各

種
会
議

へ
の

参
加

等
市

政
の

課
題
及

び
市

民
の

意
思

を

把
握

し
、
そ

の
内

容
を

市
政

に
反

映
さ
せ

る
活

動
そ

の
他

の
住

民
の
福

祉
の

増
進

を
図

る
た

め
に
必

要
な

活
動

を
い

う
。

次
項

に
お

い
て

同
じ

。）
に

資
す
る

た
め

必
要

な
経

費
に

対
し
て

交
付

す
る

。
 

２
 

政
務

活
動

費
は

、
別

表
に

定
め

る
政

務
活

動
に

資
す

る
た

め
必

要
な

経
費

に
充

て
る

こ
と

が
で

き
る

も
の

と
す

る
。
 

（
収

入
及

び
支

出
の

報
告

等
）

 

第
11

条
 

会
派

の
代

表
者

及
び

交
付
対

象
議

員
は

、
規

則
で

定
め
る

と
こ

ろ
に

よ
り

、
前

年
度
の

交
付

に
係

る
政
務

活
動

費
の

収
入

及
び

支
出

に
つ

い
て
の

報
告

書
（
以

下
「
収

支
報
告

書
」
と

い
う

。）
を
作

成
し
、
毎

年
４

月
3
0
日

ま
で

に
議

長
に

提
出

し
な

け
れ

ば
な
ら

な
い

。
 

２
 

前
項

の
規

定
に

よ
り

収
支

報
告
書

を
提

出
す

る
場

合
に

お
い
て

は
、
支

出
に

係
る

領
収

書
そ
の

他
の

支
出

を
証
明

す
る

書
類

（
以

下
「

領
収

書
等

」
と
い

う
。
）
の

写
し

を
添
え

て
、
提

出
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い
。
 

３
 

議
長
は

、
前
２

項
の
規
定

に
よ

る
収

支
報
告

書
及
び
領

収
書

等
の

写
し

（
以

下
「
収

支
報

告
書

等
」
と

い
う

。）

の
提

出
が

あ
っ

た
と

き
は

、
速

や
か
に

そ
の

写
し

を
市

長
に

提
出
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
 

（
剰

余
金

の
返

還
）
 

第
12

条
 

会
派

の
代

表
者

及
び

交
付
対

象
議

員
は

、
交

付
さ

れ
た
政

務
活

動
費

に
剰

余
金

が
生
じ

た
と

き
は

、
規
則

で
定

め
る

と
こ

ろ
に

よ
り

、
市

長
に
返

還
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い
。
 

（
交

付
の

決
定

の
取

消
し

）
 

政
務
活
動
費
に
係
る
法
令
等

（
本

件
措

置
請

求
に

関
連
す

る
部
分

の
み

）
 

１
 

地
方

自
治

法
（

昭
和

22
年

法
律
第

67
号
）
 

第
1
0
0
条
 

１
か
ら

1
3 

省
略
 

1
4
 

普
通

地
方

公
共

団
体

は
、
条
例

の
定

め
る

と
こ

ろ
に
よ

り
、
そ
の

議
会

の
議

員
の
調

査
研

究
そ
の

他
の

活
動

に
資

す
る

た
め

必
要

な
経

費
の

一
部

と
し
て
、
そ
の

議
会

に
お
け

る
会
派

又
は

議
員

に
対

し
、
政
務

活
動

費
を

交
付

す
る

こ
と

が
で

き
る
。
こ
の

場
合
に

お
い
て
、
当
該

政
務

活
動
費

の
交
付

の
対

象
、
額

及
び
交

付
の
方

法
並

び
に

当
該

政

務
活

動
費

を
充

て
る

こ
と

が
で

き
る
経

費
の

範
囲

は
、

条
例

で
定
め

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
 

1
5
 

前
項

の
政

務
活

動
費

の
交

付
を
受

け
た

会
派

又
は

議
員

は
、
条
例

の
定

め
る

と
こ
ろ

に
よ
り
、
当
該

政
務

活
動
費

に
係

る
収

入
及

び
支

出
の

報
告

書
を
議

長
に

提
出

す
る

も
の

と
す
る

。
 

1
6
 

議
長

は
、
第

1
4
項

の
政
務

活
動
費

に
つ

い
て

は
、

そ
の

使
途
の

透
明

性
の

確
保

に
努

め
る
も

の
と

す
る

。
 

1
7
以
降

 
省

略
 

２
 

川
崎

市
議

会
の

政
務

活
動

費
の
交

付
等

に
関

す
る

条
例
（

平
成

13
年
条

例
第

1
1
号

）
 

（
趣

旨
）
 

第
１

条
 

こ
の

条
例

は
、
地
方

自
治
法
（

昭
和

2
2
年

法
律
第

6
7
号

）
第

1
00

条
第

14
項

か
ら
第

16
項
ま

で
の

規
定

に
基

づ
き
、
川
崎

市
議

会
議
員

の
調
査

研
究

そ
の

他
の

活
動

に
資
す

る
た

め
必

要
な

経
費

の
一
部

と
し

て
、
議

会
に

お
け

る
会

派
及

び
議

員
に

対
し

、
政
務

活
動

費
を

交
付

す
る

こ
と
に

関
し

必
要

な
事

項
を

定
め
る

も
の

と
す

る
。
 

（
会

派
及

び
議

員
の

責
務

）
 

第
２

条
 
会

派
（
所

属
議
員
が

１
人

で
あ

る
場
合

を
含
む
。

以
下

同
じ

。
）

及
び

議
員
は
、

政
務

活
動

費
の
交

付
が
、

市
政

に
関

す
る

会
派

及
び

議
員

の
調
査

研
究

そ
の

他
の

活
動

を
充
実

し
、
議

会
の

活
性

化
に

資
す
る

こ
と

を
目

的
と

し
て

い
る

こ
と

を
認

識
し

、
政

務
活
動

費
を

適
正

に
使

用
し

な
け
れ

ば
な

ら
な

い
。
 

（
交

付
の

対
象

及
び

額
）
 

第
３

条
 

政
務

活
動

費
は

、
議

長
に

結
成

の
届

出
が

あ
っ

た
会

派
及

び
当

該
会

派
の

議
員

（
次

項
の

規
定

に
よ

り

5
0
,
0
00

円
の

額
を

選
択

し
た
会

派
に
所

属
す

る
議

員
に

限
る

。
以
下
「

交
付

対
象

議
員
」
と

い
う

。
）
に
対

し
て

交

付
す

る
。
 

２
 

会
派

に
対

す
る

政
務

活
動

費
の
月

額
は

、
4
5
0
,0
0
0
円

又
は

5
0,
0
00

円
の

う
ち
か

ら
各

会
派
が

選
択

し
た

額
に

当
該

会
派

の
所

属
議

員
数

を
乗

じ
て
得

た
額

と
す

る
。
 

３
 

交
付

対
象

議
員

に
対

す
る

政
務
活

動
費

の
月

額
は

、
40
0
,
0
00

円
と

す
る

。
 

４
 

第
２

項
の

規
定

に
よ

り
会

派
が
選

択
し

た
額

は
、
当
該

選
択
し

た
額

に
係

る
年

度
交

付
分
に

つ
い

て
は
、
変
更
す

る
こ

と
が

で
き

な
い

。
 

（
交

付
の

方
法

）
 

第
４

条
 
政

務
活
動

費
は
、
規

則
で

定
め

る
政
務

活
動
費
の

交
付

日
（

以
下

「
交

付
日
」

と
い

う
。）

に
お
け

る
会
派

及
び

交
付

対
象

議
員

に
対

し
て

交
付
す

る
も

の
と

す
る

。
 

２
 

前
条

第
２

項
の

所
属

議
員

数
は
、

交
付

日
に

お
け

る
各

会
派
の

所
属

議
員

数
と

す
る

。
 

３
 

各
会

派
の

所
属

議
員

数
の

算
定
に

つ
い

て
は

、
同

一
議

員
に
つ

き
重

複
し

て
行

う
こ

と
が
で

き
な

い
。
 

４
 

交
付

日
に

お
い

て
次

の
各

号
の
い

ず
れ

か
の

事
由

が
生

じ
た
と

き
は
、
当
該

交
付

日
の

属
す
る

月
分

の
政

務
活
動

費
に

つ
い

て
は

、
当

該
事

由
が

生
じ
な

か
っ

た
も

の
と

み
な

す
。
 

(
１

)
 
議

員
の

任
期

満
了
 

(
２

)
 
議

会
の

解
散
 

(
３

)
 
議

員
の

辞
職

、
失

職
、

死
亡
又

は
除

名
 

(
４

)
 
議

員
の

所
属

会
派

か
ら

の
脱
会

又
は

除
名
 

(
５

)
 
会

派
の

解
散
 

(
６

)
 
議

員
の

会
派

へ
の

加
入

 

５
 

新
た

に
会

派
を

結
成

し
、
又
は

新
た

に
交

付
対

象
議
員

と
な
り
、
次
条

第
１

項
の
規

定
に

よ
る
申

請
が

あ
っ

た
場

合
で
、
当
該

申
請

の
あ

っ
た
日

が
、
そ
の

日
の

属
す

る
月
の

交
付
日

前
で

あ
る

と
き

は
当

該
月
分

の
政

務
活

動
費

か

ら
、

当
該

交
付

日
以

後
で

あ
る

と
き
は

当
該

月
の

翌
月

分
の

政
務
活

動
費

か
ら

交
付

す
る

。
 

６
 

一
般

選
挙

が
行

わ
れ

た
た
め
、
新
た

に
会

派
を

結
成
し

、
又

は
新

た
に

交
付

対
象
議

員
と
な

り
、
次

条
第

１
項
の

規
定

に
よ

る
申

請
が

あ
っ

た
場

合
は
、
前

項
の

規
定

に
か
か

わ
ら
ず
、
当
該

申
請

の
あ
っ

た
日
の

属
す

る
月

分
の

政

務
活

動
費

か
ら

交
付

す
る

。
た

だ
し
、
当

該
月

分
と

し
て
、
既
に

政
務

活
動

費
が

交
付
さ

れ
て
い

る
場

合
は
、
こ
の

限
り

で
な

い
。
 

別
紙

３
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４
 

要
請

・
陳

情
活

動
費
 

会
派

又
は

交
付

対
象

議
員

が
国

等

に
対

す
る

要
請

又
は

陳
情

の
活

動
を

行
う

の
に

要
す

る
経

費
 

印
刷

製
本

費
、

旅
費

等
 

５
 

会
議

費
 

会
派

又
は

交
付

対
象

議
員

が
各

種

会
議

を
開

催
し

、
又

は
他

の
団

体
等

が
開

催
す

る
意

見
交

換
会

等
各

種
会

議
に

参
加

す
る

の
に

要
す

る
経

費
 

会
場

借
上

料
、
委
託

料
、
食

糧
費

、
印

刷
製

本
費

、
消

耗
品

費
、

資
料

購
入
費

、

旅
費

、
出

席
負

担
金

等
 

６
 

資
料

費
 

会
派

又
は

交
付

対
象

議
員

が
そ

の

活
動

に
必

要
と

す
る

資
料

を
購

入

し
、
若
し

く
は

利
用

し
、
又
は
作

成
す

る
の

に
要

す
る

経
費
 

印
刷

製
本

費
、
委

託
料
、
図
書
雑

誌
購

入
費
、
新
聞

購
読

料
、
デ

ー
タ
ベ

ー
ス
利

用
料

等
 

７
 

人
件

費
 

会
派

又
は

交
付

対
象

議
員

が
そ

の

活
動

の
補

助
者

を
雇

用
す

る
の

に
要

す
る

経
費
 

報
酬
・
日

当
、
交

通
費

、
社
会
保

険
料

等
 

８
 

事
務

費
 

会
派

又
は

交
付

対
象

議
員

が
そ

の

活
動

に
係

る
事

務
を

処
理

す
る

の
に

要
す

る
経

費
 

消
耗

品
費
、
事
務

機
器
・
備
品
等

賃
借

料
、
事
務

機
器
・
備
品

等
購
入
費

、
電
話

料
、

送
料

等
 

９
 

事
務

所
費
 

会
派

又
は

交
付

対
象

議
員

が
そ

の

活
動

に
必

要
な

事
務

所
の

設
置

及
び

管
理

に
要

す
る

経
費
 

事
務

所
賃

借
料

、
維

持
管

理
費

等
 

３
 

川
崎

市
議

会
の

政
務

活
動

費
の
交

付
等

に
関

す
る

条
例

施
行
規

則
（

平
成

13
年
規

則
第

16
号
）
 

（
趣

旨
）
 

第
１

条
 

こ
の

規
則

は
、

川
崎

市
議
会

の
政

務
活

動
費

の
交

付
等
に

関
す

る
条

例
（

平
成

13
年
川

崎
市

条
例
第

11
号

。

以
下

「
条

例
」

と
い

う
。
）
の
実

施
の
た

め
必

要
な

事
項

を
定

め
る
も

の
と

す
る

。
 

（
用

語
）
 

第
２

条
 

こ
の

規
則

で
使

用
す

る
用
語

の
意

義
は

、
条

例
で

使
用
す

る
用

語
の

例
に

よ
る

。
 

（
交

付
日

）
 

第
３

条
 

条
例

第
４

条
第

１
項

の
規
則

で
定

め
る

交
付

日
は

毎
月

1
0
日
と

す
る

。
た
だ

し
、
そ

の
日

が
川

崎
市

の
休

日

を
定

め
る

条
例

（
平

成
元

年
川

崎
市
条

例
第

16
号
）

第
１

条
第
１

項
に

掲
げ

る
市

の
休

日
（
以

下
「

休
日

」
と

い
う

。）

に
当

た
る

と
き

は
、

休
日

の
前

日
を
交

付
日

と
す

る
。
 

２
 

条
例

第
４

条
第

６
項
（
た

だ
し
書

を
除

く
。
）
の
規

定
に

よ
り
政

務
活

動
費

を
交

付
す

る
場
合

に
あ

っ
て

は
、
前
項

の

規
定

に
か

か
わ

ら
ず

、
市

長
が

指
定
す

る
日

を
交

付
日

と
す

る
。
 

（
政

務
活

動
費

交
付

申
請

書
及

び
政
務

活
動

費
交

付
決

定
通

知
書
）
 

第
４

条
 

条
例

第
５

条
第

１
項

の
規
定

に
よ

る
申

請
は
、
政

務
活
動

費
交

付
申

請
書
（
会

派
用
）（

第
１
号

様
式
）
又
は

政

務
活

動
費

交
付

申
請

書
（

交
付

対
象
議

員
用

）（
第
１

号
様
式

の
２
）

に
よ

る
も

の
と

す
る

。
 

２
 

条
例

第
５

条
第

２
項

の
規

定
に
よ

る
通

知
は

、
政

務
活

動
費
交

付
決

定
通

知
書
（
第

２
号
様

式
）
に

よ
る
も

の
と
す

る
。
 

（
政

務
活

動
費

交
付

申
請

事
項

変
更
届

）
 

第
５

条
 

条
例

第
６

条
の

規
定

に
よ
る

届
出

は
、
政

務
活
動

費
交
付

申
請

事
項

変
更

届
（

会
派

用
）（

第
３
号

様
式

）
又

は

政
務

活
動

費
交

付
申

請
事

項
変

更
届
（

交
付

対
象

議
員

用
）（

第
３
号

様
式

の
２

）
に

よ
る

も
の
と

す
る

。
 

（
政

務
活

動
費

増
額

交
付

申
請

書
及
び

政
務

活
動

費
増

額
交

付
決
定

通
知

書
）
 

第
６

条
 

条
例

第
７

条
第

１
項

の
規
定

に
よ

る
申

請
は

、
政

務
活
動

費
増

額
交

付
申

請
書
（
第

４
号

様
式

）
に

よ
る
も

の

と
す

る
。
 

２
 

条
例

第
７

条
第

２
項

の
規

定
に
よ

る
通

知
は

、
政

務
活

動
費
増

額
交

付
決

定
通

知
書
（
第

５
号

様
式

）
に

よ
る
も

の

と
す

る
。
 

（
政

務
活

動
費

減
額

等
決

定
通

知
書
）
 

第
７

条
 

条
例

第
８

条
第

２
項

の
規
定

に
よ

る
通

知
は

、
政

務
活
動

費
減

額
等

決
定

通
知

書
（

第
６

号
様

式
）
に
よ
る

も

の
と

す
る

。
 

（
請

求
書

の
提

出
）
 

第
13

条
 

市
長

は
、

会
派

又
は

交
付
対

象
議

員
に

お
け

る
政

務
活
動

費
の

支
出

が
こ

の
条

例
及
び

こ
の

条
例

に
基
づ

く
規

則
の
定

め
に
違

反
し
た
も

の
で

あ
る

と
認
め

た
と
き
は

、
当

該
交

付
の
決

定
の
全
部

又
は

一
部

を
取
り

消
し

、

規
則

で
定

め
る

と
こ

ろ
に

よ
り

、
そ
の

旨
を

会
派

の
代

表
者

又
は
交

付
対

象
議

員
に

通
知

す
る
も

の
と

す
る

。
 

（
政

務
活

動
費

の
返

還
命

令
）

 

第
14

条
 

市
長

は
前

条
の

規
定

に
よ
り

、
政

務
活

動
費

の
交

付
の
決

定
の

全
部

又
は

一
部

を
取
り

消
し

た
と

き
は
、

規
則

で
定

め
る

と
こ

ろ
に

よ
り

、
会

派
の

代
表

者
又

は
交
付

対
象
議

員
に

期
限

を
定

め
て

、
既

に
交

付
し

た
政

務
活

動
費

の
全

部
又

は
一

部
を

返
還

す
る
よ

う
命

ず
る

も
の

と
す

る
。
 

（
収

支
報

告
書

等
の

閲
覧

等
）

 

第
1
5
条

 
議

長
は

、
第

11
条

第
１
項

及
び

第
２

項
の

規
定

に
よ
り

収
支

報
告

書
等

が
提

出
さ
れ

た
と

き
は
、
規
則
で

定
め

る
と

こ
ろ

に
よ

り
、

不
開

示
情
報

（
川

崎
市

情
報

公
開

条
例
（

平
成

1
3
年

川
崎

市
条

例
第
１

号
）

第
８

条
に

規
定

す
る
不

開
示
情

報
を
い
う

。
）

が
記
録

さ
れ
て

い
る
部
分

を
除

き
、

当
該
収

支
報
告
書

等
を

一
般

の
閲
覧

に
供

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。
こ
の

場
合
に

お
い

て
、
当

該
収
支

報
告
書

等
の

写
し

の
請

求
が

あ
っ
た

と
き

は
、
そ

の
写

し
を

交
付

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。
 

２
 

前
項

の
規

定
に

よ
る

収
支

報
告
書

等
の

閲
覧

に
係

る
手

数
料
は

、
無

料
と

す
る

。
 

３
 

第
１

項
の

規
定

に
よ

る
収

支
報

告
書

等
の

写
し

の
交

付
を

行
う

場
合

に
お

け
る

当
該

写
し

の
作

成
及

び
送

付
に

要
す

る
費

用
は

、
そ

の
写

し
を

請
求
す

る
者

の
負

担
と

す
る

。
 

４
 

第
１

項
の

規
定

に
よ

り
収

支
報
告

書
等

を
閲

覧
し

、
又

は
そ
の

写
し

の
交

付
を

受
け

た
者
は
、
そ
れ

に
よ

っ
て
得

た
情

報
を

適
正

に
用

い
な

け
れ

ば
な
ら

な
い

。
 

（
準

用
）
 

第
1
6
条

 
第

1
1
条

か
ら

前
条

ま
で
の

規
定

は
、
政

務
活
動

費
の
交

付
を

受
け

て
い

る
会

派
が
解

散
し
、
所
属

議
員
が

１
人

で
あ

る
会

派
の

当
該

所
属

議
員
が

辞
職

し
、
失

職
し
、
死
亡

し
、
若
し

く
は

除
名
さ

れ
、
議
会

が
解

散
し

、
議

員
の

任
期

が
満

了
し
、
又
は
交

付
対
象

議
員

で
な

く
な

っ
た

場
合
に

つ
い

て
準

用
す

る
。
こ
の

場
合

に
お

い
て

、
第

1
1
条
第

１
項

中
「
代

表
者

」
と

あ
る
の

は
「
代

表
者

で
あ
っ

た
者
（

所
属
議

員
が

１
人
で

あ
る
会

派
の

当
該

所
属

議

員
が

死
亡

し
た

場
合

に
あ

っ
て

は
、
そ
の

相
続

人
そ

の
他
の

一
般
承

継
人

）」
と
、「

交
付

対
象
議

員
」
と

あ
る

の
は

「
交

付
対

象
議

員
で

あ
っ

た
者
（
交

付
対

象
議

員
が

死
亡
し

た
場
合

に
あ

っ
て

は
、
そ
の

相
続
人

そ
の

他
の

一
般

承

継
人

）」
と
、「

前
年
度
」
と
あ

る
の
は
「

会
派

が
解

散
し
、
所
属

議
員

が
１

人
で

あ
る
会

派
の
当

該
所

属
議

員
が

辞

職
し
、
失
職

し
、
死
亡

し
、
若

し
く
は

除
名

さ
れ

、
議

会
が

解
散
し
、
議

員
の

任
期

が
満

了
し
、
又

は
交
付

対
象

議

員
で

な
く

な
っ

た
年

度
」
と

、「
毎
年

４
月

3
0
日

ま
で

に
」
と

あ
る
の

は
「
速

や
か

に
」
と

、
第

1
2
条
、
第

13
条

及
び
第

14
条
の

規
定

中
「

代
表

者
」
と

あ
る

の
は

「
代

表
者

で
あ
っ

た
者

（
所

属
議

員
が

１
人
で

あ
る

会
派

の
当

該
所

属
議

員
が

死
亡

し
た

場
合

に
あ
っ

て
は
、
そ
の

相
続
人

そ
の
他

の
一

般
承

継
人

）」
と

、「
交

付
対

象
議

員
」
と

あ
る

の
は
「

交
付

対
象

議
員
で

あ
っ
た

者
（
交

付
対

象
議
員

が
死
亡

し
た

場
合

に
あ

っ
て

は
、
そ
の

相
続

人
そ

の
他

の
一

般
承

継
人

）」
と
読

み
替
え

る
も
の

と
す

る
。
 

（
委

任
）
 

第
1
7
条

 
こ

の
条

例
に

定
め
る

も
の
の

ほ
か

、
こ

の
条

例
の

実
施
の

た
め

必
要

な
事

項
は

、
規
則

で
定

め
る

。
 

別
表

（
第

10
条
関

係
）
 

経
費

の
区

分
 

支
出

で
き

る
経

費
 

内
容
 

種
類
 

１
 

調
査

研
究

費
 

会
派

又
は

交
付

対
象

議
員

が
市

の

事
務

、
地

方
行

財
政

等
に

関
し

て
調

査
研

究
を

す
る

の
に

要
す

る
経

費
 

会
場

借
上

料
、

委
託

料
、

講
師

謝
礼
、

食
糧

費
、
印
刷

製
本

費
、
消

耗
品

費
、
資

料
購

入
費

、
旅

費
、
バ

ス
等

借
上

料
、
出

席
負

担
金

等
 

２
 

研
修

費
 

会
派

又
は

交
付

対
象

議
員

が
研

修

会
を

開
催

し
、

又
は

他
の

団
体

等
が

開
催

す
る

研
修

会
に

参
加

す
る

の
に

要
す

る
経

費
 

会
場

借
上

料
、

委
託

料
、

講
師

謝
礼
、

食
糧

費
、
印
刷

製
本

費
、
消

耗
品

費
、
資

料
購

入
費

、
旅

費
、

出
席

負
担

金
等
 

３
 

広
報

・
広

聴
費
 

会
派

又
は

交
付

対
象

議
員

が
そ

の

活
動

若
し

く
は

市
政

に
つ

い
て

市
民

に
広

報
し

、
又

は
市

民
の

要
望

、
意
見

等
の

聴
取

若
し

く
は

市
民

相
談

を
行

う
の

に
要

す
る

経
費
 

会
場

借
上

料
、
印

刷
製

本
費
、
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
等

製
作

費
、
食
糧

費
、
送

料
、
旅

費
等
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第
８

条
 

会
派

の
代

表
者

及
び

交
付
対

象
議

員
は

、
毎

月
、
当
該

月
分

の
政

務
活
動

費
に

つ
い
て
、
川

崎
市

金
銭

会
計
規

則
（

昭
和

39
年
川

崎
市

規
則
第

3
1
号

。
以

下
「

金
銭

会
計
規

則
」
と

い
う

。）
第

8
2
条
の

規
定
に

よ
り

請
求

書
を

提
出

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。
 

（
支

出
の

手
続

及
び

書
類

の
保

存
期
間

）
 

第
９

条
 

条
例

第
1
0
条
に
規

定
す
る

経
費

の
支

出
は

、
会

派
に
あ

っ
て

は
会

派
の

代
表

者
の
決

定
を

経
て

経
理

責
任

者

が
処

理
し

、
交

付
対

象
議

員
に

あ
っ
て

は
当

該
交

付
対

象
議

員
が
処

理
す

る
も

の
と

す
る

。
 

２
 

経
理

責
任

者
及

び
交

付
対

象
議
員

は
、
経

費
を
支

出
し

た
と
き

は
、
領

収
書
そ

の
他

の
支
出

を
確

認
す

る
書

類
（
以

下
「

支
出

確
認

書
類

」
と
い
う

。
）
を
徴

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。
こ

の
場

合
に

お
い

て
、
支

出
確

認
書

類
を

徴
す

る
こ

と

が
で

き
な

い
と

き
は

、
会

派
に

あ
っ
て

は
会

派
の

代
表

者
、
交

付
対

象
議

員
に

あ
っ

て
は

当
該
交

付
対

象
議

員
が

作
成
す

る
支

払
証

明
書

（
以

下
「

支
払

証
明
書

」
と

い
う

。）
を
も
っ

て
こ
れ

に
代

え
る

こ
と

が
で

き
る
。
 

３
 

経
理

責
任

者
及

び
交

付
対

象
議
員

は
、
毎

年
度
、
会
計

帳
簿
を

調
製

し
、
前
項

に
規

定
す
る

支
出

確
認

書
類

及
び

支

払
証

明
書

を
整

理
し

た
上

、
こ

れ
ら
を

収
支

報
告

書
を

提
出

し
た
日

の
属

す
る

年
度

の
翌

年
度
の

４
月

１
日

か
ら

起
算
し

て
５

年
を

経
過

す
る

日
ま

で
保

存
し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

 

（
政

務
活

動
費

収
支

報
告

書
）

 

第
10

条
 

条
例
第

11
条
第
１

項
の
規

定
に

よ
る

収
支

報
告

書
の
提

出
は

、
政

務
活

動
費

収
支
報

告
書

（
会

派
用

）（
第

７
号

様
式

）
又

は
政

務
活

動
費

収
支
報

告
書

（
交

付
対

象
議

員
用
）
（
第

７
号

様
式

の
２
）

に
よ
る

も
の

と
す

る
。
 

（
剰

余
金

の
返

還
）
 

第
1
1
条

 
条

例
第

1
2
条

の
規

定
に
よ

る
剰

余
金

の
返

還
は

、
市
長

の
発

行
す

る
納

付
書

に
よ
り

、
速

や
か

に
行

う
も

の

と
す

る
。
 

（
交

付
の

決
定

の
取

消
通

知
）

 

第
1
2
条

 
条

例
第

1
3
条

の
規

定
に
よ

り
政

務
活

動
費

の
交

付
の
決

定
の

全
部

又
は

一
部

を
取
り

消
し

た
と

き
は
、
取

消

し
の

内
容

及
び

理
由

を
記

載
し

た
書
面

に
よ

り
通

知
す

る
も

の
と
す

る
。
 

（
返

還
命

令
）
 

第
1
3
条

 
条

例
第

1
4
条

の
規

定
に
よ

る
返

還
命

令
は
、
返

還
の
期

限
そ

の
他

必
要

な
事

項
を
記

載
し

た
書

面
に

よ
り

行

う
も

の
と

す
る

。
 

２
 

条
例
第

14
条
の

規
定

に
よ

る
政
務

活
動

費
の

返
還

は
、

金
銭
会

計
規

則
第

5
2
条

又
は

第
6
0
条

の
規

定
に

よ
り

行

う
も

の
と

す
る

。
 

（
収

支
報

告
書

等
の

閲
覧

等
）

 

第
1
4
条

 
条

例
第

1
5
条

第
１

項
の
規

定
に

よ
る

収
支

報
告

書
等
の

閲
覧

は
、
政

務
活
動

費
の
交

付
を

受
け

た
日

の
属

す

る
年

度
の

翌
年

度
の

６
月

30
日

か
ら
、
議
会

局
に

お
い

て
休

日
を
除

く
日

の
午

前
８
時

3
0
分
か

ら
午

後
５

時
ま

で
行
う

も
の

と
す

る
。
 

２
 

前
項

の
収

支
報

告
書

等
を

閲
覧
す

る
者

は
、
当
該

収
支

報
告
書

等
を

汚
損

し
、
又
は

破
損
す

る
こ

と
が

な
い

よ
う

に

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。
 

３
 

条
例
第

1
5
条

第
３

項
に
規

定
す
る

収
支

報
告

書
等

の
写

し
の
作

成
及

び
送

付
に

要
す

る
費
用

は
、

前
納

と
す

る
。

 

（
準

用
）
 

第
1
5
条

 
第

９
条

第
３

項
及
び

第
10

条
か

ら
前

条
ま

で
の
規

定
は
、
政

務
活

動
費

の
交

付
を

受
け

て
い

る
会

派
が

解
散

し
、
所
属

議
員

が
１

人
で

あ
る

会
派
の

当
該

所
属

議
員

が
辞

職
し
、
失
職

し
、
死
亡

し
、
若

し
く

は
除

名
さ

れ
、
議
会
が

解
散

し
、
議

員
の

任
期

が
満
了

し
、
又
は

交
付

対
象

議
員
で

な
く
な

っ
た

場
合

に
つ

い
て

準
用
す

る
。
こ

の
場

合
に
お

い

て
、
第
９

条
第

３
項

中
「

経
理

責
任
者

」
と

あ
る

の
は
「
経

理
責
任

者
で

あ
っ

た
者
（
所

属
議
員

が
１

人
で

あ
る

会
派
の

当
該

所
属

議
員

が
死

亡
し

た
場

合
に
あ

っ
て

は
、
そ

の
相
続

人
そ
の

他
の

一
般

承
継

人
）」

と
、「

交
付

対
象

議
員

」
と
あ

る
の

は
「
交

付
対

象
議

員
で
あ

っ
た
者
（

交
付

対
象

議
員
が

死
亡
し

た
場

合
に

あ
っ

て
は

、
そ

の
相

続
人

そ
の

他
の
一

般

承
継

人
）
」
と

読
み

替
え

る
も
の

と
す
る

。
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1 
 監

査
の
結
果
 

第
１
 
監
査
委
員

の
除

斥
 

本
件
措
置
請

求
に

お
い

て
、
浅

野
文

直
監

査
委

員
及

び
山

田
晴

彦
監

査
委

員
に

つ
い

て
は

、
地

方
自

治
法
（
昭
和
２

２
年

法
律

第
６

７
号

。
以

下
「

法
」
と

い
う

。
）
第

１
９

９
条

の
２

の
規

定
に

よ
り

除

斥
と
し
た
。

 

 第
２
 
請
求
の
受
付

 

 
１
 
請
求
の
内
容

 

本
件
措
置

請
求

は
、
別

紙
１
（

事
実

証
明

書
は

添
付

省
略

）
の

と
お

り
、
市

が
各

務
雅

彦
議

員
及

び

吉
沢

直
美

議
員

に
対

す
る

違
法

な
支

出
に

充
て

ら
れ

た
政

務
活

動
費

の
返

還
請

求
権

を
行

使
す

る
こ

と
を

怠
っ

て
い

る
こ

と
か

ら
、

こ
れ

を
行

使
す

る
よ

う
川

崎
市

長
に

対
し

勧
告

す
る

こ
と

を
求

め
て

い
る
。
 

  
２
 
請
求
の
受
理

 

本
件
措
置

請
求

は
、
所

定
の

要
件

を
具

備
し

て
い

る
も

の
と

認
め

、
令

和
３

年
６

月
３

０
日

付
け

で

こ
れ
を
受
理

し
、

監
査

対
象

局
を

議
会

局
と

し
た

。
 

 第
３
 
個
別
外
部
監

査
契

約
に

基
づ

く
監

査
が

相
当

で
あ

る
と

認
め

な
か

っ
た

理
由

 

 
１
 

個
別
外

部
監

査
制

度
と

は
、

監
査

請
求

の
事

案
が

、
監

査
委

員
が

有
す

る
専

門
的

知
識

以
外

の
事

案
で
あ

り
、

監
査

委
員

が
外

部
の

専
門

家
に

監
査

を
委

託
す

る
必

要
が

あ
る

と
判

断
し

た
と

き
に

、

個
別
外
部
監

査
契

約
に

基
づ

く
監

査
に

よ
る

こ
と

が
相

当
と

認
め

る
も

の
で

あ
る

。
 

  
２
 

本
件
措

置
請

求
に

つ
い

て
は

、
財

務
会

計
上

の
行

為
の

う
ち

、
財

産
の

管
理

を
怠

る
事

実
に

つ
い

て
主
張

す
る

も
の

で
あ

り
、

監
査

委
員

の
有

す
る

専
門

的
知

識
の

範
囲

内
で

あ
る

と
判

断
さ

れ
る

こ

と
か
ら

、
監

査
委

員
の

監
査

に
代

え
て

個
別

外
部

監
査

契
約

に
基

づ
く

監
査

を
実

施
す

る
こ

と
が

相

当
で
あ
る
も

の
と

は
認

め
ら

れ
な

い
。

 

  
３
 

監
査
委

員
は

、
常

に
公

正
不

偏
の

態
度

を
保

持
し

て
、

監
査

を
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

旨
、

法
第

１
９
８

条
の

３
第

１
項

に
規

定
さ

れ
て

い
る

こ
と

か
ら

、
監

査
委

員
の

中
立

性
は

法
律

に
よ

り
義

務

付
け
ら
れ
て

お
り

、
そ

の
趣

旨
に

沿
っ

て
努

力
し

て
い

る
と

こ
ろ

で
あ

る
。

 

  
４
 

以
上
に

よ
り

、
本

件
措

置
請

求
は

、
個

別
外

部
監

査
契

約
に

基
づ

く
監

査
に

よ
る

こ
と

が
相

当
で

あ
る
と

は
認

め
ら

れ
ず

、
法

第
２

５
２

条
の

４
３

第
９

項
の

規
定

に
よ

り
、

法
第

２
４

２
条

第
１

項

の
請
求
で
あ

っ
た

も
の

と
み

な
し

、
監

査
対

象
局

を
議

会
局

と
し

て
監

査
を

実
施

す
る

こ
と

と
し

た
。
 

 

 

（
別

紙
）

 

 

３
川

監
第

４
６

５
号
 

令
和

３
年

８
月

２
６

日
 

  
Ｎ

Ｐ
Ｏ

法
人

 
国

民
の

健
康

と
生

活
を

守
る

会
 

 
理

事
長

 
金

 
屋

 
隼

 
斗

 
 

様
 

  

川
崎

市
監

査
委

員
 

 
寺

 
岡

 
章

 
二

 
 

 
 

同
 

 
 

 
 

 
 

 
植

 
村

 
京

 
子

 
 

 
 

  

川
崎

市
職

員
措

置
請

求
に

つ
い

て
（

通
知

）
 

 

令
和

３
年

６
月

３
０

日
付

け
を

も
っ

て
受

理
し

た
標

記
の

請
求

に
つ

い
て

、
地

方
自

治
法

（
昭

和

２
２

年
法

律
第

６
７

号
）

第
２

４
２

条
第

５
項

の
規

定
に

基
づ

き
監

査
を

実
施

し
ま

し
た

の
で

、
そ

の
結

果
を

次
の

と
お

り
通

知
し

ま
す

。
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3 
 

締
結
並

び
に

財
産

の
取

得
及

び
処

分
等

に
つ

い
て

議
決

権
を

有
す

る
。

 

さ
ら

に
は

、
近

時
の

社
会

情
勢

の
複

雑
化

に
伴

い
、
多

様
化
・
高

度
化

す
る

地
域

住
民

の
要

求
に

応
え

る
た

め
の

行
政

施
策

等
に

対
す

る
迅

速
か

つ
適

切
な

審
議

が
求

め
ら

れ
て

い
る

。

こ
う

し
た

中
、

議
会

の
構

成
員

で
あ

る
議

員
な

い
し

会
派

に
は

、
地

方
行

政
等

に
関

す
る

諸

制
度

、
当

該
地

方
公

共
団

体
の

抱
え

る
政

治
的

、
行

政
的

諸
課

題
、
さ

ら
に

は
諸

外
国

の
動

向

等
に

対
す

る
広

範
な

知
識

が
必

要
と

さ
れ

、
こ

れ
ら

に
つ

い
て

の
不

断
の

調
査

研
究

等
の

活

動
が

不
可

欠
と

な
っ

て
お

り
、

議
員

活
動

の
活

性
化

を
図

る
た

め
、

要
す

る
経

費
の

一
部

を

政
務
活

動
費

と
し

て
交

付
す

る
も

の
で

あ
る

。
 

(
ｲ
)
 
実
費

弁
償

の
原

則
 

政
務

活
動

費
は

、
市

政
調

査
研

究
そ

の
他

の
活

動
の

た
め

に
、
実

際
に

要
し

た
費

用
に

充
当

す
る
実

費
弁

償
を

原
則

と
す

る
。

 

(
ｳ
)
 
按
分

に
よ

る
支

出
 

会
派

及
び

議
員

に
よ

る
、
「

調
査

研
究

そ
の

他
の

活
動

」
（

政
務

活
動

）
と

、
そ

れ
以

外
の

「
政
党

活
動

」
、「

選
挙

活
動

」
、「

後
援

会
活

動
」
な
ど

が
渾

然
一

体
と

な
っ

て
行

わ
れ

、
調

査

研
究

そ
の

他
の

活
動

に
資

す
る

部
分

が
明

ら
か

で
無

い
場

合
は

、
全

額
を

政
務

活
動

費
に

よ

っ
て

支
出

す
る

こ
と

は
不

適
当

で
あ

り
、

他
の

活
動

の
実

績
に

応
じ

て
按

分
し

支
出

す
る

按

分
の
考

え
方

を
導

入
す

べ
き

も
の

と
考

え
る

。
 

(
ｴ
)
 
執
行

に
あ

た
っ

て
の

原
則

 

政
務

活
動

費
の

使
途

に
つ

い
て

は
、
指

針
に

よ
る

ほ
か

、
会

派
又

は
交

付
対

象
議

員
の

自
律

的
な

判
断

に
委

ね
ら

れ
て

い
る

た
め

、
政

務
活

動
費

が
調

査
研

究
そ

の
他

の
活

動
に

資
す

る

た
め

必
要

な
経

費
を

賄
う

も
の

で
あ

る
こ

と
を

踏
ま

え
、

会
派

及
び

交
付

対
象

議
員

の
責

任

に
お
い

て
適

正
な

執
行

に
努

め
る

こ
と

と
す

る
。

 

政
務

活
動

費
が

公
金

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

使
途

内
容

に
つ

い
て

の
透

明
性

確
保

が
求

め
ら

れ
て

い
る

た
め

、
会

派
又

は
交

付
対

象
議

員
に

お
い

て
市

民
へ

の
説

明
責

任
を

果
た

す
と

と

も
に

、
支

出
伝

票
及

び
政

務
活

動
記

録
票

に
お

け
る

説
明

の
充

実
等

に
努

め
る

こ
と

と
す

る
。
 

イ
 
政
務
活

動
費

の
交

付
対

象
と

充
て

る
こ

と
が

で
き

る
経

費
 

政
務
活
動

費
の

交
付

対
象

は
、
条

例
第

３
条

で
は

、
会

派
及

び
当

該
会

派
の

議
員

で
、
議

員
１

人
当
た
り

に
お

い
て

①
会

派
に

対
し

て
月

額
４

５
０

，
０

０
０

円
又

は
②

会
派
・
議

員
に

対
し

て
、

会
派
に
月
額

５
０

，
０

０
０

円
、
議

員
に

月
額

４
０

０
，
０

０
０

円
の

い
ず

れ
か

の
選

択
制

と
し

て
、
所
属

議
員

数
を

乗
じ

て
得

た
額

を
会

派
に

交
付

す
る

と
し

て
い

る
。

 

政
務
活

動
費

を
充

て
る

こ
と

が
で

き
る

経
費

の
範

囲
は

、
条

例
第

１
０

条
別

表
に

、
次

の
と

お

り
規
定
さ
れ

て
い

る
。

 

経
費

の
区

分
 

支
出

で
き

る
経

費
 

内
容

 
種

類
 

１
 
調

査
研

究
費

 
会

派
又

は
交

付
対

象
議

員
が

市
会

場
借

上
料

、
委

託
料

、
講

師
謝

2 
  第

４
 
監
査
の
実
施
 

 
１
 

請
求
人
の
陳
述
 

監
査
の
実
施
に
当
た
り
、
法
第
２
４
２
条
第
７
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
令
和
３
年
８
月
４
日
、
請
求

人
か
ら
陳
述
の
聴
取
を
行
っ
た
。
請
求
人
の
陳
述
の
際
、
同
条
第
８
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
議
会
局
の

職
員
の
立
会
い
が
あ
っ
た
。
 

請
求
人
が
本
件
措
置
請
求
の
要
旨
を
補
足
し
た
内
容
は
、
お
お
む
ね
別
紙
２
の
と
お
り
で
あ
る
。
 

  
２
 

関
係
人
調
査
 

法
第
１
９
９
条
第
８
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
令
和
３
年
８
月
４
日
、
本
件
措
置
請
求
に
係
る
事
実
関

係
の
確
認
の
た
め
、
関
係
人
調
査
を
行
っ
た
。
 

関
係
人
調
査
の
対
象
は
、
各
務
雅
彦
議
員
及
び
吉
沢
直

美
議
員
と
し
た
。
 

  
３
 

監
査
対
象
事
項
 

本
件

政
務

活
動

費
の

支
出

に
関

し
て

、
市

長
に

違
法

又
は

不
当

に
財

産
の

管
理

を
怠

る
事

実
が

あ

る
か
を
監
査
対
象
と
し
た
。
 

 第
５
 

監
査
の
結
果
 

 
１
 

前
提
事
実
の
確
認
等
 

関
係
各
資
料
の
調
査
の
結
果
、
本
件
に
関
す
る
前
提

事
実
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
 

 
 
(
1
)
 

政
務
活
動
費
に
つ
い
て
 

ア
 
概
要
 

政
務
活
動
費
は
、
法
第
１
０
０
条
第
１
４
項
か
ら
第
１
６
項
ま
で
の
規
定
を
根
拠
と
す
る
も
の

で
、
川
崎
市
議
会
の
政
務
活
動
費
の
交
付
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成
１
３
年
川
崎
市
条
例
第
１
１

号
。
以

下
「

条
例

」
と
い

う
。
）

及
び

川
崎

市
議
会

の
政
務

活
動

費
の

交
付
等

に
関
す

る
条

例
施

行
規
則
（
平
成
１
３
年
川
崎
市
規
則
第
１
６
号
。
以
下
「
規
則
」
と
い
う
。
）
に
基
づ
き
、
会
派
及

び
議
員
に
対
し
、
川
崎
市
議
会
議
員
の
調
査
研
究
そ

の
他
の
活
動
に
資
す
る
た
め
必
要
な
経
費
の

一
部
と
し
て
交
付
さ
れ
る
。
市
政
に
関
す
る
会
派
及
び
議
員
の
調
査
研
究
そ
の
他
の
活
動
を
充
実

し
、
議
会
の
審
議
能
力
の
向
上
、
議
会
の
活
性
化
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
も
の
で
あ

り
、
川
崎
市
議
会
が
作
成
し
た
「
政
務
活
動
費
の
運
用
指
針
（
以
下
「
指
針
」
と
い
う
。
）
」
に
よ

る
と
、
そ
の
使
途
に
つ
い
て
市
民
に
説
明
責
任
を
負
う
こ
と
を
認
識
し
て
、
適
正
に
使
用
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
 

ま
た
、
政
務
活
動
費
の
運
用
の
基
本
的
指
針
と
し

て
、
次
の
４
点
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
 

(
ｱ
)
 

政
務
活
動
に
つ
い
て
 

普
通
地
方
公
共
団
体
の
議
会
は
、
条
例
の
制
定
及
び
改
廃
、
予
算
の
決
定
、
重
要
な
契
約
の
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(
ｱ
)
 
交
付
申

請
手

続
（

条
例

第
５

条
第

１
項

）
 

政
務

活
動

費
の

交
付

を
受

け
よ

う
と

す
る

と
き

は
、

会
派

の
代

表
者

及
び

交
付

対
象

議
員

は
、

年
度

当
初

に
議

長
を

経
由

し
て

市
長

に
申

請
す

る
。

 

(
ｲ
)
 
交
付
決

定
（

条
例

第
５

条
第

２
項

）
 

市
長

は
、
交

付
申

請
が

あ
っ

た
と

き
は

、
そ

の
内

容
を

審
査

し
、
交

付
の

決
定

を
し

た
と

き

は
、
議

長
を

経
由

し
て

会
派

の
代

表
者

又
は

交
付

対
象

議
員

に
通

知
す

る
。

 

(
ｳ
)
 
支
出

請
求

（
規

則
第

３
条

、
第

８
条

）
 

会
派

の
代

表
者

及
び

交
付

対
象

議
員

は
、
毎

月
政

務
活

動
費

の
請

求
を

行
う

。
政

務
活

動
費

は
毎

月
１

０
日

に
交

付
さ

れ
る

。
 

(
ｴ
)
 
政
務
活

動
費

の
活

用
、

整
理

・
調

製
（

条
例

第
９

条
、

指
針

）
 

政
務

活
動

費
の

交
付

を
受

け
て

い
る

会
派

は
、

政
務

活
動

費
に

関
す

る
経

理
を

的
確

に
処

理
す

る
た

め
、
所

属
議

員
の

中
か

ら
経

理
責

任
者

１
人

を
置

か
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。
ま

た
、

交
付

対
象

議
員

は
、

交
付

を
受

け
た

政
務

活
動

費
の

経
理

を
的

確
に

処
理

し
な

け
れ

ば
な

ら

な
い
。
政

務
活

動
費

を
活

用
す

る
際

に
は

、
支

出
伝

票
の

作
成

、
領

収
書

等
整

理
（

支
出

伝
票

に
貼
付

等
）
、
会

計
帳

簿
の

記
帳

等
を

行
う

。
ま

た
、
四

半
期

ご
と

に
支

出
伝

票
、
領

収
書

等
、

会
計

帳
簿

等
の

整
理

・
調

製
を

行
う

。
 

(
ｵ
)
 
収
支
報

告
書

等
の

提
出

（
条

例
第

１
１

条
、

指
針

）
 

会
派

の
代

表
者

及
び

交
付

対
象

議
員

は
、
交

付
翌

年
度

の
４

月
３

０
日

ま
で

に
、
交

付
に

係

る
収
入

及
び

支
出

に
つ

い
て

議
長

に
報

告
す

る
。
こ

の
場

合
、
収

支
報

告
書

の
ほ

か
、
支

出
伝

票
一
覧

表
（

写
し

）
、
支

出
伝

票
（

写
し

）
、
領

収
書

等
（

写
し

）
、
政

務
活

動
記

録
票
（

写
し

）

等
を

提
出

す
る

。
議

長
は

こ
れ

ら
の

提
出

が
あ

っ
た

と
き

は
、

速
や

か
に

そ
の

写
し

を
市

長

に
提
出

す
る

。
 

(
ｶ
)
 
剰
余

金
の

返
還

（
条

例
第

１
２

条
、

規
則

第
１

１
条

）
 

交
付

さ
れ

た
政

務
活

動
費

に
剰

余
金

が
生

じ
た

場
合

、
会

派
の

代
表

者
及

び
交

付
対

象
議

員
は

、
市

長
の

発
行

す
る

納
付

書
に

よ
り

、
速

や
か

に
返

還
を

行
う

。
 

(
ｷ
)
 
議
会
局

に
よ

る
点

検
・

確
認

作
業

、
閲

覧
準

備
等

（
指

針
）

 

議
会

局
は

、
会

派
の

代
表

者
又

は
交

付
対

象
議

員
か

ら
提

出
さ

れ
た

収
支

報
告

書
等

を
閲

覧
に

供
す

る
に

当
た

り
、
記

載
・
押

印
漏

れ
、
添

付
書

類
の

不
備

、
費

用
弁

償
と

の
重

複
、
按

分
率

等
の

説
明

漏
れ

及
び

合
計

額
等

の
確

認
な

ど
の

形
式

的
要

件
の

確
認

を
行

う
と

と
も

に
、

個
人
情

報
の

マ
ス

キ
ン

グ
を

行
う

。
 

(
ｸ
)
 
収
支

報
告

書
等

の
閲

覧
（

条
例

第
１

５
条

、
規

則
第

１
４

条
）

 

議
長

は
、

交
付

翌
年

度
の

６
月

３
０

日
か

ら
収

支
報

告
書

等
を

一
般

の
閲

覧
に

供
す

る
。

 

(
ｹ
)
 
関
係

帳
簿

の
保

管
（

規
則

第
９

条
、

指
針

）
 

会
派

の
経

理
責

任
者

及
び

交
付

対
象

議
員

は
、
収

支
報

告
書

、
支

出
伝

票
一

覧
表

、
支

出
伝

票
、
領
収

書
等

、
会

計
帳

簿
関

係
書

類
、
事

務
所

台
帳

等
を

収
支

報
告

書
提

出
日

の
属

す
る

年

4 
 

の
事
務
、
地
方
行
財
政
等
に
関
し

て
調
査
研
究
を
す
る
の
に
要
す
る

経
費
 

礼
、
食
糧
費
、
印
刷
製
本
費
、
消
耗

品
費
、
資
料
購
入
費
、
旅
費
、
バ
ス

等
借
上
料
、
出
席
負
担
金
等
 

２
 

研
修
費
 

会
派
又
は
交
付
対
象
議
員
が
研

修
会
を
開
催
し
、
又
は
他
の
団
体

等
が
開
催
す
る
研
修
会
に
参
加
す

る
の
に
要
す
る
経
費
 

会
場

借
上

料
、

委
託

料
、

講
師

謝

礼
、
食
糧
費
、
印
刷
製
本
費
、
消
耗

品
費
、
資
料
購
入
費
、
旅
費
、
出
席

負
担
金
等
 

３
 

広
報
・
広
聴
費
 

会
派
又
は
交
付
対
象
議
員
が
そ

の
活
動
若
し
く
は
市
政
に
つ
い
て

市
民
に
広
報
し
、
又
は
市
民
の
要

望
、
意
見
等
の
聴
取
若
し
く
は
市

民
相
談
を
行
う
の
に
要
す
る
経
費

 会
場
借
上
料
、
印
刷
製
本
費
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
等
製
作
費
、
食
糧
費
、
送

料
、
旅
費
等
 

４
 

要
請
・
陳
情
活

動
費
 

会
派
又
は
交
付
対
象
議
員
が
国

等
に
対
す
る
要
請
又
は
陳
情
の
活

動
を
行
う
の
に
要
す
る
経
費
 

印
刷
製
本
費
、
旅
費
等
 

５
 

会
議
費
 

会
派
又
は
交
付
対
象
議
員
が
各

種
会
議
を
開
催
し
、
又
は
他
の
団

体
等
が
開
催
す
る
意
見
交
換
会
等

各
種
会
議
に
参
加
す
る
の
に
要
す

る
経
費
 

会
場
借
上
料
、
委
託
料
、
食
糧
費
、

印
刷
製
本
費
、
消
耗
品
費
、
資
料
購

入
費
、
旅
費
、
出
席
負
担
金
等
 

６
 

資
料
費
 

会
派
又
は
交
付
対
象
議
員
が
そ

の
活
動
に
必
要
と
す
る
資
料
を
購

入
し
、
若
し
く
は
利
用
し
、
又
は

作
成
す
る
の
に
要
す
る
経
費
 

印
刷
製
本
費
、
委
託
料
、
図

書
雑
誌

購
入
費
、
新
聞
購
読
料
、
デ

ー
タ
ベ

ー
ス
利
用
料
等
 

７
 

人
件
費
 

会
派
又
は
交
付
対
象
議
員
が
そ

の
活
動
の
補
助
者
を
雇
用
す
る
の

に
要
す
る
経
費
 

報
酬
・
日
当
、
交
通
費
、
社

会
保
険

料
等
 

８
 

事
務
費
 

会
派
又
は
交
付
対
象
議
員
が
そ

の
活
動
に
係
る
事
務
を
処
理
す
る

の
に
要
す
る
経
費
 

消
耗
品
費
、
事
務
機
器
・
備
品
等
賃

借
料

、
事

務
機

器
・

備
品

等
購

入

費
、
電
話
料
、
送
料
等
 

９
 

事
務
所
費
 

会
派
又
は
交
付
対
象
議
員
が
そ

の
活
動
に
必
要
な
事
務
所
の
設
置

及
び
管
理
に
要
す
る
経
費
 

事
務
所
賃
借
料
、
維
持
管
理
費
等

 

ウ
 

交
付
等
の
事
務
手
続
の
流
れ
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和
感
の

あ
る

請
求

項
目

、
単

価
及

び
諸

経
費

と
考

え
ら

れ
、

事
業

主
が

過
去

に
２

度
も

刑
事

告

発
さ
れ

た
こ

と
か

ら
も

、
政

務
活

動
費

の
支

出
先

と
し

て
ふ

さ
わ

し
く

な
い

旨
主

張
し

て
い

る
。
 

以
下
、

本
件

支
出

が
違

法
と

い
え

る
か

に
つ

い
て

検
討

す
る

。
 

(
ｱ
)
 
調
査
結

果
に

つ
い

て
 

関
係

人
の

提
出

資
料

及
び

調
査

に
よ

っ
て

認
め

ら
れ

た
事

実
は

以
下

の
と

お
り

で
あ

る
。

 

両
議

員
に

よ
る

と
、
Ａ

社
は

代
表

の
栄

木
真

由
美

氏
（

以
下
「

Ｘ
氏

」
と

い
う

。
）
が

運
営

す
る

個
人

事
業

の
屋

号
で

あ
る

と
こ

ろ
、

Ａ
社

は
レ

ン
タ

ル
オ

フ
ィ

ス
事

業
者

が
提

供
す

る

バ
ー

チ
ャ

ル
オ

フ
ィ

ス
サ

ー
ビ

ス
を

購
入

し
、

当
該

サ
ー

ビ
ス

の
拠

点
の

１
つ

の
住

所
を

事

業
場
の

住
所

と
し

て
設

定
し

て
い

た
（

両
議

員
提

出
資

料
「

添
付

資
料

１
」
）
。

 

な
お

、
上

記
の

バ
ー

チ
ャ

ル
オ

フ
ィ

ス
サ

ー
ビ

ス
で

は
、
事

業
主

が
事

業
場

の
住

所
と

し
て

利
用
で

き
る

オ
フ

ィ
ス

住
所

を
レ

ン
タ

ル
す

る
と

と
も

に
、
郵

便
物

の
転

送
、
電

話
代

行
、
貸

会
議

室
等

の
オ

フ
ィ

ス
に

必
要

な
機

能
を

提
供

し
て

お
り

、
上

記
住

所
に

法
人

の
登

記
も

で

き
る
と

さ
れ

て
い

る
（

同
「

添
付

資
料

２
」
）

 

Ａ
社

の
電

話
番

号
の

変
更

に
つ

い
て

示
す

と
次

の
と

お
り

で
あ

る
。

 

電
話

番
号

 
本

件
措

置
請

求
の

各
資

料
に

よ
り

 
確

認
し

た
日

付
 

 
０
３

－
６

８
●

●
－

●
●

●
●

（
本

件

支
出

に
係

る
連

絡
先

。
以

下
「

電
話

番

号
１

」
と

い
う

。
）

 

 
令

和
２

年
３

月
２

４
日

、
同

月
２

８
日

、

同
月

３
０

日
、

同
月

３
１

日
及

び
同

年
６

月
３

０
日

 
 
０
８

０
－

●
●

●
●

－
●

●
●

●
 

 
令

和
２

年
８

月
１

６
日

 
 
０
１

２
０

－
●

●
●

－
●

●
●

●
 

 
令

和
２

年
８

月
２

０
日

 
 
０
５

０
－

●
●

●
●

－
●

●
●

●
 

 
令

和
２

年
１

２
月

１
６

日
 

 
０
３

－
４

４
●

●
－

●
●

●
●

 
 

令
和

３
年

４
月

２
０

日
 

両
議

員
に

よ
る

と
、
Ａ

社
の

住
所

を
Ｘ

氏
に

確
認

し
た

と
こ

ろ
、
Ｘ

氏
の

名
刺

に
記

載
さ

れ

た
Ａ

社
の

住
所

は
誤

記
が

あ
り

、
本

件
措

置
請

求
で

提
示

さ
れ

た
電

話
番

号
の

う
ち

、
市

政

報
告

の
作

成
等

を
依

頼
し

た
令

和
２

年
３

月
ま

で
の

も
の

は
電

話
番

号
１

で
、

そ
の

他
の

番

号
は
無

関
係

で
あ

る
と

し
て

い
る

。
 

支
出

伝
票

の
備

考
欄

に
記

載
さ

れ
た

項
目

に
つ

い
て

、
領

収
書

に
あ

る
「

文
書

作
成
・
校

正

料
」

と
は

、
デ

ザ
イ

ン
の

方
向

性
を

決
定

し
て

各
担

当
者

に
作

業
を

振
り

分
け

指
示

を
行

う

な
ど

成
果

物
完

成
ま

で
の

管
理

監
督

を
行

う
こ

と
に

係
る

費
用

で
、
「

デ
ザ

イ
ン

料
」

と
は

、

デ
ザ
イ

ン
の

方
向

性
を

具
体

的
な

形
に

す
る

作
業

に
係

る
費

用
で

、「
デ

ー
タ

作
成

料
」
と

は
、

原
稿

デ
ー

タ
を

印
刷

会
社

指
定

の
フ

ォ
ー

マ
ッ

ト
に

加
工

調
整

す
る

作
業

に
係

る
費

用
で

あ

り
、
い

ず
れ

も
一

般
的

な
内

容
で

何
ら

特
殊

な
も

の
で

は
な

い
と

し
て

い
る

。
 

印
刷

料
の

単
価

に
つ

い
て

、
両

議
員

は
、
事

業
者

が
仕

入
れ

コ
ス

ト
、
諸

経
費

、
納

期
等

の

様
々

な
要

因
を

考
慮

し
営

業
努

力
を

踏
ま

え
て

決
定

す
る

も
の

で
あ

り
、

第
三

者
が

「
数

量

6 
 

度
の
翌
年
度
の
４
月
１
日
か
ら
起
算
し
て
５
年
間
保
管
す
る
。
 

(
2
)
 

各
議
員
に
よ
る
支
出
に
つ
い
て
 

請
求
人
が
対
象
と
し
て
い
る
令
和
元
年
度
の
政
務

活
動
費
の
支
出
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
 

ア
 
各
務
雅
彦
議
員
（
以
下
「
各
務
議
員
」
と
い
う
。
）
 

広
報
・
広
聴
費
と
し
て
、
プ
ラ
ン
エ
ム
（
以
下
「
Ａ
社
」
と
い
う
。
）
に
対
し
、
令
和
２
年
３

月
３
０
日
付
け
、
同
月
３
１
日
付
け
で
合
計
１
，
１
０
０
，
５
５
０
円
を
支
出
し
た
。
 

イ
 
吉
沢
直
美
議
員
（
以
下
「
吉
沢
議
員
」
と
い
う
。
）
 

広
報
・

広
聴

費
と

し
て

、
Ａ
社
に

対
し

、
令

和
２

年
３
月
２

４
日

付
け

、
同

月
２
８
日

付
け

で
合
計
５
５
６
，
８
８
０
円
を
支
出
し
た
。
 

 

２
 

監
査
委
員
の
判
断
 

(
1
)
 

政
務
活
動
費
の
性
格
に
つ
い
て
 

法
第
１
０
０
条
第
１
４

項
で
は
、
「
普
通
地
方
公

共
団
体
は
、
条
例
の
定
め

る
と
こ
ろ
に
よ
り
、

そ
の
議
会
の
議
員
の
調

査
研
究
そ
の
他
の
活
動
に

資
す
る
た
め
必
要
な
経
費

の
一
部
と
し
て
、
そ

の
議
会
に
お
け
る
会
派

又
は
議
員
に
対
し
、
政
務

活
動
費
を
交
付
す
る
こ
と

が
で
き
る
」
と
し
、

条
例
第
２
条
で
は
、
「

会
派
（
所
属
議
員
が
１
人

で
あ

る
場
合
を
含
む
。
以

下
同
じ
。
）
及
び
議
員

は
、
政
務
活
動
費
の
交

付
が
、
市
政
に
関
す
る
会

派
及
び
議
員
の
調
査
研
究

そ
の
他
の
活
動
を
充

実
し
、
議
会
の
活
性
化

に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
る
こ
と
を
認
識
し

、
政
務
活
動
費
を
適

正
に
使
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
し
て
い
る
。

 

こ
れ
ら
の
政
務
活
動
費
に
関
し
て
、「

議
員
の
調
査
研
究
活
動
は
多
岐
に
わ
た
り
、
個
々
の
経
費

の
支
出
が
こ
れ
に
必
要

か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
議

員
の
合
理
的
判
断
に
委
ね

ら
れ
る
部
分
が
あ
る
」

（
最
高
裁
第
三
小
法
廷

平
成
２
２
年
３
月
２
３
日

判
決
）
と
さ
れ
、
政
務
活

動
費
の
執
行
に
つ
い

て
「
監
査
委
員
を
含
め

区
の
執
行
機
関
が
、
実
際

に
行
わ
れ
た
政
務
調
査
活

動
の
具
体
的
な
目
的

や
内
容
等
に
立
ち
入
っ

て
そ
の
使
途
制
限
適
合
性

を
審
査
す
る
こ
と
を
予
定

し
て
い
な
い
と
解
さ

れ
る
」
（
最
高
裁
第
一
小
法
廷
平
成
２
１
年
１
２
月
１

７
日
判
決
）
と
さ
れ
て
い
る
。
 

こ
れ
ら
の
判
例
の
趣
旨

を
踏
ま
え
る
と
、
政
務
調

査
費
の
後
身
で
あ
る
政
務

活
動
費
は
、
関
係

法
令
を
遵
守
す
る
と
と

も
に
、
政
務
活
動
費
を
ど

の
よ
う
に
使
用
す
る
か
は

、
会
派
及
び
議
員
の

自
主
性
が
尊
重
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
一
方
で
、
政

務
活
動
費
が
市
の
公
金
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

使
途
内
容
に
つ
い
て
透
明
性
の
確
保
と
説
明
責
任
が
求
め
ら
れ
る
と
い
え
る
。
 

(
2
)
 

本
件
各
支
出
の
違
法
性
に
つ
い
て
 

ア
 

各
務
議

員
及

び
吉
沢

議
員
（

以
下

「
両

議
員
」

と
い
う

）
に

共
通

し
た
広

報
・
広

聴
費

に
つ

い
て
 

請
求
人

は
、

支
出

先
で

あ
る
Ａ
社

に
つ

い
て

、
所

在
地
が
特

定
で

き
ず

、
電

話
番
号
を

短
期

間
に
繰

り
返

し
変

更
す

る
な
ど
、

実
体

が
確

認
で

き
ず
、
業

者
選

定
に

疑
義

が
あ
る
と

し
、
Ａ

社
に
は

定
め

ら
れ

た
料

金
設
定
も

な
く

、
意

図
的

に
請
求
項

目
を

増
や

し
過

大
に
請
求

し
、
違
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し
た
金

額
と

比
較

し
て

も
、

２
０

２
０

（
令

和
２

）
年

３
月

３
０

日
に

Ａ
社

に
発

注
し

た
市

政

報
告
は

高
額

で
あ

り
、
そ

れ
を

各
務

議
員

の
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
で

も
公

開
し

て
い

な
い

こ
と

か
ら

、

極
め
て
不

自
然

で
あ

る
旨

主
張

し
て

い
る

。
 

ま
た
、

Ａ
社

の
下

請
事

業
者

か
ら

提
出

さ
れ

た
回

答
書

（
本

件
措

置
請

求
添

付
１

）
に

は
、

「
令
和

２
年

４
月

１
５

日
に

Ａ
社

へ
市

政
報

告
の

デ
ー

タ
を

送
り

、
同

月
３

０
日

付
け

で
Ａ

社

に
請
求

書
を

発
行

し
て

お
り

、
各

務
議

員
が

作
成

し
た

支
出

伝
票

上
の

ポ
ス

テ
ィ

ン
グ

実
施

年

月
日
で

あ
る

同
月

３
０

日
に

は
成

果
物

は
存

在
し

て
お

ら
ず

、
政

務
活

動
費

の
使

い
切

り
目

的

で
不
当

に
支

出
し

て
い

た
と

疑
わ

ざ
る

を
得

な
い

」
旨

が
記

載
さ

れ
て

お
り

、
政

務
活

動
費

に

求
め
ら

れ
る

透
明

性
及

び
適

正
性

に
反

す
る

た
め

、
当

該
支

出
は

認
め

ら
れ

な
い

旨
主

張
し

て

い
る
。

 

以
下

、
本

件
支

出
が

違
法

と
い

え
る

か
に

つ
い

て
検

討
す

る
。

 

(
ｱ
)
 
調
査

結
果

 

関
係

人
の

提
出

資
料

及
び

調
査

に
よ

っ
て

認
め

ら
れ

た
事

実
は

以
下

の
と

お
り

で
あ

る
。

 

本
件

支
出

の
対

象
と

な
っ

た
成

果
物

は
、
全

て
現

物
と

し
て

提
出

さ
れ

て
い

る
と

こ
ろ

、
各

務
議
員

に
よ

る
と

、
本

件
措

置
請

求
資

料
１

の
「

２
０

２
０

年
３

月
３

０
日

」
付

け
の

領
収

書

の
件
名
（

市
政

報
告

Ｖ
Ｏ

Ｌ
１

）
は

正
し

く
は
「

市
政

報
告

Ｖ
Ｏ

Ｌ
２

」
で

、「
２

０
２

０
年

３
月
３

１
日

」
付

け
の

領
収

書
の

件
名
（

市
政

報
告

Ｖ
Ｏ

Ｌ
２

）
は

正
し

く
は
「

市
政

報
告

Ｖ

Ｏ
Ｌ
３

」
で

あ
り

、
上

記
「

２
０

２
０

年
３

月
３

０
日

」
付

け
の

領
収

書
の

印
刷

部
数

１
万

７

５
０

０
部

と
の

記
載

は
誤

り
で

、
実

際
は

４
万

５
０

０
０

部
の

印
刷

を
依

頼
し

、
３

つ
折

り

作
業
は

依
頼

し
て

い
な

か
っ

た
と

説
明

し
て

い
る

。
 

こ
れ

ら
の

点
に

つ
い

て
、
各

務
議

員
は

、
令

和
３

年
７

月
２

９
日

付
け
「

収
支

報
告

書
等

修

正
届
（

交
付

対
象

議
員

用
）
」
を

追
加

提
出

し
、
上

記
支

出
伝

票
の

印
刷

部
数

を
４

万
５

０
０

０
部

に
修

正
し

、
３

つ
折

り
作

業
の

項
目

を
削

除
し

た
（

各
務

議
員

追
加

提
出

資
料
「

添
付

資

料
３
」
）
。

 

上
記

各
領

収
書

の
記

載
内

容
を

誤
っ

た
理

由
に

つ
い

て
、
各

務
議

員
に

よ
る

と
、
内

容
を

精

査
せ

ず
に

支
出

伝
票

を
作

成
し

た
た

め
で

あ
る

と
し

、
領

収
書

の
記

載
内

容
を

問
い

合
わ

せ

た
と
こ

ろ
、
Ａ

社
か

ら
「

別
の

顧
客

の
受

注
内

容
と

取
り

違
え

て
領

収
書

を
作

成
し

た
」
、「

自

ら
の

ミ
ス

を
理

由
と

す
る

委
託

料
の

過
少

請
求

で
あ

る
た

め
、

委
託

料
差

額
の

追
加

請
求

は

行
わ
な

い
」

と
の

申
出

を
受

け
た

と
説

明
し

て
い

る
。

 

Ａ
社

に
４

万
５

０
０

０
部

の
ポ

ス
テ

ィ
ン

グ
を

依
頼

し
な

か
っ

た
理

由
は

、
各

務
議

員
の

選
挙

区
で

あ
る

多
摩

区
の

ポ
ス

テ
ィ

ン
グ

事
業

者
の

Ｃ
社

に
も

依
頼

し
た

い
と

判
断

し
た

た

め
で

、
別

会
社

に
依

頼
し

た
最

初
の

市
政

報
告
（

Ｖ
Ｏ

Ｌ
１

）
よ

り
も

、
Ａ

社
に

依
頼

し
た

市

政
報
告
（

Ｖ
Ｏ

Ｌ
２

及
び

Ｖ
Ｏ

Ｌ
３

）
が

高
額

に
な

っ
た

の
は

、
Ｖ

Ｏ
Ｌ

１
を

依
頼

し
た

事
業

者
の

本
業

が
チ

ラ
シ

作
成

で
は

な
く

、
市

政
報

告
作

成
の

経
験

が
な

く
作

業
範

囲
が

狭
か

っ

た
こ
と

、
部

数
が

少
な

か
っ

た
こ

と
な

ど
に

よ
る

も
の

で
あ

る
と

し
て

い
る

。
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が
多

く
な

れ
ば

安
く

設
定

さ
れ

る
べ

き
」

と
決

定
す

べ
き

も
の

で
は

な
く

、
依

頼
し

た
市

政

報
告
が
単
価
に
見
合
わ
な
い
と
は
考
え
て
い
な
い
と
し
て
い
る
。
 

ま
た
、
市
政
報
告
の
作
成
な
ど
の
依
頼
先
と
し

て
Ａ
社
を
選
定
し
た
際
、
Ｘ
氏
が
過
去
に
２

度
も
刑
事
告
発
さ
れ
た
こ
と
は
、
両
議
員
と
も
全
く
認
識
が
な
か
っ
た
と
し
て
い
る
。
 

な
お
、
両
議
員
は
、
市
政
報
告
の
作
成
な
ど
の

Ａ
社
へ
の
依
頼
に
当
た
り
、
見
積
書
等
は
徴

取
せ
ず
、
事
前
に
口
頭
で
料
金
を
確
認
し
た
と
し
て
い
る
。
 

(
ｲ
)
 
判
断
 

指
針
に
よ
る
と
、「

広
報
・
広
聴
費
は
、
会
派
又
は

交
付
対
象
議
員
が
そ
の
活
動
若
し
く
は

市
政

に
つ

い
て

市
民

に
広

報
し

、
又

は
市

民
の

要
望

、
意

見
等

の
聴

取
若

し
く

は
市

民
相

談

を
行
う
の
に
要
す
る
経
費
」
と
し
て
い
る
。
 

そ
こ
で
検
討
す
る
に
、
Ａ
社
は
前
記
バ
ー
チ
ャ
ル
オ
フ
ィ
ス
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
お
り
、

名
刺

に
記

載
さ

れ
た

住
所

地
に

Ａ
社

が
所

在
し

て
い

る
こ

と
を

前
提

と
す

る
も

の
で

は
な

く
、

事
業

主
の

名
刺

の
住

所
に

誤
記

が
あ

っ
た

こ
と

や
Ａ

社
の

電
話

番
号

に
齟

齬
が

あ
っ

た
こ

と

は
認

め
ら

れ
る

も
の

の
、

こ
の

よ
う

な
バ

ー
チ

ャ
ル

オ
フ

ィ
ス

を
利

用
す

る
こ

と
に

違
法

性

等
の
問
題
が
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、
ま
た
、
そ
れ

ら
の
記
載
の
誤
り
を
も
っ
て
、
Ａ
社
の
実
体

が
不
明
で
あ
る
と
認
め
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
 

そ
し
て
、
支
出
伝
票
に
添
付
さ
れ
た
領
収
書
の
項
目
、
諸
経
費
及
び
委
託
料
に
つ
い
て
、
両

議
員
に
よ
る
と
、
市
政
報
告
を
作
成
す
る
に
当
た
っ
て
、
事
前
に
金
額
を
口
頭
で
確
認
し
、
伝

え
た

い
内

容
の

文
章

の
た

た
き

台
等

を
作

成
し

、
Ａ

社
が

文
字

の
大

き
さ

や
内

容
を

要
約

し

て
い

る
と

し
て

お
り

、
両

議
員

が
説

明
し

て
い

る
Ａ

社
の

作
業

内
容

や
作

業
範

囲
等

を
考

慮

す
れ
ば
、
そ
の
内
容
や
金
額
に
特
段
の
疑
義
が

あ
る
と
は
認
め
ら
れ
な
い
。
 

な
お
、
請
求
人
は
、
Ａ
社

の
代
表
者
で
あ
る
Ｘ
氏
の
刑
事
告
発
歴
を
問
題
と
す
る
よ
う
で
あ

る
が

、
た

と
え

当
該

事
実

が
あ

っ
た

と
し

て
も

、
直

ち
に

Ａ
社

が
支

出
先

と
し

て
ふ

さ
わ

し

く
な
い
と
は
い
え
な
い
。
 

そ
の
他
、
本
件
支
出
が
違
法
で
あ
る
と
認
め
る

に
足
り
る
証
拠
は
な
く
、
請
求
人
の
上
記
主

張
は
理
由
が
な
い
。
 

イ
 
各
務
議
員
の
広
報
・
広
聴
費
に
つ
い
て
 

請
求
人

は
、

令
和

２
年

３
月
３
０

日
付

け
、

同
月

３
１
日
付

け
合

計
１

１
０

万
５
５
０

円
の

広
報
・

広
聴

費
の

支
出

に
つ
い
て

、
支

出
伝

票
（

整
理
番
号

３
０

１
２

）
に

添
付
さ
れ

た
Ａ
社

の
領
収

書
上

の
ポ

ス
テ

ィ
ン
グ
枚

数
（

３
万

２
０

０
０
枚
）

と
支

出
伝

票
（

整
理
番
号

３
０
１

３
）
に
添
付
さ
れ
た
株
式
会
社
ニ
ッ
ケ
ン
石
橋
（
以
下
「
Ｃ
社
」
と
い
う
。
）
の
請
求
書
上
の
ポ

ス
テ
ィ

ン
グ

枚
数

（
４

万
５
０
０

０
枚

）
の

合
計

枚
数
（
７

万
７

０
０

０
枚

）
が
、
支

出
伝
票

（
整
理

番
号

３
０

１
１

及
び
３
０

１
２

）
に

添
付

さ
れ
た
Ａ

社
の

領
収

書
上

の
合
計
印

刷
部
数

（
５
万

７
５

０
０

枚
）

よ
り
も
多

い
こ

と
か

ら
、

支
出
伝
票

等
の

内
容

に
虚

偽
記
載
の

可
能
性

が
あ
り

、
２

０
１

９
（

令
和
元
）

年
１

２
月

５
日

に
市
政
報

告
（

Ｖ
Ｏ

Ｌ
１

）
を
他
社

へ
発
注
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以
下
、

本
件

支
出

が
違

法
と

い
え

る
か

に
つ

い
て

検
討

す
る

。
 

(
ｱ
)
 
調
査
結

果
 

関
係

人
の

提
出

資
料

及
び

調
査

に
よ

っ
て

認
め

ら
れ

た
事

実
は

以
下

の
と

お
り

で
あ

る
。

 

本
件

支
出

の
対

象
と

な
っ

た
成

果
物
（

本
件

措
置

請
求

追
加

証
拠

⑦
及

び
⑧

）
は

、
請

求
人

か
ら

全
て

現
物

と
し

て
提

出
さ

れ
て

い
る

と
こ

ろ
、

吉
沢

議
員

に
よ

る
と

、
市

政
報

告
の

吉

沢
議
員

の
名

前
の

ス
ペ

ル
に

誤
り

が
あ

っ
た

が
、
他

に
同

様
の

指
摘

を
受

け
た

こ
と

は
な

く
、

令
和

２
年

３
月

議
会

の
報

告
を

盛
り

込
む

た
め

作
成

時
期

が
年

度
末

に
な

っ
て

し
ま

っ
た

と

し
て
い

る
。

 

ま
た

、
支

援
者

ら
し

き
人

か
ら

印
刷

会
社

の
紹

介
依

頼
を

メ
ー

ル
で

受
信

し
た

際
、
Ａ

社
で

は
な

い
別

会
社

を
紹

介
し

た
が

、
当

初
の

問
合

せ
が

後
援

会
の

入
会

に
関

す
る

も
の

で
あ

っ

た
た

め
、

後
援

会
の

入
会

案
内

チ
ラ

シ
を

作
成

し
た

別
会

社
を

紹
介

し
た

も
の

で
、

Ａ
社

を

隠
す
意

図
は

全
く

な
か

っ
た

と
し

て
い

る
。

 

Ａ
社

の
領

収
書

に
記

載
さ

れ
た

紙
の

種
類

が
実

際
と

異
な

っ
て

い
た

点
に

つ
い

て
は

、
吉

沢
議

員
が

Ａ
社

に
対

し
て

、
郵

送
料

を
安

価
に

抑
え

る
こ

と
を

目
的

に
、
よ

り
薄

い
紙
（

コ
ー

ト
７
３

）
を

依
頼

し
た

も
の

の
、
Ａ

社
に

お
い

て
通

常
使

用
す

る
紙

が
「

コ
ー

ト
９

０
」
で

あ

っ
た

た
め

、
誤

記
し

た
も

の
で

あ
る

と
説

明
し

て
い

る
。

 

ま
た

、
上

記
支

払
に

当
た

り
、
印

刷
物
（

１
万

６
０

０
０

部
）
の

う
ち

、
３

つ
折

り
分
（

８

０
０
０

部
）
に

つ
い

て
は

、
令

和
２

年
３

月
中

に
吉

沢
議

員
の

手
元

に
届

き
、
全

て
郵

送
若

し

く
は
駅

立
ち

で
配

布
す

る
な

ど
し

、
ポ

ス
テ

ィ
ン

グ
（

８
０

０
０

部
）
に

つ
い

て
は

中
原

区
住

人
の

４
分

の
１

の
数

量
と

し
、

Ａ
社

か
ら

電
話

で
ポ

ス
テ

ィ
ン

グ
の

実
施

報
告

を
受

け
た

と

し
て
い

る
。

 

(
ｲ
)
 
判
断

 

指
針

に
よ

る
と

、「
広

報
・
広

聴
費

は
、
会

派
又

は
交

付
対

象
議

員
が

そ
の

活
動

若
し

く
は

市
政

に
つ

い
て

市
民

に
広

報
し

、
又

は
市

民
の

要
望

、
意

見
等

の
聴

取
若

し
く

は
市

民
相

談

を
行

う
の

に
要

す
る

経
費

」
と

し
て

い
る

。
 

そ
こ

で
検

討
す

る
に

、
前

記
認

定
し

た
事

実
に

よ
れ

ば
、
吉

沢
議

員
の

市
政

報
告

の
内

容
に

つ
い

て
、

名
前

の
ス

ペ
ル

ミ
ス

や
領

収
書

の
記

載
と

は
異

な
る

紙
が

使
用

さ
れ

て
い

た
こ

と

は
認
め

ら
れ

る
も

の
の

、
吉

沢
議

員
が

指
定

し
た

紙
（

コ
ー

ト
７

３
）
は

Ａ
社

が
通

常
使

用
し

な
い

タ
イ

プ
の

紙
で

あ
っ

た
た

め
、

実
際

に
は

よ
り

単
価

が
高

く
な

っ
た

可
能

性
も

あ
り

、

こ
れ

を
も

っ
て

本
件

支
出

に
見

合
う

よ
う

な
サ

ー
ビ

ス
が

提
供

さ
れ

て
い

な
い

と
か

、
領

収

書
の
虚

偽
記

載
が

行
わ

れ
た

と
ま

で
認

め
る

こ
と

は
困

難
で

あ
る

。
 

そ
の

他
、
本

件
支

出
が

違
法

で
あ

る
と

認
め

る
に

足
り

る
証

拠
は

な
く

、
請

求
人

の
上

記
主

張
は

理
由

が
な

い
。

 

 
(
3
)
 
結
論
 

以
上
の
と

お
り

、
本

件
各

支
出

に
つ

い
て

違
法

若
し

く
は

不
当

と
認

め
る

こ
と

は
で

き
な

い
か

10
 

 

市
政
報
告
（
Ｖ
Ｏ
Ｌ
２
及
び
Ｖ
Ｏ
Ｌ
３
）
が
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
登
載
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に

つ
い
て
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
登
載
の
認
識
は
あ

っ
た
が
、
そ
の
や
り
方
を
覚
え
て
お
ら
ず
、

確
認

等
に

時
間

を
要

す
る

と
思

い
、

後
回

し
に

し
た

こ
と

に
よ

る
も

の
で

あ
り

、
ホ

ー
ム

ペ

ー
ジ
の
管
理
ス
キ
ル
に
起
因
す
る
も
の
と
し
て
い
る
。
 

本
件
支
出
に
係
る
年
月
日
に
つ
い
て
、
令
和
２
年
３
月
の
議
会
終
了
後
に
、
議
会
に
お
け
る

活
動

報
告

を
含

め
た

内
容

の
掲

載
を

検
討

し
て

い
た

た
め

、
Ａ

社
へ

の
依

頼
が

令
和

２
年

３

月
下

旬
と

な
っ

て
し

ま
っ

た
が

、
Ａ

社
に

お
い

て
作

成
作

業
を

進
め

て
い

た
た

め
、

成
果

物

を
確
認
す
る
前
に
同
月
３
０
日
に
全
額
を
支
払
っ
た
と
し
て
い
る
。
 

ま
た
、
当
該
支
出
伝
票
に
記
載
さ
れ
て
い
る
実

施
年
月
日
は
、
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
の
み
の
記
載

で
は

な
く

、
上

記
各

市
政

報
告

の
作

成
等

を
依

頼
し

た
こ

と
に

係
る

支
出

日
を

実
施

日
と

し

て
記
載
し
た
も
の
で
、
上
記
支
払
に
当
た
っ
て
、
印
刷
物
や
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
枚
数
・
実
施
報
告

な
ど
の
確
認
は
行
っ
て
い
な
か
っ
た
と
し
て
い
る
。
 

(
ｲ
)
 
判
断
 

指
針
に
よ
る
と
、「

広
報
・
広
聴
費
は
、
会
派
又
は

交
付
対
象
議
員
が
そ
の
活
動
若
し
く
は

市
政

に
つ

い
て

市
民

に
広

報
し

、
又

は
市

民
の

要
望

、
意

見
等

の
聴

取
若

し
く

は
市

民
相

談

を
行
う
の
に
要
す
る
経
費
」
と
し
て
い
る
。
 

そ
こ
で
検
討
す
る
に
、
支
出
伝
票
の
記
載
内
容
と
実
際
に
行
っ
た
市
政
報
告
（
Ｖ
Ｏ
Ｌ
２
及

び
Ｖ

Ｏ
Ｌ

３
）

の
ポ

ス
テ

ィ
ン

グ
枚

数
に

大
き

な
相

違
が

あ
り

、
い

ず
れ

の
成

果
物

も
完

成

す
る

前
に

ポ
ス

テ
ィ

ン
グ

を
含

め
た

費
用

を
支

払
い

、
そ

の
領

収
書

が
発

行
さ

れ
る

な
ど

、

金
額

の
確

認
や

支
出

の
管

理
方

法
に

つ
い

て
疑

義
が

あ
る

も
の

の
、

各
務

議
員

に
よ

る
と

、

他
の

市
会

議
員

が
Ａ

社
に

市
政

報
告

の
作

成
等

を
依

頼
し

て
い

た
こ

と
か

ら
信

用
し

て
依

頼

し
た
と
い
う
も
の
で
、
各
務
議
員
が
説
明
し
て
い
る
Ａ
社
に
依
頼
し
た
具
体
的
な
作
業
内
容
、

作
業

範
囲

等
の

ほ
か

、
実

際
の

印
刷

枚
数

よ
り

も
支

出
金

額
が

少
な

か
っ

た
こ

と
も

併
せ

考

慮
す

れ
ば

、
政

務
活

動
費

の
支

出
の

透
明

性
の

確
保

や
説

明
責

任
に

問
題

が
な

い
と

は
い

え

な
い
が
、
本
件
支
出
が
不
当
に
高
額
で
あ
る
と
ま
で
認
め
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
 

そ
の
他
、
本
件
支
出
が
違
法
で
あ
る
と
認
め
る

に
足
り
る
証
拠
は
な
く
、
請
求
人
の
上
記
主

張
は
理
由
が
な
い
。
 

ウ
 
吉
沢
議
員
の
広
報
・
広
聴
費
に
つ
い
て
 

請
求
人

は
、

令
和

２
年

３
月
２
４

日
付

け
、

同
月

２
８
日
付

け
合

計
５

５
万

６
８
８
０

円
の

広
報
・

広
聴

費
の

支
払

に
つ
い
て

、
吉

沢
議

員
は

市
政
報
告

を
見

せ
て

ほ
し

い
と
の
支

援
者
か

ら
の
依

頼
に

対
し

、
一

旦
拒
否
し

た
が

、
数

週
間

後
に
名
前

の
ス

ペ
ル

が
間

違
え
た
低

品
質
な

市
政
報

告
を

送
っ

た
た

め
、
隠
蔽

工
作

で
急

き
ょ

作
成
さ
れ

た
可

能
性

が
あ

り
、
支
出

伝
票
に

添
付
さ

れ
た

領
収

書
（

本
件
措
置

請
求

資
料

２
）

に
記
載
さ

れ
た

紙
の

種
類

と
違
う
紙

（
よ
り

薄
い
も
の
）
を
市
政
報
告
に
使
用
し
て
お
り
、
領
収
書
の
内
容
が
虚
偽
で
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、

当
該
支
出
は
認
め
ら
れ
な
い
旨
主
張
し
て
い
る
。
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川
崎

市
職
員
措

置
請

求
書
 

川
崎

市
監
査
委

員
 

殿
 

 

令
和
３
年

６
月

３
０
日
 
 

請
求

人
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 
 
 

 

【
住

所
】
 （

省
略
）
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 

【
氏

名
】
 Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人

 
国
民

の
健
康

と
生

活
を
守
る

会
 

 

理
事

長
 

金
屋
 
隼
斗
 

 
 

 
 

 第
１
 
事

業
の

概
要
 

第
２
 
請

求
の

要
旨
 

 
①
各

務
雅
彦

（
か
が

み
 
ま

さ
ひ
こ
）

に
対

し
政
務

活
動
費

１
，
１

０
０

，
５
５

０
円
の

返
還
請

求
権
を
行

使
す
る
こ

と
を

怠
っ
て
い

る
こ

と
か
ら
、
こ
れ

を
行
使
す

る
よ

う
川
崎

市
長
に
対

し
勧

告
す
る

こ
と
を
求

め
る
。 

 
②
吉

沢
直
美

（
よ
し

ざ
わ
 

な
お
み
）

に
対

し
政
務

活
動
費

５
５
６

，
８

８
０
円

の
返
還

請
求
権

を
行
使
す

る
こ
と
を

怠
っ

て
い
る
こ

と
か

ら
、
こ

れ
を
行
使

す
る

よ
う
川

崎
市
長
に

対
し

勧
告
す
る

こ
と
を

求
め

る
。
 

 第
３
 
請

求
の

原
因
 

①
対
象
と

な
る

財
務
会
計

行
為

 

（
１
）
各

務
雅

彦
（
か
が

み
 

ま
さ
ひ

こ
）
に
対

す
る

も
の
 

 
 
 

各
務
雅

彦
は
令

和
元
年

度
、
広
報

・
広

聴
費
と

し
て
、

プ
ラ
ン

エ
ム

に
対
し

、
令
和

２
年
３

月
３
０
日

付
、

令
和
２

年
３

月
３
１

日
付
で

合
計
１

，
１
０
０

，
５
５

０
円

の
政
務

活
動
費

を
支
出

し
て

い
る
（
資

料
１

）
 

（
２
）
吉

沢
直

美
（
よ
し

ざ
わ

 
な
お

み
）
に
対

す
る

も
の
 

 
 
 

吉
沢
直

美
は
令

和
元
年

度
、
広
報

・
広

聴
費
と

し
て
、

プ
ラ
ン

エ
ム

に
対
し

、
令
和

２
年
３

月
２
４
日

付
、
令
和

２
年

３
月
２
８

日
付
で

合
計
５

５
６

，
８

８
０
円
の
政
務

活
動
費
を

支
出

し
て
い
る
（

資
料
２
）
 

②
財
務
会

計
行

為
の
違
法

性
 

（
１
）
序

論
 

 
 
 
政

務
活

動
費
は
、「

地
方
自

治
法
」
の
規

定
に

よ
り
制

定
さ
れ

た
「
川
崎
市

議
会
の

政
務
活

動
費

の
交
付
 

等
に

関
す
る

条
例

」
に
基

づ
き
、

会
派
お

よ
び
議
員

に
対
し

議
員

の
調
査

研
究
そ

の
他
の

活
動

に
資
す
る

た
め

必
要

な
経
費
の

一
部

と
し
て

、
交
付
さ

れ
る

も
の
で
あ

る
。
 

別
紙
１
 

12
 

 

ら
、
請
求
人
の
上
記
主
張
は
い
ず
れ
も
採
用
で
き
な

い
。
 

よ
っ
て
、
本
件
措
置
請
求
は
こ
れ
を
棄
却
す
る
。

 

  
３
 

意
見
 

 
 
 

監
査
結

果
は

以
上

の
と
お

り
で
あ

る
が

、
今

回
の
監

査
を
通

じ
て

、
監

査
委
員

と
し
て

の
意

見
を

述
べ
る
。
 

 
 
 

政
務
活

動
費

は
、

市
政
に

関
す
る

会
派

及
び

議
員
の

調
査
研

究
そ

の
他

の
活
動

を
充
実

し
、

議
会

の
審
議

能
力

の
向
上

、
議

会
の
活

性
化

に
資
す

る
こ

と
を
目

的
と

し
て
い

る
も

の
で
あ

り
、

会
派
及

び
議
員

は
、

そ
の
使

途
に

つ
い
て

市
民

に
説
明

責
任

を
負
う

こ
と

を
認
識

し
て

、
適
正

に
使

用
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
 

 
 
 

今
回
の

監
査

に
お

い
て
、

議
会
局

に
提

出
さ

れ
た
収

支
報
告

書
を

確
認

し
た
が

、
い
く

つ
か

の
疑

義
が
判
明
し
て
い
る
。
 

 
 
 

具
体
的

に
は

、
支

出
伝
票

の
使
途

内
容

及
び

数
値
に

誤
り
が

あ
る

事
例

が
判
明

し
て
お

り
、

誤
記

を
理
由

と
し

て
、
一

部
に

つ
い
て

は
修

正
手
続

が
と

ら
れ
て

い
る

が
、
支

出
伝

票
は
、

使
途

内
容
の

透
明
性
確
保
の
基
本
で
あ
り
、
内
容
を
精
査
の
上
、
正
確
に
支
出
伝
票
を
作
成
さ
れ
た
い
。
 

 
 
 

ま
た
、

そ
の

過
程

に
お
い

て
、
印

刷
物

や
ポ

ス
テ
ィ

ン
グ
の

履
行

の
確

認
が
な

さ
れ
て

い
な

い
事

例
も
判
明
し
て
い
る
。
 

 
 
 
通
常
、
印
刷
物
を
作
成
す
る
場
合
に
は
、
見
積
書
の
徴
取
、
発
注
、
履
行
、
履
行
確
認
、
請
求
、
支

払
、
領

収
書

の
発
行

と
い

う
流
れ

が
一

般
的
な

商
慣

行
に
な

っ
て

お
り
、

こ
う

し
た
流

れ
に

沿
っ
て

進
め
る
こ
と
が
透
明
性
の
確
保
及
び
市
民
へ
の
説
明
責
任
に
つ
な
が
っ
て
い
く
も
の
と
考
え
る
。
 

 
 
 

指
針
に

お
い

て
は

、
支
出

を
証
明

す
る

書
類

と
し
て

、
見
積

書
、

実
施

報
告
書

を
求
め

て
い

な
い

が
、
こ

れ
を

不
要
と

す
る

趣
旨
で

は
な

く
、
政

務
活

動
費
の

支
出

の
透
明

性
を

確
保
す

る
た

め
、
日

頃
か
ら
こ
れ
ら
の
書
類
を
整
え
て
お
く
姿
勢
も
必
要
で
あ
る
と
思
料
す
る
。
 

 
 
 

会
派
及

び
議

員
に

お
い
て

は
、
引

き
続

き
、

政
務
活

動
費
が

公
金

で
あ

る
こ
と

を
意
識

し
、

使
途

内
容
に

つ
い

て
の
透

明
性

を
確
保

し
、

市
民
へ

の
説

明
責
任

を
果

た
す
こ

と
が

で
き
る

よ
う

、
支
出

伝
票
及
び
政
務
活
動
記
録
票
等
に
お
け
る
説
明
の
充
実
等
を
望
む
も
の
で
あ
る
。
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作
成

お
よ
び

印
刷
等
を

下
請
け

事
業

者
へ
丸

投
げ
し

て
い
る

が
、

下
請
け

事
業
者

の
請
求

書
の
記
載

項
目
は

１
つ

の
た
め
、

プ
ラ

ン
エ
ム
は

意
図
的

に
請

求
項
目
を

増
や

し
て
い

る
と
考
え

ら
れ

る
。
 

 
 
チ

ラ
シ
は

訴
え
た

い
内
容

を
文
章
化

し
、

そ
れ
を

印
象
的

に
伝
え

る
た
め
デ

ザ
イ
ン
し

て
作
成

す
る
の
に

項
目

を
分
け

る
必
然
性

は
な
い

。
ま

た
、
文

章
も
デ

ザ
イ
ン

も
「

デ
ー
タ

」
に
ほ

か
な
ら

な
い
の
で

、
デ
ー

タ
作

成
料
が
項

目
化

さ
れ
て
い

る
の
は

理
解

で
き
な
い

。
 

 
 
更
に

デ
ィ

レ
ク
シ
ョ

ン
料

（
指
導

料
の
意
味

か
？

）
に
至

っ
て
は
趣

旨
不

明
で
あ
る

。
 

 
 
し
た

が
っ

て
、
項
目

を
作

為
的
に

増
や
し
過

大
に

請
求
す

る
た
め
の

カ
ラ

ク
リ
と
し

か
考
え

ら
れ

な
い
。
 

 
 
単

価
に
つ

い
て
は

、
印
刷

物
５
，
５

０
０

枚
で
も

４
０
，

０
０
０

枚
で

も
印
刷

料
の
チ

ラ
シ
単

価
６
円
と

同
額

で
あ
る

が
、
通
常

の
印
刷

会
社

は
数
量

が
多
く

な
れ
ば

１
枚
当
た

り
の

チ
ラ
シ

単
価

は
必
然
的

に
安
く

な
る

。
 

 
 
諸

経
費
に

つ
い
て

も
、
３

８
５
，
５

５
０

円
で
も

７
１
３

，
９
０

０
円
で
も

一
律
３
７

，
０
０

０
円
と
同

額
な

の
は
、

社
会
常
識

的
に
あ

り
え

な
い
た

め
、
定

め
ら
れ

た
料
金
設

定
は

な
く

金
額
を

操
作
し
て

い
る
と

し
か

考
え
ら
れ

な
い

。
 

 
Ｃ
. 

２
度

も
刑
事
告

発
歴
の

あ
る
個

人
事

業
者

 

 
 
両
議

員
が

年
度
末
に

政
務

活
動
費

で
支
出
し

た
事

業
者
（

個
人
事
業

者
）

で
あ
る
プ

ラ
ン
エ

ム
は

、
過
去
 

に
２

度
も
刑
事

告
発

を
さ
れ
た

人
物
が

単
独

で
事
業
を

行
な

っ
て
い

る
。（

資
料
６

）
 

 
 
税
金

で
あ

る
政
務
活

動
費

の
支
出

先
と
し
て

相
応

し
く
な

い
た
め
、

支
出

は
認
め
ら

れ
な
い

。
 

 （
３
）
各

務
雅

彦
（
か
が

み
 

ま
さ
ひ

こ
）
に
対

す
る

も
の
 

 
 
各

務
議
員

の
プ
ラ

ン
エ
ム

の
領
収
書

に
つ

い
て
、

支
出
伝

票
の
実

施
年
月
日

で
は
年
度

末
の
３

月
３
０
日

に
市

政
報
告

書
Ｖ
Ｏ
Ｌ

２
（
資

料
７

）
を
１

万
７
５

０
０
枚

の
印
刷
し

た
他

、
同

日
に
市

政
報
告
Ｖ

Ｏ
Ｌ
３

（
資

料
８
）
を

４
万

枚
の
印
刷

し
、
併

せ
て

計
５
万
７

５
０

０
枚
の

印
刷
を
し

た
こ

と
に
な

っ
て
い
る

。
 

 
 
し

か
し
、

プ
ラ
ン

エ
ム
に

は
同
日
の

３
月

３
０
日

に
３
万

２
０
０

０
枚
の
ポ

ス
テ
ィ

ン
グ

料
を

支
出
し
て

い
る

が
、
同

日
の
３
月

３
０
日

に
地

元
の
ポ

ス
テ
ィ

ン
グ
専

門
業
者
で

あ
る

(株
)
ニ

ッ
ケ

ン
石
橋
に

対
し
て

も
４

万
５
０
０

０
枚

の
ポ
ス
テ

ィ
ン
グ

料
を

支
出
し
た

領
収

書
お
よ

び
支
出
伝

票
（

資
料
９

）
が
あ

る
た
め
、

計
７

万
７
０
０

０
枚

の
ポ
ス
テ

ィ
ン
グ

を
し

て
い
る
こ

と
に

な
る
。
 

 
 
つ

ま
り
、

３
月
３

０
日
に

作
成
し
た

市
政

報
告
Ｖ

Ｏ
Ｌ
２

・
Ｖ
Ｏ

Ｌ
３

の
合
計

印
刷
部

数
は
５

万
７
５
０

０
枚

な
の
に
対

し
て

、
同
時
日
の
３

月
３
０
日

に
は

計
７
万
７

０
０
０

枚
（

プ
ラ
ン
エ

ム
３
万

２
０
０

０
枚
、

(
株
)
ニ

ッ
ケ
ン

石
橋
４

万
５
０

０
０

枚
）
の

ポ
ス
テ

ィ
ン
グ

を
し
て
い

る
た

め
、

印
刷
部

数
よ
り
ポ

ス
テ
ィ

ン
グ

枚
数
が
約

２
万

枚
も
多
い

の
は
請

求
書

虚
偽
の
可

能
性

を
疑
わ

ざ
る
を
得

な
い

。
 

 
 
 

ま
た
、

交
付
さ

れ
た
政

務
活
動
費

に
余

剰
金
が

生
じ
た

と
き
は

返
還

し
な
け

れ
ば
な

ら
な
い

と
さ
れ
て

い
る

た
め
、

年
度

末
の
３

月
３
１

日
付
近

に
駆
け
込

み
需
要

の
よ

う
に
使

わ
れ
る

こ
と
は

あ
っ
て
は
な
ら

な
い

。
 

 
 
 

市
政
報

告
な
ど

の
住
民

へ
の
報
告

は
、

年
度
を

通
じ
て

定
期
的

に
行

な
う
べ

き
で
あ

り
、
年

度
末
に
集

中
し

て
な
さ

れ
る

べ
き
必

然
性
は

な
い
。

政
務
活
動

費
の
元

手
は

住
民
の

税
金
で

あ
る
以

上
、

使
用
に
は

高
い

透
明

性
と
適
正

さ
が

求
め
ら

れ
る
。
 

（
２
）
両

議
員

と
も
に
共

通
し

た
違
法

性
 

 
Ａ
. 

実
態

不
明
な
選

定
事
業

者
 

 
 
両

議
員
が

委
託
契

約
を
交

わ
す
プ
ラ

ン
エ

ム
の
所

在
地
に

つ
い
て

、
支
出
伝

票
に
添

付
の

領
収
書

ま
た
は

プ
ラ

ン
エ
ム

代
表
の
名

刺
に
は

、
東

京
都
港

区
浜
松

町
２
－

２
－
５
浜
松

町
ダ
イ

ヤ
ビ
ル

２
階
（
資

料
３
）

と
記

載
さ
れ

て
い
る
が

、
所
在

地
を

訪
問
し

た
と
こ

ろ
違
う

ビ
ル

名
で
あ

る
『
営
和

ビ
ル
』

が
存
在

し
て
い

る
た

め
、
領
収

書
記

載
の
ビ
ル

名
で
あ

る
『

ダ
イ
ヤ
ビ

ル
』

は
存
在

し
な
い
。
 

 
 
調
査

を
重

ね
た
結
果
、
他
議

員
も
プ

ラ
ン

エ
ム
と
委

託
契

約
を
交

わ
し
て
い

た
事

実
を
把

握
す
る
も

の
の
、

他
議

員
の
領
収

書
記

載
の
住
所

は
浜
松

町
２

－
２
－
１

５
と

な
っ
て

お
り
番
地

が
異

な
っ
て

い
る
。
 

 
 
こ

ち
ら
の

所
在
地

に
も
訪

問
し
た
と

こ
ろ

、
看
板

は
ビ
ル

名
で
な

く
ハ
イ
ツ

名
の
『
ダ

イ
ヤ
ハ

イ
ツ
』
と

記
載

が
あ
り

、
２
階
に

は
プ
ラ

ン
エ

ム
の
表

札
等
は

一
切
な

く
、『

バ
ー
チ

ャ
ル
オ

フ
ィ
ス

』
（
資

料
４
）
と

掲
示

さ
れ
て
い

る
た

め
、
ど
ち

ら
の
所

在
地

も
選
定
事

業
者

の
実
体

が
不
明
で

あ
る

こ
と
を

示
し
て
い

る
。
 

 
 
ま

た
、
議

員
に
よ

っ
て
領

収
書
記
載

の
電

話
番
号

も
異
な

っ
て
い

る
が
、
真

っ
当
な
事

業
者
で

あ
れ
ば
電

話
番

号
を
使
い

分
け

た
り
、
幾

度
と
な

く
電

話
番
号
の

変
更

を
す
る

こ
と
は
考

え
ら

れ
な
い

。（
資
料

５
）
 

 
 
そ

の
た
め

、
両
議

員
の
支

出
先
で
あ

る
プ

ラ
ン
エ

ム
は
、

実
体
の

確
認
で
き

な
い
事
業

者
で
あ

り
、
架
空

請
求

ま
た
は
領

収
書

記
載
の
項

目
を
適

切
に

行
な
わ
れ

て
い

な
い
可

能
性
が
あ

る
。
 

 
 
政

務
活
動

費
の
支

出
に
は

、
前
途
の

よ
う

に
透
明

性
と
適

正
さ
が

求
め
ら
れ

て
お
り
、

政
務
活

動
費
の
運

用
指

針
で
も

「
広
報
物

の
委
託

先
は

選
定
理

由
お
よ

び
委
託

内
容

を
明
確

に
し
た

上
で
契

約
を
締
結

」
す
る

こ
と

が
求
め
ら

れ
て

い
る
た
め

、
委
託

事
業

者
の
選
定

に
疑

義
が
あ

る
。
 

 
 
ま

た
、
領

収
書
の

住
所
の

虚
偽
お
よ

び
電

話
番
号

を
短
期

間
で
繰

り
返
し
変

更
す
る
真

っ
当
で

な
い
事
業

者
へ

の
支
出
は

適
正

性
に
反
す

る
た
め

、
そ

の
支
出
は

認
め

ら
れ
な

い
。
 

 
Ｂ
. 

違
和

感
の
あ
る

請
求
書

項
目
お

よ
び

単
価

 

 
 
両

議
員
と

も
、
領

収
書
記

載
の
上
か

ら
４

つ
の
項

目
（
文

書
作
成

料
・
デ
ィ

レ
ク
シ
ョ

ン
料
・

デ
ザ
イ
ン

料
・

デ
ー
タ

作
成
料
）

は
、
通

常
で

あ
れ
ば

全
て
１

つ
に
さ

れ
る
項
目

で
あ

る
。
プ

ラ
ン
エ

ム
は
広

報
物
の
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Ｎ
Ｏ

Ｍ
Ｉ
（
の

み
）
（
資
料
１
４

）
と
間
違
っ

て
い
る
た
め
、

低
品
質

で
粗

悪
な
チ
ラ

シ
と

言
え
る

。
 

 
 
チ

ラ
シ
を

見
て
直

ぐ
に
気

が
つ
く
一

番
大

切
な
自

身
の
名

前
の
間

違
え
を
、

プ
ラ
ン
エ

ム
も
吉

沢
議
員
も

気
付

か
な
い
の

は
、

隠
蔽
工
作

で
急
き

ょ
作

成
さ
れ
た

可
能

性
以
外

は
考
え
ら

れ
な

い
。
 

 
 
そ
の

後
、
２
０
２

０
年
９

月
上
旬

に
吉

沢
議
員
の

支
援

者
よ
り

、「
市
政
報
告
チ
ラ
シ

を
作
成
し
た

印
刷
会

社
を

紹
介
し

て
ほ
し
い

」
と
吉

沢
議

員
に
メ

ー
ル
し

た
と
こ

ろ
、

プ
ラ
ン

エ
ム
で

は
な
い

別
会
社
（

資
料
１

５
）

を
紹
介
し

て
支

援
者
に
ま

で
嘘
を

つ
く

こ
と
か
ら

、
悪

行
を
隠

す
た
め
と

考
え

ざ
る
を

得
な
い
。
 

 
 
吉

沢
議
員

が
プ
ラ

ン
エ
ム

に
発
注
さ

れ
て

い
る
内

容
と
同

じ
見
積

り
を
吉
沢

議
員
が
市

民
に
紹

介
し
た
会

社
か

ら
頂
い
た

と
こ

ろ
、
項
目

全
て
が

圧
倒

的
に
プ
ラ

ン
エ

ム
よ
り

安
価
で
あ

る
。
（
下
記

の
表
参

照
）
 

 
 
そ
の

た
め

、
本
件
に

つ
い

て
の
委

託
事
業
者

の
選

定
に
疑

義
が
あ
る

。
 

 
 

プ
ラ

ン
エ
ム
と

紹
介

会
社
の

印
刷
費
等

の
比

較
（
共
に

Ａ
４
両

面
）

 

 
デ

ザ
イ
ン

料
 

印
刷
代
（

三
つ

折
リ
含
む

）
 

送
料

、
諸
経
費

 
合

計
（
税

抜
き
）

 

プ
ラ

ン
エ

ム
 

１
５

６
，
０
０

０
円

 
１
１

４
，
０
０

０
円

 
（
１

６
，
０
０

０
枚

）
 

３
７

，
０
０
０

円
 

３
０

７
，
０
０

０
円

 

紹
介

会
社

 
４
９

，
５
０
０

円
 

７
９

，
２

０
０
円

 
（
１

８
，
０
０

０
枚

）
 

６
，

０
０
０
円

 
１
３

４
，
７
０

０
円

 

※
合

計
で
は
プ

ラ
ン

エ
ム
の
ポ

ス
テ
ィ
ン
グ

代
を
除
い
て
い

ま
す
。
 

 
 
以

上
の
こ
と

か
ら

、
吉
沢

議
員
は

実
態
不
明

の
事

業
者
（

個
人
事
業

者
）

で
あ
る
プ

ラ
ン
エ

ム
と

共
謀
し

政
務

活
動
費
を

不
当

に
使
い
切

り
、
政

務
活

動
費
を
返

還
す

る
こ
と

を
免
れ
、

財
産

上
不
法

の
利
益
を

得
た

可
能

性
が
極
め

て
高

い
と
考
え

る
。
 

 
 
し
た

が
っ

て
、
委
託

内
容

お
よ
び

金
額
に
不

当
性

が
あ
り

、
政
務
活

動
費

と
し
て
求

め
ら
れ

る
透

明
性
・

適
正

性
に
反
す

る
た

め
、
そ
の

支
出
は

認
め

ら
れ
な
い

。
 

③
請
求
者
 

 
請
求
者

で
あ
る

N
PO

法
人
国

民
の
健

康
と

生
活
を
守

る
会

は
、
区

役
所
と
の

協
同

事
業
を

は
じ
め
、

就
労
相

談
支
援
、

生
活

困
窮
者
の

サ
ポ

ー
ト
な

ど
の
社
会

貢
献

活
動
を

行
な
っ
て

い
る

市
民
団
体

で
す
。
 

 
２
０
２

０
年

６
月
に
市

民
の

方
か
ら

一
通
の
情

報
提

供
メ
ー

ル
が
届
き

ま
し

た
。
 

 
内
容
は

、「
領
収

書
プ
ラ
ン
ナ
ー

の
誘
惑
に

負
け

た
一
期
目

の
議
員

た
ち

 
＃
川
崎

市
議

会
議
員
」
な
ど
が
Ｓ

Ｎ
Ｓ
で

投
稿
さ

れ
て
お

り
、
信

憑
性
は
低

い
で

す
が
、

た
く
さ

ん
の
市

民
が
新
型

コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス

で
大
変
の

状
況
の
中

、
本

当
に
議
員

が
不

正
行
為

を
し
て
い

た
ら

許
せ
な

い
だ
っ
た

。
 

 
私
た

ち
の
団

体
は
『

自
分
だ

け
が
良
け

れ
ば

い
い
！

そ
ん
な

人
間
に

な
り
た
く

な
い
！
』

を
ス
ロ

ー
ガ
ン
に

掲
げ
地
域

活
動

し
て
い
る

た
め

、
看
過

す
る
こ
と

が
で

き
な
か

っ
た
。
 

 
 
２

０
１
９

年
１
２

月
５
日

に
市
政
報

告
Ｖ

Ｏ
Ｌ
１

を
２
万

７
７
８

０
円
（
資
料

１
０
）

で
他
社

へ
発
注
し

て
い

な
が
ら

、
年
度
末

の
２
０

２
０

年
３
月

３
０
日

に
Ｖ
Ｏ

Ｌ
２
・
Ｖ

Ｏ
Ｌ

３
を

そ
れ
ぞ

れ
約
３
８

万
円
、

約
７

１
万
円

と
い
う
高

額
で
プ

ラ
ン

エ
ム
へ

発
注
し

た
も
の

の
、
自
身

の
Ｈ

Ｐ
（

資
料
１

１
）
に
は

プ
ラ
ン

エ
ム

が
作
成

し
た
Ｖ
Ｏ

Ｌ
２
・

Ｖ
Ｏ

Ｌ
３
の

チ
ラ
シ

を
公
開

し
な

い
こ
と

に
つ
い

て
も
極

め
て
不
自

然
で
あ

る
。
 

 
 
プ

ラ
ン
エ

ム
が
丸

投
げ
す

る
下
請
け

事
業

者
よ
り

書
面
で

回
答
書

（
添

付
１
）

を
頂
い

た
が
、

そ
こ
に
は

「
年

度
末
に
余

っ
た

予
算
の
政

務
活
動

費
取

得
目
的
で

行
な

っ
た
」「

監
査
の

際
の

担
保
に

少
々
い

る
た
め
に

作
成

し
た
」「

そ
も
そ

も
完

成
デ
ー

タ
は
年

度
後
の
４

月
１
５

日
に

送
っ
て

い
る
」
「

プ
ラ
ン

エ
ム

か
ら
請
求

額
を

上
げ
る

不
正
行
為

の
ア
ド

バ
イ

ス
を
求

め
ら
れ

た
」
な

ど
使

い
切
り

目
的
や

不
当
に

支
出
し
て

い
た
と

疑
わ

ざ
る
を
得

な
い

回
答
を
も

ら
う
。
 

 
 
ま

た
、
プ

ラ
ン
エ

ム
の
下

請
け
事
業

者
は

４
月
１

５
日
に

プ
ラ
ン

エ
ム

へ
完
成

し
た
チ

ラ
シ
デ

ー
タ
を
送

り
、

４
月
３

０
日
付
（

資
料
１

２
）

に
プ
ラ

ン
エ
ム

へ
請
求

書
を
発
行

し
て

い
る

た
め
、

各
務
議
員

の
収
支

報
告

書
記
載
の

ポ
ス

テ
ィ
ン
グ

実
施
年

月
日

の
３
月
３

０
日

は
、
現

物
は
存
在

し
て

い
な
い

は
ず
で
あ

る
。
 

 
 
そ

し
て
、

下
請
け

事
業
者

の
回
答
書

に
は

「
監
査

の
際
の

担
保
に

少
々
い
る

た
め
作
成

し
た
」

と
あ
る
た

め
、

監
査
委

員
へ
証
拠

印
刷
物

と
し

て
提
出

す
る
の

を
目
的

と
し

て
少
数

の
部
数

を
印
刷

す
る
な
ど

、
あ
ら

か
じ

め
隠
蔽
工

作
を

企
て
て
い

た
可
能

性
も

あ
り
極
め

て
悪

質
で
あ

る
。
 

 
 
し

た
が
っ

て
、
委

託
内
容

お
よ
び
金

額
に

不
当
性

が
あ
り

、
政
務

活
動
費
と

し
て
求
め

ら
れ
る

透
明
性
・

適
正

性
に
反
す

る
た

め
、
そ
の

支
出
は

認
め

ら
れ
な
い

。
 

（
４
）
吉

沢
直

美
（
よ
し

ざ
わ

 
な
お

み
）
に
対

す
る

も
の
 

 
 
吉

沢
議
員

は
、
年

度
末
の

３
月
２
４

日
（
市

政
報

告
Ｖ
Ｏ

Ｌ
１

)と
３
月
２

８
日
（
市
政

報
告
Ｖ

Ｏ
Ｌ
２

)

に
立

て
続
け

で
プ
ラ
ン

エ
ム
と

委
託

契
約
を

交
わ
し

領
収
書

が
存

在
す
る

も
の
の

、
プ
ラ

ン
エ
ム
が

丸
投
げ

す
る

下
請
け
事

業
者

は
吉
沢
議

員
の
チ

ラ
シ

は
請
け
負

っ
て

い
な
い

と
証
言
す

る
。
 

 
 
そ

の
た
め

、
２
０

２
０
年

７
月
下
旬

に
「

市
政
報

告
の
チ

ラ
シ
を

見
せ
て
欲
し

い
」
と

吉
沢
議

員
の
支
援

者
か

ら
吉
沢

議
員
に
お

願
い
し

た
と

こ
ろ
、

一
旦
は

拒
否
さ

れ
る

が
数
週

間
後
に

素
人
が

作
成
し
た

よ
う
な

市
政

報
告
チ
ラ

シ
が

送
ら
れ
て

き
た
た

め
、

隠
蔽
工
作

で
急

き
ょ
作

成
し
た
可

能
性

が
あ
る

。
 

 
 

市
政

報
告

チ
ラ

シ
の
内

容
は

Ｖ
Ｏ

Ｌ
１

『
学

校
で
手

話
ダ

ン
ス

を
！

台
風

被
害
に

つ
い

て
』
、

Ｖ
Ｏ

Ｌ
２

『
タ

ワ
ー
マ
ン

シ
ョ

ン
の
防
災

力
を
向

上
！

平
間
、
向
河
原

の
踏
切
対
策

！
胎
児
育
児
の

支
援
！

』（
資
料
１

３
）

な
ど
で

、
新
型
コ

ロ
ナ
の

ニ
ュ

ー
ス
一

色
の
時

期
に
、

関
連
性
が
ほ

と
ん
ど

な
い
市

政
報
告
を

、
実
施

年
月

日
の
２
０

２
０

年
３
月
３

０
日
に

作
成

配
布
し
た

と
は

考
え
ら

れ
な
い
。
 

 
 
ま

た
、
送

ら
れ
て

き
た
市

政
報
告
チ

ラ
シ

に
は
、

名
前
の

ス
ペ
ル

が
Ｎ
Ａ
Ｏ

Ｍ
Ｉ
（
な

お
み
）

で
は
な
く
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本
件
の

監
査

請
求
は
監

査
委

員
４
人

の
う
ち
議

員
選

出
の
２

名
が
除
斥

さ
れ

る
が
、
他

２
名
の

監
査

委
員
に

お
い
て
も

以
下

の
理
由
に

よ
り

公
平
公

正
な
判
断

が
困

難
で
あ

る
こ
と
も

推
測

さ
れ
る
。

 

 
プ
ラ
ン

エ
ム

代
表
の
栄

木
真

由
美
氏

は
、
元
神

戸
市

議
会
議

員
（
自
民

党
系

会
派
）
を

経
験
し

て
お

り
、
数

年
前
に
大

き
く

報
道
さ
れ

て
い

た
政
務

活
動
費
を

架
空

の
領
収

書
で
騙
し

取
り

、
詐
欺
罪

で
逮
捕

さ
れ

た
元
神

戸
市
議
会

議
員

（
自
民
党

系
会

派
）
と

は
同
僚
議

員
で

あ
る
。
 

 
本
件
に

つ
い

て
、
プ
ラ

ン
エ

ム
下
請

け
事
業
者

社
長

の
回
答

書
（
添
付

１
)
か
ら
推
測
す

る
と
、
同
僚

議
員

の
逮
捕
を

一
部

始
終
間
近

で
見

て
い
た

プ
ラ
ン
エ

ム
代

表
の
栄

木
真
由
美

氏
は

、
監
査
請

求
を
さ

れ
た

際
に
証

拠
印
刷
物

と
し

て
提
出
す

る
の

を
目
的

と
し
て
少

数
の

部
数
を

印
刷
す
る

な
ど

、
事
前
に

隠
蔽
工

作
を

し
て
い

る
可
能
性

が
極

め
て
高
い

と
考

え
ざ
る

を
得
な
い

。
 

 
２
０
２

０
年

５
月
２
９

日
、

か
わ
さ

き
市
民
オ

ン
ブ

ズ
マ
ン

は
政
務
活

動
費

に
関
す
る

住
民
監

査
請

求
を
起

こ
し
ま
し

た
が

、
監
査
委

員
は

対
象
議

員
の
聞
き

取
り

を
妄
信

し
て
判
断

さ
れ

て
い
た
た

め
、
住

民
訴

訟
へ
と

発
展
し
て

い
ま

す
。
 

 
そ
の
た

め
、

本
件
に
お

い
て

も
対
象

議
員
ま
た

は
２

度
の
刑

事
告
発
歴

の
あ

る
プ
ラ
ン

エ
ム
代

表
へ

の
聞
き

取
り
を
妄

信
し

た
監
査
で

は
公

平
公
正

な
監
査
結

果
に

な
ら
な

い
と
考
え

ら
れ

る
。
 

 
ま
た
、

本
件

の
対
象
で

あ
る

二
人
の

川
崎
市
議

会
議

員
は
、

共
に
自
民

党
所

属
の
議
員

で
あ
る

。
 

 
本
件
を

監
査

す
る
２
名

の
監

査
委
員

は
、
普

段
は
自
民

党
所

属
の
監

査
委
員
と

業
務

を
遂
行
し
て
い
る

た
め
、

監
査
の

対
象
議

員
が
自

民
党
所

属
の
議
員

で
は

客
観
的

な
第
三

者
の
立

場
で
判
断
す

る
こ
と

が
困
難

で
あ
る
と

考
え
ら
れ

る
。
 

 
し
た

が
っ
て

、
そ
れ

ら
の
懸

念
を
払
拭

さ
せ

る
た
め

に
は
、

本
件
は

地
方

自
治
法

第
２
５

２
条
の

４
３
第
１

項
の
規

定
に
基

づ
く
外

部
監
査

人
に
よ
る

「
個

別
外
部

監
査
」

に
よ
り

監
査
を
行
な

わ
れ
る

こ
と
が

不
可
欠
で

あ
る
た
め

、
併

せ
て
請
求

す
る

。
 

 

 
そ
の

た
め
、

新
人
議

員
を
対

象
に
調
査

を
行

な
っ
た

結
果
、

各
務
雅

彦
議

員
お
よ

び
吉
沢

直
美
議

員
の
令
和

元
年
度
の

政
務

活
動
費
に

い
く

つ
か
の

疑
わ
し
い

支
出

を
発
覚

す
る
。
 

 
そ
の

後
、
約

一
年
間

と
い
う

多
大
な
時

間
と

労
力
を

使
い
徹

底
的
に

調
査

を
行
な

い
、
疑

わ
し
い

支
出
の
実

態
を
証
明

す
る

様
々
な
証

拠
が

整
っ
た

た
め
、
監

査
請

求
を
起

こ
す
こ
と

に
し

た
。
 

 ④
地
方
自

治
法

第
２
４
２

条
第

１
項
の

規
定
に
よ

り
、
以
下
の

添
付
資

料
を
添
え

、
必

要
な
処

置
を
請

求
す
る
。
 

 陳
述
書
 

 
プ

ラ
ン
エ
ム

下
請

け
事
業

者
社
長
か

ら
の

陳
述
書
 

添
付
１
 

 
プ

ラ
ン
エ
ム

下
請

け
事
業

者
社
長
か

ら
の

各
務
議

員
に
関
す

る
回

答
書
 

資
料
１
 

 
各

務
雅
彦
議

員
が

プ
ラ
ン

エ
ム
へ
広

報
・

広
聴
費

か
ら
支
出

し
た

領
収
書
及

び
収
支

報
告

書
 

資
料
２
 

 
吉

沢
直
美
議

員
が

プ
ラ
ン

エ
ム
へ
広

報
・

広
聴
費

か
ら
支
出

し
た

領
収
書
及

び
収
支

報
告

書
 

資
料
３
 

 
プ

ラ
ン
エ
ム

の
所

在
が
実

態
不
明
で

あ
る

証
拠
 

資
料
４
 

 
プ

ラ
ン
エ
ム

の
も

う
一
つ

の
所
在
地

に
あ

る
バ
ー

チ
ャ
ル
オ

フ
ィ

ス
 

資
料
５
 

 
プ

ラ
ン
エ
ム

は
各

議
員
に

よ
っ
て
電

話
番

号
が
異

な
る
証
拠
 

資
料
６
 

 
プ

ラ
ン
エ
ム

代
表

の
刑
事

告
発
歴
 

資
料
７
 

 
各

務
雅
彦
議

員
が

プ
ラ
ン

エ
ム
へ
依

頼
し

た
市
政

報
告
書
Ｖ

Ｏ
Ｌ

２
 

資
料
８
 

 
各

務
雅
彦
議

員
が

プ
ラ
ン

エ
ム
へ
依

頼
し

た
市
政

報
告
書
Ｖ

Ｏ
Ｌ

３
 

資
料
９
 

 
各

務
雅
彦
議

員
が

地
元
業

者
へ
依
頼

し
た

ポ
ス
テ

ィ
ン
グ
料

の
領

収
書
 

資
料
１
０

 
各

務
雅
彦
議

員
が

プ
ラ
ン

エ
ム
で
な

い
他

社
へ
依

頼
し
た
市

政
報

告
書
Ｖ
Ｏ

Ｌ
１
 

資
料
１
１

 
各

務
雅
彦
議

員
の

Ｈ
Ｐ
に

は
プ
ラ
ン

エ
ム

の
作
成

物
は
公
表

し
な

い
 

資
料
１
２

 
プ

ラ
ン
エ
ム

下
請

け
事
業

者
か
ら
プ

ラ
ン

エ
ム
へ

の
請
求
書
 

資
料
１
３

 
吉

沢
直
美
議

員
の

市
政
報

告
チ
ラ
シ
 

資
料
１
４

 
吉

沢
直
美
議

員
の

名
前
を

間
違
え
た

市
政

報
告
チ

ラ
シ
の
拡

大
写

真
 

資
料
１
５

 
吉

沢
直
美
議

員
が

支
援
者

に
偽
り
の

事
業

者
を
紹

介
し
た
メ

ー
ル
 

 個
別
外
部

監
査

請
求
と
そ

の
理

由
 

 
川
崎
市

内
に

は
、
真
っ

当
な

印
刷
会

社
が
多
数

存
在

す
る
の

に
も
関
わ

ら
ず

、
両
議
員

が
委
託

契
約

を
交
わ

し
て
い
る

プ
ラ

ン
エ
ム
は

、
川

崎
市
外

の
個
人
事

業
者

、
所
在

地
は
虚
偽

で
実

態
不
明
、

社
会
常

識
的

に
あ
り

え
な
い
単

価
設

定
、
２
度

も
刑

事
告
発

歴
の
あ
る

代
表

、
成
果

物
は
名
前

を
間

違
え
る
粗

悪
な
チ

ラ
シ

、
議
員

本
人
も
市

民
へ

紹
介
で
き

な
い

事
業
者

で
あ
る
。
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議
員

の
広

報
物

の
作

成
を

本
日

来
て

く
だ

さ
っ

た
下

請
事

業
者

へ
丸

投
げ

し
て

い
ま

す
が

、
下

請
事

業
者

の
プ

ラ
ン

エ
ム

の
請

求
書

で
は

、
記

載
項

目
は

１
つ

だ
け

で
す

。
 

 
次

に
、

１
０

ペ
ー

ジ
の

資
料

１
を

御
覧

く
だ

さ
い

。
令

和
元

年
度

の
プ

ラ
ン

エ
ム

の
領

収
書

に
は

、
上

か
ら

、
文

章
作

成
・

校
正

料
、

デ
ィ

レ
ク

シ
ョ

ン
料

、
デ

ザ
イ

ン
料

、
デ

ー
タ

作
成

料
な

ど
と

い
っ

た
項

目
が

追
加

さ
れ

て
い

る
が

、
意

図
的

に
過

大
請

求
す

る
た

め
、

様
々

な
請

求
項

目
を

増
や

し
た

と
思

わ
れ

ま
す

。
 

 
次

に
、

追
加

証
拠

③
を

御
覧

く
だ

さ
い

。
こ

れ
ら

を
裏

づ
け

る
証

拠
と

し
て

、
令

和
２

年
度

の
吉

沢
議

員
の

２
枚

の
プ

ラ
ン

エ
ム

の
請

求
書

を
添

付
し

ま
し

た
が

、
デ

ィ
レ

ク
シ

ョ
ン

料
、

デ
ザ

イ
ン

料
、

デ
ー

タ
作

成
料

の
み

で
、

令
和

元
年

度
に

あ
っ

た
文

章
作

成
・

校
正

料
の

項
目

は
消

え
て

い
ま

す
。

と
な

る

と
、

令
和

元
年

度
の

領
収

書
の

項
目

に
あ

る
文

章
作

成
・

校
正

料
の

６
万

円
は

、
そ

も
そ

も
必

要
の

な
か

っ
た

項
目

で
あ

る
こ

と
が

分
か

る
。

 

 
次

に
、

追
加

証
拠

④
を

御
覧

く
だ

さ
い

。
こ

ち
ら

は
各

務
議

員
の

令
和

２
年

度
の

プ
ラ

ン
エ

ム
の

請
求

書
を

添
付

し
ま

し
た

が
、

文
章

作
成

・
校

正
料

は
１

万
円

と
超

大
幅

に
減

額
さ

れ
て

お
り

、
令

和
元

年
度

の
６

万
円

か
ら

６
分

の
１

も
安

く
な

っ
て

い
る

た
め

、
令

和
元

年
度

は
過

大
に

請
求

額
を

増
や

し
て

い
た

と
し

か
考

え
ら

れ
な

い
。

 

 
次

に
、

追
加

証
拠

⑥
を

御
覧

く
だ

さ
い

。
こ

こ
に

は
令

和
２

年
度

の
各

務
議

員
と

吉
沢

議
員

が
「

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

に
伴

う
主

な
支

援
策

」
と

題
し

た
プ

ラ
ン

エ
ム

が
作

成
し

た
チ

ラ
シ

を
、

都
内

Ａ
さ

ん
は

同
じ

よ
う

な
チ

ラ
シ

を
先

に
プ

ラ
ン

エ
ム

に
依

頼
し

て
い

ま
す

。
追

加
証

拠
⑥

の
Ｅ

か
ら

Ｇ
を

御
覧

く
だ

さ
い

。
こ

ち
ら

は
見

て
分

か
る

よ
う

に
同

じ
よ

う
な

チ
ラ

シ
で

す
、

３
枚

と
も

。
も

う
１

度
追

加
証

拠
⑥

の
Ａ

を
御

覧
く

だ
さ

い
。

都
内

Ａ
さ

ん
は

政
務

活
動

費
な

ど
の

公
金

で
は

な
く

自
費

で
支

払
っ

て
い

ま
す

が
、

公
金

が
元

手
で

あ
る

政
務

活
動

費
か

ら
支

払
っ

た
各

務
議

員
と

吉
沢

議
員

の
請

求
書

と
比

較
す

る
と

劇
的

な
差

が
あ

り
ま

す
。

３
人

と
も

同
じ

よ
う

な
制

作
物

で
す

が
、

自
費

で
支

払
っ

た
都

内
Ａ

さ
ん

の
請

求
項

目
に

は
、

デ
ィ

レ
ク

シ
ョ

ン
料

、
デ

ザ
イ

ン
料

、
文

章
作

成
・

校
正

料
、

送
料

及
び

諸
経

費
な

ど
の

項
目

は
な

く
、

印
刷

部
数

は
半

分
以

下
な

の
に

チ
ラ

シ
１

枚
単

価
も

大
幅

に
安

い
で

す
。

私
が

言
い

た
い

の
は

、
プ

ラ
ン

エ
ム

に
自

費
で

チ
ラ

シ
を

お
願

い
す

る
と

デ
ー

タ
作

成
費

し
か

取
り

ま
せ

ん

が
、

川
崎

市
の

税
金

か
ら

議
員

が
チ

ラ
シ

を
お

願
い

す
る

と
、

な
ぜ

か
デ

ィ
レ

ク
シ

ョ
ン

料
、

デ
ザ

イ
ン

料
、

文
章

作
成

・
校

正
料

、
そ

し
て

送
料

及
び

諸
経

費
と

項
目

が
一

気
に

増
え

、
高

額
料

金
を

請
求

す
る

こ
と

に
大

変
不

審
に

思
い

ま
す

。
川

崎
市

の
税

金
の

場
合

は
高

額
に

徴
収

す
る

川
崎

価
格

と
い

う
の

が
存

在
し

て
い

る
と

言
っ

て
も

過
言

で
は

あ
り

ま
せ

ん
。

こ
の

あ
た

り
の

説
明

も
プ

ラ
ン

エ
ム

及
び

両
議

員
に

求
め

ま
す

。
こ

れ
ら

の
こ

と
か

ら
、

プ
ラ

ン
エ

ム
に

は
定

め
ら

れ
た

料
金

設
定

が
そ

も
そ

も
存

在
せ

ず
、

前
年

度
の

領
収

書
の

項
目

は
過

大
に

請
求

額
を

上
げ

る
た

め
金

額
を

操
作

し
て

い
た

と
疑

わ
ざ

る
を

得
な

い
。

 

 
次

に
、

１
１

ペ
ー

ジ
の

領
収

書
を

御
覧

く
だ

さ
い

。
こ

ち
ら

の
領

収
書

で
は

、
４

万
枚

印
刷

し
て

チ
ラ

シ
単

価
が

６
円

で
す

。
 

 
次

に
、

１
２

ペ
ー

ジ
の

領
収

書
を

御
覧

く
だ

さ
い

。
こ

ち
ら

の
領

収
書

で
は

、
５

，
５

０
０

枚
印

刷
し

請
求

人
の

陳
述

録
 

  
ま

ず
、

本
件

は
、

２
人

の
自

民
党

議
員

に
対

す
る

監
査

請
求

で
す

。
そ

の
た

め
、

本
件

を
監

査
す

る
２

人
の

監
査

委
員

に
お

い
て

も
、

ふ
だ

ん
は

自
民

党
所

属
の

監
査

委
員

と
業

務
を

遂
行

し
て

い
る

、
い

わ
ば

同
僚

で
あ

る
た

め
、

客
観

的
第

三
者

の
立

場
で

判
断

す
る

こ
と

は
困

難
で

あ
る

と
考

え
、

こ
れ

ら
の

懸
念

を
払

拭
す

る
た

め
、

個
別

外
部

監
査

を
求

め
ま

し
た

が
、

個
別

外
部

監
査

は
認

め
ら

れ
ず

、
議

員
た

ち
が

議
会

で
選

任
し

た
監

査
委

員
が

監
査

す
る

こ
と

に
な

り
ま

し
た

が
、

忖
度

感
情

が
な

い
公

平
公

正
な

監
査

を
し

て
い

た
だ

け
る

と
信

じ
て

陳
述

い
た

し
ま

す
。

 

 
市

民
の

税
金

が
元

手
で

あ
る

政
務

活
動

費
の

使
用

に
は

高
い

透
明

性
と

適
正

さ
が

求
め

ら
れ

ま
す

が
、

吉
沢

議
員

及
び

各
務

議
員

が
委

託
契

約
を

交
わ

し
た

個
人

事
業

者
で

あ
る

プ
ラ

ン
エ

ム
は

、
こ

れ
か

ら
述

べ
る

４
つ

の
理

由
に

よ
り

、
一

般
の

会
社

は
委

託
契

約
を

交
わ

さ
な

い
事

業
者

で
あ

り
ま

す
。

そ
の

た

め
、

両
議

員
が

委
託

契
約

を
交

わ
し

て
い

る
こ

と
に

疑
念

を
抱

い
て

い
ま

す
。

 

 
ま

ず
、

理
由

１
、

所
在

地
を

虚
偽

す
る

実
体

不
明

な
事

業
者

で
あ

る
。

１
２

ペ
ー

ジ
の

資
料

２
を

御
覧

く
だ

さ
い

。
吉

沢
議

員
の

領
収

書
で

は
、

プ
ラ

ン
エ

ム
の

所
在

地
は

浜
松

町
２

－
２

－
５

の
浜

松
町

ダ
イ

ヤ
ビ

ル
と

な
っ

て
い

ま
す

。
 

 
次

に
、

１
４

ペ
ー

ジ
の

資
料

３
の

右
上

を
御

覧
く

だ
さ

い
。

こ
の

プ
ラ

ン
エ

ム
の

代
表

の
名

刺
に

も
、

所
在

地
は

同
じ

く
浜

松
町

２
－

２
－

５
の

浜
松

町
ダ

イ
ヤ

と
な

っ
て

い
ま

す
が

、
下

の
写

真
を

御
覧

く
だ

さ
い

。
現

地
調

査
し

た
と

こ
ろ

、
こ

ち
ら

の
所

在
地

の
ビ

ル
名

は
浜

松
町

営
和

ビ
ル

で
ご

ざ
い

ま
す

。
そ

の
た

め
、

領
収

書
や

名
刺

に
記

載
さ

れ
た

ダ
イ

ヤ
ビ

ル
は

そ
も

そ
も

存
在

し
ま

せ
ん

。
ま

た
、

途
中

か
ら

名
称

が
変

わ
っ

た
わ

け
で

も
な

く
、

３
０

年
前

か
ら

こ
ち

ら
は

浜
松

町
の

営
和

ビ
ル

で
す

。
そ

し
て

、
プ

ラ
ン

エ
ム

の
下

請
会

社
の

社
長

は
、

プ
ラ

ン
エ

ム
代

表
の

名
刺

記
載

の
所

在
地

に
郵

便
物

を
送

付
し

た
と

こ
ろ

、
宛

名
人

不
存

在
で

戻
っ

て
き

た
と

の
こ

と
で

す
。

ま
た

、
令

和
２

年
度

の
所

在
地

は
、

な
ぜ

か
浜

松
町

２
－

２
－

１
５

と
変

更
さ

れ
て

お
り

、
同

じ
く

浜
松

町
ダ

イ
ヤ

ビ
ル

と
な

っ
て

い
ま

す
が

、
正

し
い

建
物

名
は

浜
松

町
ダ

イ
ヤ

ハ
イ

ツ
で

す
。

そ
し

て
、

現
地

に
は

バ
ー

チ
ャ

ル
オ

フ
ィ

ス
が

存
在

す
る

た

め
、

ど
ち

ら
に

せ
よ

、
プ

ラ
ン

エ
ム

は
実

体
不

明
な

事
業

者
と

言
え

ま
す

。
 

 
次

に
、

理
由

２
で

す
。

１
０

か
月

で
５

回
も

領
収

書
の

電
話

番
号

を
変

更
す

る
事

業
者

で
あ

る
。

追
加

証
拠

の
①

を
御

覧
く

だ
さ

い
。

プ
ラ

ン
エ

ム
は

川
崎

市
の

議
員

だ
け

で
な

く
、

東
京

都
の

議
員

と
も

委
託

契
約

を
交

わ
し

て
い

る
こ

と
が

分
か

り
、

こ
の

事
業

者
が

２
０

２
０

年
６

月
か

ら
２

０
２

１
年

４
月

の
１

０
か

月
の

間
に

発
行

し
た

領
収

書
５

枚
を

添
付

し
て

い
ま

す
が

、
全

て
領

収
書

の
電

話
番

号
が

違
い

ま

す
。

果
た

し
て

真
っ

当
な

事
業

者
で

あ
れ

ば
、

電
話

番
号

を
使

い
分

け
た

り
、

幾
度

と
な

く
変

更
す

る
こ

と
は

考
え

ら
れ

ま
せ

ん
。

そ
の

た
め

、
信

用
を

第
一

と
す

る
一

般
の

会
社

は
委

託
契

約
を

交
わ

し
た

り
し

な
い

事
業

者
で

あ
る

と
言

え
ま

す
。

 

 
次

に
、

理
由

３
、

定
め

ら
れ

た
料

金
設

定
が

な
く

、
金

額
を

操
作

す
る

事
業

者
で

あ
る

。
両

議
員

が
委

託
契

約
を

交
わ

し
た

事
業

者
に

は
、

定
め

ら
れ

た
料

金
設

定
が

存
在

せ
ず

、
領

収
書

に
よ

っ
て

広
告

や
単

価
な

ど
の

金
額

を
操

作
し

て
い

る
。

１
８

ペ
ー

ジ
の

資
料

１
２

を
御

覧
く

だ
さ

い
。

プ
ラ

ン
エ

ム
は

各
務

別
紙

２
 



川 崎 市 公 報 （第1,826号）令和３年(2021年)９月10日

－3577－

────────────────────────────────────────────────────

 
次

に
、

９
ペ

ー
ジ

の
添

付
１

の
回

答
書

を
御

覧
く

だ
さ

い
。

こ
ち

ら
は

、
私

の
質

問
に

対
し

て
、

プ
ラ

ン
エ

ム
の

下
請

事
業

者
は

、
４

月
１

５
日

に
プ

ラ
ン

エ
ム

へ
完

成
し

た
チ

ラ
シ

デ
ー

タ
を

送
っ

て
い

る
と

回
答

さ
れ

て
い

る
た

め
、

そ
こ

か
ら

印
刷

し
て

ポ
ス

テ
ィ

ン
グ

を
す

る
と

な
る

と
実

施
年

月
日

は
５

月
以

降
と

な
り

、
令

和
元

年
度

で
は

な
く

令
和

２
年

度
の

支
出

と
な

る
の

で
は

な
い

で
し

ょ
う

か
。

各
務

議
員

に
は

、
こ

れ
ら

の
支

出
伝

票
の

実
施

年
月

日
を

３
月

３
０

日
と

さ
れ

た
こ

と
に

つ
い

て
説

明
を

求
め

ま

す
。

 

 
ま

た
、

こ
の

回
答

書
の

中
で

、
年

度
末

に
余

っ
た

予
算

の
政

務
活

動
費

取
得

目
的

で
行

っ
た

、
監

査
の

際
の

担
保

に
少

々
要

る
た

め
作

成
し

た
と

不
正

の
可

能
性

を
示

唆
す

る
内

容
も

あ
る

た
め

、
あ

ら
か

じ
め

監
査

委
員

を
出

し
抜

く
た

め
に

隠
蔽

工
作

を
計

画
し

て
い

た
と

な
れ

ば
極

め
て

悪
質

で
あ

り
ま

す
。

し
た

が
っ

て
、

委
託

内
容

及
び

金
額

に
不

当
性

が
あ

り
、

政
務

活
動

費
と

し
て

求
め

ら
れ

る
透

明
性

、
適

正
性

に
反

す
る

た
め

、
返

還
を

強
く

求
め

ま
す

。
 

 
次

に
、

吉
沢

議
員

に
つ

い
て

で
す

。
１

９
ペ

ー
ジ

を
御

覧
く

だ
さ

い
。

こ
ち

ら
は

、
吉

沢
議

員
の

支
援

者
が

２
０

２
０

年
７

月
下

旬
頃

に
吉

沢
議

員
へ

市
政

報
告

の
チ

ラ
シ

を
見

せ
て

ほ
し

い
と

お
願

い
し

た
と

こ
ろ

、
一

旦
は

拒
否

を
さ

れ
、

そ
の

３
週

間
後

ぐ
ら

い
に

支
援

者
の

も
と

へ
、

自
身

の
名

前
の

ス
ペ

ル
を

間
違

え
た

素
人

が
作

成
し

た
よ

う
な

低
品

質
の

粗
悪

な
チ

ラ
シ

が
３

枚
送

ら
れ

て
き

ま
し

た
が

、
３

枚
と

も
名

前
の

ス
ペ

ル
が

間
違

っ
て

い
る

た
め

、
７

月
頃

に
ま

と
め

て
作

成
し

た
も

の
で

は
な

い
で

し
ょ

う

か
。

こ
の

市
政

報
告

の
実

施
年

月
日

は
３

月
２

３
日

と
な

っ
て

い
る

た
め

、
本

当
に

令
和

元
年

度
に

行
わ

れ
た

の
か

、
監

査
委

員
か

ら
プ

ラ
ン

エ
ム

に
対

し
て

発
注

履
歴

の
分

か
る

書
類

な
ど

の
提

出
を

求
め

、
調

べ
て

い
た

だ
き

た
い

。
 

 
次

に
、

２
０

ペ
ー

ジ
の

資
料

１
５

を
御

覧
く

だ
さ

い
。

ま
た

、
吉

沢
議

員
の

支
援

者
が

市
政

報
告

チ
ラ

シ
を

印
刷

し
て

い
る

印
刷

会
社

を
教

え
て

い
た

だ
け

ま
せ

ん
か

と
吉

沢
議

員
に

メ
ー

ル
し

た
と

こ
ろ

、
プ

ラ
ン

エ
ム

で
は

な
い

別
会

社
を

紹
介

さ
れ

て
い

ま
す

が
、

吉
沢

議
員

の
市

政
報

告
の

支
出

伝
票

は
プ

ラ
ン

エ
ム

し
か

な
い

た
め

、
支

援
者

に
う

そ
を

つ
い

て
ま

で
プ

ラ
ン

エ
ム

の
存

在
を

隠
す

必
要

が
果

た
し

て
あ

る
の

で
し

ょ
う

か
。

議
員

と
い

う
立

場
で

あ
り

な
が

ら
、

自
身

の
支

援
者

に
対

し
て

う
そ

ま
で

つ
く

の

は
、

プ
ラ

ン
エ

ム
と

共
謀

し
て

や
ま

し
い

こ
と

が
な

さ
れ

て
い

る
と

し
か

考
え

ら
れ

ま
せ

ん
。

以
上

の
こ

と
か

ら
、

吉
沢

議
員

は
政

務
活

動
費

の
余

剰
金

を
返

還
す

る
こ

と
を

免
れ

、
財

産
上

、
不

法
の

利
益

を
得

て
い

た
可

能
性

が
十

分
考

え
ら

れ
ま

す
。

 

 
最

後
に

、
１

つ
の

市
民

団
体

が
多

大
な

時
間

、
労

力
、

お
金

を
使

い
調

査
を

し
た

結
果

、
こ

れ
ほ

ど
ま

で
の

不
自

然
、

不
合

理
、

不
透

明
な

実
体

が
発

覚
し

た
た

め
、

監
査

請
求

を
起

こ
し

、
本

日
、

陳
述

を
さ

せ
て

い
た

だ
き

ま
し

た
。

議
員

に
よ

る
聞

き
取

り
調

査
だ

け
で

な
く

、
共

謀
し

て
い

る
と

思
わ

れ
る

個
人

事
業

者
の

プ
ラ

ン
エ

ム
代

表
か

ら
の

調
査

を
十

分
行

っ
た

上
で

判
断

を
お

願
い

い
た

し
ま

す
。

 

 
私

の
陳

述
は

以
上

と
な

り
ま

す
が

、
次

に
、

こ
の

陳
述

の
た

め
に

数
日

間
仕

事
を

休
み

、
遠

方
か

ら
わ

ざ
わ

ざ
来

て
く

だ
さ

い
ま

し
た

●
●

●
氏

が
陳

述
い

た
し

ま
す

。
 

 
●

●
●

と
申

し
ま

す
。

私
は

、
職

業
は

選
挙

関
係

の
広

告
を

つ
く

っ
て

お
り

ま
す

広
告

代
理

店
の

オ
ー

ナ
ー

を
い

た
し

て
お

り
ま

す
。

 

て
、

同
じ

く
チ

ラ
シ

単
価

が
６

円
で

す
。

チ
ラ

シ
の

単
価

に
つ

い
て

は
、

通
常

の
印

刷
会

社
は

、
数

量
が

多
く

な
れ

ば
１

枚
当

た
り

の
チ

ラ
シ

単
価

は
当

然
安

く
な

り
ま

す
が

、
印

刷
物

が
5
,
5
0
0
部

で
も

４
万

部

で
も

印
刷

料
の

チ
ラ

シ
単

価
６

円
と

同
額

な
の

は
、

真
っ

当
な

事
業

者
で

は
考

え
ら

れ
ま

せ
ん

。
 

 
次

に
、

１
０

ペ
ー

ジ
と

１
１

ペ
ー

ジ
を

御
覧

く
だ

さ
い

。
こ

ち
ら

、
１

０
ペ

ー
ジ

の
領

収
書

は
合

計
金

額
が

３
８

万
５

５
５

０
円

で
、

１
１

ペ
ー

ジ
の

領
収

書
は

合
計

金
額

７
１

万
３

９
０

０
円

で
す

が
、

送
料

及
び

諸
経

費
が

一
律

３
万

７
０

０
０

円
と

同
額

な
の

は
社

会
常

識
的

に
考

え
ら

れ
ま

せ
ん

。
 

 
次

に
、

追
加

証
拠

の
③

と
④

を
御

覧
く

だ
さ

い
。

令
和

２
年

度
の

全
て

の
領

収
書

は
、

送
料

及
び

諸
経

費
が

一
律

４
，

３
０

０
円

と
大

幅
に

減
額

さ
れ

て
い

る
た

め
、

前
年

度
の

一
律

３
万

７
０

０
０

円
は

、
過

大
に

請
求

額
を

増
や

す
た

め
に

金
額

を
操

作
し

て
い

た
と

し
か

考
え

ら
れ

な
い

。
 

 
次

に
、

理
由

４
、

事
業

者
は

複
数

回
も

刑
事

告
発

歴
の

あ
る

人
物

が
代

表
者

で
あ

る
。

１
６

ペ
ー

ジ
の

資
料

６
を

御
覧

く
だ

さ
い

。
こ

こ
に

は
両

議
員

の
委

託
事

業
者

で
あ

る
プ

ラ
ン

エ
ム

の
代

表
が

過
去

に
何

度
も

刑
事

告
発

さ
れ

た
詳

細
を

添
付

し
て

い
ま

す
が

、
こ

れ
だ

け
で

は
ご

ざ
い

ま
せ

ん
。

こ
れ

ら
の

詳
細

は
後

ほ
ど

●
●

●
氏

か
ら

陳
述

い
た

し
ま

す
。

 

 
次

に
、

追
加

証
拠

の
⑤

を
御

覧
く

だ
さ

い
。

こ
ち

ら
に

は
、

あ
る

刑
事

告
発

状
を

添
付

し
て

い
ま

す

が
、

明
日

こ
の

告
発

状
が

よ
う

や
く

正
式

に
受

理
さ

れ
る

こ
と

が
決

定
し

て
い

ま
す

。
告

発
状

の
内

容

は
、

今
回

の
監

査
請

求
と

同
様

に
、

東
京

都
の

議
員

が
年

度
末

に
プ

ラ
ン

エ
ム

へ
発

注
し

、
政

務
活

動
費

か
ら

支
出

し
た

複
数

の
領

収
書

に
つ

い
て

で
す

。
プ

ラ
ン

エ
ム

の
領

収
書

に
記

載
さ

れ
た

印
刷

部
数

や
ポ

ス
テ

ィ
ン

グ
は

正
し

く
行

わ
れ

て
い

な
い

可
能

性
が

極
め

て
濃

厚
で

あ
る

た
め

、
詐

欺
罪

で
刑

事
告

発
を

い
た

し
ま

し
た

。
し

た
が

っ
て

、
同

時
期

に
同

様
に

同
じ

手
口

で
年

度
末

に
プ

ラ
ン

エ
ム

と
取

引
を

さ
れ

て
い

る
吉

沢
議

員
と

各
務

議
員

に
つ

い
て

も
、

議
員

へ
の

聞
き

取
り

調
査

だ
け

で
な

く
、

プ
ラ

ン
エ

ム
代

表
を

呼
び

出
し

、
印

刷
発

注
履

歴
で

の
枚

数
の

確
認

や
、

実
際

に
支

払
っ

た
履

歴
な

ど
を

確
認

す
る

こ
と

を
監

査
委

員
に

求
め

ま
す

。
 

 
次

に
、

個
別

の
疑

惑
に

つ
い

て
陳

述
い

た
し

ま
す

。
ま

ず
、

各
務

議
員

か
ら

。
１

０
ペ

ー
ジ

と
１

１
ペ

ー
ジ

を
御

覧
く

だ
さ

い
。

各
務

議
員

が
プ

ラ
ン

エ
ム

に
支

出
し

た
２

枚
の

支
出

伝
票

は
、

２
枚

と
も

実
施

年
月

日
は

３
月

３
０

日
と

な
っ

て
い

ま
す

が
、

実
施

と
は

計
画

な
ど

を
実

際
に

行
う

こ
と

を
指

し
ま

す
。

す
な

わ
ち

、
３

月
３

０
日

ま
で

に
チ

ラ
シ

の
印

刷
だ

け
で

な
く

ポ
ス

テ
ィ

ン
グ

ま
で

も
が

終
了

し
て

い
な

い
と

、
支

出
伝

票
は

虚
偽

の
記

載
で

は
な

い
で

し
ょ

う
か

。
ま

た
、

３
月

３
０

日
に

実
施

し
た

こ
と

と
さ

れ
て

い
る

２
つ

の
市

政
報

告
書

の
合

計
印

刷
部

数
は

５
万

７
５

０
０

枚
で

す
が

、
プ

ラ
ン

エ
ム

の
領

収
書

に
は

３
万

２
０

０
０

枚
の

ポ
ス

テ
ィ

ン
グ

料
も

記
載

さ
れ

て
い

る
た

め
、

残
り

の
印

刷
部

数
は

２
万

５
５

０
０

枚
し

か
存

在
し

な
い

は
ず

で
す

。
 

 
次

に
、

１
７

ペ
ー

ジ
の

資
料

９
を

御
覧

く
だ

さ
い

。
同

日
、

３
月

３
０

日
に

は
、

地
元

の
ポ

ス
テ

ィ
ン

グ
会

社
に

は
４

万
５

０
０

０
枚

の
ポ

ス
テ

ィ
ン

グ
を

し
た

こ
と

に
な

っ
て

い
る

領
収

書
が

存
在

し
て

い
ま

す
。

つ
ま

り
、

３
月

３
０

日
に

５
万

７
５

０
０

枚
を

印
刷

し
て

、
３

月
３

０
日

に
７

万
７

０
０

０
枚

の
ポ

ス
テ

ィ
ン

グ
費

用
を

捻
出

し
て

い
る

こ
と

に
な

る
た

め
、

印
刷

枚
数

よ
り

ポ
ス

テ
ィ

ン
グ

枚
数

が
約

２
万

枚
も

多
い

の
は

、
内

容
が

虚
偽

で
あ

る
と

し
か

考
え

ら
れ

ま
せ

ん
。
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と
言

い
張

っ
た

栄
木

真
由

美
さ

ん
は

、
同

罪
の

犯
罪

構
成

要
件

を
満

た
な

い
と

い
う

こ
と

で
、

起
訴

猶

予
、

不
起

訴
処

分
と

な
っ

て
お

り
ま

す
。

 

 
ま

た
、

別
件

で
、

こ
れ

も
テ

レ
ビ

が
発

し
た

ん
で

す
け

れ
ど

も
、

各
議

員
に

支
給

さ
れ

て
お

り
ま

す
政

務
活

動
費

を
一

括
し

て
派

閥
の

代
表

が
偽

の
領

収
書

で
受

け
取

っ
て

、
そ

れ
を

選
挙

前
に

１
０

０
万

円
ず

つ
餅

代
と

し
て

配
っ

た
こ

と
が

マ
ス

コ
ミ

に
よ

っ
て

明
ら

か
に

な
っ

て
、

警
察

の
捜

査
を

受
け

ま
し

た
。

そ
の

件
に

つ
き

ま
し

て
は

、
各

議
員

１
０

０
万

円
ず

つ
返

還
を

し
、

起
訴

猶
予

処
分

と
な

っ
て

お
り

ま
す

が
、

栄
木

さ
ん

は
お

金
に

対
す

る
執

着
心

が
き

つ
い

の
で

、
１

０
０

万
円

を
逮

捕
さ

れ
て

で
も

私
は

返
さ

な
い

と
い

う
こ

と
に

な
っ

て
、

ほ
か

の
議

員
の

起
訴

猶
予

は
保

留
に

な
っ

て
し

ま
っ

た
と

い
う

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

し
か

し
な

が
ら

、
ほ

か
の

議
員

も
、

こ
う

い
う

人
を

相
手

に
し

て
は

大
変

だ
と

い
う

こ
と

で
、

１
０

万
円

強
の

お
金

を
出

し
合

っ
て

１
０

０
万

円
を

つ
く

っ
て

、
神

戸
市

議
会

事
務

局
を

通
じ

て
栄

木
真

由
美

名
で

返
還

を
し

て
、

全
員

が
起

訴
猶

予
に

な
っ

た
と

い
う

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

後
に

兵
庫

県
警

か
ら

検
察

庁
に

書
類

送
検

を
さ

れ
て

、
相

当
な

日
に

ち
が

た
っ

て
お

り
ま

し
て

、
栄

木
さ

ん
が

東
京

に
移

り
住

ん
で

お
り

ま
し

た
の

で
、

神
戸

地
検

に
最

終
の

取
調

べ
に

来
て

ほ
し

い
、

た
い

し
た

こ
と

に
な

ら
な

い
か

ら
と

い
う

こ
と

も
言

い
ま

し
た

が
、

捜
査

に
は

一
切

協
力

を
し

な
い

と
い

う
彼

女
の

ポ
リ

シ
ー

が
あ

り
ま

し
て

、
●

●
●

●
●

●
●

●
検

事
が

東
京

の
栄

木
さ

ん
の

自
宅

に
出

向
き

取
調

べ
を

し
、

そ
の

事
件

は
無

事
解

決
し

た
と

い
う

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

 

 
時

間
の

関
係

が
あ

り
ま

す
の

で
、

た
く

さ
ん

言
い

た
い

こ
と

、
事

件
は

あ
り

ま
す

が
、

僅
か

１
年

半
ま

で
の

間
に

、
ほ

か
に

も
、

新
年

会
に

出
席

し
た

ら
、

栄
木

の
ふ

だ
ん

か
ら

の
言

動
、

行
為

、
時

間
の

遅
刻

な
ど

を
注

意
す

る
先

輩
議

員
に

、
腕

を
ひ

ね
ら

れ
た

と
い

う
虚

偽
の

報
告

を
マ

ス
コ

ミ
に

リ
ー

ク
し

て
、

逆
に

日
本

人
は

事
件

ば
っ

か
り

テ
レ

ビ
に

報
道

さ
れ

る
栄

木
さ

ん
に

対
し

て
違

和
感

が
あ

り
ま

し
て

、
１

年
半

前
に

１
万

４
０

０
０

票
弱

で
当

選
し

た
に

も
か

か
わ

ら
ず

、
見

事
に

落
選

を
し

て
し

ま
っ

た
と

い
う

よ
う

な
経

緯
も

あ
り

ま
す

。
 

 
栄

木
真

由
美

に
つ

い
て

の
素

性
は

、
人

の
人

格
の

こ
と

で
す

の
で

、
あ

っ
た

こ
と

だ
け

を
今

述
べ

さ
せ

て
い

た
だ

き
ま

し
た

。
 

 
そ

し
て

、
金

屋
さ

ん
が

先
ほ

ど
お

っ
し

ゃ
ら

れ
て

お
り

ま
し

た
よ

う
な

、
今

回
、

請
求

原
因

で
あ

り
ま

す
吉

沢
直

美
さ

ん
、

そ
し

て
各

務
さ

ん
に

つ
い

て
少

し
お

話
を

さ
せ

て
い

た
だ

き
た

い
か

と
思

い
ま

す
。

 

 
栄

木
さ

ん
が

関
東

に
移

り
住

ん
で

、
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

で
調

べ
た

ら
し

い
ん

で
す

が
、

東
京

都
の

葛
飾

区
な

ん
か

は
領

収
書

の
添

付
と

か
、

い
ろ

い
ろ

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

で
議

会
が

や
ら

れ
て

お
る

み
た

い
な

ん
で

す
が

、
東

京
の

北
区

で
は

単
な

る
領

収
書

だ
け

で
政

務
活

動
費

の
決

算
が

行
わ

れ
ま

す
。

川
崎

市
と

同
様

で
す

ね
。

書
類

だ
け

で
、

物
品

の
確

認
は

さ
れ

て
お

り
ま

せ
ん

、
川

崎
市

も
。

 

 
少

し
話

は
戻

り
ま

す
が

、
栄

木
さ

ん
、

●
●

さ
ん

、
●

●
●

さ
ん

の
懸

案
が

あ
っ

た
お

か
げ

で
、

表
現

が
悪

い
で

す
け

れ
ど

も
、

幸
い

に
も

そ
う

い
う

事
件

が
多

々
あ

っ
た

お
か

げ
で

、
兵

庫
県

な
い

し
神

戸
市

は
、

先
ほ

ど
金

屋
さ

ん
が

、
何

万
枚

、
例

え
ば

７
万

枚
、

市
会

議
員

が
市

政
報

告
を

つ
く

り
ま

し
た

と
い

う
こ

と
を

事
務

局
に

伝
え

た
ら

、
事

務
局

の
職

員
が

印
刷

会
社

に
出

向
い

た
り

、
議

員
の

自
宅

に
出

向
い

た
り

、
ま

た
議

員
の

事
務

所
に

出
向

い
た

り
し

て
現

物
を

確
認

し
、

枚
数

ま
で

勘
定

す
る

よ
う

に
な

り
ま

 
金

屋
さ

ん
か

ら
昨

年
夏

頃
Ｄ

Ｍ
を

い
た

だ
き

ま
し

て
、

プ
ラ

ン
エ

ム
に

つ
い

て
の

当
時

は
詰

問
の

よ
う

な
形

の
質

問
を

さ
れ

ま
し

た
。

同
じ

よ
う

な
一

蓮
托

生
じ

ゃ
な

い
か

と
い

う
内

容
の

こ
と

で
あ

り
ま

し
た

が
、

金
屋

さ
ん

と
メ

ー
ル

で
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
図

っ
て

い
る

う
ち

に
、

お
住

ま
い

に
な

っ
て

い
る

川
崎

市
の

こ
と

、
川

崎
市

の
税

金
の

使
い

道
の

こ
と

を
真

剣
に

考
え

て
お

ら
れ

る
方

だ
な

と
思

い
ま

し

て
、

私
は

、
協

力
を

す
る

こ
と

は
協

力
し

て
い

か
な

け
れ

ば
い

け
な

い
と

思
い

ま
し

て
、

プ
ラ

ン
エ

ム
の

下
請

業
者

で
あ

り
ま

す
が

、
真

実
を

述
べ

る
こ

と
に

よ
っ

て
川

崎
市

に
幾

ば
く

か
の

貢
献

が
で

き
た

ら
、

金
屋

さ
ん

の
気

持
ち

も
、

ま
た

川
崎

市
民

の
た

め
に

も
、

ま
た

国
か

ら
の

助
成

金
を

受
け

て
い

る
川

崎
市

の
た

め
に

も
、

国
民

の
た

め
に

も
役

に
立

つ
ん

じ
ゃ

な
い

か
と

思
い

ま
し

て
、

私
は

、
本

日
は

神
戸

か
ら

や
っ

て
ま

い
り

ま
し

た
。

 

 
先

ほ
ど

来
、

根
本

的
に

政
務

活
動

費
を

使
う

業
者

と
い

う
の

は
、

一
つ

の
モ

ラ
ル

、
コ

ン
プ

ラ
イ

ア
ン

ス
が

あ
る

と
こ

ろ
に

発
注

し
な

け
れ

ば
い

け
な

い
と

い
う

大
義

が
あ

ろ
う

か
と

思
い

ま
す

。
よ

っ
て

、
プ

ラ
ン

エ
ム

は
ど

う
い

う
も

の
か

と
い

う
こ

と
は

、
る

る
金

屋
さ

ん
の

ほ
う

か
ら

陳
述

さ
れ

た
と

お
り

か
と

思
い

ま
す

が
、

補
塡

さ
せ

て
い

た
だ

く
な

ら
ば

、
兵

庫
県

、
ま

た
神

戸
市

も
非

常
に

政
務

活
動

費
の

問
題

に
関

し
ま

し
て

は
、

使
い

道
に

関
し

ま
し

て
は

当
初

ル
ー

ズ
な

と
こ

ろ
が

あ
り

ま
し

て
、

皆
様

方
、

御
記

憶
に

残
っ

て
お

る
か

と
思

い
ま

す
が

、
泣

い
て

記
者

会
見

を
し

た
●

●
●

●
●

●
、

●
●

●
●

●
●

さ

ん
、

後
日

、
起

訴
さ

れ
、

有
罪

が
確

定
い

た
し

ま
し

た
。

ま
た

、
●

●
●

●
●

の
●

●
●

●
●

さ
ん

と
の

問
題

が
報

じ
ら

れ
た

際
に

、
ま

た
問

題
が

発
覚

し
た

●
●

●
さ

ん
も

、
起

訴
さ

れ
、

有
罪

が
確

定
い

た
し

て
お

り
ま

す
。

ま
た

、
プ

ラ
ン

エ
ム

の
代

表
者

で
あ

り
ま

す
栄

木
真

由
美

さ
ん

も
、

こ
の

件
に

つ
き

ま
し

て
、

い
ろ

い
ろ

政
務

活
動

費
、

●
●

●
●

●
さ

ん
の

事
件

で
共

犯
者

と
し

て
調

べ
ら

れ
ま

し
た

が
、

出
入

り
業

者
が

証
拠

物
の

提
出

を
拒

否
し

た
た

め
に

起
訴

猶
予

と
な

っ
て

お
り

ま
す

。
 

 
そ

れ
だ

け
で

な
く

、
栄

木
さ

ん
に

関
し

ま
し

て
は

、
経

歴
が

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

な
ど

で
も

元
神

戸
市

会
議

員
と

い
う

こ
と

を
売

り
物

に
し

て
お

り
ま

す
の

で
、

そ
の

辺
を

少
し

だ
け

、
端

的
に

説
明

さ
せ

て
い

た
だ

き
ま

す
な

ら
ば

、
一

番
最

初
に

神
戸

市
会

議
員

に
立

候
補

し
た

際
に

、
補

欠
選

挙
で

立
候

補
い

た
し

て
お

り
ま

す
。

そ
の

と
き

に
住

ま
い

が
大

阪
市

●
●

に
住

ん
で

お
り

ま
し

た
の

で
、

居
住

実
態

の
問

題
で

、
当

選
後

、
刑

事
告

発
を

さ
れ

て
お

り
ま

す
。

刑
事

告
発

を
さ

れ
ま

し
た

が
、

栄
木

真
由

美
さ

ん
は

非
常

に
虚

偽
の

証
拠

を
つ

く
る

の
が

得
意

で
、

住
民

票
を

置
い

て
い

た
マ

ン
シ

ョ
ン

の
前

に
自

分
の

車
を

停
め

て
、

自
ら

1
1
0
番

し
て

駐
車

違
反

の
切

符
を

切
ら

せ
た

り
、

ま
た

、
ア

マ
ゾ

ン
に

時
間

指
定

で
本

を
買

っ
て

マ

ン
シ

ョ
ン

の
入

り
口

で
受

け
取

っ
た

り
、

住
ん

で
お

る
こ

と
を

証
明

と
い

う
、

あ
る

意
味

で
有

意
な

乙
号

証
を

た
く

さ
ん

そ
ろ

え
た

た
め

に
起

訴
を

免
れ

た
と

い
う

こ
と

が
居

住
実

態
問

題
で

あ
り

ま
す

。
 

 
ま

た
、

次
は

、
立

候
補

し
た

際
に

、
無

所
属

で
立

候
補

し
た

に
も

か
か

わ
ら

ず
、

日
本

維
新

の
会

と
い

う
名

前
を
―

関
西

で
は

関
東

と
違

い
ま

し
て

、
日

本
維

新
の

会
の

名
前

を
出

す
だ

け
で

上
位

当
選

が
で

き
ま

す
の

で
、

日
本

維
新

の
会

と
い

う
名

前
を

事
前

の
政

治
活

動
の

チ
ラ

シ
に

大
き

く
記

載
を

し
、

ま

た
、

選
挙

の
ポ

ス
タ

ー
に

も
日

本
維

新
の

会
と

名
前

を
書

い
た

こ
と

に
よ

り
、

公
選

法
の

虚
偽

事
項

公
表

罪
に

該
当

す
る

と
い

う
こ

と
で

、
日

本
維

新
の

会
の

●
●

●
●

代
議

士
か

ら
刑

事
告

発
を

受
け

、
捜

査
を

受
け

て
お

り
ま

す
。

し
か

し
な

が
ら

、
同

罪
は

故
意

犯
が

限
定

で
あ

り
ま

す
の

で
、

知
ら

な
い

で
や

っ
た
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は
五

十
何

グ
ラ

ム
の

や
つ

を
発

注
す

る
癖

が
あ

っ
た

ん
だ

と
思

う
ん

で
す

け
れ

ど
も

、
そ

れ
は

分
か

り
か

ね
ま

す
け

れ
ど

も
、

少
な

く
と

も
吉

沢
さ

ん
が

返
還

を
逃

れ
る

た
め

に
請

求
書

に
起

こ
し

て
お

る
の

は
コ

ー
ト

９
０

キ
ロ

、
現

物
は

コ
ー

ト
９

０
キ

ロ
じ

ゃ
な

い
と

い
う

こ
と

が
私

は
言

い
た

い
わ

け
で

す
ね

。
そ

し
て

、
手

に
入

れ
た

の
は

、
私

の
と

こ
ろ

に
送

っ
て

き
た

の
が

２
０

２
０

年
度

の
７

月
時

分
で

し
た

か

ら
。

こ
れ

は
送

っ
て

き
ま

し
た

。
 

 
そ

し
て

、
５

月
か

６
月

に
コ

ロ
ナ

号
を

吉
沢

さ
ん

は
発

注
し

て
お

り
ま

す
が

、
こ

れ
は

現
実

に
何

枚
か

刷
っ

て
お

る
と

思
う

ん
で

す
け

れ
ど

も
、

こ
れ

も
い

ろ
い

ろ
問

題
が

あ
り

ま
し

て
、

３
つ

折
り

に
し

た
ら

名
前

が
表

示
さ

れ
な

い
と

い
う

よ
う

な
、

本
当

に
選

挙
プ

ラ
ン

ナ
ー

が
印

刷
を

し
た

の
か

な
と

い
う

よ
う

な
問

題
、

そ
し

て
ま

た
、

素
人

が
多

分
つ

く
っ

た
と

思
う

ん
で

す
け

れ
ど

も
、

業
者

が
つ

く
っ

た
と

は
考

え
が

た
い

、
返

済
不

要
と

書
い

た
と

こ
ろ

に
線

種
だ

け
し

か
表

示
さ

れ
て

い
な

い
。

こ
れ

は
ど

う
い

う
説

明
を

し
た

ら
い

い
の

か
、

と
に

か
く

プ
ロ

が
Ａ

Ｉ
で

つ
く

っ
た

や
つ

で
は

な
い

と
い

う
こ

と
が

私
は

言
い

た
い

わ
け

で
す

。
 

 
だ

か
ら

、
吉

沢
さ

ん
の

や
つ

は
、

端
的

に
問

題
と

し
た

ら
、

請
求

し
て

い
る

コ
ー

ト
９

０
キ

ロ
の

も
の

じ
ゃ

な
い

も
の

で
、

実
際

は
コ

ー
ト

９
０

キ
ロ

じ
ゃ

な
い

も
の

を
つ

く
っ

て
お

る
に

も
か

か
わ

ら
ず

、
虚

偽
の

請
求

書
を

議
会

事
務

局
に

提
出

し
て

お
る

の
が

吉
沢

直
美

さ
ん

で
あ

る
と

い
う

こ
と

で
す

ね
。

急
場

し
の

ぎ
で

つ
く

っ
た

か
ら

だ
と

思
う

ん
で

す
。

な
ぜ

な
ら

、
Ｎ

ｏ
ｍ

ｉ
、

Ｎ
ｏ

ｍ
ｉ

と
―

政
治

家
だ

か

ら
ル

ビ
は

大
事

で
す

よ
ね

。
キ

チ
ザ

ワ
チ

ョ
ク

ミ
さ

ん
で

は
な

い
の

で
、

吉
沢

直
美

さ
ん

の
名

前
の

下
に

は
、

普
通

で
し

た
ら

「
よ

し
ざ

わ
な

お
み

」
と

平
仮

名
で

打
つ

と
こ

ろ
を

格
好

よ
く

ロ
ー

マ
字

で
書

い
た

と
思

う
ん

で
す

け
れ

ど
も

、
焦

っ
て

つ
く

っ
た

と
こ

ろ
で

メ
ッ

キ
が

剝
げ

た
と

い
う

表
現

を
関

西
で

は
す

る
ん

で
す

け
れ

ど
も

、
Ｎ

ｏ
ｍ

ｉ
 
Ｙ

ｏ
ｓ

ｈ
ｉ

ｚ
ａ

ｗ
ａ

と
な

っ
て

お
る

と
い

う
こ

と
は

先
ほ

ど
金

屋

さ
ん

が
お

っ
し

ゃ
っ

た
と

お
り

だ
と

思
い

ま
す

。
そ

し
て

、
私

が
言

い
た

い
の

は
、

こ
の

重
さ

が
絶

対
に

違
う

と
い

う
こ

と
。

吉
沢

さ
ん

に
つ

い
て

は
そ

う
で

あ
り

ま
す

。
以

上
で

あ
り

ま
す

。
 

 
次

、
各

務
さ

ん
に

つ
い

て
で

あ
り

ま
す

。
各

務
さ

ん
か

ら
の

仕
事

を
頼

む
と

言
う

て
下

請
を

し
た

の
は

私
の

と
こ

ろ
の

会
社

で
あ

り
ま

す
。

４
月

の
初

め
に

プ
ラ

ン
エ

ム
か

ら
電

話
で

依
頼

が
来

ま
し

て
、

各
務

雅
彦

の
市

政
報

告
を

つ
く

っ
て

く
れ

へ
ん

か
、

適
当

で
え

え
ん

や
と

。
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
に

１
が

載
っ

て
お

る
か

ら
、

２
、

３
と

い
う

こ
と

で
２

種
類

つ
く

っ
て

く
れ

、
何

で
も

え
え

か
ら

と
い

う
こ

と
で

、
何

で
も

え
え

か
ら

と
い

っ
た

っ
て

、
あ

ま
り

に
も

ひ
ど

い
も

の
は

つ
く

れ
な

い
と

い
う

こ
と

で
、

私
ど

も
は

短
時

間
に

精
魂

込
め

て
Ｖ

Ｏ
Ｌ

２
、

Ｖ
Ｏ

Ｌ
３

を
つ

く
ら

せ
て

い
た

だ
き

ま
し

た
。

し
か

し
な

が
ら

、
先

ほ
ど

来
、

急
い

で
栄

木
さ

ん
が

年
度

末
に

帳
尻

を
合

わ
す

た
め

に
、

請
求

品
目

で
は

、
Ｖ

Ｏ
Ｌ

２
が

Ｖ
Ｏ

Ｌ
１

に
な

り
、

Ｖ
Ｏ

Ｌ
３

が
Ｖ

Ｏ
Ｌ

２
に

な
っ

て
、

ず
れ

て
い

る
ん

で
す

よ
ね

、
請

求
品

目
が

。
こ

れ
自

身
も

軽
率

な
行

為
が

、
お

互
い

が
現

れ
て

お
る

と
思

い
ま

す
。

 

 
先

ほ
ど

金
屋

さ
ん

は
値

段
の

こ
と

で
も

プ
ラ

ン
エ

ム
の

こ
と

ば
っ

か
り

言
い

ま
し

た
が

、
発

注
す

る
側

か
て

、
や

っ
ぱ

り
安

い
ほ

う
に

し
な

け
れ

ば
い

け
な

い
。

税
金

を
使

っ
て

お
る

ん
だ

と
い

う
本

当
の

信
念

が
あ

っ
た

ら
、

そ
う

い
う

こ
と

は
絶

対
起

き
な

い
と

思
い

ま
す

し
、

各
務

さ
ん

に
至

っ
て

は
、

私
の

と
こ

ろ
は

、
最

初
は

非
常

に
乗

り
気

じ
ゃ

な
か

っ
た

ん
で

す
。

な
ぜ

な
ら

、
４

月
に

入
っ

て
―

こ
こ

な
ん

で

し
た

。
こ

の
件

が
落

ち
着

い
た

暁
に

は
、

川
崎

市
も

そ
の

よ
う

に
新

し
い

第
一

歩
を

踏
み

出
さ

れ
た

ら
い

い
な

と
私

は
思

い
ま

す
し

、
事

件
が

ど
う

あ
ろ

う
と

も
、

や
は

り
事

務
局

を
通

じ
て

き
ち

っ
と

し
た

目
視

を
す

る
と

い
う

こ
と

も
大

切
じ

ゃ
な

い
か

な
と

思
い

ま
す

。
 

 
話

を
ま

た
元

へ
戻

し
ま

す
が

、
吉

沢
直

美
さ

ん
と

栄
木

さ
ん

が
知

り
合

っ
た

原
因

は
、

川
崎

市
の

政
務

活
動

費
の

捻
出

が
し

や
す

い
と

い
う

こ
と

に
目

を
つ

け
た

栄
木

が
、

私
の

知
人

で
あ

り
ま

す
Ａ

氏
に

、
川

崎
市

で
誰

か
知

り
合

い
は

い
な

い
か

と
い

う
こ

と
を

リ
ク

エ
ス

ト
い

た
し

ま
し

た
。

す
る

と
、

Ａ
氏

は
、

衆
議

院
議

員
で

あ
り

ま
す

●
●

●
●

の
秘

書
を

し
て

お
り

ま
し

た
吉

沢
直

美
さ

ん
、

ま
た

、
そ

の
秘

書
で

あ
り

ま
す

第
一

秘
書

の
Ａ

氏
に

、
私

の
知

り
合

い
で

あ
り

ま
す

紹
介

者
Ａ

氏
が

●
●

事
務

所
に

電
話

し
て

コ
ン

タ
ク

ト
を

取
り

ま
し

て
、

一
昨

年
の

１
０

月
か

１
１

月
に

武
蔵

小
杉

駅
前

の
イ

タ
リ

ア
料

理
店

で
、

吉
沢

直
美

さ
ん

と
、

Ａ
と

い
う

男
の

子
が

仲
介

で
、

栄
木

真
由

美
の

３
人

が
イ

タ
リ

ア
料

理
を

食
べ

な
が

ら
会

っ
て

お
り

ま
す

。
 

 
そ

の
と

き
に

名
刺

交
換

を
し

た
ら

し
い

ん
で

す
が

、
ま

だ
吉

沢
直

美
さ

ん
は

広
告

会
社

、
選

挙
プ

ラ
ン

ナ
ー

と
の

お
付

き
合

い
が

な
か

っ
た

か
の

よ
う

に
、

お
役

所
の

職
員

さ
ん

が
お

持
ち

で
あ

る
よ

う
な

白
と

黒
の

縦
書

き
の

川
崎

市
議

会
議

員
、

吉
沢

直
美

と
書

い
た

シ
ン

プ
ル

な
名

刺
を

栄
木

真
由

美
さ

ん
と

交
換

し
た

ら
し

い
で

す
。

そ
し

て
話

が
弾

ん
で

い
く

と
き

に
、

年
度

末
が

来
た

ら
、

消
費

し
て

い
な

け
れ

ば
政

務
活

動
費

は
返

還
を

し
な

け
れ

ば
い

け
な

い
と

い
う

ル
ー

ル
は

御
存

じ
で

す
か

、
そ

う
い

う
こ

と
が

あ
っ

た
ら

、
せ

っ
か

く
手

に
し

た
も

の
を

返
す

と
い

う
の

は
も

っ
た

い
な

い
じ

ゃ
な

い
か

と
。

そ
う

言
え

ば
そ

う
な

ん
で

す
け

れ
ど

も
、

も
っ

た
い

な
い

と
い

う
感

覚
も

お
か

し
い

と
は

思
う

ん
で

す
。

と
い

う
こ

と

で
、

栄
木

さ
ん

と
吉

沢
さ

ん
が

お
付

き
合

い
を

始
め

た
き

っ
か

け
が

、
も

っ
た

い
な

い
、

返
す

の
が

嫌
だ

と
い

う
の

が
動

機
だ

と
い

う
こ

と
を

、
ま

ず
お

話
を

さ
せ

て
い

た
だ

き
た

い
と

思
い

ま
す

。
 

 
そ

し
て

、
先

ほ
ど

金
屋

さ
ん

は
地

域
の

方
か

ら
吉

沢
直

美
さ

ん
の

市
政

報
告

を
入

手
さ

れ
ま

し
た

。
私

は
仲

介
し

た
Ａ

氏
か

ら
V
O
L
１

、
２

、
そ

し
て

コ
ロ

ナ
号

と
い

う
も

の
を
―

コ
ロ

ナ
号

は
今

回
の

請
求

事
案

に
は

入
っ

て
お

り
ま

せ
ん

が
、

請
求

事
案

の
内

容
を

補
塡

す
る

た
め

に
必

要
な

こ
と

で
あ

る
の

で
、

お
許

し
く

だ
さ

い
。

V
O
L
１

、
２

、
コ

ロ
ナ

号
が

送
っ

て
こ

ら
れ

ま
し

た
。

そ
れ

が
皆

さ
ん

の
手

元
に

あ

る
吉

沢
直

美
さ

ん
の

V
O
L
１

、
２

で
あ

り
ま

す
。

こ
れ

が
2
0
2
0
年

の
３

月
3
1
日

ま
で

に
作

成
さ

れ
た

と
い

う
こ

と
で

す
。

予
算

を
返

還
し

な
く

て
も

い
い

よ
う

に
さ

れ
て

お
る

と
思

い
ま

す
け

れ
ど

も
、

こ
れ

の
手

触
り

を
見

て
い

た
だ

い
た

ら
分

か
り

ま
す

よ
う

に
、

追
加

証
拠

の
第

何
号

で
す

か
ね

。
 

 
現

物
は

な
い

で
す

け
れ

ど
も

、
こ

れ
で

す
ね

。
追

加
証

拠
２

番
。

 

 
追

加
証

拠
に

書
い

て
あ

る
と

思
い

ま
す

が
…

…
。

 

 
追

加
証

拠
２

番
で

す
。

 

 
吉

沢
直

美
さ

ん
は

、
プ

ラ
ン

エ
ム

に
コ

ー
ト

９
０

と
い

う
こ

と
で

、
コ

ー
ト

９
０

の
重

さ
で

市
政

報
告

を
つ

く
っ

た
と

い
う

こ
と

を
申

告
さ

れ
て

お
り

ま
す

。
こ

れ
を

持
っ

て
い

た
だ

い
た

ら
分

か
る

と
思

い
ま

す
。

そ
し

て
、

偶
然

今
日

見
た

ん
で

す
け

れ
ど

も
、

先
ほ

ど
金

屋
さ

ん
が

お
っ

し
ゃ

っ
た

市
民

の
方

が
請

求
を

起
こ

し
た

や
つ

、
リ

ク
エ

ス
ト

し
て

手
に

入
れ

た
や

つ
の

中
の

重
さ

に
は

、
プ

リ
ン

ト
業

者
の

請
求

に
は

5
5
か

何
か

で
書

い
て

い
た

ん
で

す
よ

ね
。

ふ
だ

ん
か

ら
吉

沢
さ

ん
は

、
チ

ラ
シ

を
発

注
す

る
と

き
に
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頼
ん

な
い
―

関
西

弁
で

失
礼

し
ま

す
け

れ
ど

も
、

頼
ん

な
い

請
求

書
や

領
収

書
を

上
げ

て
き

て
い

る
の

に
、

何
で

も
か

ん
で

も
税

金
を

支
出

し
て

い
る

こ
と

を
監

査
す

る
た

め
の

委
員

会
だ

と
私

は
認

識
し

て
お

る
ん

で
す

け
れ

ど
も

、
よ

っ
て

、
今

日
は

、
当

事
者

で
あ

る
監

査
委

員
の

方
は

、
４

人
い

つ
も

先
生

方
が

お
ら

れ
る

は
ず

で
す

け
れ

ど
も

、
当

事
者

が
同

業
者

の
方

は
の

い
て

は
る

と
い

う
の

が
現

状
で

す
よ

ね
。

な
ら

、
議

会
事

務
局

と
い

う
の

は
、

国
会

で
言

う
た

ら
、

三
権

で
言

う
た

ら
行

政
じ

ゃ
な

い
で

す
か

。
議

会
事

務
局

は
行

政
じ

ゃ
な

く
て

立
法

、
議

員
の

皆
さ

ん
方

の
お

手
伝

い
を

さ
れ

て
、

代
表

質
問

を
す

る
の

で
も

、
通

達
オ

ー
ケ

ー
と

議
員

が
言

う
ま

で
役

所
の

職
員

に
は

言
わ

な
い

と
い

う
ぐ

ら
い

口
が

堅
い

議
員

側
の

人
じ

ゃ
な

い
で

す
か

。
な

ぜ
そ

れ
が

立
会

人
で

い
て

、
傍

聴
人

の
人

数
が

制
限

さ
れ

る
の

か
も

僕
は

素
人

な
り

に
不

思
議

だ
な

と
思

う
。

ど
う

で
す

か
ね

、
そ

の
辺

は
。

ま
た

、
そ

う
い

う
こ

と
も

含
め

て
、

せ
っ

か
く

来
た

ん
だ

か
ら

不
思

議
に

思
っ

た
こ

と
を

、
恐

縮
で

す
け

れ
ど

も
、

吉
沢

さ
ん

と
各

務
さ

ん
に

お
仕

え
し

て
は

る
方

が
私

の
右

後
ろ

に
い

て
、

ず
っ

と
耳

を
立

て
て

聞
い

て
お

る
と

い
う

の
も

不
思

議
だ

な
と

思
い

ま
す

け
れ

ど
も

、
私

は
そ

れ
に

プ
レ

ッ
シ

ャ
ー

を
感

じ
て

何
も

言
う

て
ま

せ
ん

よ
。

だ
か

ら
、

い
さ

さ
か

問
題

は
な

い
ん

で
す

け
れ

ど
も

、
今

後
こ

う
い

う
よ

う
な

事
案

が
あ

っ
た

場
合

、
言

い
に

く
い

気
の

弱
い

人
が

い
た

場
合

、
監

査
委

員
会

が
フ

ェ
ア

に
進

ん
で

い
か

な
い

ん
じ

ゃ
な

い
か

な
と

、
今

日
は

そ
う

思
っ

た
わ

け
。

 

 
そ

れ
は

議
会

報
か

何
か

で
す

か
。

 

 
私

は
要

望
で

言
っ

た
ん

で
す

よ
。

 

 
だ

か
ら

、
時

間
を

見
て

や
っ

て
い

ま
す

。
だ

か
ら

、
私

が
こ

の
事

務
局

問
題

を
言

う
前

に
、

若
干

時
間

が
あ

る
か

ら
言

わ
せ

て
い

た
だ

き
ま

す
と

代
表

監
査

委
員

の
方

に
は

言
っ

て
し

ゃ
べ

っ
た

か
ら

、
そ

の
と

き
に

関
し

て
、

時
間

の
こ

と
を

今
お

っ
し

ゃ
る

ん
や

っ
た

ら
、

言
う

前
に

言
う

て
い

た
だ

い
た

ら
、

エ
ト

セ
ト

ラ
の

場
合

や
か

ら
、

そ
こ

で
止

め
て

い
た

だ
き

た
い

と
思

い
ま

す
。

 

 
と

に
か

く
、

要
す

る
に

、
４

月
１

５
日

に
し

か
出

し
て

へ
ん

も
ん

を
各

務
さ

ん
が

３
月

に
や

っ
て

お

る
。

簡
単

な
話

。
目

方
の

軽
い

も
ん

が
、

目
方

が
重

い
請

求
を

し
て

お
る

。
そ

れ
を

何
で

も
か

ん
で

も
事

務
局

は
受

け
て

市
長

に
請

求
し

て
お

る
。

こ
れ

は
お

か
し

い
と

い
う

シ
ン

プ
ル

な
事

案
な

の
で

、
よ

ろ
し

く
お

願
い

い
た

し
ま

す
。

金
屋

さ
ん

が
す

ご
く

純
粋

に
や

っ
て

は
る

こ
と

を
私

は
１

年
間

見
て

き
て

、
共

鳴
し

て
お

る
か

ら
わ

ざ
わ

ざ
来

た
ん

で
す

。
 

す
、

私
が

嫌
だ

っ
た

の
は

。
４

月
に

入
っ

た
の

に
、

３
月

３
０

日
付

、
３

月
３

１
日

付
号

に
し

て
く

れ
と

い
う

こ
と

を
プ

ラ
ン

エ
ム

か
ら

の
依

頼
が

あ
っ

た
。

そ
れ

に
対

し
て

私
は

非
常

に
嫌

な
雰

囲
気

が
し

た
の

で
、

嫌
だ

な
と

思
っ

て
お

り
ま

し
た

。
普

通
、

注
文

が
入

っ
た

ら
完

成
し

て
市

民
の

皆
さ

ん
方

に
―

例

え
ば

、
５

月
に

注
文

が
入

っ
た

ら
、

６
月

、
７

月
に

出
来

上
が

る
の

で
初

夏
号

に
す

る
と

か
、

７
月

号
に

す
る

と
か

、
後

の
日

に
ち

に
す

る
の

は
よ

く
あ

り
ま

す
け

れ
ど

も
、

依
頼

が
来

て
、

市
政

報
告

を
つ

く
っ

て
、

４
月

１
５

日
に

デ
ー

タ
を

送
っ

て
お

る
ん

で
す

よ
ね

、
に

も
か

か
わ

ら
ず

。
４

月
１

５
日

に
プ

リ
ン

ト
パ

ッ
ク

と
い

う
会

社
の

テ
ン

プ
レ

ー
ト

に
載

せ
た

Ａ
Ｉ

デ
ー

タ
を

送
っ

て
お

り
ま

す
か

ら
、

プ
ロ

し
か

見
れ

ま
せ

ん
。

栄
木

さ
ん

自
身

も
中

身
は

見
て

い
な

い
と

思
い

ま
す

け
れ

ど
も

、
そ

れ
が

３
月

３
０

日
号

と
３

月
３

１
日

、
Ｖ

Ｏ
Ｌ

２
、

Ｖ
Ｏ

Ｌ
３

、
請

求
品

目
は

な
ぜ

か
Ｖ

Ｏ
Ｌ

１
、

Ｖ
Ｏ

Ｌ
２

。
 

 
と

い
う

こ
と

は
、

絶
対

に
今

日
は

８
月

４
日

な
ら

明
日

は
８

月
５

日
な

ん
で

す
。

絶
対

に
ね

。
４

月
１

５
日

に
私

が
デ

ー
タ

を
渡

し
た

も
の

が
、

３
月

３
０

日
に

出
来

上
が

っ
た

り
、

３
月

３
１

日
に

出
来

上
が

る
と

い
う

こ
と

は
、

地
球

が
反

対
の

方
向

に
回

ら
ん

限
り

絶
対

起
き

ん
こ

と
な

ん
で

す
。

絶
対

に
。

そ
う

い
う

こ
と

を
依

頼
さ

れ
る

こ
と

に
対

し
て

お
手

伝
い

し
た

と
い

う
こ

と
に

対
し

て
、

私
は

非
常

に
反

省
を

し
て

お
り

ま
し

て
、

今
日

、
金

屋
さ

ん
の

ピ
ュ

ア
な

気
持

ち
に

同
意

い
た

し
ま

し
て

、
本

来
、

下
請

業
者

が
元

請
業

者
の

こ
と

を
ペ

ラ
ペ

ラ
し

ゃ
べ

る
と

い
う

こ
と

は
商

人
の

マ
ナ

ー
に

反
す

る
こ

と
か

も
分

か
り

ま
せ

ん
け

れ
ど

も
、

商
人

の
モ

ラ
ル

と
市

民
の

血
税

の
問

題
と

の
バ

ラ
ン

ス
を

取
っ

て
考

え
た

ら
、

や
は

り
正

直
に

言
う

こ
と

だ
し

、
私

も
言

う
て

す
っ

き
り

す
る

な
ら

ば
本

当
の

こ
と

を
言

わ
せ

て
い

た
だ

き
た

い
と

思
い

ま
す

。
４

月
１

５
日

に
、

テ
ン

プ
レ

ー
ト

と
い

う
の

は
、

プ
リ

ン
ト

パ
ッ

ク
し

か
開

か
な

い
デ

ー
タ

を
私

は
送

り
ま

し
た

。
し

か
し

、
そ

の
中

の
デ

ー
タ

は
３

月
３

０
日

付
で

す
。

２
０

２
０

年
の

３
月

３
０

日
。

と
い

う
こ

と
は

、
２

０
１

９
年

度
予

算
を

、
返

還
を

逃
れ

る
た

め
の

道
具

に
私

の
と

こ
ろ

は
使

わ
れ

た
ん

じ
ゃ

な
い

か
と

い
う

こ
と

で
憤

り
を

感
じ

て
お

り
ま

す
。

 

 
そ

れ
に

対
し

て
、

発
注

が
、

も
し

年
度

内
に

や
っ

た
、

何
と

か
と

い
う

言
い

訳
を

仮
に

各
務

さ
ん

が
す

る
な

ら
ば

、
何

で
ポ

ス
テ

ィ
ン

グ
の

請
求

が
そ

こ
へ

出
て

い
る

の
か

と
い

う
の

も
私

に
と

っ
た

ら
不

思
議

だ
し

、
不

思
議

な
こ

と
だ

ら
け

な
ん

で
す

よ
ね

。
要

す
る

に
、

端
的

に
言

う
た

ら
、

４
月

１
５

日
の

も
の

が
３

月
３

０
日

、
３

１
日

付
は

お
か

し
い

、
そ

れ
だ

け
で

ご
ざ

い
ま

す
。

あ
と

は
監

査
委

員
の

方
の

御
判

断
で

、
先

ほ
ど

来
、

金
屋

さ
ん

が
お

っ
し

ゃ
っ

て
お

ら
れ

る
情

熱
を

持
っ

て
や

ら
れ

て
お

る
こ

と
に

つ
い

て
、

調
べ

て
、

当
事

者
か

ら
聴

取
を

さ
れ

て
、

真
実

を
明

ら
か

に
さ

れ
て

、
も

し
く

は
そ

れ
が

虚
偽

の
こ

と
で

あ
る

と
い

う
こ

と
が

発
覚

に
な

っ
た

ら
、

虚
偽

の
こ

と
が

発
覚

さ
れ

な
い

よ
う

な
シ

ス
テ

ム
づ

く
り

を
し

て
い

た
だ

い
た

ら
金

屋
さ

ん
も

本
懐

を
遂

げ
る

ん
じ

ゃ
な

い
か

、
ま

た
市

民
の

皆
様

方
も

納
得

す
る

ん
じ

ゃ
な

い
か

と
思

い
ま

す
。

 

 
少

し
時

間
が

あ
る

の
で

、
代

表
監

査
委

員
の

方
に

先
に

お
聞

き
し

ま
す

。
立

会
い

の
方

と
い

う
の

は
議

会
の

事
務

局
の

方
な

ん
で

す
か

。
 

 
私

、
ち

ょ
っ

と
不

思
議

に
思

う
ん

で
す

け
れ

ど
も

、
監

査
委

員
会

と
い

う
の

は
、

行
政

の
ト

ッ
プ

か
ら

行
政

の
職

員
に

至
る

ま
で

の
お

か
し

い
と

い
う

こ
と

を
監

査
す

る
行

政
委

員
会

で
す

よ
ね

。
要

す
る

に
、

吉
沢

さ
ん

を
追

及
す

る
問

題
で

も
各

務
さ

ん
を

追
及

す
る

問
題

で
も

な
く

て
、

吉
沢

さ
ん

や
各

務
さ

ん
が
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こ
の

限
り

で
な

い
。
 

 
 

 
（

交
付

の
申

請
及

び
決

定
）
 

 
 

第
５

条
 

会
派

の
代

表
者
（
所

属
議

員
が

１
人

で
あ
る

場
合
に

あ
っ

て
は
、
当
該
議

員
を
い

う
。
以

下
同

じ
。）

及
び

交
付

対
象

議
員

は
、
そ
の

年
度

に
お
け

る
政

務
活

動
費

の
交

付
を
受

け
よ

う
と

す
る

と
き

は
、
規

則
で

定
め

る
と

こ
ろ

に
よ

り
、

議
長

を
経

由
し

て
、
市

長
に

申
請

し
な

け
れ

ば
な
ら

な
い

。
 

 
 

２
 

市
長

は
、
前
項

の
規

定
に
よ

る
申

請
が

あ
っ

た
場

合
に
お

い
て
、
当

該
申

請
の

内
容
を

審
査

し
、
交
付

の
決
定

を
し

た
と

き
は
、
規

則
で

定
め

る
と
こ

ろ
に

よ
り

、
速

や
か

に
議
長

を
経

由
し

て
、
そ
の

旨
を
当

該
会

派
の

代
表

者
又

は
当

該
交

付
対

象
議

員
に

通
知
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
 

 
 

 
（

変
更

の
届

出
）
 

 
 

第
６

条
 

会
派

の
代

表
者

及
び
交

付
対

象
議

員
は
、
前

条
第
１

項
の

規
定

に
よ

り
申

請
し
た

事
項

に
つ

い
て

変
更

が

あ
っ

た
と

き
は
、
規

則
で

定
め

る
と
こ

ろ
に

よ
り

、
速

や
か

に
議
長

を
経

由
し

て
、
そ
の

旨
を
市

長
に

届
け

出
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。
 

 
 

 
（

増
額

の
申

請
及

び
決

定
）
 

 
 

第
７

条
 

前
条

の
場

合
に

お
い
て

、
会

派
の

所
属

議
員

の
数
の

増
加

に
伴

い
、
政
務

活
動
費

の
増

額
の

交
付

を
受

け

よ
う

と
す

る
と

き
は

、
当

該
会

派
の
代

表
者

は
規

則
で

定
め

る
と
こ

ろ
に

よ
り

、
議

長
を

経
由
し

て
、
市

長
に
申

請
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
 

 
 

２
 

市
長

は
、
前
項

の
規

定
に
よ

る
申

請
が

あ
っ

た
場

合
に
お

い
て
、
当

該
申

請
の

内
容
を

審
査

し
、
交
付

の
決
定

を
し

た
と

き
は
、
規

則
で

定
め

る
と
こ

ろ
に

よ
り

、
速

や
か

に
議
長

を
経

由
し

て
、
そ
の

旨
を
当

該
会

派
の

代
表

者
に

通
知

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。
 

 
 

 
（

減
額

等
の

決
定

及
び

通
知
）
 

 
 

第
８

条
 

市
長

は
、
第
４

条
第
４

項
第

１
号

、
第

２
号

若
し
く

は
第

５
号

に
該

当
す

る
事
由

が
生

じ
た

と
き

、
又
は

第
６

条
の

規
定

に
よ

る
届

出
が

あ
っ
た

場
合

に
お

い
て
、
当

該
届
出

に
係

る
変

更
が

第
４

条
第
４

項
第

３
号

若
し

く
は

第
４

号
の

い
ず

れ
か

に
該

当
す
る

と
き

は
、
政
務

活
動

費
の
交

付
額

を
減

額
し

、
又

は
交
付

し
な

い
こ

と
と

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
こ

の
場

合
に
お

い
て

、
所

属
議

員
が

１
人
で

あ
る

会
派

の
当

該
所

属
議
員

が
同

項
第

３
号

に
該

当
し

た
と

き
は

、
同

項
第

５
号
に

該
当

す
る

も
の

と
み

な
す
。
 

 
 

２
 

市
長

は
、
前
項

の
規

定
に
よ

り
政

務
活

動
費

の
交

付
額
を

減
額

し
、
又
は

交
付

し
な
い

こ
と

を
決

定
し

た
と

き

は
、
規

則
で

定
め

る
と
こ

ろ
に

よ
り
、
速

や
か

に
議
長

を
経

由
し
て
、
当
該

会
派
の

代
表

者
又
は

当
該

交
付

対
象

議
員

に
通

知
し

な
け

れ
ば
な
ら

な
い
。
た

だ
し

、
第

４
条
第

４
項
第

１
号
、
第

２
号

又
は

第
５
号

に
該

当
す

る
場

合
で

、
交

付
し

な
い

こ
と

と
し

た
と
き

は
、

こ
の

限
り

で
な

い
。
 

 
 

 
（

経
理

責
任

者
の

設
置

等
）
 

 
 

第
９

条
 

政
務

活
動

費
の

交
付

を
受

け
て

い
る

会
派

は
、

政
務

活
動

費
に

関
す

る
経

理
を

的
確

に
処

理
す

る
た

め
、

所
属

議
員

の
中

か
ら

経
理

責
任

者
１
人

を
置

か
な

け
れ

ば
な

ら
な
い

。
た

だ
し

、
所
属
議

員
が
１

人
で

あ
る

場
合

は
、

当
該

議
員

が
そ

の
職

務
を

行
う
も

の
と

す
る

。
 

 
 

２
 

交
付

対
象

議
員

は
、

交
付
を

受
け

た
政

務
活

動
費

の
経
理

を
的

確
に

処
理

し
な

け
れ
ば

な
ら

な
い

。
 

 
 

 
（

政
務

活
動

費
を

充
て

る
こ
と

が
で

き
る

経
費

の
範

囲
）
 

 
 
第

1
0
条

 
政

務
活

動
費
は

、
会
派

及
び

交
付

対
象

議
員

が
行
う

政
務

活
動
（
調

査
研

究
、
研

修
、
広
報

、
広
聴
（
市

民
相

談
を

含
む

。
）、

要
請
、
陳

情
、
各
種

会
議

の
開

催
、
各

種
会
議

へ
の

参
加

等
市

政
の

課
題
及

び
市

民
の

意
思

を
把

握
し
、
そ
の

内
容

を
市
政

に
反
映

さ
せ

る
活

動
そ

の
他

の
住
民

の
福

祉
の

増
進

を
図

る
た
め

に
必

要
な

活
動

を
い

う
。

次
項

に
お

い
て

同
じ

。
）
に

資
す

る
た

め
必

要
な
経

費
に
対

し
て

交
付

す
る

。
 

 
 

２
 

政
務

活
動

費
は
、
別

表
に
定

め
る

政
務

活
動

に
資

す
る
た

め
必

要
な

経
費

に
充

て
る
こ

と
が

で
き

る
も

の
と

す

る
。
 

 
 

 
（

収
入

及
び

支
出

の
報

告
等
）
 

 
 

第
1
1
条
 

会
派

の
代
表

者
及
び

交
付

対
象

議
員

は
、

規
則
で

定
め

る
と

こ
ろ

に
よ

り
、
前

年
度

の
交

付
に

係
る

政

務
活

動
費

の
収

入
及

び
支

出
に

つ
い
て

の
報

告
書
（
以

下
「
収

支
報
告

書
」
と
い

う
。
）
を
作

成
し
、
毎
年

４
月

30

日
ま

で
に

議
長

に
提

出
し

な
け

れ
ば
な

ら
な

い
。
 

 
 

２
 

前
項

の
規

定
に

よ
り

収
支
報

告
書

を
提

出
す

る
場

合
に
お

い
て

は
、
支

出
に
係

る
領
収

書
そ

の
他

の
支

出
を

証

明
す

る
書

類
（

以
下

「
領

収
書

等
」
と

い
う

。）
の
写

し
を
添

え
て
、

提
出

し
な

け
れ

ば
な

ら
な
い

。
 

 
 

３
 

議
長

は
、
前

２
項
の

規
定
に

よ
る

収
支

報
告

書
及

び
領
収

書
等

の
写

し
（
以
下
「
収

支
報

告
書

等
」
と
い
う

。
）

の
提

出
が

あ
っ

た
と

き
は

、
速

や
か
に

そ
の

写
し

を
市

長
に

提
出
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
 

 
 

 
（

剰
余

金
の

返
還

）
 

 
 

第
1
2
条
 

会
派

の
代
表

者
及
び

交
付

対
象

議
員

は
、

交
付
さ

れ
た

政
務

活
動

費
に

剰
余
金

が
生

じ
た

と
き

は
、

規

則
で

定
め

る
と

こ
ろ

に
よ

り
、

市
長
に

返
還

し
な

け
れ

ば
な

ら
な
い

。
 

 
 

政
務
活
動
費
に
係
る
法
令
等

（
本

件
措

置
請

求
に

関
連
す

る
部
分

の
み

）
 

 １
 

地
方

自
治

法
（

昭
和

22
年

法
律
第

67
号
）
 

 
 
第

1
0
0
条
 

 
 

１
～

1
3 

略
 

1
4
 

普
通

地
方

公
共

団
体

は
、
条
例

の
定

め
る

と
こ

ろ
に
よ

り
、
そ
の

議
会

の
議

員
の
調

査
研
究

そ
の

他
の

活
動

に

資
す

る
た

め
必

要
な

経
費

の
一

部
と
し

て
、
そ

の
議

会
に
お

け
る
会

派
又

は
議

員
に

対
し

、
政

務
活

動
費

を
交

付

す
る

こ
と

が
で

き
る
。
こ
の
場

合
に
お

い
て
、
当
該

政
務
活

動
費
の

交
付

の
対

象
、
額
及

び
交
付

の
方

法
並

び
に

当
該

政
務

活
動

費
を

充
て

る
こ

と
が
で

き
る

経
費

の
範

囲
は

、
条
例

で
定

め
な

け
れ

ば
な

ら
な
い

。
 

1
5
 

前
項

の
政

務
活

動
費

の
交

付
を
受

け
た

会
派

又
は

議
員

は
、
条

例
の

定
め

る
と

こ
ろ

に
よ
り

、
当

該
政

務
活

動

費
に

係
る

収
入

及
び

支
出

の
報

告
書
を

議
長

に
提

出
す

る
も

の
と
す

る
。
 

 
 

1
6 

議
長

は
、
第

1
4
項
の

政
務
活

動
費

に
つ

い
て

は
、

そ
の
使

途
の

透
明

性
の

確
保

に
努
め

る
も

の
と

す
る

。
 

 
 

1
7～

2
0 

略
 

 ２
 

川
崎

市
議

会
の

政
務

活
動

費
の
交

付
等

に
関

す
る

条
例

（
平
成

13
年
川

崎
市

条
例
第

1
1
号

）
 

 
 

 
（

趣
旨

）
 

 
 

第
１

条
 

こ
の

条
例

は
、
地
方

自
治

法
（

昭
和

2
2
年
法

律
第

6
7
号

）
第

1
00

条
第

1
4
項

か
ら

第
1
6
項
ま

で
の

規
 

定
に

基
づ

き
、
川
崎

市
議

会
議

員
の
調

査
研

究
そ

の
他

の
活

動
に
資

す
る

た
め

必
要

な
経

費
の
一

部
と

し
て

、
議
 

会
に

お
け

る
会

派
及

び
議

員
に

対
し
、
政

務
活

動
費

を
交
付

す
る
こ

と
に

関
し

必
要

な
事

項
を
定

め
る

も
の

と
す
 

る
。
 

 
 

 
（

会
派

及
び

議
員

の
責

務
）
 

 
 

第
２

条
 

会
派
（

所
属
議

員
が
１

人
で

あ
る

場
合

を
含

む
。
以
下

同
じ

。）
及
び

議
員

は
、
政
務

活
動

費
の

交
付
が

、
 

 
 

 
市

政
に

関
す

る
会

派
及

び
議
員

の
調

査
研

究
そ

の
他

の
活
動

を
充

実
し
、
議
会
の

活
性
化

に
資

す
る

こ
と

を
目

的
 

と
し

て
い

る
こ

と
を

認
識

し
、

政
務
活

動
費

を
適

正
に

使
用

し
な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
 

 
 

 
（

交
付

の
対

象
及

び
額

）
 

 
 

第
３

条
 

政
務

活
動

費
は

、
議

長
に

結
成

の
届

出
が

あ
っ

た
会

派
及

び
当

該
会

派
の

議
員

（
次

項
の

規
定

に
よ

り

5
0
,
0
00

円
の

額
を

選
択

し
た
会

派
に
所

属
す

る
議

員
に

限
る

。
以
下

「
交

付
対

象
議

員
」

と
い
う

。）
に
対

し
て

交
付

す
る

。
 

 
 

２
 

会
派

に
対

す
る

政
務

活
動
費

の
月

額
は

、
4
5
0
,0
00

円
又
は

5
0,
0
00

円
の

う
ち
か

ら
各
会

派
が

選
択

し
た

額
に

当
該

会
派

の
所

属
議

員
数

を
乗

じ
て
得

た
額

と
す

る
。
 

 
 

３
 

交
付

対
象

議
員

に
対

す
る
政

務
活

動
費

の
月

額
は

、
4
00
,
0
00

円
と

す
る

。
 

 
 

４
 

第
２

項
の

規
定

に
よ

り
会
派

が
選

択
し

た
額

は
、
当

該
選

択
し

た
額

に
係

る
年

度
交
付

分
に

つ
い

て
は

、
変

更

す
る

こ
と

が
で

き
な

い
。
 

 
 

 
（

交
付

の
方

法
）
 

 
 

第
４

条
 

政
務

活
動

費
は

、
規
則

で
定

め
る

政
務

活
動

費
の
交

付
日
（
以

下
「
交
付

日
」
と

い
う

。
）
に
お

け
る
会

派

及
び

交
付

対
象

議
員

に
対

し
て

交
付
す

る
も

の
と

す
る

。
 

 
 

２
 

前
条

第
２

項
の

所
属

議
員
数

は
、

交
付

日
に

お
け

る
各
会

派
の

所
属

議
員

数
と

す
る
。
 

 
 

３
 

各
会

派
の

所
属

議
員

数
の
算

定
に

つ
い

て
は

、
同

一
議
員

に
つ

き
重

複
し

て
行

う
こ
と

が
で

き
な

い
。
 

 
 

４
 

交
付

日
に

お
い

て
次

の
各
号

の
い

ず
れ

か
の

事
由

が
生
じ

た
と

き
は
、
当
該
交

付
日
の

属
す

る
月

分
の

政
務

活

動
費

に
つ

い
て

は
、

当
該

事
由

が
生
じ

な
か

っ
た

も
の

と
み

な
す
。
 

 
 

 
(1
)
 
議

員
の

任
期

満
了

 

 
 

 
(2
)
 
議

会
の

解
散
 

 
 

 
(3
)
 
議

員
の

辞
職

、
失

職
、
死

亡
又

は
除

名
 

 
 

 
(4
)
 
議

員
の

所
属

会
派

か
ら
の

脱
会

又
は

除
名
 

 
 

 
(5
)
 
会

派
の

解
散
 

 
 

 
(6
)
 
議

員
の

会
派

へ
の

加
入
 

 
 

５
 

新
た

に
会

派
を

結
成

し
、
又

は
新

た
に

交
付

対
象

議
員
と

な
り

、
次

条
第

１
項

の
規
定

に
よ

る
申

請
が

あ
っ

た

場
合

で
、
当
該

申
請
の
あ

っ
た

日
が
、
そ
の

日
の

属
す

る
月

の
交
付

日
前

で
あ

る
と

き
は

当
該
月

分
の

政
務

活
動

費
か

ら
、

当
該

交
付

日
以

後
で

あ
る
と

き
は

当
該

月
の

翌
月

分
の
政

務
活

動
費

か
ら

交
付

す
る
。
 

 
 

６
 

一
般

選
挙

が
行

わ
れ

た
た
め
、
新
た

に
会
派

を
結

成
し
、
又

は
新

た
に
交

付
対

象
議
員

と
な

り
、
次
条

第
１
項

の
規

定
に

よ
る

申
請

が
あ

っ
た

場
合
は

、
前

項
の

規
定

に
か

か
わ
ら

ず
、
当
該

申
請

の
あ

っ
た
日

の
属

す
る

月
分

の
政

務
活

動
費

か
ら

交
付

す
る

。
た

だ
し

、
当

該
月

分
と

し
て

、
既

に
政

務
活

動
費

が
交

付
さ

れ
て
い

る
場

合
は
、

別
紙

３
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に
広

報
し

、
又

は
市

民
の

要
望

、
意
見

等
の

聴
取

若
し

く
は

市
民

相
談

を
行

う
の

に
要

す
る

経
費
 

費
等
 

４
 

要
請

・
陳

情
活

動
費
 

会
派

又
は

交
付

対
象

議
員

が
国

等

に
対

す
る

要
請

又
は

陳
情

の
活

動
を

行
う

の
に

要
す

る
経

費
 

印
刷

製
本

費
、

旅
費

等
 

５
 

会
議

費
 

会
派

又
は

交
付

対
象

議
員

が
各

種

会
議

を
開

催
し

、
又

は
他

の
団

体
等

が
開

催
す

る
意

見
交

換
会

等
各

種
会

議
に

参
加

す
る

の
に

要
す

る
経

費
 

会
場

借
上

料
、
委
託

料
、
食

糧
費

、
印

刷
製

本
費

、
消

耗
品

費
、

資
料

購
入
費

、

旅
費

、
出

席
負

担
金

等
 

６
 

資
料

費
 

会
派

又
は

交
付

対
象

議
員

が
そ

の

活
動

に
必

要
と

す
る

資
料

を
購

入

し
、
若
し

く
は

利
用

し
、
又
は
作

成
す

る
の

に
要

す
る

経
費
 

印
刷

製
本

費
、
委

託
料
、
図
書
雑

誌
購

入
費
、
新
聞

購
読

料
、
デ

ー
タ
ベ

ー
ス
利

用
料

等
 

７
 

人
件

費
 

会
派

又
は

交
付

対
象

議
員

が
そ

の

活
動

の
補

助
者

を
雇

用
す

る
の

に
要

す
る

経
費
 

報
酬
・
日

当
、
交

通
費

、
社
会
保

険
料

等
 

８
 

事
務

費
 

会
派

又
は

交
付

対
象

議
員

が
そ

の

活
動

に
係

る
事

務
を

処
理

す
る

の
に

要
す

る
経

費
 

消
耗

品
費
、
事
務

機
器
・
備
品
等

賃
借

料
、
事
務

機
器
・
備
品

等
購

入
費

、
電
話

料
、

送
料

等
 

９
 

事
務

所
費
 

会
派

又
は

交
付

対
象

議
員

が
そ

の

活
動

に
必

要
な

事
務

所
の

設
置

及
び

管
理

に
要

す
る

経
費
 

事
務

所
賃

借
料

、
維

持
管

理
費

等
 

 ３
 

川
崎

市
議

会
の

政
務

活
動

費
の
交

付
等

に
関

す
る

条
例

施
行
規

則
（

平
成

13
年
川
崎

市
規
則
第

1
6
号

）
 

 
 

 
（

趣
旨

）
 

 
 

第
１

条
 

こ
の

規
則

は
、

川
崎
市

議
会

の
政

務
活

動
費

の
交
付

等
に

関
す

る
条

例
（

平
成

1
3
年
川

崎
市

条
例
第

1
1

号
。

以
下

「
条

例
」

と
い

う
。）

の
実
施

の
た

め
必

要
な

事
項

を
定
め

る
も

の
と

す
る

。
 

 
 

 
（

用
語

）
 

 
 

第
２

条
 

こ
の

規
則

で
使

用
す
る

用
語

の
意

義
は

、
条

例
で
使

用
す

る
用

語
の

例
に

よ
る
。
 

 
 

 
（

交
付

日
）
 

 
 

第
３

条
 

条
例

第
４

条
第

１
項
の

規
則

で
定

め
る

交
付

日
は
毎
月

1
0
日

と
す

る
。
た

だ
し
、

そ
の

日
が

川
崎

市
の

 

 
 

 
休

日
を

定
め

る
条

例
（

平
成

元
年

川
崎

市
条

例
第

16
号
）
第
１

条
第

１
項

に
掲

げ
る

市
の
休

日
（
以

下
「

休
日
」

と
い

う
。
）
に

当
た

る
と

き
は
、

休
日
の

前
日

を
交

付
日

と
す

る
。
 

 
 

２
 

条
例

第
４

条
第

６
項
（

た
だ

し
書

を
除

く
。
）
の
規

定
に
よ

り
政

務
活

動
費

を
交

付
す
る

場
合

に
あ

っ
て

は
、
前

項
の

規
定

に
か

か
わ

ら
ず

、
市

長
が
指

定
す

る
日

を
交

付
日

と
す
る

。
 

 
 

 
（

政
務

活
動

費
交

付
申

請
書
及

び
政

務
活

動
費

交
付

決
定
通

知
書

）
 

 
 

第
４

条
 

条
例

第
５

条
第

１
項
の

規
定

に
よ

る
申

請
は

、
政

務
活

動
費

交
付
申
請
書
（
会

派
用

）（
第
１

号
様

式
）
又

は
政

務
活

動
費

交
付

申
請

書
（

交
付
対

象
議

員
用

）（
第
１
号

様
式
の

２
）

に
よ

る
も

の
と

す
る
。
 

 
 

２
 

条
例

第
５

条
第

２
項

の
規
定

に
よ

る
通

知
は

、
政

務
活
動

費
交

付
決

定
通

知
書
（
第

２
号

様
式

）
に

よ
る
も

の

と
す

る
。
 

 
 

 
（

政
務

活
動

費
交

付
申

請
事
項

変
更

届
）
 

 
 

第
５

条
 

条
例

第
６

条
の

規
定
に

よ
る

届
出

は
、
政
務

活
動
費

交
付

申
請

事
項

変
更

届
（
会

派
用

）（
第
３

号
様
式

）

又
は

政
務

活
動

費
交

付
申

請
事

項
変
更

届
（

交
付

対
象

議
員

用
）（

第
３

号
様

式
の

２
）
に

よ
る
も

の
と

す
る

。
 

 
 

 
（

政
務

活
動

費
増

額
交

付
申
請

書
及

び
政

務
活

動
費

増
額
交

付
決

定
通

知
書

）
 

 
 

第
６

条
 

条
例

第
７

条
第

１
項
の

規
定

に
よ

る
申

請
は

、
政

務
活

動
費

増
額
交

付
申

請
書
（
第

４
号

様
式
）
に
よ

る

も
の

と
す

る
。
 

 
 

２
 

条
例

第
７

条
第

２
項

の
規
定

に
よ

る
通

知
は

、
政

務
活
動

費
増

額
交

付
決

定
通

知
書
（
第

５
号

様
式
）
に
よ

る

も
の

と
す

る
。
 

 
 

 
（

政
務

活
動

費
減

額
等

決
定
通

知
書

）
 

 
 

第
７

条
 

条
例

第
８

条
第

２
項
の

規
定

に
よ

る
通

知
は

、
政

務
活

動
費

減
額
等

決
定

通
知
書
（

第
６

号
様
式
）
に

よ
 

 
  

 
 
（

交
付

の
決

定
の

取
消

し
）
 

 
 

第
1
3
条
 

市
長

は
、
会

派
又
は

交
付

対
象

議
員

に
お

け
る
政

務
活

動
費

の
支

出
が

こ
の
条

例
及

び
こ

の
条

例
に

基

づ
く

規
則

の
定

め
に

違
反

し
た

も
の
で

あ
る

と
認

め
た

と
き

は
、
当
該

交
付

の
決

定
の
全

部
又
は

一
部

を
取

り
消

し
、
規

則
で

定
め

る
と

こ
ろ
に

よ
り
、
そ

の
旨

を
会

派
の
代

表
者
又

は
交

付
対

象
議

員
に

通
知
す

る
も

の
と

す
る

。 

 
 

 
（

政
務

活
動

費
の

返
還

命
令
）
 

 
 

第
1
4
条

 
市

長
は

前
条
の

規
定
に

よ
り

、政
務
活

動
費
の

交
付
の

決
定

の
全

部
又

は
一

部
を
取

り
消

し
た

と
き

は
、

規
則

で
定

め
る

と
こ

ろ
に

よ
り

、
会
派

の
代

表
者

又
は

交
付

対
象
議

員
に

期
限

を
定

め
て

、
既
に

交
付

し
た

政
務

活
動

費
の

全
部

又
は

一
部

を
返

還
す
る

よ
う

命
ず

る
も

の
と

す
る
。
 

 
 

 
（

収
支

報
告

書
等

の
閲

覧
等
）
 

 
 
第

1
5
条

 
議

長
は

、
第

1
1
条

第
１

項
及

び
第

２
項
の

規
定
に

よ
り

収
支

報
告

書
等

が
提
出

さ
れ

た
と

き
は

、
規

則

で
定

め
る

と
こ

ろ
に

よ
り
、
不

開
示
情

報
（
川

崎
市

情
報
公

開
条
例
（

平
成

1
3
年

川
崎
市

条
例
第

１
号
）
第
８

条

に
規

定
す

る
不

開
示

情
報

を
い

う
。
）

が
記

録
さ

れ
て

い
る

部
分

を
除

き
、

当
該

収
支

報
告

書
等

を
一

般
の

閲
覧

に
供

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

こ
の

場
合

に
お

い
て

、
当

該
収

支
報

告
書

等
の

写
し

の
請

求
が

あ
っ

た
と

き
は

、

そ
の

写
し

を
交

付
し

な
け

れ
ば

な
ら
な

い
。
 

 
 

２
 

前
項

の
規

定
に

よ
る

収
支
報

告
書

等
の

閲
覧

に
係

る
手
数

料
は

、
無

料
と

す
る

。
 

 
 

３
 

第
１

項
の

規
定

に
よ

る
収

支
報

告
書

等
の

写
し

の
交

付
を

行
う

場
合

に
お

け
る

当
該

写
し

の
作

成
及

び
送

付

に
要

す
る

費
用

は
、

そ
の

写
し

を
請
求

す
る

者
の

負
担

と
す

る
。
 

 
 

４
 

第
１

項
の

規
定

に
よ

り
収
支

報
告

書
等

を
閲

覧
し

、
又
は

そ
の

写
し

の
交

付
を

受
け
た

者
は

、
そ

れ
に

よ
っ

て

得
た

情
報

を
適

正
に

用
い

な
け

れ
ば
な

ら
な

い
。
 

 
 

 
（

準
用

）
 

 
 
第

1
6
条

 
第

1
1
条

か
ら

前
条
ま

で
の

規
定

は
、
政
務

活
動
費

の
交

付
を

受
け

て
い

る
会
派

が
解

散
し

、
所

属
議

員

が
１

人
で

あ
る

会
派

の
当

該
所

属
議
員

が
辞

職
し
、
失
職
し

、
死

亡
し

、
若

し
く

は
除

名
さ

れ
、
議
会

が
解

散
し

、

議
員

の
任

期
が

満
了

し
、
又
は

交
付
対

象
議

員
で

な
く

な
っ

た
場
合

に
つ

い
て

準
用

す
る

。
こ

の
場

合
に

お
い

て
、

第
1
1
条

第
１

項
中
「
代

表
者
」
と
あ

る
の

は
「

代
表

者
で
あ

っ
た
者
（

所
属

議
員

が
１
人

で
あ
る

会
派

の
当

該
所

属
議

員
が

死
亡

し
た

場
合

に
あ

っ
て
は
、
そ
の

相
続

人
そ
の

他
の
一

般
承

継
人

）」
と
、「

交
付

対
象

議
員
」
と
あ

る
の

は
「
交

付
対

象
議
員

で
あ

っ
た
者
（

交
付

対
象
議

員
が

死
亡
し

た
場

合
に
あ
っ

て
は

、
そ

の
相

続
人

そ
の
他

の
一

般
承

継
人

）」
と

、「
前
年

度
」
と

あ
る

の
は
「
会

派
が

解
散
し

、
所

属
議

員
が

１
人

で
あ
る

会
派

の
当

該
所

属
議

員
が

辞
職

し
、
失

職
し
、
死

亡
し

、
若
し

く
は
除

名
さ

れ
、
議

会
が
解

散
し

、
議
員

の
任
期

が
満

了
し

、
又

は
交

付
対

象
議

員
で

な
く

な
っ

た
年
度

」
と
、「

毎
年

４
月

3
0
日

ま
で

に
」
と

あ
る

の
は
「

速
や

か
に
」
と

、
第

1
2
条
、
第

1
3
条

及
び

第
14

条
の

規
定

中
「
代

表
者

」
と
あ

る
の
は
「

代
表

者
で

あ
っ
た

者
（

所
属

議
員

が
１

人

で
あ

る
会

派
の

当
該

所
属

議
員

が
死

亡
し

た
場

合
に

あ
っ

て
は

、
そ

の
相

続
人

そ
の

他
の

一
般

承
継

人
）
」

と
、

「
交

付
対

象
議

員
」
と
あ

る
の

は
「

交
付

対
象

議
員
で

あ
っ

た
者
（
交

付
対

象
議
員

が
死

亡
し
た

場
合

に
あ

っ
て

は
、

そ
の

相
続

人
そ

の
他

の
一

般
承
継

人
）
」
と

読
み

替
え
る

も
の
と

す
る

。
 

 
 

 
（

委
任

）
 

 
 
第

1
7
条

 
こ

の
条

例
に
定

め
る
も

の
の

ほ
か

、
こ

の
条

例
の
実

施
の

た
め

必
要

な
事

項
は
、

規
則

で
定

め
る

。
 

 
 

 
 

 
附

 
則
 

 
 

こ
の

条
例

は
、

平
成

13
年

4
月

1
日
か

ら
施

行
す

る
。

 

 
 

 
 

 
附

 
則

 
略
 

 
 

別
表

（
第

10
条
関

係
）
 

経
費

の
区

分
 

支
出

で
き

る
経

費
 

内
容
 

種
類
 

１
 

調
査

研
究

費
 

会
派

又
は

交
付

対
象

議
員

が
市

の

事
務

、
地

方
行

財
政

等
に

関
し

て
調

査
研

究
を

す
る

の
に

要
す

る
経

費
 

会
場

借
上

料
、

委
託

料
、

講
師

謝
礼
、

食
糧

費
、
印
刷

製
本

費
、
消

耗
品

費
、
資

料
購

入
費

、
旅

費
、
バ

ス
等

借
上

料
、
出

席
負

担
金

等
 

２
 

研
修

費
 

会
派

又
は

交
付

対
象

議
員

が
研

修

会
を

開
催

し
、

又
は

他
の

団
体

等
が

開
催

す
る

研
修

会
に

参
加

す
る

の
に

要
す

る
経

費
 

会
場

借
上

料
、

委
託

料
、

講
師

謝
礼
、

食
糧

費
、
印
刷

製
本

費
、
消

耗
品

費
、
資

料
購

入
費

、
旅

費
、

出
席

負
担

金
等
 

３
 

広
報

・
広

聴
費
 

会
派

又
は

交
付

対
象

議
員

が
そ

の

活
動

若
し

く
は

市
政

に
つ

い
て

市
民

会
場

借
上

料
、
印

刷
製

本
費
、
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
等

製
作

費
、
食
糧

費
、
送

料
、
旅
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る

も
の

と
す

る
。
 

 
 

 
（

請
求

書
の

提
出

）
 

 
 

第
８

条
 

会
派

の
代

表
者

及
び
交

付
対

象
議

員
は

、
毎

月
、
当
該

月
分

の
政
務

活
動

費
に
つ

い
て
、
川

崎
市

金
銭
会
 

計
規

則
（

昭
和

39
年
川

崎
市
規

則
第

3
1
号

。
以

下
「
金

銭
会

計
規
則

」
と

い
う

。
）
第

82
条

の
規

定
に

よ
り

請
 

求
書

を
提

出
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い
。
 

 
 

 
（

支
出

の
手

続
及

び
書

類
の
保

存
期

間
）
 

 
 

第
９

条
 

条
例
第

1
0
条
に

規
定
す

る
経

費
の

支
出

は
、

会
派
に

あ
っ

て
は

会
派

の
代

表
者
の

決
定

を
経

て
経

理
責

 

任
者

が
処

理
し

、
交

付
対

象
議

員
に
あ

っ
て

は
当

該
交

付
対

象
議
員

が
処

理
す

る
も

の
と

す
る
。
 

 
 

２
 

経
理

責
任

者
及

び
交

付
対
象

議
員

は
、
経
費

を
支

出
し
た

と
き

は
、
領
収

書
そ

の
他
の

支
出

を
確

認
す

る
書

類
 

（
以

下
「

支
出

確
認

書
類

」
と

い
う
。
）
を
徴

し
な

け
れ

ば
な

ら
な
い

。
こ

の
場

合
に

お
い

て
、
支

出
確

認
書

類
を
 

徴
す

る
こ

と
が

で
き

な
い

と
き

は
、
会

派
に

あ
っ

て
は

会
派

の
代
表

者
、
交
付

対
象

議
員

に
あ
っ

て
は

当
該

交
付
 

対
象

議
員

が
作

成
す

る
支

払
証

明
書
（
以

下
「

支
払

証
明
書

」
と

い
う

。）
を
も

っ
て

こ
れ

に
代
え

る
こ

と
が

で
き
 

る
。
 

 
 

３
 

経
理

責
任

者
及

び
交

付
対
象

議
員

は
、
毎
年

度
、
会
計

帳
簿

を
調

製
し
、
前
項

に
規
定

す
る

支
出

確
認

書
類

及

び
支

払
証

明
書

を
整

理
し

た
上

、
こ

れ
ら

を
収

支
報

告
書
を

提
出
し

た
日

の
属

す
る

年
度

の
翌
年

度
の

４
月

１
日

か
ら

起
算

し
て

５
年

を
経

過
す

る
日
ま

で
保

存
し

な
け

れ
ば

な
ら
な

い
。
 

 
 

 
（

政
務

活
動

費
収

支
報

告
書
）
 

 
 
第

10
条
 

条
例
第

11
条

第
１
項

の
規

定
に

よ
る

収
支

報
告
書

の
提

出
は

、
政

務
活

動
費
収

支
報

告
書

（
会

派
用

） 

 
 

 
（

第
７

号
様

式
）
又
は

政
務
活

動
費

収
支

報
告

書
（

交
付
対

象
議

員
用

）（
第
７
号

様
式
の

２
）
に
よ

る
も

の
と

す
 

る
。
 

 
 

 
（

剰
余

金
の

返
還

）
 

 
 
第

1
1
条

 
条

例
第

1
2
条

の
規
定

に
よ

る
剰

余
金

の
返

還
は
、
市
長

の
発

行
す

る
納

付
書
に

よ
り

、
速

や
か

に
行

う
 

 
 

 
も

の
と

す
る

。
 

 
 

 
（

交
付

の
決

定
の

取
消

通
知
）
 

 
 
第

12
条
 

条
例
第

13
条

の
規
定

に
よ

り
政

務
活

動
費

の
交
付

の
決

定
の

全
部

又
は

一
部
を

取
り

消
し

た
と

き
は

、

取
消

し
の

内
容

及
び

理
由

を
記

載
し
た

書
面

に
よ

り
通

知
す

る
も
の

と
す

る
。
 

 
 

 
（

返
還

命
令

）
 

 
 
第

1
3
条

 
条

例
第

1
4
条

の
規
定

に
よ

る
返

還
命

令
は

、
返

還
の

期
限

そ
の

他
必
要

な
事
項

を
記

載
し

た
書

面
に

よ

り
行

う
も

の
と

す
る

。
 

 
 

２
 

条
例
第

14
条
の

規
定

に
よ
る

政
務

活
動

費
の

返
還

は
、
金

銭
会

計
規

則
第

5
2
条

又
は
第

6
0
条

の
規

定
に

よ

り
行

う
も

の
と

す
る

。
 

 
 

 
（

収
支

報
告

書
等

の
閲

覧
等
）
 

 
 
第

1
4
条

 
条

例
第

1
5
条

第
１
項

の
規

定
に

よ
る

収
支

報
告
書

等
の

閲
覧

は
、
政
務

活
動
費

の
交

付
を

受
け

た
日

の

属
す

る
年

度
の

翌
年

度
の

６
月

3
0
日

か
ら

、
議

会
局

に
お
い

て
休
日

を
除

く
日

の
午

前
８

時
30

分
か

ら
午

後
５

時
ま

で
行

う
も

の
と

す
る

。
 

 
 

２
 

前
項

の
収

支
報

告
書

等
を
閲

覧
す

る
者

は
、
当
該

収
支
報

告
書

等
を

汚
損

し
、
又

は
破

損
す

る
こ

と
が

な
い

よ

う
に

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

 

 
 

３
 

条
例

第
1
5
条
第
３

項
に
規

定
す

る
収

支
報

告
書

等
の
写

し
の

作
成

及
び

送
付

に
要
す

る
費

用
は

、
前

納
と

す

る
。
 

 
 

 
（

準
用

）
 

 
 
第

1
5
条

 
第

９
条

第
３
項

及
び
第

10
条
か

ら
前

条
ま
で

の
規
定

は
、
政

務
活

動
費
の

交
付
を

受
け

て
い

る
会

派
が

解
散

し
、
所

属
議

員
が

１
人
で

あ
る
会

派
の

当
該

所
属

議
員

が
辞
職

し
、
失

職
し
、
死
亡

し
、
若
し

く
は

除
名

さ

れ
、
議

会
が

解
散

し
、
議
員

の
任

期
が
満

了
し
、
又
は

交
付

対
象

議
員
で

な
く

な
っ

た
場

合
に

つ
い
て

準
用

す
る
。

こ
の

場
合

に
お

い
て

、
第

９
条

第
３
項

中
「

経
理

責
任

者
」
と

あ
る

の
は
「
経

理
責

任
者

で
あ
っ

た
者
（
所

属
議

員
が

１
人

で
あ

る
会

派
の

当
該

所
属

議
員

が
死

亡
し

た
場

合
に

あ
っ

て
は

、
そ

の
相

続
人

そ
の

他
の

一
般

承
継

人
）
」
と

、「
交

付
対

象
議

員
」
と

あ
る

の
は
「
交

付
対

象
議

員
で
あ

っ
た

者
（

交
付

対
象

議
員
が

死
亡

し
た

場
合

に
あ

っ
て

は
、

そ
の

相
続

人
そ

の
他
の

一
般

承
継

人
）
」
と
読

み
替
え

る
も

の
と

す
る

。
 

 
 

 
 

 
附

 
則
 

 
 

 
こ

の
規

則
は

、
平
成

1
3
年

4
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川 崎 区 公 告

川崎市川崎区公告第121号

　介護保険料に係る督促状を別紙記載の者に送達すべき

ところ、その者の住所、居所、事務所及び事業所が不明

のため送達することができないので、介護保険法（平成

９年12月17日法律第123号）第143条で準用する地方税法

（昭和25年法律第226号）第20条の２の規定により公告

します。

　なお、当該書類は送達を受けるべき者の申出により交

付します。

　　令和３年８月20日

� 川崎市川崎区長　増　田　宏　之　　

年　度 科　目 期　別

この公告により

滞納処分に

着手し得る日

件数・備考

令和

３年度
介護保険料 第３期

令和３年８月31日

（第３期分）
計１件

令和

３年度
介護保険料 第４期

令和３年８月31日

（第４期分）
計20件

（別紙省略）

　　　───────────────────

川崎市川崎区公告第122号

　国民健康保険料に係る督促状を別紙記載の者に送達す

べきところ、その者の住所、居所、事務所及び事業所が

不明のため送達することができないので、国民健康保険

法（昭和33年法律第192号）第78条で準用する地方税法

（昭和25年法律第226号）第20条の２の規定により公告

します。

　なお、当該書類は送達を受けるべき者の申出により交

付します。

　　令和３年８月20日

� 川崎市川崎区長　増　田　宏　之　　

（別紙省略）

　　　───────────────────

川崎市川崎区公告第123号

　督促状を別紙記載の者に送達すべきところ、その者の

住所、居所、事務所及び事業所が不明のため送達するこ

とができないので、介護保険法（平成９年12月17日法律

第123号）第143条で準用する地方税法（昭和25年法律第

226号）第20条の２の規定により公告します。

　なお、当該書類は送達を受けるべき者の申出により交

付します。

　　令和３年８月20日

� 川崎市川崎区長　増　田　宏　之　　

年　度 科　目 期　別

この公告により

滞納処分に

着手し得る日

件数・備考

令和

３年度
介護保険料 第２期 令和３年８月31日 計１件

令和

３年度
介護保険料 第３期 令和３年８月31日 計４件

令和

３年度
介護保険料 第４期 令和３年８月31日 計４件

（別紙省略）

　　　───────────────────

川崎市川崎区公告第124号

　次の国民健康保険料等に係る差押調書（謄本）を別紙

記載の者に送達すべきところ、その者の住所、居所、事

務所及び事業所が不明のため送達することができないの

で、国民健康保険法（昭和33年法律第192号）第78条、

介護保険法（平成９年法律第123号）第143条及び高齢者

の医療の確保に関する法律（昭和57年法律第80号）第

112条で準用する地方税法（昭和25年法律第226号）第20

条の２の規定により公告します。

　なお、当該書類は送達を受けるべき者の申出により交

付します。

　　令和３年８月25日

� 川崎市川崎区長　増　田　宏　之　　

（別紙省略）

幸 区 公 告

川崎市幸区公告第29号

　国民健康保険料に係る督促状を別紙記載の者に送達す

べきところ、その者の住所、居所、事務所及び事業所が

不明のため送達することができないので、国民健康保険

法（昭和33年法律192号）第78条で準用する地方税法（昭

和25年法律第226号）第20条の２の規定により公告しま

す。

　なお、当該書類は送達を受けるべき者の申出により交

付します。

　　令和３年８月20日

� 川崎市幸区長　関　　　敏　秀　　

（別紙省略）

中 原 区 公 告

川崎市中原区公告第44号

　次の介護保険料に係る督促状を別紙記載の者に送達す

べきところ、その者の住所、居所、事務所及び事業所が

不明のため送達することができないので、介護保険法
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（平成９年12月17日法律123号）第143条で準用する地方

税法（昭和25年法律第226号）第20条の２の規定により

公告します。

　なお、当該書類は送達を受けるべき者の申出により交

付します。

　　令和３年８月20日

� 川崎市中原区長　永　山　実　幸　　

年　度 科　目 期　別

この公告により

滞納処分に

着手し得る日

件数・備考

令和

３年度
介護保険料 第３期 令和３年８月31日 計１件

（別紙省略）

　　　───────────────────

川崎市中原区公告第45号

　国民健康保険料に係る督促状を別紙記載の者に送達す

べきところ、その者の住所、居所、事務所及び事業所が

不明のため送達することができないので、国民健康保険

法（昭和33年12月27日法律第192号）第78条で準用する

地方税法（昭和25年法律第226号）第20条の２の規定に

より公告します。

　なお、当該書類は送達を受けるべき者の申出により交

付します。

　　令和３年８月20日

� 川崎市中原区長　永　山　実　幸　　

（別紙省略）

　　　───────────────────

川崎市中原区公告第46号

　国民健康保険料に係る差押調書を別紙記載の者に送達

すべきところ、その者の住所、居所、事務所及び事業所

が不明のため送達することができないので、国民健康保

険法（昭和33年12月27日法律第192号）第78条で準用す

る地方税法（昭和25年法律第226号）第20条の２の規定

により公告します。

　なお、当該書類は送達を受けるべき者の申出により交

付します。

　　令和３年８月20日

� 川崎市中原区長　永　山　実　幸　　

（別紙省略）

　　　───────────────────

川崎市中原区公告第47号

　住民基本台帳法（昭和42年法律第81号）第８条及び住

民基本台帳法施行令（昭和42年政令第292号）第12条第

１項の規定により、別紙に記載の者について住民票を職

権消除しましたので、同条第４項の規定により、その者

に通知しなければならないところ住所及び居所が不明の

ため、通知の送達ができないので公示します。

　　令和３年８月30日

� 川崎市中原区長　永　山　実　幸　　

　この処分について不服がある場合は、この処分があっ

たことを知った日の翌日から起算して３月以内に、川崎

市長に対して審査請求をすることができます。この処分

の取消しを求める訴えは、この処分があったことを知っ

た日（前記の審査請求をした場合には、当該審査請求に

ついての裁決があったことを知った日）の翌日から起算

して６月以内に、川崎市を被告として（川崎市長が被告

の代表者となります。）提起することができます。

（別紙省略）

　　　───────────────────

川崎市中原区公告第48号

　川崎市印鑑条例（昭和51年川崎市条例第８号）第12条

第１項第６号の規定により、別紙に記載の者について、

印鑑の登録を抹消しましたので、同条第２項の規定によ

り、その者に通知しなければならないところ住所及び居

所が不明のため、通知の送達ができないので公示します。

　　令和３年８月30日

� 川崎市中原区長　永　山　実　幸　　

　この処分について不服がある場合は、この処分があっ

たことを知った日の翌日から起算して３月以内に、川崎

市長に対して審査請求をすることができます。この処分

の取消しを求める訴えは、この処分があったことを知っ

た日（前記の審査請求をした場合には、当該審査請求に

ついての裁決があったことを知った日）の翌日から起算

して６月以内に、川崎市を被告として（川崎市長が被告

の代表者となります。）提起することができます。

（別紙省略）

高 津 区 公 告

川崎市高津区公告第62号

　国民健康保険料に係る納入通知書を別紙記載の者に送

達すべきところ、その者の住所、居所、事務所及び事業

所が不明のため送達することができないので、国民健康

保険法（昭和33年12月27日法律第192号）第78条で準用

する地方税法（昭和25年法律第226号）第20条の２の規

定により公告します。

　なお、当該書類は送達を受けるべき者の申出により交

付します。

　　令和３年８月13日

� 川崎市高津区長　鈴　木　哲　朗　　

（別紙省略）

　　　───────────────────
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川崎市高津区公告第63号

　次の後期高齢者医療保険料に係る納入通知書を別紙記

載の者に送達すべきところ、その者の住所、居所、事務

所及び事業所が不明のため送達することができないの

で、高齢者の医療の確保に関する法律（昭和57年法律第

80号）第112条で準用する地方税法（昭和25年法律第226

号）第20条の２の規定により公告します。

　なお、当該書類は送達を受けるべき者の申出により交

付します。

　　令和３年８月13日

� 川崎市高津区長　鈴　木　哲　朗　　

年　度 科　目 期　別
この公告により

変更する納期限
件数・備考

令和

３年度

後期高齢者

医療保険料

第１期

以降

令和３年８月31日

（第１期分）
計１件

（別紙省略）

　　　───────────────────

川崎市高津区公告第64号

　次の介護保険料に係る納入通知書を別紙記載の者に送

達すべきところ、その者の住所、居所、事務所及び事業

所が不明のため送達することができないので、介護保険

法（平成９年12月17日法律123号）第143条で準用する地

方税法（昭和25年法律第226号）第20条の２の規定によ

り公告します。

　なお、当該書類は送達を受けるべき者の申出により交

付します。

　　令和３年８月13日

� 川崎市高津区長　鈴　木　哲　朗　　

年　度 科　目 期　別
この公告により

変更する納期限
件数・備考

令和

３年度

介護

保険料
第２期以降 計１件

令和

３年度

介護

保険料
第４期以降 計１件

（別紙省略）

　　　───────────────────

川崎市高津区公告第65号

　次の国民健康保険料等に係る差押調書（謄本）を別紙

記載の者に送達すべきところ、その者の住所、居所、事

務所及び事業所が不明のため送達することができないの

で、国民健康保険法（昭和33年12月27日法律192号）第

78条で準用する地方税法（昭和25年法律第226号）第20

条の２の規定により公告します。

なお、当該書類は送達を受けるべき者の申出により交付

します。

　　令和３年８月16日

� 川崎市高津区長　鈴　木　哲　朗　　

年　度 科　目 期　別 変更する納期限 件数・備考

　 　 　 　 計１件

（別紙省略）

　　　───────────────────

川崎市高津区公告第66号

　国民健康保険料に係る督促状を別紙記載の者に送達す

べきところ、その者の住所、居所、事務所及び事業所が

不明のため送達することができないので、国民健康保険

法（昭和33年法律192号）第78条で準用する地方税法（昭

和25年法律第226号）第20条の２の規定により公告しま

す。

　ｖなお、当該書類は送達を受けるべき者の申出により

交付します。

　　令和３年８月20日

� 川崎市高津区長　鈴　木　哲　朗　　

（別紙省略）

　　　───────────────────

川崎市高津区公告第67号

　次の介護保険料に係る督促状を別紙記載の者に送達す

べきところ、その者の住所、居所、事務所及び事業所が

不明のため送達することができないので、介護保険法

（平成９年12月17日法律第123号）第143条で準用する地

方税法（昭和25年法律第226号）第20条の２の規定によ

り公告します。

　なお、当該書類は送達を受けるべき者の申出により交

付します。

　　令和３年８月20日

� 川崎市高津区長　鈴　木　哲　朗　　

年　度 科　目 期　別
滞納処分に

着手し得る日
件数・備考

令和

３年度

介護

保険料
第４期分

令和３年８月31日

（第４期分）
計５件

（別紙省略）

宮 前 区 公 告

川崎市宮前区公告第33号

　次の介護保険料に係る督促状を別紙記載の者に送達す

べきところ、その者の住所、居所、事務所及び事業所が

不明のため送達することができないので、介護保険法

（平成９年12月17日法律123号）第143条で準用する地方

税法（昭和25年法律第226号）第20条の２の規定により

公告します。

　なお、当該書類は送達を受けるべき者の申出により交

付します。

　　令和３年８月20日
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� 川崎市宮前区長　南　　　昭　子　　

年　度 科　目 期　別

この公告により

滞納処分に

着手し得る日

件数・備考

令和

３年度
介護保険料 第４期

令和３年８月31日

（第４期分）
計11件

（別紙省略）

多 摩 区 公 告

川崎市多摩区公告第33号

　次の介護保険料に係る督促状を別紙記載の者に送達す

べきところ、その者の住所、居所、事務所及び事業所が

不明のため送達することができないので、介護保険法

（平成９年12月17日法律123号）第143条で準用する地方

税法（昭和25年法律第226号）第20条の２の規定により

公告します。

　なお、当該書類は送達を受けるべき者の申出により交

付します。

　　令和３年８月20日

� 川崎市多摩区長　藤　井　智　弘　　

年　度 科　目 期　別
滞納処分に

着手し得る日
件数・備考

令和

３年度
介護保険料 第４期 令和３年８月31日 ６件

（別紙省略）

　　　───────────────────

川崎市多摩区公告第34号

　国民健康保険料に係る督促状を別紙記載の者に送達す

べきところ、その者の住所、居所、事務所及び事業所が

不明のため送達することができないので、国民健康保険

法（昭和33年法律192号）第78条で準用する地方税法（昭

和25年法律第226号）第20条の２の規定により公告しま

す。

　なお、当該書類は送達を受けるべき者の申出により交

付します。

　　令和３年８月20日

� 川崎市多摩区長　藤　井　智　弘　　

（別紙省略）

　　　───────────────────

川崎市多摩区公告第35号

　次の国民健康保険料に係る差押調書（謄本）を別紙記

載の者に送達すべきところ、その者の住所、居所、事務

所及び事業所が不明のため送達することができないの

で、国民健康保険法（昭和33年12月27日法律192号）第

78条で準用する地方税法（昭和25年法律第226号）第20

条の２の規定により公告します。

　なお、当該書類は送達を受けるべき者の申出により交

付します。

　　令和３年８月25日

� 川崎市多摩区長　藤　井　智　弘　　

年　度 科　目 期　別 変更する納期限 件数・備考

令和

３年度
計１件

（別紙省略）

麻 生 区 公 告

川崎市麻生区公告第49号

　住民基本台帳法（昭和42年法律第81号）第８条及び住

民基本台帳法施行令（昭和42年政令第292号）第12条第

１項の規定により、別紙に記載の者について住民票を職

権消除しましたので、同条第４項の規定により、その者

に通知しなければならないところ住所及び居所が不明の

為、通知の送達ができないので公示します。

　　令和３年８月16日

� 川崎市麻生区長　三　瓶　清　美　　

　この処分について不服がある場合は、この処分があっ

たことを知った日の翌日から起算して３月以内に、川崎

市長に対して審査請求をすることができます。この処分

の取消しを求める訴えは、この処分があったことを知っ

た日（前記の審査請求をした場合には、当該審査請求に

ついての裁決があったことを知った日）の翌日から起算

して６月以内に、川崎市を被告として（川崎市長が被告

の代表者となります。）提起することができます。

（別紙省略）

　　　───────────────────

川崎市麻生区公告第50号

　川崎市印鑑条例（昭和51年川崎市条例第８号）第12条

第１項第６号の規定により、別紙に記載の者について、

印鑑の登録を抹消しましたので、同条第２項の規定によ

り、その者に通知しなければならないところ住所及び居

所が不明の為、通知の送達ができないので公示します。

　　令和３年８月16日

� 川崎市麻生区長　三　瓶　清　美　　

　この処分について不服がある場合は、この処分があっ

たことを知った日の翌日から起算して３ヶ月以内に、川

崎市長に対して審査請求をすることができます。この処

分の取消しを求める訴えは、この処分があったことを知

った日（前記の審査請求をした場合には、当該審査請求

についての裁決があったことを知った日）の翌日から起

算して６箇月以内に、川崎市を被告として（川崎市長が

被告の代表者となります。）提起することができます。
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（別紙省略）

　　　───────────────────

川崎市麻生区公告第51号

　国民健康保険料に係る督促状を別紙記載の者に送達す

べきところ、その者の住所、居所、事務所及び事業所が

不明のため送達することができないので、国民健康保険

法（昭和33年12月27日法律192号）第78条で準用する地

方税法（昭和25年法律第226号）第20条の２の規定によ

り公告します。

　なお、当該書類は送達を受けるべき者の申出により交

付します。

　　令和３年８月20日

� 川崎市麻生区長　三　瓶　清　美　　

（別紙省略）

　　　───────────────────

川崎市麻生区公告第52号

　介護保険料に係る督促状を別紙記載の者に送達すべき

ところ、その者の住所、居所、事務所及び事業所が不明

のため送達することができないので、介護保険法（平成

９年12月17日法律第123号）第143条で準用する地方税法

（昭和25年法律第226号）第20条の２の規定により公告

します。

　なお、当該書類は送達を受けるべき者の申出により交

付します。

　　令和３年８月20日

� 川崎市麻生区長　三　瓶　清　美　　

（別紙省略）

正 誤

　川崎市公報第1,825号（令和３年８月25日発行）3361

ページ中川崎市公告（調達）第320号は、削除する。

辞 令

令和３年８月20日付人事異動

（市長事務部局）

任　　　　　　命 氏　　名 前　　　　　　職

（課長級）

宮前区役所地域みまもり支援センター（福祉事

務所・保健所支所）地域ケア推進課長

宮前区役所地域みまもり支援センター（福祉事

務所・保健所支所）衛生課担当課長兼務

佐々木　龍　一
宮前区役所地域みまもり支援センター（福祉事

務所・保健所支所）地域ケア推進課長


